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泡 鳴 入丄浓 ^七卷  一 


一 

^>i^ふところへ行lへすれば、 自分の こ S 悲しい 謹う I れる ことができ ると 思った ばかり 

？ょ， S して 七 8.1 へ 出かけた ので ある。 さて、 策 場へ 來て f と、 a  J 

たらい いの か 分らなかった。 ただ 多くの 人が どやく して ゐ るのに 先 づ氣が のぼせて しまって、 切 

がと か 云 ふ 物 を どこで いくら 出して 買へば いいの かに まご 付いた。 

、 1J:P  v.- ナ、. .；. うで 11 聽 き 13 れ ない e んな聲 の爲め 

れハ. ^一て 物 だけれ ども その賓ぃ夭井カ.^^^=^カ，^し/.'け-:- . JH 

に S 、ま 何となく f なった。 そして ぼんやりと 行 き來 の 人々 の に突ッ 立って ゐ たが やがて 

またい つもの けない そして 恐ろしい こと を 思 ひ 出した ので ある、 I 

『若し この 屮 にわたい の 額 を 知って る 人が おしたら！』  みま . 

iiflll からだ 中が ぞッと § ひ をした。 それ を、 1^ 

人々 にも せれたくない ので、 ちょ ッと a 分で 募の 1」 引き立てて、 それとなく 雷の 隅の 方へ 足 


を^5??んだ。 そして そこから 见てゐ ると、 自分と 同じ やうに ひさし 髪 を 結って る 人 や- 同じ やうに 牡 ゆ 

色の 帶を 締めてる 人 も、 見ッ ともない ほど 氣を あせらせて、 他 Q 男 や 女 同様に、 丁度 自分と のが 

はに 付いて る 窓へ 行って、 入れ か はり、 立ち か はり、 何 か を 買って る。 それが 切符な ので あらう が、 

自分 はいくら 出せば それ を 買へ るの か 分らなかった。 その 窓の 上の 方に かかって る 大きな 額の やうな 

もの を あ ふ 向いて 見て ゐ るお ぢィ さんの 人 も あるので、 それが ね 値！ §|ば きで でも あらう かと 考 へたけ，， 

ども、 そこへ 進んで 行く のさへ 氣が 引けて、 自分 は 時 をす ごして ゐた。 

そのうちに 人々 は 大抵 狭い 入り口から 小さい 札の やうな 物 を 切って K つて、 奥の 方へ 這 入って 1 了つ 

た。 殘 つてる もの は 僅かに なった。 すると、 自分の やうに けばく したな り をして ゐる者 は 一 暦 人の 

注意 を 引く やうに 思 はれて、 なほ. 更ら のぼせて 來た顏 をち ょッ とそば の 壁へ 向けた。 そして そこに か 

けて ある 何 か 書いた 物 を 兒てゐ るふり をして、 自分で 自分の 氣を 休めた。 が、 『鐵 道』 とか、 『上り』、 『下 

り』 とか、 その他に また 大きな 字 だけ は 目に 這 入った けれども、 Ifl の 小さな 文字 ゃ數 字ら しいの は 

今の 自分に はた だ ごち や/ \ として、 何の こと だか 讀め なかった。 

不思議に も， その まめない 額面の 腐ン 中に、 自分よりも 二つ 三つ 年う へ かと 思 はれる 男が 浮んで ゐ 

た。 これ も鐡^ に關係 ある 人ら しく、 特^な 帽子に 洋服 を 着て、 左り の 腕に は 赤い 幅び ろの 何 かの し 

るし を卷 いてる。 通, さんと でも 云 ふの か II ^に 年寄り ゃ田舍 ものく さい 人の 世話 も 親切に 燒 いて 

部落の 娘  Si 
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るト にも — 西洋人が 來 ると、 1 々、 その 世話 をして やる • ここへ 來て 初めて 見た の だが、 そ^ 力 や 

となくな つかしかった。 口 本人と 西洋人と が^って ゐる やうに、 一般の 京都 人と n 分らと も亦述 つて 

る。 そして 西洋人が i はれる やうに、 ，n 分ら も 亦 さう だ。 それに も拘ら す、 西洋人に I な 人 だから 

C 分らに も 親切に して 炎れ る だら う。 あ ァ云ふ 人ば かりが この^に ゐ て^れるなら、 rtl 分 も わざく 

率：：： 小な ど へ 逃げて 行く に は 及ばない の だが — 。 

ぎゆうく と 云 ふ 靴の 音が して 來 たので、 その 方へ ふり S くと、 さながら a 分が £ ち tff てで もゐ 

たやう に、 その 人が 矢 ツ^り 親切 さうな 笑み を帶 びながら こちらへ 近づいた。 俄かに また， U 分の 額 力 

卞 く. よった やう だ。 たッた 今、 自分のう ッ とりと 想像して ゐ たこと で ゃッと 少しば 力り 心 カ^ち 付い 

てた ところであった のに。 

『あんた は どこ へ お：：：： きです か？』 

『^：^パへ行きとぉすのどすけれど 11 』 ちょ ッ とどぎ まぎした あとで、 觅に 角、 斯う 答へ る ことが で 

きた。 それから、 I 牡ぐ 心 を，：： 儿 めて は ッ きりと 問 ひに 進んだ、 

『どない しましたら、 行け まひよう か？』 

『あすこで』 と、 その 人 はつ i にしる しの ある 方の 手 を さし 延ばして、 さきに3:^の粜った窓を返り0^て 

，山ら、 また こちら をし げくと 见 ながら、 をお 買 ひに なれば 行けます が 11 』 


『  』 こちらに は 向 ふのうる み 多い 目が こちらの 腹の 中まで も 見ぬ くやう で * おそろし くも 見え 

たが、 なほ その 親切 さうな 口ぶりに たよって、 その 切符 を 5 貝って 貰 はう かと 云ふ氣 になった。 

ご しんる ゐ 

『東京に は』 と、 向 ふ は 一一 E 葉 をつ づけた、 『it 讓で もお ありな のです か？』 

『  』 自！ こんな 關係ゃ これ を 知って る もの のゐ ない ところへ 放 たれたい ので あるから、 

この 言葉 を聽 くさへ もい やであった。 それ を 努めて 見ぬ かれない やうに からだ を 堅く して、 『おへん の 

どす けれど —— 』 

『では、 お知り 八 口 ひで も —— ？』 

『なにも 11 』 ゑが ほ を 見せて ゐ たいの だが、 それが 自. H に 出ない。 答へ はほんと うのこと で、 決し 

てう そで はない が、 若し 實 際に は 何 かの 關 係が 束 京に あつたと しても、 矢ッ 張り、 こちら は 同じ 答へ 

をす るので あった。 それほど 自分の 血す ぢと周 圍と掀 問のう わさと が 恨めしかった。 それほど、 自分 

は 父の 種 を 母が 宿して 旲れ なかったら よかった。 

『それで は、 11 少し 立ち入つ てお 聽 きする やうです が、 11 あんた は 一 體 何の 爲 めに お行きになる 

おつもりです？』 

_1  』 こちら は 向 ふ を その 年の 割りに 優し さう だと兒 たのに、 その 問 ひが 案外に 人のお 腹 を ゑぐ 

る やうな ことに 受け取れた。 赤くな つてた 顏 がまた W ッ f: に變 はった かと 思 はれる ほど、 .HI 分 は 自分 
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n が，： 七お  .  > 

の 心 を 引き締めて、 この 人に も矢ッ りう かく 物 は 云へ ない ぞ とき 戒 しながら、 それでも まだ 訴へ 

る やうな； S 持ちで その 人の 額を见 つめて ゐた。 

『立ち入つ てお 聽 きする の は 如何にも 失禮 ではあります が、 お 兄 受けした ところ、 何 かわけ がお あり 

の やうです し、 今 伺へば また 別にお 知り合 ひもな くこの 地 をお 立ちです ので、 あんた のお 爲め をお も 

ひまして、 11^ ひの ないやう にお Is^ ねす るので すが II ？』 

『 ……… 』 さう^ を 分けて らしく 云 はれた ので、 こちら も 何とか 返 をし ないで は ゐられ なくなつ 

た。 丁度、 おない 年ぐ らゐの ^ さんが 朝鮮へ これ も 逃げて 行って 靴屋に なって ゐ るの を 思 ひ 出して 

だ。 おし n 分が 常り 前の { 承の 娘で あったら、 きッと +d ぐ あまへ た淚を こぼして ゐた であらう と m 心 はれ 

るほどの_::!^^直さで、『ちッと悲しぃことがぉして  。』 

『そんなら、 なほ 御注意して あげたい ことがあります。 まァ、 こちらへ お出でになったら どうです』 

と 云って、 その 兄さんと おない ハゃ はこ ちら を ニー 等 待ち 合 ひ窒と 害いて あると ころへ 案 ^ した。 

『  』 こちら は 親の 血 を 分けた 兄の 外に は 若い ER から 斯うして 話しかけられる ことがなかった。 

そして、 それ も- もう 今から 二三 ギュ S までの ことであって、 兄が 朝鮮へ 行って から は、 今が 初めて だ 

樓し いやうな 耻 かしい やうな 氣 もして、 然し それに また この 人 も 向 分らの 仲^ 以外の 人 だからと 云.，， 

1^ える やうな 戒 心が 加 はって ゐた。 


『ま ァ、 おかけなさい。』 向 ふ も 少し 聲が 顫えて ゐ たが、 角の あるお ほ ティ ブルの 長いが はに 面して 置 

いて ある 長椅子の 脊に 奥の 方で 右の 手. を ささへ て、 こちらに 頼 母し さ を與 へる だけの 禮儀を 以て、 『さ 

うしたら わたし も かけます から。』 

『へい。』 こちら は 改まって ぉ辭儀 をした。 そして W び 向 ふと 顏を 見合 はせ た 時には、 何 を 云 ひ 出され 

るの だら うとお そろし かった。 それが 遠慮して ゐ るの だと 見えた かして、 

『では、 このままで お話し 致します が』 と斷 わって、 名刺 を こちらに 渡してから、 『實 は、 わたくし は 

それに 書いて あります 通り ここ の 案內掛 りで —— 』 

『  』 如何にも、 よく 見る と、 赤い しるしに も 『鐵道 案內』 と 書いて あった。 

『すべ てのお 客さん をお 世話して あげて をり ます。 若し 御言 葉 通り 声へ 京 行きの 切符 をお 買 ひです な. 

ら、 いつでも 買うて おあげ 致します が、 別に 當て もな しに、 ただ 悲しい ことがある 爲 めの 御旅 行なら 

危險 です よ。 東京と 云 ふところ は、 御存じない 0 では 京都と 同じ やうに iKn 氣な ところと 思 はれまし よ 

まう ろうしゃ" 

うが、. すりが 多く、 また 朦朧. 1 と 云 ふて、 方角の 分らぬ 女と 23^ れば、 怪しい ところへ 引き込ん でし 

まう 車屋 も澤山 をり ます。 それに、 いろ，， （- 惡 いこと をす る ものが あって、 殊に あなたの やうな 身. H 

き れい 

も 綺歴な 御 婦人で 手賴 ると ころもな いと 見れば、 どんな こと をされ， るか 分りません。 わたくしが 巾. 

L 上げたい の は それで.一 若し 大して 御 必要 もない のなら、 思 ひとまる 方が よろしう ご  ざ いましょう。 
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泡 鳴 令： 染 ^七お  八 

また どうしてもお 行きに なるなら、 誰れ かお 附き人 をつ けて 行く のが 安全でしょう。』 

『さよ どす、 な。』 こちら はぼう ッと のぼせて ゐた。 自分が 何も 知らないで 人の 似 をして 兒 ようとし 

たの をき まり惡 かった 爲め でも あるが、 また 一 つに は、 いつのまにか、 自分 も 同じ 椅子の 脊に 手前の 

方で つかまって、 その 左り の 乎の ひら を 堅い 木に こすりつけて ゐ たのが、 何だか 向 ふから 傳 はって 來 

る あたたか 味 をお ほ びら に 享け樂 しんで たやう に 思 はれた からで ある。 それに 氣が 付く と、 S ぐ その 

手 を 放して、 a 分の 胸のと ころへ 持って行った。 この 時、 反對の 手に は ひわ 色の 紹張 りかう もり 伞が 

あった。 お金の 外に 持ち物 は ただこれ ばかりで 11 秋と は 云へ ど、 まだ n 中 を 歩く に はこれ が必 gr^ 

あった。 

『今 一 度お 母ァ さんな り、 お父さん なりに 御和談 なさったら どうです？』 

『お父さん は をり ま へんの どす』 と、 つい 人らない こと を 云って しまった。 不斷 か. ら、 父の 死と 共に 

父の 血緣も 切れた と 云 ひたい、 云 ひたいと 思って たの だ。 

『では、 ぉ母ァ さんに 相談な さって 御 w〕 なさい。』 

『さよ どす、 な。』 少. I らくな 氣 ぶんで 微笑 も 浮 んで來 た j そして 言 槊 もはッ きりとな つて、 『別に、 け 

ふに 限って 行かねば ならん わけで もお へんさ かい。』 行けたら 行く と、 一度 は、 もつ、 別れ を 告げて 來 

たの だけれ ども、 今の やうな こと を聽 かされて：：：」 > ると、 この 地で 考 へて たやうな 容： ：；^ な もので はな か 


つた。 .！21ハ 刃ら の 仲 SI のむ かし 話に は、 或 さむら ひが 門の 前 を 通った の を 部落の 人が 無理に 連 X 込んで 

I ケ年も そとへ 出さす、 その あ ひだに そこの 娘に 人間並みの 種 を 宿さ しめたと ある。 それ だから、 自 

分 も その 反對に 人間の 手 ごめ に會ふ ほどの こと は覺 悟の 前で ある。 女子大き とやら へ 這 入って ゐて男 

を 見つける と 直ぐ、 卒業な どの こと は —— どうせ 目 的でなかった の だから 11 粲 てて しまった もの も 

ある。 つまり、 正しい 子 だ わさへ 得て 來れ ば、 それで 望み を 達 しられる の だが" - i 敵 得た その 種が 惡 

人ャ どろ 棒ので あったら、 矢ッ 張り、 なんにもなら ぬので ある。 

『さう して、 若しな ほお 分りに ならん ことがありましたら、 また いつにても わ，/; くしが 御 5；! 談^ ひ 乎 

になって あげましょう』 と、 向 ふの 云 ふこと は その 目つ き、 ゑが ほに よく 釣り合って、 まん 更ら うそ 

でもない やうであった。 

たく さん 

『  .』 こんな 人が この 地に もま だ 澤山ゐ るなら、 わざく 束 京 三界まで も それ を 求めに 行く に は 

及ばない ので あるが —— 。 

この 時、 二三 名の 客が 一 緒に 這 入って 來 たので、 自分の くねらせて ゐ たから だが 急に またき ッ とな 

つた。 習惯 として、 人が 自分の そばに 來れ ば、 先づ 自分 を 知って る 人で はない かと 心配す るの だ 。が、 

さう ではなかった ので、 安心 はした ものの、 それ ッ 切りな つかしい 言 紫を聽 くこと はでき なかった。 

『わたくしの 住所 は』 と、 向 ふ も 言 紫が 改まって、 『名刺に 書いて あります から。』 


『ほしたら、 都 (によりまして また お 伺 ひ 致します かも 知れません』 と 答へ て、 自分 は 名， 惜しく 

s!,:,; つてる 人が 來 はしない かと 左 ffa ながら、 額 を かう もり 傘 はして、 If を 停 

，、 ら. -て？ と、 Idt 赛と 同じく mil にう そ I つてる やうな 秋の = の 光 

車：；： r 力ら fe:-.- て r 、と ^1  ^  ,)  >  -  f>  。、  q ト 

りが ききく ヒぐ とから だ 中に 感じられた。 そして 自分 は 今の 人に 呼 ひ とめられな 力ら も r 

，まに、 is 水の やうに うす 暗く 透きと ほった i の 底へ とめ 度 もな く 落ちて 行く のが 见ぇ 

た。 

一 

3 い にから まって』 i ひながら、 からす 丸 を 七 簾り に 出て、 そ Q 角から 聚環を 拜んだ 

けれども、 心の 叫る くなら な いのはい つもの 通りであった。 地獄の 七 簾り だ。 その 底 $ に 向って 

亏 くと、 その どん？ H りに は 高 ® 川 や 鴨 川 を 越えて 朿 山が 兑 える。 

i 圑な S たる 姿』 と あるの 息 ひ 出しても、 &き世 の 人が 羡 ましい。 自分の かど 口から いつも 见 

る、 あの ひら.^ の！！, f なっても いいから、 その 血緣 につな ぐ 綱が ぷッ つり 切れて、 ここまで ぁ- 

つて 來」 ミ f  、  nT?r にぜ f  、 海 I えて、 V ソ そのこと、 今し がた 見た やうな 西洋人の 國へ 


でも 流し 運んで 吳れ たらよ かった。 

ことし もまた すがれが： n: ル えて 來た柳 並み木の 川まで 來 ると、 幅 二 問ば かりの g-g だが、 これ を 渡る 

のが この 七條 通り 全 體を でも 渡り 奴す やうに つらい。 それ を 波って から、 川に 添って 下る と、 直ぐ 自 

分の 家 だけれ ども、 け ふ、 一 たび 決心して 見 菜て た 家へ 二 時間と たたぬ うちに また 這 入る のが、 一段 

とつら かった。 有名に などなら ないでも いいのに、 惡ぃ 意^で 有名に なって ると ころの やま "g.;,J 云 ふ 部 

^にある からで ある。 

せんどう 

私 かに こちら も Dw: 知って る 一人の 船頭が、 長い 綱 を 引いて 一 方の 肩に かけ、 ちから I 杯にから だ を 

かた 向けて、 川ぶ ち を あがって 行く ところであった。 が、 こちらの 不斷 よりも 着飾って る黑 地に 赤 縞 

しゅ ちん 

のお 召， から 革に 風 凰 を 出した 牡丹お 糯 珍の 丸 帶 なる、 よそ行き 姿を晃 ると、 それとなく 冷 かしの 挨 

拶 でもす るつ もりで か、 俄かに こちらへ 當て 付けの やうな 歌 を 歌 ひ 出した， 

しま *i 

『むすめ 島 田 に 

て ふ/ \ が とまる、 

とまる .赏 だ よ 

花 だ もの！』 

『  』 こちら は今岛 を 結って ゐ ない けれども、 そして その 船頭 はて ふて ふの やうに 優しい 人で 
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■  1 二 

n  ^七お 

はない けれども、 靈な そして gi さうな 男の, きく だけで も 恐ろしかった ので、 それ をち よこち 

よこ もりに 行き^って しまった。 つい 二三. 日 前の m い， ひ 出が 浮んだ からで ある" 

n 分 は $ の 代りに 古 1^ をし よって、 或お i ぎ S へ あきな ひに 行った。 すると、 そこの f らい や 

らしい こと を 云 ふ 主人が 僅か 一 M 六十 i の 物 をき ッ ちり  一 0- れけ ろと 云った。 ？錢 までにし ま 

すレ 答へ たけれ ども、 なかく S なかった〕 そして 丁 I れも ほかに ゐ なかった の をし ほに、 こち 

らおし 伏せて 怪しい こと をしょう とした。 そ i はや ッと 免れた けれども、 如何にも.^ f ことに 

は、. 

『がた.^ のく せに、 生 S や』 と 一 と 言、 おのれが おのれき る やうな こき 云った。 

『 …：： ： 』 こちら は 寧ろ どちらが 多く 科しい 血 を 受けて るの か、 芝て 見ろ と 答へ て やりたかった 

が、 あんなぬ ふ.^ 力 人 だから、 また あとの S りが こわい ので、 相 ひ 手に しないで 引き 上 ？ 

そのこと も 然し 農に 8 へ 行きた くな つた 一つの わけ 合 ひだが、— Is こまか レ.！ 格 i ず 

つづく、 これ も 格子の くぐり 戶を S た 時には、 二 時 ill は 半 前まで は f 共に 住み m れて 

た-,， たけれ ども、 何だか^^分の{パ^に^1った镦はしなかった。 

『どなた どす』 n^.  t てから M ッ f にと ほった 土 i 奥 か I えた。 流し もとでち 

やらち やらと 茶 f 洗？ # がする の S ると、 今お ひる 御 f」 すませた ところら しい。 こちらが 


歸 つて 来たと は 知るまい から、 よそくし い 言葉 振りで あつたの は 不思議で も 何でもな いが、 ぃッそ 

のこと、 その 通り 母が 自分の 他人であって 吳れ たらと 云 ふ氣が 自分に 動いて ゐた。 また、 たと へ 母が 

兒を產 むにしても、 亡くなられた 父の やうな 物 を 養子に しないで もよ かった もの を！ 

やさ 

『わたい』 と、 ：.^. 裹の おもてで は 優しくした。 

『どない おしたん え？』 

『  』 こちら は、 もう 答へ はしなかった。 土間 をな か 仕切りの さる 戶を 明けて 母の そばへ 行く の 

も 臆 劫であった。 くつぬぎ をお もて 六疊 へあがつ たが、 そこに 積んで ある 赤 や 黄い ろの 反物 や 古着の 

荷 を 見る の も 亦い やであった U 

.t ん しょく 

『赤い 切れ を 見れば 穢多 村 だと 思へ』 と 云 はれる ほど、 なんで 赤なら 赤、 黄なら 黄ば かりの 原色 を 

奵き なので あらう？ 自分 はさう 云 ふ 色を晃 る だけで もけ がら はしい やうに 思 ひながら、 中の 茶の 問へ 

とほった。 

かみがた 風の 家 は、 中の 問が おもて 窓から か、 裏の 緣が はの 方から かで なければ 曰 光 を 取れない の 

で、 いつもう す啳 いの だけれ ども、 け ふ はまた 一 暦 暗く 見えた。 いつも 母 を 主人と して さし 向 ひに 坐 

わる 長火鉢の そばの 場所と は逮 つて 離れて ると ころへ、 ぉ怫 擅の 前 近く、 ぺッ たりと！ 腰をおろした。 

と iitf 

やがて 母 は、 洗った 物 を、 流し もとに つづいて 壁 Q おもてに 押しつけて ある 戶棚 へし まつてから、 
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七卷  ， 、二， 

あ/ n.- の とせ？ if  s: を 成し てるきろ に 近い 火鉢 わきの 主人の 座 i くと 直く こ 

ちらの もじく してなる の. V 化 やって、 『なんで そない なと こに 坐 わって t の やえ、 な ァ？』 近く 進 

ん で；^ いと 云 ふ rfef らしかった。 

『 ：：•：： 』 こちら は见| れてゐ たが、 S かれ もして ゐた。 その上、 母に 魔ん S つたこと を 心で 

It でい. V うな、 I ちて 泣きたい やうであった。 これまで にも こんな 感じが 出ない 

if そして 君ち の もの は、 亡き 父 をで も、 また If なる 母を でも、 一 S 

それが— どうした もの か、 け ふきて —纏へ 行つ リ；： 

から、 き蓄し 4 けない やうに 感じられた。 s 分のから だが is やう i けて、 ^^i^^ 

"きず しれて、 おしま ひに は、 そのに ほひと 共に 消えて 行って 吳れれ ばよ かった。 こんな 機 緣；： ^き 

。 、 ， 'レ r-b.^lljf  すク と、 またす ッと 深い 底 の^から 

度と W び 生れて 來 たく はない。 G 分の 身 を も、.^ を も 通 I す I テ す、 ブ  ： 

ね. んば ハ，. vii レ.こ ,^,、、  ^！：！だ；^っ^^のこほひの全く取れた別人として 今 は 

降 勿 e 逢った 人と i:Z じ 年 》 の 兄さん は 力り 力 \:^-/^^..^^.«r,J^7J  ]  、 

物 愛く、 ぐッ たりと して、 自分で 自分 S きど ころ；^ 

^vi. , ^におり の 手 を 突いて ささへ て兑 たけれ ども、 殆暴 ごた へがなかった。 I 

ここに はゐ たくなかった けれども. また、 どこへ も 行きた くもなかった。 ただ SS を 

^^^ifni それでも 『證 の掛 りの 人に』 と 云った のに は 自分の 


心に；^ みと ほる 親しみ を おぼえて、 『問 ふて 見ましたら、 東京へ もうか./ \ 行け ま へ ん。！ 1 

『どうして や？』 

『惡 いものが 多い いさう やで。』 

『廣ぃ 云 ふ 東京で も わ てら をむ ごう いぢめ るん かい、 な？』 

『  』 ぎよ ッ とした ことに は、 何でもな いこと を も 母 は 自分ら のこと へ 持って行 くので あつ JM。 

こちら は 少しむ ッ として、 『そな いなこと や あらし ま へんが、 な！ 泥棒 ゃ惡ぃ 車夫が をって、 不慣 Ir- 

な もの を だま すん やさう どす。』 

『ほ！ そら 困った、 な ァ。』 こちら を 哀れんで 吳れる やうな 顔つき をした が、 さほど ありがたく もなか 

つた。 母 は 首 葉 をつ づけて、 『折角、 わ てらが 储 けて 溜めた お金 を 取られて は 仕よ がない。』 

『わたい、 行きた うない！』 こちら は 自分で 云 ひ 出した こと を 人から 押し付けられて たことの やうに 

斷 わって、 かしげた 肩の ゆすりに 駄々 を 揑 ねて 見せた。 

その 駄々 の わけ は 停車場で け ふの 人 を 見た ことに あつたが、 それが、 しんみりと |& できる と 同時 

に、 朝鮮の 兄が どうして ゐる だら うと 頻りに 思 はれた。 

この 時、 丁度、 人が 來 たので、 母 はお もて 六疊の 方へ 出て 行った。 すると、 もう、 こちらへ は 毛お 

物く さいに ほひが して 來 たやう で、 直ぐ そのお 客さん は 井戸の つるべの こと を, 5 4.^ としか 云へ ない 
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II  s^l そ L だけお のれから おのれの g しい こと せる の だのに、 なんで 

0^^^^M^^pfli! こちら はかれら と 

H^H^t  I  III  一  lit 

せいせ ド- う-. £フ こま. 5!r-==: し > こつが もとで^ 舉 したの.^ 

ォて來 たが、 成 絞が よくなる に從 つて 憎まれ- - /ダカ  . I'r-^ 

受ビ て^ ナ；  し 、,」 一よ つ V」 な、 た スた獨 りで もい いから 相^に^ 

友達 を 避けて ゐ たの はお 分も惡 かった けれども 今と なって は /ツナ..^ 

.HH^I と- 11111} 

『あの の  それ S つた 時には 氣 がわ 

r-^  » 仝-., J^T^ 、つて， XI へ a. ェ さき のぞ， を 右の ザ て^の は  ) 

なつ 力し さ f  2 し， 刀  I^t^.  ？の棚 ま 寺 かた 植 I  一二郎と あつ 

くわく してよ くもへ おまなかった ところ 力 -通 1.^.^-  -  ノーニ 

. , ； t  r  p  ) ハ.^  ，レ cc て拜ん だ" そして そ のぞ 

こ" を L を 先リ、 ゆの 方に は えない やうに して、 あり 力た く.. い ナオ レー 养んフ 

A そォ をチ- f レブ  >  ,  、 .u,.-.^ こ， 寸る入 だ 

刺 を u つめながら 考 へて 兑 ると、 なに  一二郎と ある 以上 は あと 取りて はなく  k§l 

らう。 それが ここから さ I  くもない 下 魚の 棚に ゐ るの だ！  ,  _ し，？」 来たので、 

もんな こき 取りと め もな く 繰り返して 考へ てると 、稳に 突いて た 左り の 手 力 びれ て"^  P 


つくう 

膝お な 力ら その かた 向いて る 半.：： ズを 起した。 そして 右の 手なる ク.： 剌を あわてて もとの S りに 押.，， 隱し 

た。 客が 何 かを賈 つて 歸 つたので、 母が 立ち 1^ つて 來 るので あった。 

『やめなら、 ベべ を 着かへ はったら どうや —— まま も 1  きへんな らん さかい？』 

『  』 こちら はどうで もい ぃ氣で だが、 おもい 腰 を も 起して 明り 取りに 明けて ある ふすまの き 

から 奥の 問へ 這 入った。 壁に つけて 窜笥が 三 さ を 並んで る、 その 一番 緣の 方に 近い 一 つ II こ r ^こよ 

多く 不斷 着が しまって ある 11 の 前に、 まだ 自分の 銘仙の 衣 物がぬ ぎッ 放しに なつ てゐ た。 『まク た 

>  /  ぶしょう  , 

らカ しといて』 と、 母の 不精 を つぶやい たが、 矢ッ 張り、 このまま どこかへ 行って しま ひたい やうで 

もあった。 

障子 を 荒ら かに 明けて 緣に 出た。 裏庭 を 越えて 向 ふ を 眺める と、 樹木で I 面に むッ くりした M^li 

も色づ いた 紫が 雲 か 霞の やうに 縫 ひ 込まれて ゐる。 その 南に 當 つて、 また 伏 見の いなり さんの 山が 見 

える。 秋の 寂しい 日光 はさう 云 ふ 見慣れた 景色の 中 へ もこ ちら を 誘つ て 消え入ら しめる やう だけれ ど 

も， 自分の 心の だけ は —— どうした もの か 1. あと 戾り をして、 自分の 家 や、 川 や 停車場よりも 後 

ろに 當る ところの 魚の 棚の 方ば かり を 見て ゐた。 

そして 折角、 断う 遠方 行きの 用意 をした 姿 を 得び この!^ 鋭に うづめ 返す ことが つらかった。 親切な 

相手 さへ あらば、 どこへ でも このまま 出奔しても よかつ > で。 
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のか わき を おぼえた ので、 奥の^から 丄 il^ へ 下. =.^、 その 前なる 流し もとの 乎 桶から 水 を ig: ガ-で 口 

移しに した" その チ W が聽 えた かして、 ^は、 

『ベべ よごれる が、 な！』 

『子ども やお へん』 と 云って やりたかった。 

『牛、 ま を， はべたら どうや、 な？』 

『  』 こらら もとう くその：^ になって、 先 づ帶を 解き 初めた。 そしてぬ ぎッ 放しのに _ 一一ぬ かへ た 

が、 その あと を またぬ ぎッ 放しに して、 ，门 分で，：： ：！ 分のお gi を 持ら へて 茶の 問へ 持って行き、 母の 火鉢 

に 近い 权 の^のと ころで 食堪じ をした。 そして 茶 づけのお^々 を ぼり く 云 はせ ながら だが、 停お 場で 

注 B を M ハへ て^れに 人の 親切 を、 わざとに も ち附 いて、 ぼつり、 ぼつり とおして M "かせた。 そして 

慰&に 『，+ の 若い 割りに はし ッ かりし や ベら はる 人 どした え』 と識 めた 時には、 それでも、 われ 知 

らす、 ^をく はへ た 自分の 額が 赤くな つた。 

.1^ こ， なると、 二人 は  一^に 奥」 M 敷に ：55 人って、 ぃっも^々な-:^でー5:をまくらに9^るのだが、 母は必 

.  > り す に 近い 方 を え ら ぶので あった。 


どろぼう 

『若い もの は 泥棒が 這 入って、 引き出し を 明けても 知ら へんさ かい、 な』 と 云 ふわけ の爲 めだ。 I 

云ふ もの は、 な、 簞笥の 引 S し を 上から 明けん もの や。 上から 明けたら、 ま S めてから でなければ 

その 下の が 明からん。 そや さかい、 ぃッち 下の 引き出し さへ 明かん やうに その そば S てず や- 

.K 夫な もん や』 とも 母 は 語った ことがあった。 

『 ……… 』 J は；. 然し、 擎自 f  SI と 一 一人でし 飽きた 權 の I なきして ゐる t も. H 

、 JE、  、  \  ilJNCW' やう  ノ ブ  1/ 

い 程 自分の、，. を桌 して ゐる ものが あった。 それ. sti ひまが、 何物で あるか を I なが 

らはッ きり攫め なかった。 その もどかし さに 母と もい つもの 通り 親しく. f する ことができ なかつ 

た。 そして 獨 りで 私 かに 考へ つづけた ので ある、 ー悬ひ 付いた こと を、 けさ、 とど こほりな く 實ー了 

して ゐ たら、 今ごろ は、 もう、 長い 旅の 半分 以上 を 行った かも 知れない と。 

まだした こと もない 旅と 云 ふ ものに も 與味を 持って ゐ たので ある。 女攀 校に 這 入って ゐた 待に は、 

攀修 I 行が あった けれども、 そして 多少 それとなく  §を持 つて 吳れ ま友繁 急の 旅 一 了に， 了 

つた 方が いいと f られ たこと も あるが、 い つ も呰 と厂 f 行く 氣に はなれなかった。 父に かま は 

す、 母の 身う ちから まへば、 皆 g しても 決して i は 入らない の だが、 どうしても 何だか S にさ 

ォ てる やうな のが 匿くな くッ て、 いつも 自分自身から 遠慮 だか だか をして しまった。 そして あ 

とで は、 その S に、 S 切って 行けば よかった か 知らん とも I がった。 今 もまた それと 同じ やう 
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に^しい^ がして ゐる。 あのが や/ \ した 停 十：^ 場 を あさ 出た 汽 は、 今 も 進んで 行きつつ あるに 相り 道 

ない。 だのに、 CI 分 はお ひるから ゆ ふが た、 夕が たから 夜へ と、 もう W び は 決心 をし かねて 時^ をた 

だ あと 戾り ばかりした。  j 

さきへ =5^^ む X 卓と は n 分 は 段々 に 後れる ばかりで — それ をば かり へて ると、 丁 皮、 驗の時 出 

に：： 十い もの は ^五名 も i?^ をす ませて 敎場を 出 はじめた のに、 自分 はま だ 問題 を 半分まで も考 へて な 

いその 苦し さ、 つら さ、 消え入る やうな S 心 ひ。 そこにも^ 蛾 やお 室、 さては高雄の紅奥に〕11^^込む秋 

I 色が I わり Is 分 Q 神經に S は，. て— さ 方が 矢ッ 張り S 分の 氣 $ お付かす ネぅ でも あ 

り、 また^ち 付かせない やうで もあった。 

『そない に F 避ば かりして たかて 切り あら へんが、 な』 と、 母 も = ^かねて 注 やん して".. 犬れ たの をし ほ 

に、 こちら は ほほ ゑみに まぎらせて 聽き 返した、 

『ほしたら、 どうし まひよ？』 

r どない にと 云 ふて、 わたい が聽 かれても、 化よ がない やない か』 との 答へ であった。 『あんた のこ 

ッ ちゃ さかい、 あんた が の 通りき める だけ や、 なに 

『  』 こちらはさぅ云はれるとなほ：：：分の^ャゎ.^かぐらっぃて行って、 心が ただむ しょうにかき 亂 

た。 ぃッ そのこと、 やめるなら やめろ とき ッ ばり 親と しての 命 <P を發 して H ひた 力った 


『わたい は 前の 通り どッ ちゃで も かめ へん』 と 云った 母 は * まだ こちらの 話の がっかな いのに， 

寢床 へ 這 入る と 直ぐ、 >  枕 もと へ 置いた ラン プを ふき 消して しま つ た。 

『  』 こちら はわ ざと 自分の 床の 中で そッ ぼう を 向いて ゐ たの だが、 闇の 夜 同 樣の底 もない 國ヘ 

落ちて 行く やうな 氣 持ちであった。 自分 は 今 一 度 着て 行く かも 知れない と 思った ので、 い い 衣 物 を 重 

ねたま まふす まの 鴨居へ 衣紋 竹で 掛けて ある、 その 黑 地に 幅 一 分 ほどの 赤 縞が い 一つ ボ 置きに すら/ \ と 

並んで るの を、 つぶって nz さきの 神經に ちら 付かせながら、 あれ を 見て 八れ た 人に は 自分が まさか^ 

ほふ 

乏 くさい 家の 娘で ない こと だけ は 分った だら うと 嬉しかった。 尋ねて 行き さへ すれば、 きッ とまた 親切 

に會 つて 旲れる だら う。 と- 蓋し、 さう 思 ふに は、 あす は 朝早く それ を 尋ねて 行って 見ようと 云 ふし 

た 心が あった。 その 樂 しみ を 私 かに 樂 しむ やうに 自分 を あ ふ 向けに して、 うんと からだ を 延ばして 見 

た。 そして 母に も それ を 今から うち 明けて 置く 方が よから うと 考 へたが、 あたま を 枕に つけた まま ご 

ろり とその 方へ 向いて、 『おか はん』 と 呼んだ 時には、 笑 ひご ゑで だが、 別な こと を 口に 出した、 『わ 

て、 矢張り 東京へ 行た 方が よろしお す やろ か？』 

『さう、 やな ァ』 と、 母 もま だ 眠って はゐ なかった。 が、 返 祟 は 見 Is はづれ で、 相 變らす もどかし， か 

つた。 『正しい 子 だね は 欲しい けれど 11 おかね も 惜しい し、 な、 若し 取られで もしたら。』 

U  』 こちら は 母の 見當 外れ を その はづれ のま まに 现茼で 押し付けて m はかす に は ゐられ なか 

^落の 想  二 一 
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泡 鳴 全 第 0S  -- 

た。 無 现を云 ふ 時の やうな 聲 なり 愤 りなり を以 つて、 『そんでも、 あんた の 家の 爲め やない か？』 

『そや さかい』 と、 母 はむ きになって、 『わたい、 反對 はしゃ へん やない か？』 

『  』 こちら は それ ッ 切り 默 つて、 また 横 を 向いて しまった。 當り 前の 親なら、 年 ごろの 娘 を 仲 

へ 道 入った 人が 逢て どこそこへ 吳れ ないかと 云って 來て も、 なかく 威張って おい それと はやらない 

のらし い。 それ をう ちで は あべこべに 親から のしをつけて やらう とする どころ ではなく、 その 娘 自身 

をして 自分の 相 ひ 手 を 採 させようと 云 ふ。 それ も 止む を 得す、 尤もな ことで ない こと はない。 

『むか L、 手の が 六本 ある 人と 人と が 夫婦に なったら。 その子に 矢張り 六本 ゆびが でけ たけれ ど、 

その 六本 ゆびと 《.£ り 前の 人との あ ひだに でけ た 子 は、 ひとりが 同じ かた 輪で あっても、 今 ひとり は 人 

並みであった。 さう して その 人並みの 子に は、 もう、 かた 輪が でけ なかった。』 

『  』 こちら は 母の むかしばなし を 自分の 子供の 時から かせられて ゐ たの だが、 それが 自分の 

將 來に對 してお もこ ころ 得て？^  くべき ことであった ことが 初めて 分った 時には、 自分 は 母と 共に 抱き 

合って 泣いた。 

『泣かん すな、 ^かんすな』 と、 母 は 慰めて =4<れ て も、 取り返しの 付く ことではなかった。 『これで 

も わたい の 生れ だけ はがぎ もパ本 ゆびで もない。 たッた 一 代 か 二 代 かで もとく f になる こッち 

やさ かい， -』 


I 


なほ  ぢ だんだ 

『そんでも、 わての からだ は 一生 直ら へん やない か』 と 云って り. 国^ を 踏んで 泣き わめいた ので あつ 

た。 自分 は 核み もしない のに、 自分の この 生きた 血と いのちと を 生まれた 時から！ I して ゐ た、. し は 母 だ 

と 思 ふと 憎まし くも あり、 恨めしく もあった。 そして 斯う 怒らないで は ゐられ なかった、 『なんで ま 

た あんた はそんな お父さん を 養 十に しゃ はったん や？』 

『もう、 そな いなこと 云 はんで おいてん か、 みな わたい が惡 かったん やさ かい。』 母 はな ほその 娘に 

向って 詫び ごと を 云った、 『あんた やあんた のに ィ さんに すまん、 すまん おもて、 毎日 罪 ほろぼしに 

佛 んを 拜んで をり ます。』 

『  』 如何に 佛 さん を 拜ん でも、 また 幾 たびすまない と 云っても、 然し、 それです むこと ではな 

ぶっだ.，？ 

かづた。 自分 も 親の なら ひ を そのまま 受けて お 佛壇は 11 殊に、 うちの は 金ぴかの. それ だから 11 大 

切に して その 前で 念佛 申す こと を 今でもし ないで はない。 が、 その 佛 擅の 中には 自分の 父 も 這 入って 

、  はべ 力ん  をつ と 

ゐる ことに E ぬひ 及ぶ と、 その 度 毎に いやな 反感が 生じる ので ある。 けれども、 母 は その さきの 所 天と 

二度目の 所 1K との 戒名 をい つも 一 緒に 並べて 唱 へて ゐる。 して 兒 ると、 二度！ n の も 11 母の 四十 近く 

になって からので あつたの だが. I それほど 慕 はしかった ので あらう か？ お負けに さきの には子が な 

かった のに —— 尤も、 ひとり は. 生れ. たが 死んだ と 云、 ふに —— あとので 自分ら ふたり を 産んだ の だ。 そ 

れ さへ、 自分ら から 見れば いやらしいのに！ どうせ 後家 をと ほさないで また 男 を 持つなら、 當り， 前の 

部落の 娘  二三 


泡鳴令^^  ^七卷  -i 

男 を 持って？^ れ たらよ かった ものお — 。 

その 失敗 を 母 は 今や その 娘 をして 取りつ くろ はしめ ようとして ゐ るので ある。 そして こちら も 亦 そ 

の氣 になって たの だが、 その 相 ひ 手が IIIM まで も 行かない かッて 11 手近に ありさう で、 何とな 

く^しい ので ある。 

『负 けと く、  &け とく！』 母 は 出 あきな ひの 夢 を： ：^^ たかして、 {IT こと を 云った。 

『  』 こちらが ぞッ とする まで 思 ひ 出させられ たの は、 こないだ、 あきな ひに 行つ て 自分 もす 

ん での ことで また 母の 二の 前に^ ちかけ たこと を だ。 自分 は それでも 無事に 逃げて 來 たけれ ども、 昔 

の 母 はそんな ことから でも Mm のよ くない 男と 仲よ くな つ てし まった。 『みだらな 人』 と 心に 云 はせ 

て、 母の ぐうく 云 ふいび きを ：！！： をつ ぶって 聽 いて ゐた。 が、 自分 も 亦 ひとりで 隨分 自由な 心に なつ 

て あたたまった 床の 巾に 自分のから だ を 延ばした。 そしてい い 夢 を て 目が さめたり、 また 眠ったり 

して 夜が 明けて しまった。 

珍 。しく も、 母より さきに 起き 出で て、 先 づ緣が はの 雨戶 をく り 明ける と、 ゆ ふべ 力ら の樂 しさ ー 

見渡される 景^まで が^ ど 全く 遠った やうに m 心 へ た。 そして 初めて こ の" 家 へ 這 入 つ て來 たの 力と m や， - 

れる ほどの いい {ゃ： 氣に、 がすが くして ゐた。 

『なんで そ.. - いに 早う 11 』 母 はこ ちらに 先んじられ たの を 不平 さう であった 


I 


『わて、 け ふ』 と、 こちら はこれ までに 見せない ゑが ほを以 つて、 『鐵 道へ 出 や はらんう ちに、 あの 

人に 逢 ふて 來まッ さ。』 

『それ もよ ろしい やろ、 な。』 

いつにな くお かゆ やお 膳の 手傳ひ をして、 速 かに 食事 をす ませる と * 高 子 は 急いで 自分の 鏡 臺に向 

つた。 そして ひさし 變を結 ひかへ ながら、 いつも 思 ふこと だが、 鏡に 映る 自分の まる 額が 圓 いなら 圆 

いで もッと 正しくあって 吳れ たらと 思った。 初めは 買った 鏡が 惡 いので、 人の 顔 をう へした につぶ し 

たやう に 見せる Q かと 考 へたが、 母の 顔 をよ く 見 くらべて 見る と矢ッ 張り それな ので、 これ も. |g で 仏の 

1 つ だと あきらめた。 けれども、 けさ は それが 笑 ひを帶 びて ゐ るので ある。 いつも 靑 いやう に 憂 ひ を 

帶ぴ てる 眼つ きに も、 どことなく 明るい 光りが あった。 そして 

う as ら 

『植 原さん が』 と、 今や その 名に よって その 人 を 私 かに 思 ひながら、 『あんた の やうな、 身なりも^ 

S な 御 婦人』 と 云った に は、 ただ 身なりば かりで なく、 顏 のこと を も 云って 吳れ たの だら うかと 嬉し 

かった。 

きの ふから 重ねた ままの 衣 物に 手 をと ほして 見た が、 全く 同じので も 面お くなかった ので、 藤， c〕 地に 

し し-つ 

白く 秋草 を こか まく 刺繡 した 襟の を拔 いて、 襦袢 は 玉子 色に 源氏 li^J を 刺繍した 襟のに 換 へた。 帶もひ 

きっか ふ 

わき 地に 白く 驄甲 がた を 織り出した 博 多のに した。 そして むらさき 縮緬の 三紋 羽織 をひッ かけた。 
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そわく して 出る のが 自分に も；^ はづ かしかった ので、 笑 ひながら 中し わけの やうに、 

『あんじょう 相談に 乘 つて 吳ら はったら えい けれど、 な』 と 云つ て^た。 すると、 母 はこ ちらが. ぽ際 

に 小；： 小 行き そのこと に； kl^ を 貸して K つて 來る つもり だと 思って だら う、 きの ふの 朝と 同じ やうに 機 

嫌よ く、 

『ま ァ、 行て 來な はれ』 と へた。 

じ霊り|ッ^^ぐに西へ堀川に¥?、 川に 添って 繁 ばかり 南へ 下る と、 その 川 はまた 西へ 

曲って ゐる。 その かど ハ石 ばし を 渡る と、 ー21ぐの^11ぃ練り射が^心寺でぁった。 川ぶ ちから „ ^は.. 出 

ばかり も つづいて、 その B ン屮に 大きな 門が あった。 

I 迹：^ から^ 乘 つたので、 E さたよりも n 十く 來た。 そして 雄 Imf 粲 てて し， てし まつ 

た。 この 時刻に まさか、 もう 出て しまったと 云 ふわけ もなから うと m4 つたから. である。 蘇 鐵ゃ色 - 

植わって る を 左り へ 行って、 玄關 で、 

『きの ふ 停 &場で| にか かりました. 爵 高と 中し ます』 と 云って、 小 f んに 先づ こちらの 來， たも こん 

とを植 さんへ 通じて 焚った。 が、 0 分の 如き ものに 〔\ がに 於いてお つて 犬れ るか どうかが^ 力に お.." 
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になった。 

『ぉ會 ひ 致した うは 存じます が、 これから 直ぐ 鐡 道へ 勤めに 出なければ なり ま へんさ かい』 と 云 ふや 

うな ことにで も かこ 付けて、 體 よく 斷 わって 來 はしない だら うかと 思 ふと、 自分の あんまり 心 を 安ん 

じて 出て 來 たのが 大膽 すぎて、 わざく の 恥さらしではなかった だら うか？ 

.,.  ぶ らく 

EP: の 話に よると- 部落の 人 はよ そへ 行っても 弱みの ある 爲 めに 氣が 引けて、 初めから 決して 人の 玄 

關の 敷き 居 を またがない。 またいで 叱られる 位なら、 前以 つて そんな 耻ぢ のうは 塗り をし ない 方が い 

いと 云ふ愼 しみで ある。 そして その 愼 しみが 男で も 段々 ひがみ |i じて、 

『お前 は截多 だから きん 玉が 一 一 つ ある だら う』 と 云 はれる と、 

『どう致しまして 11 矢張り、 旦那が たと 同じ やうに I つ ほか ありま へん』 と、 うそ を以 つて 答へ る 

さう だ が、 なんて、 まァ、 女と して は耻 かしい こと を こんな 場合に $^r> へ 出した の だら うと 思って、 

自分の 顏が 赤くな つたの を おぼえた。 若し や 自分 もさき O 人 こ、 

『據 多の 子な どに お 目に かかる こと はでけ ま へん』 とでも11^ュ^-,たら  ？ 

然し、 — さう だ、 自分 は 男で はない。 さう だ、 それから、 自分が そんな 女で ある こと は 分って ゐ 

ない 替 であった。 また 出て 來て、 

『どうぞお 通り』 と 云 ふその 小 僭さん に 案内され て 行く と、 門から 云へば 馬 正面に 當る ここの 御 本堂 

都 落の 娘  二， 1, 
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泡 鳴 仝 幾 第 七 «  ニパ 

に^^入った" 

すじ やう 

『  』 むッと 押し：；； 一 つて 來た 線香のに ほひに、 自分の 素性 を いつはる 心が 返り 兒られ て、 そら 恐 

ろしい 仰 をい つ りに 感じながら、 ぉ佛 擅の 前 をと ほって、 その 横 乎に 在る 一 に 達した。 

『よう 來て ら はりました、 な』 と、 言葉ぶ りで は植 原さん も かみがた 者ら しかった。 あわてて、 ま 

だ い^ 團を かたづ けて ゐた。 

十う あがりまして —— 』 こちら は 思 はすべ たりと その- M の 外の 疊へ坐 わって お SCTiis をした。 

『さ ァ、 どうぞお 道 入り —— どうぞ。』 その 促す 手つき も その霄 装と 共に 年に 似合 はす 巧者で あつ 

た。 

『  』 この 人 はう ちのに ィ さんより は 恐らく 世 ii 慣れて るの だら うと ひたがら、 窒 の 中の 方へ 

^をす り 入れた。 

『ち ト V ソと 失禮 します、 ！ S を あろて 來 ますから』 と 云って、 藥は齒 みがな. 揚 子と 手ぬ ぐ ひと を 持って 

4- いでお もての 方へ 行った。 

『  』 まァ、 よかった と、 こちら は 安心した やうな、 またな か- (\ おそろし いやうな 氣 がして、 獨 

T しき 

りに なっても まだ 取り のぼせて ゐる のが 直らなかった。 叨けッ 放し Q 坐 敷 を 一 番 下座の 太い 角ば しら 

の わ ひ-から すと、 上，：^ の 方に すゑて ある 低い 机のう へ に は、 お^の やうな 物が のせて ある 外に、 小 


說本 らし いのも ある。 この 人 も 祧郞の 『琵琶 歌』 を 読んだ ことがあ るか 知らん とおへ て见る だけで も 

ー歷 のな つかしみ を おぼえた。 

そのうちに、 小愤 さんが 植 原さん の 食事 を 運んで 來た。 こちらの 想像 通り、 渠 はこの 寺に 下宿して 

ゐ るので あった。 まだ 奥さんがなければ、 そんな 風に でもして 貰 はねば ならぬ だら う。 もッ とうちが 

近ければ 毎 H: の やうに 世話 をして あげても いいが なと 思って ると、 多少 は 心が 落ち 付いて 來た。 そし 

て 自分の 募に は 自分のお 白い の かをりと 共に 襟 もとから 發 する 自分の あせばんだ 肌のに ほひ が^ぎ 取 

ほんしゃう 

られ た。 すると、 また このに ほひに よって 自分の 本性 を あばき 出されて はと 云 ふ 恐れが 出て、 兩 乎で 

きちんと 自分の 襟 を かき 合 はせ た。 

すみ ひ 

『や ァ、 失 fi しました』 と 云って、 この 時、 渠は 臺の附 いた 火 かきに 炭火 を 入れて 自身で 持つ て來 

た。 そして 小さい 瀨 戶の圓 火鉢に 火 を 入れて、 そ Q 方へ 來 いと 無理に 勸め たので、 

『では、 遠慮 せんで』 と、 こちら も 少し は あまえる 氣味 になって 近づいて 行った。 

『け ふ は 幸 ひわた くしの 休暇 日です。』 

じゃま 

『さよ どす か？ そんなら、 ゆるり とお 休みで けます ところ を、 あんまり 早う お^ 魔し まして — 』 

『なんの、 かま ひません。 ゆるり とお 話 を 伺 ひましよう。 その代り』 と、 渠は色 じろ の 幅々 しさうな 

し 上  <  じ 

顔に 無邪氣 さうな 笑 ひ を 見せ て , 『ちょ ッ とその 前に 食事 を させ て K ひます。 』 

部落の 娘  二 九 
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『ほしたら • わたい』 と、 こちら..^ 向 ふの ほほ ゑみに 釣り込まれて ゑが ほ を 見せながら、 渠の 一方の 

芋 を 出した I 人前のお 樅 を こちらへ 引き. 取って、 『お 給 致し まひよ。』 断う 云って しまつてから * 初め 

て氣が 付い て兑 ると、 その 葉 さに 自分で，： Z 分の 額 を 赤く した。 

ち b- わん 

『では、 すみませんが —— 』 IS もき まり * 惡さ うに 他方に 持って る 茶碗 を 出した。 

こちらが 止む を 得す 給仕 をして ゐるぁ ひだ は、 向 ふ も氣が 詰った かして、 茶碗の 受け渡しに f:^-^ が 

ちな 挨拶 をす る だけで、 刖に霄 葉はなかった。 それが 丁度 こちらの うちの さ ふら ふ をで もして ゐる 

かの やうで、 ：：！？ の 審 にも 兑ぇ、 また を かしく もあった。 が、 いよく 火鉢 を 中に さし 向 ひに なった 時 

に は、 何とか こちらから ここへ 來 たわけ を ほのめかしで もしなければ なら なくなつ たので、 

『どうで しょ、 わたし、 矢張り、 jsfiM 行き はやめた 方が よろし ゆお す やろ か？』 

『さやう、 さ、 な —— 1^、 あんた の 悲しい わけと は 何でしょう？ j 

『  』 こちらに それ を 云 ひに 來 たので はない ので、 まぎらし 笑 ひ をして、 ただ 『そこに そこが お 

して、 な。』 

『それ をう けた ま はらんで は、 わたくし も 返； に 困ります が 11 』 

『  』 こちら は， M ふが^ 苦しく 出た だけに 一 肝：.：.^ a- がで きなかった。 『えらう 勝手の やう どす け 

れど、 それだけ は 云へ ま へん。』 


1 


『では、 そのこと は 別にして』 と、 少し 興 を そいだ やうす であった が、 なほ 渠は問 ひ をつ づけて、 『あ 

ん たは 束 京へ 行て 何 をす るつ もりです。』 

『女子大 舉へ でも はいろ おも ひまして。』 これ は、 然し、 必す しも 望んで る ことではなかった が 11 。 

『そんなら、 それで 方針が つきましょう。 あすこに は 寄{§ も ある 害です から。』 

『さよ どす か？』 自分ながら 兌當遠 ひのこと だけれ ども、 —— だから、 また、 うはの そらで —— 同大 

舉に 關 する こと を札談 する やうに いろく 聽 いて 見た。 ところが、 渠 にも 詳しい こと は 分って ゐ ない 

ので か、 いい加減な こと を以 つて 答へ ながら、 話 を^な 方へ 持って行った。 こちら も その 方が 氣 がら 

くになって よかった ので、 渠と 同じ 程のお- 擎の 兄が ある ことな ど を 語った。 

『わたくし は、 また』 と、 築 も 云った、 『六人兄^_-です。 そのうち のうへ 二人、 した 一人 はみ な， 

です。 わたくし も 滋贺縣 の 或 寺へ 養子に 賀 はれて 行て をり ましたが、 坊主になる のがい やで そこ を 逃 

げ 出しました。』 そして 十四 歳の 時から 苦擧 生であった さう で • 三日 三 晚も食 はす 飮 ます 屮擧へ 通った 

0  *^き 

こと も あるとの こと。 それに、 どうした 違 ひか、 ^場の 戸籍に 生れた ことが 落ちて ゐ たので、 小擧 

校へ や ッと這 入れた のが 十歲の 時から だから、 今でも 中擧 校に 擧籍を 置 A きながら、 兵隊 をの がれて 自 

をして ゐ るので あった" 

『をと こはん は皆自 山で よろし ゆお す、 な I わたしの 兄 も 朝鮮へ 逃げて 行きました のどす。 Q それ 

部落の 媳  三 1 


I 


は、 然し 丘 i や g ゼ- ぐらね をい やの 爲め ではなかった。 どこまで 逃げても のがれ 難い 血の つながりに 

は、 その IT  と 云 ふ もの はない ので あるが、 そこまで は 無論う ち 明ける ことができなかった 

『EK チは见 も 角え らうな りたい とか、 何 か 大きな こと をしたい とかお もて 逃げ出す のです が、 あんた 

の は』 と、 築 はちよ ッと笑 ひ を：： ル せながら、 『おか ァ さんの 我がままから でも 逃げたい の や あらし ませ 

んか？ •』 

『さう どす やろ か？』 

こちら もぎ， に 笑って は^けた が、 母 を m 心 ひ 出させられる のが、 ー桥 つらかった。 それ だのに、 渠 

は何かにっけて段々とこちらの^*::ル行のきゎけを聽きたさぅにするし、 こちら はまた それ を 云 ひたく 

ない I する ので、 話 は いろんな ことに 飛んでも、 結局 は 行 きづ まって しまう のであった 

手すり 70 ついて るな M い 緣がは を 越えて、 に 造って ある 可な り廣ぃ 庭の 隅に 八つ手の 花が 白く^ 

、てる C が はえる その 方へ、 こちら は 度々 n を やって ると、 その * の そとから 川の 水の 流れる. 冗 = カ^ 

えて 來た。 0分の家の前を流れる高湘川のとは^^って、 ちょろく と 可愛い-? だ。 そして それが 今自 

分と さし つてる の 住む ところに よく 釣り合つ てると 思 ふと、 私 かに また 鎖が 赤くな つた 

『せ 2^ あたり は、 今え いでしょう * な。』  - 

ち t 、ノ と：： I と：^ を 2^ 合 はせ たが、 こちら も：！： か 云 はねば ならぬ 氣 がして、 つかない 返^で はあった 


『えい 庭 どす、 な』 と 賞め た。 柳 原の I ^ ひどい ところへ 行けば、 喰った 魚の 背で も でも、 ぶ 手の 

前 や 何 かに、 ところ かま はすうち 粲 てて ある。 わるぐ さいの は 當り前 だ。 それに 引き.^ ベて！：： ル ると、 

さろ じ 

ここのお 寺な ど は、 掃除 もよ く 行き届いて. 氣持， ちがよ かった。 人並みに 四 方の 紅葉狩りな どこ. ま， 少し 

も 行きた くな い けれども、 ここに はも ッと 心 を.； 济ち 付けて. ゐたか つた。 

けれども、 さう 思 ふ ほど 心の 落ち 付きが 却って なくなって 來 たので、 苦しい やうな、 名殘. tr3 し <; 

やうな 思 ひ をして いとま を 吿 げた。 

『ま ァ、 よろし ゆお す やろ』 と、 すッ かり 京都 口き で 云って、 見送って 來て n,^ 八れ た。 山 s^ife 船の 生 

れ だと 云 ふけれ ど、 十四の 時から かみがたに， 來て ゐる爲 めだら うか、 なかく こちらの 氣 ぶんに もし 

ゥ くり 合って ゐる ところが あるの が 嬉しかった。 が、 『あんた は ー體 どこ どす』 と德か^.た^^|^には、 

こちらの 住所 を 知って ひよ ッ こり 來て 貰って は 困る ので、 

ち M 

『g の 町 を七條 から 上った ところの 小さい 吳服屋 どす』 とば かり、 うそ を以 つて 答へ た。 けれども、 

分らない 爲 めにつけ 加へ た 小さい と 云 ふこと だけ は 今度 逢 ふた 時には 取り消した くもあった。 おもて 

向き はつ まらぬ 商寶を して ゐる けれども、 昔から 母の 家に 附 いてる 相 常な が ある こと は 知らして 

置きたかった。 都合に よれば、 
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^^i  is: 七^  ； i; 四 

『もッ と 正式な 勉强 をしたい のどす けれど』 と 一； ム つた 桢 *g§ さんの 舉費 ぐらね は、 こちらで 出して あげ 

て もい いと 5^ つてる ので あるから。 けれども、 の 町と だけ はいつ まで- そ を 云って S く必耍 が あ 

つた。 

その の 町の を ら ないで、 なほ W ッ Id ぐに 歸り を々 i ぎながら、 .CI 分 は、 もう、 あの人 を 朝 鮮 

のに ィ さんと は见 ないで、 -^:::,際に市^-心寺の植原さんとして思ひ浮べてゐた。 そして ふとき の ふの 朝 か 

ら.： ：： 分の 兄 を 2^ ひ 出して ゐ たの は、 植 原さん を见 てからの 自分の 戀 であった こと も 分った。 

『まだお ひるに はす ッと： S やけれ ど、 ままな ど^べん かてえ い。 うちへ 歸 つたら 直ぐ 休んだ ろ。 さう 

して 床の 屮で 十分に 植 さんの こと を考 へたろ。』 斯う 心に 云 はせ ながら、 渡って 自分の 格子ぐ ち 

まで 违 した。 そして 格 手に 乎 を かける 前に、 いつもす る 通り、 後ろ を ふり 返って、 諭れ か. □! 分の 素性 

を 探りに あと を附 けて 來てゐ はしない かと 見た ので ある。 

すると、 意外に も、 植 さんその 人が 橋の たもと なる 柳の そばに 立って、 こちら を 見て ゐた！ 

^かに 灭 がお ち、 地が 崩れて 來 たやうな 仰山な おびえ を以 つて、 こちら は 家のう ちへ 飛び込ん だの 

である。 


『誰れ や！』 

^守 居が な 、なる のでけ ふ も あきな ひに は 行かぬ と 云 0 た 母 も、 びッ くりした かして、 奥の 方から 

けたたましい 聲 であった。 

『  』 こちら は それに 對 する 返事 を もで きなかった。 鬼 か 泥棒で も 這 入って 來 るの を 防ぐ やうに 

蹄め た 格十戶 にか きがねの 輪 を はめてから、 奥に 這 入り、 衣 物 をぬ ぐが n 十い か、 ^笥 の 前に 自分の 床 

を 出して、 それに もぐり 込んだ。 そしてき の ふから つもり 稹 つた 樂 しい 夢を兑 ようとし たのが あべ こ 

べに ぐれて しまった こと を獨 りで 歎いた。 

直ぐ 歸 つて 来なかったら よかった 11 西 山の 方 へ でも 車で まわって もみ ぢ でも 见て ゐ たら！ 間の 町 

かみ ごり ゃゥ 

など 云 はないで —— 反對の 方の 上御靈 とで もして 置けば！ 自分 はう そ を 云 ふに も、 考 へが 足りな かつ 

たので ある。 いや、 からだ は ゐても 心の ゐ ない 家な どへ 歸 つて 來 ないで 11 i 吐ぐ へ 行って た 方が 

よかった の だ！、 いや、 いや 11 さう だ、 ぃッ そのこと、 この 世に 生れて ゐ なかった らいいの だ！ 

SV こう 

年の 甑 りに 利口な あの人に は、 もう、 何もかも こちらの ことが 分って しまった だら う。 多分、 向 ふ 

へ歸 つてから、 渠は あさ 喰べ た 物 を もどす ほどむな くそ 惡く 思って はゐ なから うか？ こちら もまた、 

ん りよ 

をな ごの に 初めて 尋ねて 行った ところで、 而も 若い の 人に 向って、 よくも、 まァ、 あんなに 遠慮 

なく. お 給仕な どが できた もの だ。 今更ら ながら、 穴へ でも 入りたい ほどで 11 向 ふが 墜で もまいて 
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n  ml  し。 

その あと を淸 めながら、 f く 怒って る やうす までが、 如何にも 氣恥 かしく 想像される 

气が f  iil いのでき。 ぃッそ 行かなかったら よかった のにと 思 ふと、 自分の そんな 

とと を考 へた こころ 根まで が £ ましく ッて、 ま 向けに なった 自分の 胸 I" でかき むしりながら、 

からだ を 左右に M り もがかせた。 そしてく やし 淚が 枕の 方 へ とめどなく 流れた。  , 

『ほん まに どない したん や』 と 云って、 母 はまた こちらの 枕 もとへ やって 來た。 ％れ までに、 もう 

g も來 て、 いろく，  S れ たの だけれ ども、 こちらの 胸が 一杯に なって ft なかった sou 

母 は 斯うつ け 加へ た、 『けたたましう 歸 つて 來 たばかりで、 何も やうす 裏 はん 

•』 こき は 母の、；. 配 さうな § を 下から 自分の ひたへ を 越えて にらむ やうに 見つめて、 

矢ッ り、 默 つて ゐた。 

『また、 K にけ たいな ことし かけられ たんやない 力？』  、.  P 

『それ どころ やお へ ん丄 もッ とひ どい ほに さたと 云 ふ I あ-も ッ ぶりに 聽か せきで あつ 

マしたら』 と、 sir その 黑み を帶び た敏 くち やが はに S つた やうな 恥 かしみ を も 

て- こちらの 意 f 取り 違へ たらしい、 『却って ゃソ ちゃに 都合よ ろし ゆお したやお へん 力 —向 ふの 


で？』 


男 はんが 據多 やない 以上 は？』 

r  』 まだ へ 行って 來 たので はない と 叱づて やねた がつ， た。 が、 ^違って でも 自分ら の 望み 

C ことに 云 ひ 及ぼ された ので • こちら もちよ ツと 額が 赤くな つ て、 『そな、 い な こ と 114. ふて-や へ ん. ！』 

『ほしたら なん や？』 母 はまた もとの 通りた よりな ささう になった。 

ぶ とん 

『まるでち ごてる やない か？』 こちら も氣 がむ しゃくし やした ので、 かけ 蒲， 國を はねのけて 敷き 蒲睛： 

0 うへ に 半身 を 起して 坐 わり、 M は irf き つづいて 母 を M: やつめ ながら、 『あんた は、 な、 よう も、 よう も、 

にんげん 

わて を こない なやく たいな 人^にお 産み やした、 な... あの人が わて をけ たいに おもて、 あと をつ けて 

來 たやお へ ん か？』 

『ほ！ なんで や？』 

0 ん者 

『なんで や！』 と、 こちら は 母の 吞氣 さうな 一 W 葉 を 押し 伏せる やうに 繰り返してから、 『そない にお 

とぼけ やして W みま ッ かい、 な？』 

『つけて 來 たら』 と、 母 はこ ちらの と 言 P へと を さける やうに して、 『ちょ ッと 横へ はづ しゃ はった 

ら よかった やない か？』 

『誰れ が あの人の つ い て來 たの を 知 つてます？』 

r あんた やない か？』 


泡^ 仝^  ^七卷 

『わて、 知って やへ なんだ もん！』  しつ はう 

『ほしたら、 もう、 あきらめ るより 仕よ がない が、 な。』 母 もこ ちらの 心 を 受けた やうに I の やうす 

であった。 

『？^ の と 一一 ム ふて H いたん どす けれど、 こッ ちゃの 知ら へん うちにつ いてお いで やしたん やさ か V 』 

mat. こちら はまた ごろり と橫 になって、 ぶって しまった。 ひる 御 f 取れと 

勤められ. こつ をも斷 わった。 そして こちらの ぬぎ 棄 てて 澄く よそ行き は、 もう、 殆ど 全く 用 もな くな 

つたと 出レ はれる の だが、 ^が频 りに たたんで^れ てるの を 枕のう へから 見て ゐた。 きも， 

に 8 される S から あきらめて はゐ るが、 なほ 何となく  i し淚が こぼれた。 こ I 物 S てゐた 

自分の あきつけ て來た 人が うで も あり、 また この I と共に 可愛い やうで もあった。 

『また いつでも 來て 下され』 と、 i., 切ぶ りを以 つて 云った ではない か？ 

『  』 その 入が K ぐつ いて 來 たと は あんまり 意外で も あり、 あんまり 早 わざで も ある。 而も 橋の 

v^.,>との、 柳が もとに  何だか、 曾て 母と 共に こッ そり 聽 きに 行った 淨 『三十 li.Y』 の 文 

句に でも ありさう だ。 お i はやな ぎの 精で あつたが、 あの人の 姿 も ひよ ッ とすると 自分 を 出-つて".. 犬れ 

て it がそ ッく 4 はれた ので は ある まか？ それなら それで、 きろし さう だが、 0i^^ 

は 叶 ふわけ だら うけれ ど 1 . 


灣 


また さう でな くと も、 自分の 思 ひが 途々 俄かに 切に なった ところから、 わが 身で わが 身の 思 ひ を ま 

ざま ざと かたちに r ルせ たので はなから うか？ 鳥う ち帽を 露 ぶかに かぶった. 0! い 額が こちらと 目 を 見合 

はせ た 時に、 にッ こり 笑った やうであった。 そして 手 を 帽子の 方へ 擧 げたの は 見えた が、 その 時、 實 

際に g 精した かどう か は — こちらが 家へ 逃げ込んだ 爲 めに 11 a き はめなかった。 今 I 度 出格子 か 

らこッ そりの ぞいて 見て、 ほんとの 人間で あつたか、 それとも 幽豐 ではな かつ たかを 突きと めたら よ 

かった もの を。 今： 央ら 惜しい やうな 氣 がした。 

それ は 鬼 も あれ、 あの人と これから 交際して 親しく なれば なるほど、 どうせお しま ひに は 住所 を 云 

はなければ ならぬ だら うと 思 ふと、 戀 どころ か、 ただの 交際 さへ も斷 念す るより 仕 かたがなかった。 

『わたくし はこん な 武骨 ものです けれど、 あんた さへ おつき 合 ひ 下されば、 これから 末 長う おつき 合 

ひ 致しましょう』 と 云 はれた こと も、 ほんの 糖 よろこびであった。 

『 If しま ゐらせ 候。 けさ 程 はいろ くお 話 を 承 はり、 ありがたく 存じ 候へ ども、 母と も 相談の 上 

東京行き はやめに 致し、 大阪の 方へ まゐる ことに 相 成 候へば、 もう、 お E にか かる こ ともなく と 存じ 

殘 念に 候。 何卒お からだ を 御大 事に 11 栗原髙 子』 と誊 いて、 その ハガキ を 夜に なって 自分で 郵便箱 

へ 入れて 來た。 そして 母に は 別に それに 就いて 何 ごと も 語らなかった。 どうしても いまく しかった 

からで ある。 
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^七お  s 

その；？； ff、 かの 女 は.： ：！ 分で とうく 床 を 出なかった。 尤も、 前夜、 少し 隔たって る 郵便 節まで 秋の 

だ?^ えに；^ する 何，" 川 .SH^ なしに 出かけた ので. 少し 風 を 引いた 氣味 でもあった。 そのうちに、 長 火 

鉢 C そばに^ ラ ンプの 光りが ついた ことが こちらの ふすまの 明きから えた。 母 はけ ふ Q こと を 終 は 

つて、 ^.ゼ のお^ 明 をい つもの 通り 改めた やうす である。 と、 やがて 例の 念 佛が初 まった。 また 二人 

の nl 那 のぎが r も へる の だら うが、 こちら もい つか 自分の 養子 を M つて 死に 分れたら、 それ を 二度 

目の も：^ 樣こ， して、 植- ぬさん ハと  一 ^に 念じて やらうな どと おへ てゐ た。 

すろ と * そこ へ 11^ ねて 來 て？^ れ たの は 思 ひ. 4 らぬ その 人であった。 

思 ひもなら ぬ その 人が 1::^ ねて 來て爪 〈れ たので、 11 それ は、 もう、 その で 分った のお、 — 子 は 

今まで 全く 失 in め にぐ ッ たりして ゐ た. CI 分 を は ね 起して、 先づ 茶の ii との さか ひの ふすま を こ ち 

ら から 締めてし まった。 そし て^^の 上に あった 手 IS に 火 をと もして 姿 H ルに向 ふと、 GI 分の 回い 節 は 

^^しさぅににこにこしてゐた。 相：！ 人ら す 深 い ゑく ぼ が兩方 の顿に 出た。 

おへ ふ W を 巾 止して § に E£ た 母 は I  nl 立ち 戾 つて 來 たが、 こちらの 核子 を兑て 取る と、 何も デ はな 

いで また W て 行った。 そして 


『あんた が植原 はん どす かいな、 I！ ^ァ、 おあがり』 と 云って、 を 茶の 問へ 1^ して 來 たけ は ひ 

だ。 

『  』 こちらに は そのけ は ひが 寳 際に 見える やうな 響な」 となって、 心の 目から 胸にまで 5^ ：,^ とほ 

つた。 そして 今夜の 母 ほど 恐らく 徙 にあり がたい 人 はなから うと 云 ふ 想像 を ゑが いた。 

『ようこそ 尋ねて 來 ておくれ やした、 な』 と 云 ふ 母の 言葉が 火鉢の 坐から また 繰り返された。 する 

と、 、菊の 聲で、 

『け ふ、 勤めから^！って見ましたら、 お ハガキ が來て をり ましたので 11 』 

『ほ — , あんた』 と、 母 は 優しく こちらへ 呼びかけて、 『わざく お呼び 申 上げたん かい、 な？』 

すし 

『ち 力 ひます 力 な I ！ 』 こちらは假りの化粧を^^ぐ爲めにこなぉ.01ぃの毛ばけを顿こ叩き.っけてゐ 

たが、 n 分ながら 俾 かに 晴れが ましい ほどめ 聲 になって. るの を， おぼえた。 『わて、 もう、 お 目. にか か i 

んか おも-て ました-の どす。； f 

『さよ か？  娘 は、 もう、 お 目に. 5 かれん かお もてました のどす やさう に、 まァ、 よう ト、, いで やし 

とくれ やした え、 なァ tf こない なむ さくろ しいと こへ。』 

『いえ、 どう. 致しまして .ft n 

かみ ご 《- や， TV 

『上 御 鍵に をり ましたん どず けれど、 な、 もき な ひの 都合で こない なと こへ 引ッ 込み まし て。 』 


^七卷 

『  』 こちら は 十 年 あまり も 以前 の^を さう 初手から 解し ないでも いいのに と 思った。 却って . 

自分ら の； 1^ み を. n 分から.： ！ 狀 する やうな もので はない か？ 

『1:2^ の あたり もよ ろしいです、 な 』 

『こない なと こに 比べまして は、 な。』 

『  』 しッ と、 こちら は でも 命じたかった。 たと へこん なと ころに でも、 若し 當り 前の、 そ 

して 相ク？ なをな ごが ゐ ると =^ える ものなら、 先づ、 一と 通り は、 かま ひ はしない ではない か？ 丁度、 

^^*.,ゃ义の光りに戍るべく髙く见ぇるゃぅに、 お 白い のこな を そこ へ つけて ると ころであった。 

『むさくろ しいと こどす けれど、 まァ、 ゆるり として I 仃 てお „1 犬れ やし。』 

『ありがたう。』 

『よんべ から 風 を 引いた とか 云 ふて、 てました のどす が、 な、 今 起きて 來まッ さかいに。』 

『御^です か？』 

『へ い —— 少し 風 を 引きまして。』 

『  』 こちら は a 分の ことが 云 はれて ゐ るの を もとの 子供に 立ち返った 氣 持ちで 聽 いて ゐた。 

が、 やがて 銘仙の？^ P に かへ ると、 今度 は 風 引き を 大きく 化せて 粗末な 假 り.^ の 巾し わけに す 

る おめ、 きの ふ も 持って行った .2 の紹ハ ンケチ を 喉に^い た。 そして そよ にも 劣らぬ m 筍が 三 さ を あ 


る こと を それとなく 见 せる つもりで。 手燭 をつ けッ 放しに して ふすま を 明けた。 

『おうく』 と、 母 はこ ちら を 見向く が 早い か、 力 を 添へ る やうに、 『おめかし やした こと！』 

『おいでやす。』 こちら は 先 づにッ こりして 兒 せてから、 渠が 火鉢の 長さの 方の かみに 坐 わって る その 

後ろ を まわって、 母の 坐と 相詢 する が はの、 それ も 少しし も 手へ 來た。 そして 疊のは づれの 板の間へ 

渡って 坐 わり、 築と 少し はす かひに 向 ひ 合った。 うちの こと だけに、 きの ふ ほど はき まりも 惡 くない 

が、 努めて 平氣に 《^ せようと した その 笑 ひ 聲には 自分ながら 顔え を おぼえながら、 『風 を 引きまして、 

とうぶん 

な、 こな レな風 をして ます』 と、 渠と 母と を 等分に 見つつ 手 を 突いた。 『きの ふ はお 邪魔 致しまして。』 

『なん の お 愛 相 も 無うて 失禮 でした。』 

『  』 こちらが 见 ると、 男の 堅苦しく さう 云った 目つ きに も 可愛 味が あった。 『わたし、 嬉し ゆお 

した、 わ、 一あんた がゐ てて。』 

『丁度 休 でして。』 

『そんで』 と、 母 はこ ちら を：：：^ て、 『ゅッ くりして 來 たんやな？』 

『いろ/ \ お 話 も 伺 ひました のどす、 え』 と、 こちらの 代りに 權が 受けた。 しッ かりし 返； で、 な 

力な 力う ち 解けて ない けれども、 その 目が 母と こちらとの 孰れに 向く かと 兌たら、 矢ッ 張リ、 こちら 

へ 向いた。 

部落の 媒  四 三 


『  』 n と：：： とが 出くわす と、 こちら はまた 1 を 促された が、 あとさき を考へ る ひま もな し 

に、 昕ぅ 云った、 リ あんた、 どんな 小說 をお 好. きどす？』 

ざんねん 

『なんの こッ ちゃい、 な、 出しぬ けに』 と、 母 は 口を入れ たが、 こちらに は それが^き 湿らして 殘念 

であった ことの 一 つ だ。 

し .4- ん 

『いろく 請み ましたが —— 』 と 云って、 築 はちよ ッと きまり 惡さ うに こちらの 視， ね を さ H る やうに 

したが、  、 

『そのうちで』 と、 こちら はな ほそれ を nr で 追って 行って、 『何が おもしろお した？』 

『さう です、 な I .』 8^^亦こちらを兑た。 

『  』 あれであって 欲しい と 思ったら、 ^して さう であった。 

『琵 S3 欲で しょうか、 な。』 

『？-ん まに、 た ァ h と、 こちらは^^：んで、 『あの さとの は 可-:::" さう やお へんか？』 

？ 0 じ やつ 

『わたくし はまた あの さとの の 兄に も M 情し ます。』 

『  』 こちらに は、 渠 がさう ねて あの 兄^に 同情して eK れる のが 結構で あらねば ならぬ ので あ 

つ ゝ」。 iji: じ やうに こちら も 特殊な 部 の 血 を 受けた 兄弟で あるから。 ところが、 今、 渠 がさう 云った に 

ま、 こちらの對£を旣にそれと1:斷して來たのではなぃかとハ，^ふ^ひが出たので、 0 分ながら まづぃ 


ととを^^ひ出したものだと後悔された。 で、 聽 きたい 聽 きたいと 思った ことで はあった が、 そ.. ク切 

*^で話を他に轉するっもりで、 『「ほととぎす」 も可哀 さうな 小說 どす、 な。』 

『然し』 と、 まだ 渠は 同じ ことにと どまって ゐて、 『あの 不 Aii は あんまり あま 過 I、 わたくしに は 

つまりません が、 琵琶 敬の 方 は 多少 深刻で、 意味 ある 情 を 引き起します，』 

一  』 こちら は それにしても 稱 多と 云 ふ 言 鍵 を 一邊 でも ここで 便って K ひたくなかった。 渠もそ 

れを それとなく 遠慮して か、 ただ 

rf  j 1 こ- 9 iiy  き やうぐ う 

^にせよ 妹に せよ、 あ ァ云ふ 境遇に 澄 かれての 悲しみな り、 愤 りなり は』 と 云って、 『讀 む^の 

心の まら 腐に 同情 を 起させます。 單 にしう との 爲 めに 仲の よい 夫 I 引き裂かれて、 浪 子が 肺病に 

なって、 死ぬ なんて、 わたくしに は 作者が ただ あり 振れた 感情 を もて 遊んだ やうに ほか 思 はれませ 

ん。 が、 さとの が 特殊な 境遇に 生れた 爲 めにあん な に 落ち入つ たの は、 その 周 園 や 社 會が惡 かつ 

たこと になって をり ます。』  . 

f さう します と、 なんどす かい、 な』 と、 こちら もつ い 釣り込まれて、 『さとの はんが お さん 

にけ たいな こと をし かけられ たの も、 生まれが 惡 かった 爲 めどして？』 

『いや、 わたくしの 考へ では、 生れ その物に 善惡 はありません— P のお 父さんが 嫁さん の 生れ を 

率. I み Hil 鹿に した 爲 めに、 あんな こ と を やって 見ようと 云ふ氣 になった のです。』 

00^0  四 五 


l^Km  ^七卷  四 六 

ぶっだ.： > 

f  』 こちら はこ G 時，：：： 分の 母が 佛^ の 方へ 目 を 向けて たの を 自分の 父 を m4 ひ 出して るの かと： ：！^ 

て、 いやな： S になった。 少し D 分の 額 をし がめ ながら、 『さう s:! いて ありまし たかい、 な？』 

r はッ きりと は C: いてなかった かも 知れ ま へん けれど、 わたくし はさう 解釋 します。 ところが、 わた 

くしの 生れた H では、 あ ァ云ふ 人 を 特^に 區別 せんで、 矢張り 同等に つき 介 ひます ので、 わたくし も 

千^の^から そんな 人 を 惯 として 卑しんだり、 1^ 鹿に したりして 來 ませなん だのです。』 

『それが ほん まどす、 わ』 と、 母 は 口を出した。 その.：^、 母も^ 多と 云 ふ もの をい や だ、 いや だと 口 

ぐ の やうに 云って るので ある。 そして それが こちらに も.：： ：！ 分の 當り 前の やうに 忍へ てるの だ。 ^多 

を Sik に つた 母 は 勿論、 ，：nl 分 はま だ 半ば それで ありながら も、 その 機 多 を 嫌って るのに、 この 人 だ 

けが それ を 何ともな いと 云 ふの が 俄かに g ハざ めて 不思議であった。 

『  』 ちょ ッと s 分 は 母に：：： くばせ したので ある。 その 意昧 は、 la がき ッと こちら を それと =5- て 

ねる に和途 ない の-だから、 注^せよ と 云 ふに 在った。 が、 母 はさう 取らないで、 ，：：： 分が うちの 系 圖 を 

见せ てあげろ と 云った ことに. 取ったら しい。 

『^E^ の 人 はみ な，；^ 脇 乎な もので、 わた いらが こない なと こに 住んで をり まッ さかい、 矢. おり 多の 

の やうに 巾し ます けれど、 うちに は 立 -p^ な 系 11 が あるの どす、 え』 と 云って、 こちらが わざと 明 

け 放して いた M 入の ii へお 3 入った。 そして^ の 引き出し へ 行った。 


7 …；. 』 あすこ を 見て 吳 れいと 渠に云 はぬ ばか にして、 こちら は 『お!： はん』 と 呼びかけた、 『來 

る 時に 鱲燭を 消 やし てお 吳れ やし。』 

r あんた、 ほん まに 大阪 へお 行きです か？』 

r えい 11 いいえ （. 』 こちら は 何と 云って 築の 問 ひに 答へ たらい いの かに まご 付いた。 別に そのつ 

もりが あった わけではなかった ので、 病氣 にか こ 付けて、 『こない に 風 を 引いて をり. まして は、 な。』 

『それ は 直ぐに おな ほりで しょうが —— 』 

『  』 では、 生まれ付きの 穢れ はさう でない と 云 ふの か？ 

とくち *， 

『1M にしても、 大阪 にしても、 都會 ですから、 な、 うか /(\ 行 くと あぶないで すよ。』 

『さよ どす か？』 こちら は 母の 立ち 屍って 來る 方へ EI を轉 じて 渠の ％g を さけた が、 渠の 可愛い 口 も 

とに 風え た 微笑 はこ ちらの 胸まで 達した。 

『これ カラち の 系 圃 どす が、 な —— よう 见 てお 吳れ やす』 と 云って、 母 は 渠の向 ふが はに 坐 わった。 

そしてお 經の やうに 折り本に なって るの を 開ら いて、 熱心 さう に說明 をした。 先視は *if の官 つき ざ 

むら ひで、 それから 分家して この 栗 原の 家 は 母が 五代 目で ある。 代々、か.^|^1?^町の上御露に反物屋を 

t てゐ たが cja: の 代に なつてから 少し 商 寶が思 はしく なくなつ たので、 得意 さき を 別な 方面へ 防げる 

ぶ らく 

めに 餘り 人の 好まぬ 柳 原の， 1^1 落へ も 手 を 出した。 それが 人から 卑しめられる 初めと なった。 

部落の 媒  ヒ 


泡^- s  « 

f  』 こちら も それ は % は統 だから 本統 だと 云 ひ 添へ たかった • 

r そんでも、 な、 わたい は あきな ひの 爲め やさ かい、 人が 何と 云 ふても ほたら かして いて、 ？も 

^でも、 反物 を に ft ふて 來 てた のどす 。ものうち に 後家に なりまして、 二 S 目の 養子 をお ひまし 

た。』 

f  』 それ も iss には逮 ひなかった。 

『ほしたら、 どう どす、 ^^では それが 檢多ゃ 云 ふやお へんか？ その 系^に も盘" いてお す ー迎り I 

に 大阪の 人 どす のに。』 

f  』 系 SI に は 無論、 大阪府西成郡^ム々なるs^-xの.h、H^^してぁることはぁる。 けれど.^ そ 4 

け 自分ら に はは ツ^な うそで ある ことが 分って ゐた。 母が 父に せついて、 誰れ かに さりせ "いて， おった 

の だと は、 さきに 母が 自分に 向って. s 狀 した。 

『世^と r ムふ もの は、 何も 知らんで 知った かぶり を 云 ひま ッ さかい』 と、 渠は 答へ^ 

r さよ どす、 な。』 母 は そらとぼけて、 『それが この 兒ゃ 兇の 生まれました 時には ひどむ つて ^だる.... 

主さん までが おお まゐ -fe させ： SK ら はらなん だの どす。 太 政^のお 布れ で 核 多 非人の-お を すと 云 

ふこと がお すのに、 その 檢多 でもない わた いらの 兒に 氏が みさん を 持たせて".. 犬ら はらんの どす 

P  』 それ も、 然し、 そんな 世 1^ として はありが ちお ことおと、 とちら に はまた ろ f にます る 


^ ほんかん 

感が 起った。 母 は 非人で も 何でもな いのに、 わざ，/ へ もな く據 多の 兒を tl ん だので はない か？ 

『それ は ひどいです、 な！』 渠の 斯う 受けた 言继が 特別に カづ よかった ので 氣が 付く と、 その 顔に は 

赤み を 帶ぴる ほどの 昂窗 が：： えた。 

『  』 こちらに は、 、渠の その 昂奮と 自分の 反感と が 何 かに 於. S て I 致した やうに 感じられた。 

しんしう 

『佛敎 では』 と、 渠は その 言 紫の 力 をつ づけて、 『殊に 眞宗 では 決して そんな こと は 致しません。』 

.『  』 さう だ、 信仰から 來る I 致 だら うか？ 

• 『そや さかい』 と 母 は窖ん で、 『わた いらはい つも 阿彌陀 さん を拜ん でます が、 な。』 

『わたくし も M 宗 ですから、 彌 陀の歸 依に は贊 成します。』 

『あんた もどす かい、 な？』 

『  』 こちらに は、 然し、 母が さう 正直 さう に そんな こと をう ち 明けて いい か、 どうかと 云 ふこ 

とを考 へられた。 この 部落に 住んで ゐて、 さう 宗 熱心と 見えれば、 きッと 部落の に 見られて し 

まう にき まつ てゐ た。 

r ほんでも、 な、 世^に は あんた の やうに えい 人ば かり ゐ てて 吳れま へん。 わた いらは 町內の 人に い 

ぢめ拔 かれまして、 よん どころ 無う、 こない なと こへ 引き 移リ ましたの どす。 け， e ど、 な、 あきな ひ 

の 都 AM どす さかい、 決して 竊多 である 爲め やお へん。』 

部落の 姐  四 九 


瑟$  ^セ卷 

『十分 巾し ます。』 

『  』 こちらに は、 5:ばかりが^.^ぃでその身をぃさぎょく云ひぬけょぅとしてゐるかのゃぅにし 

か 取れなかった。 

『わたい の 家 は 決して^ 多 やお へん』 と、 母 は淮れ にで も 少し 親しみ を 感じて 來 ると 必す云 ふので あ 

る 0 

『  』 けれども、 こちらのお へで はさう く if まば かりして ゐ たくない。 人が お前 は 鹿 だぞと 

云つ、 こに 對 して、 いいや、 わたし は Elti^ ではない、 ではない と 云 ひわけ して ゐたッ て、 そ， -カ必 

す1^^>..--,:川を船勉^-'る^;3にはならなぃ。 その上、 それが あまりく どくなる と、 却って あべこべに n 分 

から その 鹿と 云 ふこと を？ ほ 明して ゐる ことに もな つてし ま うだらう 

そしてい よく その やうな まづぃ i 股に なった としたら、 困る の は 母で はなく、 その 娘なる， U 分で 

はない か？ GI 分の a- に は 少しも ^ い 血が まじって ゐな いの だから、 たと へ， U 分の 父の 血す ぢ が^し 

かった と 云 ふこと 忍" に 分った としても、 ゆ せに は 何ともない かも 知れぬ が、 自分に は それ け^も 

(まくし いこと である。 それ も、 n 分が 阿彌陀 さんに 向った 時 は、 隱し 切れない ことで あるから 諦 


らめ てるが、 せめて は 世の中の 人に だけな りと 隱 しおう せれば と 思 ふので ある。 

だから、 一 番 おしま ひのと ころ だけ をう そで 堅めた 系圖 では あるが、 ただ 一 應は せる の もい いけ 

れど、 それ を 種に くどい 辯 解 はさせ たくなかった。 

『  』 植 原さん はまた 植 原さん で、 こちらが 見て ゐ ると、 系 顧 の 中に 何 かの けがれ をで も兑 つけ 

出さう とする かの やうに、 頻りに それ を 繰り 廣げ てゐ るので あった。 

『そんな 物、 見た かて 仕よ がお へんが、 な』 と、 こちら は 梁に 向って 云った。 

『なに を 云 ふの や？』 母 はこ ちら を 咎めた が、 なほ 纏に 向って まことしやかに 押し付ける やうに、 『系 

圖と云 ふ もの は 家の たから どす さかい、 な。』 

『お 母 はんも そない な 物し まひな はれ』 と、 こちら はまた 母 を 押し付ける やうに 答へ た。 『も ッと何 

か おもしろい 話で もし まひよ。』 

『あんた は 家の ことと なると、 ようい やがら はります。』 

『  』 當り 前で はない かと 思った。 が、 默 つて ゐた。 

『とれなら 御 立派です』 と、 渠は廣 がった の を 折り 疊 むが 早い か、 それ を兩 手に 持ち 擧げ てち ょッと 

押し戴い てから 下に 置いた。 

『  』 こちら は その 仕ぐ さ を 見て、 さきに 渠が 坊さん 育ち だと 云った こと を 35 ひ 出した。 そして 


%  二 

f^i^p^ici こちらが うその 物を拜 I た Q が 勿 f いとま s つた。 

そこに 二人が en 仰な り I り .2  8S 付けて、 お くうそ 拔 I ほど I しみ I じた か 

つたが、 こちら は； 方に そ、 リーム ふ i な 心が 3 だ だけ、 また 一方に は 私 かに 殆ど 近づけない ほどの 隔 

たりが できて ねた。 

しんよう , ン 、 

寸 L ども、 母 は 1^ をそッ くり： したら しく 

『ま ァ、 さう 云 ふわけ どす さかい、 な、 あはれ な 親子 やおもて、 末：；^ うっき 合 ふて お"」 ムれ やすや』 と 

】}^ひながら、 の そば を 離れても との 坐へ 一お つた。 

『あんた がた ーヒ へお 構 ひなく ば』 と、 も その^に なった やうに、 『わたくし はこれ から いつでも あん 

たがた のお 力に も、 御 相談 相 ひ 乎に もな りましょう。』 

『さう して ぉ"4<れ やしたら、 KJSntI まひよ— 兄が ひとりお すけれ ど、 へい とりま ッ さか 

い。』 

『さう やさう です、 な。』 

『もう、 お^き やした かい、 な』 と、 ：3 は路 しさう に 笑った。 『えらう おしゃべりの 兒 やさ かい。』 

『  』 こちら は それでも あの ゆ そんな ことし か 話の はがなかった 0 であった。 今夜 だッて も、 お 

ft. 來て K つて ゐ ながら、 ：^:: 十 や 何も 云 ひ 出す ことがない やうに もどかしかった。 ^一、 上 茶 を 入れて 


^したの だが、 、渠 が飮ん で吳れ るか どうか を 心配した。 それから、 飲んで 吳れて も • いや，/ \ 飲んで： 

るので はない かと 思 はれた。 

*』♦  I  >  しん i う 

次き に どうせ 自分の この E ぬひ はぢ かにう ち 明けられな いので、 信仰の ことにで も かこつけて 段々 

進めたい の だが、 世間の ことと は 遠って、 信仰の やうな、 自分に M 面目な こと は、 いつはり を 抱く 身 

の 口に 出して は 畏れ 多くて、 渠 と共に はとても 語り 切れなかった。 

しんしう 

それに、 また 渠も 眞宗の 信徒 だと 云 ふこと に 照り 八：； はせ て考 へて 見る と I) - こちら を據多 だと 知り 

ながら 11 そして 知った に 相違ない のに 11 尋ねて 來 たのが 旣に 不思議な 上に も、 こちらと 共に 容易" 

に 昂奮したり 同情したり、 平氣で こちらの 茶 を 飲んだり したの が、 いよ/ \以 つて 疑へば 疑 はれた。 

し.^ ぞく 

この 1! 族の 人で 坊主に なって る 人 も 多く あると 聽 いて ゐ るの だ。 それが 坊主 をい やおと 云って 1 一 おげ て" 

东 たからと て、 若し 當リ 前の 家なら、 若い者 を さう 獨 りで 貧乏 させて 置く わけが なから う。 

『あんた の 悲しい 云 はれた わけ はお 母ァ さんのお 話で ざッ と分リ ました けれど、 束 京な り大阪 なり へ.， 

行て 何 を勉强 する つもりで すか』 と、 渠が尋 ねたので、 

てう だつ 

『あんた も鐵 逝 にゐ てて』 と、 こちら も 問 ひ 返して 見た、 『何に おなり やすの どす？』 

『&; は』 と、 渠は 正直 さう に 答へ た、 『も ッと舉 問 をしたい のです けれど、 親が 舉 K を 出し て^れ ま 

せんので、 ぁァ云 ふこと を やって をり ます。』 

部 接の 娘  S 


泡 鳴仝染 ^七卷  2P 

『お父さん がおかね を 出して „4<ら はらんの どす かい、 な？』 

『さう です』 と、 梁 は 今度 は 母に 向って 答へ た。 『逃げ^して 來 ましたので。』 

『^いお はみ な 親から 逃け たがる もの どす かい、 な？』 

『さう きまつ たわけで もあります ま い が  』 

『  』 その逃げたと云ふことも亦こちらのと同じ.^^情ではなかったのだらぅか？して兑れば、 こ 

ちらの 思 ひ は 全く 破れて しまう わけ だ。 ^5^京への希-ぱ-1が渠を知るに至る手續きでぁったとすれば、 大 

阪ヽは — 都へ；： によれば 11 IS^^J 一  緒に でも 行きたかった ので ある。 

『あんた の やうな えい 人に — 釵 がかね を 送らん と は、 な 1 -』 

『  』 うちで 出して あげたら どう だと も 云 ひ 添へ たかった 0 だが、 あんまり 云 ひたい こと、 聽き 

たいこと が 胸 I 杯に なって ゐて、 却って 一 つも 口へ は 出せなかった。 

『そんでも、 おんた は ん やで li どす、 わ』 などと、 母 はこ ちらの 心 も 察しないで、 こちらの や 

クと， 刃 に  一 ようとし： ^す-限 を 折って しまう ことが たび// \ であった。 

『  』 こちら は 母のお しゃべり にむ ッ として ゐ たので、 m が 京都と 云 ふところ は w< 物の 筒お か 多 

-と ITE つた 時- 『一 度 あんた と 1^ にもみ ぢ：： ^に 行き まひよ かい、 な』 と 云って 见た、 『お 母 はん は ほ 

たら かしと いて？』 


『それ も 結構です、 な。』 

『逃げられる より やまし どす か』 と、 母 も 仕 かたなしの やうに 他の 二人と 笑 ひ を 共に した。 

『  』 一 度 は 何とかして、 誰れ も ほかに 人が ゐ ない ところで、 Is^ に 角、 心と 心と を 突き 合 はして 

見たかった。 

『け ふ はこれ で失禮 致します が —— 』 と、 鎮 はやが て歸り 仕度に なった 時、 額 を 赤く して ゐた。 

『まだよ ろし ゆお す やろ に。』 こちら も 赤い 額に なった やうで —— 斯うなる と、 何だか、 もッと 止め 

て m はきた. S のであった。 渠も 一 且坐 わり 虚して か たち を 正した まま、 もお くして こちら を 兌つ め 

て、 

『あんた は、 しかし、 ほん まに いつ 大阪 へお 行きです？』 

『  』 まだ そのこと を 心配して ゐる のかと 思 ひながら、 微笑に まぎらせて、 『資 はわたい、 どこ 

へ も 行きと おへん の です。』 

『それで はまた お 目に かかります。』 斯う 云って、 渠 がいよ くいと まを吿 げて歸 つて 行った あと を、 

毋は矢 に §5 めて 聽 かせた。 そして、 

『わたい、 あの人す ッき や』 などと 繰り返した。 

ざんねん 

f  』 こちら は 母の 相 ひ 手になる べき 人で もない のにと 思 ふと、 その 席に 母の ゐ たのが 殘念 であ 

部落の 娘  五 五 


つた。 そして 母が あの人に 對 して 好き 嫌 ひ を 云 ふの さへ 妬ましかった。 今や 云 ひたい こと も 云 はない 

で すんだ その 自分な がらの 不平の 持って行き どころ がない の を、 ここに ゐ ない 猿のう へに 持って行つ 

て、 ，"そんでも、 な、 あの人 は 矢張り^ 多 かも 知れ へんで。』 

『どない してや？』 母 は その E を 一 杯に^ くした。 

『でも、 乏な うへ にあん まり 話が 平：； S やさ かい。』 

『あ、 そや，/ \！ わても ちょ ッ とさう m 心 はんでも なかった に 

『  』 さう だ、 さう 思って をれ、 m わって をれ！ その あ ひだに、 こちら は獨 りで ® のさう でない と 

ころ を 十分に 考 へて 樂 しんで ゐ たいので あった。 

それからと 云 ふ もの、 髙子 は. o 分が 世 に對 する 恐れ や： i しさ を 全くた ッた I 人の 植 さんに 狼め- 

てし まった。 

c 分 は 自 分の 周鬩の 世^に 對 して はこれ までの 經驗上 恐れ ゃ份 しみ を 持 つと 同^に、 Q 分から 遠い 

とこ NT の を I 擁して、 何となく それが 戀 しく s:^ はしかった。 ところが、 この ニ^の 別々 な 世 が 

今や {：： 分に 一 つに なって、 憎みに も jc^ はし さに も植 IS さんば かりが ただ 一 つの 相 ひ 乎に なった。 I 卞 


では、 若し 

『あんた ほん まに 穢多でしょう』 とで も 鎮が云 ふなら、 こちら も ぐ 

かく ご 

『あんた こそ、 そやお へんか』 と 云 ひ 返して やる 覺悟は 用意して ゐ ながら、 他方で はまた 三 と 置い 

て 集の 額 を 見やに は ゐられ なかった。 そして こちらが 渠を 尋ねて 行けない 時 は、 擬に必 す こちらへ 來 

て K つた。 

そして こちらの 不思議な ことに は、 渠が 段々 と 子供 ッぼ く兑 えて 來 たので ある。 初めは その 年の 割 

りに なかく おとなら しい 物の 云 ひかた をして ゐ たのが、 親しくな るに 從 つて、 その 四角張った 他國 

ものら し いかどが 取れて 來て無 邪氣に 京都 人そッ くりの 言葉 使 ひ をす る こと も ある。 

或 時、 ひるま はう ちに ゐ たが、 

『その代り、 け ふ は どす』 とのこと であった ので、 夜、 こちら も それとなく 遊びが てら is. 場へ 

行って 見た。 すると、 他人に 向って は 鹿爪らしい 言 獎を 使って たのが、 こッ そり こ ちらの そばへ 來 

て、 訴 へる やうに 『何 かうまい 物た ベと おす、 な』 と 云った。 可愛く も あり、 氣の 毒で もあった の 

で、 こちら もこ ッ そりよう かん を 買って ー效 てあげた。 すると、 また、 それが 役员 中のお ほ 評判に なつ 

て、 

『あの をな ご は 何もの や 11 何もの や』 と、 四方八方から 與を 取り 卷 いたさう だ」 そのこと を あとで 

0  0  0  0  五 七 


泡 鳴 七^  五八 

お， P しろ 

は， iMI さう に 語って、 

『あれ は 傀，：^ ねえ はんや 云 ふて やった』 と 嬉しがって ゐた。 

r ほんでも、 な、 わての こと 云 ふたら 聽 きま へんさ かい。』 う 念 を 押した のに は、 こちらが 柳： S の 

ものであると 云 はれたくなかった の は 勿論、 また こちらが 築， u,;ir に 向って ほれて るの だと も だ。 伍 

し。 こちら は 々にまで 兌て この 情 を 折り ある ハ 母に 示め して はゐ るの だけれ ども、 肝^の 鬚 かいつ 

も； S 付いて ほ 人れ ない ので ある。 それほど 子供で も あるまい にと ふと、 却って^ら しく もなる の だ。 

いや、 その^ら しいと 云 ふこと を 今 一 歩迆 んで考 へる と、 iSf はこ ちら をて ッ きり 例の だと 兑て、 まだ 

なか-/ \ ^戒 して ゐ るの かも 知れなかった。 

一 ^もみ ぢ兌 の： S 來 を^す はめに、 一 一人で あらし 山 へ 出かけた 時、 峻哦停 S. 場 を 下りて 川 添 ひ をの 

ぼって 行く と、 どうした わけ か がすん/ \ さきへ 行く ので、 こちら は その あと をち よこ/ \と< ；;^ い 

で ひ 付いた。 すると、 その 時 丁度お 地惡 さうな 額 をして 行き 遠った 女の子が こちらに 向って、 小迎 

にも、 

『よう 似 八；： ふて ます』 と 冷 かした。 

『  』 ：：-っきでは何の似合ふものか？こちらは见も^5:ぉ；^::しを來てゐるのに、 IS は 木綿 藩 だ。 や 

がて は 何 か 一 ついい の を 53： つて 進上し ようと 思って るの だけれ ども、 そして^^もそれに：1$:^^て「4<れ 


てるの だけれ ども、 まだ 築に 向って それ を 云 ひ 出す 折りがない のであった。 が、 この 時 思 はす ひやり 

としたのに は、 そんな ことの 不 釣り合 ひを考 へたば かりで はなく、 こちら を また 見知って る もので は 

ないかと 思った。 が、 こちら を ふり 向いた 築と 顔 を 3^ 合 はすと、 渠も 亦ち よ ッと耻 かし さう にもみ ぢ 

色に なって ゐた。 それ を 見て、 こちらの ひやり にも 亦 熱が 加 はった。 察する ところ、 鍋 は あんな 女の 

子が にやくと 底意 地 惡ぃ笑 ひ を 見せながら 向 ふから やって 來 たので、 それ を 恥 かしく ッて足 を！； め 

たのであった らしい。 

『  』 う ひくし い 築 も 物 を 云 はないで 進んだ。 

『さくらの 時と はち ごて、 秋 は 矢張り 人 もす くのお す、 な。』 こちら は 全く 別な ことに かこつけて、 や 

ッと 口を出した。 が、 心で は と 一 緒 に^んで 歩いての るが ！番 嬉しかった。 若し 自分が 卑しい 性 

だと 云 ふこと をう ち 明けても、 なほこの つき 合 ひがで きる も のなら、 —— そして その 爲 めに 却って 一 一 

人の 情？ おがし ッ かり 結び 附 くもの なら、 11 1 度渠に 何もかもす ッ かりう ち 明けて 共に 泣いて K ひた 

いほ ど、 この 自分の、 秋が 该み 込んだ やうに 寂しい 胸の 中には、 正直な 心が 浮んで 來 ないで はな かつ 

た。 

が、 向 ふ 岸の 松の 根 もと をす ッ きりした 姿の 女 —— どこかの 樊 さんだ らう —— が、 すぼめた かう も 

り伞を 地に 引いて、 その 旦那さん らしい 洋服 と共にむ つまし さう に 歩いて ゐ るの を 见 ると、 その n ル物 

部 の 艇  K 九 


^七お  六 G 

ぶりが うらやましくな つたと 同時に、 0 分の^ 遇が 返り： られ た。 そして 自分の 斯うして ゐる のが 寂 

しいよりも、 悲しい よりも、 I しほお そろし くな つた。 そして、 それに は 巡 i41 のがち やく 云 はせ る 

1^ 劍が ひ 出された。 

都^^;^の或娘が女中ぉ.公に出た。 すると、 その 前に 一度 部落 づめ であった 巡^が その 近所に 來てゐ て 

或 時 そこへ 戶 口調す 立に 來て それ を發 した。 そして、 知ったか振り をして、 

『お前 は^ 多で はない か』 と 云った〕 さう 云 はれた 娘 は その 場に ゐ たたまら なくなって、 その 家 を 逃 

げ 川した。 そして また 刖な ところへ お 公して：^ た。 すると • また、 折り惡くも：：1:じ巡^に？8:::^-されて、 

『また 來 てる、 な』 と 云 はれた。 今度 は 別に^ 多で ある ぞと云 ふこと は あばかなかった けれども、 そ 

の 娘 は：！ 1： じ やうに ぉぢ 恐れて そこ を も 逃げ出し たと 云 ふ。 

CI 分ら はそんな こと を^き 知って るので、 部落の 巡^ どもに は、 それが ひとりびとり 來る庞 毎に、 

よくして あるつ もり だ。 が、 渠等 はいつ も 駐在 場所が か はる もの だから、 さきに ゐ たもの が、 あらし 

山 附近に 來てゐ ない とも おらない。 そして それにで も 行き 合ったら？ 

さう だ、 jg 等のう ちに はい やらし いこと を 云って、 こちら をぶ しっけにから かった もの もあった" 

そんな^に 若し こんな 場所で こんなと ころ を兑 られ たら、 今の 女の子の.；^ かし ど e ろで はなく、 以前 

の み を 報いる の はこん な 時 だな どと 考 へて、 もッ と、 もッ とひ どい こと を 云 はれる かも 知れない。 


I 


それが 最もお そろし いのであった。 

と げ つけう 

植 原さん は 渡 月 橋まで 來 ると、 

『どうです、 山へ 這 入って 見 まひよ か』 と 云った。 

さんせい 

『えい。』 こちら も その 方が 黉成 なので、 橋 を 渡る ことにした。 人出が 少 いと 云っても ぼつく：：：^ える 

M を、 わざ./ \ かう もり 傘で 顏を隱 す やうに して 歩いて るよりも、 どこか 皆と かけ 離れた ところで 二 

人ッ 切りに なりたかった。 それほど 自分の 心が 沈み 氣味 になって ゐ たので ある。 

が、 渠は 大變に はしゃぎ 出した。 山 全體を 我が物が ほに して、 あちらの 巖へ かけ 上ったり、 こちら 

の 木の 根に 飛び付い たりした。 そして 一 ケ所、 水の 幅び ろく 浚み 出た のが やま 路を 横切って る、 その 

あ ひだ を 飛び越えた。 僅かの 幅 だけれ ども、 こちら は それ を獨 りで またぐ ことが 女と して でき かね 

た。 お腹のう らまで 見られる やうで。 それに、 はいて る 氣 草履 をぬ らした くもな かづた。 で、 さき 

に 進む の を 

『植原 はん』 と 呼びと めた。 この 時、 下の 川の 水 音が 右手から 聽 えて 来たが、 11 『賴 みま ッ さ！』 

『  』 渠は あと を ふり 向く と、 底ぐ 一:^ つて 來 たけれ ども- ただ 突ッ 立って ゐ るので あった。 そし 

て あたりの 木々 の恭 いろが 映って るば かりで もない と 思 はれる ほど その 顔 を 赤く して ゐた。 

.『  』 こちら は すぼめた t を 左 の 手に 突いて、 右の 足 を 湧き水に 出て ゐる 石の 上に 乘 せて ゐな 
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n れ. 七お  さ-  I 

：ら、 ほかに からだが ぐらく する ほど. 1 のと どろき をお ぼえ た。 が、 向 ふへ さし 延べた おの 手 を 引 

ッ 込める こと もで きない 氣 がして、 m4 ひ 切り 命令す る やうな、 また あまへ る やうな 驟が、 『さ ァ！』 

『  』 ； a はこ ちらの VI. を 取って".. 犬れ なかった。 『ちょ ッと 待って ぉゐ やす』 と 云って、 おもさうな 

を 11 乎で 持って 來て、 それ ヒ今 一 つの 波り にし て^れた。 

つまり、 こちらの 心の やみ！. i りに して 吳れ なかった、 の をむ ッ として、 0 分は獨 りで 二つの 石 を 波 

つたの だ。 が、 そんな-. P に はま だ經臉 がない ので、 波った こと は 渡った が、 その はづ みで 倒れ か 

ナ C 乎 r ひら を 地上に^い てし まった。 そして 伞の ひわ &をも 少しぬ らした。 

『あんた W ゆ, や、 な—. あんた は！』 こちらの in に は 十分 恨み を箭 めて をに らんだ。 そして ハ ン 

ケチを m して よごれた 手のひら を燒 けに ふきながら、 この 乎が さはった 位 で^の 棣れ がう つる もので 

も あるまい にと 思った。 

『衣 物 を ぬらさんで よろし ゆお した はすみ ません とも 云 はないで、 また 無邪氣 さう にさき に 立つ 

た。 そして 大きな もみ ぢの樹 が 一 つ、 太い 》 や 枝々 を 大きな 51； の 横から 下の 流れ をの ぞく やうに 出し 

てる、 その 枳 もとへ 來 ると、 それへ HIil.: りに なった。 

『ベべ がよ ごれ ますが、 た！』 斯うお しい as で だが、 こちらが 微笑しながら その そばへ 立ち どまつ 

た。 


『えい 景色 やお へんか？』 

『さよ どす、 な。』 こちら も 築の 一) 一一 i や 様子 通りに 打 たれて、 まじめに なつ さ。 

目 を じッと 明けて ゐられ ない ほどが ナ g さう に 川お へ 突き出て ゐ ると ころ だ。 下の 方から は 水 S 

力 しもより も ひどく 聽 える 盒 つたら、 川の 中には S 多く あるので あった。 木の 廣 げたえ、 i が 

の ひさしの ずに 平たく 二 段に も晨 にもな つてる、 その あ ひだ をと ほして 眺める と、 多くの ま 

岩との あ ひだに、 水 SI いて ゐる。 そ S 中 を また 船が I つ 下 だって 來 たが、 岩に ぶっかり かける 

と、 乘 つてる 人が さき 持って その f 突く の だ。 すると、 船の 方向が If 轉 じる。 男の 客が 二 名 

乘 つてる。 そし まの 岩に 來 ると、 また その さ If 少しよ こへ 向ける。 すると、 また 次ぎの I。 

これまでに見たこ〕こょもなぃ^:^分には、 それが あぶな ッ かしく ッて 見て ゐられ なかった。 けれども、 

『あれが 例の S 川下りの 船 どす』 と雜 した 備、 さ I つた 時に 一 度 こちら を ふり 向いた 切り、 

じ ッと下 £ つめた。 そして、 ついに は 『おもしろい、 i と W ふ獨り 言な つた。 

『 .：：：： 』 こちら は督 一： ぶ もの を f しい もの だ i へた。 こちらが 渠 I つてる の は 大抵 分って 

る 露のに— 若し 渠の§ 氣が わざとであって、 i 本心で は、 S 谥族 でない ことの 故 を 

おって こちら I つて ゐる のなら、 渠を言 こか 1,1 して 自分 も； f 死んで しまっても よかつ 

た 力 死ぬな り 殺すな り はいつ でもで きる と：： 心って、 『もう、 いきま ひよ』 と渠 を， 足しと。 
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泡^ 个 m 一  访七^  I. 

梳 のた もとまで 山 を 下りて 來 ると、 1^ を また，：^ ふへ 渡った。 そして 築の 好みに 從 つて 三お ジ A の 茶 

ベ あがり、 、おの はめに 隨 こく を 御馳^した。 酒 を^むなら 取ります と 云って 见 たけれ ども. ^は 飲み 

. ^くな C と 答へ た。 この 時に も、 i, ，：： ： 分 は 渠の心 を 捕へ てし まう ことができなかった ので ある。 

として は、 いま/ -ぃ速 慮 やら 弱み やらが 自分に こびり 附 いてる からで 11 

けれども、 は^を；.^ びながら、 ^に 少しも 惡 意がない やうす を以 つて、 

『俟、 あんた と  一^に 日本中の あはれ な 部落民の 爲 めに 盡 しま ひよ か』 と 云った ッけ I 穢多と か特 

殊 部^と か 云 ふこと を 無 f お 磁に云 ふやう になった のお 兑 ると、 初めの ほどと は 遠って、 こちら を それ 

と はしないで、 夫お になっても いいと 思って る やうに も える — 『慈 事 戴で もして？ それに は 丁 

ffi おんた は： 州 ffi も 分つ て て 都 八：： がよ ろし ゆお す やろ。』 

『そんでも、 わて- 檄多 はきら ひどす』 と、 こちら は ；もニ もな く 答へ た。 

m は 母 の ゐ る 前で でも 霄葉を 慮し なくな つ て來 た。 そして 滋贺縣 にゐる 時、 或 友人の 寫 W 機 を 持 

つて 二人で^ 多 吋 V ま 1 しに 行った こと を 語った。 その 村で 割り 人：： ひに 立派 さうな 家に 向って レンズ 

を，：！： けて ゐ たら、 .ぞ の 家から ひげの 長く はえた 人が 出て 來て、 如何にもお もくしい 調子で、 

『^に ii あり、 一 家に 主人 あり』 と 云った。 何 をされ るか 分らなかった ので、 お M 機 を そのままに 

手 ぶら で 逃げて 來 たさう だ。 


『穢多に 力て 圑右衛 門 を 初め、 えらい 人が をり まッ さかい』 と、 a> はこの 時 返寓， したが  

『  』 そんな 辯 i をす る だけ 穢多の 极 性に 落ちて るので はない か？ 

『あんた はま だ窨生 はんも 同じ どす さかい、 おかねが いる 時分に はいつ でも わた いらのと こへ 云 ふて 

おいで やすや』 と、 母 も 第の 爲 めに 好意 を 添へ る氣 になって ゐ たレ 

力 I； ^に 11 どうした つもり か （I そんな 無心 を 云 ふやう す もなかった。 ただ 無邪氣 さう に 世間ば 

なし をして、 それでも 割り 合 ひに 世^の こと をよ く 知って るので、 こちらの 狭い 見 |g を廣げ て吳れ 

た。 或 夜な ど、 母の か はりに、 

『僕が ぉ經を よんで あげ まッ さ』 と 云って、 佛 擅に 向って 阿 彌陀經 一 卷を 譲んだ 『にょぜがもん、 い 

ちじ ぶつざい し やゑこく ぎじ ゆぎ こどく をん。 よだい びくそう せんに ひゃく ごじ ふにんく。』 なかく 

上 乎であった。 

『若い のに 感 V な 人 やで 11 』 母 は 半ばお 寺の 住職に 對する ほどの 信用 を以 つて 鍋 を も 信じて ゐ たの 

で、 高 子が たびく 渠と 行き 來す るの を 少しも じ  1 ぎしなかった。 マ かの 女 は 自分と して 自分の 切な 

心が 十分に 渠に 通じる やうに さへ すれば よかった ので ある。 
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m^l  ^七お  r>  ：  J 

ff まむし て 行った こと も ある。 14^11 

ある。 linn また、 iisij  ^ 

れ ども、 ，1 こんら を女 として 飽くまで 愼 I くして ゐ ろの を こちら はまと も、 また 一し ほ I 力 

し  <； とも つて 來た。  ♦  ；^: 

向.； か..？ て、 たまに は、 こちらの 乎に觸 れ ようとして 來た i はれる ことが ないても な 力った 

けれども、 そんな 時には？ ッ赤 にして おした。 その 額 を 赤め るの が f さし 控 へる しるし 

でで もあった やうに。  „  , 

そしが やが C 努 女に ¥る うぶで ひ卑 ^ よ 管 だと は 分った が、 さう かと 云って、 こちら 力ら も 手 

を 出す 折りがなかった ので ある。 まかり て 担 かもされたら、 0 分が い 女と して この 上に 生 

きて ゐ やうがない の だ。 

？へ" ようと 5?：3 したの は、 6 きで ない 人に でも かま はす 何とかし S ふ I の爲 めで あつたが 

S さん を 知って から は、 今や 死ぬ に I でなければ ならぬ やう I だ。 たと へから だの I がない 

うちに n 分が 死ぬ にしても、 ，共に でなければ 往生が できさう でもない。 それ だのに、 ■ 方で は 

おお あんまり かか は h がな さ 過ぎて る！ 

『あんた 死にと なきと がお すか』 と、 こちらが それとなく 聽 いて 化た， m は 取り付 あ もない や 


うな 返 辜 をした、 

『そんな こと は あんた はんのお 母 はんに まかせと きな はれ on 

『  』 尤も、 こちらの 信じた ところでは、 渠 はも ッと 勉強して えらい ものに ならねば ならぬ と 云 

ふこと を 心から 考 へて ゐ たの だ。 それ も賴 母し かった ので、 兼て 母と 相談して m はいた 通り、 向 ふが 養 

子に なって EK れ るなら、 そして こちらの 兄が： In^ 棄 てた 家 を こちらと 共に 機いで SK れ るなら、 望みの 擧 

校へ 入れて あげても いいと 云 ふつ もりで、 『都 八^に よれば、 あんた の |;|- はう ちで 出して あげても よろ 

しゅお す』 とまで、 これ も それとなく、 うち 明けて CT ル たこと も ある。 

が t  -渠の 返事 はそんな 時に^って 賓ぇ 切れなかった。 何となく その 胸に まだ 一 物 を 持って るかの や 

うに、 

『お 心 ざし はありが とおす けれど II 』 などと。 で、 こちら は 母に は、 もう、 あきらめ てる 樣子を 見 

せて、 はッ きりと 

『とても 駄目 どす、 わ』 と 告げながら も、 渠に 向って は、 この 點に關 する の 決心 を 促す やうな こと 

にば かり、 逢 ふ 度 毎に 意 を 儘して ゐた。 

『特殊 部 ー洛民 の 爲 めに 慈 業 を 11 』 

1^ んぃ 

^  』 こちらの 本意で はない けれども. そんな ことで 先づ以 つて 第の 意を迎 へる ことができるな 
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や； 七 .5. な  -ノ  メ 

ら * それでも かま はない とま S つた。 いよく 結婚して しまへば、 もッと 別な こと を勸 めて 二人で 

、いづよ く、 また 安心して、 ^い^ 京へ なり どこへ なりが 出な 家 を 持っても よから うと — 私 かに。 

そのうち；：^ は 或朝尋 ぬて 來て、 出しぬ けに 

『tsi3 の 方 を やめました』 と吿 げた。 

『  』 では、 ぃト： くこ ちらの 望み通りになる つもり かと その 初めに は =ル て. 取った。 力 そえに 

して は前以 つて 何 S 銀 もな しに 議の ことであった ニー  體』 と、 冒く こちら はま f 化て ゐた 

が、 『どうして どす？.』 

『1: から S れ云 ふて 來 ました さかい 。』 

S: から —a れ I？』 ぢ ゃァ、 これ はき ッ とこ ちら をい やにな つて t 逃げる の だと 忍 はれた。 

水 を あびせ か！： られた ほど 俄かに 冷やかに なつ r -、 わ f らしく ただ 『へ そして 

その わざとの 冷やかさ がそ S に 心 をまで も， さ を S りかへ たかと 怪れる ほどの すご I 自分 

に 感じた。 逃がす もの か、 どこまでも； 仃く と ころへ： 近ッ かけて 行って やる！ 

『^^は、 ^^ハぉに行かねばならんことになりました。』 

『おお にん どす かい、 な？』 毋は それ を K に 受けたら しいが  

. ；…… 』 こちら はそんな 乎に f もの かと、 心で 叫/だ。 まじめ 腐って、 そんなう そ を！ いふな 


ら 正直に いやと 云へ、 殺して やる！ どうせ、 お 互 ひ は 世間から 執念深い とも 云 はれて る 仲 £^ ではない 

か？ 斯うなる と、 與をも 穢多の 仲間と 見ないで は ゐられ なくなつ たの だ。 こちらの 日常生活 にも 實際 

に 親しみ を 持って ゐ ながら、 一 方で はまた それ を 嫌 ふ。 錄 つて そして こちらの 愛 を 途中から 受けまい 

とする。 そんな 奴 はまた 他の 世間へ もぐり 込んで、 無理に も 第二の 父と な. nN、 また 第二の 高 子 を 産ま 

せる の だら う。 自分の 生まれ を呢 ふだけ、 ますく そんな 考 への 人 を 自分 は 許す に堪 へられ なくなつ 

た。 目 も 引き 釣って る だら うと 思 ひながら も、 俄か 思 ひ 付きの 意地 惡ぃ 皮肉 を 口に 出して、 『あんた も 

いぢ めら れまッ せ』 と 云った。 自分の 聽 いてる ところでは、 自分の 同種 族 は 軍隊に 這 入っても 他の も 

ぎ A- くたい 

のより ひどく 虐待され るの だ。 

けれども、 、ぬ 《はこ ちら を惡く 取らなかった のか、 それとも なほ 白ば ッ くれて か、 

『僕 も 行き とないの どす けれど』 と、 相 變らす 親しみの ある 言葉ぶ りであった、 『これ は 國の爲 め やさ 

かい 仕よ がお へん。』 

『^つたこと になった、 なァ』 と、 母 もが ッ かりした やうす だ。 

しつぼう 

『  』 母の やうす は、 その 實、 こちらの 失望 を 示め して 吳れ たのであった。 思 ひ 返して 見る と、 

渠は 矢. 版り 近頃の 築であって、 もとの それで はない。 若し 逃げる つもりな のなら、 もとの、 初め 通り 

の、 に 立ち返つ てると ころが どこかに 見えなければ ならぬ。 ところが、 もとの やうな 
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『わたくし は』 で 初 まる i しさ は たいと 云って S られ ない のであった。 そこに こちらの 心 

はま ヒ ひとりでに 和らいで 來 るの をおば えた。 

『v. ハん まどす かい、 た』 と、 微笑に なって t 改めて 問 ひ 返した。 

1 ん ま—』 S その 優しい： Z を以 つて こちら を不 mi さう になが めた。 『僕 前に 云 ふて たやお へん 

、つ.？ ，•；. スれこ まだい^に， S を S いてます と？』 その 不 ini 然な 行き かた を 舉校も 承知し なくなつ 

て 闪 の... 勿へ >^ 知した。 そして 筵から ま た攝§ 父へ かけ 合った の， f 『あんた はう そやお もて や 

はる けれど、 この sfi んで 复れな はれ』 と 云って、 變今 I 不- あさう に そ g 父から 叱って 

『 丄 そ んで兑 ると、 どうせ 5 は 行かねば ならぬ 兵隊？ とだから. ぃッそ 今のう ちに 

行って しまう 方が いいと あった。 I. ことし、 ■ なしで 入隊す るの だ。 『ほしたら、 行て お ^や 

す。 その代り、 な、 すんだ. S ぐ K つて 來 てお 8 やすや』 と、 もう、 こちらに さう 蒙す i 利で 

も あるかの やうに 云った。 

『  』 ！^も^；：！^：り惜しさぅに別れを齿げた。 

こちら はま 裹の の 旅に 要する ゆべ 物に 入隊まで 0 小 使 ひ を 添へ て S り をした。 " . ^れて 

, -ら n が m なる に從 つて、 e しさが いや 增 した。 そして ff そめに も 自分の S と 思った こき 


勿體 ないやうな 氣が して^た。 

『可哀 さう に、 な、 あの人まで をち ょッ とで も 穢多 やおもて。』 

『わても 確かに さう やない おもてます』 と、 母 も 答へ た。 『はやう 丘ハ隐 はんの 一二 年が 明けて 吳れり 

や 11 』 

つ- フち 

『  』 いよく 入隊の 通知が 來 ると、 その 三年が ますく 待ち遠しく なった。 そして その あ ひだ 

に、 今まで 鍵 を 多少：：！^ くびった 報いと して、 こちらが 忘れられて しまう やうな 氣 がして ならな かつ 

た。 いや、 さう 云 ふ 氣を向 ふに 向けながら、 こちら はまた どうせ こんな 身で と 云 ふ あきらめ を 着けつ. 

つあった ことに： 気が付かなかった。 

むしん  いし. *5 

それ は、 然し、 築の 兄 だと 云 ふ 坊さんが 無心 を 云 ひに 來 たので、 こちら a 身に 意識され たので あ 

る 0 

まんぞく 

さ ふら ふ 文の やり取りで はどう もこの 寂し さに 滿足 が與 へられな いので、 最後に は 一 っ兑舞 ひがて 

ら渠 のと ころへ 行って 來 ようかと も 3 わ ひ 出した。 そして その 意 を 相談が てら 向 ふへ も； 迎 じて 兑 たの だ 

けれども、 その 返 が 相 變 ら え 切らなかった。 その上、 向 ふからの 乎 紙の 十！！： 口が 二十 nnz にな 
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り、 二十 口が 一 ケ： ：3;:m はきに なった。 

こちらら r ぬ!？ 使 ふ 代りに、 一度 拾 回の か はせ をた めしに 送って 見た。 そして それに 對 する 返 を 

夺 つて みると、 待ち受けた ffl:!: より 廿： n も 後れて、 11 棍の返 ではなく、 II 第の 兄と 云 ふの が や 

つて 來た。 そして 先 ni の禮を 云ひ傳 へたの は滿足 だが、 同時に また 五 マ H 圓の 無心 をした。 銀閣寺の 近 

^で錢 集 を やって る 人が あるが、 それに 资^ を 出して やらぬ か、 ！ i け は 分配す るから と 云って 

『人お^ 多と：： て、 p.- 鹿 こして 來 たの や』 と、 こちら は 直ぐ 見破って しまった。 植- ぬさん の-^ 力 ひと 

り 京都に 坊主 をして ゐる こと は欽て 知って ゐ たが、 放 荡に身 を 持ち^して ゐ るので * 擬も それ を 避け 

て 成るべく 會 はなやい うにして ゐた。 こんな 人が かね を目當 てに 養子に 來 ると、 かね を 使ひ染 したう 

へ 、 が を も：.： J を も：： ル楽 てて 逃げて しまう の だら うと S へた。 

『うち はこの f 攀) どす さかい、 とても I みに は從 へま へん』 と、 母 もき ッぱ り斷 わって しまつ 

た。 

17  ，ゾっ 

『然し』 と、 その 入 は、 植¥ とんの 兄で あるの を 笠に せ S て、 『おとうとに もさう K いで 戴り" ほどな 

ら 11 』 

『  』 を 云 ふの だ、. 生！ 母 はかね のこと を 云 はれた のでぎ ょッ としてし まった だけ だら う 力 

とちら こ..^ 今 一 つ いまく しい ことがあった。 坊主の！ を まとって ゐ ながら、 そのこ ちら を 誘 ふや 


うな いやらしい 目つ きに は、 こちらの からだ を  おとうと にも 許した と 思って だら うが  この 0< 

にも 許せと 云って ゐた。 

ffi みのうへ に考へ 深く あるべき こと を それとなく 行 ひの 上に 敎 へて 吳れた あの 植原 さんがなかった 

ら、 或は こんなの らくら 坊主に も —— ただ 正しい 種 を 得たい と 云 ふだけ の 故 を 以て —— こちらの 身 を 

許した かも 知れない。 が、 今や 自分 は愼 みを敎 へられた うへ にも、 また、 考へ 深い 人 だッて その 身う 

ち 以外で は 少しも 賴み にならぬ こと を も 知った。 

もう、 植 原さん が 手紙で 直ぐ 挨！^ をし ないで、 冷淡に もこん な 坊主 をよ こした こと は赏 めない。 渠 

に は 如何に 放蕩 者で も、 無禮 もので も、 その 身う ちの 方が 穢多よりも 大切に 考 へられた ので あらう。 

こちら はこれ だけ 心を盡 して ゐ たのに、 そんな こと は 少しも 取り合 はないで、 築 は その 兄の 都樂§ ^か 

放 一 1^ かの 爲 めに 世閒に &. おな 金の 出 どころ を敎 へたと は！ 少く とも * 確かに 稳多 だと げたら う。 

斯うなる と、 こちらに も 自分の 兄が ある ことが 俄かに また 出め ひ 出された。 そして、 それが こちらと 

同じく 結婚 もで きないで、 獨り 困って ゐる だら うと 戀 しくな つた。 そして また、 植 原さん へ の當 てつ 

けに、 ほ 分 は 自分で 朝鮮へ その 兄の 手助けに 行って やらう と考 へられた。 先づ植 原さん へ 手紙 を 出し 

たの だが、 11 

『あなた 様のお 言 づては 本 ：11』 と、 わざく 期日の あまりに 後れた こと を 思 はせ る爲 めに 『三月 十 I  H』 
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の n はけ を 一-小め し、 『お 核より 承 はり 候。 わたくし^ 生 £ -病铽 にて 十分に お 相手 致し かね、 "おにす み 

nr  *  ちゃう 

ません。』 これ は木統 のこと だが、 さきに ig が 始めて 尋ねて 來た 時の の 誇張と は 反 劉に、 わざと 何 

でもない やうに =^ せた ので ある。 若し a- の 兄に 少しで も m 心 ひやり があって、 こちらの 弱って る 様子 を 

a ぐ， ふへ 報 * して"， 犬れ たら、 よく 分る こと だ。 自分 は £^ を 思 ひ はじめてから 肥えた からだが 瘦 せて 

來/ ri かりで なく、  ^に 向へば 分る 通り、 また 兩の顿 に a 分の いのちと 兑た ゑく ぼが おえて 3 たばか 

りで なく、 せき をす る ことが 多くな つて、 —— 寢 つづけて はゐ ない けれども — i: おの in 葉に よると 

肺が^く なって るので ある。 のうへの と諦ら めて るの だ。 『その上お 兄 様に は^^ 回 を 融通 致 

す やう わたくし かたへ ぉ賴 みに 候へ ども、 御 # じの 通り C 贫乏に 候へば、 ぉ斷 わり 巾 上 候。 何卒！^^^ 

ら すお m 心；；：： し 下された く 候。 また、 わたくし は 今回 朝鮮へ でも 波ら うかと 考へ 居り 候。 どぅせ-4^^は 

生きる こと 叶 はぬ， せに 候へば、 1!』 ここまで 來 ると、 然し、 D 分で C 分 を 泣いて ゐた。 『お 斷り屮 上 

候』 で. S た に對. 一-る Sil が 俄かに * 隈を 折って、 斯う 害いて けば * 何とかい い 返 が來 はしない 

かと も $ 一 土 まれた。 『せめては、 1^兄の^^£1なりと致して见たく候。 末 1:^ ながら あなた. はの 末 長き 御 他 

斑 を；.^: り 上げ 候。』 

これに 對 する 返. おが a ぐ來 たこと は來 たが、 そして、 S の 兄の 無心 はおの 木 でなかった こと を"』 ムれ 

ぐれ も M ぼして あつたが、 そして また 


『ぉ斷 り 下され 候て 却って 結構に 候』 とも. 誓いて あつたが、 こちらの 病氣" 見舞 ひ は 通り 一 遍の肯 葉 

に 過ぎなかった し、 朝鮮 行きに 關 して はなに も 云って なかった。 

ぜ つばう 

『お 高』 と、 母 も それ を f 請み 終って から、 こちら を絕 望と 病氣 との 床に 返り 兑て、 『これで は あんまり 

はくじ やう 

やない か？』 

『わて、 疾 から 諦らめ てま ッさ —— 』 湧き出る 淚を 意地に も 押し返しながら、 自分 を 生んで ほ  1<れ た 母 

にまで も 恨み を 籠め て、 『どない した かて、 穢多の 種 どす さかい、 な。』 

い つ のまに か 冬 も 過ぎ てし まった。 

けれども、 高 子 自身に は 去年の 秋からの 戀病 ひがいよ く 肺病に 變 じて しまったば かりだ。 

まだ 輕 いと は 云 はれた が、 自分に はどうせ 不治の やま ひ をい やな 世界に 寢て 幕す こと はでき なかつ 

た。 

あらし 山の 遊び は、 もう、 一と 昔 以前の ことに もな つた やうな 思 ひ をしながら、 同じ 山に 人々 が 春 

しゅつぼつ 

をう かれる 頃、 ひ 切って 兄のと ころへ 出^す る ことにした。 そして 母に 向って は、 

わて 出^しましたら、 な、 植原 はんへ はた だ 遠方へ 行た とだけ お 母 はんから 知らせと いてお 吳れゃ 
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す や』 と r ムひ^ きした。 わざく 朝鮮とまで 斷 わる 必要 もない と 思って だ。 いや、 朝饞 力べ かて この 

の、 ねめ にあ の^に 變 はると 思って。 

  II (大正 八 年 111 月) ― 


家 


この：^ は 事件 3 性質 H 『従 服.^ 征 

服』 € 聯絡し て み る ベ きも ので も 

る 0 


泡^.^,^  ^七卷 


お八 


『  n  n かけに でもして そとへ M つて 澄く に は、 却って、 一般の n かけな どと は 遠って、 § も 

あり ン fflv^ にもな つて、 たまく 會 ふに は 手 ごた へがあって 面白い かも 知れぬ。 が、 長く 一緒に 住 

むべき 女ではなかった こと を、 鹕じ次 は 近 ごろに なって ゃッと 發はノ したので あった。 

こ ゐた時 は、 矢張り、 一 緒で あつたと は 云 ひながら、 まだお 冗 ひに々 サ^の 好^心 やら， ほ^ 心 や 

らが 勝って ゐて、 smfit  S に S 上の 立ち I 別 さあった 如く、  a 

しての 立ち^も 獨 立して ゐた。 從 つて、 そこに まだ^ ひの^^も あり、 ^敬 もお つた。 

,、、 、つ 女の liM がお， 志が 矢^り こちらの 正式な^に なって しま ひたいの である ことが 分って 來た 

ので、 さう 來 ると、 もう、 こちら は. u 分の 從來 の^へ 通り f, 他 傲 を も 好奇心 を も ，船 卜して、 女に 對 する 

と E- に i?i 從と をお おら 要求し なけおば なら なくなった。 f 群がき をき に 征服す 

ると ころに、 C  t 广 b  . -ヒ ヒ =^  * ク h こ き： 


逛 M は 西大久 保に 於け る 生活が かの 女 を こちらの 品の よきい ろ 女から 女房に 落す 順序で あつたと 云 

まつ * 

へる。 が、 その 末期に 於いて は、 經濟 上、 殆ど かかる 生活 をつ づけて ゐる わけに 行か なくなって、 渠 

ぢょ  らうば 

は先づ かの 女を殘 して 大阪の 或 新聞社に 雇 はれて 來た。 そして かの 女が 女 巾の 老婆 を 伴って 朿京を 引 

き 上げて 來 たの は 11 これ も經清 上の 都合で —— 一 ヶ月ば かり も あとの ことであった。 

梅^の 停車場へ： 渠が迎 へに 行く と、 改札口の 向 ふから 慰 初に こちら を 認めた ぶよく と 太った 婆ァ 

やが 先づ  、 

『旦那 さま』 と、 嬉し さう に 叫んだ。 この 婆 ァゃは 西大久 保の いつも 行きつ けの 湯歷 で、 自分のと こ 

ろの 奥さんの こと をお 目 かけだと 云 はれて 憤慨し、 『あんなに 仲の いい 御 夫婦 も 珍ら しいので すよ』 と 

辯^した こと も ある さう だ。 K 際に、 耕 次 等 は 他の ものに 知れる やうな 喧 g. やい さか ひ はしな か つ 

た。 若し その 必要が ある 時 は、 戶 山の 原へ 出て か、 床へ 這 入って からかに する のであった。 詳しい こ 

と を 知らぬ 婆ァゃ は、 その 主人の 最初の 妻、 と 云っても まだ 戶% だけ は拔 けて ゐな いのが、 時々 かね 

の 無心に 來 るの を、 ただ あまりに 世^ 外れの 不心得な 女 だと 云って、 をん な 主人の 方の 肩ば かり 持つ 

てゐ た。 

すみこ 

『  』 ぞ の婆ァ やの 後ろから、 澄 子 は 疲れて ゐる 時に いつもす る やうな 筋肉の ゆるんだ 額つ きを 

無理 さう に 引き立てながら、 何も 云 はないで 微笑して 來た。 そして その 自分の 乎に は、 袋に 入れた 自 
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分の 紹 かう もり 伞 と共に、 こちらの 楚 たてつ もりで 殘 して 來 たと ころの 襦子 まが ひの かう もりと 樱の 

安ス テキと を も.^. - にしば つて、 大切 さう にか かへ てゐ た。 

7: んなス テキな ど、 ぅッ ちゃって 來れ ばいい のに、— 貧乏く さい 丄 耕 次 はこ ちらへ 来てから ま 

だ 一 ヶ月になる かならない の だけれ ども、 來 京に 於け る やうな 行き 當 りば ッ たりの 生活で は 行かない 

/くと が 分って ゐた。 かねの ある 時 は ある やうに、 またない 時 は 湯" 錢 にも 困る と 云 ふやうな、 ごく 自由 

なやり かたは この 友人 も 知人 もない 土地で は 全くと ほらない のであった。 i§i^u 

すべてが きち やう めんに して、 ぼろ を せない やうに して ゐる のが、 如何にも. 世 問 並みに 本統 のこ 

とだと W 心 はれた。 そして 自分 も 成るべく けち 臭く、 貧乏く さく a える こと はした く なくなって ゐ たの 

で、 澄 子 を こちらで 見た 時の この^ 1 印象が 旣に 面， H くなかった。  .5 

『でも、 あなたの ふ不 ぼお 持ちに なって た 物です から、 ？ソ ちゃって 來 ては惡 い i つて—』 かの 女 

のき まり 惡 さうな 返；^ に は、 然し、 こちらに 對 する 無邪^な 誡資 があった。 そこに、 こちら も g 分と 

かの 女との 范：： 小からの 愛情 的 聯絡 をそッ くりや： け^れる こ とがで きた。 

『が、 然し だ』 と、 耕 次 はた 阪 人の 生活ぶ りの 一般に" 軋^に して、 おもて， H きを 亂 さぬ マい とを說 明し 

ヒ のち、 『僕 等 も そのつ もりで eg 鹿に されない やうに やりましょう。 それに は、 來 京で 问払 などと 云つ 

て ぼ 張って たこと はこ ッ ちぢ や ァ そのまま 通りまん から、 先づ、 あなたが 相 鍵ら す 近 藤と 名乗る の を 


やめて、 今から^ 极澄 子に なって おしま ひなさい。 どうせ、 いっか はさうな るべき ものです から n と 

勸 めた。 

『  』 かの 女 も それに は 異議がなかった が II 


大阪 力ら 五 里 を 離れた 池 ffl の 室町 は、 耕 次の 勤める 新聞社に 關 係の ある 電軌會 社が 經營 する g 宅地 

である。 その上、 そこから 電車 はた ッた 三十 分で 大阪へ 達する ので、 集 は同會 社の すすめに よって そ 

この 悲 盤の 目 並みに 殆ど 同じ やうな 家が 立て込ん でる、 その 一 つ を 借リて 住む ことにし たの. ヒ。 

ニ^に あがって 兒 ると、 左り の 方に は、 寶嫁 行きの 雷 車 軌道で 新帘 街と 舊 市街と を 一直線に 横に 灶. 

切って、 その さきの 舊 市街 を 越えて 池 W 山が 手近く 見える。 また 右の 室の 窓に 倚る と、 六 P 山つ 泥め 

もさう 遠くない。 家の向きで 1K へば その後ろ をた ッた四 五十^ば かり 離れた ところに、 ^雄の 鐵，^ を 

渡した^ 名ハか 流れて ゐる。 その 土 堤に も、 五月の こと だから、 大きな 並み 樹がぁ を あ をと 繁 つた 枝 

を & げてゐ る。 それに、 截車軌 道と こちらの 家との 問に 幅 二十 間ば かりの ばた けがす ッと t.i び 

所 iiw の 方へまで 延びて ゐる。 

"  』 束 京 をい やな 記念ば かりの ちまた だと 云って 嫁って る爲 めに、 こちらの 大阪 行きに は 一 も 
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二 もな く 1 した かの 女 は、 I、  I きも 含め て f  、  i& きの 16 ぶ やうに， 1 い 

いところ です、 ね』 と んだ。 

a ね。』 I に はずい い I がで きなかった。 分が かの 女 あぶだら うと I てこの 

imrii それ S めら れ ると、 いやな きする の は S でも 不 愚の やうで あつ 

た。 が、 よくお へて 见る と、 別に この 地に は 何も si 係の ない ことであった。 1  しく や 力て は 5 

のヒ 式な，. となるべき ものが S& つてる の は、 かの 女の したいろ くな I や 難 ひ 出させ 

る ことが 多い からで あらう。 一 、^ら ひに なって るので、 ー して 兑 ると、 その 反動と して か 

€ 女が S に iii- てゐ るの は、 おのれで おのれの ふ愿を 忘れよう とする に 過ぎな かき 、- おも 

一 度-おは かの 女に， 3： つて 云った、 

『あなたの f だと 云 ふ S は S な i さとで、 少，. も 人^が 生じて ゐ ません。』 

『だから、 Ha なのでしょう』 と、 かの 女 はぶりく して 而も^ さう に 答へ た。 『人 叫ばな もし 

m と、 そ 0 時 和ら かに だが こちらから SI へた 甚息 ひ.^ す さへ g くな かつ 

：。 こ i、 ，，， 純な， -然 mil が どに 耽りつつ；：： i ひの： i を も て遊 ぶ やうな 餘裕 がない ほどに^ 分の^.^ 

—  ノ：  \ .<  .-4^ こ Jt^bJI.® を も R り 人れ よう とづろ と 

と 生 とに 緊 -H^ して ゐ たので ある そしてそ9.:^;?^をぉ.^すに，1,ノゾ..^^  J 


どうしても かの 女から は-燕 骨に 見られた。 が、 この 止む を 得す 露骨になる 寶例を S 分 は 今度 大阪 人の 

生活に 於いても 確かに 發兑 して、 それを^^^したのだ。 

力ね  二- - ) 

一般に 大阪 人に は 金と 女と しかない と 云 はれる。 そして 大阪人 自身 も それ を 他の 一般と 共に な 

生、 ィ" の やうに 卑しめながら、 そのまま 生き 通して ゐる。 が、 gs^ 等に だッ てえ らい 人物が な c. ではな 

い。 若し 金儲け 以外の ことに 尊 心に 手 を 出したら、 他の 土地の人の やうに 矢ッ 張りえ らくなる Ig^ を 

持って る 人が ゐ ないで はない。 さう 云 ふ 人々 まで も 周 園の {41 氣に はれて かねにば かり 努力す る。 と 

ころで、 男子と して この 努力 をす る 性質 は、 舉 問の 爲め 若しくは 人間 救 濟の爲 めに 努力の それと 少し 

も 遠った こと はない。 若し かね を 手段に 過ぎない と 云へば、 舉問 だッて 人間 救 濟だッ て 自己の 爲 めに 

は 手段で ないか？ いづれ も 自分から 見れば 勝り 劣り はない。 その上に 持って来て、 現今の 人 昍救濟 に 

直接に 從事 する 宗敎家 や、 擧 問の 府 に引ッ 込んで る擧者 ども は、 周圍の 11? と 自己の 要求と が 少ぃ爲 

めに、 11 但し、 これ は 新聞 者 や 政治家 もさう だが、 II うわ ッ つらば かりに 高尙 をて らふ 遊びの、 

K は、 安ッ ぼい 氣 ぶんに れ 切って る狀 態で はない か？ それに 比べる と、 變幾 に は 春秋 二期り 決算 

報告が 直ちに 物 を 云ふ爲 め、 そして 主人 や 株主なる ものが なか，/ \默 つて ゐ ない 爲 め、. 一日 一 刻 もぎ 

斷 できない 。古来の 大阪 人が かねに W 劎 なの は、 つま さう した 心理から である。 そして 毎日の 眞 

劎な戴 を 終へ てから、 夜、 いろ 町へ 飛び込む ものが 多 いのは、 その 英氣 を： g も 手ッ 取り 早く 養 ふ爲め 


八 四 

泡 鳴ん ま 第七卷  ろ ，ち  ： ^i.^.:  t 

. J^^  t  ^  :  -7  ,.co  tsldrf; こ. Tl^ える の は それん 力 ネノ 

である。 それ を はたから 見れば、 あまりに m 別が 附 いてる やつ ダ f ト— ノえ， 

から 云へば、 鬆の內 部的囊 だ。 1 ^, う、 _ズ も 入き は 受ナ容 れられ た 

く 1， ミ. t!  一- 1 しに M く. A つ ^< こ 兌 した けれども カの.^=^グ-ぅス.1パ.》卩51まォ / 

う 云 ふこと も は それとなく 力の 力 I  -HI-  J/  ぶ. ：、 クく 

や；： す もなかった。 そしてう わべば かりの 甚 やき やの ま を あげ 足取り に f  一.  ，5"!; 

は f やと 共に 笑 ひさた。 かの 女の 難の f であった が、 耕 次が 社から 歸宅 すると 力の 女 はす 

I ふ 七！ ざく  I し U て If  i 

『七輪たら 八 輪たら 云 ふもん はこれ たッ せ』 と 云った ^町の 貝..., r  /ィ 

て 持って 來 たさう だ。 

『カン 一 尸キ、 と、 蹈 は cS; を 高く して 答へ た。 

『a ままよ./ 鄉^， たこと。』 零 や は そばに き 感心した やうす だ。  、 -I 

『こ^」" r はかみ がた 生れ だから、 ね。』 I 斯う 云って 澄 子ら に 向 ふの を、 今のところ 一ぎ 自 

分に 釣り 介った 叙 ぶんと..^ た。 こ さ、 fMa.i  f 川 を さし 狭んで その ii 

池 から K つ 六 つ^を 越えた ところに の 温^ ナ 勿カ广 7  -  1^1^ 

,、 .l>Krt^,f,.tfvJ ぁスヒ めた に ほぎ ない の だが "论 お" 力 大^- ^ダ 

所が 別れて ゐる。 新 と はた だ = ^の 水 を 吸み 上け てぁソ テめナ に . ,£ 、く..： く&こ ゆだ 

^011-11  g と 云 ふかね を、 i の.. 題 はおと ま はしと して 大。， く 人に f 


ねて 經營 させる ことにした その 本人の、 大膽 勇猛の 企て を 耕 次 は 自分の 考 へに 比して H つて ゐ るのお 

けれども、 澄 子に はた だ 

『俗ッ ぼい の、 ね』 としか 見えなかった。 山 を 利用した 箕 面の g 物圔も かの！?^ に はさう ばか 見え 

た U そして 大阪の 婦人 ども は齒 ぎれ の 惡ぃ言 梨を發 し、 おしゃべりで 品が なく、 着物 惜 むせい か t 

ややと もす ると 据を はしょって、 ふるぼけた 長襦抨 ゃ腰卷 きを 耻 かしげ もな く 出して、 『まるで 驟卷き 

ぎ やう.；^ つ 

の 行 f?: か 展覽會 か を やって る やう だ』 と 云った。 

『  』 その 展覽會 はこ ちらに もさう いい 趣味と は 見えなかった が、 大阪 婦人 どものお しゃべり は、 

澄 子の やうな つんと 澄ました 氣 取り を 持たない 爲 めで、 却って 鎮 等の 西洋 婦人 流に 社交的な いい^ g 

を 示して ゐ るので ある。 また、 大 阪言禁 がかの 女に 齒 初れ 惡く聽 える の は、 獨逸語 や 英語の？^ If 本位 

に惯れ たもの が 怫蘭西 語の ねッ とりした 優しみ ある 口調の 味 は ひ を 解 しないのと 同樣 である。 若し ま 

た齒 切れの 惡ぃ のを蔡 寶 だとして 見たところで、 そこに その 優し みのある ところ は、 澄 子 その 人つ 一一 一一 n 

葉の ぎくしゃくして、 時には 祌經 的に きんと 響く， いより は まだまだ ましで はない か？ 

耕 次 鄉 人で、 子供の 時 ぶんに 無 邪 氣な初 鐘の 仲であった 婦人が、 大阪に 於いて、 長らく P を 

やって るので ある。 それが 一 度.. 

『關根 はんの 今度の 奥さん を 見たい』 と 云って、 十 歳になる 男の子 を つれて 池 £ へ 尋ねて 來た。 その 
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子 は、 かの 女が 雲に 最初の 蒙で きたの を 知って 燒けを 起し、 S と關 係して 産んだ つたが、 その 

E? は y ぐ 死に 刑れ た。 そして また 老母と 共に 1 をと ほして 來た。 子供が や ッと這 ひ 初めた ば 一 

度 I が 尊ね て 行った ことがあ るが、 その 時、 せ I の i 用意に 急がし かった うちに、 その子 力 

二.，". i しご を獨 りでした まで ころげ， た。 あたま を 打ったら しいので、 その 結 f 通に でもな 

つて はしない かと 心配して、 sop. それとなく 訪問して § と、 幸 ひに も 小 I で 成 J:^ よ 

く、 いさら It ど けれども？ では 二 f 暴 暴って た。 きへ 來 て^ぐ、 庭の S に 

C, たづら をして ！：ャ 速 その 手 を さされた。 

『來 L ば 1 物， らゐ はつれて ッて やらねば なるまい』 と 云 ふこと は 、に"？ 云 ひ 含めて あ"、 

t ハ にも f  、してあった ので、 樊は その I をしながら、 か.^ 女に 向って、 『あなた も 一管 どうで 

す』 4 した。 が、 應 じなかった。 そして 一二 人が 出て 行く の を 二ぬ S からで も 见てゐ たと W え、 r 

が獨 りで 歸 つて 來 ると、 ^ぐ、 

『よく 似合って ゐ ましたよ』 と、 いや 昧ッ たらしく 云って、 内ら 向きの ききであった ャ しん 

『 ：.：：•• 』 i として は、 今更ら 同い年の 女と、 如何に さきが 獨身 でも、 關係 するな どと n ね 

夢にも つて ゐ ない C だが—。 m こちらに は、 0m0rs 

回 を 成るべく  iii させよう として ゐ るのに 對 する あわい 嫉妬 的很鑼 とも 取れた。 


鬼に 角、 耕 次 は 天 然をも 人間 化して ゐ ないで は 承知で きないのに 對 して、 澄 子 は 成るべく 人間 を 遠 ざ。 

ぢょ 

かって 行かう とした。 東京から 去った の も かの 女に はた だ 人 問 を 離れた ので あるから、 こちらへ 來て 

も、 不慣れな、 そして それが 爲め にかの 女に は 不快と 見える {ゃ： 氣の巾 に 生活す る 人^に は、 なほ 更ら 

近づかう としなかった。 

そして ゆ ふぐれ の 定刻に 耕 次が 池 停 所で 電車 を 下りて 來 るの を も、 天然 風景の 一部で でも ある 

ぢょ 

かの やうに して、 かの 女 はいつ も 家の 門 に 出て 寂し さう に 待って ゐた。 そして、 

『斯う 云 ふと こへ 來てゐ て は、 もう、 婆ァ ゃだッ て、 あたし だッ て、 あなたば かりが 手賴 りです か 

ら、 ね』 と 云った。 

『  』 渠 は 或 人が 强 情な 女 を服從 させる に は 山へ つれて 行く に 限る と 云った こと を 思 ひ 出した。 

す なほ 

寂しがらせて、 素直な 依 輕心を 起す やうに する からで あらう。 こちらに 對 する 澄 子の 態度 も 可な り， 一 

變 したので ある。 會て寢 どこ を 反抗的に 起き 出で て、 

『ながく 御 1^ 介に なりました。 あたし はこれ から 父のと ころへ 歸 ります』 と 云って、 兩 手に そろへ 

た 五本の 抬で その n を 押へ ながら 窒 出た が、 夜中の ことで あるので、 乘 りつけ た 車屋 も 寢てゐ た。 

で、 斷 念して 逆 もどりして 來た 時の 却って ー曆 素直に なった のよりも、 もッと 素直な 優しみ を 見せ. 

て、 今や、 その 心の かどが 取れて、 そのぎくしゃくした言薬ぶりも^£}ったゃぅに兑ぇた。 
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二人の あ ひだに まだ つてた 不自然な 隔て も、 かの 女から いよく 撤回す る やうに 申し出た 

そして ：染は この 中し 出 を 丁度 自分が かの "ねの 天然 癖に 譲歩し なるやう に 許した。 

三 

けれども、 耕 f$ に 於け る 浪人 生活と は 管、 大阪で 逢 はれの 身であった。 管 出勤す るに 

は 及ばなかった が、 im, ぃ爲 めに § 外出が ちであった。 或 時 は、 全 匿 突き 大會の 一 一番 して 

同 #にケ ち 金ふ爲 め、 af, とまって 來 たりした。 また、 本願 寺の 式 能に 招待され て、 

」 ，い 都へ も. なた。 社 S 都、 大阪。 祌戶の 三 都 遊覽團 S し をした 時には、 三 都 if  W 盟 

引きつれて、 11 山の 金 神さん や、 t 女ぎ il や、 別 it でも 一 週間ば かり 家 I 守に した。 

そんな ことに もす ベて かの 女 は 自分ら の 生活 を 鉋き 足らなかった。 そして その 反動と しての やう 

こ、 频 りに あさり をした。 すッと 昔、 舉 校の 修舉 旅行で 耕 次 も 行って.^ たことの ある、 焚 一助 公 

『 Is な I を かの 女 は， で 見に 行った。 臭、 上流に tsf とで、 自分ら も 

よく 知って る ISI 上司 小劍 氏の 故鄕 なる 多 田 神社 を も かの 女 は 5 れ た。， さう した あ ひだに も. 力 

の 女お むし、 こちらとの i 以前から かの 女 I でも 本心に はす さび 穢れ てた と I てる I* その 

1,1- しくに 品性 をい い 方へ 取り直して 吳れ るなら、 まことに 結 S だが— と、 S に は れた 


于っ锄 よく  1 

結局 は、 平凡に 正式な 家庭生活 を 望んで る 女で ある ことが 分った 以上、 耕 次に も 普通 並みの 注文が に 

あって —— 自分の 妻た る ものに 關係 以前の ふる 傷 を 思 ひ 出し も 出させ もした くな か つ ；，。 そして それ 二 

がなくなる だけ、 かの 女が 耕 次 や 世間に 對 して 有する 引け 味 や、 ひがみ や、 その 結 架の 强情ゃ も， なく 一 

なって、 かの 女の 心が もッ とゅッ たりと、 そしても ッと廣 く、 寳際 的になる だら うと 想像され た。 一 

けれども、 そんな こと を こちらが 正直に 云へば 云 ふで、 かの 女 は 別に 小现 窟を附 けて、  一 

『あなたが あたしに 冷 I なのでしょう』 と、 かどのある 言 薬に かどのある 目つ きまで 添へ て、 而も 評.. 

へる やうに 答へ た。 『あたしの 趣味 を も ッと考 へて 下す つて、 あたしの 面. «1  く 思 ふと ころへ も 一緒に \ 

つれて ッて 下されば いいでしょう —— ？』 

『また、 中 野 はさう でなかった と 云 ふんでしょう？』 耕 次 は 度々 のこと にうる さいので、 つい、 自分! 

から 先手を打つ こと もあった。  一 

『ふん！』 かの 女 は 鼻で あしらって、 横 を 向いた。  ； 

『  』 中 野の こと はた だ靆 的に とどまつ てた などと 云 ふ 辯 解 を 何度 されても、 耕 次に は矢ッ 張り 一 

かの 女の ふる 傷の I つであった。 それ を 自分ら の 友人 どもに は 今でも かの 女の 辯.. 胁 通り 肉の 關 係が 少 一 

しもなかった の だと 云って るが、 それ は 外部から かの 女が その 傷 を突ッ 付かれて いらくす る 度合 ひ 

を 少しで も 減らして 置きたい 渠の弯 へからであった。 が、 かの 女 はさう とも 知らす、 自分の^^^ぁ 一 
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) -L  3  ^c、  ，^Jr^1aK=ffil.でトii.^Iraを云ふのがこ ちら に はうる さ 力つ 

ゥさ こと を 信じられ てる ものと 早 やな ロ點て その，^ て/.. -rt^: "び 7 

た、 そして 一 たびち ょッと 納まった やうであった 衝突が またつ づき 初めた。 

r15 にか Q 女の 趣咏 におつ き <：： ひ をして？ たけ Q_ 味 ^ なかった。 tm 

索と の 管であった が、 こちらへ 來 てから、 その 雲が 少し 方向 を轉 じて ゐた。 

一 こ、 今の せこ 於いて 新聞 群た る ことに そ もく からの 不平 をいだ かせられた。 i たきと 

そのこと がお 下 だらない わけで もない だら うが、 今の 社は來 I ると 思った よ.. も.？ if てあつ 

たむ そしに、 社が 臾., を 持てず ことに 於いて 初めの 約束 S へて しまった。 うへ に は 見聞の 叙い、 

ni^if. したに はまお 改革 前の 末 S どもが i 長 を 初め 轰ド だり の ものに 對 して 

と攻 おで ゐて、 きまに いろくな 理 出を附 して こちらに 罕る執 i 園の 自ま S し 

ヒ。 文、 や に は 溺れさせても、 こちらの 5 靈の政 I は 許されたかった。 また 出勤 m 由 

の， f も r ん での ことで iif ると ころであった。 その 次ぎに は、 こちらが In 小 I 雜誌 に窖 く^ 

作 やへ 阳之を 乎 內战も M 様と.^ て、 社 M の內職 禁止と 云 ふ I が 編輯 總會に 出た。 で、 

A  -Is  --  \ リ，  一二  I K.  * I i=l  ノ  どう さ  ノ- 匿、 rr* 

『ちょ ッと 巾し ますが』 と 云って、 I は 椅子 を 立ち あがった。 『若し こ ii が 成りき として P 

S を卞； 小 止される 社：：：； と 云 ふの に^も 數 へられる のでしょう か？』 

『齧です— 社： ま』 と、 さう 云 ひ 3 しさう にこ ちら. Is して ゐ して 得 や 力—. こ 


しと IK ふ 厕に應 じた。 反對 同盟のう ちで でも 一  ^ 彌次 馬で あ. I 番 役に立つ 讀み物 を 提供して ゐる 

と 云 ふ 自信 ある 人 だ。 そして 耕 次 も その 人の 雜駁 だが 面白い 隨感的 記事 を 新聞の I 讀み 物と して 、被 i 

だと は m わって ゐ たが、， 自分 はそんな 物で 刖に 競爭 する 氣 がなかった だけ だ。 

『それなら 云って 置きます が —— 』 g 〈は わざとに も 落ち着いて、 向 ふより はも ッと 高い ところに.. Q る 

%t 持ちであった。 自分が 日々 の 記 萬-に 於いてた とへ 全く 役に立たなかった としても、 自分の ゐる こと 

を以 つて 社 は 一 つの 飾りに して ゐる ことが 分って ゐ たからで ある。 『僕に は 東京で 發_.; 炎す る iiii の 方 

が 本職です。 こッ ちの は 寧ろ 内職です から。』 これ は 若しい よく 社員の 內職 禁止が 0 分に も 及ぶ とな 

れば、 自分 は 直ちに 辭職 する だけの こと だと 云 ふ 意味 だ。 そして 辭職は 自分の 來さ うくから 約束 か 

遠って る爲 めの CM^ 悟であった。 すると * 社長 は 

『君 は^です から』 と 口を出した、 『御 心配に は 及びません。』 

『別に 心配した わけで はない のです が 11 』 耕 次 は 正直な 微笑に 碎 けて、 『皆さんと おつ き 合 ひ をし な 

ければ ならぬ と 云 ふなら、 僕 もこの 社に 於け る 內職を やめようと 思 ひまして。』 

『問題が 遠 ひます。』 

『ぢ ゃァ  』 斯う 云った 切りで もとに 返った が、 缗は 別に 意 張った つもりで もなかった。 そして ま 

すます 柬 京に. 於け る 注意 を 自分の 爲 めに 引く やうな 創作な り 論文な り を できるだけ 努めて 發 表する こ 

蜜 條の家  九 一 


泡 鳴 全^  ^七卷 

とが 社 その物" 爹に叶 ふの だら うと 云 ふ 資任感を 增 した。 ； て 

g は， C て I の 宅を葡 しなかった。 また、 M なる 主幹の 機 嫌£ら うと もしなかった。 どち. 

しと；； へば、 I か。 1 ill 響れ I 境に！ て：" 島け 逢 を f 

つて やらう さた。 が、 if その 初めに こちらに 向って 吹いた やうな KS すべて その， 力" 

^のお I あった こと を 14 がって る Qt て、 朿京 下お りの， に 向って は 社 S 際と 遠って 

ゐる やうな こきば かり 云って、 I 島す だけにな つてる ことが 分つ.^  ゝ 

饼 欠よ 也の も ッと夺 な 社へ 輕じ る置も してぬ た。 ところが、 おと S いて 見ろ と、 a 

會.； あの 男の 細.； がした たか f、# 戴な どをス テツ r:- ふりま はして 歩く  t あぶなく 

近 よれない たどと 云 ひ 出した のがあった ので、 一 も 一一 もな く i になった の だと 云 ふ。 まさ 力、 力の 

女 も， てんな こと i して ゐ ない。 が、 一度、 こちらの？ を 怒らせて しまった ことがある。 皙友 は大阪 

こ 於いて 耕次 も 曾て 入？ てね た英| 校の 現在 I だが、 氣候 も投 あみに いい 時と なった ので、 C 

ちらの 家を 足ば として f 力 川 はに 本 S  i の あゆ 獵を やった。 攀ゃ、 かの 女の ちょ ッと 話し相手に 

なって る 出入り 八 i の 若 主人 もつ いて 來た。 slf 川の 淺 f 波ったり、 川 を 上下したり レ 

て、 あゆ を 初め、 g やな まづゃ 川え び やその 他の もの を S する ほどに 取った。 そして 家に 來て、 « 

で 料理し てんに」 ベた 


お f よ 

この 時、 男 ども は 酒に なって たので、 氣が 付かないで ゐ ると、 かの 女 はとが つた 聲で、 

『あなた、 少し 婆ァ やに だッて やって 下さいよ。 大抵な 世話 ぢゃァ なかった のです から』 と 云った。 

『  』 それで 耕 次に も、 さッ きから、 澄 子が 變な顏 をして 渠の 友人から すすめられても 自分の 手 

を 出さす にゐた 意姝が 分った。 が、 そんな こと を 云 ふ 位なら、 あとで 少し 友人の 細お のと ころへ も 届 

けさせる やうに 女と して は 注意すべき であった。 だのに、 それ をし なかった ので、 友人 を 二道に 怒ら 

せて しまった。 

しつ ォぃ  ざん * 

『あんな 失敬な 女 はない』 と、 友人 は 耕 次が そこの 英語 敎師に 世話した 社員に かの 女 を 識 侮した さう 

だ。 『それに、 あの 八百屋と くッ 付いて るよ。』 

『馬鹿！』 耕 次 は それ を 社で 聽 かせられた 時、 私 かに 斯う 叫んで、 心で 友人 を 怒り 返した。 如： 1： にか 

.ぢ よ うはき 

の 女が 浮氣 であった としても、 あんな 者に 一時の 寂しみ を 許す と は、 かの 女の 不斷 の氣 取りから 云つ 

ちょ 

て も あるべき ことではなかった。 西大久 保に ゐる 時、 かの 女が 

『木 山さん など はむ やみに 〇〇〇 と 云って、 あの 額の 長い 老人の 獨 りお を 馬鹿にし ていら ッ しゃる け 

れど、 あの人 だッて 若し 誠 實に女 を 求めて 來れ ば、 あたしなら 打ち込んでも やります』 と 云った こと 

は ある。 が、 それ はこ ちらに 對 しても ッと あまい 誡實を 催促す る 1@ のお どし 言- 站で あった。 だから、 

とちら は輕く 受けて、 


九 四 

.aES 入, S やや 一き 

『そんな ことよ、 まァ、 僕と また 手の 切れた 時に でも 云つ 5 はう』 と、 かの 女 つて 答へ て い 

u ク /  .7  I  レーく とうび やう  I  •  -  I 

た。 まして S の 八 S 美 ふの は、 幾の  一 II にゐ たこと は あるが、 i 病の 爲 めにあた ま 

が 全くつ るりと なって る で、 而も 旣に女 一 3 持ちで はない か？ 

女が少しぉしさぅにE^^交際すると、 }肚 ぐ そこに i しい 關係 を豫 想す る 今の 敎育者 流の、 姑. にし 

て 後れの， やめへ は 許して やる として m はいて。 澄 子が 『失敬』 だと 云 はれる その f が こちらに 分る 

と、 8 はまた かと M はぬ ばかりに かの 女が 8 の S らしく できない 勢. 息 ひ 出した。 そして 

そのき、 友人こ^^しては、 一而に は 中し わけす る、 そして 他面で はまた その 蒙 を ひらく やうな、 二つ 

の^^味の乎紙を ー封喾ぃた。 

四 

ti: に 於け る不 ぶんと、 i^tiinsnsi 

iS: 、が 誓け なくなった 苦しみと が、 亂れ た絲の M まりの やうに こん ぐらかった、 そして それが. I 分の 

いのちに なって る やうに^ 張した 心の 狀 態に 於いて、 一 つの 新ら しい 希^が 自分た^い てるの 力 お 

次に は. 0 分で まだ^ 母し いこと に见 えた。 

そ，^ほかでもなぃ—  .1分の|ゃ、 f しくで. I 知り 八 n ひや、 轰で ざら にきの などき 


逮 つて 一般に 大きな 會社 やが- かね 儲けの 爲 めに 全心 または 全力 を そそいで る その 男らし さ、 まし 

さ、 緊張 味に 釣られて， 自分 も 今一度 それに 似た こと を やって 見た くな つた。 つまり、 北. や g:!^ 

へまで 出かけて 行って 失敗した 自分の 實業愁 が W び 恢復して 來 たので ある。 以前に は、 これで も 父の 

遣 魔 を だが 投资 する ことができた けれども、 今 はま だ fM 京に 於け る 米 代の 殘りを いまだに 月 f.? でい ノし 

す かん プ。  r, . 

つつ 送って る ほどの 素寒貧 だ。 が、 それでも、 この 愁望は 達 しられる やうに 思へ た。 と 云 ふの は、 

i 文から 資驗 的に 進んで 行く 方が 却って 堅寶 で、 失肷の 恐れがない からで ある。 自分の 出直しになる 

と 云 ふこと は、 旣 にこれ までに も 一 二度あった ので、 そして その 氣 持ちが 恐らく 仕 慣れた 成功に，！、 け 

る甚 びよりも 一 謄さッ ばりと 新ら しい こと を經驗 して 知って るので、 自分 はこれ を 少しも 耻辱ゃ 

だと 考 へない。 

そして さう した 考 へから 耕 次 は 蜜蜂の 飼養と その 研究と に本氣 になった ので ある。 が、 その 飼養の 

初めは ほんので き 心からであった。 それに 關 する 雜誌ゃ 書物 は 自分 も 英語で 時 々請んで ゐな いこと は 

なかった。 そして 或 時 は 飼 して 見たい 氣も 出た。 ところが、 池 田へ 移って 來 てから、 まだ まもない 

X- んぼ 

時で あらた、 ，ほ 分が 澄 子と 共に 散歩が てら、 葡巿 街の 山手 を 町から 大分 離れた ところまで、 たん。 ま。 ま 

み のう ク だう 

など を 摘みながら 行く と、 その «「M 街道に 添って 蜂 飼 ひの {ir か 一 軒 あるの を發兒 した、 

『あ、 養蜂 をして ゐる、 ね。』 


泡^ 今： $5-  七お  ゴン 

『ぢ ゃァ、 寄って 化ましょう』 と 云って、 かの 女が さきに 立って 這 入って 行った。 そして 多くの 小さ 

い 蜂が 五つ 六つの 箱から その n 分の 箱 を^ 遠 はすに^ 入りす るの が 面， H くな つたと = ^え、 かの 女 は そ 

の j 群 を 買 はう と 云 ひ 出した。 そして その 二三 n 後の 朝 竿く- 蜂屋が 新たに 分封した と 云 ふ 一 と 箱 を 

持って 來た。 

かの？ に は それ も 人 g 離れの した 天然で あらう が、 生き物なら すべ て 好きな 耕 次 は その 生き物なる 

故を乂 つて 蜂の 生 JJ^ を も 人 ^ の それの やうに 兑た。 産む ものが 一 匹、 康 ませる ものが 少數 あって、 あ 

と はすべ て sffti の なる 中性の 働き蜂ば かりにな つて、 この 群が 力 を 合 はせ て 一 つの 生沾を r 然と 

して 經營 して ゐる。 

これ を 天然と 见 ようが、 人^的と しょうが、 この少しも動かせなぃ生きた^？^^^を兑て樂しめるとこ 

ろに、 二人 は 兩方而 から 期せす して 趣^の 一 致が できた。 初めは それだけで よかった の だ。 が、 耕 次 

は それ を 趣味ば かりにと どめす、 ゃがては•iM盆にもa^.-ょぅと云ふっもりになって* そ C 研究 を 巡め 

た- t  S の 中 を 時々 明けて、 ^の わく を 取り出し， がどうな つて ゐ るか、 资の たまり かたは どうか、 

??^^_ーが兒の>ぉ-みェ合ひはと調べ て兑る 時、 0 分が 額 をお ほふ めの ベ ィルも 買った。 外 ぼまで 行って 

研究して 來た もッ とえら い 養^ 〔がが 池 m 山の ふもとに ゐ ると 聽 いて、 その 人 を も 敎へを 乞 ひに KILy し 

た- そして その 方に ばかり 今」 はは z: 分 の 緊_ 眼が 向い て 行つ た。 


『や：.. L にす w ね 外に 人 の 生活の 捕らへ どころ を！ S らへ るの は、 何と 一： みっても； 局よ， Is 勺 固.，」 で 

あって * 流動的 現 Isf; 義の 生、 活には 必要の ない こと だ』 として ゐる 1^ ぶに は、 方向 の^じる ゥ. H トノ  ノも 

人格に 變 化を與 へる ものではなかった。 かかる 人格 その物が 旣に Is^ だ、 氣が 多い の だと 云 はれて 

も、 そんな こと は 愚論と しか 见 えなかった。 緊張が 乃ち 充. M した 虫お の內容 であり、 資 _g であるから 

である。 そして 題 はこの 內容 ® 質を資 現し つつ あるか どうかに 在った。 

けれども、 蕖が 養蜂の 敎 m- と 厘々 行き 來 する ことが また 一 つ 澄 子との. ii: つ を ふやす 原闪 になつ. こ。 

と 云 ふの は、 敎師 は大阪 生れで、 從 つて その 言^も 人物 も大阪 的であった。 それ を 耕 次 は 共鳴 こそす 

れ、 不思議と も 何とも m わはなかった が、 泣 子 は あたまから 卑しんだ。 そして 渠が敎 師と共 こ 饮ケこ 1 了 

つたり、 玉突き を 試み：， • りする やうに なつてから は かの 女 は，：：： 八" を うとんじられ ると 兌て 、に それ 

となく いろんな 邪魔 や 難題 を 持ち かけた。 

藥 がまた 蜂の ことで 外出 するとで も豫 想した 時 は、 かの 女 は前以 つてよ 豫は の め こ、 

bh-  ^  t  f  i  ぶんらく ざ 

『け と 力， 二」， 乂樂， M につれ てッて 下さいよ』 とか、 『三越へ 行って 來 なけり ゃァ ならない のです 

が』 とか 云った。 

『そんな かねが どこに ある？.』 

『だから、 何とかして 11 』  < 


『 ：… ； f;, だむ ク つりし V* へなかった。 裏に、 大阪 への 往 I お を 持つ てれば こ 

V  ^iiiii 小！！ いに もリ ふ""；^ 一 

と を かの 女に 與へ てない 時 i 々つづいた。 1, 一時の 苦しみ I しょうとして， 安い 月.. のが 一 

S 社な どへ 赴任して 來 たこと が 観 r た。 そして 社に 於いても f§ て もむ しゃく  L やとず く 一 

ない ことば かりにな つた。  、 て、 つ：，, ス、、 、り； 

.,,、- ：、 、く  I、 トビ-二. U6」 一、 ：- や 刻よりも 少し リカつ 力せ レカ 力の 一 

.uc むしゃくしゃした おたま を乘 せて 成 ー ィ すると ， パ.. -  ！ 

n-t 迎 へに 出なかった。 いらくして ゐる こちらに は それが わけもなく 

さなた。 そ て？ がかの g せの いつわりの g り やま 善の 素 を 勝と して 泣き ッ つき.; 

てゐ ろの た S して，^ て、 寧ろ それ を竊に 化ない 方が いいと.^ へた。 で、 そのまま、 すッと 一一ら 一 

あがって、 は 5 の 誰の 管 上へ どんと 下 へ も聽 える やう 11 てて 白 分のから だ を 投げ HI 一 

て、 こ. M つてし まった。  I  , 

him かき 二階へ I て來 てから！ 1。 いつ" 

と：. きしい 美 はれ llf 押さへ てね る やうであった。 ま i からかい？,  m して、 來て 

til こちらの 枕 もとへ 倒れる やうに 坐 わるが „ ^いか- かい 管の f 上 力ら こ 

. ちら を^さ へ て、 『どうな すった の？』  I 


『  』 蕖 はかの 女の 額え た に は 十分 SI 情し ないで はなかった。 自分の 目を晃 ひらけば、 きッと 

,淚 が ぼろく と こぼれる に違いないと 思った。 若し これが 相變ら すいろ 女に 對 する 關係 以上に 進まな 

いで ゐ たものと したら、 それだけ こちらの 要求 もさし 控 へられ、 それだけ こちらの 任も輕 いわけ だ 

らうが —— 。 そしてた だ その 場の がれに 速 かに 妥協して その 場の Sj ばせ を與 へて かの 女から も その 場 

の 愉快な 反應 を手ッ 取り n 十く ひ 取った 方が よかった。 が、 それだけで はかの 女 自身の 本心に 横た は 

づ てる 望みが 滿 足しない ので ある。 

さう かと 云って、 かの 女 は 今日まで 戀の 概念 をた だ 表面的に 押し付けて 行けば いいと 云 ふかの 如き 

態度に とどまって ゐて、 本統に その 本心の 望みに 適應 する ほどの、 內 部からの 緻密な 優しみ ゃ注竟 深 

さ を もたらして 來 ない。 月並みに は戀を 知り、 戀を 感じて ゐ ながら も、 つまり、 まだ 女と しての 一と 

皮む けた、 いつはり のない 純 全 性が、 中野その他の中途#;^，な£^に對するこれも半端な追回ゃ復鑼心 

の爲 めに さへ ぎら れて、 寶 際に 現 はれて 爽- ない。 それ を 現 はれさせ るに 至って こそ、 こちらの かの 女 

せい、 r、  ぢゃ 

に對 する 最も 誠實な 征服の も 成就され るので あらう" が、 かの 女 は それ を 悟らないで ゐる。 そし 

てこ ちらから かの 女 を 悟らせよう とする 努力 を —— 丁」 お、 かの 女が 耕 次の 知り合 ひとして かの 女に も 

近づいて 來る もの を 退けた やうに —— 返け てゐ るので ある。 かの 女が こちらに 飽き 足りな いのは， そ 

の資、 かの 女 自身に 飽き 足りない ので あらねば ならぬ。 
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.  1 〇o 

？ 分が 殆 i  二  8 として さじ を 投げた 女に 募の 溢れよう とす I を ^せたくなかった の 

で、 營を する までに 至らない うちに、 つと、 また 立ち あがった。 そして はし i をば たばた させて 

ほて、 ^下りた。 もみ ぢの木 や 松 やぎぎ 根の あ ひだに は、 もう、 また I が 大分に 延びて ゐた。 

引ッ 越し 常時 はこ ちらが そとの 用 f ましかった ので、 本も拔 かない S いた。 すると、 それが 板 

辦の ふし 穴 t 键ひ S ぞ かれた として、 5 の專に 四十 錢に 買って 行かれた t 

『坐，" ぢ ゃァ、 とてもない ことです、 ね 。』®;v は それ を。 とで 面白さう に 語った 

『また 生やし §1 しょうよ』 と、 婆ァゃ はまた ii つて ゐた。 『いつでも ひきさと 一 § てまし 

たから。』 

『そ丄 に、 生やして けば、 秋に なって 蟲 が^け ろでしょう il 』 

『 ……… 』| も 別に 反對 はし まった。 そ Qg 明きに、 ，がぎ t 取って 來た I 草の 花 も 

^いて ゐる。  ， 

ー节け I いで ゐた f によく n さやら なかつ I 蜂の 働きぶ り を U たかった ので ある。 さきの - 

群 はこ ちらへ 來て からまた 謹 を ^ 兀っ 管へ たが、 そのうち If 好の を 一つ， て、 あと S 

わざく つぶし § いたら、 その 一 つに やがて i が 生まれて <釤 した。 今ごろ 分封させる のが 尝 

その もと を も 子 を も t なって M 亡に 至らし める ことになると 云 はれて ゐ たの だが、 研究の 爲め にや 


つて 見た。 で、 箱が 二つに なって るが、 その いづれ もの 群が ゆ ふが たの 月見 革に 行って 來 るかして、 

く. ん  は ひ， i ろ 

働き蜂 は 各々 あか 黄い ろい 花粉 をたん まりと その 兩 方の 足に つけて 運んで ゐる" たまに は、 灰. a の 花 

粉を述 ぶの も あるの を n かると、 どこかの クロ.. 'パ にも 行って ポ へたら しい。 さう 一： ムふ觀 察が 少 lis の、 や 

を rf^ ち 付けた。 

が、 また 考 へて ii^ ると、 子供の やうに 自分 を敎訓 する ので もない が、 蜂の せッ せとい となむ 生活 を 

見る につけても、 自分 はも ッと 裔發 しなければ ならなかった。 どうせ 澄 子と は 尋常に 家庭 を 持てぬ も 

のと すれば、 丁度 自分が 社に 於いて わざ./ \ 好んで 孤立して ゐる やうに、 家に 於いても 寧ろ I 本 立ち. 

IV つ はう  ぢょ 

になって る 方が よかった。 自分が 北海道で 受けて 來た 絶望と 疲勞と を 殺 初に 直して 吳れ たの はかの 女.. 

であった の だから、 それ は それと して いつまでも 感謝す る ことにして 置いて —— 。 

«y んしズ く 

晚食 も無霄 で すませる と、 +d ぐいつ もの -M 町 仉樂部 へ 出かけた。 

そこに は 玉突き 靈の備 へがあって、 購 n 糾合の 主人が 世 Si をして ゐる。 この 主人と も S 子 はかき 附 

どうてん 

けの つ ほ 違 ひから 衝突して しまったが、 こちらに は 玉に 於いて 殆ど 同點 のい い 相 乎であった。 耕， ダ、 は 

先日 述 中 ハ大會 に 一 等赏を 取った 族 勢が まだ 一 つてた ので、 十二時 過き まで そこで を 突いて から 歸 
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つて K ると、 門の くぐり はいつ も 通り 明いた が、 廣く： 个べッ たい 敷き 石 を 二 間ば かり 行った 玄關 の、 

こまかい 格子に なって る がらす 戶は わざとら しく 締まって ゐた。 

『 ：：：.： 』 くわ ッと あたまへ 來た ので、 i りこぶ しで 思 ひ 切り ひどく そ S 戶皇 たび つづけざまに 叩 

いた。 

『^1 さまで ございま すか』 と 云 ふ、 婆ァ やの あわてた 聲が聽 えた。 

『さろ 丄 知れ 切つ てる美 はぬ ばかりに。 斯うして、 I は不 I 子のと がった 战 S めながら 

自分 も 亦 もッと 大きく そ 2 とがり Si になって 行く のであった。 

耕 ま 零： は そ in も つづいて、 かの 女の nz を さける やうに して I 出た。 夜に なって 歸 って來 

て も、 I にかたち の 卜ので 出 i へ をして ゐる らしい 澄 子の やうす るると、 婆ァ やが かの 女に 代って 

『お， たさい まし』 と 云った の を も？ I かぬ ふりで、 またす ッと 二階へ あがった。 そして 机に 向って 

たばこに マチの 火 をつ けたが、 分の 席で はない かの やう に 落ち 付かな か つ た 

『ぎ 服 は』 と、 S 子が 聽 きに 來 たの を、 

『入らない』 と、 一 曾の もとに はね 付けた。 赏際、 大阪で わざく すませて 来たの だ。 

『あたし は 肉的で ないから』 とか、 『男に あまへ る 事 も 心が 許さない から』 とか 云 ふこと を かの 女 はよ 

く 云った。 そして それ も 5 の &li の f 過ぎなかった。 こんな 時に もさう 思って るの かも 知れ 


JO さ- 1 か 

ない が、 問題 はそんな 單 純な、 淺簿 なと ころに なかった。 寧ろ、 不純と 粗製との 爲 めに そんな 當 違】 

ひの 氣 取りが 云へ てるの を 心から 直すべき であった。 かの 女の 所謂 はそんな ところに あると 云 ふ 

の だら うが、 眞の傲 1 どる 物 はそんな 言葉の 上に はない。 かの 女に は それが 云っても どうせ 分らな 

い。 また 玉突きへ 出かけて 行って 夜 を ふかした。 そして 歸 つたの は 十一 時 だ。 

ゆ ふべ よりも 一時間 早い。 あまりう ちの もの 等 を 心配させる の もよ くないと 思った 爲 めだが、 今回 

の^ 一 lE の 行 ま-こちらから 初めた の だから、 また こちらから 中止すべき であった。 かの 女の 初めた の は 

かの 女から 先づ 取り消す のが 例に なって ゐ たので ある。 それに、 渠は 自分が 男子と しての 要求 も 起つ 

てゐ た。 かの? の 外に 女 を 持たない 自分が それ を 要求す るの は當 前の 權利 でもあった。 が、 まだく 

(まくし いので、 かの 女が こちらの 書 齋に來 て、 雜誌 を讀ん でる のに 聲も かけないで、 自分の 机の 

前で 机と 丁字が たの あ ふ 向けに 横にな つた。 そして 兩手を 自分の あたまの 下に 入れて ぼんやりと 考へ 

ると、 ふと、 束：： 小の 讀寶 新聞へ 書く 原稿が あるの を 思 ひ 出した。 

半身 を 起して 机に 向 ひ、 かた 手で あたまの ふけ を ぼり く摄 きながら、 且考 へ、 Ris を 進めた。 や 

がて かの 女 は、 

『もう、 十二時で すから、 あたし はお 先き へ失禮 いたします』 と 云って、 狭い 廊下 を 隔てた 次ぎの 窒 

へ 引き さがった。 
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『  』 iS はかの 女の がす ッと 《：s り 前にな つたの を 知って、 かの 女 も 亦 こちらの 様子 を 旣に兑 て- 

取った の だと 思へ た。 あと 一時^ば かりで 原稿 を 書き終へ たので、 それ を 小よりに とぢ てから、 分 

も かの 女の 方へ 行く と、 Gif^ てまた g ら ないで ゐて、 まくらの 上から こちら をに ッ こりして た。 

『  』 かの 女 は その E で氣 がすんだ のと 云って る やうであった。 

『新即 レ： めなん かやめ てし ま はう か？』 は 自分ながら まだ 少し どこかに ちから II が殘 つてる やうで. 

あった。 

『  』 かの 女 は らく M つて こちらの 様子 をう かがって たが、 やがて 和ら かに 微笑して、 『そんな 

ら 記お.^ やめて、 求；：： 小へ ぉ歸 りに なったら どうでしょう？』 

『港 ： 小へ も歸 りたくない。 歸 つた ッ てへ へや ァ しない！』 

『  」 かの 女は见 るく その 額い ろを變 へた。 そして そのから だの 瘦攀が こちらに も- じられ 

た。 泣き^し さうな で、 『ぢ ゃァ、 つまり、 あたし 建が ゐる のがお 邪魔になる のでしょう —— ？』 

『  』 追 もさう した 考へを 11 殊に、 經濟 上で は —— この s; 私 かに 持たないで はなかった。 が、 

さう 面と 向って 女に 云 はれる と、 こちら も 男と して 『まさか』 と 笑っての けろ より 仕 かたがなかった。 

『ぢ ゃァ、 社で また 何 か 面白くない ことがありました，？』 

『つまり、 あんな こと をして ゐ ただけ では、 ^々葬 むられ てし まう ばかり だ 』 


『ま ァ、 蜂で もし ッ かり 飼って 見ます。』 大きな 事 I を 起さうた ッて、 その 資本 もない の だから、 底ぐ- 

に は 望めない ことであった。 

れんさ- ジ 

『  』 かの 女 はまた 少し 自分で 聯想 Q 惡 さうな 顔つき をした が、 やがて その 顿 にまで 耻 かしげ を 

見せて、 『あたし、 變な ことがありました のです よ —— お話しす る をり がご ざいませんでした けれど。』 

『何が？』 よく 聽ぃ て：：： ん ると、 この 二三 In 前、 便所に 於いて かの 女の子せ 2 の 破！； 八した やうな 音が した。 

けれども、 その あと は 別に 何ともなかった さう だ。 思 ふに、 子 を 産んだ 經驗 のない かの 女が ごく 初 

の 流産に 氣が 付かなかった のおら う。 

かの 女との 間 は それから 少し 融和す る やうに なった。 が、 今度 は婆ァ やが 突然に 歸 京したい と 云 ひ 

爪した。 その 前から 婆 ァゃは 氣が變 になった のでない か 知らん と 耕 次ら に 思 はれた ことに は、 少しせ 

ッ せと W 事 を 仕 初める と、 きッと 口のう ちで 

『くしゃ./ \- くしゃ、』 『くしゃく くしゃ』 と 云 ふやうな. 何だか 分らない こと を 云った。 多分、 ま 

ま ュ 

人が 一 一 一俊 外國 語の 本 を 一 讀 した その 眞似 だと は 思 はれた が、 それ を井戶 ばた などで やって ゐ ると：，. 

隣り へ も聽 えさう で見ッ ともなかった。 

『また、 婆ァゃ —— およしよ』 と、 澄 子が 叱り付ける こと も 度々 になった。 

聚 峰の 2^  lb4 
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『I、 あ u り 熱い のでの ぼ？ しまったん I ァ ないかい？』 $illf 

た。 けれども、 婆ァ やの 新たら しく は 直らなかった。 

、匕 こ X.- り V に、 0に^.3±どぅしてもぉひまを戴きます』 と 澄 子に 

『n ー邓 さまが あまり. ^さま をお 叱りになる のて ゎナ 

よこ ヌ そりつ げた さう だ。  „  ， ，フ, 二 

『ぁヒ まお もて 向き は 仲の いいやう に f てた の を あんまり 信じ込んで ゐ たので』 と 

孝 や 墓れ む やうに、 そして 響 祭る やうに 云った、 『近頃の やうす & かにが ッ かりした まて 

^n^^t^i. どうす る こと もで きなかった。 もう- 五十 を 越えても ゐる もので、 こん 

『さう 力 も. iK-ffe カレ <:^.^：  3  P 

I 方へ 來て まさかの ことで も あったら なほ 大變 だから、 一 ま 通りに して 歸 してやつ U  ,、，，； 

ksil 養 il、  H.H  0a 

ねる： とも 庞々 あった。  r  ,,」 一、 

. , , 1 :、、 つて。 ま 乂を め^らう とすると ま 

十 時 fs つて 來 ると、 かの 女 は 下に 见 えな 力った t^f^ 

J  :  ^r(:AI^IO 火事 か i つて f あがり、 その ふすま を 明ける と 

の ふすまの あは ひからけ むり 力 队きリ して ゐズ )f 

*| と ^f.  o-n く/ \ ととつ c ゐる。 その かたわらに S 子 力 火お し を ギ つ 


て 坐 わって て、 けむた さうな 目 をして こちら を じろ りと 見上げた。 

『これで あなたの 不愉快な 根本 原因が なくなりましょう。』 

『  』 何かと 思 ふと、 かの 女が 戀の 記念 だと 稱 して 行李の 底 深く しま ひ 込んで 置いた ところの、 

中 野の 手紙 をす ベて 燒き棄 てて るので あった。 軿次 はま だ こ ちらに 突ッ 立って ゐ ながら、 『それ も そ Q. 

一 つで しょうが —— 。』 

ぢ よ 

『まだ あるんで すか？』 斯う 云って、 かの 女 は 目 を 火の 方に 伏せた。 

へ や ぢぅ 

『明けて すれば いい ぢゃァ ないか？』 渠は 一 たび 窓の 一 方 を 自分で 明け 放った。 『簿ぃ 紙の 灰が 部屋 屮 

に 飛んで る！』 そんな こと をした ッて、 くその 役に も 立たない と は 思った が、 曾て はこ ちらが 燒き菜 

てろ とも 云った し、 また、 もうお そいが、 いよく 燒き棄 てろ 氣 になった だけで も かの 女が 純 全の 方 

へ 一 舟 を 進んで 來た のかと 見えた ので、 少しで も その 手傳ひ をして やる つもりであった。 凉 しい 夜 か 

ぜが山 や 川の 方から 吹き 入って 來て、 けむり は 段々 とそと へ 逃げて 行った。 

とも y ち 

『あたしの 友達 を 少し 持ら へて 下す つたら いい ぢゃァ ありま せんか』 と、 それから よく 一: ム ふやう にな 

つた けれども * 人に 對 して 氣六ケ しいかの 女に 向き さうな もの は —— かの 女 自身が えらび 出さない 限 

り —— 見付かり さう でなかった。 男なら まだし も、 婦人のう ちからで はとても なかった。 社へ 新ら し 

どう だう 

く 這 入った 婦人 記者 を どうかと 云って 見たら、 こちらが I 度 芝居の 記ョ汧 席へ 同道して やった の を、 も 

蜜 錄の家  10 七 


J 


1 〇 八 

や： セぉ 

う、 社で は 怪しんで ると 云 ふ f してあった ので、 澄 子 は 相手に しなかった。 そして 獨り でかの 女 は- 

こ ちらが 養蜂の 敎師 として ゐる 人の. f  を —S  灘 女子 師範 ハヤ：  だから 多少 は 話せる だら うと 云- 

って— f  した。  が、 それ も 相變ネ isl 的引ッ 込み so 人であった ので 逢した やうす 

だ。 けれども、 そこの ま ニ赏 娘 |§ ところへ よく 來る 望の 露き 紫しょう と 努めた。 

そ丄は娘の父がさきのrai^^」信用しなぃので駄目になった。 

『一つ あなたの いい 友人 を つれて 來 てあげましょう』 と 云って、 樊は 社の 物 f  ^ ん U れた 犬の n 几 

を 一. 化、 渠に のせて， S つて 來て、 かの 女に 與 へた。 そして 自分 は矢ッ 張り 自分 If  一 

しンに 向け、 そして その I の I を、 云 はば 大阪 流に、 澄 子と 玉突きの I とに 向けた。 現.？ 

におる iG 內 I しく は 裏 はた だきに だけあって、 これに 外れない やうに 努める のを以 つて 

G 分 は ゃッと 自分 の ^在 を 認め てゐ た。 

『あなた も S は 人、 ね』 とま こと を、 かの 女から はこ こまで 驚して 云って S たかった。 

『  』 はかの 女との あ ひだに まだ 隨 分の 隔たりが あるの を 感じた。 

HL^.  q はまた 問 じ やうな こと S り 返す こと もあった が、 か.： 女 は S 付きに なつ.. 

ミ とまれる ほど、 その 自分ば かり i しがった。 そしてた まく こちらが ニ晚 もつ づけて 玉突き 

に， なると、 かの 女 は ：| 明け ッ 放しに して t ま 窓した まで やって 來て、 出しぬ けに 泣き出し 


たやうな 聲で、 

『ら な.， で n と、 こちら を 呼んだ、 『もう、 遞 いぢ ゃァ ありません か？』 

ソ  ぢょ 

『  』 渠は： ぐ それが 自分の 耳に 道 入った と 11： 時に、 かの 女の 額の す ぢがぴ くくして-^ る その 

しがめ ッ つら を 兄る やうであった。 人の 乎 まへ も かま はすに また 何と 云 ふ 無作法 だら うと 心で 怒つ 

た。 が、 自分の 爲 めに 自分の 緊張 連續の 的と 的と が 相 衝突した の だと 私 かに 思った。 たと へば、 他の 

或 人に 付いて 云へば、 ポ I と 目 かけ、 または 目 かけと 目 かけ 同士が —— 。 ffi しこの 俱樂 部に は 女ッけ 

i なかった。 『今 行く よ。』 ぅッ ちゃっても m:^ 一け ない ので、 自分 も そこ- にして、 その 窓と は 別な が 

はに ひらけて ゐる 出ぐ ちから まわって 行って、 かの 女に 合した。 そして 無言で 歩きながら、 かの 女の 

まかせて ゐる その 手 を 引いて ゐた。 こんな 時の 方が 却って， M.H.:: 在になる のであった。 

『あんな? <lS は あんた の 飼 ふて る 蜜蜂の やう やさ かい。』 これ は 耕 次に 對 して 購^ 糾合の 主人が 冷 かし 

率 分に 云 ひ 出した 首 葉であった。 そして こちらの いろんな 內情を 知らない 人々 は、 5^ で それ を 繰り返 

す やうに なった。 

ャく 

『^は を！： つてな さるんで すか』 とも、 大阪で 名の 出て ゐる. ぽ棄家 や. ^社の m- 役な どまで が不思 
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--^ さう に聽 いた。  な * う  iff 

, n  . 、、こ。 ごしてぉょ！：：ぉダ-！^^^こ對しても^容と資質に於ぃてはぱ格 

『なァ に、 まだ 研究 巾です』 と 答へ た そして、.^ A は， あ" -「o ぉォ l-KH マ ？ 

だと 云 ふ.：：： 信が あった。 

『や ハ 峰の 家』 と 云 ふこと がさう して 耕 次の 家の 別名に なって しまった 


六 


ぶ？ -ェ 11^ と 改めて、 博 I の 秦人雜 誌に 頼まれてから、 i ケ" もつ づけて 雜 文を 

U^HH  in  all. 

..i から 出初めた 機醒 if  s まれた。 そして 小 說を 二つば かり 窗し u。 は"；^ U 

も かの 女の 小 まに さへ ならなかった が、 g はかの 女が さう 云 ふ 風に し S び 社^に I- しもき 

も 力 r..p\ ゾノ. ^..^1  くうさう  ガ〉、 、クク？：^.; たもで 

る やうに なれば、 段々 と マお かの 女の— m に 堅い 一一 I や の 土に てな く I も.. 力ら.— 3 て 

きる だら う あんだ。 W にかの 女が 翌 I がで きれば、 flmf 

にも 及 V. ない と；. t おへが、 この. S では、 燈 は- さきに 或 女 を S に 仕立てよ うとした はに， 

如く、  i また つづ，：，. て at かの； ム がさう して？ しく 社宦 ff い S や 

.  -.; ,、1:、 、、1.^ノ；^.^して：^る^かりもその人格ゃ品^カ改"¥さ 

^If. それだけもとのふる^^をも-1^-れて—、.="カゅッナり  一 ^ス. -カ 


れる ことにな らうと 考 へられた。 

そのうち、 新ら しい 女の 團體 幹部の 一 名が 大阪へ 來た何 かの ついで を以 つて 池 M: へ 澄 子 を 訪ねて 來 

た。 そして その 歡迎 會の爲 めに と 云って、 耕 次が 世話した 記者の 細君 (これ も籬が 執れる 婦人) がキュ 

> じ.；？ れん 

ラゾを 一 と 瓶 寄附して 來た。 豫^ の 婦人 連が 集まる 前に、 耕 次のと ころへ も、 或 小い 新聞社の 一 記 

が I— これが 初めて だが —— 訪ねて 來 たので、 

『ま ァ、 一 杯飮 まさう か』 と 云って、 耕 次 は 寄附の 瓶を拔 いた。 そして 自分 も 同じ 小い コップで 二 杯 

を かたむけた。 庭 さき を兑て 蜂の 話な どしながら、 容に三 杯 HI をつ がう とすると、 その 同じ 窒に キュ 

とつぜん  ,  . 

ラソの寄附^<?と共にこれも蜂のことを語ってゐた澄子が、 突然、 例の けん ある ® てこ ちら を 叱り 3? け 

た、 

『さう むやみに 飮ん でし まっちゃ ァ 困ります が、 ね —— それ は あなたがたの 物 ぢゃァ ありま せんよ。 

,〇〇 さんが 舎に 寄附して 下す つたんで すから！』 

ぴ せう 

『ぢ ゃァ、 やめ だ』 と 云って、 耕 次 は 微笑しながら 何げ なく 瓶の 口 をした。 

それが こちらの 初めて 來た容 を 怒らせて しまったの であった。 容の書 いた 翌々 U の 新聞に は、 

『澄 子と 離別せ よ』 と 云 ふ 見出しで、 二 段ば かりに 渡った 罵倒の 記事が 报 載され た。 キ ユラ ソの 事件 

が 寄き 並べ られた あとに、 『自分 は 何も そんな 物を飮 まされな いで もよ かった が、 こ ちら を 文學 上の 木 

蜜蜂の 家  】 1 1 


泡ぬ 仝^ 第七卷  1 1 二 

H  しんぐ わい 

ッ薬武 おと： て、 初めから^！^；にもかけぬかの女の態度が如^にも心外でぁった。 自分 は 泣 十なる 者に 

敎 へ .♦v 乞 ひ に 行った ハ でない こと は 分って るが、 こちらに 謝する 遠慮 若しくは 禮 偶と；： ム ふこと も 知ら 

ないで、 かの 女が その €1 分の 夫を自 山に 左右して ゐる こと を 自慢ら しく 兑せ たの は、 S もこて.^ らを馬 

g にした ので ある。 あんな 女に 左右され てる 〇〇 氏 も葬ッ たらし だ。 赏 むべき ことで はない。 どうせ 

式の 細^で はなく、 妾で はない か？ 僕 は 氏の S めに 速 かに 澄丫を 離別 せんこと を勸 める。』 

ひっしゃ 

『  』 耕 .h- は それ を 請んだ 時、 Is は 怒り もした が、 また、 § が 大阪へ 下だった 前に $M にゐ 

て、 いろ/な こと を また 聽 きして ゐ たこと を秘 にして、 ^,;^年としては餘りに£1らなぃぉせッかひをー：ム 

ふし，， -も考 へられた。 離別す る 時が 來れ ば、 そんな こと を はたから 云 はれないでも する だら う。 が、 一 

せ きにん 

たび こちら からしよ ひ 込んだ 以上、 こちらの K 任 だけ は輕ん じたくなかった。 ^^：; 小、 大 版の 友人 巾に 

も それとなく 同じ やうな こと を 云 ふ ものが あつたが、 渠は 同じ 意味 を以 つて 答へ て來 たので ある。 自 

分と して は、 女に 烦 はされ てゐる ことが 11 これまでの 經驗上 11 左 ほど 苦ではなかった。 いや、 朴 w 

ねん^う 

では あるに 逮 ひない が、 人生 はすべ て 苦で あるから、 これ も その 一 部と して、 そして 燃燒 する は 全 

部と も t て、 それ を 身に 帶 びつつ lei^ 猛に 努力す る 方が 氣 持ちい いのであった。 

{!?.ー町祌社の森に^&がたんと來てをりますと云ふ報吿を出入りの小^5がもたらして來たので、 耕 次 は 

どこからか飛んで來たが！|^群ではなぃかと5^って、 澄 子と 共に いで 行って IJ^ た。 すると、 神社の 後 


方で， お ほ 杉が 立ち並ん でる その あ ひだなる 一本の 木へ、 蜜 を 取りに 來てゐ るので あった。 何 か 知ら 

ぬ 木の 一 丈 あまり も 高い 枝々 の 周 園に、 白い こまかい 花が 澤 山^いて る。 そこへ 何千 匹と 云 ふ 蜜$ が 

たかって、 嬉し さう にぶんく 云って る。 かたちの 大きい のを兒 ると、 多分、 耕 次の 敎師 のと ころの 

西洋 峰ら しかった。 欲しい けれども、 蜜 取りに は 王の ついて 来る わけがない ので、 どうす る こと もで 

きなかった。 それに、 とまって ると ころが 高かった。 はた だ そこ を 肩の 痛くなる まで も 久しく 25^ 上 

げてゐ て、 そのよく 働いて る狀 態に 感心した。 

或 日、 また 報吿 があった。 それ は 購買組合の 主人が 云. つて 來て 吳れ たの だが、 

ザ ふさん 》N& 

『俱樂 部の すぢ向 ふのうち へ 仰. E 蜂が 飛んで 來て、 庭の 松 5 木の 枝に とまって をり ます II 』 ぶんぶ 

ん 云って やかましい ばかりでなく、 子供の 爲 めにあぶ ないから、 早く 何とかして 吳れ ろと 云 ふので あ 

つた。 

ほうぐん 

^  』 今度 は 分封 群に 違 ひない と渠は 思った。 然し • 先づ、 『そのうち は 主人が 迷信家 ぢゃァ ない 

力 ね』 と 聽 いて 兒た。 福の 祌 として 貴ぶ ところ も あるの だ。 梅 田 場 Q そばの 荷屋で 倚んで 來た 

蜂 群 を 大切に 飼って から、 その 家が 繁昌した と 云 ふ 話 も ある。 また、 電軌食 社の 其 直 役 宅が 舊卞 

街の 山手に 在って、 そこの 物置きの 家 根へ 熊蜂が * を 掠らへ てると 云 ふので、 それ を 耕 次が 主導者に 

なって、 自分の敎師ゃその敎-lの弟^Mi共に、 棒の さきの 竹の 皮 一 面に siig もち をつ けたの や、 ；匹づ 

楚錄 ® 家  r 声お 


一 一四 

11  §1  、 1>5U 二お こ S し-、 ひ 二 冶に 行った。 そこの 主人 は 

つ を はたき 付け I めの f ラケト や を 他の I と  一 f  pt-  hA^  ^i.ir^^ 

でお つたが、 あとで 大いに 怒った。 と 云 ふの は、 こちらに は 龍が 露と 共に tf の 敵 

U ち r ナれ ども、 主人 は 私 かに 矢ッ 張り 峰 を 霧の しるし だ i つてた。 ， 1 . .1 れと 

て I  マ さんや 御 11:5 さんが に n 十う 何とかして.. 人れ と 

『そんな こと はあり ま へん やろ I 今 切 舟 A 力 さんや^.^ r 

云 e はるの やさ かい』  し L  )  -  -T  5  CA-to 

i ァ、 一 ft: かう』 無って、 I は 一つのから I ィ ル附き i チと S つて S て j.; こ 

が ひ" をゃッ ill つて、 庭 i 中な き 松猛" は！：： gj<r ィバ 

を かぶりつつ 大 lis つて かた ッば しから SIf すく ひ 移す の。 XI、 斤う 

HI 王！ こ II つた。 けれども、 ijljh 

ifm, 今 i かに s する つて、 響と そッ くり r 入れ 

Ml 寒 はな き：；； 

だら SI から 斯う あとで 5^ へられた。 H は まも 班 r て f つてた 力 


に 忘れた の だ。 『然し』 と敎 師の言 雖は つづいて、 『蜂のと まって る 物 ごと そッ くり 持って 雍 たの は、 ま 

ァ、 七十 點 ぐら ゐに僞 へす る 思 ひ 付き ぢ や。』 

『  』§ 二の 一 S: 蜂 家に 告げて：：： ルて も、 そこで は 逃がした 群 はない と 云 ふので、 軿次は その 收容し 

た 群 を も 自分の 物にして、 くこと にして、 他の 二 群から 蜜 やた まごの 附 いた 规の枠 を I つ 宛 投き取 

つて、 それにから 枠 を もっけて 新ら しい 蜂 群に 與 へた。 それが また 四方に 働き 出して、 箱の 中には 蠟 

で露ッ 白の 綺&な m がで き 初めた。 そして 一 つび とつの 房に は 新ら しいた まごが ふえて 行った。 庭の 

穴ぶ を 眺めて ゐ ると- 黑ぃ 小い ものが It 山 勢 ひよく 飛んで 行ったり 來 たりす る。 まるでお ほ 風の 曰に 音 

なく 雨が 降って る やうであった- 

栗の ぎが 熟し 初める 0^ に は、 この 小人^ どもの 喻ひ 物が 少く なって 來 るので、 嚮蜂 以外の なまけ 蜂 

さ *K ち 

はよ く 蜜蜂の 箱 を 口が けて 製ひ來 たる。 で、 熊蜂 ャ贺 蜂が 一匹で も 庭 へやって 來 ると、 耕 次 は ラケト 

の 代りに 雜誌 など を 手に して はたき 落した。 その 顷 では、 ます/ \ 社の：：：： i 一 tT- よ.^ もこの 方に ぶの 心が 

そそがれて ゐ た。 

或 n.- Ig は ぼんやりと 庭に 向って そら を 眺めて ゐ ると、 いつもの mr 〔いかたち よりもす ッと 大きな の 

が 一 つ 群のう へ に 浮び 現 はれた。 ただ I つかと 思 ふと、 また I つ。 そして、 また！ つ。 いや、 五 匹 ま 

でもが 揃って やって 來 たので ある。 
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0^$ 第 七^  . ：。 

『 』 l^m^lif^ol. ぎよ ッ として 自分ながら 胸のと どろく の を おぼえた 曰 

が i^if 醫 した 翁の f しさと ■ と はこん な ものでなかった か叛 はれる やう 

な I ち をいだ いた。 そしてまで 二階の P を 取りに 行って から、 

疾も ミクロの 方 こ IS れてゐ て、 歸 つて 来る 81 ふが、 81 接に 箱の 入り口に 向 ふ 

手 わけ をした やうに あちらこちら のず i つてる 敵 を、 I は義 まで はたき 落した が、 そのうちに 

ュのニ 匹 を 逸して しまった。 それでも、 自分 はいい 氣 持ちであった。 

.V へて I の 籠に，、 f れる範 園 は 自分の i ではない か！ 自分 は兮 その II 上、 0§ 

ふ f  急 力と を以？ I 的 SQS ひを戰 つた-いで ある。 

七 

また、 山の 方から； - もまた やって がない か 知らん と 

のが、 ふと 或 U の出來 ごころ になって、 分か I 子 をゥ仏 じて 池 田 山へ 登って t 氣 になった • 


力 


の 5?；； も W んで從 つて 來た 


や >k 


八 百 K が 時々 

ことがあ るので， 


§ 相手に つれて 來る i が 山の 屮 K に 住んで き、 そ I へ は I..? も 行った 


『そこの 道 は 知って るから、 もう、 面白くない でしよう よ』 と、 かの 女 は 云った。 

『ぢ ゃァ、 一 つ 別な ところから。』 つい、 こないだ 祭りが あった 稻 荷のお やしろの あると ころから 登つ 

.C? なが は 

て 行く と、 正面の方^^が遠ってて、 猪 名 川の 向 ふが よく 見えた。 平地の 稻 田の あ ひだ を寳 塚の 方へ 電 

むろまち 

車が 消えて 行く 山 CsS まで。 然し、 谷 を I つ 上へ ま はらなければ、 ilS; 町の 方の 兑 える 高みへ は 行けな 

いのであった。 

『行って 見ましょう。』 か の 女 はさきに 立 つ て 進んだ。 『松 だけが ありさうな ものです、 ね』 とも 云 つて" 

ぼ こ，/ \ した 十： を かう もり 傘の さきで 引ッ くり 返して 見 もした。 

まつ . 

山 を 一 つ 移る と、 雨が はに 髙ぃ 赤松が 立って ゐて、 その あ ひだから 下の 樹木の ぁナ ま. V 越えて 市 街 

がよく 臨める ところがあった。 舊ぃ 方の をば かりで なく * その さき も だ —— いや、 その またす ッ とさ 

U. たみ 

きの^ 丹 あたり も 可な りはッ きりと。 そして 六 甲 山 は その 右手に そびえ 列な つてる。 いろいろな 事業 

—— 戀 を-^ めて —— の けむり に 曇つ て る 大阪市 は 、 少し 左り 手 に それと 分る だ けにう す 遠く。 

がし か. J 

さう 云 ふ 風に こちらの 眼^ を廣げ てゐ ると、 横な がに 走って る ハ： 叫 有 .il の電堪 軌道 は 殆ど 露ぢか の 

眼下に 在る やう だ。 その 軌道が また、 池 田の 部分で は、 わざく： S 市街 を その 兩 方から E かくしす 

する やうに 髙く なって 定 つて ゐる。 そして 行き 來の電 a. に 隠れたり えたり する 新開 窒 町の 家々 は、 

し iL う- 

それぞれ 小さく マッチ 箱の やうに 仕切られ てる。 そのうち、 正面の 並びの 川づ つみに 寄った 方に、 自 
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分らの 『资 蜂の 家』 も それと ゆび 指された。 

『ああ、 いいこと！』  III 

？が 少し f さう 叫んだ ので あるが、 それが g| えて ゐ なかった かの 如くして、 I は 改めて か r 

かんたん r  I  *  -  -» 

簡 に 斯う ねた 

『どう だ、 ね？』  >: い 

『いいと ころです、 わ— あなた は nT つれて 來て 下さらな いんです もの！』 かねがねの 不 _1 全く 

お-び こ 變じ たと 云 はぬ ばかりにして、 かの 女 は先づ そこに I つけて ある 切り石に m を かけた。 そし 

てこ ちらの 手 をき て I  一  cm と f れる ほどぐ ッと 引いて、 『あなた もお かけな さいよ。』 

『 ：：：：. 』 おは、 かの 女の 不斷 沈んで 血の けの 失せた やうに なって た 額に 時なら ぬう：.！^ べにが さし 

^11. 募も ちょ ッと § あたりが 赤くな つた やうに.^ ちた。 t^lll^ 

にゐ たかった。 

『また. 参 ど i』 と、 然し、 かの 女に ほんのう はべば かりつ k 取り や 一 t がり を以 つて— これ は F 

かの 女の 小 置に f ないで はない か？— こちら をた だの 一 ときで も i 化 M れる のが 而， n くない 

はめに、 —— さう だ、 それが 爲 めに こちら はわ ざと 家 を^く まで 明けて、 かの 女 を 小 理^力 H ない り 

どに 泣 I 持ちに させて やる の だが、 ー 今 もた だ默 つて かの 女の わきへ 腰をおろした。 


『  』 暂 らく 無言が つづいた。 

『いい ぢゃァ ありま せんか？ あなた も 何とかお ッ しゃいよ。』 

『いい、 ね。』 攝は 止む を 得すた だ 機械的に 返 をした。 そして 私 かに かの 女の 浮かれ かたが 曾て 熱 海， 

の 梅林に 於いて 現 はれた のと 同じ やうで あると 者へ て：：： ルた。 少しで も 1K 然の風 且つ-に 打 たれなければ、 

直接の 愛情が 起らない と は 不思議で ないか？ 愛情 的神經 麻痺の 傾向で も あらう か？ また、 かの 女に 關 

する 昔の 聯想が よくなかった。 そしてます- f\. そんれ 遊びに は わざとに もお つき 合 ひ はでき なか つ 

た。 早く 歸 宅して 蜂の 働き をで も てゐス 方が まだく ましであった。 

！ 5 よ  てんねんしょう い  ， 

『  』 かの 女 はこ ちらが かの 女の 天 然债惯 にか か はらない の を じれ 出した やうに ただ 獨 りで 立つ 

て. 兑 たり、 坐 わって 見たり、 また 坐 わったり 立ったり した。 

『  』 濕 は それ を 见てゐ るの も 馬鹿々々 しくな つた、 心 は 張り詰めて ゐ ながら も だ。 jir はかり 

前方の はづれ まで 進んだ かの 女の 後ろから 1^ を かけて、 『もう、 行かう ぢゃァ ないか？』 それとも、 こ 

*^  くじ やう 

んな 時に こそ、 かの 女が これまで 云 はないで 內 心にば かりこ じれさせ てること をす ベ て. s 狀す ろか？ 

『もう、 少し ゐ ましょうよ。』 あまへ る聲 では あつたが、 向 ふ 向きの まま だ。 

わう じ やう 

『  』 鎮 は 往生して 立つ 氣も なくなった。 かの 女の だら りと さがった 雨が すり 綿お 召しの 書生 羽 

せ， なか 

f I これ を 先日から また 出して 不斷 羽織 リに 着初めた の だか 11 の 中に 向って こちらから げん 
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/J つ を 一 つへ 《 ^らは せろ K 似 をした。 それから、 『ぢ ゃァ、 いら ッ しゃ 5M 

『  』 かの 女 はこ ちら を： 13^ ながら 素直に にこく して 立ち 戾 つて 來た。 その 口に はいきな り 

接晰. した — か の 女 は それから その E を 內らに 向けて、 下の 市街の 方へ 暫 らく 後ろ. vh ルせ て 立って ゐ 

た。 

やがて 山をド だって 行った が、 途中で出會ったr-.名のs:生に耕次は特別にじろ/\-n:^i^れる^sがし 

ビん でら 

た。 をして 計らす も 知って る禪 寺の 前庭へ 下りた。 道が さう ついて たからで ある。 友人が ゐれば そこ 

へ 一と 先づ 立ち寄って、 一 服しても いいと 思った が、 ：： 〈られ なかった ことに も氣が 引けて、 Id ぐ その 

門 を 出た。 

もう、 松 だけ も 淨 山 出て、 いよく 秋の 中 ごろの Gsi:- れ- になった 時. 耕 次 は 二階の 書齋 で、 近 ごろ 外 

^から 注. 一?? で 届いた 養峰喾 の 一 つ を 読んで ゐた。 すると、 澄 子が 遊びが てら あがって 來た。 そして、 

『今 ffi の 女中 は 落ち 付 ささう です、 ね』 などと 云 ひながら、 明け 放した 窓の 欄 千に かた 腕 を 奥まで も 

たせ かけて、 ffi み 渡った {〈.一 を ながめて ゐた。 やがて また こちらに 向いて、 『何でしょう、 ね、 あれ は？』 

『あれ かい？』 3^^それに：^が付ぃてゐなぃではなかった。 こないだから、 何 か 知らん、 この 近所の 

そらで ぎ や アツく と 云 ふ K が聽 えて ゐ たので ある。 五位 さぎに して は その 聲が 大き 過ぎた。 けれど 

も、 左 ほど 興味の ある ことで もない ので、 今 も 亦^き 流して * 害 物に 書いて ある 王 蜂 製造 法の ことか 


ら 目を離さなかった。 

.5J いざ- CN 

生き物 を 製造す る ことができれば、 人間の 女 を だッて 好きな やうに 造り 換 へられる わけ だが、 ここ 

では 少し 用語 例が 變 はって るので ある。 ！ 群に 王が 逃げる か 死ぬ かした 時、 その 群の 散亂 若しくは 絶 

くわん げん 

滅ゃ、 働き 峰の 不自然 女性への 還元 や を妨ぐ 方法 は 二つし かない。 他から 王 を 持って 來て與 へる か、 

I- ぶつち ラ 

僚き 峰になる べき 幼蟲を 途中から 王臺に 入れて、 それ を 仕立て上げさせ るか。 若し 後者の 場合に は、 

幼 蟲を小 房から 王 に 移す 時 * 小さい 銀 さじ を以 つて それ を 痛めない やうに そッと 一 つ 移して やらね 

ばなら ぬと ある。 

『鶴です よ 11 鶴です、 わ！』 

『どれ、 どれ？』 渠も 俄かに 珍ら しい 氣 がした ので かの 女の そばへ 立って 行って、 聾の する 方の そら 

きんがん 

を兑ま はした が、 近眼の 01 がね 越しで はな かく 兑ぇ なかった。 

『而も 二 羽、 -11 つが ひでしょう。』 

『  』 渠は、 かの 女の あちらこちらと 二三 度に がしく ゆび 指す 方 を 追って 行って、 ゃッ とその 

形 を 認めた。 お ほ 空のう へに 高い から 小さく 兑 える けれども、 羽极が {II く、 足が 長い 鳥で、 その 勢 ひ 

と 云 ひ、 飛び かたと 云 ひ、 初めて 見た の だが、 如何にも 鶴の 趣きで あるら しかった。 こないだ 自分ら 

が 登って 見て 二度と はない 徒ら 氣を 起した 池 田 山 を すり鉢の 底と して、 そのす ッと 上の そらへ 無形の 

蜜 鋒の 家  ニニ 


I 


^^i  ^七^  こ _ 

周 固と ふちと を^げ た #i を ゑが いて、 二 羽の 鳥が 遠く かけ 離れて 兩 方から 鳴き か はしつつ、 大きく 

ゅッ たりと 飛んで ゐる。 .0 分に は それが よそごとではなかった。 そら も 鳥 も、 また その」 はなる 山 も 

自分なる 緊張 生活 の ものに なって しまって、 鎮 はかの 女に 惯の 如く 無- f-n の I を以 つて そのつ が 

ひ a の數と 同じ だけの 指 を 出して a せた。 

『およしなさい』 と、 かの 女 は それ を ひら 手で よこに はたきの けた。 その 時の かの 女に は不斷 のい や 

な氣 取り も高尙 ぶり も a えなかった。 ただ 耻 かしかった やうに こちら を 兌る 視線が 亂れ ながら、 『あな 

申ね ぶ. > 

たも 隨分 ひどい、 わ。』  たくき 

『  』 水 はた ださう 聽 いただ はでで もけ ふの {仝 の 如くい つに 無い 濶な 一 種の 征服 慾 を滿足 

させた。 

八 

或 新^社 ctffi しで、 大阪 から H ままで 五里^の 徒歩 兢爭 があった。 その 到着 點が转 面 公園な ので 

そこへ 耕 次 も 澄 子 を つれて：：^ 物に 行った。 すると、 意外に も、 耕 次と その^ 初の 妻との S めに 媒介 人 

となった 廏舉士 の 細お に 出逢った。 かの 女 は 出しぬ けから、 

< やう ん 

『どうした のです、 ね、 この 顷の 評！^ は』 と 云った- 


『どうも 斯う もないです。 向 ふに も 弱みが できた のです から、 早く 別れて れさ へ すり ゃァ いいので 

す。』 

『そり ゃァ、 どうせ さうよ り 仕 かたがない のでし ようから、 I 度よ くお 話 を 伺 ひたいと 思って ました 

の。』 

をつ と 

『こッ ちに いら ッ しゃる と は 知りませんで したから 11 。『よく 聽 いて 見る と、 その 所 1K は 大阪府の 技 

おう 之ん 

師 をして ゐ るので あった。 そしてけ ふ は その 親類の 子の 應援 に來 たのであった。 

その I 週 問ば かり 後に なって、 束 京なる SK も ばれて 農舉士 のと ころへ 來てゐ たが、 耕 次は會 ひた 

くないので、 その 別室に 於いて 攀士 夫婦と 共に 離婚の 協議 をした。 そして 手切れ金 として 拂 ふべき も 

のの I 部なる 百 五十 園 を舉士 から 借りて 拂 つた。 

『ぉ禮 も 云って 貰 はなければ ならない し、 また これから おつき 合 ひもした いのです から、 I 皮、 今度 

の 奥さん をお よこしな さいよ』 と 云 はれた。 

『あんなに 物 をつ けく 云 ふ 人に あたし は會 ひたくありません』 と 云って、 然し、 澄 子 は 一 度 も 行か 

うとし なかった。 けれども、 餅 次の 1::^ たと ころで は、 つけく 云 ふ 女 は 却って こちらの 方であった。 

. ナ き つ  > 

水の 推察 をめ ぐらして 见 ると、 かの 女 は 自分から も 他日 同じ やうな 場合に 立ち至った 時、 分らに は 

—— かの 房 子さん を 別に ちゃんとした 媒介 者に @ん だ わけで もなかつ たから —— 一 人 も そんな S- の 離 
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婚の 媒介 を さへ して^れる ものが なから うと 云 ふこと を 寂しん. だの かも 知れなかった。 刖れて ゐれば 

こそ かの 女 は 手紙 も 時々 出して ゐ るが、 束 京に ゐた顷 は、 もとの やうに さう 親しく 房 子 を 思って ゐなカ 

つ ヒ — これ も 澄 子が ふる 偽に さ はられる の を 避ける 爲 めの やうに 

见に巧 隨分 長い間の 11 が 解決した し ii のこと もい よく 獨り 立ちで やって 行ける やうに 

思へ て來 たので、 

『これ を i がに^: 小へ： i らう か』 と、 1® はかの 女の. 意 を 探って 見た。 

『そり ゃァ、 あの 新ら しい 女の ii の爲 めに もい いか も 知れません が、 ね — 折角、 わざく こちら 

へ來 たもの ぢゃァ ございません か？』  • 

『  』 その 返^に よると、 が たと ころ、 かのちかは^^^て惠尕並びにそこに住む舊知人どもに 

する "がま だ つてる のであった。 そして また この 地に 於いて 新ら しく 捋た ところの 戀愛的 記念 

し •* もやく  ^  D 

物 —— そのうちに は も あらう。 やま 川 も あらう —— に&1511^^めたのでぁっ.^^ 

— (大正 八 年； ー；刀〕 11 
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ぽ らん  - 9 

『 ……… 』f ^う の 生みの 子で ない 容が ひとり ゐる爲 め mas に 波瀾が 生じる の を 見て 

l^a^^itaa  切って 手放して しまった。 あ 

たまよく、  S でのが も 可な りい い 方で はあった が、 その 第二の.^ に 向って はどうしても 反 f 力 

り を 名-ぶた】 gf= 「るこ と はす：：" が、 女屮 のまに して 臀 物 i わし S いたり、 砂 響な め 

てし まったり した。 そんな ことなら まだ しもよかった が II 母が，^ -筆 fs 裏の 趣味に まて 

三味き め it 初めた の を も、 子 は 白 分の |の§ になる と 云って、 いつのまにか 一二 S 

の 皮を 破ったり した。 そんな ことが 段々 あじて 行って、 ついに は、 母の 女と して はいの ちと も 云 ふ 

べき タ见 にも ひび を 入れて しまった， -  «  .0 

父と して、 需 から 又う ちわから も、 何と 敎 へたり なだめた りした ッて、 とても 駄 U であった。 そ 

れに、 ？ i き」 なり 出した 子き まく 麗して 行か i する に は、 今 S は 少し ギが蕴 ぎて 丄ハ 

. て：： こ。 ， 人 ^7!  |?.  gofc^ に 〔してし まった。 ：！： かにな つても 世に出る 


i 


素質が 備 はって るなら • 小佾 からで もき ッと あたま を 持ち上げて 來る だら うと 云 ふ 最後の 希望 を もつ 

てた。 尤も、 父の 云 ふこと を聽 かぬ 子に 殆ど 全く i をつ かして だが.. I。 

すると、 矢ッ 張り、 蕖には その 周圍 がそれ だけ 少し 寂しく 感じられた n さァ、 これ を 書き寫 せと 

むがく 

か、 E ぐ 郵便局まで 行って 來ぃ とか 命令す るに は、 全く 無擧な 女中で は 物足りなかった、 それでも. 

. 初めの ラちは 辛抱して ゐ たので ある。 が、 近頃に なって 多少 有利な 事件の 辯 謹 を 二つ も 引き受けたり 

して、 自分の 新ら しい 職 年 I の 方に も 少し 急がし 味 を おぼえて ゐた ところへ、 

せう か t 

『ど うだらう 一 つ、 君のう ちに 置いて 貰 ひたい 書生が あるが 11 』 と 紹介して 來 たもの があった。 

『話しに よれば 置いても いいが』 と 答へ た。 そして それが いよく 本箱 や % 画 を 荷車に 乘 せて 届けて 

來た。 が、 荷が 届いて ゐ ながら、 當の 本人が 來な いので、 

『どうしましょう、 ね、 题び贊 を拂 つて 旲 れいと 云 ふ 0 です が？』 萎 は 決し かねて ゐた。 

『柳って 置、 の は 何でもな いが 1 1』 と 答へ ながら、 姊崎も 玄關に 出て 兑た。 本人 は I 緒に ついて 來 

なかった か？』  、 

くるまや 

『へい』 と" 車屋 はよ わって ゐた。 『さきへ 電車で 行った ものと 思って をり ました。』 

『それ ぢゃァ それで * 早く 來てゐ なけり ゃァ 駄目 だのに- • 第 I、 いくらでば 束した のか 分らない 

し、 —— 』 
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『それ は 確かに 壹圆 五拾錢 でした。』 

/それにした ッて も、 愛け 取った 荷 を 本人が 見て まだ 足りない 物が あると でも 云 はれたら 困る から 

な。』 

『そんな 不正 f 肚な こと はして ありません。』 

『それ はさ うだらう が』 などと、 あしら ひながら、 まァ、 少し 待たせて あった。 が、 まだ 早い 時 を^れ 

ば まだ 仕， がで きる のにと 思 ふと、 餘 り可哀 さう になった ので、 云 ふ 通りに 拂 つて m はけと 《 に 命じた。 

『  』 本人 は そのうち にやって 來た。 

が 届きました よ。』 妻の 驟 であった、 『壹 0 五拾錢 でした か？』 

『さう です が 11 拂 つて 下さった のでし ようか？』 

『  』 まだ 隨分 のん 氣 さうな こと を 云つ てるのが 聽ぇ るので、 姉 崎 も 二階から 下りて 来た。 『一 

ST  へ を さきへ 届かせる と 云 ふ ものが どこに ある？ 1S が先づ 來てゐ なけり ゃァ、 約束が 分らない し、 

また、 荷物が 滿足 であるか どうか も 分らない だら う  ？』 

『すみませんでした —— 友人のと ころ へ ちょ ッと 寄って をり ましたので。』 

『そ もく から 君 は 一 つのし か  1 をした の だよ 一 . 注意し 給へ。』 斯う 云 ひながら も、 私 かに 新ら しい 子 

.V ，つた やうな：：^ で、 もと 入れて あった iiti を 築に 當て がって やった。 堀 を 隔てて^ の 方 


1 _  -^;  つき i りの 三麖 の， その 右手に ある 四 疊半だ ひ 小さい 机は渠 

も 持って 來 たけれ ども、 そこに ある ティ ブルと 椅子と を 使 はせ て やる ことにした。 

と 云って、 8 大擧の 法律 科 i 入って たもの だが、 親からの 擧費 I えて まご 付いて たので 

あった。 そとへ 出した わが 子に 比べて は、 たッた 三つし かう へで ない の だが、 こ の靑 年のお となび て 

ゐる點 に 於いて はとても わが 子な ど は i. たと へ、 たまに 歸 つて 來 たと しても fl 及び も 付かない だ 

らうと 思 はれた。 尤も、 この 年輩の 時代に は、 年が 二つ 三つ 遠へば、 もう、 おとな 5,: で 云へば ニー 一一 

十た 牛の 遠 ひと 同じで あるか も 知れない が II そして、 さう して 見る と- わが 子 も 今年 r 不、 若しくは 

來年ぢ うに は、 これと同じ ほどに ませる の だら うが  。 

先生、 これから はわた くし はどうせ 獨 i でい かなければ ならない のです が、 先生に も， 敏 は^ながら、 

どう 云 ふ 風に 勉強して いけば よろしい のでしょう？』 

『 ……… 』 こちら はこの 時增 田が どんな 書物 を 持った ゐ るかと 云 ふ 好奇心で- 集のへ 部 や 屋の 椅子に ® を 

かけ 逼の 立て 並べて ある 本 を 調べて ゐた。 多くの i の ほかに、 醬 I 本の 憲法 論 や 法蕭論 I 

法總 論な どが ある あ ひだに、 誓漱 石の 『虞美人草』 もあった。 S は 小 說を 好んで 讀 むか、 な？』 

『はい、 ，蒙ます。』 書生 はかた 手をテ 1 ブルの はじに かけて 立つ てゐ た。 『いけないで しょう 

力？.』  . 

わが 子の やうに 


二 1ー〇 

『 ：：：.： 』 5 はわが 子 も いろんな 小說を 人に f て來 て讀ん でた こと 111 しながら、 『いけない 

こと もない が、 そ の讀 みかたに ある- な i う 答へ きり 外に— I に は Iff: いので と 

も 云 ひやう がなかった。 Hnf0p. それが 爲 めに 醫し 易い ので はな 

から うん i へて 见 ると、 I もお い 時に 女 郞買ひ はした こと は あるが、 § まで I した こと はな 

c。 い.，、 そんな i がなかった： つ S くが，、 fl ぐみ の 方で ー 人と は その 

f 全く 逮 ふから、 ね。 長らく f さんの 一人であって、 ゃッと I 士試驗 にと ほった の だから。』 

『では、 ゎヒ くし も 先^に 傚ら つて 蜜な.. はしましょう。』 

『あ ァ、 そのつ もりで 勉强し 給へ。』 主人ら KM つての けたが、 自分に は 殆んど 讀んだ g もない パ 

. f  f で、 而 t それが i に分奠 とすれば、 f 豫 にもで きまと 思へ た。 H も はきく 

として、 gf いきろ があった。 それで、 ほん 立て Q あ ひだに I ちょこの. 5 人り があった ひな 

どに は、 左 ほど 氣を とめなかった。 

ん M が ^して ゐる 時であった、 妻 はこ ちらに 向って、 

『想さん はう ちへ 來 てから、 御 はんがお いしく ッて 溜らな いんです ッ 24 げた。 じ 力 

『それ はまた どうして だ』 と 受けて.、 泡 H に f よそ はせ ながら 、『僕 も g がないで はない が、 ft 

■   ,K して をれば. iin<k の 焚いた 物が うまい^ だが，！ な？』 .  .  


『もとは 自炊 もやり ましたが、 めし 屋 へたべ に 行って たんです ッて』 と、 妻は說 明した。 『自炊が めん 

どく さくな つて。』 

『それ ぢゃァ 仕 やうがない。』 

『ところが、 めし 屋のは 何度 場所 を換 へて 見ても、 うまい ところがな いのです。 だから、 つい、 ゆき 

な 物 を 買って すます やうになります on 

『好きな 物と は —— ？』 

くだもの 

『そ.^ 力 ね』 と、 桀物 すきな 窭 が 引き取って、 『いやな ことに は、 あまい 物です と。 さう して^ ョさ 

んは 自分の 胃 を 毀 わして ゐ るので すよ。』 

『  』 姉 崎に は 商ぐ さッ きの あめち よこ 入れと 小説との ことが 一緒に 心に 浮んだ。 そして 增田を 

しょ "一 

ハナ リ 張り 書 ハ T1 ッ ぼた、 レゃ、 うちの 子ども も 同様 だら うと 見て、 蕖に對して相當に有しCゐ..^Jとこら 

の、 ^*敬心が先づ可なりぅすらひでしまった。 けれども、 その 方が 堅 くるしくない 親しみに なって い 

いだら うと ST へながら、 『道 で の 顔の 色つ やが 惡ぃ i つた。 lis^ なり かけの やう だぜ。 目の 

色 も 尋常 ぢ やない。』 

『さ-うでしょう か？』 增 田も餘 ほど 心配 さう になった。 

『それに』 と、 姉 崎 は 子ども を 時々 戒 しめたのと 同じ やうな 心持ちに なって、 『君の 目が ね も 恐らく 近 

わが 子 ふや ケに  , ，，： 


泡 鳴 <」ffi-  ^七^  一一 

|« のぢゃ あるまい。』 

らタ がん  . - 

『老 吸ので す』 

『さ うだらう。 ま &f へだと 云 ふのに 、—近眼なら まだし も— 1 おかけて をる と 云き お、 

そこに 何 か I が あらう、 な。 きッ と、 あまい 物 繁だ らう。 蟹し 給へ 

よ。』  - 

『i 右し それ ぢゃァ わたくし も 何とか 改良し なければ I 。』 

『t"E さ/はたべ f 」 ちゃ ァ、 タカ、 チヤ スタ 1 ゼ を飮ん でい らッ しゃる のです よ。 わたし は そり ゃァ 

よくない と 云って わます の。』  ， ，：、 ，、 、、ミ 

『さう、 さ。』 S は 然しう ちが ま 物 をけ 1 くや かまし いの だと 怪れ ない a めに 1. きへ て 

r めしの ま 過ぎ はま だいいと しても、 S やの S 過ぎに はう ち の于 ども も 一 度 やられて まに なり 

かけた ことがある。』  ジ、 - • 

『そんな 時にはし じみ しるが 一 ，くきき まし，. i が、 £ と、 窗笛 s つて、 そォ 力き 

ちらに 向 ひ、 『  一 ^^出さん にも たべさせて 化ましょう か？』 

『それ もよ からう が 11 本人 が^す 氣 にならない ぢゃ駄 R、 さ。』  ； 

■ft  I しき -きき ヒ。 " そ Q" に また g こッ そり 擎 S つて 來た。 そして f 


を 自<^ の劍屋 て^べて ると ころ を- うちの 下の 女の 兒が 見付けて、 

ちょうだ-,, - 

『增 田さん、 あたしに も 頂戴』 と 云った さう だ。 で、 止む を 得す 一 っを與 へた。 すると、 今 一人、 妻. 

の つれ 子の 男の子 も 欲し さう に 見て ゐ たかして、 貰 ふこと になった。 それ を あとに なって、 その 男の 

子が 母に うち 明けた ので 分って しまった。 

『わたし はよ して E 戴と おこって やりました、 わ』 と、 妻 は 二階へ 来て 私 かに それ を こちらへ 吿 げた？ 

『子；^ のために ならない ぢゃァ ございま せんか II いやしく なって？ それに、 たべる の は 子^ 1  で まし 

の駄菜 子です よ。 貢さん の 時の やうに、 また 近 處の評 g 一にな つてし まひます、 わ。』 

『困った もの だ、 な。』 姉 崎 は 自分の 妻が S 自身の こと をば かり 考 へて ゐ たので ない こと は 前に もよ く 

分って ゐた。 貢 もよ くう ちで 喰 ひ 過ぎた。 その上に も、 やって ある 小 使 ひ を 以てよ く 買 ひ 喰 ひ をし 

た。 毎日、 中學へ 出て 行く 時 は 十分に めし を 喰って るのに も拘ら t そとへ 出る と 直ぐ 燒き 芋屋へ 行， 

つた。 それが 近處 一般の 評判に なって、 近處のかみさんどもが！^が出て行く後ろ婆を兒ると、 

『また 姉 崎さん のと ころの 坊ちゃんが 芋屋へ 寄る から 見て 御 よ』 などと 云 ひ 合った さう だ。 

『  』 それ を こちら は 最初に 氣が 付かなかった が、 注意して 吳れる ものが あつたので 分った。 つ， 

まり、 妻が ままし いので、 まま 子に 十分に 食物 を與 へない からで あると 見られて ゐ たの だ。 以 つての 

外の ことであった。 それ は 子供に よく 云って 聽 かせて 直った が、 矢ッ 張り、 どこから か 物 をお つて 來. 

わ， ¥ の やうに  一 g 


や- - .  ； .+-  べんじょ 

て、 親 や 兄； Hf- や 女 巾に：： やられない やうに して、 疲 どこの 巾で む I やく やったり、 便所へ 行って たべ 

たりした。 それが はめに だら う、 勉强 はよ くしても、 いつも あたまが 痛い、 ffi いと 云って ゐた。 

ところが、 今 TET の g: 生 もまた、 やがて は、 便所で こッ そり 物 を 喰 ふやう になった ので ある。 貢の 時 

によ：^ も 子 止： の JKJ" 上に は^^ を 惜しまぬ からと 云って、 便所の きん 隱 しの 前の 方に 白い 不思 1 な こ 

なが 散らかつ てるの を ゆび 先き につけて ちょ ッ となめ て た。 

『さう したら、 ^して あまい^が して、 お 子の こな ぢゃァ ありま せんか？ まるでお はなしに 在る 意 

地き たない お嫁さん や、 しう とさん の やうです、 わ、 ね！』 

V  はっけん 

『p?: つと、 な』 と、 その 時 も 答へ た。 それと 同じ やうな こと を窭 はまた 發 見した の だ。 けれど..^  ^ 

ひたい は とめられ ると 却って ますく 地ぎ たな さがつ のる もの だし、 それに 今回の は. H 分らの 子 

でもない の だから、 さし さはり のな い^り、 成るべくう ッ ちゃって 置く ことに 夫婦 は 相談 をき めた。 

『^し、 ゎヒし達リ^；：！^^屮にははばかりへ行くことだけはゃめて下さぃょ』 と、 妻 は^ W に對 して 少 

し祌， ぼ」 れ的 になって 111^ した。 墦 山は© が 殆ど 取れて 入れ 齒 になって ると 云 ふので、 堅い 物が i 比へ 

す、 また 食 W の 逸み が迎 いけれ ども、 窭が 子供の 世話 や 所 天の 給仕 をしながら 箬を 運ぶ のよりも ¥ く 

おしま ひになる。 そして は 装 を S くが 平い か、 必らす 便所へ 行く のであった.。 

で…：…』 姉^ は^が さう いふまで は 左 ほど^が 付かなかった ので" 妻 や 女中の クト わがしい 時には s?w 


にも f の めし 鋭 g を： 派す ことが 度々 であった。 が、： 喻 ふと 道ぐ 下 べ^しに 行く と 云 ふこと に氣 力お 

いてから は、 自分 も增 W の 給仕 を餘 りぶ ッと P じ. ^くな つた. - たばこに なつてから、 『君、. 便所へ ほ,： 

きる と 直ぐ 行く  mi ひつが ると いい、 ね。 時^から 云っても 一平せ 便利な 時で、 それが また  一^ 習 恨に 

なる.. と、 毎 z-. その 時刻で なければ. 出た く， ならぬ もの だ』 と 云 ふ、. 自分の 經驗 など を敎 へた。 

『f  、 さう して 兑ま しょうに 增 W は 他の. 點に 於いて はごく 素 K で、 從 順で、 一度 子供に 懲りた こ 

ちらに 取って は、 .氣 持ちの いい 责¥ で， あった。 或 乎 紙の. 文句 を 寄 かせても 可な り 邀"" けた。 

『あのく せが i はり さへ すれば、 いい 男です、 わ』 と、. 妻 も かげで 赏 めて ゐた。 

主人が 易 好きの 爲 めに から 立てて 擅く のこと に 就いても、 大抵の 女中：^ は 石炭に 火 をつ せる-: 

一二  >  7 -VI?  -  きうし き 

こつが なかく 孜 へても 分らない けれども、 墦 おは さすが mi- だけに — うちの 釜が 葡 式で 火力 燃えに 

くいこ も 拘らす —— +31 き に おぼえて しま つた。  ん 

0-+- 生 入と、 モ 婦 とだけ が 這 入って しまった あと を、 またよ く 燃して m はいて ゆ ふが たまで 湯の 加減 を 

持たせ.， び 主人 夫婦と 子どもが 趙 入つ. て か. ら、 あと を 書^ や 女中. に與 へる ので ある。 が、 增 W は、 

『け ふ はやめて 體 きます』 と 云って、 揚 £lm 入らな.^. ことが^かった。 

『1;^ 角、 ^がせ ッ せと 焚いて 置きながら、 這 入らん と はどうし たん * 力 11 うちで は、， 綺ま 好き.^ 力、/ 

お., fc-»J ろ 

だから、 ひとりで も あかだら け. K な. つ をる 者が あると 面白くな いの だ 力ら、 な？』 

わが 子の やうに  一 Hi3  , 


i ^Km  ^七卷  ニー 一六 

『然し、 湯に 道 入る と、 ぞッ とする ことがあります。』 

*<厶 せいてき 

『それ はこれ まで 道 入りつ けぬ 爲 めだら う —— ？』 一 つに は、 また、 それ も增 田の HE が 慢性的に 惡く 

なって ゐて、 その 結^が 皮 腐 をまで もよ わくして ゐ るの だら うと 思 はれた。 

^u. 容と 下の 座敷で 將拱を さして ゐ ると、 ^^もやって 來て、 

『拜：；^^^てもょろしぅござぃますか』 と 云った。 

『^；^ も 分る のかい？』 

『少 ー は 知って ゐ ます。』 

『  』 何だかな かく 分って ゐさ うで、 むづ くして ゐる やうす が n ハぇ たが、 姉 は 主人と して 

く. D ん"、 *, 

ただ 宽大 にう ッ ちゃって S いた。 s^m はやが て ふところの 巾から 何物 か を 出して、 口へ 持って行った." 

そして その 口 を もぐく させた。 それが 一 度です むかと 默 つて ゐ たら、 二度 やった" そして また 三庞。 

その 初めは それでも 遠應 しながらの やうに 多少の 時 を S いたが、 三度： E 四 度：：： になろ と、 殆どつ づけ 

ざまに なった。 酒が つのる と- ただう ちで 飲んで るので は 面白 く なくなって、 雪見 ゃ花见 やその 他の 

はった 場所へ 行って 魁ハを 添へ たがる と 云 ふが、 ^^のへ』 ひけ も、 こちらの 勝負に 私 かに g ハを 添へ さ 

せて ゐる のかと 思ム. と、 少！. 船に さはらない では ゐられ なかった。 で、 こちら は 初めての 怒り を 額に 

兑 せて、 それでも まだ 言 葉は投 しくして 『s;; は、 まァ、 向 ふへ 行って わ 給へ』 と 命令した。 


『はい』 と、 增田は 相變ら や 素直に 行って しまった。 

容が歸 つてからの ことで あるが、 主人 は渠に 向って、 

くだい 

『君 は あんな こと ぢゃ 落第 だよ。 これから 一 人前に なって 行かう と 云 ふ 男が 主人の 容がゐ る 前で 駄慕 

子を喻 つてる なんて —— まさか、 子供 ぢゃ あるまい し！』 

『すみません。 氣が 付かなん だのです。』 

『あんな ことに 氣が 付かない ぢゃァ 11 』 それでも、 增 田に 對 して 子供ら しい I 思 I ぎた な だけが +は， X 

ばいい と考 へて ゐ たの だ。 

が、 或：：！、 ゆ ふが たから 簾が ちょ ッと 友人のと ころへ 遊びに 行きたい と 1}^ ふ 許し を 得て、 出て 行つ 

た あとで、 女中が その 主婦に 向って IS 水の ひどい しらみた かりで ある こと を訴 へた。 すると、 主婦 はま 

たこれ を その 所 天 に訴 へたので ある。 

『あなた、. ちょ ッと來 て 下さい、 な』 と 云 はれた ので、 站崎は 二階 を 下りて、 もう、 子供 を寢 かして 

へ や  V- よ 

ある 妻の 部屋へ 行って 见 ると、 かの 女は氣 味の 惡 さうな 額つ きをして、 Ispw さんに はどッ さりし らケ 

がた かってる さう です よ。』  . 

『さう か？』 直ぐ 二三 曰 前に 自分の した， a に 大きな のが 一 匹ゐ た：. を 思 ひ 出した。 かの！？.^ にも 吿げょ 

うと 思って たの だが、 その後 何ともな く、 且、 仕事に まがしかった ので、 そのまま になって ゐた 。『お 

わが. 十-の やうに  一三 七 


K 一： 八 . 

れ にも 一つ ゐ たが、 それ ぢゃ ア^ W の だ、 な。』  - S  i  ？ 

『わたし はまた 二 f りました： わ I どうも 不暴 だと 思って ましたが、 あの 霞へ I きを， の ， 

がよくなかった のです、 ね。』  、 t よ！ ゥ . rl^^^ 

；  フ，  ー3-^;,11、：^げス.：^>もリこも共通でぁったことを..5^っ^.? 

『  』 市 ij^i、 , ろ おの ことよりも、 そのお 1 力 夫 ね 外び もグ 1  I.  . 

/  ノ、， ，1:1,? こ： wo- 匸、 『1 ぐ R) ひ U してし まはゥ 、きたな 

くな く.^ 5 じた" で、 ：！： となく いき ど ほらし い t^s^ か 先き に 立って 『t.-L ひ f マ  . 

『そり" ァ、 どうせ f しなけ りゃァ ならないで しょうが、 まァ、 Sim 

"ん か、 これ も？ ん. 時の やうに』 と 云って、 かのお 女中の 告げた こと を 取 美いだ によると。 

自分ら に はって ゐ たのと M 樣 にきぶ ほど 大きな のが、 襟 うらな どに づら りと 行 1 て^』 

viim  ^は それに 及ばぬ と 答へ てゐた さり だが、 !. 

知； て； 墓 塞。 ぎきて よく 調 直る と、 fi^0 

^1 こよ まと" ぃ攀が 殆どす き まもなく 附 いてき、 その あ ひだに また 大き I がいくつ もぬ 

ひ 込んで ゐた。 それ をつ ぶした だけで も 五 勺 や 一 合に はなった だら うと 云 ふの， た よ 又 さで 

『ぢゃァ、|3入るとぞッとする美ふのも恐.9^そ1係だらぅ。』..病の8だ"は"り 

あった。 


『つぶせる だけ はつぶ して、 假 りに 洗って mil いたさう です が』 と、 妻 はな ほその 聲 まで を も 氣味惡 さ.. 

うにして、 『子供のお しめな どと I 緒のと ころ ぢゃァ 移っても 困る と 思って、 別な ところに したので す。 

P とん 

きッ と、 あの人の 衣 物 ゃ蒲國 にもついて ゐ ますよ。 あの人 はよ く、 どてら を 翁て 御 はんでも 何でもた 

ベる でしよう —— きたない ぢゃァ ございま せんか？ なんだ ッて、 麥 つぶ ほど も あると 云 ふんです もの。 

それが ぞろぞろ 13 つて ゐ ちゃ ァ 11 。 け ふ はね ィ やが たッた 一 枚の 襦枰 にお ほかた 半 曰 かかって ると 

. ^やう さう 

思って ましたら、 今聽 いて 兑 ると、 その 麥 つぶ を 澤 山地 めんへ 並べて うへの 子供と 一 緒に 競爭 させた 

りなん かして ゐ たんだ さう です よ。』 

『ね ィゃも 亦 馬^な こと をす る、 なァ —— 一 體、 その 襦 禅 を 洗った ねし ないで、 —— どうせ さうな つ 

て は 取り 窥 せない もの だから 11 ひらべ ッ たい 石の 上に のせて、 また 石 か 何 かで 打てば いいの だ。』 貢 

ぶし ゃゥ 

の 場 八：： を 考 へて a て も、 その 母が 不精で、 その子 を しらみた かりに させた ままで こちらへ 渡した の だ。 

何も 知らない 子 は、 ただから だが かゆい 爲 めに、 夜な かで も 夢中に 爪で ぼり くかいた ものら しい。 

こちらが 氣づ いてからの， S を はだかに して 見る と、 からだ 中の 皮 &と云 ふ 皮膚 まかき 荒されて がんが 

さの やうに 血が にじんだり * でき 物に なった J して ゐた。 最初の 妻と 無理 に^れた の を まだ 多少 は氣 

の 毒に 思って た 自分 だが、 かの 女の 不精 も その子 を こんなにまで 苦しめて 知らないで ゐる のかと 俄か 

に附 ましくな つた。 その 時 は、 自分が さ^に 立って 子供の シャツ を そめ まま 石の 上に のせ、 かなづち 

わが 子の や $ に  1 三 九 
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を 持って 打ち 叩いた。 すると、 その 叩く 度 毎に ぴ しり /(\ と 云 ふ 昔が した。 そして 不都合な 先妻 を あ 

はれな 子の^め になぐ り 付けて る だけの 氣 持ちよ さ を おぼえた。 が、 その子 を も 亦 別な 不都合の 爲め. 

に 〔 猿から 出して しま はねば ならぬ やうに なった。 

『どうしましょう、 れ ？•』 

ぢょ みゥぐ 

『  』 たと へ msl いて やる にしても * このまま では 妻が 知 しないに きまって た。 かの 女 は： 一 夙に 對 

しても 或 3^ 度までの 讀歩 をして なほ，, 和が できぬ と兑た 時、 こちらに向って止むを^^^ぃから何とか 

刖 な^を 講じて „v 、れ ろと 訴 へた， そして それ はこ ちらに 取っても 尤も だと 见 えた。 まして 今回の は 出 

してし まへ はもとの 他人で ある。 そんな 者の 爲 めに 今後の 家庭に また 騷ぎを 起す でもなかった。 『斷ゎ 

つてし まうよ り让 かたがな いの だが 11 それ は 今夜 歸 つて 來 たら、 おれから よく 云 ふから。』 女が 正； ぬ 

に^て 物 を 云 ふと さう でもない ことに も 化が 立つ と つたから である。 

け ふよ そから 辯 護の 和談を 受けた 事件に 關 してな ほ 尺 法 を 調べて ゐ ると、 十 一時 ごろに なって £ "出 

は： t つて 來 た" 厂は 締めた 様子で あつたが、 はしご 段の 下から、 

『u いま 歸 りました』 と 一 K つた 切りであった。 待って ゐても 別に 額 を 兄せ ない ので、 便所に 行きな が 

ら 下りて 行った、 

『^山、 ちょ ッと： ji が あるんだ。』 


『何 か 御用です か』 と 云って、 蕖が あがって 來 たの を 兒 ると、 斷ど ほりで * 別に 赤い 顔 もして ゐな 

かった。 あ ァ買ひ 喰 ひ をして ゐ たら、 高が 知れた 所有 金 も 直きに なくなる だら うから、 その あと はう 

ちの 物 を どうす るか 知れない と 云 ふ 疑問 を 持って ゐ たのが、 これまでの ところでは 幸 ひに も 夫婦の わ 

る媳 ili 終り さう であった。 その代り、 また、 おそく そとから 歸 つて 来ても 額を晃 せな いのは >  てッ 

きり 酒で も 飲んで 來 たの ぢゃァ ないかと 思 はれた。 が、 それ も 幸 ひに 無事の やうす だ。 

『  』 いい 靑 年で 惜しい が、 止む を 得ない と 云 ふ考へ を先づ あたまに 持ちながら、 『ほかで もない 

が、 ね』 と、 こちら は 主人ら しく 堅 くるしく なって、 左り の 手 を 事務 デスクの 前に かけた。 そ L てデ 

スクの 横手に 突ッ 立って ゐる を 見 あげた 主人の 額つ きが 少し 違って ると 見て取った 爲 めか、 築が 

何 を 云 は るかと をぢ け.， やうに 伏し H になって るの を 私 かに あはれ みながら、 『君に ゐて賀 ふこと が 

しゅつな い 

できない ことが 11 赏は、 突然 だが 11 出来した の だ。』 

『さう です か？』 ちょ ッと こちら を 見た が、 また 目を伏せた。 

『け ふ、 女中が おの 襦枰を 洗った ので 分った の だが、 ！^；-にはしらみが澤山たかってるさぅだょ。』 

『さう です か？』 

『さう です かッ て、 君に は それが 分らなかった のか？』 

『へい 11 』 

わ. i> 子の やうに  一 0 一 
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,!. 何だか 勵眯 なお 一： 弋 たが、 それ を 今更ら le:- める ので はない。 兎も^、 うち には子 佻 もゐる こと だから 

移って は 困る ので 一 先 づそッ くり 立ちの いて 貰 ひたいと 云 ふわけ で I . 拭 は、 僕に も それが 一 匹た か 

つて ゐて、 不 msl だと m 心って をった が、 今夜 女中の 話で 初めて その 原因が 分った のぢゃ 11 』 ^實と 

して は、 まだ 一 つ 云って li かせたい ことがあった. が、 自分の 妻に もた かって ゐ たと 云 ふこと だけ は I 

1,1:1 分の 姿のから だ を；；；^ にぎ 放で もした のと 同じ やうに 思 はれる の を 恐れた 爲 めに  云 ひたくな か 

つた。 その代り、 CI 分の 子の 場合 を 詳しく 語って やった。 そして、 き 際に M 情 もしながら、 子供 や 

寄生の 時代に は *  a 分 も經驗 があって 止む を 得ない と 云へば 云へ るが、 自分の 子 も その^ 湯に 這 入る 

とぞッ とすると 云 ふこと を 云って たの を a ると、 矢張り、 しらみた かりが 原囚 らしく、 湯に 道 入らな 

いと S が き、 蟲が 涌く とまた 道 入りた くなくなる の だら うと も。 そして の 爪に 黑ぃぁ 力 かたま 

つてる のに 氣が 付きながら、 『きッ と、^ のから だ 中に ひッ かきむしった あとが できて をる の だら う？』 

『そんな ものはありません』 との 答へ であった。 

『  』 うそと は 思った けれども、 『して 见 ると、 のから だは 喰 ひ 過ぎの 爲 めに でも 皮 ほまで がし 

ちゅうい 

びれ て をる の だら う —— 餘 ほど 注.；； 总 せんと 駄：： ：！ だ ぞ。』 

『そり ゃァ、 これまで にも 一 匹 一 一匹 は兑 付けた ことがあり ますが —— 』 

『話に よると、 それ どころ ぢ やない —— まく うちで 兑ら. れても ra るが、 衣 物で も蒲國 でも 讓 のと 


d な へ歸っ て 行 つ て からよ ぐ 調 ベ で 見 給 へ 。』 

レしる J.*  、 

ノ 『若し それと したら、.^ 親類で も 嫌 ひましよう から， もとく 通り、. 友人のと ころへ 行きます。 友人と 

に は 同じ 蒲 圑に寢 て を かました から、 同じ やうに たかって をり ましょうが —— 』 

. 『  』 姉 崎 は、 自分の 子供 もよ そへ M てゐて は、 11 年 も 「歷 した だから —— . ^たそん. 狀 態に 

： 一.^ つて はゐな S か 知らん と 思 ひながら ゃ蒲圑 やどて らは粲 てるの も 惜し S だら うが、. シケヅ や 股引き 

r いは どうし て ひ切 つ て 直ぐ 棄 てるが いい と 念 を 押し て や-つ た。 

『そんな ものです か、 あの 蟲の猛 勢 は？』 などと、. 增田 はまお 左 ほど 氣！^ 惡くも おそろしぐ もない か 

の やうに 問 ひ 返して ゐた。 

.  ,  ペコし ゆ 

『しらみの 爲 めに 苦しみ 死に をした もの も あるの だ 1 1 尤も、 • それ は 今 一 つ 別種の、 毛穴 にん』 ひ 込む 

やつ だが』 とも、 を どして 置いた。 

『ぢ ゃァ、 これから 行く さき をき めて まゐ ります』 と 云って？ 麋 がその 翌朝 こちらの 枕 もとへ 來て挨 

俊した 時には、 き 分 さして まことに 氣 持ちが 惡 かった。 一匹で もこ こへ 落して 行き はしな； S かと 思つ 

て だ。 

ふ ん 

.n 分 は ゆ ふべ 廐た のがお そかった ので、 少し 不斷 よれ も寢坊 をして ゐた。 

—.  ちょ 

.is^ に は 書生の 立ちの き 料に は餘る ほどの 金を與 へる やうに 命じて 置いた ので、 かの 女 は それ を 次ぎ 

わが チの ゃラに  プ 四 一一 1 
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ぢょ 

の 茶の 11 で 行して ゐろ やうであった。 それが £ 水の 禮を云 ふ 聲に終 はると、 また かの 女の- Si で、 

『然し、 まァ、 ちょ ッ とこ ッ ちへ 来て シャツの 襟を兒 せて 御覧なさい。』 

『  』 若し その 相手が こちらと 同じ やうな 舯士 であったら —— と 云 ふやうな. あわいね たみ も 出 

た。 が、 姉 崎 は矢ッ 張り あ ふ 向けに なった まま、 かの 女が， 搣が はへ 出た け は ひに 环 を かたむけて ゐた。 

ヒ 0 まやう 

g^E の シャツの 襟 うら をで もひッ くり 返して 见 たらしい かの 女 は、 やがて 頓狂に 叫び 出した、 —— 

『ぁ！ぅぢゃ.，^\ゐますょ —— ほんと に麥 つぶ ほどの が！ 左り の 方 は？ あ！ ひどい、 ひどい！ ちょ ッ 

とじ ッ として ゐて御 なさい ( 一 匹 をつ まみ ひねって ゐる らしかった が： r そうれ、 この 通りの が。 (手 

渡しで もした かと 思へ ると、 やがて) ぁッ』 と、 特別に また ひどく 叫んだ。 

『  』 その 叫び かたが 餘り 特別に ひどかった ので、 こちら も 床 を はね 起きて 出て 行って 兑た。 す 

ると、 かの 女 はた ださへ 大きな 口 を 明けて、 その 喉の 奥から 

『げ ッ、 げッ』 と 云って ゐ たが、 溜り かねた やうに して 便所へ 逃げ込む と、 直ぐげ ろ を 吐いた やうす だ。 

『； 體、 どうしたの だ？』 姉 崎 は まきの まま 立ちながら 斯う 聽 いて 見た が、 增田も 女中 もぁッ けに 

取られて返！^^-がなかった。 

*>ょ ねん 

『もう、 りました が、 ね』 と 云って、 妻 は 便所の 方から 橡がは を 歩いて 來た。 去年 住んで た 人が う 

►*«N だな 

んと乎 入れ をして 澄いた と聽く 庭の 藤棚の、 澤山 その 小い をむ くみ 出させた 枝々 をと ほして 來る朝 


ぢょ 

日の 光に、 かの 女 も 照らされながら、 『增 K さんが その 爪と 爪と で 大きな の を 一 つつぶ した、 そのし る 

がわた しの 口へ 這 入った のです もの II たださへ 氣 味が 惡 いのに！』 

『增 H の 血 を 吸って たの だから』 と、 張リ つめて た 心 も 滑稽に 碎 けて、 『さぞお 菓子の やうに うま かつ 

ただら うよ。』 

『もう、 云って 下さるな！』 かの 女 はまた 庭に 向って つばき をした。 そして 女中に 水 を 持って 來 いと 

命じた。 

『う ちぢ や これ だから 困る の、 さ。』 姉 崎 は 半ば 增 M を 今 j 度 納得させる やうに、 また 半ば は 自分の 爽 

けつ ぺ含 

の 我馒づ よくない 潔癖 を 責める やうに 云った。 そして かの 女に また 一 一度 目の 子種が 宿った ので はない 

かと 思 ひながら、 增 W に 向って 最後の 挨拶 をした、 『ぢ ゃァ、 行って 來 給へ il 友人のと ころなら 担 絶 

もしまい から。』 

『シャツ や もも 引き はす ッ かり 楽て て 改める つもりで すが、 お織り やど てら は 大丈夫でしょう、 な？』 

『ま ァ、 いよく 荷物 を 運んで からよ く 調べて 見 給へ。』 どうせ び 見す 知らす の もとく 通りに 返る 

のなら、 蟲がゐ ようが ゐ まいが こちらの 問題ではなかった。 

『鬼に 角、 それで は 相談して 來 ますが、 どうか 惡 からす 11 これ も わたくしが 不都合で ございました 

のです から』 と 云って、 增 田が 出て 行った。 その あとで、 

わが 子の やうに  一 叫 }d 
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『では- お父さんのお if  i に 出ます』 と 別れの S をして 行った §後ろ 姿が 思 ひ 出され 

た。 今 回 の 重と i つて、 まだ 少しも ぼ£れ§ めに 强情 でも あり、 また 口 もよ 4 けなかった け 

れ ども、 もう、 口 本 橋へ 行って からお ほかた 半年ば かりにな つた。 

3E さん は 知らなかった なんて、 うそです よ。 ねィゃ i くと、 Isl 前に は ぼり くと—』 

逢 その がめ て， あたり I 手で 八方に 扱きむ しる I をしながら、 『8、  *K く は、 きッ 

と、 u:^ て も ゐられ なかった さう です の。』 

『大き いのが どこに ぉッ こちて をる かも 知れん ぞ。』 

『 .：：：： 』| その 足 もとから 板の 上 S の 上 I ベながら、 害 生 I まで 行った。 女中 も そのつ も 

りで か、 立って ろ あたり を 小い^ をで も 失った かの やうに 採して ゐた。 

『&恥 や 衣 物 を 一 つに まとめさせて あるか？』 

『そ；： i はちゃん として 行き ましたが、 ね — 』 

『 ……… 』 それほど 素直に 分って る ものが どうして あんなに 先妻の 如く 不精な のか 不 m 心 であった。 

けれども、 ま i 生で、 年 も 行かない の だ あへ て やる と、 如：^ にも 冷淡 さう に突ッ 放した のが 可哀 

さう でもあった。 

『ぃッ そ？ と、 あなた は 想して 51 へ § て、 お SMu ん にす ッ かり 蒲で も 洗って 让 立て 


直して お 貰 ひなさい よ。』 妻 は 新う 藥に勸 めて ゐた。 

『さう だ、 それが 1;^ ハの爲 めに は 11^ いい 迸 だが』 と、 こちら も ta; 成 はした。 先妻の やうな： 小 精 もの も 

またと 世に あるまい から、 親に 行き さへ すれば、 直して 吳れる だら う。 ついでに、 あの ひ 辛 坊をも 

直させる やうに 手紙 を 誓いて やらう かと も考へ た。 

午後に は 小つ ぶの 雨が 降って 來た。 その そら を兑 ると、 そらが 一面に しらみ だらけと 想像され た。 

『もう、 が 近いが、 春になる と、 花見 じらみ と 云って、 衣 物の うらに をる のがお もてへ いくらでも 

這 ひ 出して 來る もの だ』 とも 云ひ聽 かせて やった ッけ。 

さッと 卷 さめ まが ひの 雨が 降って また やんで しまった ゆ ふが たにな つてから、 は g: び やって 來 

た。 妻 は 三味線の 糸 を 買 ひに 外出して、 うちに ゐ なかった。 が、 渠は 羽織り こそ そのままの やう だが、 

きんち やう 

したの 物 はすべ て 取り 換へ てるの を ：n^ ると、 ゆ ふべ からこ ちらが 渠の担 絶の ぬめに 餘り 緊張し 過ぎて 

ゐ たやう にも 思へ た。 

『奥さん は 勿論、 先生 も、 わたくし などから 兒れ ば、 少し 潔， m 過ぎます。 ま s:!^ 仲 1^ にしら みの 五 匹 や 

六 匹 は 左 ほど 苦に もなら ぬ ものです』 と、 藥は 云った のであった。 

『  』 こちら は 一 匹で もゐ たら 困る けれども、 そのみな もとが さッ ぼり となれば、 もう、 それで 

いいので はない か？ 

ゎ，^>-十のゃぅに  一四 七 
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『^1 さへの がれて しまへば、 先生、 奥さん も 御 承知の 上で また 使って 下さいます か？』 

『そり ゃァ — 』 とまで はおへ たが、 蟲 のみな もとはた だ シャツ や 衣 物の やうな うはべば かりにと ど 

まらぬ こと をも考 へて ゐた。 『ついでに、 ！^；；のぉ紫子病も旌って來さへすれば。』 

见 に.^、 け ふ は-入：： g が惡 いし" 四 f^, 口中に 圃へ 行く かも 知れない から、 W 物 はそッ くり 预 つて s い 

て^れと 云 ふ 賴みを ぼして 歸 つて 行った。 友人が 來てゐ て も かま はない と 云 ふから と 云って。 

『紀^の 國は ST なしが はァ のみな ァ かみ ィに』 と 云 ふの を、 子 佻 や 女 巾と 一 树 になって 舞 似 もし 出し 

た 無 邪氣な i^ir 年が、 恐らく そのこれ までの 一生 中に 初めての 大打擊 を かう むって、 出て 行った の だ。 

S 戒 的に は 本人の はめ 一 っの逃歩になるたらぅと^i=?へれば考へ るほど、 人 ごとで はなく、 わが 子の そ 

れの やうに 感じられた。 

『今 そこで 增 W さんに^ ひました が、 ね』 と 云って、 妻も歸 つて 來た。 『しほく して 行く のが 可哀さ 

うにな りました から、 すッ かり 直ったら また 使って あげます から、 ね、 とー；ムってが^！きましたょ。 それ 

KJ ろ I？ ソ 

でい いでしょう —— 別に、 何も 泥 枠した わけで もな いんです から、 ね？』 

『うん、 それでよ からう が 11 』 姉 崎 はた だ 斯うば かり 答へ て、 增 m の爲め をば かりで はなく. わが 

子の こと も考 へて ゐ た。 何とかして 惡 いくせ が 直り さへ すれば、 いつでも S びうち へ 呼び返 してやる 

つ こと。 ——  11 (太 正 八 年 一 二") —— 


•    ■ 森 
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『そり ゃァ、 一 m、 どう 云 ふわけ なのか？  f し を拔 きにする 人 は それだけ 宿 i けがない と 云 ふ 

ので、 ょそへ行って吳，^^5のか？ 多分 さ うだらう。 さう にき まって る』 と、 變墓 にまで 

も斷 〔儿 してし まった。 そして 今夜 だけ はおと まりに なって と 云 はれた の を も ふり 切って、 わざく さ 

して 來た ij^ を a ぐ 出る ことにした。 田 <sc ものめ が！ 二食 主義 を儉 約の 爲め にやって るの だと =ル たの だ 

らうから、 かねさへ， 約束に してやれば、 それで 向 ふに は 何の 申し わけもなくな るの だら うが、 く 

ゎッと あたまへ 來 たので、 そんな 謠歩 をお となし くす る だけの 餘地 もなかった。 

け ふは^に、 築に 取って *  めから 面白くない ことが つづいた。 來 京の 家 を 出る 時には 俄かに 小さ 

めが 降って たので、 にもから 傘 を つて 出た。 電 単のう へで は、 友人に 出逢った 爲 めについ 市場 

の など を- II いたり 語ったり して ゐて、 まだ 半分 もっか はない 回數券 をう ッ かり あして しまった。 

兩^ 停ポ場 前で 下りて、 今 I つ 云 ひ 忘れて 來 たこと を ハガキ で 出してから、 クト んが ないでも いいの をき 

いだ 爲 めに、 停^^丹勿前の石のぅへで日ょり下駄をすべらして、 膝 を 突き、 膝ッ こへ すりむき 傷 をつ け 


『おとなの ろんだ の ァ見ッ ともない ものお ァ、 な。』 

しんけい  メ  , 

さう、 向 ふが はに ゐる _aHK どもが 云って るのに も神經 がいら く t た 

『  』 ころばう が、 起きよう が、 こちらの 勝手次第 ぢゃァ ないかと 云って やりたかった が、 £< 

どもが 相手な ので、 わざと 見向き もしないで 切符 口へ 行った。 

旅行に 出て 少し 海の 穴ニ氣 をで も 吸って 來 ようと 云 ふその. 原因なる 祌經 衰弱が すべて そんな 失敗 を さ 

せる の だと 思 ふと、 それ も 止む を 得ない の だが — 

幸 ひに 直ぐ 乘れ て、 直ぐ 1^舉 であった ものの、 途中の 驛を さして 來た ところと 聽 きちが へた 爲め、 

あまり 速くつ いたと 思 ひ あわてて 額 を 出して 兑 ようとして、 がらす 窓に ぶっかった。 明いて るの だと 

思って だ。 こんな ことで は、 昔 ど ほりの 横す ぢをニ 本、 がらすに まだ 必耍 とせられる ではない 力 1 . 

E 合 ものの やうに？. 

それから、 稻毛驛 に 下 isl. すると、 あかりが さッ ばりつ いて ゐ なかった。 汽 a. が 行って しまう と、 た 

ッた獨 りぼッ ちで 全く 紫樣 なと ころへ m はき 去りに された やうな 感じが した。 手 さぐりで 段々 をの ぼり 

隨を向 ふへ 下りる 時に、 ゃッ とその 下から がんどう 提燈を さし 向けて 吳れ たもの が ある。 多分 驛 ねだ 

らうと 兒て、 半ば 獨り 言の やうに だが、 

二食お us  *5  -  ^  . 


泡、 I 八.^^ ぉ七卷  一 五 二 

『ひどい ぢァ ないか —— まッ くらで？.』 

40.^ 一つ ち 0 

『  』 向 ふに は；^! おがな く、 その 提燈 をお ろした ので、 また まッ くらにな つた。 

この^に は、 然しもう、 段 をお り 切って 改札口の 方へ 近づいて ゐた。 あたまば かりで なく、 足 も ふ 

らふら T るの を、 

『おい、 I 氣 @,』 と 呼んで、 見 おぼえの ある 名の 弓張り 提燈 にち から 付けた。 そして それ を さし 上げ 

てた ものに を 呼べ と 命じた" 

『s^;s が" えてし まって 11 こんな ことが 月に 一 一三 鹿 はあります』 と 云って ゐた。 

市へ 京の 方が 低く 一  而に あかく 见 える だけで —— 月の ない そら は ャ：： ffK の提 泣の 火が うつる 範^ 以外 を 

ッ くらであった。 火が 多少 こちらの 兒 おぼえ ある 道 を 押し ひらいて 行く と、 S "の 高い 松^に 

這 入り、 松の でこぼこした 极 もと をと ほって おのお ほ玄 關へ來 た。 

竹て 閉院の {na さまが i.llig れた 時、 丁 K この 玄關の うへ なる窒 に 新 俳優の 夫婦が 來てゐ て、 子 

供のお しめ を 柳： 十に ほして あった。 ， 糾以 つて そんな ことのない やうに. と 通知され てゐ たさう だから * 

それに も： g らす さう してあった の は わざとであった らしい。 ども は 警察官と 共に 怒って その 俳悛 

くわん" - * 

のぶし つけな 何とか 處 分しょう と 立ち S いだが、 却って 寬大 なせ！ 1 さま は 笑って そのまま お許しに なつ 

^^o その 数 口 後に も：.：^ はこ こ、 來た ことがあ るが、 ここ も 今 電氣が 消えて ゐた。 


がらすの 板に 園 まれた ランプの 光りに みち 引かれて、 鎮は 山の 上なる 一 つ 座敷へ 行った。 つれ 込み 

に は 持って 來 いのと ころ だら う。 11 りで 寢 起きす るに は 少し 凄い ほど 寂し 過ぎさう だが、 どうせ In: ら 

く I ん養 する 爲 めだから、 これ も 亦 一 興であった らう。 

番頭が 飽 まへ を 明けよう としても なか かなかった。 踏み石の 上に S いた ラ ンプを こちらが さ 

し 上げて 見せて やっても、 矢ッ 張り 明かなかった。 

『これ は 遠って ますから』 と 云って 取り かへ に 行った の も、 亦、 一 つの 面白くない ことであった。 神 

經の 衰弱 は いろんな ことに 緣喜を かつがし める やう だ。 

： 横の 方なる 松の 极 もとへ 行って 小便 をして ゐ ると、 これ はもと から ゐた 答の 年 $F 女中が 火鉢 を 持つ 

て來 た。 が、 勞 れてゐ るので 暫 らくだ ッた とも 直ぐ 愛嬌 を ふり 撒く 氣に はなれなかった。 

やがて 別な をと こ 衆と 共に 鍵 を 持 つて 今の 付 頭が 返 つ て來 たが、 

『/0 んな 間遠 ひ をして 置く の はいけ な いぢ やない か』 と、 横柄に をと こ 衆 を 叱りながら 戶を 明けた。 

『もう、 澤山 明けなくても いいよ』 と 命じた ので、 二 枚に とどめた。 そこの 四疊 半に あがって から 

例の 二食 主義 を かけ 合った の だ。 氣が 向けば また 十 H ばかり もゐ ようと 出い〕 つたから である。 が、 道现 

ド， よちう 

で 番れが あまり 面白い 返 をし ないで、 び 茶道 儿ハ をお. りに 行って 來た 女中と 入れ か はりに 去った。 

けれども、 それでい いこと と m4 つたので、 こちら は 少し 氣が 落ちついて 茶 をす すったり した。 そし 

二食 主義者  1 五三 


^七^  -i 

て^?,.. に はう ちで 這 入って から 來 たので、 今夜 はやめる ことにした。 時計 を见 ると、 もう 十 時 二十 五 

分に もな つて ゐた 。酒で も 少し 飮ん でぐ ッ すり 眠れば よかった ので、 一 合 だけ を 命じ 添へ た。 二 合 も 

飲めば、 いつも 苦しくな るの を 知って るからで ある。 ところが、 それ もまた 二食 主義 と共にた だけち 

奥い 兑られ て しまったの だ。 

『あの、 を かしな こと を 云 ふやう です が、 な—』 と 云って、 §3 らくして から 立ち 戾 つて 來た女 巾 力 

s にくさう にから おをひね つたり し i つたき ろで は、 さう 云 ふ 註文で はう ちで は * でし  1 くい か 

ら、 ここり を 右へ ちょ ッと 行った ところに 上 總屋と 云 ふの があって、 近 ごろ 新ら しい 座敷 も^てた 

し、 よくお^ を歡迎 するとの こと だ。 

『 ……… 』 は それ を 3M まで 聽 かすく ゎッ となった。 『あたまから よそへ 行って „. ^れ ろと 云 ふの だ 、ね。 

よし！ もとの^ 頭さん が ゐれば 知つ てること だが、 おれ は 前に も 十日 ばかりと まって た ことがある 

が、 矢ッ 張り、 二食で あつたの だ。』  ： か， 

『近 ごろ は 11 然し 物が 高く たりました ので』 と、 女中 は 相 變らす 云 ひにく さう に 辯^した。 

『物が^ければ 二食 を 高く 取れば いい ぢゃァ ないか？ 習 恨 上ぬ はない と 云 ふ もの を 無理に 三食 やって 

吳 れいな どと は、 田舍 ものの 主人で なけり や 云へ ない こと だ — 馬鹿々. <  し いやつ だ！』 

『では、 ちょ ッと 待って 下さい。』 


『いや、 もう、 何もお 前から 主人に かけ 合 ふに ゃァ 及ばない。』 斯う 鎮は 矢ッ 張り 多少お ぼへの あると 

思へ る 女中の 横が ほに 向って 云っての けた。 『も ッと 安い 宿が あるなん て、 容に對 して 失敬き はまる 云 

ひぶん ぢゃァ ないか？ おれ は 安け りゃァ 三食 もす ると 云 ふん ぢゃァ ない！』 

Si ま 

『  』 女中 は 氣の毒 さう に默 つてし まった。 

と う  だい 

『  』 渠も默って籐の小籠をひッさげて庭へ下..^た。 そして 言 難 を 少し おだやか にして、 『代が か 

わった の だ、 な？.』 

さ .  くわ つ ろ 

『化 はか はりません が』 と、 女中 も 活路 を 得た やうに なって、 『番頭が かはリ ました。』 

『ぢ ゃァ、 その 爲 めだら う』 と 云った ところへ、 その 番頭が やって 來た。 

『今夜 はもう、 おそう ございま すから  』 

『いいや、 とまらない。』 渠 はくらい 道 を 下りて 行きながら、 『何とか 別な 云 ひかた も あ. OS さうな もの ぢ 

ゃァ ないか？』 

『どうもす みません。』 

『まるで 田舍 者そッ くりの 云 ひ 分 ぢゃァ ないか、 東京で は 二食 主義 を 行す る紳 土が 幾ら も ある の 

だ！』 

『  』 

二食 主義者  1 五 五 


^$-0  ^七卷  一 I ブ 

海に 向った ぬ がまへの 高みで S 、は SS の 提燈に 離れる と、 また 一 とき M ッ くらにな つてし まった。 

犬の 一 匹、 こちらに向って吠ぇながら逃げて行く^^が聽ぇた。 以前に ゐた あの つんぼの しろ 犬 はどう 

したたらう 11 つんぼ だから、 ろく に^える こと もで きす、 そして 手 3爲 似で 呼べば どこまでも あと を 

ついて 來 たが？^ れ もちやん と は 飼って やらない けれども、 子供の ほかの 誰れ もに あはれ まれて ゐた。 

な > ざい  T  , 

は 或 F、  .z: 分のへ A ふ 飯 をそッ くり あの 犬に ぶちまけて やった ことがある。 S 在， TnsE を，^ だ 力めし 

がう まくない と 恐って たら、 それが 南京米であった ことが 分った。 そして その 朝、 直ぐ 海 氣館を 引き 

上げて しまった。 けれども、 今夜の こと はま さか その 時の こと を 誰れ かが おぼえて ゐ ての 仕返しと も 

思へ なかった。 知って る ものが あると すれば あの 女中 だが， それ もこ ちらの 額 さへ 左 ほど おぼえて ゐ 

なかった やう だから、 まさか 11 。 

もくぜん  •  I 

n が 段々 やみに 落ち 付く と * 正面の 海が 門の 兩方 のく ひの^から、 直ぐ 目前に 白，、 見えて 來た そ 

れ がん 右へ 全く ひろがって しまう と、 攝は海 -岸 のじ やり 道へ 出て ねた。 も 白く、 梅 も. S くて、 自分 

の 周 HI を もやが 立ち^めて るかの やうに $陸 のけ ぢ めが 分らなかった。 子供の 時に 聽 いてる 海坊主と 

やらがぬ ッと现 はれて、 その 大きな 乎で 以 つて 自分 を 深いと ころへ 引ッ 込んで しまっても * 今なら 

雜れ にも 分らないです ハ：. だら うとお ぞ け 立った。 

入 ど V.- り もな く、 かたが はの もす ベて 寢 しづ まって る やう だ。 而も  一 二^前に. がた 時と は 殆ど 


すッ かり 遠って るら しい。 ここ も 一昨年の^: がで やられた の だら うと 思へ た。 門 から 二三 軒 に 小い 

けれども 新ら しい 窒も できた 宿が あると 云 はれた の を、 幸 ひに まだ 起きて たので 親む ことにした。 

『一 體』 と、 鎮の心 は、 ^し、 まだ 直ぐに は納ら なかった. 『おれ はた だ 二食 主義の 爲 めに 嫌 はれた の 

か？ それとも 、^に またけ ちな m?: だと 兑 える やうな こと を； K つた か？』 若しけ ちと 2:^ る 方から 云 へば、 

恐らくき てう めんに 物 を 云ふ扠 はすべ てけ ちで あらう。 ただ 酒を飮 みたい から 一本つ けて 來 いと 云つ 

て、 飲めないで すんだ だけ は默 つて 殘 して 置き、 蕩ぃ 習慣 通り 三食 を 持って来させて、 哈 ひたくな け 

れば #A はないで 置けば， 人は甚 ぶ だら う。 が、 こちらに は 無駄な こと だ。 自分 は豫 おの 十 H なり 十五 

曰な り を 無駄 をして まで 人 を 舌； I ばして ゐる こと はでき ない。 そこ をけ ちとす るなら けちで もい い。 た 

だ そんなと ころに 厄介に， なりたくな いだけ のこと だ。 . 

今一 つ へて 见 ると、 こちら は 人と 習慣が 遠 ふから 人よりも 少し 食料の 割り 合 ひ を 高く して „1  犬れ て 

も かま はない と 云へば 云へ た。 が、 それ は 向 ふで は 云 ひ 出せなかった の だら うし、 こちら も 亦お だ や 

かに は 云 ひ 後れて しまった。 

『きッ と 額の 回い^^ のせいで しょう』 と、 蠟燭の 火 を 大きな のと 取り かへ に來た 第二の 宿の 主人が 

云った。 ここへ 來 たわけ は 初めに ちょいと 聽 かせられて たので。 

『あれが いけない のかい？』 鎮に は、 顔ば かりで なく、  n も 五分刈りの あたま も圓 くくりく した 另 

二食 主義者  一 五 七 


の ありさまが はッ きりと-汀んだ。 それが § にも I で以 つて 山の f 愚って S たのであった。 

^现 で、 .^ヒ を 鹿に すると 云 つて やつ た 時 返 一 梨 をし なか つ た。 

、 、 )- - )^.^^.'^  I  、ょク ま にこ。 こ，. ぶ (だ も、 じ やうな ことで お 

『あの^  一.^ さんに たつてから あすこの^ ふり 力 力 はり また cfv/  I  A, 

こって うちへ まられ たお^さん がご ざいました。』 

『 ……； 』 矢ッ f  ニ薩 を云 つ た II か、 is  . あまり 飲めない こと を兑 せた 

はめ だら うか？^ はまた じ ん= を：^ て 勝手にけ ち 臭い ものと されて しまった めだら うか？ 

ふと ひ 出す と、 あの 女 巾の ことであった。 あの が ほ はちよ ッと こちらの 知って る 某 子 0 の^し 

f こなん^ r さんに 似て e た。 巧せ ぎす で、 三十 五六の、 がすら りと；： M いところ も、 兑 おぼえが あ 

ると H さたの は、 n§-^^i^^if.  S に 於いて 知って たからで あ 

る。 それにして は、 然し、 ■ に おって 坂 をの ぼって 來 たお、 あの 物 m れて いつも S しげな 

物 ご 1 で、 

『お 久し：：：. へりで-,;、 な』 ぐら， Q のこと は 云 ふべき であった。 さう すれば こちら もい M ぐ 

『こんた ところへ 來てゐ るので すか』 と 少しび ッ くりして 叫んだ でも あらう。 

い 友人の で 初めて 物好きに だが かの 女 を その. 的^ 0 惜り 二階へ 訪^して から 


M がまた きまらない 時であった から、 都 竹に よると、 H ひ 受けようかと も m4 つてた 力 . 


1 一度 目の 

三 四 度 も 


訪問 をつ づけた。 どうせ 旦那 取り をして ゐ るか、 それとも それ を 望んで 探して ゐ るかの やうす であつ 

た。 人 は 年が 若い ので あんな 婆々 ァぢ ゃァ眞 ッぴら だと 云って たが、 或は 一 度 ぐら ゐは當 つて 見る 

野心 もあった やう だ。 

何と 云っても、 美人で は あるが、 獨 りで 自炊 をして ゐ ながら、 生活 鸷が どうしても 七十 圓は かかる 

と 云って るので、 とても 手の 出し やうがなかった。 そのうちに ハガ キが來 て、 

『今度 わたくし は 人の ゐさ ふら. ハに なって 行きます から、 當 分お HI にか かりません』 と 云 ふ 文句が 書 

いてあった。 で *  n かけに でも 行った の だら うと 思って た。 

K>. よ  やわ い 

あれが 若し^して かの 女なら、 意外 だ。 向 ふ も 亦 意外な ところで 出くわして、 きまり 惡 かった 爲め 

電氣が 消えて て ランプの あかりの うす 暗い の をし ほに、 とぼけて ゐ たの かも 知れない。 斷 わり を 云 ひ 

にくさう にから だ を ひねった りして ゐたッ け 11 。 ぅッ かりして ゐ たので、 今 I 度 念 を 押しに 行って 

ぢょ 

もい い。 が、 若し かの 女と は 取っても つかぬ 刖人 でで もめったら、 こちら は耻ぢ のうは 塗り をす るば 

かりで はない か？ 

然し、 今 一 度 行って 見よう か？ いや 何でもな いこと を あまり 考へ 込んで るので あったら、 これ も自 

+' ゐム. 3^  く 

分のから だの 衰弱して ゐる せいに ならう。 どうも この頃 は、 その 爲 めに 相 遠ない が、 1 つの 糸ぐ ちが 

あると、 それから それへ と 取りと め もな く 下 だらぬ こと を考 へて 行く。 これ を 直す 爲 めに 出て 來 たの 

二食 主義者  1 五 九 


泡 ％w 仝^  ^七卷 

ではない か？ 

见 に.^、  はこ こに 前のと はす ッ とま づぃ 宿屋の 1{1^^で蜒燭の火を珍らしぃ物として兑っめなカら* 

前の 番頭 や，^ 中に された 自分の 現^から これまで にも 經 過して 來た 所謂^ まづぃ 人生 を 返り".^ な 

いで は ゐられ なかった。  i 

『人生 はお のれの ¥C にしかない』 と、 或 人が 雜 誌で 云った の を a た ことがある。 ，H 分の やうに m や， - 

上の こと は 也 人に おへて K はないで はや r へられない 者に は、 人の 言 紫のう ちで 自分が いいと m 心った の 

を 俗 じて 行く より 外に 迸がない ので ある。 二 主義 も矢ッ 張り その 一 つで — 初めは 半ばけ ちな 考へ 

も卞 つて ゐた。 或 新 ii で、 ふと、 この， 一 g のい いこと が生现 上、 時^ 上、 並びに 經濟 上から 設^され 

てゐ るの を： た。 

その 顷は， r ゅづ りの ヒ 全然 失敗した あとで、 まだ 自分の 職業が 殆ど 不^で あ つ た。 いろく 

やさな 仕 や： ト r を 人から 人に 紹介して、 儘 かの ロ錢を 取る のが 收 入のお もな ものであった。 從 つて、 先づ 

^一に 二 I 義に ましたの は經 上からで あった。 米 や 副 裹が儉 約になる f うと 思って だ。 ま 

だ おがりの 妻が ゐた 時で、 

『あんまり けち 奥い やう だけれ ど』 と 云 ひながら も、 かの 女 も 不同意ではなかった。 が、 使って ゐた 

嬰ァ やが それが 爲 めに 逃げ出して しまった。 


TET 鹿な やつ だ。 一 一皮なら 一 一度の やうに 割り 合 ひ を 多く 喰 ふから おなじ こと ぢゃァ ないか .1 その上 

に 手が^け て』 と、 渠は あとで 妻に 語った。 寶際、 コ 一度に 三 杯づっ 都合 九 杯 喰 ふより は、 二度に な.. 4. 

づ つで 十 杯の 方の 多い ことが 分って 來てゐ た。 その上に 手 まが 省け て、 段々 とから だに も" ェが ひがい 

ぃのはi^^Mでぁった。 

けれども、 また 逃げ出され るの を 恐れて 女中に は 1$ び この 主義 を 押し付けない やうに する ことにし 

た。 すると、 今度 はまた 別な 理由で 妻が 逃げ出して しまった。 

『いつまでも こんな： i}- 活 をして ゐ たって、 仕 かたがな いだら うぢ ゃァ ないか』 などと、 鷹々 り 返し 

はって.^ 

て、 こちらの 仕事が E:j ふやう に發展 しないの を 不平が つてた の だが、 下 だらぬ ことから 喧 f. を 吹ッか 

けて 出て 行って しまった。 それ もお もて 向きで は 二食 主義に 少しも 關 係がない と は 云へ なかった。 か 

かる 種類の 女と して 經濟 がへ たなので、 こちら は 一 週 昍每に 改めて 毎日のお かすの!^ を： S ら へて、 そ 

れに相 常す る だけの 小 使 ひ を 渡して 置く のであった。 すると、 或 週の 終はリ にかの 女 は 持ち してね 

る 小 使 ひ をす ッと 超過す るの も かま はないで、 まぐろの 刺し身 を 取った。 それが 無邪氣 になら おこ. ジ 

もしなかった の だが、 どうしても わざとら しかった ので、 

『不都合 ぢ やない か』 と责 めて 見た。 

ぢょ  ►* だん 

a  』 かの 女 は それ をき ッ かけに して、 不斷は 何とも 云 はないで 來 たことまで を 持ち出し、 『人並 

二食 主義者  一六 一 


ニハ 

l^^m ぉ七卷  <  , 

み s の もの を i にして. - るの だもの、 少し ゃァ おいしい 物 をた ベた ッて』 などと 云 ふい. 5. て 

『ぢ ゃァ、 ？ にしろ 丄 こちら は、 つい、 この 叫びの S ひで ちゃぶ 裏の 一方 を はね 上げた から 溜ら 

ない。 きうへの 物が ひッ くり 返って、 躡 ちた の もあった。 が、 兩 方から おさい のまぐ ろに は 手 

を" さないで、 Hi?. その i きた だまば かりで ぼ-くす ませた。 ：んす 

その 晉、 _ まら W て ゆ ふかた S つて 見たら、 かの f がの 姿 は 見えなかった。 かの 女の 第笥 もす つ 力 

りから になって ゐた。 § けだけ にも， もと ivs はかかった 女で あるから、 さう 1 に 逃が 孝 

、つもりで、 い 常り、 心 f  £ ッ かけて 行って I。 母 t て 逃げた だけにな かく その 行 i が 分 

ら なかった。 1 つに は、 かの ぎ 老いぼれ おや ぢが 死んだ の をし ほに して、 II flex 

见 たくな つたので あらう。 S 陶にゐ るかの 女の 妹 II これ も 人の めかけ だ — まで は 身受け 料に £1 

る を 巾し 込ん i いたが、 ほんの、 うはべば かりの 申し わけが 來 たばかりであった。 il 

を かけて 靜 岡まで 行って 见 たが、 一 一度と は 行く もなかった。 

いつにな く？ g し^-が をん な だてら に 酒に 醉 つて 夜 遲く歸 宅した ことがあ るが、 それ を 

『もとの gsl 友 だち に 逢って 久し振りに ふたりで おそば 屋へ 寄って ゐた』 と 云った の は眞ッ 赤な うそ 

で、 —これ は あとで 分った こと だが— もとの いろ に 途屮で 出逢って、 その 時 既に その 方へ また 


行く 氣 になって たので あらう。 

X とく 

渠は 却って それから 自分で 自分 を 一 曆 I お.^ させた。 そして 自分 も 人並みに 戰爭の 餘德を 受けて、 瓦 

おちあ ひ 

斯に關 する こざく した 機械 や 道具 を 製造す る 今の 工場 を 落 合に 持つ やうに なった。 そして 友人の 紹 

介で 二度目の 妻 を も 持った。 これ は 前のと は 違って 決して かねで 買った ので はない。 その 代リ、 つれ 

し ：- しラ 

子が あって、 もう、 五 歳に なって ゐた。 信 州の 女 だが、 物好きに 自然に あく がれた とかで * どこかの 

ん そく 

山奥の 小畢 校へ 敎 員に 行って た。 あしかけ 一 一年ば かりの 末に 遠足が あって、 生徒 と共にと まった 宿で、 

かの 女 は その 校長の めに 夜、 夢うつつ の あ ひだに 無理な こと を 行 はれて しまった。 母に 來て K つて 

直ぐ 辭 職の 手緩き をして しまった。 が、 たと へ 本人に は その 氣が なかった と 云っても、 まだ 十九 や はた 

ちの 時であった から、 たッた 一 回の ことで 自然に の 種 を 宿した と 見え、 知らない うちに 妊娠と なつ 

たの だ。 それ を いつまでも 私生兒 として 置く の は可哀 さう だし、 こちら もまた 自分の 妻に そんな 物が 

にんて. S 

あるの は不名 ま： だしす るから、 自分の 子と して 認定 を もして しまった。 それ を 十分 恩に 着た 爲 めか、 

t なほ 

妻 はこ ちらの 爲め にいと も 素直で しとやかに 立ち働いた。 生まれ もよ く、 相當 に自發 的な 敎有も あつ 

て、 1!|^<?ぁがりなどを持っ てゐたこちらに取っ て は 可な り 不相應 なほ どい い 女房に 見えた。 

『s?5 は あんな 子 tl のでき そくな ひな ど贳 はないで よかった。 案外な 儲け物 をし たんだ ぜ』 と • 友人 も 

冷 かし 半分に 云った。 

二食 主義者  一 六 ni 


1 六 四 

『工場の 方 もやが て ii が 行 くだらう し』 と、 £X も I 接に 妻 S つた、 『お前 はま じめ だし。』 

,、、 ^々と 親しみ 合って 行く うちに、 たッた i だが、 人 問の I まし さが かの 女に歲 えた こと 

• が ある。 忘れ もしない、 卷 めいて 來た =1 の 午前であった。 

『け ふ はお ^1 だから、 お 萩 をし ましょう、 ね』 と、 妻 は 云った。 

『それ もよ からう。』 こちらに は 大抵の ことに i はなかった。 が、 ふところ 介 ひに は 火い に 反 對が あ 

つた。 夫 の あ ひだに 立った 紹介者が こちらの 近い 將 f 發 f まで も 現在の 勘お に 入れて、 大分に 

いいこき かのお に ませて あった？、 それ を わざく きる まで もない と 思 ひ、 こちら も かの 女 

に まだ < まの 收 入な ど は 知らせて なかった。 5 の 工場の f 主にな つたと I ひながら、 ゃッ とな 

れた ところであった から、 まだ 苦しい やりくり i をば かりやって ゐた。 この 時 も その 前" に 5 村 

キ 入の め.： りッ たけの かね を拂 つた あとの ことであった ので、 暖 味な こと を 云った あとで だが、 

『然し、 今 かねがないよ •』 

『それ ッ ばかりの？』 かの 女 は 不思議 さう でお つた。 

!『  』 ,、 . ；.. る，：^ になって は、 かねと 云 ふ も Q は 僅かな ことで もさう ひ 通りになる もので^ 

X 飞 ly  *ヒ 0 

『おや ァ、 よしましょう —』 かの！？^ の f  く 引き締まった f は、 一 しほ 引 I まった f の繁 


ちゃう だん 

できて ゐた。 そして こないだ ぢ うから 『少しお いしい 物 をた ベなければ』 と 冗談に 云って たの をい よ 

いよ 本氣に 直した かの やうな 燒け氣 味に なって、 茶碗に 殘 つた 飯へ 湯 を かける が 早い か、 ちゃぶ/ \ 

ぢょ 

とその 箸で 以 つて 口の なかへ かッ 込んだ。 かの 女 は その子に したら いけない と敎へ てること を 自分で 

以 つて やって 見せた の だ。 

『  』 こちら は 私 かに 何たる あさまし さ だら うと 思った U 新うな ると、 Si 者 あが リ よりも 良家の 

出の 方に 寧ろ その あさまし さが 目に 立つ のであった。 ^ひ 物に は苦勞 もな く 田舍の 大家に 育った もの 

しんぼう 

は、 却って、 如何に 敎宥 があって も、 こんな 時には おとなしく 辛抱ので きない ものと 想像され た。 一 

般の 父兄が 子女の 行儀の こと を やかましく 云 ひ、 世^ 體 では 不正直 や 不便 を 感じても なほ rn_. 喰 ひ 物 や 

勘 { 儿 のこと に 成るべく 鶴れ ないやう にす るの は、 尤もな ことおと 思 はれる。 それに 比べる と、 二食 主： 

義の 如き は精祌 上から 云っても 寧ろ 正直で も あり、 また 便利で もない か？ 

けれども、. その 初めは 矢ッ 張. 分の 胃弱と 貧乏からの 思 ひ 付きであった。 それまで は 食廢， お.： 飮， 

んで： たり、 太 EEZ 散 を 絶やさない やうに したりして ゐ たの だ。 如何にも 貧乏く さい。 先 が：， げた 

の も 詰り その 爲 めなら、 今の 妻が 思 はすち ょッと 化けの皮 を 現 はした の も その 爲 めだ。 一  、 今では、 

もう、 ゃッ とそん な 恐れ はなくな つた。 工場が ますく 發展 して 小た からで ある。 發明品 も 一 つ 特許 

を5^f=i。 こないだ も、 兄のと ころへ 自分の 成功 を. Elt! しに 行く と 1 兄よ めが こんな こと を 云った： 

二食 主義者  二ハ五 


泡 鳴 仝 築 第 七お 

『誠 I さん は 餘ッぼ どよ くな つたと 見える、 わ、 前に は どこそこへ 行く から 兄さんの 置り を 贷し、 

て n4< れいな ど 云って 來 たのに、 の S ぢゃ ァ、 來 るたん びに 衣 物が 遠って る もの！』 

『こり ゃァ、 なァ に、 女房が ゐ ますから。』 若い 妻 も 鎮自， せに は 一 つの 誇りであった。 

『いくら 奥さんば かりが 若く ッた ッ丫  .  せい-； 

『  』 それに は 遠 ひなかった。 妻が ますく 熱心に なって 來 たの もこ ちらの 成お の爲 めだ。 

その代り、 また、 前の の やうに 子宮 病で も 何でもない 女で、 割り 合に す ッとハ 牛した なのが 紫、. - であ. 

る はめに、 こちらの ffi 氣 はさう かないの である。 

I:!: じ S 寵の爲 めに この if へ來 たので も、 前に 造 ふやう に 行かぬ i の 疲れであった 力， 今 

は 少しの あ ひだ をで も 妻から 離れて ゐ たい 爲 めに だ。 これ は 二. 望 義で 直せる もので はない この、 ョ 

，方 は D 分で は、 もう、 不 g は 忘れて ゐる ほど 自然の S にたって るの だが、 今 ^れを P 

. ^こ は 不ぉ然 に 海氣^ ではね 付けられ たので ある。 そして そこで も來京 紳士の 新ら しい 習 恨と 云 ふこ. 

き 云つ S かせた が、 ここで も 亦 主人に 向って 同じ こと を 語って、 mif 

に それだけ 割り を 高く しろと 命じた。 

a くと ゥ  、 t/  /  IUO 

『なァ に、 それに は 及びません』 と、 正直ら しい 朴 1^ の 主人 は 答へ た 

『  』 それで觅に角1^の心はー^£ち付ぃた。 持って させた 一 と铫 子から 半分ば かり 酒 を 饮んで 力 


ら、 まだ 電 锒が來 ない ので、 とこへ 這 入った。 

つ なみ 

あのおう しの {u 犬 も 维浪の 時に やられた のか 知らん と 思 ひながら、 くらやみの 天井 を 見つめて ゐる， 

と、 そとの 方で 來た 時から 水の 音が 絕 えす おとなし くして ゐる のが 頻りに 氣 になって 來た。 夜お そく、 

戶の 締まった うちへ 道 入って、 蠟燭の 火で 狹ぃ窒 へ案內 された の だから、 そとの 様子 は 少しも 分らな. 

かった。 ぼち やく、 ぼち や/.. \、 ぼち やと 絶えす つづけざまに 云って ゐる。 

前に 來た 時、 今 そこ だら うと 思へ ると ころに 掘り 拔き 井戶を 掘って たこと が 思 ひ 出された。 幅 半^ 

さし 渡し 三 ばかりの 輪が たが {<v| にか かって、 一 人の 男が その 輪の ふち をう ちが はから 踏み 進む と、 

輪が まわる につれ て、 掘り 拔き 穴に さし 込んだ そぎ 竹の つなぎが 卷 けて 行く。 それが また 逆に 行く と、 

穴の 方へ 押し込まれる。 毎日、 毎 曰、 まどろ ッ こしく そんな こと をして、 こちらの 滯在間 もやめ たこ， 

とはなかった が、 そのうへ にも 旣に 何十 日と かかつ てるのであった。 滿潮 どきの 海ぎ はから 五六 間し 

かないと ころ だから、 まだ 堕 水が 出る と 云って、 頻りに 深く 掘り下げ てた。 それでも 水と 共に 出て 來 

る 泥 は あか 屮； であった。 

きふ Ixv 

葡式 なやり かたで は あらう が、 その 仕 かけが 面白かった うへ に、 毎日 こつく と 多人數 がか かって 

お-よう 

る その 熱心に、 攝 は 自分の 仕事に も應 用すべき ものが あると 見た。 で、 自分 も每 R 宿の 版 を 下りて^ 

て、 門の 手 まへ に 立って、 それを垣5^©しに見てゐた。 しま ひに は、 それ も飽 いて 詰らなくな つたけ 
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れビ， ^、  M 京して から- それが a 分の へに 11 少く とも， そのこつ くと やって V： と 云 ふところが 

けノ、 わ 

— $y こ 立って、 へ；' の 成功 を 得た ので ある。 して 見る と、 その 音の して ゐる 水が さきの 物の 結 梁で あ 

ると すれば、 まんざら 自分の 仕 isi- に 4 パ關 係な もので はなから う。 

えん W 

ぼち やく、 ぼち やくと、 矢ッ 張り、 f 竹が つづいて ゐる。 出て 來た 時にはち よ ッと緣 喜の 惡ぃ雨 

が 降った が、 今 また^り 出した わけで ない こと は 分って るの だ。 

『あれ はどうし たらう 11 あれ は？』 さう だ、 あれと は 矢張り この 海岸で — つい、 この 宿から 五六 

さきで- Igli の容ゃ 通行人 を 相手に、 老いた 父母と 共に しるこ 屋を やって た 娘 だ。 と 隣り合せ 

になった おの 話で は、 かの だ を i 徵 にして ゐた が、 渠 が^きに ちょ ッて當 つと a たと ころで はさう 

でもない やうす であった。 そして is^ 一 M へ 行って たの だが、 叙が ギ 取って 來 たので 近 ごろ 手助けに 歸っ 

て來 たと 云って ゐたッ けが i 。 

ま ッ くらで； S が 付かなかった が、 隣り にも 人が とまって るかして、 そのいび きが 聽 える。 また、 風 

も 出た かして 海のと ほ 鳴りが して 來る。 そのと ほ 鳴りと 水の 音が 自分から 離れて ゐて 珍ら しく 氣 持ち 

よかった。 赛 がそば にゐ ない のが 却ってら く/ \ して ゐる。 ぐッと 自分の からだ を獨 りで 延ばして ゐ 

た。 

『  』 そ S うちに 自分の 汽 が いた。 a 分は籐 かご を さげて mA," くさい 土地へ 下りた。 力 あと 


.0 して ゐる 川ぶ ちの 灌木の あ ひだ を拔 けて 攔干 もない 板の 橋 を 渡る と、 やがて さして 來た 宿であった。 

すると、 土地に も 似合 はぬ 大きな 西洋 料理屋であって、 赤い 戶 張り や 立派な 椅子の かい ま 見えた 廣 

の 入り口に、 赤い 服 を 着た 肥えた 西洋 婦人が 11 脊の 高い 洋服の 男と 共に 11 立ち ふさがって、 

『あなた、 とまるなら 二十 圓か かります』 と 云った。 

『  』 はて、 こんなと ころへ 來る つもりではなかった がと、 自分 は あとす さりした。 富士の ，溢水 

のほとりに ある 西洋人 門の 旅館が かねの ない 日本人 を 馬鹿にして 相手に しないと 聽 いてる が、 そこ 

へで も來 たの か 知らん と考 へられた" 自分 はこれ で 二度 も 宿屋から はね 付けられる のであった。 そし 

て その 西洋人の 後ろに ついて、 燕尾服と かの 裾 を 後ろへ はねた、 脊の 高い 男が、 武 子さん のお 父さん 

なる 子 g: その 人で あつたの ぢゃァ ないか 知らん と 思った。 

どうして そんな ことが 思へ るの か、 自分に も 分らなかった。 第 一 、 どうして こんなと ころへ 來 たの 

だら う？ 稻ー モ驛を 下りた ところに も 左右に 田 はあった らうが、 やみで 見えなかった。 山も见 えな か 

たラ わく 

つた。 が、 川の なかった こと は 確か だ。 當 惑して 別 窒に來 て 見る と、 多くの E 舍靑 たやが 集って が やが. 

やして ゐた。 そして 皆 こちらへ 同情 をよ せた 目つ きを 兑せ たが * そのうちの 一人が、 

『宿屋なら、 こんなと ころに とまらないでも』 と、 西洋人 を 4Tr 蔑した やうに して * —— これ はこ ちら 

にも 失望の あ ひだに 少 からす 慰めと なった 11 『今 一 つうへの 橋 を 渡れば いいのが あります。』 
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『  』 それ は 然し まだ 隨分 遠い やう だし、 汽車で 行く として は 時間 を 急がねば なるまい 

『i5c^ さん、 ちょ ッと 待って 下さい。』 Sc びろ の 男が あぐらをかいて ゐて、 こちら を见 知りが ほに 聲ぉ 

かけた。 『あなたに 一 つ 見て 焚 ひたい ものが あります。』 

『  』 また ぎに 關 する 機械 や 道具の 發明 品なら、 今の 場合、 ききた くもなかった。 

『これです が、 な』 と 云って 持って 來 たもの をち ょッと 立ちながら 一 と 目 見た が、 何でも 木の ポのゃ 

うな ものであった。 

そのうち にがう/ \ と： lin を 立てて 汽車が 來 たと m4 つたの は 隣り です るいび きの 聲 であった。 次ぎに 

また # の 音 がする。 また、 水の 垂れる 音が する。 自分 はどうしても 二食 主義 を 卑しめら ォ たの 力 紳士 

として 殘念 でも あり、 t 路ち 度で も あると 思へ た。 割り 合 を 高く 取れと 云 ひ 出した の は あとの ことで、 

自分 は その 初め 矢ッ 張り ひるが 拔き だけ 安く 行ける ものと 考へ 込んで ゐ たの だ。 自分 はさきに 自分の 

新ら し い 妻の あさまし さ を K めた が、 同じ やうな 理由で 妻から 自分が 责 めら れても 仕 かた 力な 力つ 

た。 けちな 點で 云へば、 あのく りくした 番頭 もこち らも 共に 同罪で あらねば ならぬ 

それ こそ 今 一 度お ほ でも 來て、 この 兩方を 帳消しに して 吳れ たらい いの だ。 それにしても、 あ- 

の 白 犬 はどうな つた だら う？  あの しるこ 屋の娘 はどうし たか？ 酒の 醉ひ がさめ ると 共に 目 も 冴えて 

來 ると、 まッ くらの 中に 掘 リ拔き 井戶の li がかけば かりが 今 も ある やうに 見えて ゐた。 それが くるく 


る まわりながら 空に 高く のぼって 行った かと 思 ふと、 ばッ も電氣 がつ いた。 

もう、 何時かと 思って、 枕 もとの 時計 を 見る と、 二 時 を 少し 過ぎて ゐる。 八 時 ごろからの 停電で あ 

つたと 云 ふから、 六 時間 以上 を經 てゃッ とついた の だ。 たださへ 眠られないで 來た 神經が ここへ 來て 

もます く 冴えて 行く。 こんな ことなら 寧ろ 妻の そばに ゐて、 1 番 疲れ を おぼえた あ ひだ をで もよ く 

眠る 方が よかった。 

それから はた だう とくして ゐる ばかりで 夜が 明けて しまったの だが、 夢に g« びろ の 男が 持ち出し 

た 木の 札 は 何であった らうな どと 思 ひながら、 今 一 度ぐ ッ すり 寢 入る ことができた。 

えん 

とこ を 起き 出た の は 午前の 八 時 ごろであった。 枕の 方でして ゐた 水お とは椽 さきに ある 庭の， S 水 井 

戶だ。 離れの 前の 大きな 瀨戶の わく を：、 i き 出て、 直ぐ その 下の 池へ 流れ込んで ゐる。 

その 水で 渠は先 づ額を 洗った。 それから、 寢卷 きの ままで 庭から 直ぐ そとへ 出る と、 た ひらかな 海 

が 太陽に かがやいて ゐて、 そのき らくした おもて を 渡った 向 ふの 正面に、 富士 の眞ッ 白な 姿が 下の 

濁った 雲のう へ へ 大きな 食 13 の 固まり をき ざみ 上げた やうに、 最も 健廒 さう に そびえて ゐた。 行って 

兑 たい、 行って 見たい となが ねん 思って る 山 をけ さも 夢に 見た の だが、 それが 海 を 越えて はッ きり 見 

える ところへ 思 はす も 來てゐ たの だ。 そして 廣ぃ 海のう へに は 二つ 三つ 大小の 帆 かけぶ ねが こちらの 

目ぢ よりも 高く 靜 かに 浮んで た。 
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，煩が さきに つんぼの 犬 を. やまね で 呼び 招いて 海のう へまで も來 させた ことの ある 低い 棧 橋の. おや、 

安藝の { い！： 島のお ほ 鳥 に 似せた 淺問 神社の 縱中 鳥居な ど は、 もとく 通りで ある やう だ。 が、 近路に 

添って に i した か たかはの 家々 はすべ て 新ら しくな つて ゐる。 

足 を ニー 一： 歩 左り へ遝ん で、 松 .5 の 上に 引ッ 込んで 建って ゐる、 これ も 元々 通りの 旅館 を 海岸から 兑- 

ヒヂ ると、 ゆ ふべ 自分が i^fe された の を む やうな、 また 耻ぢる やうな 氣 がしながら、 あの 女中が 5^ 

して 武 子さん ではなかった か 知らん と 云 ふ 疑 ひ を び ひ 起させられた。 

『を かしな こと を 云 ひます が、 な  』 

『  』 さう だ、 IS も 自分の からだ を 私 かに かの 女の やうに 和ら かに ひねって 见 たかった。 

然し、 他人の そら 似 も ある ことおし、 その上に 雷氣の 光りで 見た のではなかった と 思 ひ 返す と、 た 

だくり くした 番頭に 對 する^し みだけ が殘 つた。 そして その 下 を 多少 氣恥 かしい やうに してな ほ迪 

ん でむく と、 或豁 家が 崎の IS 風に この i ザの 松-原 を喾 いて、 多くの 金と 共に 貰った と 云 ふ 怖 n 小な 別 

莊も なくなつ てる。 それが 管 现を赖 まれて たしる こ屋の も あとかた さへ なかった。 が. その かはリ 

しんちく 

に その 近處へ 濯れ のか 知らないが 立派な のが 一 つ 新築され てゐ る。 

今、 がと まって る 招の 後ろの 高みに ある 淺^ 神社の あたりから、 この 5^ 莊の 少し さきまで は、 极 

が 氏 い^ばたから 生えて ゐて、 すべて それが 後ろの 方へ かた 向いて る。 海から 0 風が 一 やうに ひどく 


當 るからで あらう。 その また さきの 松原が 崖の 上に なって る 手 まへまで 行って- はちよ ッと 55 け 茶 

屋へ這 入って たばこ を賈 つた。 ゆ ふべ 別な はなしの 爲 めに 宿の 主人に 聽 きそ こなった 津 の 話 を そこ 

レ 

で 詳しく 聽 き；^^ す ことができ たの だが 11 漁師 あがり の やう な巖 丈な 老人 夫婦が ゐて、 そ の 時 C 1^11を 

した。 

『あ ァ、 ぁァ』 と、 おや ぢは大 招に 受けて、 『人の いのちに ゃァ どこも 別條 はなかった が、 家と 云 ふ 家 

は みんな やられた ァ、 な。 稻毛は 後ろが 高い から 人の 逃げ どころ はいくら でも ある。 然し 家 は 逃げら 

れ ない。 ^て狗 だから じッ とさせて m はくより 仕 かたがない。 そのうちに 前後左右 からお ほ浪 が來 て、 

ぶっかったり 引ッ 張り ころがしたり したの だもの、 どんな 物 だッて 溜らね いや、 な。 一 度で やられな 

けり や ァニ俊 目に、 二度： z がしぶ とく ッても 三度 目 に。 このむ さくる しい わら ざ-： M でもす ッ かり-;^ 

て S したので、 いい 3^ 潔 法 をして 吳れ ましたよ。 警察から 淸潔法 を やった かと 聽 きに 來 たの を、 ニ庞 

まで も- へい 致し ましたと 云って m はいたが、 そのう その 罰が 常って、 はァ * 天、^3さまがすッかり綺|| 

にやって 下さった ァ、 な。』 

餘 ほど 感じて ゐ たと W えて、 つづけざまの 不作法に だが、 如何にも 正直 さうな うち 明け かたで あつ 

た。 

『そり ゃァ W つた だら う、 ね』 と、 同情 的に 愛 相 を 云って 兒た。 すると、 おや ぢは 1 さう であ 
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つた。 

『なァ に、 そんな 時に や ァ愁も iJ: も なくなって しま はァ、 おらの 一 生涯 も 建て直し だァ 』 

『  』 さう だ、 i^l^ はすべ て それ だら うと、 初めて こんなお や ぢに敎 へられた も问様 だ。 〔永が つ 

ぶれて しまへば、 ^なのが ffi つ。 女房が 逃げれば、 あとのが 直る。 そして 前のより も あとのが よくな 

つて 一 了く。  t:- は 何と 云 はれても 11 さう だ 11 1 一食 主義に 於いて 自分の 胃弱の からだ を 建て直した。 

今や こ の 祌經. 弱と, 眠不门 化と つ V- 何に よ つ て 直さう か？ 

m3d.H:E 士の逮 つた 剪まし く 健^ さうな 姿を见 たこと と、 このお ゃぢ のまた 健全 さうな 快^に 接し 

たこと とで、 築 は 心 を 持ち かへ て s 分の 二食、？ f まに 對 する はたからの 卑しめな ど を、 矢ッ 張り- 少し 

も氣 こすまい と 決心した。 同時に また 女房の ことで も、 若い の を 持った 以上 は、 その 熱心 を意氣 地な 

くさけ る やうな こと はしないで、 寧ろし ッ かりと 受けて やる 方が いいだら うと 云 ふ 氣を振 ひ 起した。 

£』 よま、 このぉゃぢから^！；^ハたところにょると、 しるこ 屋は家 を さら はれてから 1 家 こぞって^.^ M ハ 

行った さう だ。 が、 つんぼで おうしの あの 犬の 行く ゑ は 誰れ も 知って る ものがなかった 
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『お; お前 は 女中の Mil として、 ー體、 主人の 子供 を 主人の 守に 呼びつ けにしたり、 なぐったり. 

する の はどうし たこと だ』 と *  ai 那 さんから 云 はれた。 

『  』 常 は i はぐに は 返： .iej がで きなかった。 $z と 一緒に 晚の 御飯 をいた だいて た 時で、 と 茶碗 を 

持った 11 乎 をお の 上に S いて、 t:! らく f ハ つて 額 を 赤く した。 主人の 方 を 見て ゐ ると、 然し、 どうして 

も 返 1；$ をうた がしが ほな ので、 止む を 得す 『ぼッ ちゃんが』 と先づ 口に 出た、 r ほッ ちゃんが —— わた 

くしが Si をして をり ますと、 わたくしの 後ろへ 來て、 棒を以 つてい たづら を 致しました のです。』 

『たと へ い たづら をした ッて、 こッ ちへ $1 げ さへ すれば いいの だ。 何も 女中が い 叶 接に 子供の 尻 ッぺた 

を 叩いたり す る に ゃァ 及ばない。』 

『へ い。 レめ は析ぅ 返^して 澄き さへ すれば いいと 思った。 げロ をす る やうな ぼッ ちゃんなら、 また 

主人の 守に は 主人の する やうに 尻 を まくって， H  く 和ら かいと ころ を 叩いて やる ぞ とも。 


『それに、 お前 はまた したの 子 を ふく、 ふくと 呼びつ けにして 叱って る さう だが、 これ もどう した こ 

とだ？』 

『そんな ことはありません。』 

『ない と は 云 はせ ない！』 

『  』 さう だ、 K 際に は あるの だから、 默 つてる より 仕 かたがな いが、 それ を もぼッ ちゃんが し 

やべ つたと すれば * 今少し ー于 なづけて 澄く 方が いいやう でもあった。 

『ふく、 ふく ッて 呼びつ けにして ゐる こと は』 と、 奥さん も 横 八：： ひから、 こちらの 意外な こと を 云つ 

た、 『お 隣り の 奥さんから 聽 いてち やん と 分って るが、 ね、 11 ぉ树 守の 時 は それで ぢきに 分る ッ て。 

然し、 この ふく だッて も、 もう 馬鹿に はでお ない よ。 にィ ちゃんの おちり をび ちゃりと 叩いた と r み ふ 

似 をした ので、 お 高が かいと 問 ひ、 说 すと、 いいや、 つねが と IK つたよ。』 

『  』 たッ た： 二つになる かならない のに 小 微な子 だ！ を もちやん と 持って、 资 まめで も 何でも 

I ッ かり 狭んで：： へ 持って行 くの だから •  ，：： fe^ がすむ と、 また ここで 一 と 仕切り 11 手 を の あた 

りへ t おて て、 ひよ いくと、 『秋 ぞら 晴れて E. は 高し』 を り 出す のかと 考へ ると、 ただく 何とも 云 

へ す 小^ら しくな つた。 

『お前 は うらはらが おってい けない よ』 と 云 はれて ゐ るのお。 が、 常の 心中で は、 女中に うらはらが 
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あるの は f 前の ことで も t 、ま I れも ある ことで あ-つた。 どうせ こ S にも ゐられ ない it ら、 

こちらで さきまわり をして またお 高さん を if つれ m してやら うと、 管、 管 S の？ を 

あさって ゐ るの だ。 

常 力で もこん なに 人が 惡 くな つたの を、 つい、 近 ごろの こと だと 思って る。 

vimK 多少の i はあった さう だが、 g 人の 叔父が それ をす 

ぺて渠 S の 物 i き換 へて しまって、 今では 自分 は渠の 同居人に なつ てるおけ だ ！ 

これを知らせて.^<れたのは村謹の|で、 菊 地さん と 云った。 その 人と も I して わたの だ 力 

. ^こ lla と 云 ふ 男が あつたので、 逃げられて しまった。 野 添さん も 亦 If 息 はない と 云つ 

て、 nl 山へ 行って しまった 切り だ。 その あとへ 殘 つた 男の 田 島さん も 亦棄へ m てし まった。 « 

は 分で も、 ふと、 ぎ i へ 出て 行きた くな つたと ころへ、 

『お前の やうな ものが ゐ るから、 お f でが だらしなく なった』 と、 うちで 叱られた。 

『 ……… 』 なんだ、 人の I をす ッ かり f うした くせに！ お 鶴 はこ ちら をね ィ さん、 ねィ さんと 云つ 

そる け I ども、 唇、 年した のい とこで、 SI 者の 子 だ。 0 分 はかの 女に は そのこと I つて 聽 


. かせて 同情 を 求める と 同時に、 自分の 男の こと を 叔父に 云 はせ ない 爲め、 かの 5^ にも ひとりの 男を紹 

介して やった。 それ も 亦す ッ かり、 自分の 流産の ことから ばれて しまったので、 とうくう ちに はゐ 

たたまら なくなった。 

し ラ*- ん 

丁度 宇都 宫 の？^ 服屋へ 周旋して 吳れる ものが あつたので、 うちの かね をこッ そり 十五 圆盜み 出した。 

そして 吳服屋 ならいい 衣服 も {n! 由に 着せて 晃れる だら うと 思ひ樂 しみながら、 ，1s へ 來て晃 ると、 それ 

は 本當の 吳服屋 ではなく、 質屋 を かねた 古着 屋 であった。 それでも- なほ メリンスの 帶ゃ 銘仙の 衣 物 

や、 いろく 派出な 物が 目に付いた。 

女舉 校へ 行く そこのお 嬢さん 附 きになって ゐ たので、 その 敎科誊 を 見たり、 その!； li の 用ゐる 一一 目 p、 

を 聽 いたりして、 自分 は 小 擧校を 出た だけ だが、 多少 は 新ら しい こと も おぼえた。 そしてお 孃 さんの 

お下げ どめ を 盗んだり、 店の 兒本 切れ を隱 したりして ゐる うちに、 そこの 襄向 ふに 下 して ゐる 男が 

ちょ ッと 好きに なった。 初めは、 ぉ姨 さんの 云 ひつけで 買 ひ 物に 出たり する たんびに、 向 ふ は 二階 か 

ら、 こちら は〕 與 門の そとで、 互 ひに 笑 ひ 合ったり、 手駕 似でから かひ 合ったり した。 

或 時 l^-t 力お いで/ \ を 手 まねで したので、 こちら もお りて 來 いと； ームふ 意味 を： a じた。 すると、 

築が 下りて 來た。 そして 話し をして 兑 ると、 下 村と 云って、 牛乳 配達 をして ゐ るので あった。 そして、 

『僕の やうな 者で もよ ければ、 女房に なって ？9<れ ません か』 と 云 ふの だ。 それでも 額 を 赤く して ゐる 
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のが 3 かった。 『1^ から、 あなた I て、 思って ばかり ゐ ましたの です。』 

： . .ナ.^ n とまた。 ok こんな 答へ は その 前に も 他の 二三の 男に 向 

『わ ヒ〕 C やうな ガ でもよ ろしければ』 と乂ズ *^  /t'A^  ^ 

つてした ことであった。  • 

そ 六ら、 義の やう-し、 用 11 とわたり？ ときと ころへ 入りび たった。 (神へ 信心し に 行く 

と W つ S けば、、 人 はお ほび らに獨 りで 外出す るの を 許して 吳れ たからで ある)。 そして i さんの 

Mi どり Qif  メリンス 切れ I んで、 8 けられな S めに、 變 預けた 時、 渠 は 

『こんな 物 を 取って 來たッ てれ 方がない や』 と 云った。 

『でも、 これ を见 える ところへ 〔し 5 へば、 伫 f げが できます、 わ。』 

『严吖 あげなん か！』 

『ぢ ゃァ、 おかね？』 货 SLI 分の i 心を迎 へろ やうに、 す 抑う ほねた。 

『うし n と、 マ.^^^^しさぅに答へた0『さぅして 一緒に 鬼 京へ でも 行かう。』 

『：：：,，.ミパヒっ.こィさんも行ってますから。』かの^5^は0分では前っきぁった§さとを云っ 

てゐな その 時で も S の やり取り は 時々 して ゐた 0 だ。 I 

'f.  if  i ご-、 ^i^t^i. 、お 人が よで ま 待 別に こちらに 氣を 許さ^ やうに 

ぉ..^.^^さんの-!^...^^.を述び出してカらとーュふものけ 4- リカ マ！ 1  0_ 

ト- く  つし，， e て， ぶ. - つた^ J^」 から、 また をり を兑 て、 筒の 引き出し 力ら I 

つた。 で、 どうせお くゐ るつ もりて I- ん 力, /  ^/JA  . 


金 九 拾 固と、 店の 銘仙の 見本 切れ、 半 幅で 七八寸 ながの を 重ねて 五寸 だかば かりのと を 盗み出して、 

と共に 高と び をして 來た。 そして 上野 停車場 近所の 〇〇 館と 云 ふのに 止 して、 方々 へうまい 物 を 

喰 ひに 行ったり、 俊れ f へ活 it 寫 S を 見に 行ったり して、 骨休めの 日を暮 して ゐた。 

そして 丁度 朿 京へ 來 てから j 週 M 目 ひ 朝であった —— いつもより はも ッと さんざんな 疲れの 眠り か 

の 九 時 頃に 目 を さます と、 先づ 自分の 床が 廣 くらく/ \ して ゐ るのに 氣が 付いた。 自分の は 

便 灯に でも l,tj つてる の だら うと 思って ぁッ たかいと こに まだぐ ッ たりして ゐる まま、 ゆ ふべ のこと な 

ど 心に 浮べながら 待って ゐて も、 歸 つて 來る やうす がなかった。 腹 這 ひに なって 首 を 舉げて 兒んと * 

枕 もとにぬ いで あるの は 自分の 帶と 銘仙の 羽織 を 直ね た 衣 物と、 白地に 紺の 太いす ぢが這 入った 紀州 

ネルの 腰 まきと で. I 男の 物 は 一 つもなかった。 おとと ひ 洗って やった のが、 きの ふや ッ とかわいた 

もも 引 も だ。 

それだけなら， まだ 何の 疑 ひも 起らなかった の だが、 はしらの 釘に かけた 鳥打ち^も 兑 えなかった 

ので、 かの だは 俄かに 半：^ を はね 起こした。 そして 蒲團の 下に 隠して あった 自分の がま 口が 飛び出し 

てるの を 調べ て 見る と、 別 くちにし てあつた 五十 圆の 方が そッ くり 無くなって ゐた。 

『泥 i: のうは まへ をば ねて 行った、 な T』 人 を II 殊に、 ゆ ふべ は.， I さんざんに おもちゃ にした あ 

げく、 泔ぃ 奴で はあった が、 仕 かた かった。 
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『お前と 一 絡に 慕して ゐれ ば、 いつおれ にも 繩が 付く か 知れ やしない。』 

『死ねば もろとも だから、 いい ぢゃァ ない の』 と、 こちら は 冗談の つもりで ゐ たら、 男 は本氣 であつ 

たの だ。 そして その 行きが けの 駄賃まで 不相應 に 取って 行った。 それでも、 五十 圓 以外の 殘金 はすべ 

て n ュ いて あるの がま だし も惡 人に も 人情が あると 思へ た。 

『よくお 眠りなさい ました、 ね』 と、 ゥ 佃の 女屮は こちらが 額 を 洗 ひに 出た 時に 云った。 『おつれさん は 

御， も あがらないで、 n 十く 出られ ましたが  』 

『さう です。』 こちら は 成るべく 心 を. 济ち 付けて 答へ た、 『あれ は クトん 用が できて 國へ歸 りました。』 

こ ゐるぁ ひだに 新聞の 廣齿を U- る こと を敎 へられた ので、 それ を a て 京 橋の 架^さん へ 山 部德子 

と名乘 つて まれる ことにな つた。 山 部 は ほ 分の 生まれた 村に 自分のう ちの 外に も澤山 あるお た 力 

徳子は 或 オペラ 女優の 名から 取った の だ。 

大きな 門 がま へ で、 立派な 辯誰士 だかと 思った の は 問 遠 ひであった 。や ッと近 ごろ 試驗に 及第して 

どこかの 法雜 から 獨 立した の だ。 旦那 は g ま 摩、 .M 人さん は會 とかの 人で、 いづれ も その 一一 一一 n 葉 を 

朿京 流に ふやう にして ねる けれども、 分りに くかった。 その 奥さん は 十三 を かしらに 五 人 も ある 子 


供に 向って、 

『人間と 云 ふ もの は、 ね、 自分の 腹 だけ はし ッ かりきめ て 置いて、 他人に はた だいい やうに 云って 

れ ばいい の だよ』 などと 敎へ 込んで ゐる。 

ほんと 5 

『  』 常 は 自分に も それが 本統 だと 思 はれた けれども、 さう お ほ びら に 子供にまで 敎 へる. の は 如； 

何にも 見ッ ともない やうに 聽 えた。 自分ながら 無敎育 を 示す やうに 見えて。 

たんす 

それに、 新ら しい 壞笥が 二つ も あるの をこッ そり 明けて 見たら、 二つと も、 殆どなん にも 這 入って- 

ゐな いと 首っても よかった。 今 は 不用な 夏物 11 それ も 大して 目 ぼしい ので はない —— の ほかに は、 

しちや 

旦那の 紋 つき 羽織りと 袴とば かりで、 奥さんの 冬物な どはなかった。 そして あるの は 質屋の 帳面で あ 

つた。 それから 思 ひ 付いて、 常 は 自分の をん な 主人が、 

『お 德、 お前の をば さんと 云 ふの は 何 をして ゐる、 ね』 と 云 ふの をう へから 押し付ける つもりで、 宇，. 

都 {:« のこと に 持って行き、 

か さく 

『質屋 をして、 家作 も 二 一 二十 軒 持って をり ます』 と 答へ た。 

『それ はいい こと をして ゐ る！』 

『  』 ふん、 無論い ぃ替 である！ ここの 奥さん は. a 分で 風呂敷 を 持って、 毎晚、 夜^の 靑物を も 

H ひに 行く ほど だから、 女中 は I 錢 ゃニ錢 すら も 買 ひ 物 代から くす ね 取る ことができな いの だ。 虚 

お  常  I 八- 1 


泡^.^ ^七卷  ーパ p 

へ 行っても、 少しも 女中の はばが 利かなかった。 

『今度 は 女中さん がふた.^ にもな つたので すか』 と、 こちらまで を 冷 かす やうに ーパ つて、 たッた 一二 十 

錢の もち 紫 子 を さへ はで^して は".. 犬れ なかった。 

^  』 一回 札 を. M< さんから； a けられ、 辯 護の いい i<? が來 たの だから く H つて 來 いと 云 はれ 

た。 が、 生份、 ：：^にっリがなかった。 では、 あとでく づ してから 持って 來 ますから と 〔ム つた けれどん 

その あ ひだ だけ も贷 して^け ない とのこと であった。 

『あ の お宅 は 信用が でき ませ ん から 。』 

『  』 こちら はさう fa がに も 報^で きないから、 『おつりが ございません さう です』 と 云って 歸っ 

て：；^ ると、 

ま 

『つりがなければ どこかで くづ して W つたら いいで はない か』 と、 奥さんが 叱った ペ^カ や 力な、！』 

『  』 ふん、 さう 1=^^ つた ッて、 脆れ に その.？ ，4?i りが 利く もの か？ 然し 止む を 得ない ので、 ^な 

ところへ 行って 札 をく づ して 賀 つてから、 これ もい まくし いけれ ども また： 1： じ- 糾の 包ませた ままに 

なって る^子 を つて 歸 つた。 一 つ だけで も 横取りして やらう と m 心った が、 奥さん はかね n と 介 はせ 

て 數を勘 する にき まって ゐ るから、 さし 控 へて 1§1 いた。 

お 高さん と 知り合 ひに なった の はこの 家で だが、 人の よさ さうな か レ女カ H. ^たと 一. しにき して 


常のお 德は 自分の 齊 際の 年 を 三つ も隱 して、 自分 もお ないどし にした。 そして 塞い の を nK にして 床- 

t 一  つに 寢て、 まだ 男 を 知らぬ と 云 ふ 者に いろんな こと を 云って 聽 かせる のを每 晚の樂 しみに して ゐ 

た。 自分に は、 今 男が 三人 あるが、 ひとり (i- 添) は鑛 山に 行って るし、 ひとり (菊 地) は國の 役場に ね 

るし、 今 ひとり (K 島) は祌 田の 猿樂 町に 來てゐ ると も聽 かせた。 

『そんなに 持って どうす るの』 と、 お 高さん は 心配 さう に 云った。 

すけべい 

『なァ に、 男 は 助平な もの だから、 直ぐ 引ッ かかって 來る、 わ。』 

『でも、 でが できたら —— 』 

『  』 その^ ひに 對 して は 一 っ隱 して ゐる ことがあ ゥた。 常 は 國で子 を，： r「 ん だの だが、 難れ の 子 

ともき める ことができなかった。 幸 ひに 早く 流産した の で^^に はさう：：： 立たなかった が、 それが 第 

一の. 股 因で 叔父の 家に ゐられ なくなつ たので ある。 けれども、 別に 懲りても ゐな いので T そんな 心配- 

は 入らない、 わ、 男 を 十 人 持てば、 もう 子供 はで きないと； K ふから t』 

『さう か 知らん？』 お 高さん も 大分に 乘り氣 になって ゐ たの だ。 

『わたしが ひとりい いの を 世話して あげる、 わ』 と 云って、 はお，； ：！问 を甚 ばせ て * 成るべく 多くの 仕、 

^を こちらに 代って して L 犬れ る やうに させて あった。 そして、 の 九十 圆を國 の 十五 圆に 加へ て、 百- 

と 五  W  を！；  の 叔^から 盗んで また 別な，  男と 共に  て來 たが、  その 半分 以上 は その 男に： g ち 逃げされ た- 
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ので、 その SJ りの 金で tim を拂 つてから、 ここへ 來 たの だと 告げた。 けれども、 まだ、 が 欲し けれ 

ば、 叔母へ 云って やり さへ すれば、 どうせす ベての 財產 はこ ちらの 物で あつたの だから、 いくらでも 

经 つて 來 て？^ れる とも。 

お^さん は 十分に こちら を 信じて ゐ たけれ ども、 主人の 方 は II どう 兄ても it 信じて 犬れ てる や 

うすがなかった。 主人の n を かすめて は 《5 だけが らく をして ゐ るの を兑付 けられて、 

『ぉ德 はどう も 11 々しい』 と 云 はれた。 

『  』 むろん、 女中なん かして ゐ たくない からであった。 官の時とは逮って夜も^^の^：！！のゃぅに 

と ぢ：； ^めら れて、 男に 逢 ひに も 行けす、 さう かと 云って 何 をく すねる と 云 ふ^み もな く、 ただ 詰らな 

くお しぃ$ こ， は、 矢ッ M り、 叔父さんの そばに ゐた 時の 割り 合に らくで、 .In:.H な ことが ひ 出さ ォた 

『、。前 はチ砍 ばかり S: いて、 の來る 時^に は玄關 ばかり 氣 にして 心が 落ち 付いて ゐ ない』 と、 奥. 

さんに 云 はれた。 

『  』 こちら は、 然し、 の 返 isT はかり を 待って ゐ るので はなかった。 ^:の叔母さんに.，も^|^びの 

や 紙 を 出して、 『これから 改心 致し 俊へば、 何卒 今一度^へ 歸れる やうに 叔父さんへ おはなし 下さい ま 

せんか』 と 云 ふこと を 云って やった。 すると、 叔父さんの 手で， 意外な 返 が來 た。 

『お前の うちだから 歸鄕 致した くばお ぐに もよ ろしき わけ 合 ひに 候へ ども、 お前 はまた 字 都 _呂 に 於い 


て. K 變るる こと をお て， i^L-lRi と 貝え- mil^^ls  〈まズ も f  iyE£ む 力ま 。り iiif り -^ss+^t  ； 

同樣 なれば、 今歸っ て はお 前の 爲 めに はなり 申さす と 存じられ 候。』 

『  』 最初に それ を 請んだ 時には、 常 は B 分のから だが ふるえあが るの を おぼえた。 さすが、 闺 

の 時 は 身う ちの あ ひだ ゆ ゑに そのままに したが、 宫は 他人の ことで あるから おもて 沙汰に してし まつ 

たかと！ けれども、 二度目に 讀み 直して ゐる うちに、 叔父 もこ ちらの 頼みに 從 つて こちらの 名 を德と 

云ふ僞 名に して 來 たのに 思 ひ 及んで、 少し 安心した ——1 宫 では 本名の 齙子を 用 ゐてゐ たが。 そして 三 

度 01 の 請み 直しに は、 もう、 平氣 になって ゐた。 その上に も、 叔父 はそんな こと をい いし ほに して， 

14 び II へ歸 つて 來 させない つもり だら うと 云 ふこと が 疑 はれた." 

『今歸 つて はお 前の 爲 めに はなり 中 さす —— 』 これ は 本 就か？ それとも うその 乎 か？ 

『わたし、 もう、 寂しい 人よ、 あなたに でも 同情して K はなければ。』 斯う 云って、 常が お 高さん に ま 

ことし やかに 吿 げたに よると、 叔父で はなく、 叔母から お前が 本統 にう ちの 金 を 取った のなら 取った 

と 正直に 云って 來ぃ、 さう したら また 取り成し やう も あると あった。 で、 こちら は本統 に- KI 五 圓を取 

りました と 云って やった 。(但し、 こ の 金額 は 自分のう ちに 財産が あると 云 ふの をお 高さん に ほのめか 

しょ ラこ 

す爲 めだが。) すると、 それ ッ 切り返 S- がな いのは、 こちらの，：：： 狀 を證據 にして、 二度と- び こちら を 

うちへ 入れない つもりで ある。 
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『；so^it、 ね。』 お 高さん は淚を こぼした。 そして 『わたし、 どこでも あなたの 行く ところへ 行く  • わ 1 

と 云った〕 

『  』 はお 一： も ER が 欲しい ばかりに 何でも こちらの 云 ふこと を聽 いてる の だと 分って るので、 

いいのが あらば & 介して やる、 やる と 云って、 どこまでも 引ッ 張って 行けば と 思った" 

* は，：！ 分 も 逢 ひたいし、 おおさん にも 羡 やませて やりたい ので、 田岛を 一 度 乎 紙で 時^ を 知らせて 

y いび f 诽 せた。 そし C 主人に はこ ッ そりと へ i 高さん を も 引き合 はせ た。 そして あとに なつてから、 

*■ ん じょ 

『あの人 は ひよ ッ こり 來 たのよ』 と說 明した。 それに は、 つい、 きの ふ、 近處の 人に；！！ いた ことが 0 

分のう その になった。 今、 ここの 離れと 云って ると ころ は、 今でも、 E: から 這 入って、 家の 横 乎 を 

ぢ かにむ ける やりに なって るが、 それが もと 印刷：^ であった と 云 ふ。 『まだ ある こと だと 思って、 E£2 

さん は 名刺 を顿 みに ひよ ッ こり 這 入って 來 たの。 そこへ わたし も 亦 ひよ ッ こり 出く， 9 したの。』 

『でも， 前に 手紙が 來 たでしょう ！ ？』 

『  』 如何にも それ を 悛 して 见せ たこと は 忘れて ゐ たが、 その 云 ひぬ け もで きない こと はな か 

つた。 『まさか、 ここ だと は E 心って なかった でしよう よ。 向 ふ も、 だから、 びッ くりした、 ゎノ男 を 呼 

ぴ少 W せて は见 たが、 一 精に そとへ 出て 樂 しめる わけで もなかつ たので、 まァ、 こんな ことで もお 高さ 

んに： 訊って、 U た-め を 云 ふより： かたがなかった。 


『また 誰れ か^な 男と 一緒に やって 來 たの だら う』 と、 田 島さん は 離れへ の 狭い 横手で こちら を 翁に 

しと クけ。 高い 暴に 添って 兩 方の 眼の するどい 視線が こちらへ T 洛 ちて 來た 時には、 少しお そろし かつ 

たけれ ども、 思へば、 きりり とした その 額つ きがあとまで も 頼 母し い。 

『字 都宮 にも 叔母さんが あるの、 そこから 九十 g つ はかり 盗んで 出て 來 たの だけれ ど、 宿屋に ゐる うち 

に、 朝、 EZ がさめ て兑 たら、 一 綺に來 た 人が みな 取って 行って なかった のです もの。』 

『*^55sg!ll その S ま^かった けれど、 そこぢから があった。 『お前の する こと はみ な そんな もの だ。 ほ 

かに もま だ 男が あらう？』 

『ない、 わ、 ひとり も。』 

『  』 田. さん は 疑 はし さうな 額つ きをした G 

でう は -, 

『やおし わたし をい やなら、 お 高さん を 紹介しても いい、 わ"』 半紙で は旣 にかの 女の こと を も 服 S とし 

て 害いて m は. S たのであった- 

『鬼に^、 ちょ ッと どこかへ 行け』 と. は 押し付ける やうに 云った。 

『でも、 け ふ はとても 駄 E よ —— これが ゐ るから』 と、 おや 指 を 出して 兑 せた。 

『ぢ ゃァ、 なんしに 呼んだ の だ？.』 

『額が！： たかった の。 近いうちに 財布 を 1 つ 縫って 送って あげる、 わ。』 斯う 云って や ッと男 を 返し 
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:Q, ちか， K で 盗んだ 銘仙の 兑 木切れ はこん な ことにで も 使 はなければ、 ほかに 使 ひ がない ので あつ 

た。 

四 

『，、3前の^^;1った§%はきッとこなぃだの男に^3ってゃったのだらぅ』 と、 奥さん は 云った。 .K 接に は 

さう おこ つて ゐる やうす は兑 えなかった けれども、 そんな こんなで 常 は，：：： 分の 信 川が 全く 主人の 家に 

なくなつ てる やうに 感づかない では ゐ なかった。 

『わたし、 いつ： 瓜 ひ 出される かも 知れ やせん、 わ。』 

ど ラじ やう 

『あなたが 出たら、 わたし も 出ます よ』 と、 お 高さん は 同情して 吳れ た。 

『  』 $s は、 0 分の 受けるべき ぶんまでの 信用 を かの 女が.^:: 領 して ゐ るかた ちに なって るので、 

、わ 巾で はかの 女 を份 んでゐ た" そして この 愤 みがかの 女の こちらへ の 同 情 を 利 W して かの 女 を も 出る 

時 は I ^につれ 出さない では S かないと 云 ふ 決心 を かためし めた。 

また 新 の女屮 疏^に： gi:- し 初めて ゐ たの だが、 丁度、 國 民 新聞に 

『女 巾 二 名人 給金 各々：^" 圆』 と 一： ムふ のが 出て ゐ たので、 门十 速 手紙 を喾 いてお 高さん に 郵便箱へ 持 

ぢょ 

つて 行かせた。 さう すれば かの 女の 方が 切手 代 を 出す からであった。 こちらの へ 出す 乎.^ を もさう 


-し てこれ までにい くら も かの 女の ふところ 金から 出させた し、 またち びりく と 五錢ゃ 十錢を 借りて 

そのままに 、ちして あるの だ。 

『有望な、 返 1^ が來 たら、 先づ わたしが 行って 來 ます、 わ』 と 云って、 お 高さん に は 主人への 口 どめ を 

して 置いた の だが、 若し 一 名は旣 にで きて て、 あとの 一 名 だけが 入用と 云 ふなら、 自分 だけが きめて、 

きふきん 

. お 高さん をす ッ ぼかしても よかった。 僅か 三圆ゃ 五圓の 給金で かの 女と おつき 合 ひする まで もなかつ 

たからで ある。 

『ふたり  一 e5 に 行けたら よろしい が、 な』 と、 お 高さん は 返事の 來な いうちから 泣き付く やうに 云つ 

てゐ た。 

『，s:\ 巡 一 $ は 封 W でお 願 ひ 巾し 候』 とま 3 いた。 それが 思った よりも 二三 日 後れた： ：！ の 朝、 奥さんの 氣が 

：:^ かないう ちに、 第一 便で 直接に 自分の 手に 受け取れた。 直ぐ 常 は 赤と 黄と 黑 との 子持ち じ まなる 手 

織り 木 紗の衣 物に、 地に 赤の 入った 模様の メリンス だが、 はぎば かり ある 帶を 締め、 见 える ところ 

だけに 例の mi と みどりの 波の メリ ンスが 出る 帶 あげ (これ はこ こ へ來 てから 安心して 鏠ひ 上げた 

6  >4 'レ 

もの だ) をつ け、 黑と白 茶の ぼうじま 銘仙の 羽 s り を引ッ かけた。 そして 何 喰 はぬ 顔 をして、 ちょ ッ 

irtc 分の H ひ 物に 出る nizi を以 つて 主人の 家 を 出た。 

もう、 I 二月に 這 入った の だから、 水仕事 もさう 苦しく なくなつ たうへ に、 すッ といい 給金 を 取れる 
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の だから、 大释 きの m 資乘 つて ゐて も、 n 分ながら、 つい、 ？ いやうな ほほえ；；^ ざが こぼれる の 

を？ 几え た。 そして その ゑみ をと める と、 その あとへ 今度の 奥さんの まだ 化ぬ やうす が 想像され た そ 

して 乏 21 護士の 奥さんよりも 立派な 衣 物 を澤山 持って ゐて、 而も  ー& 若く ッて、 もッ と^ぬけ であ 

つて L 犬れ れば よかった。 

ま"かれてぁった通りに大^1!の終點で下りて、 力-りへ 神社の 中 をぬ けたと ころで 人に 聽 いて =^ノ ひ；;"、 

すぐ 分った。 まだ 鬼： 小の まち を 不案內 なのに 少 からすお どくして ゐ たの だが、 さして 來た 『平 田』 

と 云 ふ 〔豕 の 門 をく ぐつ た 時、 まァ よかつ たと 云 ふ氣 がした。 

門から 二三 で 支 關へ逹 する までの、 左り に は 庭が あって、 何 かの^の 芽な どが 出て ゐ るの を兑る 

と、 直ぐ かの 女の あたまに は n 分の 新ら しい 主人 は —- 職業が 小說家 だと 害いて あつたから ！. 趣味 

と 云 ふ もの も あるの だら うと m 心 はれた。 右 乎に は、 然し、 小い 畑が あって、 小松菜の いじけた のが- - 

えて ゐ るの を ると、 G 分に こんな 物の 世話 を させられ るので はない かと 思った。 鳅 など は、 資に、 

n 分が 生まれ 故鄉 でさん ざん 持ち 鉋き たり、 见 飽きたり したと ころの 物であった。 

こんな こと を へて る 時には、 もう、 ここのか I て 乎の 方へ まわって ゐた。 ちょ ッと氣 さくらし さう に 

►e ん な-., - 

ft える 贝人 さんが どころ へ 出て、 そこから 茶の へ 案- 2： して^れた 

からして おそろし いやうな 几那 さんや、 三つと Si いてあった その 兒 らしい 女の 兒もゐ て、 ちゃぶ 


臺で 食， 事 をして ゐた。 おひるに はま だ 早い やう だし、 朝 はんとして はお そ 過ぎる と 田 5 つたら、 

『うちで は 旦那さん とわたし と は 二食なん だが、 ね』 と、 奥さん は 云 はれた。 『女中 や、 擧 校へ 行って 

る 子供 は、 矢ッ 張り 三度に させて あるの。』 

ォん わ. く 

『さやう です か？』 儉約 5 爲 めか 知らん と考 へて 見た が、 それだけ 手が， おける だら うから 嬉しかった 0 

それに、 次ぎの 三疊 敷きら しい 玄關 のまに 書生 兒 たやうな 若い 人が ゐ るの を 自分の いい 話し相手 にな 

ると 思った。 

『お前の 國は どこ だい？』 これ は 旦那さん の 問 ひで ぁっヒ 。 

『茨-お 縣で すが 11 』 

『霸縣 は 11 ？』 

『水戶 在です』 と、 少しも ぢ くして 答へ た。 これ は护ん i のこと だが、 若し これ 以上 を 詳しく 聽 かれ 

たら、 田 S の 村 を 云って やらう と考 へて たと ころ、 それだけで その 場 はすんで しまった。 

『學校 は どこまで 行った、 ね？』 

『女 舉校を 卒業し ました。』 これもう そだ けれども、 常は^：：分ほど漢語を使へるなら、 ぉ髙 さんな どと 

は 遠って、 斯う 云って 澄いても さしつ かへ ないだら つと きめて ゐた。 

f こないだまで ゐた^ 母 も 女擧校 I だッ たが、 ね』 と、 奥さん も 箸 を 述ぶぁ ひまに 語った。 『それ ま 

お 常 
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國 から 迎 へが 來て歸 つたし、 今 ひとり 十五の がゐ たの だけれ ども、 それ はまた 親が 2? で 呼び返され 

たしして、 とうく 新聞へ 廣吿を 出した わけで 11 お前 は 然し 子供 を 好き かい、 うちに はこの 兒のほ 

かに 今 ひとり 乳の み兒も ね るの だが？』 

『わたくし は 殊に 子 ゆさん を 好きで ございま すから —— 』 こんな ことから また 取り入つ て见 ようと L 

た。 

ご らん 

『それ はいい、 ね。 まァ、 二三 日 働ら いて 御 if』 

『  』 それに は、 然し、 常 はちよ ッと 行き 詰った。 直ぐ 今夜に もお 高さん と共に 辯護士 のと ころ 

を 逃け 出す 約束に して あるので あった。 ちょ ッと 奥さんの 言質 を 取って 見る つもりで、 『手紙で 中し 上 

げ ました 通り、 今 ひとりお 髙 さんと 中す のが 來 たいと 申して ます。 その 人 は lis の 舉校を 出て、 わた 

くしと はおない どし で、 縫 ひ 物 も 上手で ございま すが —— 』 

『向 ふの 都合 次^で それ も 来ても いいが、 ね —— まさか、 お前た ち は 今までの 主人のう ち を 無理に ぬ 

けて 來 るので はないだ らう、 ね？』 

『そんな ことはありません。 御主人の 方で、 もう、 か はりが できまして、 わたくし 逹がゐ なくても い 

いやう になり ました ものです から、 御主人と も して、 新聞の 廣吿を 見て まゐ りました ので ござい 

ます。』 


ヌれ声 lsEJS;;i! りに わき さうな ので， i 吊 は 自分の 健ら きぶり を 見せる つもりで、 早 4«} 自分の 羽織り 

をぬ ぎ、 自分の 持って来 たたす きを 掛けた。 この 時、 奥さん は || じ， に 入れた 火 を 二階へ 持って行 けと 

命じた。 それ を 受け取って 書生 部屋 をと ほり 拔 ける 時、 書生の 机に 向って 勉强 して ゐる うしろ 姿 をち 

ょッと 横目で 見て、 をと こッ 振りが あの 田 島よりも よくあつて 吳れれ ばいい と m3 つた。 

二階 は I と 問 だけれ ども、 額 や、 あぶら 総が かかって ゐて、 疊の上 もよ く %g になって ゐ るの を 見 

ると、 ここの 奥さんに は餘 ほど 油斷 できない やう だ。 少しで も 女中が ぶしょう すると、 きッと 叱る に 

相 遠ない。 こんな こと を考 へながら も、 よこ 窓の そばに ある、 火鉢に 火 を 入れて 叮嚀に 灰 をなら して 

力ら、 大きな 机の 引き出し を I 方 だけ、 そッと 明けて 見た。 が、 新聞の 切り 拔き や、 赤い けいの 這 入 

つた 紙に 字 を 書いて あるの やば かりであった。 それから、 机と 反 對の壁 一 杯に 廣 がって ゐる の 前 

に 行き、 小說 らしい tSn 物の あ ひだ を ざッと 探した けれども、 有名な 『不 如歸』 や 『乳 兄， 弟』 など は 見 

えなかった。 

『  』 して ると、 ここの 主人 は小說 家と 云っても、 まだへ ッぼ この か 知らん 11 11^ の 本は澤 

山 ある けれども？ 

『ァ ララ ッラ』 と 云 ふ 男の it が爲向 ふの 二階から 聽 えた" 

"  』 こちら をから かった のかと、 心 を を どらせ て：：^ たけれ ども、 ここの 庭の 目 かくしに なって 

お  常  一九 五 
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るが f の 並み 樹の あたまで 邪魔 をされ て ゐた。 とんく と はし ご 段 をの ぼって 來る音 の S めに * あわ 

てて その 下り 口へ 行く と、 新 閱を澤 山 ま とめて 片手に 持った n ー那 「一」 んと 行き 遨 つ た。 

下へ 來て 先づ よごれた 茶碗な ど を 洗って しまつてから、 茶の^の 次ぎの 奥の 問 を兑が てら、 ^水 を 

持って行った。 ここに も 新ら しさうな m 筍が 二つ 並んで あるが、 まさか、 ^護士 のと ころの やうな か 

らッぽ では ある ま 、と樂 しまれた。 

『ちょ ッ とお 隣り へ 行って 來 るから、 ね』 と 云って、 奥さん はう への 兒を つれ、 したの 兒を 抱いて 出 

て 行った。 

その あと を $r "は 直ぐ 茶の^の、 奥の ふすまに 接した ところに や 姑 ゑて あるす がた 兒の 前に 立った。 そ 

して それに 近よ つたり 離れたり して、 兩 手で ひさし 髮の 後れ毛 を 直しながら、 n 分の 額の 地 はだ は黑 

いけれ ども、 斯うして お.： n い をつ けて ゐれ ば、 胡， 麻 化せる から、 その他に は どこと 云って 特別に 惡ぃ 

ところ もない のが 嬉しかった。 

『アイ アム …… カイ ン ドリ …… シ ョ ン …… コ ン …… セ ス  ド ン』 何と 力 — 

ぢょ 

『  』 害 生さん が， I； まか 何 か を 請み 出した の をし ほに して、 かの 女 は その そばへ 行って、 明いて 

る ふすま の こ ちらから、 立 つ たままで 額 を-:: して、 『あなた は *： 生さん？.』 

»  、-  } 

『さう です n  llr^i^lKBBIKftBFIl^ll^iKEV 


—  ，■-.,.:.—  . ベ.. Jl  ».'■.、《-<■ 、リ IJ. ^•J/i-.-acs.a び- ソ び-, ujf-Ai  メマ とす 一 *c のキ L た；^ が、 

かな かおと なし さうな のが 可愛かった。 『あなた も聽 いてた でしよう が、 これから どうぞ こころ 安く 願， 

ひます。』  一 

『ああ。』  , 

『  』 その そッ けな いのは 恥 かしい ので あると 思へ た。 また 少し 近づいて 膝 をつ いてから、 向 ふ 一 

の 顔 をのぶ くやう にして、 『ここの 且那は 有名な 人？』  一 

『有名です。』 矢ッ 張り、 渠は 二度と こちら を 向かな かつ も。  2 

『でも、 いい 小說は 持って ないやう ぢゃァ ありません か？』  一 

『さう です か？』 

『 ；…… 』 あまりの 返赛 なので 馬鹿にされ たと 思った。 私 かに 少しぶ りくして 1$ びす がた 見の 前に 一 

來た。 奥さんのに 比べて はま だ 自分のお 白い がう すいと 兑て、 そこに ある 瓶から 水 I い を 手のひら 一 

に リ_ し、 自分の 額に ぬり 付けた。 それから、 また 錢の前 を 少し 立ち 離れて 自分 を 映して ゐ ると、 お 隣 

りから こちらの 子供の K で、  一 

『おか ァ ちゃん、 何して ゐ るの』 と 云 ふの が聽 えた。 

『 ……… 』 その 方 を ふり 向く と、 窓の 障子 も 明いて て、 板べ いの ふし 穴から 樊 さんら しいの が こちら ： 

お «  一九 七 
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をの ぞい てるのが 兄え た。 だから、 油斷 がで きさう でない と 思へ たのであった。 

直ぐ 井戶 端へ 行き、 裾 を はしょって、 これ 見よ がしに 赤い ネル を 出し、 バケツに 水 を 汲んで 庭へ ま 

わって 1 了き、 橡が はや はしご 段 を ふいて しまった 時、 奥さんが 歸 つて 來て、 

『もう、 おひる だら うから、 あの ま 3 生さん と 一緒にお たべよ』 と 命じて、 おかす のさし 圖 など をして 

央れた ^ 

おひる を ふたりで すませて、 手早くそのし始^^をしてからは、 京 橋の ことば かりが 考 へられて、 もう、 

氣が， 漆ち 付か なくなつ たので、 奥さんに 向って、 — あの 素直 さうな 額で 人が 惡 くも こちら を ふし 穴 

からの ぞいて ゐた のかと ひながら、  

『どうでしょう、 お 高さん を つれに まゐ つて は 1. けさから 來て、 子供の もり をしながら、 わたしの 

迎 へ に 行く の を 待つ て をり ますので すから？』 

『ぢ ゃァ、 行って おいで』 と 云 ふ 船 ill 得た。 『お前 さへ ゐ ると 心が きまったら。』 

『わたくし は、 無論、 S いていた だくつ もりで ございます。』 

iS 船の 家 を WVJ 行った と 同じ やうに、 また 何^ はぬ 額 をして 常 は 同家へ 歸 つて 來て、 _i 


『うまく 行った のよ』 と、 ぉ髙 さんへ 私 かに ささやいた。 

ふ あん 

『わたし も —— ？』 お 高さん はこ ちらに 向って なほ 不安 さう であった。 

『無論』 と、 かの 女 を も 喜ばせて、 『だから、 少し 割り前 をお 出しよ。』 

『出す、 わ ！ よかった の、 ね！』 

『  』 常 は それから 用事の あ ひま • あ ひまに お 高さん にも 云 ひ 含めて、 こッ そりと 荷物の 取り か 

たづけ を させた。 そして 自分で も不斷 ばき の 下駄まで を 新聞が みに 包んで しまった、 『今度 は 面 {« い 書 

生さん がゐ るの、 わたしが I 緒に 御 はん をた ベた 時、 お 給仕 をして あげましょうと 云っても、 恥 かし 

さう に 自分で 勝 乎に よそうん です もの。』 

『若い の？』 

『さう、 ね、 あなたよりも I つ 二つう へでしょう』 と、 お 一 11 さんの 肩 をた たいて、 『あなたに 丁度い い 

のよ。』 

『わたし、 いやよ』 と、 お 高さん は 赤い 顏 をした。 

『僕 は 日 高です』 と、 jg が 名 を 聽 かれて 堅 くるしく 答へ た 時の やうす まで を も、 こちら はそッ く. OV し 

て 見せて お 高さん を 笑 はせ た。 

别に 行きが けの 駄 貧に 持って行って やる 物 もない 家な ので、 常 は 奥さんの 眞 綿と、 旦那の シャツ を 

お  常  一 九九 
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かう 

お^さんが 洗潘 して その ほころび を 縫った のと を 11 これ はお 高さん にも 隠して  i!:;! 分の バ さい 行 

if に 入れた。 そして そ S 上へ お 高さん の 倚ん の 持 ち 物 を も 入れさせて やった。 

そして 夜の 九 ゆ を 過ぎて、 の寢に 行った のを见 さだめて、 ふたりで 家 をぬ け 出した。 今夜 は 一 と 

先づ、 さんの：^ 父さんの ところへ 一 泊す る ことに きめてた の だが * ふたりとも 坐ヌを 不梁內 なので 

前以 つて ポ を 紐んで m はいたのに 途中から 乘 つて 行った。 そして 行った さきの 家 を 叩き 起した。 

^水と 云って、 しもた 家と は聽 いて ゐ たが、 た ッたニ ましかない H 尔の 一 方玄關 のまへ とほされ ると 

^ぐ*  ^ 水さん はお 高さん に 向って！^, 審さ うに 云った、 

『あすこから お前が 勝手に ひま を 取れる わけがない が 11 ？』 

『でも』 と、 お" さん は 正 id にう ち 明け かけた、 『あすこ は 面. H くないので  』 

『いえ、 面 {：： くない 位 は 女中と して 辛抱し なければ ならぬ ことで ございま すが』 と、 $^ は rtl 分で き 

受けて、 『わたし 违に はお ひまが 出ました のです。 さう して、 もう、 その代りが 這 入りました ので J -』 

ゐ たいと 云っても ゐられ なくなった やうに 話し、 さんがへ たなこと を 云 ひ 出す の を 一 々また こち 

らが 引き取って まことしやかに 1^ りつく ろった。 

^水さん の らしく もくどく 云 ふのに よると、 お 高さん は、 その 父と 栗！： の 主人との M で約來 

«>e きて ほ つてる の だから、 父から 引き取りに 來 ない 以上 は、 ひまが 出る わけがない のであった e 或 


はさ うだらう けれども、 そこ はこ ちらが お 一局さん をう まく 取り込んで あるので、 こちら はどう やら 斷 一 

うやら 奇麗に  一 K ひ^ら ュ"、 . をして しまった。 

一 

『確かに さう か？』 淸 水さん がお 高さん に 念 を 押した 時、  一 

『確かです』 と t お 高さん も 答へ た。 そして その 夜 を 二人で 玄關 のまに とめられた"  一 

おかみさん をな くして ゐる 家な ので、 朝 はふたり で臺 どころ の 世話 をして から、 行李 は 頸け て 匿く  ： 

ことにして、 大嶽 へやって 來 たの だ。  二 

『女中が できたら、 いよく E 高 は 追 ひ 出される の だから、 その 覺 悟で 近 || に 貸し 部屋 を 探して 見 あ 一 

ければ ならん ぞ』 と、 旦那さん は ゆ ふが たの 食 十 $ の 時に 書生へ 告げた。  ； 

ナ ま  _ 

『は い 。』讲 生 も 素直に 返 裏し てゐ た。 

『  』 ゆか は それで は 折角 一 つの 樂 しみに して ゐ たこと が 無になる ので あると 思った。 が、 なほ 奧 

さんの 日 高さん と； t^i つてる ところな どを聽 いて ゐ ると、 追 ひ 出す と 云っても そとから 録日 かよって 來 

る ことになる だけら しかった。 それに、 近々. K きな 家が あり 次^、 どうせ 市中へ 引ッ 越す の だから- 

それまで はき 现に 出なくても いいで しょうと、 奥さん は 書生に 云った。 旦那さん も 別に I^iJ はしな か 一 

一 

つた) 货に は、 もちろん- ま 口 生が ゐて 吳れた 方が： g やかで もあって 嬉しい のでめ つた。  一 

女屮 どもと 十 歳の 男の子と が 茶の £^ に、 そして ©1 生 は 玄關の 三 疊に寢 るの だが、 旦那さん が 便所へ - 
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おりて 來た 折りに 渠に 向って、 

『nl 高、 今夜から は 女中 も來 たこと であるから、 寢る時 は あ ひの ふすま を 締めて 寢 ろよ』 と 注意した。 

『はい』 と、 矢ッ 張り、 素 ほな 返事であった。 

『  』 《s に はふす ま 一枚の ことが その 前から 氣 になって ゐ たので、 いよく 休む 時に なって 力ら 

ぉャ 畑さん に 向って 『ちょ ッと 明けて いら ッ しゃい』 とす まめた。 男の 寢 すがた を.^ てゐ たかった 爲 めだ 

が、 さう とは见 せす、 『その 方が 喾 生さん も あかるく ッ ていい、 わ — でない と、 氣の 毒でしょう。』 

『でも、 おこられる、 わ。』 

『誰れ が 明けた か 分る もんです か？』 

『でも 11 』 お 高さん はこ ちらの 云 ふこと を聽 かないで しまった。  ， 

『  』 ffi も.：：：： 分で わざく 明けに 行く だけの 大膽に はなれなかった。 

明く る朝 になって から、 風呂場の 水汲み は矢ッ 張り f 通り 害虫さん にやって 货ひ、 货は 自分で 最 

もらくな 代^に まわる つもりで、 i が を もって 二階へ あがった。 きの ふの 『ァ ララ ッラ』 がゐ るか ど 

うかの 好奇心 もあった の だが、 向 ふの 障子が しまって るのに 失望した。 


先づ、 再び 机の 引き出し を兩 方と も 明けて 見た が、 旦那の かね 入れ は 見當ら なかった。 惠^^地圖が 

出て ゐ たので、 暫ら くそれ を兒 て.' 自分の 田 島さん がゐ る猿樂 町の 見當 をつ けて 見ようと 思った が 

お づぉづ 見て ゐる せいか、 さッ ばり 分らなかった。 掃除 をす ましてから、 また 書棚の 前に 立ち、 ここ 

の 旦那の 名が 出て ゐる 本のう ちから、 表題のお もしろ さうな の を 一 つ 出して 見る と、 新體 詩の 本で あ 

つて、 その 中に 斯う 云 ふ 句が K めた、 

『血し ほぞ 踊る われ、 君 もて あそぶ、 君 われ もて 遊ぶ。』 

『  』 常に は矢ッ 張り 旦那 も 助平な の だら うと 思へ た。 今、 自分が 踏んで る 二階の したで、 まだ 

奥さんと lie に 寢てゐ るの だ。 如何に 夜お そくまで 蚩 曰き 物 をす ると 云っても、 もう、 九 時 過ぎで はな 

C か — 自分 達 や、 うへの 縱 ^ ふたり は 食事 をす ませた のに？ けれども、 それが 却って 何となく 

に は 頼 母し いやう であった。 

『わたし、 奥さんから 且 那を寢 取る ぐら ゐの腕 はない ことない、 わ』 と は、 冗談に お 高さん へ 向って 

云った こと だ。 

旦那 や 奥さんの g&Sn がすんで、 食事に なると、 かの！ K は 自分で 給仕の 役目に まわった。 すると， 

奥さんが 云った、 

『け ふ はお 前が うへの 用 をす るなら、 あした はお 高と 替 つて やって、 お前が したの 用 をお しょ。 隔日 

お »  二 〇 一一 一 
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交 S にしない と、 不公：，^^になるから、 ね。』 

『はい 。』-、- ちらに は、 ，M 入さん が 隣り の 板べ いの 穴からの ぞいた だけあって、 K 際にな かくん』 へない. 

«<- と 受け れた。 もうこ ちらの ぶしょう を 感づいて ゐる やうであった。 が、 辯 護士 のうちでして ゐた 

やうに、 お^々 を S つた 時 *  W ン 中のう まさうな ところ を GI 分の 方へ 取って S いて、 兩 はじに 近い 方 

を.： ：| つて 來ヒ のに、 それ を M 那も 奥さん も 知らす に. ベて ゐる のが 私 かに を かしく も あり、 可お さう 

でもあった。 ..〔 ぶ^に ゐた 時に も、 W のい わし を燒 いて、 一 称 大きな の は先づ 自分の 皿へ 人れ て 取って 

S いためであった。 

U を *rr?£":- にす るに しても、 ここで は 朝風 ほ も 立って、 朝の： is- が 一 番 面倒の やうな ので、 あすの 朝 

も-:: Z 分 は 二  &に まわる つも；. で、 ゆ ふが たの 食 後の 始末 はま 分が 尤もらしく 働ら いた。 そし 

て：.，：-^が！.^:;山^ったのを、 あすの 朝お ひやで n 分らが たべさせられる のがい やさに、 おはち へ 水 をぶ 

ちまけ て、 米で もとぐ やうに 骚き まわし、 それ を井戶 S. から ぢ かに 流した。 すると、 裘 どころ の 前な 

ろ权べ いに 添って おもて の みぞまで K ッ id ぐに とほ つ て る 半 土：^; a の 水み ちが . うす ぼんやり， L た 夜 n 

にも. ぬの を 敷きつ めた やうに 兑 えた。 これで は あすに も见 られて 主人に， おこら，^ 7 るに きまって る 

から、 小さい 5t 木を以 つて 近いと ころから かき 俊って 行かう としたが、 途中に 土管の 少し サ t ち こんだ 

ところな どが あって、 そこにた まって る 御飯が 蹄 六-のさ きをお もくとめ てし まった。 で、 ^へ を變ハ 


て、 水み ちのお もて みぞに 近いと ころから 流して、 畑の わき を 段々 とさかの ぼって 行った。 それ も I 

ネフき 

度 や 二度の ゆき 戾り ではす まなかった。 二三 度 も 井 戶の水 を ボン ブで 出して は、 また 掃 木 を 持つ ので 

あった。 

ところが、 それ をお もての 魚屋のお かみさんが 直ぐ 明くる 朝に なって 發 3^ して、 奥さんに 告げた さ 

うだ、 

『今度の 女中さん は 御飯 を 勿まない ほどす てます、 ね， みぞに 一 杯た まって ますよ』 と。 

『わたし だッ て、 けさ、 ちょ ッと門 を 出た 時に 直ぐ： つけたが、 ね』 と、 奥さん はう ちへ 這 入って 來 

てから こちらへ 云った、 『まさか、 うちの 女中の： U わざと は 知らす、 誰れ かわ ざく あんなと ころへ 持 

つて 來て粲 てた もの だと 思った の だよ。』 

『  』 こちら は 奥さんと 1-K ふ もの は どこの も 人が 惡く物 を 遠 ま はしに 云 ふと 思へ た。 

『井戸ば たから 水と 一 緒に 流した に 相 遠ない が、 あれ は 一 體 誰れ のせいだ、 え？』 

『  』 お 高さん も そばに 呼ばれて ゐ たが、 返 ief がで きなかった。 それ も その 辔で、 こちら はかの 

X- う i* ん 

女と 相談して やった ことであった。 

『女中と 云 ふ もの は、 默 つて ゐ ると、 よく 御 はん を 突-てる もの だが 、うち- ぢゃァ ああ 云 ふこと はさせ 

ないから、 ね 11 勿體 ない ばかりでなく、  g 飯と 云 ふ もの はたべ 殘し がーと 粒お 茶碗に ついて ゐても 

お  常  二 〇 五 
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キ- たなら し い 感じの する もの だから。』 

『はい』 と 云 ふ 返事 は、 こちらの とお 高さん のとが I 緒に 出た。 が、 お 高さん の もこ ちらのと 同じ や 

.2 んき 

うに 餘り^ 氣の返 ではなかった やう だ。 

このい きさつ を：^:: いて ゐた爲 めか、 旦那さん も そのうちに 起きて 來て、 いきなり 誰れ にと も 付 力す 

おこった、 

『きの ふから 鹿に 紙く づが 二つ も 飛んで 來てゐ るのに、 いまだに どいつ もこい つも 掃除す る こと を 知 

ら ^(のか？ § ^つて ゐ ると、 いつまでもう ッ ちゃ ッて 置く！ 一 體、 ほかよりも 澤 山の 給金 を 出して ふ 

た ァりも 女中が 來てゐ ながら、 何 を させて ゐ るんだ？』 

『まだう ちの ことに！^ れ ないせいで もありましょう が』 と、 奥さんが 受けて、 『あんまり^ がきかない 

ので、 今、 叱って たと ころです が —— 』 

『圇. しいば かりで 役に立た なけり ゃァ、 け ふに も斷 わって しまへ！』 

『  』 お 高さん はた だお どくして ゐ たけれ ども、 常 は 自分で こんな 時の 氣轉が 必要 だと 思って 

in^ ぐ 庭 を はきに 行った。 そして 多少 は 叱られても、 月 十 圆に對 して は 辛抱す る氣 であった。 

庭 を はきながら 考 へて：：： ル ると、 旦那 はお もて 向き 奥さんに 向って おこった やうで ある けれども、 そ 

のぼ、 女中 をお こって ゐ たの だ。 それから、 女中のう ちで も、 お 高さん に對 してよりも こちらに だ。 


どうも ここで も 亦お 高さん の 方が 信用 あるら しいの をね たまし かった。 

主人の 食事に なつてから も、 

『お 常、 ちょ ッと來 て 御覺』 と、 奥さん は 云った。 

『  』 こちら は 丁度 赤ちゃんの おしめ を 洗って ゐ たので、 井戸ば たから 手 を ふきく あがって 行 

きふ じ 

くと、 お 高さん がお 給仕 をして ゐた。 

『け ふのお 香々 は 誰れ が 出した の だ、 え？』 

『お 常さん です』 と、 お 高さん が默 つてれば いいのに 答へ た。 

『さ うだらう。 わたし はきの ふから わざと 何も 云 はないで ゐ たが、 ね、 きの ふ もけ ふ もこれ は』 と、 

奥さん はちゃぶ 臺 のどん ぶり を こちらへ 突きつ けて、 『皆し ッ ぼの 方 だよ。 主人に こんなの を 出して、 

女中が いいと ころ をた ベる と 云 ふ 法 はない よ。』 

『つい、 氣 がっきませんでした。』 

『氣 がっかな いと 云 ふが、 お前 はふく 子に も —— 子供 だから 何も 知らないと 思って  -ッぼ をた ベ 

させて ゐ たよ。』 

『  』 もう、 また 返事が できなかった。 が、 旦那さん の 方が 何とも 云はなかった の を まだ 多少 は 

こちら を ひいきして ゐ て吳れ るので はない かと 思へ た。 そしてお 髙 さんと ふたりに なった 時、 『あな 

お  常  二  0 セ 
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た、 なぜ 奥さんに あんな こと を 云った の』 と H めて 見た • 

『あんな こと ッて —— ？』 

『^ら なけり や 丁よう ござんす』 と、 わざとす ねて 兑 せた。 どうせ 突き詰められれば、 こちらが s.^ か 

つたの だが、 奥さんに 叱られた 餘& をお 商さん に 向っての ほか 漏らす ところがなかった。 その ひで 

かの 女 を み 付ける ほどこ ちらの 微 きを 《„n 分の あ ひだ 兑 せて やる 氣 になった。 

『わたし、 且那 さんが 一 桥 こわい、 わ』 と、 お 高さん が 云 ふのに 答へ て、 こちら は、 

『あれ は ®i がふと いだけ、 さ —— わたしの 瘤に さわる の は 物の 云 ひかた のきつ い 奥さんお。』 

『わたし、 さう でない、 わ。』 

『ぁなたはまだ£?^^知らなぃからょ。 わたし、 奥さんから 1^ ひ 取って 化ましょう か』 と 云った 氣 持ち 

で、 旦那さん の 衣 物の 世話な どもした。 

ふたりが _ ^てから 五 Hnr に、 お 高さん の 叔父さんが 來た。 何でも 引き^け のこと を 云って る やうで 

あつたから、 0分0も 1 3§にゃって^<れるのだらぅと！*んでたが、 こちらへ は 何の 話 もな しに M つて 

行った。 そして 奧 さんが こちらに 向って、 

『お <5E、 お前 はお 高 を そそのかして 前のう ち を 出たん だッ て、 ね』 と 云った。 

『そんた 一 ことはありません o』s^ しそれ がいけ なければ また 出る までの こと だから。 


『それ ほそれと しても、 然し、 お前の 引き受け 人に は 誰れ がなる、 ね？』 

ひつえう 

『お 高さん の 叔父さんが なって 吳れ ます。』 これ はま だ 話 をして ない が、 ^1^必|§!^ら、 お 高さん から 

1K はせ る ことにして あった。 

『f はでき まいよ。 あの人 はお 高 を 引き受ければ 十分 だら う。 お前 はお 前で W に 引き受け 人 を 持ら 

ベな いぢ ゃァ— 。』 

『はい。』 常 は 自分で も その 場. では 承知した ふうに 兑 せた。 が、 私 かにお 高さん に 向って、 奥さん は自 

分 を 追 ひ 出す つもりら しいと 云 ふこと を あはれ ッ ぼく 語り、 『わたし、 また 新聞の^ 吿を兒 てる、 わ。』 

あ ひか は 

『わたし もゐ たくない から、 あなた 地が出るなら 一 緒に 出る、 わ。』 お 高さん は 相 變らす こちらの 手に 乘 

つてる のがた だ 一 つ こちらの 心 だのみ であった。 

その 翌日、 またお 高さん の 叔父が ぉ髙 さんの 父. f つれて やりて 來た。 すると、 奥さん は 奥 のお 座 

敷へ とほ して , ふ すま を 締め切って お 客 さ ん ども とひ そ /\ ばな し をした。 

常 はお 高さん と 一緒に 締まった ふすまの こなたで 縫 ひ 物 をして ゐ たが，、 .S よ./ \ お 高さん の 身 1 兀引 

き 受けが できて、 ここへ 無理. にも 引きと めら れる ことにな- リ、 0 分 だけが 出て 行かねば ならぬ やうで 

お  《め  一 c* 
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はと ふと、 こころ 細くな つて、 氣が氣 でなかった。 

『あなた、 きッと つて 11 わたしが 出たら あなた も 一 緒に 出る こと は？』 斯う、 お 高さん の 耳 もと 

へ n 分 5 口 を 持って行って 念 を 押す と、 向 ふ も、 

『むろんよ』 と、 n 分の を おぼえた らしい 口調で 以 つて 本統の やうに 答へ た。 ト 

『  』 けれども、 GI 分が 案じて 见れ ば、 かの 女が 親に 就く か 0 分に 就く かと 云 ふ 切 破つ まった 場 

合になる と、 心が 變 はらない とも 限らない ので *  n 分 は 針 を 運びながら も、 その 方へ 心 は 向かす、 J 

すまの かなたへ ばかり 环を そば だてて ゐた。 そしてお 高さん の 機嫌 を 取って m はくお めに は、 一つう そ 

の 手紙 を窖 いて、 田 島さん から D 分へ 來 たやう に 見せ、 その 中へ 『お 高さん へ もよ ろしく』 と 入 ォ.. - 

やらう とおへ た。 

『ぢ ゃァ、 舉 校が 一 つで あつたと 云 ふの もう そ. です か？』 奥さんの 少し 高い 聲が きこえた 

『  』 あんな ことまで ばれて 来たの ぢ ゃァ、 とても ここに わられな いの だら う 

『わたくし など は、 もう』 と、 これ は淸 水さん の聲 であった、 『二度と 兑 るの もい やです。』 

『  』 若し-: ：! 分の k; と を 云って るなら、 少し 失敬で はない か、 初めて 行って お 高さん と共にと ま 

つ」； 時には、 を かしな：： ：！ つき をして こちら を兑 たこと も あるく せに？ るの もい や だと は 寧ろ こちら 

から 云 ひたいの だ。 たと へお かみさんが なくなつ てるの だから、 代りにな つて^れ ろと 云った ッて、 


あんなぶ よくした ぉぢィ さんに 誰れ が？ 

旦那さん が 下りて 來 たやう すだが、 やがてお 高さん のお 父さんの らしい 聲で、 

『わたくしの 方で は、 あの 女と 一 緒なら、 ぉ斷 わりしたい のです。』 

『ぢ ゃァ、 一 方 を 早く 處 分したら 11 に 

T  』 して 見る と、 もう、 自分 を 出す こと はき まった のか 知らん？ 

『然し、 若し 直せる ものなら、 人 ひとり 助ける ことです から、 ね。』 

『  』  一^人の 惡 いと 思った 奥さんが 却って あんな こと を 主張した。 して 見る と、 まだ 自分の こ 

め .3- みゃく 

と に 於け る 命脈 は あるの だら うか？ それにしても 、『わたしの ことば かり 云って るの- ね』 と、 iSI 分 は 

お 高さん にさ さやいた。 

『棄て て 置けば いい ぢゃァ ない の？』 

『  』 C 分に は、 相手の 左 ほど 心配 もな く 針 を 運んで るの が、 どちらに なっても かま はない と 云 

つてる やうに も 取れた。 で、 若し そんなつ もりなら、 ぃッ そのこと * しッ かり .0 分が 路み とまる やう 

にして、 かの 女の 方 を 追 ひ 出して やる ぞ とも 考 へた。 

が、 お 高さん のお 父さんが 歸る 時、 お 高さん を そとまで 呼び出し たが、 淸 水さん までが 一 言 もこち 

らへー lliu 難 を かけないで 行った のが 籠に もさ わった し、 またたよ りなく もあった。 そして 自分 は 他人の 

お  常  ニニ 
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* 綾 こた ッた ひとり ぼッ ちで ある 寂しみ を 感じた 

お 高さん は 立ち a- つて 来てから、 こちらに 向って こッ そり 告げた、 

『奥さん は あなたの 悪口 をお 父さんに も 言って よ。』 

『お父さん は あなたの こ と を 何と 云 つ て？』 こ い 方 を 寧ろ 早くき きた か つたの だ。 

『もう、 二 f 励いて はいけ ない ッて。 わたし、 f なぐられた、 わ。 でも、 わたし、 あなたが 出る 

なら、 ひとりで ゐられ ないから、 矢ッ 張り、 一 緒に 出る、 わ。』 

『  』 常は^21分の身のことさへどちらともきまれば、 あと はまた 自分の 胸に 在る と 思った。 奥 さ 

んが 奥でした の兒に 牛乳 を 飲まして ゐる ところ へ 行つ て、 少し あま へ る氣 味に なって、 『どうしても 引 

き .^ズ け 人が 必要でしょう か？』 

『さうた、 ね。 受け 人がなければ 困る よ。 もう、 お 高の はでき たが、 11 お前 はま 京に 知り合 ひで も 

ない のか、 え？』 

『h 人 一に 叔母さんが をり ますが 11 』 これ も 出たら 目で あるから、 そこへ 賴 めと でも 云 はれて は 自.^ 

も W るので、 『さう 親しくして をり ません から。』 

『祌 E から 手紙の 來 たの は？』 

『 ：：•：： 』 常 は の こ i^^M へ 向 つ ての やうに 兄 まも 云 へ なかった。 『わたしの 生れた 近所 


の 人で、 まだ 攀 校へ 行って ますので 11 』 

『ぢ ゃァ、 誰れ もない の だ、 ね？』 

『はい 。』 それが い けなければ 鱟 悟す るより iii か たな か つ た。 が、 

『お前 はふけ てるせ いか、 どうしてもお 高より 二つ 三つ 年う へと しか 見えない』 と、 最初に 奥さんに 

1K はれた のが、 寶を 云へば、 間違 ひで ない 自分が、 その 年した の 相手に 負けて 行かねば ならぬ かと 考. 

へる と、 如何にも 悔しかった。 そして これ も 自分に は n.!. く か.^ 雨 親が なく、 叔父が あっても 因業な © 

t にん 5>.:？ 

めだと m 心へば、 今や 他の こと はすべ て 忘れても、 眞 人間に なって それば かりが 私 かに 歎 かれた。 

や/ >ぶん 

『今 聽 いたと ころで 見ても、 前の 主人のう ちで お前 は隨分 ひどい こと をして 來 たやう だが I . その も- 

と をた だせば、  お前に は 人に 云 はれぬ 情が 何 か ある やう だ、 ね？』 さすがの 奥さん， もこ ちらの 心に 

觸れる こと を 云って 吳れ た。 『それ を 正直に 云って 御 if 話の 都合で は、 いつまでも うちに S いて、 わ 

た しが 身 も 同様 にお 前の 相談 相 乎に なって やらない こと もない から。』 

『  』 常 は 俄か に 嬉し い やら 悲し い やらで 思 はす 自分 の 手 を 額に 常て て そ ひ 5:^ に..；^. き 伏し て.' ま 

つた。 それから、 流れた 淚を 本統に l:z: 分の 袖で ふきながら、 K は、 自分に はお 高さん と途 つて 雨 親が 

なく、 叔父に 財. M を横锁 された の を 知った 悔しさに、 叔^1^の八：ぃ.を盜んで家を出たことなどをぅち明け 

た。 そして 一度 詫びの 手 S を 出した けれども、 それ ッ 切り返 ¥ がない/ a と をつ け 加へ た。 このつ け 加， 


へに ま、 然し、 まだう ち 明けられぬ 字 都 のこと も それとなく 自分で は 云 ひ 含めた のであった， 

『何 かそん な ことで も あるの だら うと 思って たの だが、 また ゅッ くり 聽 くよ』 と 云って、 奥さん はお 

隣り の 人が 來 たの を玄關 へ 迎 へ に 出た。  • 

*  くぶん 

『  』 《£ は 久しく. E 分の 胸にば かりこ ぢ れてゐ たこと を 幾分な りと もこ こに 泣き 訴 へる ことが で 

きたの が 却って 0 分の 久し振りの 心 やりであった。 早速お 高さん が 井戸ば たで 洗 滞 をして ゐる ところ 

へ 1 了って、 『わたし、 奥さんが 置いて やる とお ッ しゃった から、 嬉しい、 わ。』 

『さう n と、 お 高さん は 却って^;^ にも 氣の ぬけた やうな 額つ きをして ふり 向いた。 『では、 ゐる こと 

にす るの？』 

『わたし もゐ るから、 あなた もい らッ しゃいよ。』 斯う 押しつける やうに 云って 置いて から、 常 はまた 

机 こ 向って る W 生の そばへ 行き、 にぴッ たり 寄り添って 坐 わり、 笑 ひながら ひそ やかに、 『わたし、 

ゐる ことにな つたの。 あなた 嬉しくない。』 

『どうして、 さ？』 渠は こちらへ 額 を ふり 向けた が、 相 變らす 野暮 1K の やうに 生 まじめであった。 * 

も、 これまでに ここ を 出る とも 出ない とも 話 をして なかった の だが II 

『どうして ッて 11 』 かの は a 分 だけで 分り切つ てるで はない かと 云 はぬ ばかりにして、 なほ  一 ^ 

^味 を 加へ てた だ 微笑して 見せた。 そして 奥さんが 奥で お客さんと 話 をして ゐ るのへ も を 力た.^ 


けな；^ ら、 日. inle: さんに ！£: つて， 『あな.^ の ss-fs. は どんなの？ わたしの も 貝 せまし ようか』 とまって， 

じ まん 

自分の を も 持って 來た。 そして 渠 のよりも すッ といい 品で あるの を 自慢した。 それ も その 笞で、 宇都 

宮の お嬢さんが 高い おかね を 出して 買った ものであるから。 

八 

く は 

今度 奥さんに 今 一 度 詳しい 身のう へを聽 かれても、 宇都 宫 のこと だけ は 決して 云 ふまい と 心で きめ 

てゐ ながら も、 兎に角、 お 高さん よりも 多くの 信用 を 得て m はく 必要が あると 思った から、 その後 は 謙 

れ よりも さきに 立って 働いた。 

ま 5. あさ 

けれども、 毎朝、 二階の It^ に は必す 常が 自分で 行く やうに した。 一 つに は、 旦那さん がいつ も ふ 

ところへ 入れて 外出す ると ころの、 縮緬の ふくさに 包んだ 紙入れの ありか を 知りたい のであった。 

その 紙入れ は 旦那が お湯 を 出た 時に 着せて あげる 不斷 着の たもと に 這 入つ てること は あるが、 一 一階 

に 置いて あった ことがない。 たまに は、 十錢ゃ 二十 錢の 銀貨が 机のう へ 又は その 引き出しの 中に わざ 

とらし く 置いて ある こと は あるが、 それ はう か./ \ 取れなかった —— 直ぐ 分る に 遠 ひない の をお 高さ 

んか、 曰 高さん か、 それとも 十 歳の ぼっちゃん かの せいに する つもりなら 鬼 も 角。 

t むか 

今一 つ 二階の 戀 しい 理由に は、 眞向 ふの 二階に 二三 名ゐ るの が 大工の 若い 衆 だと 分って 來た。 そ-の 


.ii  ^七お  二- 

どれ かの 注意 を 引く 爲め、 朝 化 g をした 額 を！ ま 風に 吹かれながら、 —窓に W してやる のおけ 

れ ども、 ^1:ふは1,ダに額ぉ出してゐなぃし、 またお た f も 檜 葉の 樹が 邪魔に なって よく 见ぇ なかつ 

た。 

ー攀 近に ゐ るの は 矢ッ 張り 喾 生さん だけれ ども、 その代り、 石 部 金め！： かな かぶとの. 方で あるで は 

ないか？  、 、 

『rt 高さん は S 分 ひらけない 人よ』 と、 こちらの EM 一 やうに ならぬ ザ 平 を それと な， くお 高さん に 云つ 

て かせた。 

『勉强{糸なのでしょぅ。』ぉ"^^さんも亦^目だと、 こちらに はお ハた 

ぉ髙 さんの 叔父さんり と-ころに K けて ある、 . ^の をと こ シャツ を 常 は 持って来て 日 高に やらう かと 

も T.^J へて るの だが、 こんた 男に. やる. 位なら.、、 I り、 盗んだ 時のお へ 通り、 折り を て 神 田の S2. に. 

やる 方が よかった。 そして、 

『洗って あげます からお ぬぎな さいよ』 と 云って、 口 高に ニー  I； 皮 も その^て ゐる シャツの よごれ こる 

こと を： il- したげ れ ども、 渠 はな かくぬ がな. かった。 一 つに は、 m 力の 肌を兑 るの が 而，： ： かった ので、 

1 度 無理に ぬがせて 見た。 そして 井戶 ばた へ つて 往 つて-、 先づ その くさい に ほひ を 私 かに 力いで 

,2」 が、 ふと fi ひつい て^ひ E のと ころ を 返 L て：：：^ たら、 俄かに からだ 巾が ぞッ— とした. ほどの 氣-, ぶ わ 


る さ を 感じた。 大きな しらみと その 白い 玉子と が いづれ おら ゃぞ ろり と 並んで ゐ るので あった。 『お _简 

ご らん 

さん』 と、 思 はす 大きな 聲が 出た。 『ちょ ッと來 て御覽 なさい。』 

『なァ に』 と、 お 高さん は 相 變らす 間の ぬけた 返事 をして 來 たけれ ども、 畑のと ころで 遊んで たぼッ 

ちゃんの 歲 ちゃん は甌 けつけ て來 て、 見る が 早い か、 

『あ ァ、 しらみ だ、 しらみ だ』 と 叫んだ。 

ひ だか 

『默 つてら ッ しゃいよ。 日 高さん に氣の 毒おから。』. 

『  』 お 高さん は 何も 云 はないで、 ただ 二三 度 もつ ばき をした リ 

その^に、 常 は 大きな の を 五六 匹 取って、 流しのう への 乾いた ところへ 並べた。 そして 

『^：^；^しく鲍ょ、 纏さん よです よ』 と、 貪 ちゃんに 云って 兄せ た。 

『あ、 兢爭 だ。 競爭 だ。』 寅ち やん も 云 はれた 通り 聲を ひそめて ゐた。 

『さ ァ、 あげ ま— よう』 と 云って、 常 はまた 一匹 をお 高さん の 足 もとへ 投げる と、 かの 女 は それ を 下 

駄で 地べたへ 踏み付けた。 すると、 貞 ちゃん も競爭 組の 方 をそッ くり 15 みに じってし まった。 • 

常 は 一 一人の じッ との ぞいて ると ころで あとの 蟲ゃ 玉子 をい くつ も 一 つづつ 取って は、 自分の 爪で ク 

ぶして 行った。 ぴ ちり、 ぴちリ と 云 ふの が氣 持ちよ かった。 そして その 一 つの 血が はねて お 高さん の 

ぢょ 

口の あたりへ 飛んだ ので、 かの 女け 氣 味わる さう に 何度も またつ ばき をした。 

お  Csa  二 一 セ 
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常 は それでも 遊び半分に iik よく 玉子まで も 取り 盡し、 そのき たない シ ャ ッ の 洗濯に 皆が 小 半口 も. 

かかった ので、 

『何 を みんなでして ゐる のか、 ほかの 用が できない ぢゃァ ないか、 ね』 と 奥さんに 叱ら.^ た— 

が、 そ，.^" ズ になって、 この ことが 贞 ちゃん やお 高さん の 口から 奥さんへ、 そして|さんカら旦^^-さ 

んへ PI れ たので、 こないだ ぢ うから 子供に 時々 しらみが ついた の は その 爲 めだと 云 ふこと になり、 口 

高さん はたう とう その 翌日から 追 ひ 出される ことにな つてし まった。 

《5 に は それが 一 つのお 1 であった。 その代り、 また、 手の すき を 見て は、 茶の 問の 緣がは 近くに 横. 

になって、 おもて 通りの 長屋の 二階の うら 窓 を兑て i* した。 長屋 は 魚屋、 米屋、 そば 屋と三 軒並んで 

るが、 そ S ン 中の 米？ i に は、 鈴 木と 云 ふ iil り 者が とまって ゐた。 そこへ 買 ひ 物に やら 

れる ついでな どに 話 をし て^て、 その 姓名 やその 休み 日 やその 歸 つて 來る時 問 や を 知った ので、 時 ぼ 

にたる と、 GI 分 はお 高さん ゃ貞 ちゃんに、 

『障子 を 明けて S きなさい よ』 と 命じた。 そして 向 ふが 額 を 出す と、 こちらから 手 似 M を以 つてい ろ 

ん なから かひ をして 兑 せた。 兩 乎に 茶碗と と を 持って 口に 遝 ぶかた ち をして、 それから かた 手 を 一 

方の くびに かついだ の は、 御 はん をた ベてから！ 休みす るの かと 云 ふ 問 ひであった。 また、 膝の あた 

りへ 長い 物 を かける &ぎ をして、 兩手を 右 ひだりに 動かした の は、 これから 出勤して 行く のかと 云 ふ 


また 向 ふから 呼ぴを かける 時な ど、 たまに はわ ざと 障子 をし めて 隱れ てると、 貞 ちゃんが 却って こ 

れ 見よ がしに 引き あけた。 こんな 時には、 常 は 笑 ひながら 兩手を 後ろへ 突いて 自分の 半身 を隱 した。 

『お 常さん、 貞 ちゃんに 來 いと 云って 下さい、 繪ハ ガキを あげます から』 などと、 鈴 木さん は 子供 好 

き だと 云 はれる だけにい つも そんな こと を 云った。 が、 こちら はも ッと 意味 を 持って ゐた。 

『いつでも シャツ を 洗って あげます よ。』 これに はまた しらみが たかって ゐ はしない かと 云 ふ 好奇心 も 

あった。 そして 一度 洗濯 を賴 まれた 時に、 それ をよ く 調べて 見て、 男のに ほひが ついて る だけで 蟲な 

ど は 一 匹もゐ なかった：： に 何だか 却ってた よりない 氣 がした。 そして 洗った の をし ぼり 丸めて ちょ SV 

と 新聞紙に くるんで、 板べ いのうへから 手渡しした。 

『なァ に』 と、 お 高さん は そこへ ひよ ッ こり 出て 來て 不審が つた。 が、 こちら は 新聞紙の 中の 物 を 何. 

だと も說 明し なかった。 

或 時、 へいの 向 ふが はへ 來て、 鈴 木さん が貞 ちゃんと 何 か 話 をして ゐ たので、 紙切れに かた 假名ば 

かりで 書いた 物を貞 ちゃんに 渡し、 

『これ を 鈴 木さん に 下から 讀ん で御覽 なさい とお 云 ひなさい。』 

わ ぶつ 

r  』 鈴 木さん は 受け取つ たが、 やがて、 『こんな 猥褻な こと をして はいけ ません』 と 云って 突、： V 

お  常  一二 九 
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退した。 

それ を JEO^ やん が ひろ ひ 上げて 見て ゐ たが、 一 

『ね ィゃは 助平 だ、 ねい』 と 叱った。  と にく 

『この 小ゎッ ばめ が丄 常 は 笑 ひながら も 斯う 思って 十 歳の 子供が 小 憎らしかった。 で、 主人の 留守 

に は、 £^ が、 

『御お 人 さま を 何す る』 などと！！ ぎな こき 云 ふに も I なく、 本統の 主人が その子に する やうに、 

時々 その 尻 を まくって その 尻 ッぺた をな ぐって やった の だ。 それ を 見た 三 歳の 子 も、 

『ユイ や 1 1^ と 云った。 それ も 瘤に さわる ので、 主人の 留守の 時に、 

『こら、 ふく！ 默れ！ 泣く とや かまし い』 と 叱り付け たこと もあった。 

そんな ことが 1?- じ 人ん に 分って しまったの だ。 それに、 奥さんが あとで また ゅッ くり 聽 くと 云った こち 

ら I の 上ば なし も、 あれ ッ 切り、 いつまで 心待ちにして ゐて もがれなかった。 どうせ、 もう、 ゐ 

られ ない の だら うと、 またく 考 へる やうに なって ゐた。 半ば 燒 けにな つて、 奥さんのお 由い を t 

多 過ぎ る ほど 横取りして 分の びんに 入れて 置いた ので、 それが ま轰 ぐに 分って しまった。 

『わたしのお 白い を 誰れ が 出した の だ、 え？』 

^0たしは.^りません』 と、 I さん はお.、 つくして 答へ た。 けれども、 それが i さんでしょう と 


I 


『ぼク ちゃんが け、 顔に 白い物 をつ けて ゐ ました o』 

『なァ に、 あれ は 徒らに てんかふん をつ けて ゐ たの だが、 ね |_ 』 

『  』 ぢ ゃァ、 お ぢょッ ちゃんで しょうと 云 ひかけ たの だが-, I 

まへ、 7 ち 

『わたしのお， Ml いのに ほひが お前 達のう ちでした よ』 と、 奥さん はこ ちらの 圖 ぼし を さした。 『わたし 

の、，：： お前 達の 使つ てるのな どと は 遠 ふから、 ね。』 

『  』 常 は、 もう、 一 首 も 云 ひ 返しが できなかった。 若し 押し つめられたら、 自分 も SK さんと 同 

じの を 買って 置いた の だとで も 云 ふより 仕 かたがなかった。 あとでお 高さん に 向って、 『あなたば かり 

あの 女の 疑 ひ をの がれたら いいの』 とな じって 見た。 すると、 かの^^なぁゎてて、 

じつ さ .3- 

『わたし、 實 際に 知らない のです もの。』 

『でも、 あなたで なければ わたしの せいに されて しまう でしよう —— ？.』 

『ぢ ゃァ、 奥さん はう そ を 云って るので しょう. か？』 

『  』 丁度い いこと を 思 ひ 付かせて 吳れ たので、 常 は その 問 ひに つけ 込んで 7 あんな こと を 云つ 

て、 わたし 達 を 追 ひ 出さう としてる の だ、 わ。』 

f さう か 知らん？』 お 高さん は暂 らく 物が 手に つかぬ やうで あつたが、 『わたし、 おそろしい、 わ II 

お 常  ニニ 1 
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どろぼう  レ *  •  >  0  n 

若し 無理に 泥棒に でも さわたら 』 

『だから、 早く またも ッ といい ところ を 探しましょう よ，』 

『わたし も 一 絡に 行く、 わ。』 

『  』 《：£ は极を 向いて ちょ ッとキ W を 出した。 


や 


け. ^ども、 奥さんに M ひっかって 奥さんの 爲め i つた 帶は 旣に 短く でき 上って るので ある。 メリ 

ノス だが、 その むらさき 地の，：： しぼりの 切れ を 一尺ば かり はかす り 取った。 それ 集 ひに も 奥さん は 

そして、 ここ II に は、 如何に 懸で ぬけ-がない やうに してき 

て b、 まだ 何 かいい 物 を 取る ことができさ うであった。 

一方に ま、 また、 I、 ここへ 來 る 五六の 新聞に 出て ゐる廣 省 主人 や 奥さんが 起きない うち f 

んで、 こ：； と 同じ ほどの I 金复れ るの が あらば と 頻りに 注意して ゐ るの たが、 どうも 思 ふやうな 

の：^ なかった。 

k  i  ？ tr-r-c^^p.  ,! 分 だすが もとの やうに 四 回 ゃ五圆 のと ころ 

さう かと 云って お 一.^ さん ひとり 力う まく ここに^り よた  」 2  、つ こ。 

<f[i^, どうしても |& になって、 かの 女 を もつれ 出さねば ならぬ あって ゐた 


もして 一 緒に つれ 出し さへ すれば、 お 高さん の 給金 を も卷き 上げる こと は 容易であった。 

それにしても、 ぉ髙 さんが 京 橋で 貰って から そッ くり まだ 持って ると 云 ふ五圓 を先づ 何とかして 卷 

き 上げたかった ので、 日立 鑛 山へ 行って る 男 を 自分の 義理の 妹と 12^ 傚して、 それに 子どもが できた こ 

とに し、 妹の 母 乃ち 自分の 叔母が 急に 手傳 ひに 行って、 そこから 自分に よこした ていの 手 被 を 書き、 

私 かに 近所の 郵便箱へ ほうり 込んだ。 そして それが 再び 自分の 手に 届いた 時、 それ をお 高さん にも 讀 

ませた。 それまで にも 度々 自分の 書いた 僞書 を以 つてお 高さん に 自慢した リ、 競爭し ヒリ、 喜ばせ..^ 

與 へたり して あるので、 今回の もす ッ かり 信じられ るの は 分って たの だ。 

で、 常 は まじめな 顏で、 ， 

『妹の 初 鹿おから』 と、 お産と 云 ふこと でさきに 自分が 誰れ のと も 分らぬ 兒を 流産した 寺に は、 XMJ 

ベ 無事に 生まれて もお 祝 ひな ど 望めなかった 事情に 思 ひ 及びながら- 『どうしても 拾圆 ばかりの t§i は 

送って やらねば ならないでしょう。 わたし、 今 その 半分 は ある けれど 贊は、 (これもう そだが)、 あと 

の 半分が 足りない、 わ。 あなた、 今月のお 給金が 取れる まで 貸して 吳れ ない？』 

『おかねの こと だから、 ね』 と、 お」 咼 さん は 答へ て、 なか/ \ 貸 しさう でもなかった。  - 

つろ 

『  』 このうす 野呂 でも かおの ことになると 馬 鹿に はで きないの か 知らん？ それなら それで、 刖 

に また 考 へが あるので あった。 


I^Km  ^七^  一一 一一お 

この 口、 奥さん はこ ちら を 奥へ 呼んで、 

1- お前のと ころへ 來た 郵便で^ せても いいの を 一 つ 持って来て 御覽』 と 云った。 

『  』 わざく どうす るつ もり か 知らないが、 丁度お 高さん に：：^ せた ハガキ がよ からう と m4 つて 

それ を さし 出した。 すると、 奥さん は 一言の もとに、 

『これ はお 前の 手 ぢゃァ ないか？』 

ぢょ 

『  』 t か はちよ ッ と；^, 事に 困った。 自分の やって るた くらみ を かの 女に 横 合から 見破られた 力ら 

である。 

『さう して：^ ると、 こないだから 不思議 だ、 不思議 だと 思って たこと が矢ッ 張り さう だ、 ね。 お前 は 

何の めだか、 ハガキ ばかりでなく、  ^ 紙に もお 前が 書いた 物 を 自分で 受け取つ てるよ。 これ だッて 

日 _ け- 鍊 山と はして あるが、 消し印 は ^inllr たよ。』 

，ちが  ^  a- 

『決して そんな ことはありません。 多分 何 かの 問 遠 ひでしょう 』 

『そんなら それでも こ ッちは 別に かま はない が、 ね、 文句まで がお 前の 書く 通りに 似て ゐ るよ。』 

『  』 ik と 云へば、 GI 分 は 男に やる 手紙に は、 『カル タ早 わかり』 と 云 ふ 小さい 害 物に 書いて あ 

る fc 人 一 竹の！ g 歌の^ 明から、 いつも 思 ひ 付きつつ. あるので あった。 

4^ に 道 入って から" 常 はお 高さん の かほ を また^な 床に て、 —— の 時には、 もう、 大分 あた 


.^^^カくなゃてたので、 £5 に. 寢てゐ た. （そ o 馬鹿げ-さ 加 f ひとりで あざ笑， ひながら、 自分の 萬き 筆 

でこッ そり 手辆を 三本 書いた。 その 一 つ は猿樂 町の 田 島 宛てで、 い. よ-,. \ お 高さん を 三十 一日の 晚に 

はつれ 出す から、 あなた も I 緒に 加勢して 神 田な り淺 革な りの 活動へ でも f り、 お 高さん の を 

取って しま はう" その 時には、 今月のお 給金 拾圓と 別に 五圓 とが a 入って る！ |2 だから 。そして あなた 

はお 商さん を 一. 度お もちやに する なり、 何なりして、 ぉッ ぼり 出して しまへば いいから、 と 云 ふので 

あった。 

ひだち . 

.ns きに： S 日立 鑛 山の B に與 へる 手紙で、 自分 は 今：！！ となって は、 もう、 誰れ とも 手が 切れて るか 

ら、 束 京へ 出て 來て 一 緒に 家 を 持たない かと 云 ふ、 例の 戀歌 もどき の 誘 ひの 意味 を 書いた。 この sfK 

をと こッ 振りが 田 島よりも よくない けれども、 自分の 流廢 した 兒は 自分で は渠の 極に 遠 ひない と 云 ふ 

2=^ 當 はついて ゐた。 

今一 つ は、 お 高さん に 見せる 爲 めの 物で、 神 田の 叔父から 自分に 若し 困れば いつでも 友達 もつれて 

やって 來 いと 云 ふこと いた。 自分 はお 高に 向って 神 田に ひとりの f があって、 し &を三 4. 軒 も 

持って 立 VK に暮し てゐ ると 云って あった。 

以上の I 一； 通. ^SI き 終 はって しまう と、 たださへ 勞 れてゐ たので あるから、 まだ 封 もしない のに、 そ 

力ま まべ た？ 突ッ 伏して K つてし まった。 もし i.^ 朝起きてから 考 へて a ると、 どうも 夜 T に 奥さん 


n  ^七卷  一一 ニノ 

にす ッ かり 见られ てし まった やうす が ある U よく は 自分 も おぼえて ゐな いが、 手紙 を ほうり ッ 放しに 

した 位 m はが 朝见た 時には 逮 つてた やう だ。 

ひま A,:D- て郵： ^箱 へ 人れ て來 てから、 

『奥さん は あなたに 何も 云 はな かって？ 见られ て は 少し 困る 手紙が あつたの だけれ ど』 と 云って a 

た。 

『  』 おせ？ さんに は、 然し、 何も 知れて ゐな いらし いのに こちら は 多少 安心した。 

n; 邠 さんが, き 物の 爲 めに： は々 旅行に 出る せいか、 奥さん はこ ちら を 迫 ひ 出す ときめて ゐ？ に 和り. S 

ない にも 拘ら す、 1 向に それ をお くびに も a せないで 月の 末に 近づいた。 だから、 こちら はお 給金 を 

^if. 虹ぐ 先手を打って や" うとお へて たのに、 三十日と 云 ふ 日の. 朝に なって、 

.f んぢ やう  1,* 1. ^ , 

『あす は 月末 だが、 ね、 へつ 前 gj は K 口に 來 たの だから、 お 給金 は 勘. 冗に 都合が いいやう に^ 月 に 

. ^す ことにし たいが、 それでい いだら う、 ね』 と 云 はれた。 

:/1  .  ぢょ 

『はい。』 *s は 化 方がない ので 自分から お 高さん を も 代表して 返 した。 が、 あとで こッ そりと 力の 女 

の 額を兑 て、 ちょ ッと闪 つた、 な、 と 云 ふ t 谋を 口と 0 で 語り合った。 自分 は 三十  一 口の 晚に  一 S に 

また 逃げ出さう としてな たの だ。 その 計 割が 狂って 來 たと 同時に、 『わたし、 あなたの 叔父さんに 手紙 

を 啓いて あげる、 わ』 と 云って、 有無 を 云 はせ す、 手紙が 書け るの を 自慢の 常 はお 高さん の 代れ をし 


くわせつ 

『拜 啓、 ^？^暖之候と相成り中し候。 此花 節に 叔父 上様に は 如何お 暮し 遊ばされます か。 さだめし 御壯 

健の SHJ 思 ひ 居ります 。私 は 日々 淋しく 暮 して 居ります。 今日 此. ぬ は 何 かにつ けて 怒って ばかり. 3 て 

奥様が 輪に 輪 を かけて 主人に 話 すので、 大いに 懲り、 今 は 居る こと は 一切 出來 す、 け ふが 日に も ひま 

とり 度と 思 ひ 居ります が、 今度 は 叔父 上様の 前が あります から、 何とも 仕方が 御座いま せんから、 が 

なにとぞ 

まんして 居ります が、 仞卒 早く ひま を 取って 下さい ませ。 此 手紙 翁 次第、 何 か 文 を 作って 半日 ひま を 

もらって 行きて、 種々 御 話し 致し 度 候へば、 至急 主人の 處へ 御手 紙 下さい ませ。 私の 友達の つね子 樣 

も 四月 四日に は ひまと つて 故 鄕へ歸 るか、 又は 東京で 何 か 藝を習 ふと 云って 居りました。 つね子 様の 

叔父 樣 は大變 立派に 暮 して 居る 様子で、 つね子 様が ひまと ると 私 一 人で 何とも 手の 付け やうが ありま 

せん 力ら、 ひまと つて 下さい ませ。 私 は ひまと る ことに 心配 致し 居ります。 再々 のお 願 ひであります。 

叔父 上様に は 度々 御 心配 を 掛けまして 何とも 相す みません。 何卒 御 ゆるし 下さい。 今 は 叔父 上様より 

の 御手 紙 を 日々 待ち 居ります。 先 は亂文 亂维御 許し 下さい ませ。 さよなら。 かしこ。 三月 三十日 午前。 

叔父 上様 御 許に。 淋しき たか 子より。』 

これに 對 する 返 ie$ は 三十 一日の 晚 になっても 來 なかった。 月に 這 入っても ^ なかった。 そして 二 

3 の 朝に はした の 兒の爲 めに 乳母が 目見えに 來た • 

お  常  ニニ セ 


泡 鳴 仝^ 烺 七せ  エー ザ/ 

『1 二人の はない から』 と、 奥さん はこ ちら 二人に 向って、 『お前 達のう ちで ひとり を斷 わらな けり 

やならない が、 れ 11 』 

『では、 わたくしが 出ます』 と、 常 は 云 ひ 放った。 『妹が 呼びに 來て 居ります から、 あす 會 ひに 行け 

g よ 

ば、 多 <s へ歸る ことにな りましょう。』 これもう そだが、 お 高さん の 手 まへ もあった。 かの 女 に^し 

て は、 妹なる^^：が來て神ロから手紙をょこしたことにしてぁるのだ" どの 妹 かと 云 ふやうな 疑 ひ はお 

R さんに は 出る^がない と 思 はれた から。 

『ぢ ゃァ、 丁度お 互 ひのお めだから。』 斯う 云って、 奥さんが 二階へ あがった あ ひだに、 常 はお 高さん 

に. s つて、 

『あなた も 一 lg に 出る のです よ』 と、 念 を 押した。 そして このうち は どんな 様子 かと こッ そり it きに 

卞.^ がに 向って、 とても ゐづ らく ッて あなたな どに ゐられ る もので ない と 云って やった。 『i ^の 御 は 

んを うんと たべて、 今夜 は 田 島さん に 逢 ひに 行く の だ』 とも 云って、 お 高さん を羡 ましめ た。 そして 

斯う 云った 時には、 また、 妹の 來てゐ ると 云 ふう その 方 を 忘れて 居た。 

そのうちに、 奥さんが 手帳 を 持って 下りて 來て、 

まんせき 

『お前の 本籍 をち ょッ とこ こ へで も ©!1 いてお くれ』 と 云った。 

『茨城 縣水戶 在 〇〇 村 11 』 《£ は 0 分の 知って る 男の 村 名 を 書き入れて 『山 部 常 子』 とした。 


『これが 本當 の戶, だ、 ね？』 

『然し、 わたしの 戶籍 はいろ，/. \ になって ますから、 調べた ッて、 それだけ では 分らないでしょう OJB 

断う 答へ たに は、 自分の 叔父に 對 する 燒ッ 鉢の 恨み も あり、 また 奥さんに 向っての 隱し 立ても あった。 

『あなた は 京 橋で は德 子と 云って たし』 と、 ぉ髙 さん はいつ かも 不 SS がった、 『ここで は 常と 云 ふし、 

まん レーう 

どッ ちが 本 銃な の？』 

『わたし" 名前 は その 時ち その 時で^ 山つ いて ゐ ます。』 もッ とも、 子供の 時に 弱かった 爲め、 別に 緣 

窨を 直す と 云つ、 よし子と 呼ばれて ゐ たこと も あるが、 今う かく 本名 を名乘 つてれば、 どんな 目に 

逢 ふか も 知れなかった。 

『お^ II お 常』 く また 二階へ 行った 奥さんの 呼び 聲 であった。 行って 兑 ると、 『今、 且那 さんと も 

租談 して、 ぃッ そのこと、 け ふ ひま を 取って K ひたいが、 ね』 と 云 はれた。 『わけ を 云へば 澤山云 ふこ 

，广. は あるが、 どうせ 出て 行く ものに 云った ッて仕 やうがない から。』 

せんて 

『u うです か？』 常 は、 今 1^1 ら 悔しい ことに は、 却って 先手 を 越されて しまったので、 ひやり と 水 を 

な； ふきん 

あびせ かけられ たやうな 氣 がした けれども、 そ C 場で 腹 を きめてし まった。 『今月のお 給金 さへ いただ 

けば^^ぐ引き取ります。』 

『お， S は』 と、 n; 那も n を 出した、 『：惡 い 癖が K りさへ すれば と m わって たの だが、 駄 n であった の だ。』 

お  常  1: 二 九 
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『さう です か？』 そんな こと を 二人で 云って ただで 突ッ 放す のかと も 忍へ たので、 『お 給金 をいた だい 

て歸 ります。』 若し^れ なければ 磐 察 へ 訴 へ て やる と覺 悟した。 

『給金 はした へ 行って あげる が、 ね』 と、 然し、 奥さん は おだやかに 出た が、 艰 して 三 通の 手紙 は I 

く とも、 一 桥兌ら れては 困る の を 11 Jus ん でたら しかった。 『お前 はお ほ 芝居 を 打た うとして 失敗 

した い だよ。 うちの 旦那さん の爲 めに は い い 小 說の種 を こしら へ て吳れ たもの だ。』 

『さう です か？』 ^はまた 断う しか 云へ なかった。 

一 0 

『お前 を 世 から 助けて やらう と 思った やうに、 わたし はお 高 をお 前の 手から 助ける つもり だから、 

ね、 いくら つれ 出さう とした ッ て駄： Z だから、 さう 思って おいで』 とも、 奥さん は 云った" 

r  』 それ は 然し 二三 口の うちにお 高さん の 叔父さんが 來て、 どうせ つれて 行く に 遠 ひない と 云 

つて やりたかった。 お 高さん に は そこ をよ く 云 ひ 含めて 盤いて、 一 と先づ 別れる ことにした。 

米屋の ニ^に ゐる ST か 生悅巡 盗であった ので、 物 を 盗んでも 預ける ことができな いと 分って た爲め 

殆ど 何も：：： ぼしい もの は盜 めなかった。 が、 晚 めし 近くで 腹が へった ので、 戶棚の^^^ぼしをふくろご 

と 自分の 風 DC 敷へ 入れて 來た。 そして 先づ 天 肌祌 社の 森の】 SKIi れて それ をた ベながら^ へて H かる 


  わ A 

と， 田岛 さんのと ころへ うそをついて 行って H 几た ところで、 とめて！ L 犬れ るか どうか 分らなかった。 奥 

さんに：：：^られたこなぃだの計劃に對する返：；！；-だッてまだょこさなぃのだ。 田 島ば かりで はない。 口 立 

鎖 山のお ッて、 あれ だけ 文 $： 十 をね つて 云って やった のに.' さッ ばりた よりがない。 

まだ 道 案內も 詳しくない 一,M 京 を、 ひとり ぼッ ちで、 どうしたら いいだら うと 迷って ると、 山の手の 

镭 がと ほる 響きが きこえた。 それで 行けば 上野へ 行ける と聽 いてた ので、 盗んだ 物 をた ベて しまう 

と、 大嫁停^5^場へ急ぃた。 そこから 出た- m 車 を 上野で 下りる と、 前に 逃げた 男と 一 緒に とまった とこ 

ろの 〇〇 館へ 行って、 また そこへ とまる ことにした。 

その 夜 は、 これから どうして いいの か 分ら なくなって、 あたまが かきみ だれて ゐ たので 氣が 付かな 

かった が、 明くる 朝に なって 兑 ると、 自分の 變の 道具がなかった。 まだ. お 白， S もっけないで： SH}. に乘 

つて、 今 一 度大 1^ へ來 たが、 きのふまでゐた^:《4が初めてそのi:をくぐった時ょ.o^も 一 歷ぉそろしかっ 

5--- フぐ 

た。 ぉづく と 勝 乎の 方へ まわって、 お 高さん に 忘れた 道具 を；！^ 1 つて K つた。 が、 ^J-にかの女のゃぅ 

す も！！ 人って る やうな ので、 ) 

『どこに ゐ るの』 と 尋ねられても、 

『いづれ 知らせる、 わ』 と 答へ ただけ だ。 『叔父さんが； チ いて？』 ， 

『まだよ。 でも、 きの ふ、 ちょ ッと 行って 來た、 わ。 奥さんから 紙が 行って て、 叙 父さん は 來てか 

お  ^  二； 二 一 
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ら 様子 を聽 いて 兄ない とひ まも 取らせな いと 云った の。』 

『  』 货 はお 高さん に はま だ 出る 氣が あるの を 知って、 少し は 自分 も 心丈夫に なった。 

『お 《：^ かい』 と、 例の 長火鉢の そばから 奥さんの S がした 。『お前 は S ぼし をす ッ かり 持って行った、 

ね。』 

『  』 こちら は歸 りかけ て 茶の間の 緣が はの 前 をよ ぎる ところで あつたが、 ちょ ッと 踏みと まつ 

て 締まって る 障子のう ちへ 向って、 『わたくし は 知りません。. S し 執念深く 問 ひ つめられたら、 そんな 

ら^ 據が あるかと 自分 は 問 ひ 返して やる つもりであった。 が、 自分と して は、 そんな 下らない 物より 

ふく  》>r' 

も， なぜ メリンスの 帶 切れの こと を聽 かないの だと 心に 云 はせ て、 復讎の 如き 痛快 を 感じながら、 e: 

を 出た。 そして 門 を てから、 俄かに、 奥さんが" 那 さんに 話して、 ロー 那 さんが 自分 を追ッ かけて 來 

はしない かと 思 はれた ので、 丁度 一 ヶ月 閱も見 g れた^ の 左右へ は 目 も吳れ ないで、 さッ さと 停車場 

へ 急いだ。 

{„5 へ歸 つてから、 まだ 脈が あると 思 はれる お 高さん の 心 をつな ぐ爲 め、 そして 奥さんへ は 自分の そ. 

てんそ . . 

ん なに 菜 てられ 者で ない こと を 示め す爲 め、 妹から 來た 自分 當 ての ハガキ .V 書き、 また 天 社ヮキ 

平 方へ 向けた ことにして、 

『いろく SS も ある ことに 院 へば、 早く 來て 下さい ませ。 母上から もこ とづかり 物が あります』 たど 


と 云 ふ 文句 を 入れた。 郵便局の 消し印が どこに なって ゐ ようと、 それ は 自分に は關 係がなかった a 

廣吿で 見たところ をニケ 所目兑 えに 歩いた が、 一 方で は， 人. を 馬鹿にした ことに は、 

いんら.？.. 

『お： は淫亂 らしい から， #1 生の 多い うちで は 置きに くいから』 と斷 わられた。 また I 方で は、 

『お前の CI つきが よくない、 ね』 と 云 はれた ので、 どうせい やなの だら うと 思って、 自分から 引き取 

つて 來た。 

そして 三度 E にや ッとゐ て吳れ ろと 云 ふところが あつたので、 そこ へ 落ち 付く つもりで 淸 水さん の 

うちへ 荷物 を 取りに 行った a 

『どうも 御無沙汰 致して を ひまして すみません。 平 田さん を 出ました ので、 直ぐに も あがる ところで 

した 力、 わたくし も 今回 神 田の 叔父さんから 舉費を 出して 貰 ひまして、 或女擧 校へ 這 入る ことにな り 

ま， した。 その 入 攀試驗 で こないだ ぢぅ 急がし うご ざい ましたが、 幸 ひに も入學 がで きました ので、 や 

ッと お尋ね 致す ことが で I したわけ で —— 。』 

け？ う 

『それ U 結構で しょうが （  もう、 こちらで も 平 田さん へ 伺つ て いろ./ \聽 い て をり ます。』 

『  』 何 を 聽 いてた ツて かまう わけではなかった。 こんなむ 鍅 な 男が！ 

『お 髙も來 て、 もう、 自分の 物は疾 くに 別にして あります から、 よく あなたの を 調べて 見て 下さい I 

I あとで 閒逮 ひが あると 困りす まから。』 

お 常  二三 三 


si 第 七 « 

『  』 して ほる と、 お 高さん はこれ からのつ き 合 ひ を やめる 氣 になった のか 知らん と むな 力 

ら、 常 は n 分の の ひも を ほどいて その 中 を 調べた。 一 つで も 足りない 物が あったら 承知 しないと 

5 決心に なって ゐ たが、 その I もない ので 少しが ッ かりして、 『確かに 置 ひはありません。』 

『それなら、 念の 爲め にわた くしから 伺って 置きたい のです 力 II 』 

『  』 《.E は 清水さん の 妙に 威 だけ 高に なった の を 何の こと だと 思って、 あざけりの 目 を じろ りと 

向けて ねた。 

その シャツ は どなたので すか II ものです が？』 

『  』 さう だ、 をと こ 物で あらう が、 あるまい が、 他人の 關 すると ころで はないで はな レカ？ カル) 

し はま ご 付いた が、 S ぐ i 阯を きめて、 『これ は』 と、 京 橋に ゐた 時の こと を 思 ひ 浮べながら、 苹 早く 

5^ に 押し込んで、 『確 f 一  に わたくしので す。』 

『然し、 £i の 話で は、 の 旦那さん の をお 高が 洗って 縫 ひつく ろった 物 ださう です よ。』 

『そんな ことはありません。 鶴さん の 思 ひ 5 でしよう。』 行李に I をして、 その上へ 白 分 I の 

手 を m はいて ゐた。 

『さう a, ッ ばりと 云へ るか どうかず ません が-—』 f 云って、 水さん はこ ちらに 云 ひくる めら 

れて しまつ-^ ほ 力 だら う、 おは. む を 5：： すお 二 ：2 さんの ことに^ を 移して、 矢ッ 張り いろんな こと を 


さんから 聽 いて 來 たから、 『以後、 お 高との つき 合 ひ は 御免 かう むります。』 

『へい』 と、 お 常 はと ぼけて 見せた。 それから、 『お 高さん はわた くしょり 年う へです よ。』 これもう そ 

だが、 生まれ 月 だけで 云へば、 向 ふが 二月、 こちら は 十月で あると ころから 思 ひ 付いた 理窟 だ。 『その 

年う への ものが 年し たのものに だまされ ると 云 ふこと があります か？ 京 橋 を 出た の も、 お 高さん に 出 

る 意志が あつたから こそ 出ました ので、 決して わたくしが だました わけではありません。 それに、 あ 

なた は あなた、 お 高さん はお 高さんで しょう。 お 高さん が 向 ふの 意志で わたくし とっき 合 ひする のが 

どうして い けません か？』 

けい S ク 

『どうせ 警察 もの だら う、 な』 と、 淸 水さん は 横 を 向いて 聲を かけた。 

『さう 賴む』 と、 奥に ゐた 31- が 答へ た。 平 田のう ちで I 度 たことの あるお 高さん の 父親の 一： g らし か 

つた。 

『  』 常 はぎよ ッ としない では ゐられ なかった が、 弱み を 見せて は 却ってよ くないと？ V プ へたの 

で、 少しもお ぢ けを见 せす、 何 喰 はぬ 顔 をして 行李 を ひとりで しばって ゐた。 

そとへ 出た 清水と 入れ 替 つて、 ぉ髙 さんの 父親が 玄關 のまに 出て 來た。 I 方が 長い 髮を 分けて、 ぶ 

ょッ とした 額 をして ゐ るのに 比べて は、 これ は 目つ きもき bvhv として、 五分刈りの あたまに はしらが 

だらけ だが、 なか/ \ きつい 口の ききかた をす る、， 

お  $e  二  111 五 


^七， ぜ  一一 一一 一六 

『お前の 爲 めに また わざく 出て おなければ ならん やうに なった の だが — ぉ高は手紙に.0分のこと- 

を1^^子とはまロきません0』斯ぅ云ふのをきッかけにして、 何でも かで もこ ちらき 责 める やうにば かりし 

たので、 勝手に 云 ふだけ のこと を 云 はせ て S いた。 鬼に 角、 平 田の 奥さんが こちらの 惡 くち をさん ざ 

んに 一; ム つて 聽 かせたら しかった。 で、 

『奥さん は i^.^ うそ を 云 ふ 人です から』 と、 常 は 切りぬ けたつ もりで あつたが、 水さん が 際に 澄- 

察 /1 了つ とものと すれば、 n 分が ここにう かくして ゐ るの は 利口の ことで もなかった。 『わたくし は 

今 1^へ，ぃの<^めに調べ てらましょう』 と 云って、 再び 自分の 行李 を 明けて、 栗 岡さん の シャツ を 取り 

ノ、 下- JS いた，， ：、 兩 手で 持ち上げ たりして 見せてから、 『ああ、 これ は逮 つて をり ました。 わたく 

しが ぽを 出る 時から f さんに K つてあった のかと 思って をり ましたら、 矢張り 京 橋の 且邡 さんので 

した" ついでです から、 この i^i も 奥さんの を 遠って 持って 來 たやう ですから • 一緒に 返し ましよ 

う。 ちょ ッ と 失 ® し て そ " 巾 しわけ C 手紙 を喾か せて 赏 ひます。』 

P  』 おせ I さんの 父親 は 何も 云 はないで そばに つい てるのが、 ^-ちらには逃げるのを见張りされ. 

てる やうな 氣 持であった。 


『i、 その後 は 御無沙汰 致し 候』 と、 常 は 紳士の 眞似 をして 持ち歩い てる 萬 年 维で以 つて 行李に あ 

つた 西洋紙 —— これ も 取って 來 たの だ —— に 栗 岡の 主人に 常て るつ もりの 文句 を 書き初めた。 が、 い 

つもす らく ま 曰け るの が 自慢の 文句 も、 け ふに 限り、 ことがらが 遠ふ爲 めか、 思 ふやう に 出なかった。 

それでも、 わざと 心 を 落ち 付けて、 自分 は あやまって 御主人の 物 を 荷物に 入れて 來 たが、 今日 それ を 

發見 致しました から 郵便に て 送り返し ますと 云 ふこと を、 筆 を 置かす ゅッ くりと 書き 進めて ゐた。 

iid んさ 

そこへ 淸 水さん は實 際に 巡査 を ひとり つれて 歸 つて 來た。 かち や. （-と 云ふ劎 のおと を聽 いた 時、 

とちら は旣 にわれ 知らす ぎよ ッ としたの である。 

『 お前 か 山 部 常と 云 ふの は？』 

『はい』 と、 內心 ではお ど，/. \. しながら も、 さう は 見せない やうに かしこまった。 そして 淸 水さん よ 

り もさき へ 土間へ 這 入って 突ッ 立って る述术 の 方にから だ を 向けた。 

『ちょ ッと聽 きたい ことがあ るから、 氰 察まで 來て吳 れんか？』 

『わたくし はそんな ところへ 行く やうな 惡 いこと はして をり ません。』 

〔惡 いこと をした 爲 めに 呼ばれる と 限った もので もない から。』 

あん レん 

『でも』 .0.- 常 は その 說 明に 少し 安心して、 『わたくしが 問遠 つて 持って 來 たもので すから、 わたくし 

が 手紙 をつ けて 送り返せば、 それでい いと 思 ひます。』 

お  常  二 七 


n  0s  一-…/ 

『それ は それと して だ — 』 

『  』默 つて、 ただ ig の 額 を a 上げた。 さう 云 はないで 許して^ れいと 云 ふやうな 目つ きで だ • 

すると、 あの 鈴 木さん より は 少し 年う へらしい が、 鼻す ぢ などち ょッと 0:^ さんに 似た ところの ある 

人ド C と a へた。 唷 K, マ： in ぐ またつ いて 行く つもりら しく、 その後ろ にゐ て、 自分の 家へ 這 入らないで 

ゐた。 

『^察 は惡 いこと をした ものに はこ わいだら うが、 お前 さへ 惡 いこと をして ゐ ないなら、 何もお そろ 

しいと ころで はない。 女中の 口が なくって 困つ てれば、 また、 その 世話 もして やる から、 な。』 

『わたくし は、 もう、 吏って 下さる ところが きまって ますから II 』 つい、 斯う 云って、 女攀 校入學 

の 話 とへ. ii ひ 遠って しまった。 

『それなら なけ 1_| だ。 觅に. T ちょ ッと厂 緒に 來て賀 ひたい。』 

『どうしても 一 度 行かねば なりません か？』 

『迎 へに 来た 以上 は、 な。』 

SC ばク 

『では — 』 《5 はお もてに は 悪びれ を兑 せなかった。 が、 若し 自分が 泥棒になる 位なら、 お 高さん を 

も 自分のお， き 添へ にしない では S かないと 云ふ覺 悟に なって、 書き かけ， 0 手紙 を も 手 n 十く 行李に しま 

ひ 込み、 それ を 1$ び ほそ 引きで しっかり 結んだ。 


『わたくし も 兄 を つれて 直ぐ あとから まゐ ります』 と、 淸水は 巡査に 吿 げた。 

『  』 常 はな ほ默 つてる まま 巡査と 共に 先づ そとへ 出た。 が、 大道 を 手 行李 を 持って 歩きながら 

考 へて 見る と、 これまでに 自分 を 孕ませて 逃げたり、 置き去りに したりした 5?： も 憎い けれども、 今回 

の淸水 やお 高さん の 父- il が 一 暦 憎かった。 そしてお 高さん を卷き 添へ にで きるなら、 京 橋の ことで も、 

大嫁 のこと でも、 すべて 白狀 してやって いいのであった。 

チ むとう- 

が、 自分に は 今一 つ 直大な 件が あるので あった。 そして その 爲 めに、 國の 叔父からの 手紙が 本統 

なら、 お たづね 者 も 同様にな つてる の だ。 どう 責められても、 すかされても、 この こと だけ は 二 K で 

き やう" J  A- 

も 口に 出すまい と 思 ふと、 生れた 故鄕 でも、 まだ 親しみの ない 東京で も、 兩親 ゃ兄笫 のない 自分ば か 

り を 目 あてに して、 ほんの 僅かの ことの 爲 めに、 人 を いぢめ 拔か うとして ゐる やうに 見えた。 

まるで 罪人の やうで はない か、 かち や/ \. と 云 ふ 音の する 物が 光る その後ろ をつ いて 行って —— さ 

うだ、 この \ih 賴り なさ、 この こころ.！ さの 爲 めに、 自分 は 世間の 大道 を 自分の 目の前に 泣き伏し てし 

まひたい のであった。 

— (大正 八 年 四月) 一 
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泡^ <ffi  ^.^m  一】 四 二 


『ぢ ゃァ、 お ま はりさん、 酒で も 一 本つ けさせ て^んね え か』 と、 總兵 衛は燒 けにな つて 叫んで 見た 

ので ある。 『よう  かね は 出す！』 

『  』 靴のお と はして わた けれども、 返事 もな しに また 離れて 行って しまった。 

『杏 生！』 低い K で また 「仏 ひの 貢 葉 を 吐き出し たが、 一 體、 何の 爲 めに、 鎮 は 長い F ベ かけ 1 つし かな 

U  一，  一  D  >.  どろ vz-:\ 

い、 こんなう す. 陪 いと こ ろへ 入れられ てるの か Q 分ながら わけが 分らなかった。， 泥棒 をしたり 人ゃ杈 

し をしたり した ものが 道 入る と 云 ふ 牢と云 ふ 物へ はま だ 這 入った こと もない が、 多分 こんなと ころで 

はない かと 5- はれた。 n 分と して は 少しも ¥ へ など 入れられる おぼえがない。 一 體、 全 "胎、 どうした 

と 云 ふの だら う？ 

.^.i^ を^んで 前後 不 S 几に なり、 そのず 覺のぁ ひだ ゃ覺 めてから や、 あたま をさん ざん にな ぐられ 

たこと i ある。 去ハ やな ど、 ひ分がぅちの|^の『^;り上げ代をぉゃぢから胡麻化した金で近所の居滔屋 


を 飲み 歩いて ると ころ を 見つかって、 おや ぢに s 分の むき 出しに _g てゐる シャツの くび 筋 をつ かまれ、 

そのまま うちへ 引き すられて 來て、 いやと 云 ふ ほど 自分の 五分刈り あたま をな ぐられ た。 その上に も、 

そんな 金が どこから 出 だと 問 ひ つめられ、 とう/ \費 り 上げ 代の 胡麻 化しまで が ばれて しまった。 そ 

して また 一 つ なぐられた あたまが がんと 鳴った。 

令- 厶じょ 

けれども * それ はう ちの 近所な どで 飮む からい けなかった のであって I "好きな 洒を 自分で 自分が 

飲む のに 法度な ど はない 替だ。 その 飮 みしろ だッて も、 年の 割りに まだ 厳 丈で 親 固な おや ぢの 知らな 

いやう に、 こッ そり 別く ちの 炭を燒 いたり、 大极を 出したり して、 それ を寶 るに もお ゃぢに 見られな 

いやつ にさへ して ゐれ ばよ かった。 そして さう 云 ふ 物を寶 り 渡す ところ も 大抵 は，： HI 分の 肥え 取りに 行 

く 近所で こ こ ろ當り がき ま つて ゐて、 自分 を 信用し て 吳れ て るう ちば か り だ。 

『奧 さま ァ！』 自分 は 大きな 聲で そんなう ちの 門前から 怒鳴って 這 入って 行く と、 必ら す、 

『また 來た のかい』 と、 優しい やうす をして 出て 來る うち もあって、 『今度 は 何 を 持って 來た のか、 

え？』 

『ならの 炭 をニ佼 だァ、 安く  H つて 晃ん ねえ。』 

『それ もまた お前の 飮 みしろになる のかい？』 

『それに ちげ ひね いんだ』 と 笑って、 『賈 つて 吳ん ねい。』 

山の 總兵衛  二 四 三 


二  R-s 

^^^A^  ^七卷  こ p 

『買っても いいが、 ね、 ！ は f おな すの f どうしたの だ、 え I 持って 來 ると 云 ふので 待って 

たのに、 _ ^ないから ハガキ を 出しても 矢ッ 張り 返事がなかった が？』 

r あれ はお ふくろに 目ッ かって、 な、 飮 みしろに ならね いから やめた だ。 おふくろが おめへ 知って る 

かと 云 ふから、 おら ァ 知ん ねいと 云って やった だ。』 

さう 云 ふ 風に 自分 はぬ 慰に して ゐる。 だから、 よその 人 も 皆 自分 を、 

『お前 は S で ヒと 云って S るで はない かる 斗ず かた 手で さし 上げる ことができる この 

^io やかまし いお やおに H ま は 上らな お、 音れ てから 秦惡玄 きした おぼえ は 

ない。 それ を、 嫂に さはる ことに は、 いきなり 引ッ とら まへ て、 朝ッ ばらから こんな 牢 へぶ ち込 みや 

ァ がった！  ノ  ： こ、 ♦、 

『よう、 お ま はりさん、 酒で も f して 吳ん ねいと 5 に！』 また 叫んで.^ たが、 少しも 手 こたへ 力 

なかった U 

はこ ころみ に I の. ュノ のま はり £ ま はして 兑た。 シャツの 上 S がけ をして、 その上へ 筒 そで 

の 11 て、 g の 足に きッ ちり 合って ゐる i の もも 引き も 色が さめて ゐる。 わらお Is の あが 

り 口で ぬいだ：^、 きゃはん は 穿 5 たま まほ こり だらけ だ。 町の 人に 比べて は 如何にも f たないだら 


うが、 それ は 肥え 取りに 出た の-であるから 仕 かたがない a 少しも 惡 いこと をした ことに はならぬ。 

思 ひ 出す と、 けさの 肥え 取り を I 番 あとでし たうちで は、 生えて るふき を 倒した と 云って 叱られた 9 

自分が 何げ なくた ご を かついで、 いつも 通り、 御門 を 這 入って、 そこの 勝手 もと を ま はって 行き、 I 

番 i: 入の すみのと ころで、 掃除ぐ ちへ 向って 自分の かついで る 荷 を 勝手の い いやう に 一 とま はり させ 

て、 自分の からだと 共に 兩 方の 荷 を も あとさき にした。 その 時、 自分の 荷に は その 前のう ちで 取った 

肥えが 兩方 ともに 半分ば かり 這 入って ゐ たので、 多少 はお もかった。 そして そのお もみで 一 方の たば 

の 底が そこら I 杯に 生えて るふき をな で 倒しに した。 

然し、 そんな こと はいつ も 通りの 仕事 をして ゐる 自分に は氣が 付かなかった。 が、 荷 をゃッ とそに 

へお ろした とたんに、 

『こら！ 氣を 付けろ！』 便所の なかから、 突然 怒鳴った ものが ある。 

『  』 こちら はび ッ くりして、 からだが ふら^-とした。 そして^ かにむ きになって しまった。 

はんぶん 

にらむ やうに その のした 方 を 見 あげる と * う へ の 小 窓から 髮の 長い ひた へ とその^:^がかみ半分ばか 

りと 見えた。 なま 意氣に 金ぶ ち 目が ねなん か を 掛けて やが つても、 めッき だら うと 思 ふと、 そこの Sl 

生ッ ぼと しか 見えなかった。 『なんだ！ おら ァ 肥え 取りに 來 たんだ。』 

ヒ，？ ま 

『いつも 來てゐ て氣が 付かない か、 頓馬！：1::^0、 ふき をめ ちゃくに しゃ ァ がって！』 

山の 總ぉ衛  二  2： 五  . 


泡^ ^七卷  一一 四プ 

『  』 こもら は. 0 分の：： 止 もと を 返り 见 ると. 如何にも さう であった。 が、 これし きの 物 は どぶ 广 

どな ご *t  * 

一杯の.：！ うちに もな りさう でなかった。 『けちく せいふき だァ』 と、 こちら もな ほ 怒鳴り を 返して 

『こんなせ めいと ころに 生やして^  くから、 いけね いだ ァ！』 

『なんだ と、 ^？^ポ船が！こッちが樂しみに宵てて置くふきだぞ。 手め へな どの 金で は 買へ な いんだ。』 

『  』 して a ると、 それ はこ この 主人 かと 見直した けれども、 その 場の 勢 ひが こちらの 心 を も 和 

げ なかった。 

『手め への やうな 無意 氣な もの ァ 以後 斷 わるから、 直ぐと ッ とと 歸 れ！』 

『なァ に』 と、 こちら も膽ッ たま を据 ゑて 力み 返って 見せた。 『おら ァ野 口の 旦那に 賴 まれて 取って ゐ. 

る だ ァ。』 う 地主の 名 を^した ので、 向 ふ もしょう ことなし」 引ッ 込んで しまったの だと 兑て、 . ^分り 

は IS び 心 をお ち 付けて そこの をて It に 取って やった。 存外い い 物 を つてる かして、 肥やしに もい い 

の を 出して ある うちだ。 

が、 その あ ひだに、 そこの 主人が そのこと をで も i ぉ吿 したので あらう か？ 自分 は  一 ロー  . 鬼に 角 も 主 

人に 斷 わられた うちの 物 を强情 張って 取った わけ だら う。 それ は 如何にも 惡 かった。 が、 考 へて 見る 

と、 その 肥えが まだ S 分 以外の 百姓 11 たと へて a れば、 うちの 隣り の 久べャ — に 約束 をき めて レ 


ま はれる だけの ひま さへ なかった。 また、 その 場に 自分ら の 敵 も 同様のお わい 屋が來 て、 それと 主人 

しなば , 

と 約束した やうす もなかった。 おわい 屋と ま ふやつ は 小 巧 姓の くせに 自分ら をよ く 心配 させ ゃァ がる 

やつで、 自分ら が 少しい そがし くッて 肥え を 取りに 來 ないで ゐ ると、 いつのまにか それ を 横取りして 

しまって あるの が g にさ はる！ 

けさ は、 幸 ひに も そんな 横取り をされ たと ころもな く、 自分の 五 荷、 十 筒の た ごを滿 たして、 荷ぐ 

る まのう へに かたづけ、 先づ 一服して から、 くるま を そのまま にして 置いて、 あかん 坊の聲 がする う 

ち を 探して 歩. S たのであった。 

『奥 さま ァ、 どこかで 餓鬼 を  一 ^1=4<ん ねい か、 な』 と、 自分が 云って 見た うち もあった。 それ は 自分 

が 荷 を かついで そのう ち を 出ようと する 時に、 奥 さまと そ この 勝手 もとで 額 を 合 はせ たからで あつ 

た。 そこに も 猫 か 何ぞの やうに おぎ ゃァ， （-と 云ふ聲 がして ゐた。 が、 と-て も それ を吳れ さう ではな 

かった。 だから、 

『貰って どうす るの だ、 え』 と 云 はれた のに 對 して、 

『なァ に、 ちょ ッ くら 考 へが あるんだ ァ』 とば かり 答へ て刖れ てし まった。 

47^ じょ 

それから その 近所 を ぶら 付いた の だが、 門が まへの うちな ど は、 矢張り * とても 自分ら の 手に をへ 

はんてん 

ない と ra:J つた。 繩でゅ はへ た 自分の 禅 纏の 襟へ 兩手を 組み合 はせ て突ッ 込んだ まま、 まだ 少し^い^ 

山の 兵衛  二 四 七 
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びんば ふ  ： , 

を. U 分で 自分に まぎらしながら、 きの ふ もこの 近所の 大通り を、 成るべく 贫乏 くさい が やし もた の 

なか をの ぞいて 歩いた。 すると、 がみく 子供 を 叱って ると ころも あつたし、 可，；： バ さうな ほど 手 や： i: 

で以 つてな ぐり 付けて ると ころもあった。 そんなの なら、 らくに 吳れ て^れる かも 知れなかった の だ 

が、 自分の 欲し いのは そんなに 大きくな つた子 どもで はない。 

分のう ちな どで は 欲しい と 云つ てても なか/ \ できなかった もの を —— ゐる ところに は、 土の 巾 

のみみ すの やうに 隨分 うぢ や./ \ してゐ た。 或 さかな 屋 などに は、 小さな 家の くせに、 あんなに 多く 

ひゃくし やう 

の 子供 を どこに 寢 かせる の だら うと 思 はれる ほどであった。 米の 高 いのは 百姓の 儲け だが、 それだけ 

町人 は 困って る^だら う。 七つば かりの 女の 兒 におん ぶ させた あかん 坊 I 匹ぐ らゐ は^れても よかり 

さう であった ので、 自分 は暫 らく そこの ii5 さきに 立って 兄て ゐて、 餘ッぼ ど 親んで 兑 ようか ともおへ 

た。 が、 そこの 亭主が 店の 水^めの わきで 頻りに 出^ 应丁 をと いで ゐる のがお そろし かった ので、 何 

も 云 ひ m せなかった。 

ところが、 ふと • また.、 自 分 はきの ふ！：： ぼし を 付けて S いた 家の 前へ 來た。 たたき 大工の" ix.- らしい 

が 入り口の がらす 戶が や、 た 一方 だけ 明いて て、 そこから 见 える^ 屋 にお かみさんが ゐて、 丁度、 a 分 

の 女房が して ゐ たやう に 胸 を はだけ て、 子供に 乳を飮 ませて ゐた。 自分 は先づ 可愛い 女房の 肌のに ほ 

ひ を ありく と 思 ひ 起した。 腹の すぢが 俄かに 突ッ. 張った かと 忍 ふと、 .a 分の あたままで か •  ほッ との- 


ぼせ てゐ た" 今から 考 へて 見る と、 き ッと腰 を 少し 曲け てた だら う。 

『おかみさん』 と、 今度 は 思 ひ 切って 呼びかけて 立ち どまった。 實は、 子供 その物 を 欲しかった ので， 

はない の だが、 死んだ 兒の爲 めに 自分の 女房が 歎き 悲しんで るう へに、 乳 を飮む ものがない ので その 

乳 を 如何にも 痛 さう に脹 らして ゐる のが、 思 ひ 出しても 可哀 さう で 溜らなかった。 『その あかん 坊を s^、 

んね いか？』 

『  』 向 ふ はび ッ くりした やうに こちら を 見つめた が、 直ぐ またもとの 額に な つてに ッ こりし. 

た。 『これ はう ちの 兒 ですから あげられません。』 

『そら ァ さう だんべ いが —— 』 こちら も 新う 云って、 笑 ひに まぎらせて しま はう としたが、 さう はで 

きなかった。 おかみ さんの 胸 や 自分の 乳まで も ともどもに 痛み 出した かの やうに おぼえて、 I 刻 も n 十く 

自分の 女房の 苦しみ を 助けて やりたかった。 自分 は そのままに：：^ のうら を 釘 づけに された やうに なつ 

*7 み  ぢょ 

て、 そこ を g く氣も なくなった。 自分の 女房に 對 すると 同じ あまへ 氣^ でな ほかの 女の 方を兒 ながら、 

『それ を 55<れ ると いいんだ が、 なァ —— 』 

『これ は あげられません、 ね。』 

『  』 自分 は 困って しまって、 もう、 どうしたらいいの だか 分らなかった • きの ふの やうに また 

芋ぶ らで歸 つて 行って、 あの 歎き や 痛が り を 見た く は なかった。 
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がらす 戶の閒 いてた 家 は 何でも 角から I  二 軒 目で あつたが、 この 時、 横 合 ひから ひとりの かみさん 

が 出て 來 たかと：：：^ ると、 

『この 人です よ』 と 云って こちら を ゆび 指した。 

『  _1 こちら は a はす  一 に 逃げ かけた。 何も 子供 を^れ いと 云った のを惡 いと 思った ので は 

なハ が、 横 合 ひから 出て 來 たかみ さんの 顔が 何とも 云へ すお そろし かった うへ に、 巡 ボ几を つれて 來た 

のであった。 何 か i 供が できた に ila ない が、 その かかり 合 ひな どになる の はい や だと 云ふ考 へが 即座 

に？ ん だからで ある。 けれども、 逃げる こと はでき なかった。 

『こら、 寺て』 と 云ふ聲 が. G 分 耳に 這 人った の はお ぼえ てゐ るが、 その あと を 自分 はどうした のか 

分らない。 ただ わけもなく 横ッ つら をぎ ぐられ たのが、 丁度、 うちのお や ぢに擲 ぐられ た ほど 痛 かつ 

た。 そして それで：：^ が 付いて 兄る と、 .0 分 は 巡 やせの 前にお 辭： をしても み 乎 をしながら ぶる くから 

だ を搋る はせ てゐ た。 

『asr して は 人ん ねい J 逃げよう とした Q を あやまつ たの だが、 巡^ は 小 瘤に もなかく 承知し なかつ 

た。 

『# 察まで 來 い！』 

『释 察！』 こちら は a はすび ッ くりした。 そして 心で おこらないで はねられなかった。 かた 手で 痛い 


方つ 頰を なで まがら、 こんな 目に 合 はせ たうへ にも かと ョ はない はかり， .t£-..-,v-s を.^ づ マ ぼ, ス 

の 口 を とんがらせた。 『おら ァ —— - 何も —— かかり 合 ひなん か  ねいんだ が 1 -』 

き ちが  . *, 

『1:^. しい 人 だ、 わ、 よ、 この 人 は！』 斯う、 巡^ を つれて 來 たかみさん が氣違 ひの やうに なって  一 V- 

つた ッけ。 

『  』 何 をぬ かすと どなって やり. たかった。 けれども、 見ッ ともない ことに は、 その 近處の をん 

な 子供が 銀ば への やうに 一 杯た かって 來た。 その 中 を 巡 .KH: は 有無 を 云 はせ すぐん， （- 引ッ 張って 行つ 

た。 见ッ ともない ばかりでなく、 まことに 困る ことに は、 折リ戶から乞(=5^橋へ來る通りなどは、 ftl 分 

の 肥え 取りに 行きつ け C 家が 多い ので、 額を『：^^れたくなかった。 

が、 山の手 電車の ガ ー ド までく ぐって、 よん どころ なく、 長い 口 ひげ を はやした 人 も ゐる輕 察まで 

引ッ 張られて 來 ると、 直ぐ ここへ ぶち 込まれて、 ぉッちょこちょぃのゃぅな別な巡^^からぃきなりま 

た 踏んだり 蹴ったり だ。 そして、 

『貴 さま か、 今 逃げよう としたの は』 と 云 はれた。 

『  』 こちら は 面 くらって しまって、 返ポ^^できなかった。 

『何の 爲 めに 淳 ようとした のか、 贵 さまに ゃァ分 つて ゐる だら う？』 

『お、 おら ァ 11 か、 かかり 合 ひに 11 な、 なりたく 11 なかった だ。』  . 
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泡 鳴仝染 ^七卷  - ョ- 

『とぼけるな！』 また 一 つ こちらの 横ッ つら を 喰ら はせ て、 それ は 行って しまった。  ； 

『  』 こちら は 何の こと だか、 あんまり 情けなかった。 

人れ i つて、 今鹿は長ぃロひげの巡^^が這入って來て、 

.H< じ上ゥ  0  f- 

『贵 さま も、 さう ぶん 擲 ぐられ て は 溜るまい、 な。 尋常に 白狀 した 方が よから うよ 』 

『 ……… 』 こちら は • 今度の を 大分え らい 位に 在る から i 切で おだやかに 出た の だら うと 思った 9 

『おら ァ何 を， m 狀す るん だんべ いか？』 

『ま ァ、 段々 にきき 釓 すが、 な、 尋常に 答へ ない とまた やられる ぞ。』 斯う 云って、 その 巡査 は 持って 

来たち ッ ぼけな 本 を ひらいた。 そのく せ、 何も 請 めない 人であった かして、 こちらの 名 を 云って やつ 

わ. A 

て も 直ぐに は 分らなかった。 

『せ さまの 名 は 何と 云 ふ』 と聽 くから、 こちら はありの ままに、 

『山の そうべ ャと 33 が 云 ふよ』 と 答へ た。  . 

『ャ マノが 贵さま の 苗字 だ、 な。』 

『うんに や、 山に 住まって るから さう 云 ふんだん ベい。』 

『さう か？ そんなら、 本 統の苗 { 子 は？ JyljKdKKKIKIKKIIIIiKltl^ 


『そら ァ、 別に 手 稼そう ベ ャと云 ふだに 

『そのそう ベ ャとは どう 書く の だ？』 

『  』 實 に 分らない やつ ぢゃァ ないか？ 『おらの 名め へだよ。』 

『名 まへ だら うが、 そうべ ャと は？』 

『なァ に、 そうべ ャ はそう べャ だんべ い。』 

『多分 總兵衛 だら う、 な。』 

『… …… 』 ゃッと 分ったら しいので、 こちら も 『うん、 そうべ いと も 云 ふだ ァ』 と 云って やった • 

f じ や 

それから、 雜司ケ 谷の 番地と 親の 名 まへ を も。 すると、 向 ふ はま じめ 腐って 聽き 初めた、 

L  わ 6 

『で、 貴 さま は I っ惡 いこと をした おぼえが あらう。 それ を 云って 見ろ』 と。 

『さ ァ、 惡 いこと と 云 はれち ゃァ、 それ も 一 つや 二つ ぢゃァ ねいだ。』 

ほく じ やう 

『そんなら、 それ を白狀 して 見ろ。』 

『さう だ、 な —— 』 こちら は 自分で ちょ ッと思 ひ 出して 見る と、 いづれ も 皆 誰れ でもす る當り 前の こ 

との やう だが、 斯う 云 ふの を 警察の 方で は 小 やかましく 惡 いこと にす るの か 知らん と考 へながら、 『さ 

ナみ 

うだ、 な、 —— まァ 11 でい 一 にお ゃぢ やお 袋の 目 を 盗んで、 うちの 山の 炭 や 畑の 物 を 持ち出して、 

たびく おらの 飮 みしろに した だ ァ。』 
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『そんなう ちわの こと を 船い とる のお やない 』 

『はて、 な。』 こちら はこの 時ち よ ッと不 愚であった。 『そでね いとすり や ァ、. けさの こと だんべ い 

か？ おら ァ いつも， 仃く うちの 主人に さからって、 な、 そこの 便所の 肥え を 取った だ。』 

『{::: 吏 を H!?^ にす る か？』 

『 ……… 』 あまりに 突然のお ほ^で あつたので またび ッ くりした。 どう致しましてと 云 ふ 風 をして， 

おそるおそる 籠の f§ と、 前と はがら りと 遠って、 こわい ふっきであった。 I. 

『あまく 取り扱って やる の をい ぃ氣 になつ ちゃ ァ S しない ぞ。 もッと へ、 直 犬な こと を？』 

『ぢ うでい ッ て？』 

『もッ とほん たうの こと だ！』 

『ほんた うのこと ッて I ぢ ゃァ、 あの ことけ い？』 おかみの 人々 は あんな ことまで..^ とほして ゐる 

の だら うか？ 昔から rml とま ものが ある f だが、 is 人 SQ 中まで も M ぬく ことができる 

- のか 知らん と うしながら、 『责 は、 あの かみさんに 濟 まねい こと だッ たが、 な、 おら ァ うちの かか ァ 

に考 へる やうな こと を あの かみさんに もちよ ッ くら 考へ ただが、 ほんの、 ただち ょッ くらだ ァ。』 

『あの かみさんと は 誰れ か？』 

『大工の かみさん だ ァ。』  ki; .: 


『この 野郎！』 この 時、 また ぼかり と横ッ つら を 喰ら はせられ たので ある。 

含う め い 

T  』 では、 佝を礼 明され てゐ るの かまた 分ら なくなった。 

『ほんた うのこと を 云 へ  ^只 さま は 子供 を さらって 行った だら う？』 

B  』 へい、 そんな ことまで 人の 心 を 感づいて たの か？ 『そら ァ、 響ら つても いい ものなら 、儷 

ら つても いいとまで 思って る だ。 おらの かか ァは今 乳を脹 らして、 な、 その 死に 生きの 苦しみ を おら 

ァ兑て ゐられ ねいだ。 それで、 おら ァ きの ふ も， 誰れ か 子 を 吳れる もの はねい かと 歩き ま はった だが、 

な、 けさ もお らァ それで 隨分 苦勞 した だ。』 

『またと ぼけ やが るか 《  貴 さま はきの ふ 〇〇 湯の 前 をと ほつ ただら う？』 

『へい、 とほり ました だ。』 

『その 時、 . その 隣り の 床： のうち をの ぞいて をった だら う？』 

『へい。 のぞきました。』 

『さう して そこの 三つになる 女の 兒を どこ へ つれて 行った？』 

『おら ァ そんな こと ァ 知らん。』 

『知らん と は 云 はせ ない ぞ』 と、 また 向 ふ はこ ちら をぶ ちかね ない 權 幕であった。 『その 設據に は、 今、 
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まさ まが 床 度の かみさん を = ^ル ると、 +肚ぐ 逃げ出さ うとした ぢ やない 力？』 

『そら ァ 全く  S つてる だ ァ。』 こちら は あんまり この 巡 恋の" ちが ひなの を 人の いは ゆる^ 象な S 

めだら う あ， t4 つて、 これまで I まれて ゐ 分 sf が 白 分 S 心 St 笑 ひ 出 

して ゐた 。『おら ァぉま はりさん が來 たの を 逃げた だが、 女の 方に 床 I かみさん だッ たか どう だ 力 

そんな こと は 知らん。』 

『そんなら、 なぜ ilr そろし がった？？ - まの 胸に 當っ たこと があった か らぢ il 

か？』 

『おら ァた だか かり 合 ひに なりたくなかった だ。』 

『.PA、5 ハこ. V をして かかり 合 ひに ならん ことがあ るか？』 

『おら ァ ほかの 惡 いこと なら、 いくらでも ir だ。 fu ら ひなん かした おぼえ は 全くね いだ。』 

『しぶとい &i だ！』 また こちら を擲 ぐった あとで、 巡^ は 出て 行って しまった。 

『 ……… 』 こちら はよ く考 へて 见 ると、 ，H 分が 横丁の 大工の かみさんに 物 を 云って た 時、 本通りの 方 

から 出て 來 たの は oof 隣り のかみ さんだ。 それが その子？ 子 さら ひに さら はれた に 相 I い 

,u 一つ だと 云へば、 n 分 もき の ふその 店 さきで 遊んで たと ころ を兑た あの 兄 だら うが、 今どきで も ひど 


をす る やつが あった もの だ。 

が、 それ も よん どころ なから うか、 自分が うちのお ゃぢ やお 袋の nw を かすめる のと 同じ やうに して 

この 世間に は、 行き届いた 警察の 手 さ へ のがれて 利口に も 泥 樺 をす る やつ もま だく 多く あるの た 力 

ら？ 然し、 その子 さら ひ を こちらの 仕 わざ だな どと は 11 馬鹿く しい  以 つての 外 だ。 

『今に 狀 させて やる から』 と 巡査 は 云った ッ けが 11 自分の しない ことが いつまで だッ て白狀 でき 

る もの か？ 多分 これに は 何 かのこん たんが あらう と へられた — I 巡査と 床屋の かみさんとの あ ひだ 

に、 さう でな くば、 あの ふきの 主人との あ ひだに だ。 

ひよ ッ とすると、 fee のかみ さん は 初めの 巡资 とく ッ 付き合って でも ゐ るので、 自分の 兒が， U 分の 

無用心から 人に さら はれた の を、 その 亭主に 申し わけの ない 爲め、 巡査に 內々 で 賴んで こちら を その 

さら ひがに きめて、 自分の 申し わけ をしょう として ゐ るの かも 知れない。 それにして は、 然し、 あん 

まりこ ちらに おぼえの 無い ことで はない か？ 

ちく； ク 

『あの かみさん は、 さう だ、 わざと あんな 氣逮 ひじみ た顏 つき をして 出て 來ゃァ がって II 畜生！』 

こつ 人です と は、 思へば、 思へば、 如何にも たくみ もた くんだり、 ぬす 人た けだけ しい をん な だ。 あ 

ん まり 3^ が ほの、 对氣 らしかった ので /0 ちら も 何 ごとが 起った のかと 見て取って、 そんな かかり 合 ひ 

になる のがお そろし かった。 ところが、 そのお そろし さの 爲 めに 逃げよう としたの を、 こちらに も 十 
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分 おぼえが i からだら うと は I ふん、 物 を 知らぬ にも ほどが あらう ではな レカ？ 

さ. うかと 云って、 また、 こちらに 確かに I えの ある ことで も、 自分の 飮 みしろ をお ゃぢ やお 袋 か 

らくす ね W す ことな ど は、  ，， はっと  . ) 

「ほんの、 うちわ ごと』 だと 云 はれた。 して 見る と、 これ は矢ッ 張り 御 I ではなく これ 力ら て も 

I がいくら やっても かま はない ことの やう だ。 次ぎに、 また、 人の かみさんに 就いて ちょ ッ くら ひ 

r  ； y つも、 ， 『この 野郞』 で すんで しまった。 そして 今 一 つ はふき の 件 だが、 ど 

よんな こと を ひ：^  くの も た 人 II この nHes』\  - し 

う も、 ，：：1 分に はこれ が 1^ こころ 當 りの やうに 思 はれる。 

； ^发  巡 ^こ 向って、 自分 は、  ひゃく 

^rill  Itll  llid^ 

し』 ゥの大 まこき。 これがなければ E の 仕事 はでき ぬ。 けれども、 ただ 主人 I 葉に さ 力ら つて 取 

女の ナ 3 な こと ズ こえ 力  。  、ク、 を，：, を镇 いなら & 5 いと、 はッ きり 云つ て^れたら 

つたの が惡 いと 云へば. 惡 かった の だら うた 力ら それ を盥 P いすら^ レ I  ,.cco、"、、  ノ、 

. . ン cicc やつ だが、 トぶァ に 、一！^ ぐらね は 返して やっても いい ^ 

^  rax  ^^7.0^ -1 3 として はレ いやつ ズカ すつ -  7. 

いいて にす い 力 0 ャ  ， -7:  ノ こま is.^ な，^ ク たの だ。 そのお 隣り やその ま 

ちょ ッと 持てよ、 あすこで 取った の はき ッ ちり 一 まんに は滿 たす 力った の.' . 

r で r ぶん II なつて 行って、 I がふ I し I は、 I  Jin 兩" 


て やる。 が、 それ もい けないなら、 思 ひ 切って li: すッ かり を 返した ッて 知れた もの だ。 に： ？：、 さ 

うして 貰 ひたいなら、 はッ きりと さう 云って 吳れ さへ すり ゃァ わけはな いのに —— 『とぼけて ゐる』 

の は、 こちらよりも 却って 向 ふだ。 さう だ、 そこにて ッ きりおう でい のこん たんが あるの だら う。 

あき 

考 へて 見れば、 呆れて 物が 云へ ない。 あすこの 主人 は — 今、 思 ひ 出して 見た が） I 確か 帝國 軍人 

だ。 服 を 着て 出て 行く ところ をい つか 見た ことがあった ッけ。 サァぺ ルを がち やく 云 はせ る ことで 

は， 警察と 親類す ぢ である a この 讓すぢ が 中し 合 はせ てぐ るになる の は、 あながち、 六ケ しい こと 

ぢゃァ ない。 斯う 者へ て來れ ば、 —— こちらに は癥 にさ はって 溜らない ことになるが —— こちらが こ 

こ へ つれられ たわけ は 分らない でもない。 

あのけ ち 臭い ふき —— それ を も 大切な 物 だと 云った ッけ —— を こちらが 肥えた ごで 撫で 倒した の を 

.  きんじょ  こんぎ 

怒って、 帝 國軍 人 は ぐ 近 21- の 巡 且へ訴 へた。 そして 巡査 はまた その 訴へを 懇義づ くで 取り上げて、 

リ くつ 

何 かの 现 をつ けねば ならぬ 爲め、 あの かみさん を つれて 來て こちら を 子 さら ひだと 云 はせ た。 かみ 

さんが 子 を さら はれた の はほんた うか も 知れない が、 そのお 鉢 を こちらへ 持って来て 押しつけ ような 

お ぜんた 

ん どと は、 なん ぼ こちらに 對 する かたき 打ちの 御 ii 立てで あっても、 迷惑 千 萬 でも あり、 また、 その 

こんたん としても あまりに 見えす いて る。 

『も ッとぢ うで いなこと をした だら う —— 今に 白狀 させて やる』 ッて、 

山の 總兵衛  二 五 九 


ja ぬ,^ ^七卷 

『^生！ おら ァ K が 立って、 腹が立って！』 さう だ、 潙 は 自分が 正直 ものと してと ほり 者に なって る 

の を，： b へ ば^ふ ほ，， f:  くその 場に ゐ たたまら なくなって、 うす 暗い 部屋の 板の ま を わざと 兄ぶ 

みして 歩きながら、 からだ を 投げ倒し たくな つた。 そして 襟から 胸へ 突ッ 込んで た 自分の 雨 乎 を： W 方 

へ ふり^って、 ぐ I りこぶ し を 持ら へる と、 それで 以 つて 自分の 朐ゃ あたま をな ぐって 見た。 これ 

まで は隨 分お それ 敬 まって た 巡^の こと だが、 今と 云 ふ 今、 あまりに 子どもら しい やつらば かりなの 

こ： 木 L たので、 C 分らの 近虚 となりの 田 屮に對 する のと 大して 變り のない こころ 持ちに なって 

しまった。 そして 氣 やすい 燒けッ 腹が 酒 を 欲しくな つて、 初めて 『ぢ ゃァ、 お ま はりさん、 1 ぺ い あ 

っぃのでもっけて？^<んねぃ』 と 一. ム つた。 そして その か はり、 もとの なが 腰かけの M ン 中に 腰をおろし、 

g: らくお となし くして、 そとの 様子に 耳を澄まして うかがって ゐ たが、 誰れ ひとり 自分の 望み を^へ 

に來 て^れる ものはなかった。 

V のどの i きを わ ぼえ ながら、 なほつ づけて じッ として ゐ ると、 不思議に も、 長い あ ひだ 全く 

S れてゐ たこと が. H 分の 口の 前に 浮んだ。 もう、 十 年も晋 のこと で、 —— 自分 はま だ 二十 三 歳の 時、 

vi  ^  >  きうめ い 

矢ク 張り、 け ふのと 同じ やうな 無 I- の 罪の 爲め、 若い もの 同志のお り 合 ひ 所で 皆から 礼 めされて、 ひ 

どい E にきった a 棚と 云 ふ の 物 を 自分が 盗み もしない のに 盗んだ と 云 はれて だ。 その 爲 めに， U 分 

は^のし ないで 以 つてな ぐ り^され かけて ると ころ を. ゃッ と、 おや ぢが m け 付けて 来たのに 助け 


られた • その 寄り合 ひ 所の 前に は 大きな 栗の 木が 一本 立って ゐたッ けが、 それへ ゆ はへ 付けられ てた. 

の を ほどいて 吳れ たの もお ゃぢ であった。 

うちへ つれて 来られてから、 

『馬鹿』 と、 おや ぢは こちら を 睨み付けた。 今 それ を 思 ひ 出しても ぞッ とする ほどお そろし い E つき 

であった。 おや ぢの 目の ふち は あの 時から して、 もう、 お ほ 泗の爲 めに ただれて ゐ たの だが —— こちら、. 

け，；？ まく 

に 向って は 酒 を やめろ と 一： ムふ權 幕で、 『それと 云 ふの も、 手め へが 若い くせに 飲み助 だから だんべ え。 

これ， ハ， ら、 もう、 そんな 付きえ ひ はすな！』 

『  』 自分 は それに 懲り ごり して 皆との つき 合 ひ をよ したが、 酒 は その 時から おや ぢ 同様 好きで 

あつたので やめなかった。 お袋 もなか./ \ きつい 人 だから、 それに も隱 して 飲んで ゐた。 そして それ 

が 目つ けられてから、 このかたと 云 ふ もの、 すッと 自分 は 小 使 ひと 云 ふ もの を 親から K つたこと がな- 

い。 で、 よん どころ なく、 自分の 飮 みしろ を 出す 爲 めに、 因業な 親の n を かすめる こと を おぼえて 來 

た。 女 11^ な. Is- つてから も、 それ は 同じ ことであった。 

その また 女房の ことで もなかく 手数が かかった ので ある。 ぉゃぢは01.く^:::;へと云ふし、 .R 分 も 亦 

その 氣 になって ゐ たけれ ども、 とても 見込みはなかった。 

『おや 子 そろって あんな 飮み 助のと ころなん かへ 誰れ が 大切な 娘 を 吳れる もの か』 ッて * それば かり 

山の 植 兵 術  二 六 1 
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をお 袋は氣 にやんで ゐた。 

『洒 だけ はやめて =4<ん なよ、 むから、 な』 と • かの 女 はいつ も 云 ひくして. こちらが 二十 九 歳に 

なろ きまでに 及んだ。 そして ゃッと 嫁入りして 來 たの は 今の 女房 だが、 近處の 評， 判で は 少し 足りない 

女 だと 云 ふこと であった。 自分 はどうせ 無學な もの だから、 自分で は その 評判が ほんた うで ある 力 ど 

うか 今でも 分らない の だが. 1 鬼に 角、 おや ぢゃ お袋 はこ ちらよりも かの 女 をお ほ びら に 可愛がつ 

た。 こちら も 亦こッ そりと はさう してやった。 かの？^ はさう して 二直の S: をしながら も、 おや どもの 

らまう けて ゐる 子と 云 ふ 物 を 産まなかった。 そして、 

『わしが 惡 いなら、 おふくろ にもす まねい から 身 を 引く ベ いか II 』 などと 云った 

『うんに..、、 しんべ いすな、 しんぺいすな、 子どもなら 犬 fts 生に でも 鹿 ませろ よ。 おら ァ 好きな 洒は 

6、6 ら X- ねいだ。』 この こと だけ は 女房に もよ く 云 ひふくめ て、 农 のこと と共にお やど もに は 成るべく 

にさせて あった。 かの？^ も それ はよ く 知して、 こちらの 醉 つてる からだ をい つも こっそりと 介 

抱して 來た。 

『物の 苗 5^ クて、 やしが 利き 過ぎち ゃァ 育た ねいだ。 手め への やうに 飲み過ぎ ちゃ ァ、 とても 程の 

宵ち やうが ねい』 と 云って、 おや ぢ もし まひに は諦ら めて る やうす であった。 

ところが、 珍ら しく も ひよ ッこ りかの 女に 子どもが できた の は、 つい、 こな ひだの こと だ。 而も 男 


ひ 子 だと 云 ふので、 お袋な ど は ほくく 喜んだ。 

けれども、 それ は 皆の ぬか 喜びであった。 生まれた 時から 何となく 勢 ひがなかった 兒は、 たッた f 

ヶ月に もなら ぬう ちに 風 を 引いて 死んで しまった。 そして その をと こ 親なる 總兵衛 は その 兒の 死に目 一 

にも 舍 へなかった。 

藥 は 畑から あがる と、 必ら. f 自分の 家 を こそ- (-^ て、 どこかの 居酒屋へ 行く。 そして 九 時 を 過ぎ 

なければ 歸 つて 來 ない。 と 云 ふの は、 その 頃に なれば、 おや ぢも お袋 も 寢てゐ る S だ。 ほかの 人から 

見れば、 休む のが 少し：：： 十い やう だが、 自分に は、 それ は 自分の 家が 大きな 樫の 木 や 栗の 木に 取り 園 ま 

れて ねる 爲 めに、 日の 暮れる のが ほかの 家よりも 早い からで あらう と、 若い 時から 思 ひ 込んで 來た。 

その 日 も、 もう、 おや ども は 寢てゐ る だら うから、 歸 つて 茶 づけで も 喰 はう と、 いつも 通りい いこ 

あんぐ わ ハ 

ころ 持ちに なって やって 來た。 すると、 玄關 もま だ M いて ゐて、 家の 中 は 案外に も 明るかった。 不 me 

議に 思って.、 底ぐ 先 づぉほ 土 へ iar< つて 行く と、 雷氣の 光りに 隣り 近處の 人々 まで も 來てゐ るの が 

見えた。 

『どこへ うせ やが つてた だ、 この 野 郞！』 おや ぢは、 いきなり、 板の まの はづれ まで 飛び出して 來て、 

こちらの 横ッ つら をな ぐった。 自分の 顏 はお ゃぢに はまる で 張り子の やうに でも 兒 えてる の だら う。 

『また 飮み 歩いて やが つて！』 

山の 維兵衛  二 六 三 
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『  』 さう だ、 分の 痛い のさへ S すれば、 たと へ 見付けられても • 相變ら すそれ で濟 むの を 

知って ゐた。 おや ぢだッ て、 飲んで るの だから。 然し * その 夜 は それだけで はすまなかった。 

『畜生！』 おや ぢは その 場へ 突ッ 立った まま * こちら をう るんだ H で にらみ 付けて、 『手め への^ 鬼が 

死んだ の も 知ん ねいで！』 

『  』 こちら はさう 云 はれて、 なほ、 初めはた だ 0 分の 額の 痛み を おぼえた だけであって、 左 ほ 

ど 遠った 心に はならなかった。 物の 死と 云 ふこと に は、 たッた I 度、 犬ッ ころの 死んだ の を 兄た 時の. 

おぼえし か. G 分に はなかった からで ある。 

きゃはん 

で、 自分と して は、 それから、 いつも 通り、 ゅッくりとまだ穿ぃてる脚胖を取.=^、 わら ぢを ぬぎ、 

それから 別な s_ ぎ を 乎に 持って うらの 井戸端へ 行った。 そして 足 を 洗 ひながら、 つめたい 水 をが ぶが 

ぶと つるべ 移しに 飮ん でから、 どころ へ 這 入って 來た。 そして そこから あがって 奥の 方へ 行って 見- 

る と、  おお は變 てこな E つきでち ょッ とこ ちら を 見上げた が、 直ぐ また 死んだ と 云 ふ 赤 ン坊に 抱き付 

.S て、 

『わ ッ』 と 泣き出した。 

『  』 こ ちら は 敷居の 上に 突ッ 立って ゐ ながら、 初 ゆて かの 女が 人の 云 ふ 通り 少しう す 馬鹿で は 

ないかと 云 ふこと を：：^ たやうな がした。 かの 女の まる；^ のうへの 方に 默 つてる 赤ン坊 の靑. in い 節 を 


見ながら.^ 子ども ぢゃァ あんめい し、 泣いた ッて どうす る だ？』 

『馬鹿野郎、 手め への 子が 死んだ だ！』 おや ぢ はまた こわい 額 をして 下から にらんだ。 が、 そのうる 

ん でる 目 はこれ も 泣いて るの だと 晃 えた。 おや ぢ でさへ さう かと 思 ふと、 自分 も 俄かに 胸が つまって 

來た。 そしてお ぎ ゃァ、 おぎ や ァと云 ふ as がしない の を 耳 寂しく 可哀 さう になった。 

『手め へ 11 まァ、 11 早く この 11 額で も —— て やれ』 と、 おや ぢの そばに 坐 わって るお 袋が 淚を 

1 杯 出して こちら を！：^ て、 言 紫 を 切れ ぎれ に ふるはせ たので、 こちら もとう./ \. 目 分の 立って る 足 ま 

で を ぐら 付かせて、 そこへ べッ たり 坐 わって しまった。 いつのまにか、 自分の 頰 にも あつい 水が 垂れ 

てゐ た。 しなへ で投 ぐられ た 以來、 e 分が 淚と M ふ 物 を 手の H. で拂 つたの は、 これが 初めて だ。 

『もう、 醫 者が 來 さうな もの だが —— 來たッ て、 どうせ 駄目 だんべ い』 と、 おや おはこの 時 最も 悲し 

さうな 聲で 云った。 

『酒 喰れ ひの 子に ゃァ どうせろ くな ことが ねいだ』 と、 お袋 もまた その ig を ふるはせて ゐた。 『どうせ 

病，：^ か片 わで 生きて ゐ るく れゐなら、 死んだ 方が まし だんべ いか？』 

『  』 そんな こと を ほざいた ッて、 こちら は、 もう、 この 時 酒の 醉 ひが 俄かに さめて ゐ たの だ。 

ぉ条は それ を聽 いた 爲め であらう が、 また ひィ くと 泣き出した。 そして 今度 は その 爲 めに • こち- 

V よ 

らも かの 女 を 一 ^ 可哀 さう で 溜ら なくなった —— 死んだ 兒 よりも だ —— さう だ、 c: 分に 於いて は、 レ 
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んか らふる ひ 付きたい 程の 用が あるの はかの 女に だけであった 力ら。 

『泣くな よ、 泣くな。』 その 夜、 おつ 通が の 人々 が歸 つたり 横にな つたり した さま を兑き はめて、 渠は 1 

I それ を 私 かに 待ち たので 11 ゃッと 自分の 女房の はたへ 近づく ことができた。 そして、 そ；^ むな 

時にはい つもぶ るく する にき まって る その 手 を かの ぢ 女の なかに かけて、 かの 女が その 靑 白い 

けが ほ.： 兒を いつまでも かい 抱いて ゐ るの を 痛 はって やった。 泣き 死にで もしたら 困る 爲め、 あたり 

の 人々 の 寢がほ を かすめる やうに して、 『餓鬼 はまた 産めば いいだ。 さう 泣いて て、 手め へのから だに 

ゃァ かけげ ひがね いから、 な。』 

『  』 ぉ^^は額を上げてこちらを：^ノたが、 もはや その を-亦く 泣き K らして ゐた。 こちらに お 

人間と 云 ふ 物：：：、 こちらが た ッたニ i 閒を飮 み 歩いて ゐるぁ ひだに、 さう 死んだり 赤 きになったり 

する もの かと 不魏 でも あり、 おそろしい やうで もあった。 が、 圓く 肥えた かの 女の 額に ちょ ッ とに 

ッ こりし まく ぼが m たか i ふと、 少し 恥 かしい やうす をして、 還め る だか— また、 さう くさい 

ほど 飲んで ゐ て？』  • 

『酒 はやめる、 やめる！』 ほんと に、 築 は 自分の 心 を さう きめても いいと つた。 そして そクれ り. - 

-5>？ 一 もつ ！人 C- 1 女-. 1^  C 乳 を饮ま せられる ことにな つた。 


それ は 死んだ 兒の赛 .t?- がその 明くる日の 夕が. ^すん^!^ のこと てあつた <  お 楽 は， 

『郛が 張って いていだ が 11 』 と 云 ひ 出した。 

『手め へ は 餘ッぼ ど しぶとい やつ だァ』 と、 おや ぢは まだ 赤ん坊 を 殺した のが こちらの 女房の 仕 わざで 

でも あるかの やうに 憎んで る やうす であった。 『こんな 時に ゃァ 乳が 出なくなる もの だんべ いが、 な。』 

C んき 

『矢ッ 張り、 存氣 だんべ いか』 と、 お袋 も 云 ひ 添へ た。 

『  』 築 がお 条を 見る と、 然し、 のんき どころ ぢゃァ ないやう であった。 かの 女の 目 はます ます 

泣き 脹れて 來て、 木 人で ない 自分で さへ —— きの ふ、 淚を こぼした 時の 心持ちで 以 つて 思 ひやって n:^ 

g よ 

ると —— 今兒 るの もいた/ \ しかった。 そのう へ にかの 女 はふ ッ くらと II ッ こく 張った 乳ぶ さの かた 

かた を 押さへ て、 

『あ、 いて！ あ、 いて！』 

そう 

『總 べャ、 乎め へ 少し 吸って やれ。』 お袋 はさう 云った。 

『それが よかんべ い』 と、 おや ぢも 調子 を 合 はせ た。 おや ぢは 何でもお 袋の 云 ふこと に はさから はな 

じ 6. ま 

いの だ 11 それ もお のれが 酒を飮 むの を 邪魔され ない 爲め にだが。 『吸 ふ ものが ゐ なくなった からだ 

ん ベい。』 

『  』 少しき まりが 惡 かった けれども、 ISA は よん どころ なく 雨 手を^に 突いて 自分で 自分の 女房 
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の 痛む 方の I さへ ris つて 行った。 ぶんと おぼえの あるに ほひが したので、 親の 见てゐ る 前で！ 

I そして 而も まだ 曰 8 れ てもゐ なかった ので II 一し ほき まり 惡さ I した。 が、 思 ひ 切って 口 を 

つぶった まま、 その^ぶ さを& はへ て、 自分の 子供が して ゐ たやう に 吸って 見た。 

『うめいだ、 うめいだ』 と、 お袋が きの ふから 初めての 笑ひ聲 であった。 

『 ……… 』 こちら は 珍ら しく f られ S がして ぐんく ，ききだが、 張って るず う m な 

かった。 そして 自分の 口 へ^たな まあ ッ たかい 味に 先づ以 つて 胸が 惡く なった ので、 哏へ飮 み 下た 

すに は堪 へられなかった。 それ をく くんだ I、 直ぐ緣が はへ 飛び出して、 まへ 庭の 土のうへ へ 吐き 

出した。 そして 誰れ に ともなく、 『i あま ッ たるいだ』 と 云 ひながら、 自分の n を. バ. で ゆすぎに 行く ふ- 

り をして、  S どころ へ 行った。 そし./ 戶 i にし まって t おや 1 11 利から ひや f 少し 口う つ 

しにが ぶ 付いて、 ゃッと 自分の 口 i 吐し をした 

『大きな くせに、 あいつ 逢 外意久 地が ねいだ』 と I の 云って る 一 裏が 聽 えた。 

？ めへの かか ァの I ゃァ ねい か、 何が きたね ぃッ i ふだ ァ？』 おや ぢも 斯う ひとり. I やうに. 

云って ゐた。 

『 ：：•：： 』 こちら はきたない もき たなくな いも 無かった。 な I ッ たかさ を 酒の ひやで 直した あと 

き f ッと 熱い の を 一 杯 f たくな つたので、 そのまま 默 つて 蜜 ぬけ m してし まった。 . 


そとから 歸 つて 來た 時には、 床の 中 をお 榮ひ とりで もだえ 苦しんで ゐた。 また、 あんまり 可哀 さう 

になった ので、 

て いねい 

『いていから 吸って 英ん なよ』 と 云 ふに まかせて、 誰れ も 兒てゐ ない の を 幸 ひ、 今度 は餘 ほど 丁寧に 

してやった。 けれども、 I 度が 二度に なり、 三度が 四 度に なって、 夜ッぴ てうる さくな つた。 ぐッす 

P 一 と寢 入りした いの を かの 女 はゅリ 起して 眠らせなかった。 

『これ ぢゃァ 溜り ッ こがねいだ。 おらの 代りに、 おら ァ 餓鬼 を 一匹 焚って 來て やる ベい』 と、 つい、 

約束して しまった。 そして 手 ぶら で 出る の も 詰らない ので、 きの ふ も 肥え 取りが てら 朝早く、 ねむ リ 

の 足りない の を 辛抱しながら 出て、 子供の 餘 つて ゐ さうな ところ を 探して 歩いた のた。 詳しく わけ を 

云 ふなら、 それだけの ことで 11 。 

『お ま はりさん、 おら ァ きの ふ も 餓鬼 を 探して 歩いた ッて、 子され ひ をした お ぼや ァ ねいだ！』 ぉ条 

が 死んだ 兒の 代り を 欲しい と 泣き わめいて ゐ るの だよ。 自分 も 亦 代り を 見付けて やらない では、 夜ッ 

ぢょ 

ぴ てぐ ッ すり 眠られな いの だ。 かの 女 は 泣き付く し、 自分 は ニ晚も 眠れない し、 これで は、 おめへ、 

人 が ゐても 立っても ゐられ ないで はない か？ 早く 牢を m して？. 犬れ。 斯うして ゐる うちに も、 ぉ条の 

乳が もッと 脹れ 上った かも 知れない 。早く 汎 飮み兒 でも 貸って、 溜った 乳を飮 みほさない では. ぉ条 
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がに うがんと かま s に f つかれて 死んで しまと、 ゆ ふべ も 隣り 婆ァ さんが 云って たの 

どと、 こんな こと を も 人き な で 泣き 訴 へて 見た 

あんまり 人 を 通に して、 8; つ しないの だ。 あまりの S りな さ i はます く 燒けッ 

つて、 1^ び 部 巾 をお ばれて.^ た。 その あとの こと、 もう、 二度と おとなし くして 見せる の も 無駄 だ 

と 思った。 

入り口  Q ひらき 戶に 行って、 うちが はから それ を 一心に 0 めた 握り こぶしで 以？ どんく、 どん 

と 叩いた。 それから、 自分の から 落ち かけた， みづ をち ょッ とこぶしの 手く びのと ころで 横な でし 

てから、 また どんと 一 っカづ よく 戶を 叩いた。 そして 自分の 泣き 聲を ふり 立てて、 

『よう、 ぉま はりさん、 早く 歸し S ん なよ。 そでな けり ゃァ、 あつい の を 一杯つ け S ん ねえ！』 

— (大正 八 年 五月 )|| 
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『¥ こんど ァハ H 、い、 ね； S —— とても：^ノ込みァなぃ。 この 家 も 越えねば まいね いでば。』 S 三 は， U 分の 

額 のれ も 少し 赍く なって るかと 思へ た。 

いつも ％i を やりに 行く うちから 全く 失^して 歸 つて 來 るが n 十い か 茶の 問へ どッ かり あぐらをかい 

た ♦"、 白人-の^^！！^が人ヒ！？：^なししてゐるのに向っては、 この 宜吿の やうな 物が かの 女へ 氣の 毒に" - 感じら 

れた」 

『また 引ッ趑 して 今 a は 何 をす る？？』 かの 女 もこ ちらの 子 を：：：^ て 取った か、 縫 ひ 物の 手 を やすめ 

て 心配 さう にかし こまった。 そ：： 回い 額の 愛娘に も il- のかげ を さして ゐる 0 は 近 ごろ 珍ら しくな く 

なって ゐ たいだ けれども 1. 。 

『ミ り、 -:s.s:OMi^?』 ^が斯ぅ答へた時には、.1:1分で.0分をぁざけろゃぅになってゐた。 が、 

に **。 替 へられぬ ところから、 ニ曰のぁひだも方々を5^^まゎって、 や ッと安 f 肚な 住ま ひ.，, Igu ルし 


て、 ここに 相變ら すの 『心理 研究所』 と 云 ふ i を 掛けた。 

:tm の 方から 來 ると、 その 電車 を 曙 町で 下り、 右の 横丁へ 這 入って、 少し 行った ところ だ。 g が^ 

と 云っても ゥ产 U ど 名ば かりで、 貸間 をして 喰って るう ちの 一と 簡を 借- V たの だ。 が、 便利に も 家の 横手 

に 研究所" 効能 をお 门き 並べた 大きな 看板が かかげられて、 その 下 をく ぐって 道 入って ぼくと、 家の,^ 

きと は 横 ざまに 格子戸つ きの 狹ぃ 土^が ある。 そこ を あがって、 左 の 六 疊を渠 は， n 飼した。 右の 六 

疊 にも、 奥の 三 f も、 また 二階 Q 六疊 にも f 手 i 人？ ゐ たが、 この BKfli ける 

に は、 こちらの 占領して ゐる 部屋が 丁度 都合が よかった。 が、 不幸に も、 ここで も， ひやかしの 客 は 

あっても、 本氣で 治療 を賴ん で來る ものが 殆どなかった。 

妻のお 初が 割り 合に 裁縫の 達者な 爲め、 『仕立て物 仕り 候』 を以 つて 少し はかせ いで 吳れ るので、 ど 

うやら 斯う やら その 日 を しのげて 行けた の だが、 それ もやが て さう は 行け なくなった。 と 云 ふに は、 

自分の 窭の氣 ぶんが 變 化して 來 たの は 妊娠の 爲 めだと 云 ふこと が醫 者の 診斷 によって 分った。 自分 は 

それ を甞 ぶより 寧ろ 呪 ひたい ほどに 貧乏であった - 

『わ も 物好きであった、 なァ』 と、 渠は 自分で 望 言葉 まる 出しの 歎 f 發し たこと も ある。 考 へて 

兒 ると、 まるで 貧乏 をし に 東京へ 出て 來 たの も 同檨 だ。 國で警 詠んだ，^、 近 ごろ 流行 Qgsbft 

つたり して、 小い 雜誌 など 出した 時 は、 まだ 獨 であった と は 云 ひながら、 のんきであった。 が、 哉 
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" UUHUiill ね？ に 多く If 研究して 行っても、 I 

f しての 3 き い！ しょうと する ものが、 たと へ 校 長に なれたと 

の 8 に は 分り切った M かあつた や 力て 三 jf  、な  いつまで 一 了っても、 わ： S 

して，.、 狭い P な，. 方の あちらこちら を して まわって ゐる のて は いつま ヌィ M て 

H へ ^のな i まって た。 さう かと I、 好きで やって I 詩に も I 中 

で、 ぁルかこれかとぃろんな齊物を^3分の\.^レをへ るぎはてー>后入ズ 

て あ..^ 力 こ ォ，.  、レー： ま，^, こくな CV で 报眠術 に^する _ お 述を 一つ S 文し 

もあった。 が、 地方 新 盟廢ま て みた：：" f  ど，.、 自分 はこれ I 

て， ヒ」。 それ はまん の 小さい 安い 本で、 竹 8 一二と ま 人の 蓦 できた けれと； uiu、  ^s. 

て 5 た d.i  , . きき ど il ぼへ た。 そして この 新ら しく #た|を以 つて t 

んで g のまと 云 ふこと に餘 ほと k を.^ U I；： うまく， k りの 民り i 入った の を f はめる と、 - 

I ひ 立て sis して.^ た。 そして かの 女 力う まく- = り.— LT 

自分 は はす 一 賬の H 哝に乘 つて、 

Z  あし じ 

『お i 川 は、 f  、や、 ろに なった』 と 云ふ證 首 的 1" 示を與 へた， ,  , 、 な， b つ 

ぶ！^ よ § の もの だけれ ども、 きこの y^y! 甚を 知って ゐ たのて IP 

『  』 力の 女お ま i の ひ S  な 0 おへ ュ ほひ 初めた。 その ざまが さな 

たのが 兩手 II く とれぐ、 その？ の f そとへ きて も 方 。 へ、 f  一 ^,,1 であった と 同時 

がら 引き かへ るで、 ，出した 口で くわ ッ、 くわ ッと嗚 I めさう だ 。餘 りに.. f あつ ナと门 B 


に、 これが 自分の 女房で あるかと 思 ふと、 ちょ ッと it 氣 味が 惡 かった。 自分 は あたまで 知りつつ も 新 

たにこの 意外な こと を實驗 したので、 また 思 はす 身 をよ こに；^ くと、 かの 女 は その あと を 這って 行つ 

て、 壁のと ころで 方向 を轉 じ、 部屋 中 を 這って まわった。 けれども * 自分 はいい 加減のと ころで 眠り 

を 解いて やった。 そして 自分 は、 

『こりゃl3:にg:^/べきことだべ』 とかの 女に も 語 つて、 そこに 初めて 自分の 1K 才 を發见 したと 思った。 

それから、 #： 通 心 现擧ゃ 催 1: 心理の 睿物 を隨分 研究して、 自分自身で 一種の 心 现治疲 法 を 思 ひ 付いた 

ので ある。 そして こ れを以 つ て 窭と共 に 束 京 へ 出 て 來た。 

初めのお ほ屋 さんが 非常に 信じて 吳れ て、 自分 は その 人に よって かの いは ゆる 『御 ia』 へ 紹介され 

. た。 電氣の 器具 を 製造して お ほ 成り 金に なった 屋敷の こと だが、 職工 あがりの 主人^ 無 舉で朴 i な だ 

け にュ g 後 九 ヶ月^も こちら へ をの ひどい 祌經 衰弱の からだ を まかせて ゐた。 こ ちら も それから 殆ど 月 

給の やうに して 生活 K を 得て ゐた。 が、 どうも その 結 银が思 はしくなかった ので、 向 ふ も 失望し 初め 

るし、 こちら も 亦氣の 毒に なって、 自分から 责 任 上、 乎 を 引く ことにした。 

自分と して は、 初めて 職業的に 责任 ある 患^ を 引き受けて S きながら * 九ケ nra も!^ て 而も 不結梨 

；  かう のう 

に 終 はった ので ある。 それが 爲め にこの 術の 効能 をば かりで なく、 自分 .Is 身 を も； g ふやう になった。 

. ひ *,』 やう 

卑怯な. 0 分 本來の 性. g として は、 とても 斯う 大膽 にやれ る替 がない。 まして いろんな ISHq も 多い こ 
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の大 §s ン 中に 於いて は！ さう だ、 人 を こ sf- 治 f る どころ 力  4  , 

『、わ も、 にょい W 分で 観 術に かかって ゐ ただでば。』 斯う、 自分の 妻 だけに はこ ッ そり 白 狀 もして 

1 ，でず I ば、 こんな 不 I の ものに 熱 巾して、 自分から 求めて 貧乏に 飛び込き は 

つた。 t ども、 今と なって はし 仕 かたがない。 秦は 妊娠の 爲 めに 十分 秦 上の 手助け もで きない 

r!n 分からの t?- つくに でも めに は、 どうしても、 この 半ば § ともなって ゐる、 

もし C きま ゼ& とも る こと を S にして I ねばならなかった。 さう し さけば、 たまに I 

かで も；； の 料金 は 取れる の だが、 もう、 きも 何も なくなって るので あるから、 術に 於いて はます ま 

すいい I あられなかった。 ただ そのうちに 何 か 別にうまい 寝け をとば かり あせった。 

mt 先づ， と 云 ふこと あへ 出した ので ある。 これなら、 たと へ S に 世間 へ 向って は 卑怯 

た 自分で も、 別に 公け に？ 出さないです むから、 隨贫ひ 切った こと を やれないでも なかった 

けれども、 f ずき に 多くの 人 さ！ せる に はどうした を以 つて すれば い f やり そ；； - 

I へが 行 I つてし まった。 で、 せめて は 新聞へ 奪が で t 程度の 物にして、 成る へく 人 ^ を 

そそり さうな のをェ 風した。 歌 や 詩 を 作る 時の やうな 思 ひ I らして、 先づそ § か うとす る？ の 


表題 をき めた。 

『夜の 明くる 迄』、 『愛の 1^』、 並びに 『秘密の 樂 しみ』 と 云 ふの がそれ であった。 そして その 巾へ は 夫 

歸 問の 情愛 や 用語 や 衛生的； S 意な ど を 成る ベ く 奇麗な 言葉 を以 つ て 書き入れた。 三つが 三つと も 別に 

大した 特色 も 出なかった 代りに、 さう 秘密に する まで もない まじめな 物が でき 上った。 そこに、 もう、 

お ほ 儲けが できて しまった かの やうな 意氣 込み を 感じて、 

『こら、 見た まい』 と、 つい、 ふと、 自分の 妻に 向って 同舉の 友に でも 對 する 言 K つきが 出た。 それ 

だん ぢょ  、 、 、 

を あわてて 自^の 額 や 口ぶりで 訂正しながら、 『男女 間の 道德 書と 云っても よかべ おん リ 立派な もの だ 

ベ。』 けれども、 自分が かの 女に わざわざ 讀 んで聽 かせた 文句のう ちに、 『女 はい つも 男の した 手に 出る 

べき ものな り』 とあった。 

ぢょ  もんく 

『  』 かの 女 は それ を矢ッ 張り 秘密の ことに 關 する 文句 だと 聽き 取った ので あらう、 直ぐ その 顔 

を 赤らめて Y ただにたり として こちら を 見た。 『そんな こと を 書いて！』 

『さう 云 ふ意昧 では 無くて あつたば て —— 』 こちら も 計らす 顔が 赤くな つたと へた。 けれども、 別 

に 自分の 心で はこの 文句が 讀む 人に さう 云 ふ 意味に も 取れるなら、 却って 齊れ 行きに は 都 介が よから 

うと 考 へられた。 自分の よそ行き や 妻の 博多帶 など を 質屋へ ぶち 込んで、 その かね を以- つて 四號 字 

四十 H、 三十 五錢の 赤本が 三種 百部づ つで き 上った ので、 『男女 草紙』 叢 ま S として、 廣吿を 小さい のお 
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け i 二 も、 先づ 試みに 都 新 1^ に、 W して 見た。 ところが、 何等の 反應 もなかった。 g: び やまと 新 間へ- 

S しても、 また 一 ま 注文 さへ f かった" その 爲 めに S は 二 膏の龜 に 落ちた と共に、 i, 

かねの^ 通が つか なくなった。 ふたり は 努めて 外米 を t ^つてね たけれ ども II 。 

もう、 年の暮れに なると 云 ふのに、 その 用意 どころ か、 或は、 その 日の签 の 下な 燃やす 物がない と 

まふ？ であった。 身 もちの ff ばらから ま&^ 土へ 行かせる の は 忍びない ので、 晝は I で 

，3 ^つ-」 i 屋へ S かけて 行って 化た。 けれども、 白 分が おもてに 立って 人 £ いたり、 かけき 

をしたり すきと はきて ■fs を 知って るので、 かの 成り 金 I へ 治 f 行く こと だッ て、 お 

ほ 管ん にす ッ かり I 立て をして K つてから 行った ほどであった。 それ を 辛抱して と 思へば、 な P 

f  口が きま i さの f に 溢って しまって、 —それでも.. i した 手に は 出ないで、 

『おい、 キ、 2 と、 ふところ 手 をしながら、 いきなり、 そこの 主人ら しい 人へ 呼びかけた。 國 でな- 

ら、  、へ、 ん、 へと 云 ふところ を、 ？ るの さへ 苦しかった。 『マ、 まきを、 シ、 四 n 本、 力、 f 

』x いか？ ダ、 代金 は、 一一、 二三 曰のう ちに、 ハ、 お ふ。』 

『ぉ斷 わりし ます。』 1 m の もとに はね 付けられて しまった。 

『 ……… 』 これで も 十分 Is な i ぎ 取って ゐた つもりが、 くわ ッ あかに 取り のぼせた I にな 

つて、 ぶりく しながら 歸 つて 來た。   


このず お を 隣り の 中 田さん が it いて ゐ たかして、 兩手の^^りへ^ぃ息を吐きかけながら、 ちょ ッ.^ 

額 を 出して、 

『そり や あなたが へたです よ』 と、 年した の 人 だが 教切 にも 注意 を與 へて 吳れ た。 『まきを 一 わ 持って 

ず させて、 そのうち を 默づて 使って しまって、 代金 は 今ない から あとで 取りに 夾ぺ いと 云へば よかった 

でしよう。』 

『しま つ た、 な。』 賢 三 は にが 笑 ひ に轉 じて 妻の 顏を a た。 

『仕 か，， こがない から』 と、 かの?^ はいつ よりも まじめに なって、 『わたし、 また 行って 來 ます、 わ。』 

『  』渠 に は、 默 つて かの 女の する がま まに させて 置く より ほかに 道がなかった。 も 、つ 五ケ 月の 

K を隱す やうに して かの 女が 塞 さうな 風で 質 物の 包み を以 つて 出て 行く の を じッと つてから、 今 

の はなしから それとなくお 一九 ひに 障子の 明け ッこ をして あった 隣り の 人に 向って、 『中 K さん』 と 笑 ひ 

ながら 呼びかけた。 『何 かいい かね 儲ァ ごへん か、 な？ 浙ぅ贫 乏して ゐ ちゃやり 切れません。』 

『そり やお： 立 ひです よ。』 

『然し、 キ、 君 はま だ ですから。 ボ、 僕な ど 夫婦 もので、 而も I 方が これです から。』 腹 を 手で. K 

きく：：^ せて、 もう、 何も 包み 隱す 必要はなかった。 

『it!.l- も あるので すが、 國に m はいて 來 ました。 つれて 來て も、 どうせ まだ^へ ません。』 

隨眠術 二 七 九 


泡^  t 第七卷  一一 八 c 

『^も 細 11?^ おありです か？』 

お 互 ひに 斯うした 親しみ を まじへ るの はこれ が 初めてであった。 而も • こちら は 向 ふに も 細^の あ. 

るの を 知って、 これまでの 警戒 を ゆるめても いいのであった。 

『僕 は 郵便局に 勤めて をり ますが』 と、 中 田さん は 云った、 『君 もどう です、 今、 年 M 狀の ために 人が 

山 入る やうです が？』 

『そだ、 な — 』 こちらの 氣は I も 二 もな く 動いた。 歸 つて 來た 妻に 相談 を かけて a たの もほんのお 

もて 向きば かりの ことで ！  .0 分の 心 は 慰, からき まって ゐた。 中 田 はま. た 人 を 推 腐す る 位 3^ に はわ 

ない ので、 わざと 知らぬ 額 をして ゐ るから と 云った。 自分 は ひとりで 初めから 口 を 利く のが 少しい や 

であった けれど、 その！；：：、  +肚ぐ 行って 手ッ 取り 早く 採 川され る ことにな つた。 そして iel ぐ に 就い 

て 晚に歸 つて 來 ると * 

『うまく 行った の？』 赛 は-: e しさう に 立ち 迎 へた。 

『中 田さん とは^って 臨時 やと ひのこと だ ども』 と、 こちら も 久し；；^ りのに こ 付き を a せて、 『これで 

も 信用 を 得て あとまで も SS る やうに なれば、 まァ、 お前のお 産が すむ までで も 安心 だべに 

『さう、 ね。』 妻 も その 氣 になって ゐた。 

その 夜、 お^の 窓 味と もな く^子 を I 只って、 中 m さん をお 茶に i んだ。 すると、 中 W が- 侣阪 術の^ 


と を 興味 ありげ に それから それへ と 根 問 ひする ので、 

『それで は、 1 つ 君に 說 明が でら かけて 見ましょう か』 と 云って、 先 づ渠の 承 1 ビ 得た。 これ はす ぺ 

て 催眠術 師の 最初の 用意であって、 承諾もしなぃ^^にかけたと云はれては寶地の規則に遠反するから. 

であった。 

やすせ と 

渠と 自分と は 安 漸戶の 火鉢 を 一 つ さし 挾んで 互 ひに それ を かかへ る やうに して ゐ たの だが、 自分 は 

そこに さして ある 鐡の 火ば し を 二 本 取って、 先づ 渠の兩 手に 持たせた。 そして その 火ば しの さきと さ 

きと を渠の 目の前で 一 一寸ば かりに 接近 させた。 

『  』 渠は隨 分き まじめに こちらの 云 ふ 通りに なって、 その 火箸の 先き を 見つめて ゐた。 

『こ れが ひとり 手に もッと 接近し ま^ 』 と 云った 時、 そばで微笑しながら見てゐる自分の妻と^::分- 

はちよ ッと額 を 見合せ た。 が、 直ぐ 自分 も まじめに なって、 『さ ァ、 接； れ します。 —— 今少し、/ ぶ 接近 

します。 11 そら、 して 來 ました。 11 段々 と、 して 來 ました。 II そら！』 いよ./ \ 接近した かと 

ra^ ふと、 また その さきと さきと が 遠く離れて しまった。 どうも この 人に, りう まく 行かない やう だか 

ら、 それと 感づかせ ないやう にして そッ とだが、 こちらの 兩乎 を以 つて 兩 方から 向 ふの 兩乎 をち ょッ 

ち も 二 

と 押さへ て、 これ も j 種の 暗示 を與 へる やうに して 見た。 が- 矢ッ 張り、 駄：： z であった。 

の 人 はわ ざと こちらの 暗示に 反抗して ゐ ると 云 ふこと が 分った。 けれども * 尊 n 家が そんな こと 

催眠術 師  二八 一 


泡^ 八& 怖 i 卷  二八 二 

C うら^て ない と 1K はれて は耻ぢ だと 思って、 なほ 何 喰 はぬ ふりで — もう、 無理に、 不自然に だ 力 

. I その 暗示 を 加へ てゐ た。 

『 一 ，1: かからん ぢ やない か？.」 

『どうも. tsi 虚心 平氣 になれ、 ね、 で、 ま、 いが、 い、 なァ o』 これ は、 然し、 今の こちら 自身に 對 しても 云 ふ 

べき U 紫であった。 とどの 詰り は、 C 分の 11 して ゐる 術から、 かかる 反抗 心 ある 人 を も 催眠^ 態に 

入れる だけの 力が 出て 來 よう^はなかった。 向 ふから 賴ん で來る ものと は逮 つて、 而も わざとに も 反 

几しょう、 しょうと 思って るの を從 へる の は六ケ しい。 まして や、 こちらに つよい 熱心の なくなって 

る；^ もに 於いて はだ。 それ を S 分ながら 知って ゐ ないでも なかった けれども. 分の 商 喪 がらと して 

私 かにな ほい まくし かった 。『では』 と、 妻の 方を见 せて、 『こいつ を かけて 兑 せましょう。』 

『また、 わたしい や だ、 わ！』 

『  』 こんなき こ， St 、り 加 を しないと はと 云 ふ 意味で、 自分の 妻の 逃げよう として 立ち あがり 

I  I. .  ちょ 

かす A- の を 心で 怒って、 £ 心 はすち..： ッと瞰 みつけた。 すると、 もう、 それで 力の 女" 牛ば が.. 示 を受り 

てゐ た。 さう だ、 思 ひ 出す と、 ：ド 初から 素 ift で、 これに かかり =v ぶいた ちであった が —引きが へる に 

なって を かしな 風 をして 歩いた と M ふこと I と S かせられた 時、 それでも、 露ッ 赤に なって t 

り 出し、  ^^BP^^IKI  .mllliifr 


『-4J た L は， お これて ほてす ょノ そんる こと を L て， ：pf^ し， そんなら， ね， をな ごが 人の 萬-^ 

ん だと 云 はれて、 その 眞似 でもす る やうに なったら、 あんた はどうし ます』 と 云った ッけ。 

『そんな 喑示 を！ 一度と かけさへ さねば よかべ o』 

『でも、 若し 人が かけたら ，1 ？』 

『他人に ゃァ 承知し なけり や —— 』 さう だ、 暗示に かかる に は その 本人の 承知 不承知が 先決問題 だと；. 

せいく わつ 

云 ふこと を舉理 上から もよ く說 明して 聽 かせて やった。 兎に角. 生活まで を 共に して こちら を 信用し 

て來た をん なの ことで も あり、 そして 商 買 上の 必要に 應 じて は、 安心して こちらの 術 を かける 一 つの 

無くて ならぬ モデルに しばくな つて 來た をん な だ。 容易に こちらの 自由自在になる の は當り 前で あ 

つた。 はたから 見れば 餘 りに そらぞらしく、 前以 つて 申し 合 はせ をして あつたかの やうに、 かの 女 は 

催眠の 狀 態に 這 入った。 

『不 議で す、 な』 と、 それでも、 中 m は まじめに なって、 その 襟 を 正した。 

『  』 こちら は 中 m の その やうす を兑 て、 ，a 分ながら 自分の 普通人と は 遠った 力 を， して ゐるも 

云 ふ 誇り を； 冉び 恢復し ないで は ゐられ なかった。 


^七卷  二八 四 

ぢょ 

かの 女に-:! つて、 

『お前 はこれ から 國さ歸 してやる』 と 命令す ると、 別に 少しも 嬸 しさうな 顔つきに はならない けれど 

も、 その 乎で は!^^ 着 を よそ行きに 藩 かへ る やうな こと をし 初めた。 それから、 また 切符 を H つて 汽 

よ I 

e. に乘り 込む やうす をした。 やがて 汽車 を 下りて かの 女の 新 潟なる 虽へ でもい よく 歸 つた 段に なつ 

ひぢ 

たかと 兄る と、 ぉ醉谈 をす るが n 十い か、 肱 を 張って その 兩手を 腿の あたりへ 置き、 優しから ぬ まで 

比して、 

よう 歸 つた、 ね。』 

『  』 こちらが いた ことに は、 かの 女 はいつ のまに か m;;: 性の 聲ゃ態 鹿 を 取って、 催^ 心 现舉 上 

あんじ 

の II 性狀 態に： Im 入って ゐる。 自分と して は、 そんな 暗示 を與 へたお ぼえ もない のに。 かの 女が 國へ 一 

is- し *9 

皮歸 りたい、 國へ^！って母に會って來たぃ、 來 たいと、 11 赃娠 をお；；：^ してから は、 殊に さう 11 云 

ひつ づけて ゐ たので、 試みに その 望み を滿 足させる 爲 めの 暗示であった。 だから * 1： と 云へば 新 潟 市 

のこと を 味した つもり だ。 が、 かの 女 は そこへ 汽 を 下りなかった らしい。 どこか 刖た 驛 —— いや 

新^で 下りた にき まって る。 

『逢 でゐ たか、 ね？ —— ^^：: 小 は 南部の ヅゥ くと 遠って、 ね、 結構 だら う 《  ^^構なところでは 

_t< ハ： S 匸、 ：，： -Hi  二，  -5^?.^ 


『  』 畜生、 畜生！ 全くこちらにifするぅら^りのーla媒をてもかの女はかけでll^ つて， その 3^ 

に ひやかされて ゐる やうす だ。 TOR の 膝が てッ きりかの 女の いとこの だと 分った。 と 云 ふの は、 かの 女 

が こちらへ あまへ た 時、 一 俊、 その！^ つき をして 聽 かせた ことがある。 その 聲は無 邪氣の やう だが、. 

に いづ  、 

ふとかった。 新癉 に は、 その 聲の ぬし .11 さう だ、 かの 女が 寢 もの 語 でよ く あまへ ると、 

『わたしの 好きな、 好きない とこ』 と 云 ふ、 その が 或 石油 會 社に 勤めて ゐ るので ある。 『ほん ま は、 

ね、 子供の 時から 好きであった けれど、 ね、 いとこ 同士 は 鴨の あしと 云 ふでしょう —— ？』 

『馬鹿！ そり ゃ味ァ いいと 云 ふこと だべ。』 

t  くぺっ 

『あら、 さう？』 かの 女 はこの 時 如何にも 耻か しさう に その 額 を 特別に 赤らめた- -f わたし、 また、 矢 

ッ 張り、 結婚して はいけ ない と 云 ふこと かと 思って をり ました、 わ！』 なほ、 こちらの 不機嫌 をから 

だに 手 を かけて なだめる やうに して、 『だから、 ね、 別に 關 係なん かなかった、 わ。』 

『  』 そんな こと は、 然し、 今の 場合、 どうで もよ かった が —— こちら も、 は、 い たづら にか 

の 女の 國を思 ひ 出した 心の底に は、 まだ 會 つたこと もない のに 名を聽 くの さへ 毛 きら ひして ゐる その 

せんざい 

いとこが 潜在して ゐ たので ある。 それ を、 而もお そろし いこと に は、 かの 女 はこ ちらの 唔 示のう ちに 

感じ取つ たもの らしい。 だから、 催 g のうちに だと は 云へ、 所 天と その 友人との 兑てゐ る 前で お ほび 

らに# 見して ゐ るの だら う。 御 叮嚀に、 而も， かの 女が その 本人の 位 にまで 立ち 變 はって だ！ 餘 
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りの ねたまし さに、 11 どうせ、 中 m に は 何の こと だか 分って る ほ もない のに 安心して— こちら は 

ず どき 付かせながら、 じッ と、 かの 女の ざま £ つめて わた。 g り を M かないう ちに、 もと。 1 

には鼠§^-ぁったかも如れぬと云ふ疑ひに對する確かめの設據をでもぉれなぃかと思ってだ。 

r ると、 ^ 催 I はな ほ 引き いて g 爪ら し かり I つて、 別に 婦人 を 侮 ¥ する やうな こ 

とば も、 女 を わが 物にした やうな こと もなかった。 して：：^ ると * 矢ッ 張り、 かの 女. 0, せの， n 狀 通り 無 

t 卞な 交際 だけにと どまって ハーた のか 知らん と、 こちら も 少し 心 を^ち 付けた 

やがて かの だはす ッ くと 立ち あがった。 そして 矢ッ 張り、 太い S で、 

『こら、 "小 ゎッば めら！」 ^あし を ひろげて 往來の 3i ン中 にで も 立ち ふさがる かたちに なって * 

ず S がし f に 防ぎと めて ゐる やうす だ。 つ t、 向 ふかきん なの 兒が つれ 立って 來 たの を、 

自分 ひとりが S が ほで S とめ、 その 乎の した を 右から 左り か ら攀の くぐりぬ けようと する のに 

山 凡で もして ゐ る！^ 子 さながら だ。 

『  』 こちらが：^ てゐ ると. お 初 も その 可愛い おか ッ ばの ひとりで あつたに 相 途な いが、 その & 

のこと に 就いて かの 女が そのいと こ をぬ ひ 出して ゐ るの だと すれば、 ； 2^ 罪のない ことであった ひ 一 

はむ くわ ッ とした こちらの あたま もす ッ かり 冷やかに なった。 『もう、 よかべ、 よ 力へ』 と、 つ- - 非 科 

舉的 たと：： 〔へる t";^ が 出た • 


『  』 かの 女 は 今度 は 仰向いて 高い ところ をで も 見て ゐ たが、 『なって るぞ、 なって るぞ』 と 叫ん 

だ。 そして 木の ぼり をして、 何 かの 资を 取って 哈ふ眞 似 をして ゐる。 これ もい とこが 子供の 時に した 

ことで あらう が  。 

含く わ い 

『………し こちら はちよ ッ とかの 女 を 呼び さます 機會を 失って しまって、 中 W と 顔 を兒合 はせ てに ッ 

こりす ると、 中 田さん はや ッと 今氣が 付いた かの やうに、 

『男の子に なって るので す、 な』 と 云った。 

『さめろ！』 こちら は わざとに も おごそかな 態度 を 中 田に 兑 せて かの 女に 命令した つもり だが、 一 向 

に 通じなかった。 

ぢょ 

『  』 かの 女 は 一  ^懸命に 走る やうす をして ゐる。 

『もう、 よかべ —— さめろ！』 

『  』 なかく に それが 通じない のであった。 

『どうしたんだ ベ？』 低い. ぼで 斯う、 ひとり， の やつに 云って：：： ル たの だが、 それ は ，1:1 分に は 度 を 失つ 

たかと 思 はれる ほどの 失欧ぉ 想と それに 對 する 恐怖と が 含まれて ゐた。 自分の 喑示 がへ ぼくた になつ 

たの だと すれば、 自分の 命令 以外の 潜在意識 までが うまく 向 ふへ つた はる わけがなかった だら う。 し 

げんざい 

て ると、 かの 女 〇 方に 於いて 現在た だなら ぬから だが 禍 ひして、 こちらの 一 g 示から 離れて まで もお 
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^七卷  二八 八 

のれ 勝手な 眠りに 耽って るの か？ 斯う 思 ふと、 K 際に どうして いいの か、 つい ぞ この 術に 於いて 經驗 

した ことのない 心配 を おぼえた。 そして 立ち あがって 行って、 『おい、 さめろ！ もう、 よかべ！』 術 

として は 如：！： にも まづ いが、 かの 女が 手と 足と だけ をから だ も 走って る やうに 動かして ゐろ その 中 

へぼん と 一 つ ひら 手を與 へた。 

『  』 かの 女 は それで ゃッ とさめ て臾れ た。 そして その さめた 時の 姿勢の ままで 先 づにッ こりし 

て兒 せた。 

の ど  C 

『E ^鹿！』 と、 つい、 こちら は 苦しかった^ まで この 首 葉 を 込み上げて 來 させた が、 口に は 出さな レ 

で また 飮み 込んで しまった。 かの 女のと は逮 ひ、 却って こちら はい やな 顔 をした に 相違なかった。 不 

斷は あんな^し いやう す をして せて ゐ ながら、 心の奥で は 11 この IS の やうに 生活が 行き 詰った 反 

動と して か 0  また 他の を 思 ひ 出して ゐる のかと 思 ふと、 こちらと して は、 ただ 自分の 催眠術が 

殆ど 役に立たなくな つたば かりの 不^ではなかった。 

が、 —— かの 女が こちらの 額い ろ を 少し は 見て取った かして、 ちょ ッと 心配 さう に、 

『何 か を かしな こと をして』 と聽. S たのに 對 して は、 わざとに も ゑが ほ を 兌せ て. 

『！；_ でき， た —— でき 過ぎた ほど だべ。』 これ は、 かの 女に よりも、 中 W に 向って、 自分の 術が 決してへ 

しょせい さく 

たではなかった こと を 11 舉術 上で はなく、 寧ろ 鹿 世资の 上から I -附 示した のであった。 


『僕 はこん な 不思議な こと は 初めて 見せて 貰った のです。』 

『さう でしよう。』 これで こちら は 自分の 専門的 商寶 のこと は 向 ふ も 十分に 鹏 m して 吳れ ただら うと 見 

えたので、 『然し』 と， 今度 は 全く 別な 方へ うち 解けて 行って、 『とても、 これで は へま し。 段々 聽 

いて 屁る と、 催 g 術の 本 は 商店の 小愤 さんだ づ によく 寶れた ことがある さう です が、 そ か 誰 L 

にで もで きる うまい 手であって、 二れ で以 つて 若い めら、 す を 自由にで きたらと 云 ふ、 ほんの、 《企 想 的 

な 好奇心から 隨ん だものです、 な- 實際 はこれ で以 つて さう 惡 いこと もで きす、 ご i まじめな 物に st-s 

ありま せんが 11 』 この 時、 少し 私 かに 相手の 氣を 引いて 見る つもりで， 『世の中 はま じめば かりで 

とほれ ない と 思 ひます が？』 

『無論です。』 中 田さん も、 横 を 向いて だが、 そこへ 大分に ちから を 入れて 返事した = それから、 まだ 

少し はと ぼけて ゐる やうに して だが、 こちら を 兄て 笑 ひながら、 『まだ、 その 好奇心の 小僧さん の やう 

な 人間が うぢ や/ \ を りましょう。』 

『それで、 し、 秘密 出版 もやって 見 だ ども —— o』 

『あんな 物 を！』 妻 はまた 何 を 2- ひ 出した のか、 赤い 額に なった。 Mi から 云って、 別に 耻づ べき こ 

ともなかった のに。 

『やりかたが 和かった のでしょう。』 中 m はこ ちらの 思 ひ 通りに 乘り氣 を 見せないでも なかった。 そこ 
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へ 他^ 術 に 於いて 云へ る氣合 ひとで も 云 ふべ き 物 を 突 ッ 込んで、 

『では、 一つ、 I 赭に何 かやりましょう か、.？』 

『何 かやりましょう』 と、 中 田 も 答へ て吳れ た、 『どうせ、 あの 郵便局の 仕事な ど はほんの 一時の 膝 か 

けです から。』 

『さう です、 な。 あれが、 キ、 S; にも 一時なら、 ボ、 僕に はも ッと 情けない わけでしょう、 霍 まで 

の 臨時 やと ひです から、 な。』 さう だ、 その 臨時 を^が よくば 妻のお 產 まで 延ばす やうに したい もの だ 

が、 それまで にも、 ほんとうに 何 かよい こと を 思 ひ 付きたかった。 ところで、 その 自分 自 して は、 

し il-< 'ぶ s> 

どうしても 誰れ か刖 にあ ひ 棒がなければ 何事 もで きない 性分が こころ 寂しかった。 裹 M へ 決心して 出 

るに は、 —— そして 自分ば かりにで はなく、 低 人 I 般 にも、 新ら しいだら うと 思った その 術 を 商 買に 

する に は、 11 a 分の 妻が その あ ひ 棒であった からよ かった が 11 。 

もう、 冬の 夜 も 大分に K けて ゐた。 Sit 三が 氣が 付く と、 け ふ は 午前から 手紙のより 分けと 云 ふ惯れ 

ない 仕^ を やって、 旣に W のうちから 勞 れてゐ たのであった。 催 g 術ので き榮 えに ゆるみが あつたの 

も、 一 つに は、 この 勞れ の爲 めではなかった らう か？ 架 して それなら、 自分の 腕 もま ださう 兑^ つ 


r 


たもので はなから う。 

中 田さん がその 自室へ 歸 つて 行って からの こと、 

『もう、 寢 ベア』 と、 こちら は獨 りで 火鉢 を 占領いて、 少し 腰 を 浮かせた もも 引きば きの 膝と 膝との 

あ ひだへ また 火 をしながら、 自分の 妻に 向って 見る と、 またい つも 通 bs 目 くらの やうな 愛情が からだ 

中に みなぎって 來た。 そして 何だか あかじみ たに ほひ を それが 乃ち 人間 その物の 『力 マリ』 (かをり) で 

あると 見て もう、 自分 はかの 女が 催 g 中に その 好きな 男に 變 性した ことな ど は 左 ほど 重大な 事件に 

は數 へなかった。 ほんの、 ただ かの 女 をから かふ 冗談と して、 それ を 語り 出した のであった。 そし 

て その 最後に、 『矢張り、 お前の いとこに 歸 する 戀が お前の 意識の 英に して ゐる、 ベ、 に』 と附け 加へ 

た。 

ぢょ 

すると、 かの 女 は 俄かに その 微笑 を 取り消し たと 同時に、 一 つし かない 床 を 取って ゐる その 手 を や 

すめた。 そしてぶ り. （- しながら、 

『わたし、 これから 催眠術に かかる こと はお 斷 わりし ます。』 

、 、 

『るして や』 と、 こちら は 笑 ひながら とぼけて 見せる より 仕 かたがなかった。 

ぢ t 

『だッ て』 と 力の 女 は Bl^ も 恨めし さう にこ ちら を 見つめた。 その 目に は淚を さへ 浮べて、 『だッ て、 

わたしの 知らない あ ひだ をげ やろ にされ たり、 子供の 時の こと を 云 はせ たりす るので す もの！』 

^  術 肺  二 九】 
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『そり や、 然し、 おれの 命令で は 無くて あった。 お前 ひとりで どし くな つて 行った だべ。』 

『そんなお そろし い 物 はわた し、 これから 全くお 斷 わりし ます。』 

きしゃう 

『  』 こちら はかの 女の 氣性を 知って るので、 いや だと 云へば また そのい や を 押しと ほす の だら 

うと 思へ た。 が、 臨時に でも 郵便 ：11^:3； になった 自分に は、 もう、 少 くと も當 分のう ち、 そんな こと は 

どうで もよ かった。 

十二  n の 二十 三！：：、 四：：：、 五 口と は 無 .柒 に 勤めた が * その 二十 五日の 晚 おそくの 歸 りが 装かった の 

で、 かぜの^^味になった。 そして^^^；かぜにでも取りっかれたかと心配しながら、 二十 六日、 七 口と 

せ W 

休んで、 二十 八 口の 朝、 熱， も 幸 ひに 取れた ので 出勤して 晃 ると • もう、 Q 分 の^は 人が それ をい：：^ し 

てゐ た。 

けっきん 

『無 斷で缺 勤す る やうな もの は 一 一度と やと ひません。』 

『  』 ^鹿！ 浙ぅ 一 つ、 I::!* を W る 時に 怒鳴って やりたかった。 まだ もんな IS 驗 もなかった もの 

が、 よく 說明 されて ゐ ない R り、 —— ふる 独のお 化け ぢゃァ あるまい し —— 缺勤 届け を 出す ことな ど 

かう t ん 

知って る もの か？ 卞： 任 局：：： がほん C へ ッぼこ 官吏の くせに 高 ちきな 額 をして、 意 張つ てるのが 最 

初から：： S に ゆはなかった の だ。 

.tKnl は，：：： 分 の^が ゆ ふべ ぶりく したの よりも、 も ッとぷ りくして、 まだ 多少 は-:^ 後の 氣 持ちが 


惡 いから だで 寒い 風 を 勢 ひよく 切りながら、 家へ 歸 つて 來た。 

すると、 お 初 は 何だか 知れない 老人と 云 ひ 合 ひ をして ゐた。 

かん^ 94^ う 

『新聞の 勘定 はみ そかと きま つ たも の ぢゃァ ござい ません』 

『  』 みそか？ 今年 今月の みそか はし あさつ f お。 

『それ はさう かも， 1 れ ません が —— 』 

『なんだ ベ？』 いきなり、 こちら は 怒鳴った。 まだ 格子の そとに ゐ たけれ ど 1— 。 

『なァ に、 ね 11 』 妻 は その 所 天 を 見て ゃッと 心が 落ち 付いた と 云 ふ M で、 『新開 代 を 取りに 來 たので. 

すよ。』 

『  』 そんな かねが ある もの かと 私 かに 考 へ ながら、 『何 新 M だ？』 

『讓ー S です』 と、 老人が 少し おだやか になって 答へ た。 

おんじ 

『讀！：执 を 取って ゐ ると 云った のか？』 これに は少 かにす 一 稷の 暗示が 這 入って ゐた。 

『  』 かの女はこちらを^^i^Qげて，g路した。 が、 もう" 術に はかから ぬと 云 ひながら も、 馬鹿で 

はない 女と して この 暗示に は& 一ぐ かかった ものと 见ぇ T さう でした、 ね。 う ちぢ や ァ讀ー I" は 取って ゐ 

ない のです よ。』 

『おら ァのァ 萬 朝 だべ。』 こちら は 中 田さん の を、 而倒 くさく なれば、 偕り て 見せて やっても よかった。 

儸 耻術師  二 九 一 II 
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『取らない のに、 穩 へつ いてる わけがない が、 一 I 』 老人 は不 まさう に獨り 言に なった。 

ちャ. 9«  9 

『そり や 帳 が rm えて ゐな いの だべ。 先月 は 取って ゐ たが、 な、 ちゃんと 斷 わった。』 

『さう です か？ ぢ ゃァ、 今一度よ く 調べて 見ましょう』 と 云って、 老人 はしぶ くながら 歸 つて 行つ 

た • 

その あと を ふたり は It! ひに 額 を：^ 八：： はせ てに ッ こりした が、 お 互 ひに 直ぐ また 去った 老人の よりも 

しつえ い 

ffi い 額に なった。 鄱便 局の 失^が 報齿 された からで ある。 

f 困る ぢゃァ ございま せんか』 と、 かの 女 は その 回い 顔 を 少しし がめ て、 『ぉッ 母さん はの ん氣 だから 

§ のお liS 月から 兒て きたいと 云って 來 たし？』 

てが. 5  ， 

『手紙で 斷 われば よかべ。』 

『もう、 まに 合 ひます ものです か？』 

『お前 これにな つたの を 知らせて やる はで だ 11 』 斯う 云って 手 を 自分の 腹へ 持って行った 時には、 

JJ ちら は I 恭 c 分の 額が しわんだ と 忍へ た。 

『でも、 仕方がな いぢ ゃァ ございません か？』 かの 女に は、 然し、 こんな 苦しい あ ひだで も、 情愛の 

うへの 耻 しみが 见 えた。 尤も、 かの 女の つもりで は、 產み 月に なって 母が 來て吳 れれば それでも よか， 

つたの だら うが I— 。 


『  』 こちら は その かの 女の 爲め、 また かの 女の 孕んで る 兒の爲 め * また./ \ かの 女の 呼んだ 母 

の爲 め、 どうしても 何 かに あり 付かねば ならなかった。 『、わ、 きら ひだ 巡亮 志願で もす ベ。』 

ふくわん 

さう だ、 際 は • 敎 育の 時から、 もう、 習惯の やうに 毎日 取って ゐて、 敎育 のこと ゃ文舉 のこと で 

1 日で も 見ないで は ゐられ ぬ その 読 喪 新聞紙 上で、 巡亮の i が ある こと を も：： ルて 置いた の だ。 

直ぐ その 手績 きを 警視 廳ま でしに 行く と、 歳が 明けての 七日に ならない では その 試驗 がない とのこ 

とであった。 で、 願 ひ 書 だけ を 害いて m. はいて 來た。 

か き  びんば ふ 

『ぉッ 母さんに 來 さう/ \ からこん な贫乏 くさい ところ を 2 ^せた くありません から』 と 云って、 妻 は 

また その 自分の 物 を 持って 質屋へ 行った。 そしてお 正月の 餅 をまで I 斗ば かり あつら へた。 

，零，  ， ，  4„? 含 にん 

『そさないでも よかべ に。』 こちら は 妻の 物 を 失っても、 つまり は、 自分の 責任に 歸 する のを考 へた。 

『でも』 と、 妻 は 答へ た、 『あんた の耻ぢ になる ぢゃァ ございません か？』 

『  』 さう 言 はれる と、 然し、 一 言 もな く 自分の 不平 を 押さへ てし ま はねば ならなかった。 

五 

と f 

お ほ 雪の 爲 めに 信越 線が 途中で とまって たからと 云って、 母 は 三十日の ゆ ふが たにな つて こちらへ， 

到着した。 
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H 三 は 初めて かの? -に < ^ふわけ だが、 さすが、 お 初の 母 だけに 色が 白く、 その 額の かたち までが II 

瘦せ てるのが？. g ふだけ で 11 先づ、 その 娘そッ くりだと 思へ た。 最初、 母が 座敷 11 と； おっても、 茶 

てん ぢ やう 

のま .sis>^w のた ッたー つし かない — に 坐 わった 時には、 じろ りと 一 と 目 低い 天 井まで も 見 まわし 

て、 

『こんなと ころに： B んでゐ るの か』 と 云 はぬ ばかりの 不平が ほ を 見せた。 そして 初 對而の 挨！^ になる 

と * 人が： いの かと 忍へ るまで 切り口上 になって、 これが： 九十 を 越えた 母と は见 えない ほど はき. （- 

して ゐる。 いや、 あまりに 向 ふが はき /(^して ゐ るので * こちら は會 はぬ さきから こころ 親み にして 

ゐ たのが それて しまった やうな 氣 もして、 何となく c 分の •.vj^ はれて 行く ので はない か 知らん とも 

思へ た。 で、 g: 分の 妻の： g やして ゐる こと を 返り 兌て は ゐられ ぬ ほどの 寂しい 氣 持ちに 堅くな つて 苦 

Ik しながら、 伏し z: がちに の はなし 相 乎 をして W らくの^、 

、  、  ， ，  、 、  れ なつ 

『は —— どうも 11 は  11 わ 11 でば 11 はで』 と 云 ふやうな、 GI 分の 地方 言？ ^か、 を連餒 して ゐ 

た。 よそ行きの たまし ひが 全く 拔 けて ゐた やうに —— 。 

然し、 それに$^^を入れたゃぅにこちらを正^^づけて„..犬れたのは、 母のお！： なまりら しいので だが、 

まことに きりり とした 言 1. であった。 

『人^ は、 ね、 何 を 致しました ッて、 ね、 夫嫦滿足して！^^^して行けさへすりゃそれでょろしぃのでぁ 


ります さかい。』 

『さう です、 さう です！』 こちら は 向 ふの 機嫌 を 取る やうに 斯う 思 はす 叫んで、 ちょ ッと 11 似であっ- 

た。  が、 ただ 巡 を 志願して ある こと は 云っても いいの か II 但し は、 まだいけ ない のか？ この 場 

合、 まだお 初と 相談して 澄かなかった ので、 云 ふの を さし 控 へた。 

ふと 考 へて 見る と * 自分の 妻 は その 所 天の 故鄉 なる Mi 石に ゐた 時には 可な り； sf ことば を 使へ たし、 

求 t 小へ 來ては 直ぐ またう まく 束 京 語に なって ゐる。 そして その 娘の 親 だけに、 母 もなか./ \ 利口の や 

うだ。 ふたりが 贫 乏して ゐ るの を さへ 淡 に マ S 知して es< れれ ば、 こちら も 母の ゐるぁ ひだ はいろ く 

な 意味で 赖み 甲斐になる ので あ つ た。 

はんそう 

『うちに は 褂锻を ひとり 置く やうに もな つたし』 と * 母 は その 所 守の 心配が いらない こと をお 寺 生れ 

の 娘に 語って ゐた。 然し、 その 娘が 暫ら く见 えない の を、 『どこへ 行きました か、 な？』 

『買 ひ 物に でも 行きした か？』 

『かま はんでも えいのに。』 母 は 半ば 獨りー W で だが、 一 段 低い 聲で 投げ出す やうに 云った。 

そのうちに、 お 初が 歸 つて 來た。 

『ぉッ 母さん はお 酒 をお 好きでした さかい』 と、 もう、 母のゃぅなぉ1:言§^^を屮1して、 母の ゆ ふめし 

の 膳- 力の 女 自身の 計ら ひで 買って 來た ところの 洒 をまでお 燜 して 乘 せた。 そして 口 ごろの 苦しみ 

0  ^  P  0  二 九 七 
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を 忘れて しまった かの やうに いそいそして、 近：^ にない 晴れ やかな 笑 ひ S を II らして ゐる。 

I. まァ、 御.ffl人にo』母は^^ー慮らしくかしこまったstをしてその娘に目くばせした。 

『飲めない のです よ。』 お 初 はに こ 付きながら 額 を 横にして 肩 を 下げ、 少しう わ 向き 加減に 母の 額 を 

た。 

『  』 その かの 女の 優し さに 免じて、 こちら はかの 女の 母のお つき 合 ひ をし なければ ならぬ やう 

に 思へ た。 『ま ァ、 初めての こと だはで、 和 ひ 手し ましょう』 と 云って、 Q 分の 手 を 無 格：^ にっき 出し 

ちょく 

て、 母が 乎 早く 取り上げて 渡す 猪口 を 受けて、 妻に 酌 を させた。 

それから- また 二三 度の 取り やりがあって、 こちら はいつ に 無く のぼせた やうに なった ところ、 妻 

の； t ら ひで 誰れ よりも さき へ ^飯に させて なった。 

『結構であります よ。 わたしの やうに ぉ洒を 好きで も M ります。』 

『なに、 飮め るに 越した こと ァぁ ります まいが —— 。』 

『何よりも 好物であります さかい』 と. 母 は 微笑しながら、 『わたしに だけ は 仕 かたが ございません。』 

『ぉッ^：^：さんは^らしぃほど醉はなぃのですもの。』 

『さう でもない』 と 云った が、 母 はな ほ 娘 を 相 ひ 手に して、 久しく 積 hv つもった らしい 話 をしながら 

獨り でち びり/ \ と つづけて. Q る。 お 燜も三 ffi は 取り か へられた。 


r  』 こちら は、 これから 毎晚 こんな 風に やられて は、 お 初 だッて 溜る もの ぢゃァ なから うと 云 

ふ 想像が、 私 かに、 自分の 心に 經濟的 心配 を 浮べない では ゐ なかった。 

>h とん 

そのうち、 貸し 蒲 圑屋が 蒲圑を 一 と 組 持って 來 たの を 見て、 

『どうす るの』 と、 母は醉 ひに ただよつ てる その 目を以 つて、 今、 娘が 立って 蒲圑を 受け取つ てる 方 

を 見上げた。 

『  』 お 初 は そ 0. 母と 顔 を 見合 はせ たが、 一:ム ひにく さう にしながら、 『あんた のに I J 

『借らん でもえ いで はな い か 11 お前の で？』 

r でも * 1 と 組し かないの です もの！』 

『  』 さう だ >  お 初が とついで 來た 時には 新ら しいの を 持って 來た。 が、 それ は 成るべく 荷物 を 

へらす 爲め、 そして 國を 出る 時の 旅費 や 何 か を 持ら へる 爲 めに 寶 つてし まった。 斯うなる と、 どうせ、 

いつまでも 母の 手 まへ を 取りつ くろって ゐる こと はで きないの であった。 

『では、 わたしが 借り 貧 を 出す ことにします。』 

r それに ァ 及びません』 と、 鬼に 角、 こちらは云ひ添へすにはゐられなかっ.^/- 

その 翌日、 母 は 正月の 餅が つけて 來ても その他の 用意がなければ 兒ッ ともないと 云って、 お屠蘇 や 

その 道具 や 三つ組の ふた 物な お を 自腹 を 切って 11 而も、 の 買 ひ 物に 惯れ ない 爲 めに 途方 もな く 
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高い ffi. 段で IK つて 來た。 それが また こんな：^ す ぼらし い 住ま ひに は 釣り合 はぬ ほど 立派な ので あ 

つた U 

『ぉッ ぎさん は 自分のう ちに ゐ るつ もりおす かい』 と、 お 初 は 自分の 財布の 中 をで も 使 はれた かの や 

うに 不機， S を リルせ た。 , 

『でよ * どうしたら えいの だ？』 母 は 詰らな ささうな 颜っ きをして、 ちょ ッと 困って た 

e  ^  I  しようと つ . ，  I 

『  』 贤；ー 一はた ださし 出ぐ ちを控 へて、 S 子が こころやす 立てからの 最初の 衝突 を つて 见てゐ 

た。 そこへ、 このお ほつ ごもり の H にも 拘ら す、 珍ら しく も ひとりの § が 附き人 を つれて W で 飛び 

込んで 來た。 ひどい リ ヨウ マチ を i 阯 して"， 犬れ ろと 云 ふのお。 例の 如く 眠らせて、 『お前の 病氣は あすの 

今ごろ ま- S つた』 と 5 ふ SI へた。 尤も、 あすまた 來 たら、 J は 二 品の、 そして また その 

a.  小品と、 g;- 口にち を 延ばして 行く つもりであった。 そして 最後に は、 も 

う 全く 直った と：： ム へ る やうに。 

. 眠りから さめた は、 

『大 S に氣 持ちが ようご ざいます』 とま だ。 そして 先づ. ^初のお 禮 として S がね を 盤いて 行った 

の を、 ぁとで^^&が待ちかねてひらぃて化ると、 十 M 札が 一 枚 這 入って ゐた。 

f さう .A^.- ちり X？ さまと も^えないで あった、 ば、 て』 と、 §ニは 母へ も A© する つもりで にこ 付き. 


あ- {3 ら を 貝 if^  U とめ，^ ズ ごに. Isiiii^.tt.-t4-ys>4n,^*;? レズお』  I  I   

7S せう 

『あんな ことで 病氣が _d るなら』 と、 母 はま だ 疑 はし さう にして 微笑 を 半分 その 口び るで ゆがめ 殺し 一 

ながら、 『誰れ でもら くな もの だが、 な。』 

『そこが』 と、 は 自分の 妻に もちから 添へ を 紐む つもりの 微笑 を 浮べて、 『わたくしの 催眠術の 默! I 

なと ころです から。』  一 

『0 分ながら も不 議な ものです、 ゎ。』かの女も斯ぅ簡單にだが^5^門家らしく說明して吳れた。 

ぶ とん 

鬼に 角、 E 心 はぬ かねが 這 入った ので、 これで 以 つて 母の 蒲圑を ふこと にして、 この 年が 全く 過去 

ちう 

になら うとす る眞ぎ はの 時^ を 3^ 許って、 薬 は 母 や 妻と 共に 出て 行って、 屮ぶ るの を 一と 組 安くね ぎ 一 

り 落した。 そして それ を 一 緒に 家まで 持って 來 させた。  ； 

『十 M 京の 買 ひ 物 はすべ てこん な 風に します。』 渠は都 會には 母よりも 故參 なの を 誇りが に 感じた と 同時. 

に、 店の 云. ひ 慎から ニ圆 五十 錢も ft けさせた のが 愉快で  <r 夜 こそ、 もッ とかね さへ あれば、 何 か 一 

必要な 物 を 今 一 度 買 ひに 行きたかった。  " 

『今 枚なら、 何でも 安く 買へ ますが、 ね』 と、 班 〈もな ほ 未練が ありさう に 云った。 

隣 窒の中 田が まだ きて たので、 こちらへ 呼び込み、 母に 引き 八：： はせ て、 

『わたしの ー悉 親しい 友人です から』 と說 明した。 牧さ 二と して は、 何 かかね 儲け を  一^にし たいと 考 
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泡ぬ 仝染 W 七せ  ョ C  二 

へて るからで あった" そして ひるまの うちに をん など もが あすからの ^一一 仏の 一 つに 挤ら へたと ころの 

レん ねん 

を 持ち m させて、 で まだ 早い 擎のュ M 祝 ひ を ひらいた a 

『K も 寄附す る ものが ある』 と 云って * 中 田 はする め を 二 枚 持って 來た。 

『eti、 わたし も n と 云って、 母 はまた 泗を D 分からお ごる ことにな つて、 お 初が その 代理で わざく 

賀 ひに 行って 来た。 

『寐 いの、 ね。 1 だッ て、 これより ゃァ該 くないでしょう — ？』 

IT なに 云 ふて るの だ』 と、 母 は その 娘 をち よ ッと輕 く たしなめる やうに、 『こちら はま だ 雪 もない くせ 

に丄 

『そり ゃァ、 ね。』 

『^いとお もへば どこまでも 塞い ベ に。』 

『まるで 貧乏人 同士の 持ち寄り ぢ や。』 中 田 は Q 分で 火に ^てて たす るめ を 小さく ちぎり 初めながら、 

この 時、 斯う 云って こちら を 笑 はせ た。 

『來 年ァ何 かうまい こと ァ あるべし I 。』 

『腕に より を かけて © いて、 な。』 

r そだ。』  、，，.、. 


Irfs 械の HM アル K も』 と， も 笑つ *iT もう， 餡き -I. > ました、 わ。』 

らくてん. & 

『なァ に』 と、 母 は 中 田に 向っても 最も 樂 1K 家の やうであった、 『若い 時に ゃ苦勞 して 置く のが 却って 

藥 りになります。 

『  』 賢 三に は、 然し、 それ を聽 いて ゐ ると、 母が ありがたく もこ ちらの 貧乏 をよ く媳 して、 

まだう ち 明けない うちから かばって 5^ れてゐ る やうに 受け取れ たので、 それが 爲 めに 涌き 出る 自分の 

あまい 淚を 人知れ す 自分の 胸に 飲み込ん だので ある。 

明けて 三ケ H の あ ひだに 尋ねて 來 たものと 云って は、 例の リヨ ゥ マチ 息：^ が j 回あった 切りで、 そ 

の 他に は 誰れ もなかった。 それ も その f 、 中 田さん の ほかに は 友人が 獨り もない の だ- 東京へ 來て 

から、 たまに 治疲 をして やりに 出て 行った ことのほか では、 たッた 一度 藩主の 津輕 伯爵 を； ただ 

けであって 11 それ も 友人と なって 吳れ るに は餘 にかけ 隔 つてる 關係 だ。 

『ま 京のお 正月 ッて 詰らない がんだ、 な』 と- 母 は 娘に がッ かりした やうな 言葉ぶ りを發 して ゐ』 ミ 

しんる ね  % 

『そり ゃァ、 親類 づき 合 ひも、 ね』 と、 お 初 は 答へ た、 『友達 づき 合 ひも、 ね、 ない の だす かい。 です 

から、 御馳走なん かして 澄いた ッて 無駄よ。』 
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『それ も 却って 物入りが せんで えいがん かな？』 

『  』 R 三 はそんな； ケ默 つてに やりく しながら 聽 いて ゐ たの だが、 ます/ \ 自分の 寂し さ を 

感す るば かりであった。 三 曰の 日に 來 なければ ならぬ 息 39 が 四日、 五日に なっても： S を 見せない の を 

兑 ると、 あんなに 切れ 離れが いいやう に 見せて ゐて も、 こちらへ 拂 ふかね を 惜しくな つたので も あら 

うか？ それとも、 たッた 二回の 證明晤 示が 利いて、 もう 直った のか も 知れない。 ，：n 分と して は、 まだ 

分の 腕に おぼえが 殘 つてる やうに 思 はれる ので、 その 愈. 竹 はき ッと 直った の だと 信じた か つ た。 

こ  のろ 

In 時に、 また、 かかろ，： 11 分 を 信じて 多くの 依賴 者が 桀 つて 來 ない 世の中と 云 ふ もの を 呪 はしかった。 

『どうせ^して ゐたッ て も、 ね、 長い あ ひだに は 分って しまう こと だから 11 』 お 初 は その 母が 錢湯 

へ； 仃 つた^ 守に こちらに，： 1： つてう ちわ 同士での 兒ぇを 張る ことなん かやめ ようと 發議 した。 

『そだ、 そだ』 と、 . 煩 も {^H^ に 数 成した。 『おら だき や 苦しい ばかり だはで。』 そして 巡査 を 志願して あ 

tC こと を も 母に うち 明けて しまった。 

『何 をした ッて 世の 巾 だす かい』 と 云って、 母 は 刖に氣 にかけ ないやう すであった。 

.  か ぞく 

正：：： の ffl^iG^ が ハ$ 口 ちび りくと 〔お 族にば かり 1  ひ， ひ へらされて 行って、 六日 E になった 時、 殘 して E 

いても どうせ 無駄 だからと あって、 その 晚、 母の 發議 で以 つて 中 田さん を も 呼んで、 $1： で 1席の^=|<會 

しゃう ほん 

を； 1 らいた。 t?:- は矢ッ 張り 母のお ごり で、 屮 m は 大分に お 相伴 をした。 そして その 醉 ひに 乘 じて それ 


その 生まれ 故鄉 なる 紀 州の 忿 蹄り 歌な ど を 無器用に 歌った。 

すると、 母 は i 管 ひきたく なった かして、 お ほ屋の 小さい 娘が 持って るの をず て eft。 

そして 先づぉ 初に それ を 持たせた が、 かの； 1.^ は それ を 膝の 上で いじく りながら- 

『もう、 忘れて ゐ ます さかい』 と 云って、 ただき ま さう にば かりし.，^,。 

ごらん  ，/  7 

『では、 貸して 御 覺。』 母 は 三味 を 娘から 受け取る と、 手早く 調子 を合 はせ て、 口のう ちで だが、 1 

とやら をつ づけみ て」 一つば かり 歌った。 が、 賢 三に は オルガンに 合 はせ て 歌 ふ 『君が代』 やその 他の ム 

擧 唱歌の ほか は 耳慣れて ゐな いので、 渠は 冗談に 首 を ふりながら、 

『おれに は 全く 日本の 1 背 樂ァ 分らぬ』 と 云った。 

『少しお ッ 母さんに 敎 へて 貰ったら、 わたし も 1』 お 初 は 母の 下に 置いた I きわ ごわら しく 手 

に 取って、 ちょ ッと何 かの 曲 を 考へ考 へ ひいて る やうで あつたが、 口に は 低い ag も 出さなかった。 

いよく 七 曰 になった ので、 賢 三 は試驗 臭け に i 敎習 所へ 行った。 が、 掛 りの 人に あたまから 

はね 付けられて しまった。 

『君の 目つ きが，. i りに きょと くして ゐる。 それに、 あまり どもり 過ぎる。 巡査に はとても 向かない。 

巡木：^はもッと大膽な人物でなければなれるものぢゃァなぃ』 と 云 はれて i て。 

, 』 S また 5 込んで しまった。 草ァ、 どうしたらいいの だ？ 人 まへ に，， て どもき よ.， 


r 
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^七^  •  三 〇 六 

して GJ 分の 生まれ付き ではない 。成るべく 國 のな まりを 出さない やうに 努める のが、 つい、 さうな る 

ので あろ。 n つきだ ッて もさう だら う —— 尤も、 自分 はさう 大麟な 男 だと は うぬぼれて ゐな いが、 巡 

：!^ ぐら， 0 になれ ない ほどの .§ もので はなから う。 EJ はきよ と/ \ して ゐる かも 知れない が、 それ は 

se£:^ljp: こ ，へ" いて.^ の： g つき をよ く 注意す る はめに 絶えす 口 をく ばる そのお 惯が、 或は、 自分の くせ 

じんぶつ  -, 

となった の だら う。 『それ を 11 なんだ、 鹿く さい i 人物が できて ゐ ない ッ！』 

『さう くよ くしないでも 11 』 母 は 大して 失お 一 もしないで 慰めて „1  犬れ た。 

『  』 ；g は獨 りで!^ ぽにゐ る 時、 こッそり妻の乎かがみを取って，：！！分の^！を^：！^^て兑た。 生活 上 

の 心配の はめ 少し 色が 街くな つてる かと m 心 はれる だけで — 長お もての 顔に はりり ッ としたう は ひげ 

もあって、 ！^方の！：：はじッと^^^ち忖ぃて光ってゐる。 この 光りが 忠 71^: に對 する 暗示 力 をう まく 助けて 

ゐ るに 相 はない の だ。 して：：： ル ると、 白 分の 心の 引け 1^ などが どこに も あらう S= はない。 左り の 髮 

にわか しらがの 一 と S まりが あるので、 それ を 1^ くす やうに 25^ を K ン屮 から 分けて はゐ るが、 それ は 

それで かま はないで はない か？ 

^りに 『氣さ 1 りい』 し、 きまり が^いし、 二三 日 は 中 田と 額 を 合せても 試 险の不 結 架な ど はま だ 

瞹眯 にして ゐた。 

—  T 可と. A1* な て；^ ません か』 など 云 はれても、 こちら はに が 笑 ひ をしながら、 


『ま ァ、 何とかな るべ』 とば か. OS 答へ た。 が、 中 H も 亦 郵便局が 不首尾に なって しまったの を 知つ jJ 

時、 『資 は、 僕 も 巡壳を til でした』 とうち 明けた。 

f 僕 はまた』 と、 中 田 は 語った、 『郵便局に 風が 出て 郵便物 を かじる と ふ I5i を擧げ て、 i§t で 出 

す雜 誌に 投書した のです。 表題 は 「郵便局 員の 注意すべき 事」 と 云 ふので したが、 一 等 賞 を 得ました 

ところ、 局で は 僕が 不都： 一：： にも GI 分の つとめて ゐる 局の あら を 1^、 ッ麼 I； いたと 云 ふので す。』 

『分らない こと を 云 ふ ものです、 な』 と、 母 は それ こ， も 驚 ハてゐ ZJ。 

『世 は 一 般に告 そんな もの だべ。』 こちら は 断う 云って 失 肷のぁ ひ 手が できた の を こころ 丈夫に 思つ 

た。 そして^ 日、 S 晚の やうに、 向 ふへ 行く かこちら へ來 るかして、 無職 同様の 男が ふたり 顔 をつ き 

合 はせ て は、 何 かいい 金儲けが ないかと しく 語り合った。 が、 もう、 お 初の 腹 も 六 ヶ月に なって ゐ 

るし、 何とか 少しで も 落ち 付かせる ことにしなければ ならなかった。 

わか 

『若い 時 は苦勞 した 方が』 と iK ひ/ \ する 母 も、 餘 りたよ. =s にならない ことが 分った。 さう 云 ふ 雷 葉 

を橱に 取って ゐ るかの やうに して、 苦しい の を 見ながら も >  なかく かねの はして 吳れ ない。 自 

分の 喰 ひたい 物 を，： Z 分で 賈 つて 一 效， て 酒の さかなに はする が、 その 娘に さへ ただ 申し わけのお すそ 分け 

をして？^ れる だけ だ。 

T なかく 水く さいの、 ね』 と、 お 初 も 私 かに こちらへ その 母の こと をず おさう にさ さやいた ことが 
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1  Is 八 

^七， お 

こ のす ぢ：， ふに は、 ひ li いか I が 吹いて るに も拘ら や、 歌の 本、 鼠取り、 ゴム g 

Hn^^n かんじんよりに うるし I けた 花立てな ど を M 々揚 つて ゐた。 そ 

S に まじって、 m  Iff. そしてき りの 本 をば らくに 

.カ出 のに は 文 S が 多かった。 いまだ SI 文 管 作って 舊 などに i してね るので、 こちら 

な、  / 

lilal と 云 ふやうな ことが、 一 つに は、 また この ふ fro.- 

"i^  "" び！ わけに なつ I。 こちらの にも 歌 ゃ詩の 本 I つたが、 も I！ 

して. -gi 有窖も あり、 ここ 一二 年のに は心现 舉に關 する ものが 多かった。  b 

そ；：： U ら りと 並べて、 かたみ f に f する ことにした。 犬の 男が こんな 小さい 店に ふたり も 

かかって ると えて は 却つ S うちがない からであった。 S がそ こに 坐 わつ やて f あ ひだ を、 i 

也の 喪 人 どもの やうす を f する つもりで 菌さ ぶら 付いた。 ところが、 SOS てること； 

醫 f まー まもし ろかった。 たと へば、 法律の 本 S つて i は大 I の 風 をして その 本の？ 


， おん 

を 述べ立てて ゐる うちに、 家 貧の 貸し倒れの 話な ど をす る。 

いへ ぬし 

『借り主が 家贊 をた めて なかく に狒 はない。 家主 は 自分の 家 だから 意 張って それ を 追 ひ 出しまして， 

たまった 家賈の 請求 を &判 にかけ た。 すると" その 裁判が 六 ヶ月 も 七 ヶ月 も かかって ゃッ と落藭 した 

かと 思 ひます と、 何の こと だ、 こッ ちが 負けに なった。 それ も その 篑 でした —— 法律に よります と、 

その 家 を 立ちの かせる に は 先づ以 つて 三 ヶ月 以前に 通知 を發 して 置かねば ならぬ。 すべて さう 云 ふこ 

とが 詳しく 叮嚀に 分る やうに この 霄 物に は 書いて あります から、 たッた 一 一十 錢で 人間 一 生の 備 けがで 

きる。 諸君、 實に 安い ものではありません か？』 

『  』 こちら は默 つて、 雜誌屋 の 店 さきで 雜誌を 明ける やうに してち ょッと 調べて 兒 ると、 ル惯 

S 十錢 としてあった。 それ を 一 一十 錢 でも 恐らく 十五 六錢は 儲かる だら う。 

『 一 冊 もら を か？』 田舍 もの 見た やうな 男が 代價を 出して 買った。 が、 その やうす を こちらが 多少く 

*^ わ.？ さつ  ノ  、 

ろうと 側の ものと して 觀 察して ゐ ると、 決して ほんとうのお 客ではなかった。 同じ 穴の むじなら し 力 

つた。 かう 云 ふま わし *; でも ッと 滑稽な の は、 かたの 凝り その他す ベてから だ の^みに 利く 藥り を？ I:- 

るのに あった。 人が 大分にたかった 時を见 すまして、 『わたしに も 利きます だら うか』 と 云って、 とぼ.. 

けた やうな ぉ婆ァ さんが ひとり 横の 方から ぉづ くと iJ を かけた。 

r あなた は どこが 惡 いのです！』 

通 眠術師  so 九 


泡 鳴-^ &  ^1 

『ここです が、 な。』 かの？^ は ほ を I して、 それで 以 つて 左右から を かしな ところ を 示した。 

『わ スはッ は』 と、 何も 知らない もの は 笑った。 

『いや、 それ はお かど S ふ證 だら うが、 な。』 f 屋 はすました もの だ。 ちょ ッと笑 ひながら 『こ 

の藥り はさう 一 K ふところへ は 塗り込めません よ。』 

『わ ッはッ は！』 

『ここ も 痛む のです』 と、 ぉ婆ァ さん はまた その 兩手 を， ^ 力の かたくの 肩へ 持って行った 

『いや。 それに は 持って ずいだ。 一 っ拾錢 安い ものです。』 

『 ……… 』 さう 2 こと もお 客 に對 して i のへた くそ I を かけて ゐ るの だと、 i 一に は 鹿に 

うな づ かれた。 そして 自分の 店へ 立 為って 來 ると、 5 ハ 名の 入 だかり があった ので、 自分 もお si 

り をして 作文の 本 を 一 つねぎ つて n ルた。  じよ さ， 

『ぢ ゃァ. けと きます ー— 全く それで はもと が 切れます が』 と、 中 田 も 如才なく と-ぼけて ねた。 

f …：： ： 』 そのお かげで、 お f も QH を かすめ I め、 1^^ 1 とま わりして 來 なければ なら 

なかった。 そして び 一き て來 ると、 分の むかし is 八十 錢も 出して 買った ところの if-. ッ 

た 五十 銭で-： K れ てた。 

『安かった けれど、 仕 かたがな からう』 と、 中 m は附け 加へ た。 


『そだべ か？』 斯う 云って、 こちら はちよ ッと顔 を そむけた。 これに は 少し 自分の 不服 を 云 ひ 含めた 

へいき 

のであった けれども、 この 簡堪な 言 の 意味が 通じなかった かして、 紀州 生まれの 中 田 は 平 氣でゐ た。 

が、 こちら はまた 鎮の平 氣でゐ るの を、 ひよ ッ とすると、 高く 寶 つて 置きながら、 二三 十錢を こッそ 

り懷 中した ので はない か 知らん と 疑 はれた。 で、 中 田と 入れ 巷って から、 こちら も渠の 大きな！： 語辭 

典 を 六十 五 錢に寶 つて、 たッた 四十 五- 錢に しかなら なかった と 報告した) 

そんな こと も 幸 ひに 知れないで， その 翌：； ：； も 一緒に 出た が、 .5. 田の 方 は 二日 目の がすむ と、 

だんねん 

『どうせ 寶れ ただけ 喰って しもて、 もとに も 何もなら ぬから、 やめ ぢゃ』 と 云って、 出る のを斷 念し 

てし まった。 

『  』 賢 三 は それに も拘 はらす 獨 りで 三 口 ほ にも 出て 行って 見た が、 氣 のせい か、 獨り だけで は 

お^も 餘り 立たない やう だし、 何だか 自分ば かりが. £ ^鹿ら しく 人に じろ./.. \ 額 を 兑られ る やう だしし- 

て、  とても、 この 寒さに へ 切れなかった。 そして どこから となく ただく 心 ぼ そくな つたので、 い 

つ も の 時間よ .o. も 早く そ こ を切リ 上げ て歸 つて 來た。 

然し、 何 か を 企てて 見なければ E 分 も 安心して ゐられ ないし、 妻 を も.： k 心させて けない ので、 こ 
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li お 4s  一一 一 一 一一 

ふ ん 

れも矢 ッ 張り 自分の 催眠術 か ら 敷衍した と ころの、 

『0.an: 在』 と 割り 註した 『f 術 心得』 と 云 ふ 物を蒈 いた。 そして 賢 三 は 中 田に 親んで 印刷：^ へ 持- 

って  つて  K  っヒ。  そして それが 思った よりも くで き 上って 來た 時には * その 千 部に あして かねが 

一 文お ッ てなかった。 

『いま 無い から、 今应 波す』 と 云って _f 愤を歸 した。 が、 その 小 傲 は 直ぐ 引ッ 返して 來て、 

『そんなら 印刷物 を それまで^ かって Ssl きます』 と 云った。 

その A- こ ，は、 もう、 丁度 二 ^部ば かり を 中 田と ふたりして 折って しまった。 

『これ だけ あったら ii ぢ やない か』 と * 中 S. に 云 はれた ので、 賢 三 は その 氣 になって、 あとの 八 百. 

都 を：！： 喰 はぬ 顔して 返して やった。 

新^ 大の紙 を 三つに 折って、 たッた 十六 K の 刷り物 だが、 これに 定價 三十 錢と附 けて、 K 際に は 十 

五錢に^s^らぅとするのだ。 それに はい ろんな^ 意が あった) かたな I かな 棒 — かわら — 。 そレ. 

て ほかの 人 Q やって るふり 合 ひ を 2- て も、 かたな は 白 ざ やで たければ 面 口くない の だが、 生愤、 うち 

ひ よう 

に 持ち 合 はせ の は黑ざ やであって、 それ を 取り かへ る だけの^ 川 もな 力った。 

ぢょ  Z 

『  』 贤三は それ を 母に ちょ ッと 立て かへ て 置いて 貰 ひたかった の だが、 かの 女 は その 妒と B く 

ばせ して、  H  r-t 


『との ままで えいね ッか、 ね』 と 答へ た。 そして その やう すがこ ちらの §i 迫に 何等の 同情 もな ささう- 

に E ル えた。 

『では、 ふくろ を 縫って 吳れ ないか？』 渠は 斯うむ ッ つりして お 初に 命令した。 そしてかの^£^は^^1心ぃ 

でう こん 木綿の 袋 を 縫った。 

『  』 これ を拔 いて 見せる 時には、 『えい ッ』 と 一度 振ったり して、 J;^ など を 切って 兒 せてから 

M ゆ、 びと 人 さしゅび とに かたなの？^ と 刃と を 挾んで かたな を 垂らし、 段々 としたへ すべらせて 行く と 

挾んで る兩 ゆび は 段々 とさきの 方へ あがって 行く。 悪辣な 野師に なると、 その 双 を 指が 切れない やう 

に 途中まで あらかじめ 鈍らせ 置いて、 紙の 切れる さきの 方へ 來 ると 直ぐ、 ちょ ッと指 を 離して かたな 

の兩 はら をつ まんで しまう。 が、 氣を 落ち 付けて じょうす にやれば、 正直に やっても 決して 指の はら 

を 切る やうな 恐れ はない e この 秘訣と して は、 

『4^ がす、 あわてす、 かたな を 搖れぬ やうに して、 じわりく としごいて 行くべし。 そこに 精； &が J 口 

の 腹に 驟 張して 決して 切れる ものに あらす』 と 云 ふ 文句 を 入れた。 

次ぎに は、 二 本の かな 棒 だが 11 太い 二 尺 五寸の 方の は 磐 カを證 明す る爲 めに 使 ふので ある。 

かた 手に 棒の S 肘 ン屮を 握って かまへ ると、 大の 男が I 一人で 兩端 をち からま かせに 押しても 泰然と して 

E- かないの である。 この かまへ のこと を この 本に 断う §： き 込んだ、 —— 
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泡 咙み染 ^七卷  ： _ 

『，を 握った 右手 は 握り を 下の 方へ 向けて 十分に 突き出し、 他の 手 を 下向きに 左り の 腰に 常て、 右^ 

S 方へ 折って 左り 足 を 十分に 後方の 地上へ 踏み こたへ べし。 ，の 如く 構へ る 時 は、 离 人の カを以 

つて 枠の 兩端を 押し 來 たると も、 子 佻 I 人で g わお の 如く 能く を 支 ふること を 得べ し。』 

また、 ほそい 方の ニ尺榉 はこれ を 火に 熱して ^ 貼ッか 赤に し、 そして これ を 手で ぢ かに 握りし ごくので. 

『は、 ひ 切り S ひまけ てし ごけば、 何の こ ともなし。 m し、 この 時には f  I けど U せ 

ぬと 云 ふ 信念 をお せざる ベから す。 この を 終へ ると +  紅ぐ その 手 を 水に つければ、 手の .べ えに， 壁 かの 

あと も 殘らぬ も 0 なり。』  > 

次ぎに、 かゎらで——これは0分で^=分のひたへにぅち付けて割って^せるのでぁる。 その 秘訣と 

云って は、 これ も ませて しまへば 柯 でもない こと だが、 

『かわら は その 平： 向 を 額に ぴたりとお たる やうに せざる ベから す。 ^し 少しで も 額と、 瓦め のん平 而 との 間 

に.^ ぼ を^いて 打た ば、 必らす 招り 釗き を 生ぜし むる S めお も 注^すべし。 兩 方の 平面が ぴたりと 

當 たりさ へ すれば、 如： 1： に强く 常た ると も 擦 を 生ぜぬ ものな り。』 

すべて さう 云 ふこと を き 込んで ある だけ だから、 本 を I 只 はせ るまで は 成るべく 秘密に して、 こち 

ら が先づ その と 云っても：^, みに 六ケ しいの はせ す、 一 分に も容. ^なので も 1. を^せ て 


なかった。 

『どうしたら よかべ か？』 蕖は I 絡に 行って $3； ふ 中 W にこの こと も 相談した。 すると、 巾 m は 何の J 拧 

もな ささう に、 

『あすこの を I つ 盗んで 來ょ うぢ やない か』 と 云って、 近處に 一 ケ所 かわら Is が ある こと を^げ た。 

『そだ、 そだ！』 こちら は それに 乘 つてう ち 喜んだ。 

『ぬすと しないで もえい がんに』 と、 母 は 少しお そろし さう にして とめた、 『買うて 來た ほが —— ？ぃ 

『 一 枚 や 一 一枚、 分らない だら うす かい 11 』 妻 は 別に 氣 にもし なかった。 

.  r ちか 

『  』 資 三 は 中 と 一緒に 行って、 手近の-ぬ を 夜に まぎれて 盜ん だが、 そこの 物に 一 つ 手が さわ 

つた かと 思 ふと 直ぐ、 先づ 自分 は 何も 云 はないで 驅け 出した。 そして 半 丁ば かり！！^ つて 來た ところ 

で、 あとから これ もお ッ驅 けて 來た中 e: と I  §i になって 兌る と、 {：： 分 はた ッたー つし かひら たい 瓦.^ く 

持って ゐな いのに、 I 方 は 三つ 持って ゐた。 そして、 

『どうせ 盗むなら、 一 つも 三つ も M じぢ や』 と、 息 を 切らしながら 云った。 

『}^ はえら い！』 こちら は 斯う 半ば 獨り にした が、 ，：：1 分の 心で は 一方 を ほ 分の 相 ひ 棒と して まこと > 

に 頼^しい と 思った。 
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さて、 いよく その n となった。 中 田 は 和 變らす 書生 風の ままであった けれども、 賢 三 は 俄 力つ く. 

りの &f の 物の 木 人と して $ でも をし なければ ならなかった。 ところが、 義じ まの し 

た.：" に 千す ぢ のうは 衣 や i  (すべて ガス- を I んで、 セルの はかま はま だし もい いけれ ども、 

,7-7-  ちう こく 

『帽子 だけ はお かしい、 さかい それ を やめな され』 と、 母 は 忠^した。 

『さう です よ、 ：： ぐソ ともないから。』 獎も訴 へる やうに してと めた。 

『そ L ほど、 君、 、い、 ば、 だに □-v か？』 斯う 中ロに 云って * Ig 自身 は 今 一 虔 トルコ を 泣まして かぶ リ 

^ て兑た。 ikt おい 卷 のうち S つて 來た 切り、 かぶり もしない でし まひ 込んで あつたの 息 ひ 出 

して * ,:: 分 はこん な 時に こそ それ を かぶって 行く つもりに なって ゐた。 

『然し』 と、 中 S は 答へ た. S ッ f ん やが つてと まものき ながち かぶって 行く にも 及ぶ 


まい。』 

『、そ、 へば、 やめ だ。』 K 一二 もとう くそれ は斷 念して、 玄關の 土^へ おりてから、 中折れ を 持って 來さ 

せた。 如何に 自信 ある こと をし に 行く にしても、 ，：：： 分に 拙 助 者が ついて るの を Ic^ たよりに つて、 

久し 扳 りの 1 兀 氣を以 つて 家 を 出た。 そして 『^^ゃ、 が や』 と 巾 m を G 分からうな がしながら、 .ra 分 も、 

分け-おって ゐる 荷物 を さげて 足 を ma. 停留^へ まがせ た。 


八 

殊に 竊ぃ 日で、 おまけに 綠 つて はゐ たけれ ども、 丁度、 ひる^に 淺草 公鬮へ 着いた" 

かみなり 門 を 道 入って、 觀昔堂 を 向って 左り へ 行く その 左り の 角 (乃ち、 水族館が あるが わ Q 1 番 

觀： ュ：： 堂に 近いと ころ) が 最も 多くの 人 を 喰 ひとめる に 都合の いい 揚所 だ。 こちら も そこ を當 てて 來た 

のおが、 旣に 他の 野師が 占領して ゐた。 

『困った、 な。』 中 田 はこ ちら を 返り 見て 私 かに ささやいた。 

『そだ、 な』 と * 資三も 低い K で 苦笑しながら、 『今少し 早く 來て あれば I 』 

これ だけし か- W 槊は 取り か はさなかった。 そして 蕖は中 田と 共に 可な り 璽い 荷 を 分け 持ちながら、 

けん Kf つ にん 

刖々 に突ッ 立って、 兑物 人の やうに なって その後ろ からさし のぞいて 兄た。 

四十 餘 りの だが、 かんぬしの やうな かんむり を 戴き、 辯 護 十； 風の ころもで 胸に，：：： いす ぢの あるの 

あし 

を 一 35 込んで • こよみ を賣 つてる の だ。 地面へ 圆を ゑが いて、 その 中へ キ のへ、 キのト とか、 力の ト、 力 

のへと か §2 き、 それ を 說 明しながら、 何々 に當 たる もの は 何の 何 雄 生まれで、 本华は 何歳で あるな ど 

と 云って ゐる。 

し ， ラ 

『わたし は 明治 八 年の 生まれで、 本年 取って 叫 十五 才で すが、 性 はどうでしょう』 と 尋ねた もの や、 
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l^c^m^  ^七お  一一 一 „  / 

『I っ吳れ h と * わざとら しく. お-^ って賀 ふ ものが あっても、 それ はすべ てうち わの も， つ 、らしかった。 

『{: 儿 n は；^ * 十錢で すが、 ：^.ふは5:^のぉれけとして^かにニ十錢』 と 云 ふの が、 w らく ちが ほに 

して ゐ たけれ ども、 ほんとうのお^ を 得なかった。 そして 人の 額々 がまた 新ら しくな つたの を见 て、 

また： Z じ やうな 說明を 初めた。 その ga.:! だけ は 如何にも 流暢に 達效 で、 とても こちらが W 似さへ もで 

きょうと は m わ へ ない。 

『  二 こちら は、 っハ、 それに 釣り込まれて、 われ 知ら やつ ま 立ち をして、 人の 後ろから のぞき 

かいてん 

込んで ゐた。 そして C 分の 乎の^ いのに； S が 付く と、 お 分 も あ ァ云ふ 風に L てこの さげて る 荷 をお 展 

したいの であった。 が、 どう 云 ふやう に すれば その 仲 へ 入れて 臾れ るの か、 それが 分らなかった 

そのうちに、 そのこよ み り は、 

『どうも これ ぢゃァ 商！ 5 になり ません が』 と 云った、 『あとに まだ^ 山 順 S の 人が 控 へて をり ます か 

ら、 わたくし はお i;^ いのと さし 特は ります。』 

『ss、  ^の は m- おな 法雜ま n であります。』 全く 逮 つた 口調 を以 つて、 殆どす きも せす ぐ どこから 

か 現 はれ 出で て！^ りかけ た 人々 をも^ ひとめた の は、 例の 大舉生 ほの 男 だ。 

『  』 さう 一： ムふ n?- へ r ひで は、 とても こちらが：^ ぴ 人り をす る をり もない のであった。 さう かと 云 

つて、 m- い 物 を さげて いつ. ^ でも ..3. 桥の i) はろ のを恃 つても ゐられ なかった。 ©ぃ© で 『ま ァ、 一 と 


、休みす ベア』 と 告げて、 中 田と 共に 奥の 方へ 進み、 觀音堂 うらの 噴水の そばへ 行って、 荷 をお ろし、 

そこの 鐡 柵に もたれかかった。 

せんぞく まち 

ふたりの RI 前 を はす かひに、 千朿 町の 方べ 行く 人と かみな. 《rt の 方へ 行く 人と が 急がし いはたの を 

さ を 成して 往き來 して ゐる。 が、 そんなに 塞 さう にして 無 頓籍に 過ぎて 行く 人々 にも 何だか こちらの 

額 を见 られ るの を 嫌 ひな 氣 がして、 賢 三は暫 らく 中 田に 向って 自分からの 發言 をす る こと もで きな か 

つた。 

あたまの うへ を氣 まぐれに 仰ぎ 兑 ると • 大きない て ふの 木が そびえて ゐて、 その 冬枯れして ゐる商 

いえ だえ だにから 風が 常 C.1 て ひゆう-, \ 云って ゐる。 そして セルの 裨ゃ もも 引き を はいて ゐて も、 地 

ベた を 這 ふ 風が また 下から 吹き込んで 分のから だ ぢぅを ふるえさせた。 

自分の つれて 來た中 W のこと だから、 自分から 先づ どうすべき かの ffl 談を かけるべき であるが、 發 

おぐ ほ 

営しょう とすると、 それに 先き 立って. 0 分の 齒 が.^ :® からが く.^ し 初める の だ。 但し、 これ は^さ 

の爲 めば かりではなかった。 

『あべ、 あべ』 など 氣安く 一： ム つて 家 を 出た 時の 元氣 が. n 分に 今や なくなって ゐた。 祈^^たょりにして 

つれて 來た中 S も、 こちらが 物 を 一 K はない の をし ほに して 默 つてる の は、 てッ きり、 その 方が 先づ以 

つてが ッ かりしたら しいから である。 して 兑 ると、 こちら も 何もで きなくなる の は當り 前で はない か 

催眠術 肺  三 1 九 


泡 鳴 今：^  ^七卷  三 一】 C 

—— 丁度、 おもい 荷物 をお ろして がッ かりした やうに、 すべての こと も？ 

さう だ、 それに ひなかった。 默 つてる と、 中 田は 多少 こちき. 21^1^ にした やうな、 ® だた よりな 

い 口調で、 突 然斯り 尋ねた、 

『s;; にほんまに 錢の棒 をし ごく 一 與氣が あるか？』 

『  』 鐵の 棒と 云へば、 ただの 棒で はなから う。 必らす 赤く 熱した 棒で あらう。 そのこと を さ 

う、 全く あかの 他人の やうに なって 面と 向つ て^き 亂 される と、 K は、 こちら もた だく M くな つて 

しまって、 ゃァ わりと あたたかに n 分の %信 をいだ いて 兑 せる ことができな いので ある。 こちら は， U 

分の な，" 见 だと 忍 ふ 催眠術 的氣合 ひの 眞现 から 云つ て II これ は まだ 資 行し て n ルたこ と はない のお 力 

11 ii をし ごく ことで も、 かたなの 15 を 波る ことで も、 その他なんでも 3::、 やって できない わけ は 

ない と 云 ふ. 0 信が ちる。 然し、 それをそばにゐて手助けして^-犬れる約朿で來た^^までが、 先づ、 ，u ハ.^ 

よりも 機敏な l^i どもの 爲 めに 何も しないう ちから 壓 倒されて しまって は、 こちら も獨 りで 張り合 ひ 

ぬけが する ではない か？ で、 家 を 出る 時には、 自分の 强ぃ 確信と 共に 持って 出た と 出-ふ ral^ 氣 だが、 そ 

れ が^は いつのまにか 無くなって ゐ るの を おぼえた。 一 つに は、 人は3::ぁァ云ふ風に辯*-が達^^なの 

こ、 d 分 は^な まりが 意識的に 邪魔に なって、 どうもう まく 口が 利け ぬと 云 ふ豫感 がさき に 立つ 力ら 

である。 さう かと 云って、 然し、 この 場 八"、 ^しく もこれ で 商 H をしょう と 云 ふ. R 分と して、 その 迎 


りに は 答へ られ なかった。 わざとに もから is^ をつ けて、 簡單に 尤もらしく、 『ある、 でが！』 

『では、 やって 兑 るか？』 

『うん、 やる でば！』 然し、 資際 は、 そんな ことまで して 見せる に は 及ばない と 思って、 火 をお こす 

招 意な ど を 怠って 來 たのた。 どんなお ほ 野師で もさう 六ケ しい こと はわ ざく して 兑 せない ので II 0 

で、 火鉢 を どこかで 工面して 来る からと 云って、 中 田に は 荷物の 番をさせた。 そして また 列の や 野. 

の ゐる前 を とほると、 私 かに どんな こと をして ゐ るか 見て 置きたかった。 またの ぞいて 見る と、 ごろ 

つき 書生の やうな ものが 十 人ば かり、 柔道の 稽古着 をつ けて、 これ も 鐵の棒 を やって ゐた。 

『この 棒を獨 りで に 立てて：！ 15- せろ とおつ しゃるなら、 いつにても 立てて 見せます』 など 云って ゐる。 

1  I  きょく  *0 

『  』 そんな こと も氣合 ひの 極致に 至れば 理論 上で きないで もなから う。 が、 どんな 名人で も そ 

れは — できても II 實 際に は 一 生に 何遍と 數 へる ほどし か資 行すまい とこ ちらが 思って ると、 ^し 

て その 男 は 棒の 握り を ひょいと 上へ 放して その 目の前 を 離れた 方へ 棒 を引ッ くり 返し、 おのれの 方へ 

飛んで 來た その 一端 をち よいと その 手に 受け取った。 

それから、 石 をう へへ 投げて その 方へ 節 を あ ふ 向け、 2^ のさき に 於いて 棒で 以っ てじょう すに 受け 

とめた。 それから、 また、 寶リ 本の 或べ ー ジを ひらき、 そこ を！^ 1 中の 子供 を 一 名え らんで こッ そ，， - 

兑 せて ませ、 

. ^眠 術お  三 二】 


七お  三 ニニ 

『分った か？ 分ったら、 さァ、 やって 见ろ。 決してい ていこと も あぶね いこ ともねい — 大丈夫 だ。』 

『  』 こちらが：：： ルてゐ ると、 その子 供 は 微笑しながら： 物の 輪 を は づれて 中へ 這 入り、 兑 物に rl: 

つて.：： 分の 喉 を 突き出した。 そして また^な：；^ 物 人の 一名 をして！： を以 つて その 喉 を 突かせた。 それ 

でも あとへ はす さらない と 一： ム ふので める。 その かまへ は 丁」 肽 こちらが： i: の 露 ン中を 握って 突き出し そ 

の if ：^.^」：^ 物に 押させよう とする 時の かまへ と 同じ だが、 ここで は 子供が 少しで もちから ft け をして 

U  せ? 

あとへ 引く：， ぷ^ になる と、 後ろに ゐる がそれ と U に 立たない やうに 指の さきで 加勢した。 のみなら 

す、 その子 供と 云 ふの もうち わの^で なければ さう 大^に^ を贷し はしなかった だら う 

次ぎに は、 HE じ 紐の ものが 石汕を 入れた 竹づ つの さきに 火 をと もし、 その もえる 火で 以 つて 方の 

胸な どをこす るの だけれ ども、 少しも 燒 けどう を しないの である。 これ も {朴》 ^にで きる ことで、 こち 

らも n 分が 印刷して 持って 來た 本に Si き 入れて ある。 

『かう- パふ ii? はすべ てこの 本に』 がそ こで は 三十 錢を 十錢 までに 下げて ゐた。 して 见 ると、 こ 

ちら の を 十 五錢 で，： _ "らう と考 へて ゐ たの は 高 過ぎ るので あった。 

その. ^+ の糾 がすんで しまう と、 その あとへ 直ぐ また 源 水の こま 廻 はしが 现 はれた。 それ は兑 てわた 


くもない ので、 賢 11 一は そのまま 中 田の 待って ゐる ところへ 戾 つて 行った。 そして、 

『とても 割り込め そでね え』 と if" げた。 そして！ 方が 火鉢の ことに 就いて 問 はない の を 丁度 仕 合 はせ 

だと 思った。./ もう、 自分と して は、 やる 氣が 全くな くな クてゐ たので ある。 あんな ごろつき 密生 ども 

キー や，？ さつ 

とこ ちら は りで C::z の 戴 をし なければ ならぬ かと；， I- ふこと だけ を^へ て 見ても、 相 ひ 乎のお そろし 

さが 先き に 立った。 そして、 きッ と、 自分の E^. 物に 向って しゃべり 出さう とする 所の 口が、 丁庞 こり 身 

水の はたで がく/.. \ し てゐる やうに、 矢ッ 張り、 その 時 もがく/ \ する だら うと 云 ふこと が！^ g され 

た。 そして また 森 さと 云 ふ もの も 人 を 斷 よりも 卑怯に みち 引く ところの 一 つの， ほ 示 だと 云 ひた，， つ 

た。 

ところが、 中 S は それ を まだ 聽 かないのに 心で 感づいて か、 そんな ことで は, g 知し ない ぞと でも 云 

ふやうな 額つ きをして、 

『きり 込め. 11 なければ -!  ^な 11 ところで 1— やっても II え いぢ やない か』 ぼつり 。ほつ りと、 

一；：：：； 5^ を 切りながら、 むッ つりと して 云った. >  餘 ほどず おらし かった。 

『そだな。』 こちら は 笑 を 兌せ て だが、 こと 页らに 乎 輕 く 成す るふり をした。 ^らく ま を S いて か 

ら、 中ロのお 嫌 を 取る つもりの 笑 ひ を 11 £3 分の 齒ぐ きまで 川た かと 思 はれる ほど、 にやり と  3 

て、 『では、 ねす、 針 を 一 つ 用 怠さない ばまい ね、 い』 と 云つ x*。 

0^00  一一 ご S 


泡. k.? 仝？：！  ^七お  三 二 

c: 分が やらう として マ？： たこと を 他人 もやつ てるのが 分った 時、 鐵棒 など はやめて、 乎に 大きな 針 を 

突き刺す こと をしょう。 そして それでも 血の 出ない の を 見せれば、 人 は ー歷驚 くだらう と考 へた。 そ 

の 忍 ひ 付きに 必要な 針 を、 今、 H つて 來る からと 云って、 ！^び喷水のはたを離れて行ったのだが 11 

もう、 D 分 はほんの. Mr た 巾 W の そば を 逃げて ゐて、 ゆ gi の 過ぎる の を 待つ のであった。 火鉢の 時 は 

まだ 多少の ¥l4 があって 中途から それが 消えた の だけれ ども、 今度 は 全く 初めから うその 口 K に 過ぎ 

なかった。 

やおし 近 S にぐ づ/ \ して ゐ るの を 巾 m に：： ルられ て は、 今度 こそ はお こり 出す かも 知れぬ と 忍 はれた 

ので、 わざと！^ によく 见 える やうに ッ. K ぐに すん/ \ と觀音 《；^- わき をと ほって、 かみなり 門 を 出た。 

そして S ぐ 門 ぞ とに 在る 御^つき 三 品 四十 五錢の 料理店の 少し さきの 角から 右へ まがり、 その 通りの 

飾り窓 や 大^ あきんどの 店 を：： ながら、 ゅッ くりと、 すッと 活動 寫〕 S 小屋の 多く ある 一 廓へ 出た。 

そして 兩が はの 檢 を 仰向いて 一 つび とつ 兄て 歩き、 それから、 その 方の 大きな 池の はたなる 屋 

* みせの.^ ひ 物の いろく や、 江" の玉乘 りの 看板な ど を =^ てゐ ると、 ぶんと 香ばしい 後燒 きのに ほ 

ひな どが を 突いて、 忘れて ゐた 〈：5{愁 が 励き 出して 来た。， そして 自分ら はけさ 餘り 元氣づ いて、 はや 

S さへ つて 來 たか， つたこと が 思 ひ 出された。 

『たべて 行けば えいがん に』 と 云 ふ 母の 新 を も 亦 思 ひ 出した が、 自分 は それに 對 して、 


『よごす、 よごす』 と、 相變 らす氣 安い 圈 なまり を以 つて 答へ た。 

をん なだから こそ あれで も かま はないだ らうが、 自分 は 男子と して、 而も If 師ゃ 大道 あきんど にな 

らうと する ものと して、 これで はどうしても 困る ので ある。 けれども、 それが 直せない。 そして 直さ 

うと すれば、 それだけ 曾 葉が もつれて 物 を 云 ひにくくなる。 それが 苦しい ばかりで はなく、 それが 爲 

ひき やう  っぺん 

めに.： ：！： 分 を 生れ 付きよりも  一 1^ 卑怯に する。 け ふの こと だッ て、 云 ひか へれば、 他の 達 辯な 野師 ども 

の爲 めに 自分ら は 店 を 明けぬ うちから 壓 倒された の だ、 威壓 された の だ。 そ— て 儲けた もの は ただこ 

の 腹に 過ぎなかった。 p 分 ひとりで こッ そり 何 か 安い 物 を つて やらう かと も考 へた けれども、 そ 

のかね さへ こころ. 細かった。 

.p づス 

然し、 弯 へて 俄かに 嬉しくな つたこと に は、 もう * 屮 E も いい加減に 往生して ゐる普 だ。 ば ッと世 

界が 明るくな つた かと 思 ふと、 自分の 周 園に どこも かも If 氣 がつ いたので ある。 

十二 階の 前へ 突き 常って からまた 右へ まがり、 敷の 前 をと ほって 戾 つて 行く と、 £1^して巾田も 

斷 念した と 見え、 むッ つりと して だが、 こちら を 兄る が 早い か、 反 對の横 を 向いて、 

『もう、 歸ら うぢ やない か』 と 云った。 

『まいね い、 まいね い！ け ふァ、 もう、 ； g る ベア。』 

また 荷物 を 別々 に 分け 持ちして そこ を 引き上げた。 が、 觀音 堂の 後ろに 常って は、 今つ いた 瓦 浙燈の 

健 眼術師  H  二 五 


^七 翁  三 二 六 

光り をた よりにして、 まだ 一名の 藥り K りが —— 前に 兑 たのと はまた (ほふが —— 一お の 凝り、 おみ どめ 

のく すりに 多少：； 人 を^め てゐ た。 そして 1: らくこ ちらが 見て ゐる うちに、 十錢の もの を 二つ も _,1:； つ 

た。 が、 それ を つた もの はよ く 兄ても うちわの まわし めと は r: クん なかった。 して 见ろ と、 いまだに 

つて ゐ るの も釗リ 八：： に _1:； れ るへ. 5 めで I— 恐らく、 け ふの 野師 どものう ちで いい 備 をした の は、 

『このす とだけ だべ か？』 

かんし，^ 

『斯うして 兒れ ば、 際、 何が 儲かる か 分らぬ、 なァ』 と、 巾 も 歩きながら、 感心した やうに 云つ 

た。 

『  』 こちら もま だ 初めぬ 商 H を だが、 もう、 私かにそんなのに乘り#へょぅと^!:?へてゐた。 そ 

して Ke. の 1:^ り 場まで やって 來た。 

^a. に • ^つて、 ふッ くらした 上へ 腰 を かける と、 ： 炎 は. G 分の！^ 神ば かりで なく、 肉體 まで もが ッか 

りして ゐ るの を おぼえた。 そして こんなに 久地 なく 無駄 ぼねば かり をた びく 折って ゐて はと、 ^ 

かに 泣き出し たくな つた。 

『わたし は、 もう、 おなかの W が 六 ヶ月です から、 ね』 と、 ゆ ふべ、 分の^ がその 母の ぐッ すり 1  け 4 

入った 時に. SI 分へ！^ i つたの を ひ 出した からで ある。 

そら、 n儿が：i^:れた 11 かね はない！ その 時の 川お が こんな ことで はいつ できる か 分らない ので あつ 


た- いや、 ，：II 分 は 股の 大きくな つた 妻と 共に 11 質屋な どを當 てに しないと I. け ふ、 あす を、 喰へ 

ない の だ。 

き あ ひじ あ 5 つ 

氣合術心5^2印刷物はぉもて向きではすッかり返したことになってるので、 かね を拂 はないで もよ 

力ら うけれ ども、 巾 m に對 する かけ 引きと 妻 やその 母に 向っての 逮！^ との 爲め、 ，1 は その I 立 口 も淺草 

へ 行って 見たい やうに 語った。 そして あすに も 何 かの きッ かけ を 3 て、 初めて それ を斷 念して！：： ル せる 

ことにしたかった。 

すると、 ひるまから 怪しい とも 思へ た そらが、 幸 ひに も、 その 夜な かから 雪に なった。 そして 一 二 n 

閱も 降り つづいた G 

その あ ひだに、 蝦 i^i 仙人と 云 ふの が 場末の よせへ 出て、 いろくの 不思議 を？ おじて 见 せてから、 う 

まく 藥り を^に 53： はせ てゐ るが、 ひび、 あかぎれ を 鹿す 藥リ だと 云 ふこと を S 三 は f§ へ 行って 聽き 

込んで 來た。 

『それ は 確かに ジャガいもに うどん 粉 を まぜた 物 だす かい』 と、 母 はま だ见 もしない のに 旌ぐ云 ひき 

てた ので ある。 

想 R 術 肺  三 二 七 


泡^<.^站 ^七怨  三 一一 八 

『  』 K 三 は それ を また 不思議に 思った ので、 母 を說 いて. E 分と 自分の 妻と を そのよせ へお ごら 

せヒ。 ついでに、 巾 m もつれて 行った。 そして その 仙人の 藥りを つて 來て よく 調べて 见 ると、 ml^L 

て 母の 一； ムふ 通りであった 。『どうして 知った ベ か』 と、 a 分 は 母に も聽 える やうに a 分の 妻に 聽 いて n ル 

た。 

『そり や 越後の 寺で は』 と、 母が 接 に^けて、 『人助けに よう 作ります。』 

『そだぐ か？ そんなら、 おれ も それ を やるべし。』 ^^.フ云って、ゃッとのことで、 ^5=術の本ーぉりょり 

かんたん >  fa 

は藥 りの 方が 见 込みの 多い こと を 一： ム ふこと がで きた。 それから、 母に 乎 傅って M つて 簡^な ひひ 藥り 

を Mt3 した。 そしてし じみ：：^ から あさ. のか ひのから を^って 來て、 これに 詰め、 一 とか ひ十錢 とし 

た。 

もう、 中 田の 和 ひ 乎 を 借りなかった。 たと へ 一 絡に 行っても、 相 ひ 手が 先づ こころ を 弱くすれば、 

それが r 豇？ 不の やうに なって、 こちら までが 卑怯 を见 せる からで ある。 ，麋 は天氣 がよくな るの を 待って、 

今度 は獨 りで また 淺眾 公園 や 他所の i& へ 出た。 そして：： > ^物に 向って 熱鐡を やがてし ごいて 兑 せる、 

a せる と 云って は、 いつまでも ただ K ッ な錢 の^をし ごきつつ、 その 藥 りの 効能 を說 いた。 たまに 

は 少し 資れる n も あるが、 とてもうまい 商 I 只に はならぬ ことが 分った ので、 それ を も 一 週^ば かりで 

やめて しまった • 


その I 週間 を 纏 は 自分で も餘 ほど 俄かに 中 田に 對 して 敏&ん であった ことが 分った。 そして それが 分 

つたの は、 また、 自分 獨 おで は矢ッ 張りた よるべき 相談 和 ひ 手がなくて、 まことに こころ 寂しい のが 

分った からで ある。 母 は 母 自身の ことば かリ して ゐ るし、 姿 はます， （.11 の爲 めに おもやつれまで 

がして 來た。 

『確かに 男の子に 遠 ひない』 と、 母 は 云って ゐる。 

『  』 けれども、 やがて 生まれる とき まって る その 兒に對 しての 用意な ど はま だ 少しもで きて 行 

かないの であった。 

『早く 何 かしない では、 ね 1. 』 妻に 断う 遠慮が ちに 云 はれれば 云 はれる ほど、 は 寧ろ 何とか もッ 

ときつ く 自分 を 叱って 貰 ひたかった。 そして この 叱お の饞 つた 意 兌 を 中 田さん から かれる やうな 氣 

がして、 再び I 週 ii 以前の 通りに 接近して 行った。 

『 …： ：：』 この 接近で 思 ひ W すと、 さう だ！ こちらが 自分の 術 を 向 ふに かけよう とした 寺、 中 田は少 

しも その 兩 手に 持たせられた 火ば しと 火ば しと を 接近 させないで しまった ッ けが 11 。 

『印 f の 註文 取り を やって 见 たら どうです』 と、 今度の 中 m さん は 船！^ して 吳れ > で。 

『それ もよ 力へ、 ^と 一 緒なら 11 』 どうも 自分 はそんな 憤れい な 仕 第 を 自分 だけで はやれようと 思 

へなかった。 £ 水なら、 一 度、 その 友人のと ころで 活字 をい じくった と 云 ふ 船け I も あるの だが — 。 

«  B  ^  1 一三 九 


SI 第 s  io  一 

そのうちに、 巾 m はかね をェ而 しに^へ 歸 つてし まった。 その あとで 賢 三 は 自分 自， 持で 小さい あら 

本 m を やきと 一 まこと を 付 もが、 それに は 十 f 三. S に對 する 一 證人を 立てな けれ 

ばなら なかった。 小 n の 方 はお ほ S さんに 紐む ことにし たが、 大きい 方に なって".^ れる 人の 常，.、 - がな 

いので、 中 出が かね を排ら へて 來 ると 云 ふの をた よりにして、 もう 歸 つて はゐ ないか、 まだ かくと、 

. ^^も si?,!; を 持つ てんろ その 友人のと ころへ 尋ねに 行った。 そして や ッと歸 つて 來 たのに， 付って 见る 一 

と巾田^：：身の敬游もぁてがはづれて、 ほんの、 ただ 小さい 印刷屋へ 割り込む ことにな つた だけで あろ 一 

さう だ。 そして 前と は 打って つた 他人 口調で、  \ 

『t.: は g りに、 まァ、 以前のと は^な 郵便：：^ へで もっとめ たら どうです？』  一 

『さう しまし ようか、 な』 と、 こちら もま だ 親しみの ない 人に 對 する やうな in 葉 を 使った。 M に、 a 

分 はそんな 人に たより 切って かねの をした のが その 場 で^ぐ 後悔に もな つた。  に 

『その』。 つもりなら、 僕の 知って る 人が をり ますから、 これから 印刷所へ 行く ついでに 寄って 紹介し 一 

ましょう。  一 

『  』 ^によろ しく 紐む と は 返 $ しなかった が、 巾 田が、 川 ありげ に 立ち上つ たので、 こちら も 

そ丄 について： かさ 友人の た。 そして；： S の 知人が ねる と 云 ふ 局の 前まで 來 たが、 央 年の れに於 

ナる こと を =5 ひ 出す と • たと へ刖 な：；^ では あっても、 S3 入る：： M に はなれなかった。  へ 


暫 らく  I 緒に 立ち どまって た あとで、 巾 H が先づ その is を 歩き 出した ので、 こちら もま-つ C て 1 了 

つた。 すると、 やがて 印刷 壁の 前へ 來た ところ、 こちらが まだ 何も 云 はない うちに、 向 ふ は、 

しっけい 

『では， ここで 仅は 失敬し ます』 と 云って、 そのうちへ こちら を： 向き もしないで 這 入って しまった。 

『  』 賢 三 はな ほ齊ら くぼん やりと して、 また 云ひ殘 した ことがある やうに E わ ひながら、 そこに 

突ッ. H つて ゐた。 が、 ふと われに 歸 ると 急に 自分 は ゐても 立っても ねられない：；！^ がし > こ。 たク とひと 

み けな 

おの V だよりに も 見放され たの だ！ そして それ も 止む を 3^ ない. S 分の 少し 調子が いいと 思った 時に 

は、 分 もこ ちらから 思 はす を おろそか にした。 

ぞッと 自分 は 身ぶ る ひ をした。 そして、 『何 をした ッて 世の中 だ V 、か、 い』 と 母が 云った その 世の中 は、 

もう、 全く^！！！分の獨りぼッちだと云ふ覺悟を得た。 

人 を 怒って 見る 氣 にも なれないで、 足 を 自分の {氽 の 方へ 向けた。 そして あら 本 厘 を ひらけな けれ. H, 

また 大道の ふる 本. s:!; りに でもなら うと 決心した。 

— (大正 八 年： も： noil 
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『  』 

あね. 叭 のお 花が 丁 成 取って 三十 歳に なった 年の 七月、 いよく 兼てから のい ひ 名 づけの 男と 共に 家 

を 持つ ことにな つて、 その々 公 さきから 歸 つて 来たが、 五 年 もこ ちらが 待たせて あった その 望みの 

叶 ふわけ であるから、 そのいろ くた 川^の はめに いそいそして ゐ るの は無现 もなかった。 男の ェ藤 

さんが 川逮 しに 出た W 守 を、 ちょ ッと 茶の ま へ^ち 付いて、 こちらと さし 向 ひに 火鉢の そばへ 坐 わ 

クて、 一服しながら、 

『ぉッ 母さんに は、 子供の 時 は いぢめ られ ましたが、 今度と 云 ふ 今度 こそ はありが たいと 思 ふ、 わ 11 

大桕 お世^になりまして』 と 云った。 

『いぢ i,: ら れたッ て？』 母 はちよ ッと不 5^^|な ので^き とがめた 。『お ッ 2? さん は 少しもお 前さん たち 

を いぢめ たこと ァ あり やしな いぢ やない の？』 


『そり ゃァ、 おか ッち やん はさう でした でしよう け 1 ど  』 

『 ……… 』 こちら はこの 子が また その 妹に 對 する ひがみ ^起して ゐる のかと 取れた ので、 一 i 

と #; 水 やわらかに、 『お^さん をだッ て —— コ 

『だッ て』 と、 お 花 は そのいもうと にもよ く似套 おもての 上品な？ か.. げて、 而も この 年 をして、 

もう よせば いいのに、 きと もない 桌 つて やりたい ほど あまへ たやう すで. き 細く して 口に...^ 

み を； S らしながら、 『亡くなつ たお 父ァん がさう 云って た、 わ、 よよ 

『そり ゃァ —』 こちらら はこれ ッ 切り W らく 物 I へなかった。 その 娘の-云 つたこと がよく  f てる 

からで はなく、 却って 常って ゐ ない ところに、 自分 や 自分の 子の これまでに とほって 來た刖 々なが か 

が 思 ひ 出せた からで ある。 苦勞は 娘，， して 來 ただら うが、 こちらが oi 分の 惡ぃ亭 き爲 めに した S 

來て は、 並み大抵ではなかった。 が、 そんな こと は 今の 今まで 辛抱して、 成るべく 娘 どもに はおく 

びに も 出さない やうに して ゐた。 自分が この やうな ド= な f を やり 初めた の も その 爲 めなら、 自分 

三十 二 S 時に お 花 を その 父の 方へ 附 けて、 こちら はお かつと 共に 錯 を^に したの も その 爲 めた。 そ 

I てお 花が 十一 の 時に その 父が ホで 亡くなつ たので、 また かの！^ を；^ き 取る ことにした。 それが 年 ご 

ろに なつてから、 深 川の 大きな 料理屋へ 賴んで 女中に 住み込む ことにな つて、 そして； f?^ ちまでに 至つ 

た 今回の R 出たい こと だッて も、 これまでになる までの 五 年^と 云 ふ もの は、 自分が ェ 藤さん を そ 
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の， ぼれ た.. と共にう ちへ 忍いて、 その 日 fi しながら、 一 家の 主人に なれる 時 S き はめて 

からり こちらが V. た i であった。 その あ ひだの ことで、 娘が 何 を取り立 てて さう 云って るか 分ら 

ない ので、 込み上げて S 胸の 中 を I に 押さへ て、 わざとに も 笑って =.^1 がら、 『i、 お前さん 

はお つ ァんが 何 を 云った と 云 ふの？』  . て 

『おこつ ちゃ ァ いやよ— もう、 とッ くに 濟ん でし まった ことです から、 ね』 と、 お 花 は tvu を も 

つ， レ させて、 火鉢の ふちへ かた i を 押し付けながら、 前 15 きの やうな こと を 云った。 

『 ：•：：： 』 こちら は 笑 ひ をつ づけて たが、 とッ くに 濟ん でし まった ことと 云へば、 ifi/ 

生きて た 時の こと だら うかと m 心った。  ？ う.， う _  , 

『それ』 と、 いよく 云 ひにく さう にして、 『ぉッ 母さん は あたし を ひどい I 屋へ 奉公に やつ 

』 そて さう であった Q で、 『そり ゃァ、 a$npi. お 父ァん 

が やった の だよ 0』  、 

『さう？』 なほ 疑 はし さう にして、 『だッ て も、 I しが i へ I て 行った 時、 お 父ァん が。 「お前のお 

袋が i§ ぎで、 I もお 父ァん もこん なに 苦学る の だ」 と 云 はれた の を おぼえて ます、 わ。』 

『隨 分う そ 付きお. わ、 ね！』  J 


よう？』 

r  


『どうして？』 

『ぢ ゃァ』 と、 こちら は 娘 を 見つめて、 『お 父 ァんが なぜ あんなに たびく 牢へ這 入った のか、 さう し 

てとう くお しま ひの 牢で 死んで しまった か、 お前さん にや ァ まだ 分って ゐな いの、 ね？』 

『そり ゃァ —— 何度う かがって もお ッ 母さん は 今までち ッ とも，  一 tS して 吳れな いんだ もの！』 こちら を 

か あい 

見返しながら、 少し ま を 置いて、 『ぉッ 母さんに 可愛がられて 來た おか ッ ちゃんだ ッて、 これ だけ は 矢 

ッ 張り 知らない やうす だ、 わ。』 

『おかつ だけ を あたしが 可愛がつ たと 云 ふの ァ およしよ』 と * こちら はこん な 時 だと 云 はぬ ばかりに 

いましめて やって、 『云って わりい こと ァ おかつ にだ ッて 云ゃァ しないよ。』 

JJ しゃ- 5 

『ぢ ゃァ、 後生です から 今き かして 預 戴よ —— おか ッ ちゃんと こッ そり 相談して 見ても これ だけ はさ 

ッ ばり 分らな かったん だもの。』 

ふ だん 

『  』 こちらが 思 ひやって 兒 ると * それ も 尤もであった らう。 不斷は 死んだ 父、 生きて る 母と 兩 

方へ ひとりびとりに 味 かたが 分れて、 I 方が 父の 死に ひがむ と、 他方が 母の愛 を 自慢す るな どの やう 

す は、 ちゃんと こちら も 想像が ついて ゐな いこと はなかった。 で、 お 花が 暫 らくう ちへ 來る ことが 遠 

のく と、 おかつが 横濱の 奉公 さきから 遊びに 來た 時に よく 云って、 その あねの 機嫌 をもう かが はせ に 

やった。 また、 あねが 深 川から たま. （- やって 來 ると. 時には 親のと ころへ 來る 足で いもうとの 方 を 
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も ねて やれと： K つてき かせた。 そしてき やう だい E  士 がふたり ッ 切りで T 格ち < ^ふと、 矢ッ 張り 血 を 

分けてる もの だけに、 おの づ から 父の こと を も 一緒に 思 ひ 出 して、 いろんな 不思議に 行き 詰って たの 

かと 思 ふと、 まことにい じらしく もあった。 それに 免じても、 またお 花が あすから いよ， 別に 家 を 

持つ と 云 ふ 一 とき まりをし ほに しても • け ふ は 一 つ、 今まで 秘密に して ゐた 自分の 所 天 のこと をお 花 

に 洗 ひざら ひ 一: ム つてし ま はう と 決心した。 さう すれば、 おかつ の 方へ は S はないで いっか 知ら 儸 はる 

さつ 

だら うと へながら、 『お前さん はお 父ァん がよく ごまかし のにせ 札 を澤山 m- ねて、 その上の を I 枚 ほ 

ん とうのに して ゐ たの を おぼえて ゐ やしない？.』 

『おぼえて ます、 わ。 たしか i 庞！ ：！^ たッ 切りです が、 「お 父 ァん、 それ を どうす るの」 と 聽 いたら、 「乎 

め へらの 知った こと ぢゃァ ねい」 ッて云 ひました、 わ. I まだ あたしが お 米屋へ 奉公に 行く 前 だッ た、 

わ。』 

『お前さん も Hir7 鹿な 子 ぢゃァ なかた つから 直ぐ それに が 付い たんだ、 わ、 ね、 ！ あれが、 ほら、 

； S 賭？ S のた ねだ ッ たんだよ。』 

『へい』 と、 娘は胸をそらせてその上半^^^を火鉢からぁとの方へ引ぃた。 それから、 また その 半.：^ を 

こちらへ 近よ せて、 今 ffi は 少し K を ひそめて、 『ぢ ゃァ、 人が あたし 逹に聽 かせて ィ たん はほんと のこ 

とだ ッ たの、 ね —— うちのお 父ァ さんだ け は、 まさか、  <:1分から^3んでそんなゎりぃことをしたとは 


うそで、 みんな 無 s の 罪 だと 思って ましたに！』 

『無 K どころ か、 ね』 と、 こちら はこ こへ 力を入れた。 『然し、 それが みんな、 お前さん- いつも 人の 

儲けに なって しまって、 あのお 父ァ んと來 ちゃ ァ、 人にば かりう わ まへ を はねられて、 うちへ 持って 

來る おたから はほんの ぽッ ちりで III それ も 亦 もと 手 だッて そとへ 持って 出ち まう から、 この あたし 

0 づか 

にや ァ これが あたしの 小 使 ひだ ッて これん ばかり も 犬れ やしなかった。 そり ゃァ、 あの 死んだ ぉ父ァ 

ん はお 人よ しで もあった だら うけれ ど、  わりい ことに だッて 人の かしらに 立つなら までし も、 情 

けない ことに ゃァ、 いつもた だ 人の 手 さきに 使 はれて ゐ たの だから、 ろくな 儲け もしない くせに、 そ 

り ゃァ、 ね、 擧 げられ る 時に ゃァ 自分ば かり 擧 げられ て、 £腎 のうまい 露 を 吸って たもの ァ いつも 瞥 

察の 手 を 知らぬ 額の 半兵衛 さんで、 ね。』 

『隨分 だ、 わ、 ね！』 娘 は GI 分で 泣き出し さうな 額つ きになって ゐ たの を 新う 云って 俄かに 引き立て 

た。 

ぢょ 

^  』 こちら はかの 女の 頰ッぺ たまで が 燃え立った やうに 赤くな つたの を兑 た。 多分 • その 父の. 

かさと その 愚か さ を 出しにした 人々 の 行 ひと 二つながらに 對 していき ど ほり を おぼえた の であら 

う さすが、 江 戶ッ兒 士の血 を 受けた もの は あると 私 かに^ 母し かった。 そして こちら もい よく 

:s. に對 する g 子の と 云 ふ もの を 取り去る 氣 になって、 『だッ て、 お 父 ァんが 把け だから、 仕 かた 
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がなかった の だよ。』 

『ヒ ハ， たがなかった ッて』 と. 娘 は 今度 はまた こちらへ 《=3 る やうに、 『ぉッ 母さん 力し ッ かり ーム つて や 

めさせる こと はでき なかった の？.」 

『それが、 ね、 お前さん、 江 戶ッ兒 のでき そ、 な ひに よく ある やつ、 さ、 ね。』 き 一方で うち 明け 

がら も. こちら は そので きそくな ひ §、 而も 本お になって ちゃんと すれば、 i 象で 樣子 がよ かつ 

S の そのいな せな It くと 自分の の 前に 浮べながら、 心が 見える ものなら、 娘に 向って お 

前の 亭主になる 人の やうな 雜義 一 方の &暮 くさい ではなかった の を 見せて やりたかった。 

トュ^ 結 ひのお i で 町 限 をと ほって るかの 女が、 お 花の 父のと ころへ かた 付いて行 つたの は、 

，た )てそしな下1:^^思へるゃぅな|をする女としてではなかった。 神 田に 有名な かな 物屋の 娘と し 

てビ。 そして」；， - 政な 仲リ どが 立って、 向 ふ岛の il^ で 正式な 兄 合 ひもした。 こちら は あの人な らいい 

と 云った し、 ，：！ ふ も それでよ かった。 そして 一 緒に 家 を 持って から も、 初めのう ち は 江戸 ツ子 同士と 

して まことに 樂 しく 面..：：： 力 つ た。 

E 木 橋の 主人す ぢ からの れん を 分けて はって、 淺 草へ 袋物 ほの 店 を ひらき 立てであった けれども、 


& つと  *J 

とちら の 所 天と しての は、 財布 や たばこ 入れ を 造る にも 仕蔡の 手が よく 利いて ると 云 はれた し、 ま. 

た その 寶り 込み もじよう すであった。 そのうち にお 花が 生れる、 おかつが 生れる。 人の 乎 も 入用に な 

つて、 暮し向きが 大きくな つた 割り 合 ひに は、 この 商 買が 繁昌して 行かなかった。 いや、 卷 きたば こ 

を 多く 吸 ひ， 洋服の 方が 便利 だと 云 ふ 世の中に なって 來て は、 意氣な 財布 や たばこ 入れな ど を 珍- 「M し- 

なく なった 爲 めか、  どこの 店だッ て、 こんな 品 はつ まく 行か なくなつ たので ある。 然し、 野暮 に^ち 

*> ちな 

ないだ けの 律義 皇ん じ、 多少 世間の 流行 を あしらって 行けば、 さう 馬鹿にし たもので もなかった。 

『ところで、 ね、 お前さん、 ちょいと した はづ みで だよ —— 魔が さすと 云 ふの は あんな こと を 云 ふ 

だら うが、 ね』 と 云って、 こちら は 娘に 云って きかせた ので あるが、 —— 或晚、 おたなから 一度 歸っ 

て來 なかった ことがある。 おかね もない のに またお 女郞買 ひに でも 行った のかと 思って ると、 却って、 

さつ 

何でも 二十 圆か 三十 圆の お札 を 持って、 翌々 口の 朝の 九 時 頃に 歸 つて^た。 そして 奥へ 這 入って 來る 

力 nr い 力 

『おい、 そんなに ふくれ ッ つらなん かしね いで、 これ を见 ろよ』 と 一； ム つて、 そのお 札 をば らばら ッと 

とちら のむ ッ つりと して 坐 わって る 膝 もとへ 投げた。 

『あら、 まァ、 どうしたの？』 ちょ ッと 嬉しかった ので、 節 を やわらげて、 その わけ を知リ たかった。 

『うめい こと を敎 へて 赏 つたので い、 もう、 まじめな 仕祺 なんかした くもね いや！』 
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さ 1 ヒ *^,、  あそ  ， 

『  』 それが 詐欺^ # であった の だ。 それからと 云 ふ もの、 うち を そとに 遊び 出して、 それが 4:^ 

日 のおまん まよりも 好きに なった。 こちらが 何と 云っても 31 かないで、 五 闘 札 や 十回 札 をた ッた 一枚 

うへ に W ュ いた 胡麻 化しの 來を もとにして、 上野へ下りる^舍ものなどを怪しぃ^51^^へ引ッ込んで、 そ 

の 持って るかね を みんな^き 上げる そのお さき 梓に 使 はれた。 そしてとう く 羅 げられ てお 初の. { 牛へ 

這 入った。 

『ぢ ゃァ』 と、 娘は^斗をふるはせて來た、：ぉッ母さんもぉ父ァんの爲めにゃァ隨分苦^^^たのだ、ゎ、 

ね。』 

『人並みの 苦 su,.^ ゃァ なかった の だよ。 』 何だッ て、 その 切 守 を どうにか 断う にかして けて ゐ たのに、 

,煩 が华 から 出て 來 ると、 少しも 店 を 持ち la させようと もしなかった。 そしてまた；！！じ-^；^ぃことに耿っ 

て{:!分{:1,:^;-の小使ひぐらゐは！5けて來ても、 また 刑 r$ とか 云 ふ もの —— ほん 物 かどう か 分らなかった 

なん 

11 が ：5 々やって _ ^小て、 袖の した を 取って 行く から、 結局 は 何にもなら なかった。 そして その あと は 

店の， S バり 上げ をせ びって 行った" そんな こと をい つまで やって ゐても 詰らない にき まった から、 何度 

も はたから は-おした。 が、 うかくと して 知し なかった うちに、 SS はまた^ げられ た。 

かのお は 二 名の 兒を かかへ て、 もう、 仕 かたがな いので、 店 をし まひ、 處の狄 い 横丁に (豕 を^り 

Nfl.^  をつ と 

て をん な ひの 若^ を 出した。 そして あね 娘を舉 校へ 送りながら、 所 天が 将び牢 から 出て 來 たら - 


今度 こそ は 懲り ごり して 改心す る だら うと 思 ひもし、 望み もした U 

『ぢ ゃァ、 あの 時お 父 ァんが 遠い ところへ 行って るの だと 云って たの もみん なう そだ ッた、 わ、 ね！』. 

娘の 聲は ますく うるんで 來た。  . 

『まさか、 子どもに その 親が 牢へ 行って ると ァ云 へない ぢゃァ ない の？』 そして 二度： に 出て 來 たも 

のが 今度 はまた すッ かり 世の いは ゆる 『髮 いの 亭主』 になって しまった。 男 は その 女房に 喰 はせ て K 

ふの が 常り 前 だと 云った 風で、 毎日の らくら して、 矢ッ 張り • 赌 傅 を 忘れなかった。 だから、 お 花の 

九つの 時に. •  ひ 切-つて ふたりの 子ども を ひとり づっ 分け合 ひ、 あね 娘 は 自然の 道理 上 父の あと をつ 

ちんち 0, く 

がせる ことにして、 こちら はいもうと 娘と 共に 籍を 別にした。 そして こんな 悶！ 15 の あと を こちらの 商 

買 上の |§& が 多い^ にゐ たくなかった ので、 二度 n の引ッ 越し 先き なる 下 谷の 方へ 來た。 

『そり ゃァ、 ね、 死んだ お 父 ァんは 腕 もよ し、 喪り 込み もじよう すだ ッ てお たなから 隨分 惜しまれた 

ん だけど、 —— かうな つち ゃァ あたし も 化かた がなかった ぢ やない の？ それにした ッて も、 ね * 子 ど 

もに 對 してえ こ 引い 氣 なん ぞァ なかった の だよ —— 可哀 さう だと ァ m めへ、 さ！』 

『ほんと に、 ね！』 

a  らん 

『そのうちに， 御 覽！』 こちら もい つと はなしに 娘の やうす に 引き こまれて、 を ふるはせて ゐた。 

しゃ 

『また 舉 げられ た ぢゃァ ないか、 ね？ — それでも， 少し ゃァ まだ 性根が 殘 つてた と 兄え て、 子ども 
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に對 してき まりが IDS かった の だら うよ、 お前さんに 向って こッち を簿情 だなん て 云って、 さ。』 

『あたし、 知らなかった の だもの！』 娘 はとうく はや 口に 泣き出して しまった。 そして 折角 今应新 

らしく 持ら へて やった 銘仙の 不斷 着の 袖を兩 方と も かたみに GI に 持って行って、 その あとから、 あと 

から 出る らしい 淚を ふきつつ、 しゃくり 上げながら、 『あたしが —— 惡 かった —— ので —— ございます、 

何にも —— 知らないで —— ぉッ 母さん を —— ばかり —— 恨んで！』 

『なに、 ね、 お前さん がお 父ァん を牢へ 尋ねた とすり ゃァ、 まだた ッた十 I の 時だッ たから 11 』 こ 

じゅ ぽん 

ちら も 矢ッ- おり，！： ふの 節が 兌え なくなって 來 たので、 ふと、 繙§- のた もと を 採した が、 ひとへ 物の 時 

だから それがない のに 氣が 付いた。 そして クト 4 いで i:^; がみ を 出して i ぶ づ赛を かみ、 そのつ いでの やう 

らうし  ぢ よ 

にして：： Z を も ふいた。 そして 考 へて 12:- ると、 その 年に お 花の 父が 牢死した ので、 かの 女 を その 人情 知 

ら すの 米 S からこ ちらへ 引き取つ たので ある。 あの 米屋で ぶたれ たり、 こき使 はれたり したと 云 ふの 

を みんな 母の せいだと 云 はれて ゐ たので は、 子 佻の こと だから、 それ をそッ くり 信じて こちら を 恨ん 

がう じ やう 

だの も 尤もであった らう。 E わへば、 そんな ことの せいでも あったら うが、 この 娘 はう ちに ゐて も强情 

で 向ふ兑 すで、 お 攛除ゃ 勝手向き のこと はしろ と 云っても なかく しないで、 何かと 云 ふと その： S や 

ご ゎク 

いもうと に^って かかった。 そしてお しま ひに はよ くす ねて しまった。 ゐの五 黄 は 生まれ 星が つよく 

ッて、 是が非でも 押しと ほさう とすると はよ く 云った ものであった。 然し、 —— 『つき：：！ の 立つ のァ 


，も ので』 と ゃッ ともとの 聲に 立ち返つ たが、 その 早い つき n のうちに、 また、 ふたりの 娘 £^ 

a$af. それから 奉公に や？ も 111 ひの ないやう にかげ ながら 主人 こ 

頼んだり、 監 f:^ た， て 娘 どもに はま だ 云へ ない 多くの 心配 や 募 をして 來た。 そして また 下 谷の 

方で は 自分 Q 靈 f り 古く さて、 はやら なくなつ たので 、救へ て 見る と、 丁度 六 年 まへから この 

f^i^?. 銃爭 者の 少ぃぁ ひだに 手 を ひろげた が、 では また ここで も ふる * こな リ 

過ぎて 來 たこと をも考 へた。 そして I 方の 壁に 添って、 うへの 神棚の 下で、 

中には 自分の たッた 一 回 持った 所 天の 位牌 を 娘が 奉公 さきから ひま を 取る と 同時に こな ハ だから 持 

つて 來て あるの を また 少 からまつ かしく 思 ひ 出しな が 為もう、 お！ T ァんが 死んで から 二十 年— 

お前さん は 三十に なった し、 おかつ は 二十 七。』 

『さう だ、 わ、 ね— もう。』 娘 もや ッと淚 のか わいた f 擧 げた。 『その 長い あいだ、 0a 

さん を んでて ！ あたし はなん て 馬鹿でしょう？』 

『：.M』 こちら は、 もう、 それに は氣を かけなかった。 『おかつ は 妹の くせに あねより 早く 旦那 I 

つた 代りに ゃァ、 資は、 この頃 さきと 別れたい と 云って 來てィ るんだ よ— こッ ちから はま だ どうと 

も 返 はして やらない が、 ね。』 

『そり ゃァ— おか ッ ちゃんが あたしに ゃァ、 もう. せんから 云って たこと だ、 わ。』 
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『さう かい？』 こちら はこの 娘が いもうとの ことに 就いて 母よりも I に 知って る？ it うに 

てね るのに 對 してち ょッと 外 を おぼえた。 同時に、 さう 一 K ふ 身のう への 大切な こと を 先づ. 訣 

しな (で、 どいつ もこい つも なぜ ぼんやり 默 つて ゐ たの だら うと 云 ふ ふ 不-. ^力む らくと 起った 

『どうも、 ，て f と、 旦那が けちんぼうで うまく 行かない やうす だ、 わ』 と 云 ふお 花に S て、 

こ ちら は こ の 不平 を もらす つ もりで、 

『お前さん もお 前さん ぢゃァ ないか、 ね、 さう 一 K ふこと を as いてながら、 テ 叙に 知らせないで？』 

『だッ て、 お ツ^さん にや ァ i、 する から 11 まだ 知らせたくない ッて 云って たから、 ね。 そわ 

をとう く 云って よこした の はよ くくに なつたん だ、 わ。』 

『 ……… 』 さう SI いて：： ル ると、 別に 親と して 何も 云 ふこと はなかった。 |^ろきゃぅだぃ^^士が||-- 

角、 ぺ な S のこと から 折り合 ひがよ くないと 兑 えながら も—. さう、 いつのまにか 打ち解け i り 

まほ ど 親しんで ゐた Qsf と 思へ た。 そして あね 娘 は あね 娘 だけ？ とが あると ぎしくな つ 

^fnf. 矢ッ 張り』 と、 li のぞ 方へ き 機 f 取る sil めて 行って. 『くッ 付 

き 介 ひ はいけ ない、 ね 11 お ft けにお 口 かけさん だから、 ね。』 

『そり ゃァ、 おか ッ ちゃん は n 十 まったん だもの！』 

『  - こちら r ハ はると、 お 花 offi かに ひあがつ たやうな 云 ひぶり に は、 また、 いほ ど そのい 


もうと にます るき つ/ \し さがあった u が、 それ を こちら は 持ち前の I の爲 めだと 見て ゐ るので あ 

る。 子^ 內膜 炎と かが 久しく つづいて ゐ るので、 その 爲 めにから だば かりで なく、 その 心まで が： 

いらくして、 われに もない きつい こと を 云 ふかと 思へば、 俄かに また そのいもう とよりも な 

く、 め そく 泣き出す。 こちら は その 度々 のこと に 面 i くさい の を 知って るので、 大抵の 場合 は 成る 

ベ く 《おら や 觸らす にして ゐる。 

『あたしの いひ 名 づけが できて、 それが ぉッ 母さんと 一緒に 住む ことになると、 もう、 直ぐ あたし；^ 

おか ッ ちゃんに 代って ぉッ 母さんの あと を 取る ものと 麟擴 したんだ もの。， ：1 

『そんな こと は あお ゃァ しない ぢゃァ ない の？ あたし はよ くお かつに も わけ を 云って^ かせた から j 

I ねえさん を 込んで お 嫁に 貰 ひたいと 云 ふ 人が できた が、 どんな 人物 だか 兄き はめ を 付ける あ ひだ 

ぉッ 母さんが 13 つて I 緒に 住んで 兑 るの だから ッ て？』 

『だッ て、 おか ッ ちゃんに ゃァ 分らなかった の だ、 わ。 ねえさん も にく ッ 付き合つ たの だから、 あ 

たいだ ッても そんなの を 2^ 付けても かま はない なんて 行って よこして。 あたしの 靴 f はお ッ 母さんが 

御 承知の 通り だのに。 

『お前さん のこと は 知って ますが、 ね、 おかつが お前さんに そんな こと を 云って よこした とァ I 』 

と、 AJ ちら はと ぼけて ゐた。 
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i-m, あたしが おか ッ ちゃんの S の を どし 文句 ま S せた ちゃ ァ あり 

ません.^、 ゃゾ まん はいつ I たしの M つたこと は氣 にと め S れな いんだ 力ら？』 

『 ：…… 』氣 ことめ ないど ころで はない。 いや、 とめ 過ぎる ほどで ある。 が、 母と して 兄れば- どう 

ia. あねと して さう いもうと のこと を 一 ネ きくと 取り上げる にも 及ぶまい 

AJE^ へたの だ。 

三 

fim^^. 母の 許しが 出る まで を 待つ ことにし、 奉公 さきから. 

てと まりもし ないで a つて 行く あね 娘の i づ よさ、 奥ゆかし さ を、 liiA 

てと ほした。 それに 比べる と、 あねに あらぬ せても、 ma 

を，.^ いだいもうと 娘 は、 殆ど かたなしの みだら 者で あらう。 

ナ L ども、 そのお かつ はこ ちらが また， U 分の あと 取りと して 可 i つて 來 たもので ある。 あと^ 

だ：；； 云 ひながら、 さう だ、 a 分 S し 向きの S? その 行雙習 ひやの S に、 lu^ 

卜 匕 2.^. ら、 I へ、 これ も 矢. f 料 I へ やられた。 そして 初めのう ち は、 こちらの 仕つ け 力 や 


『然し、 もとく みだらな 女に できて るんだら う』 と 叱り付けた ことがある ほど、 母の 許し も 得ない 

で、 而も あまり わけもなく、 今の i 那の云 ふこと を聽 いて 神奈 川へ 家 を 持つ ことにな つた。 それ を 一 

はい ましめ て 置かなければ 氣が すま まので 呼び f たの だが、 その 時、 丁度 あね 娘 も 呼ばない の 

に來合 はせ てゐ た。 かの 女 は H 營ま たきた Q だら うし、 きら も 誓預 I てで ま i らし か 

つた。 で、 、渠 とお 花との あ ひだ を 尋常の 話が うまく 行く やうに つ^めた。 

『ぉッ 母さん は あたいば かり 叱って I おや ァ、 ねえさん はどうです、 ね？』 

『馬 豊へ丄 これ は 確かにえ こ 引い 氣 のない ところであった。 『ねえさん は、 ね、 あたしが 中 こ 立つ 

てま だい ひ 名 づけが できた ばかり だよ。』 

『力け で  分る もんです か？  n 

『お前さん ぢゃァ あるまい し』 と、 この 時、 お 花 も 溜ら なくなつ たかして 口を出した。 

『 ……… 』 こちら はそんな ことでの き やう だい は 殊に f ともないと 思った ので。 『もう、 やめろ 

！- どいつ もこい つも 勝 乎な 熱ば かり 吹き ゃァ がって』 と 云 ひながら、 その そばに おとなしく 坐 わつ 

てた お 花 S ひ 名 づけに 笑 ひ を 向けた。 すると、 Hf ん はした 手から だが 皆の 仲 I る やうに して、 

まァ おか ッ ちゃん はねえ さんよりも 先き へ 家 を 持つ ことができ たの ァ えらい のです よに 

母の i 


iT そんな ことが II えらい もんです か？』 

m ゎク しな ど， 4g なさい。 まだ &i ぎ 小 f 同樣 で、 ゃッと f 持つ かね I らへ てます 

ところで げす、  <  これなら いいと、 ぉッ 3 さんのお 許しが でる のァ まだまだ いつの こと だか 分り ま 

せん。』 

〔そり ゃァ、 ねえさんの 好き勝手から ですから、 ね！』 

『何 I ふ、 おかつ 丄 こちら はかの ぎ f つけ をま た 叱って、 3= が 行 f 正しくして ゐるぁ ひだ 

く，.  -:、.MUL ごノ  ノ. >^ら 、いで ハて、 お H をく づ しさう になる の を 注意した。 

こあって、 かの 女 だけが 见も すると 力た 手 をバノ ー 核 〈シジ n= を Z  1 

が、 おかつ の やうな、 どちら かと 5 ば、 おめかけ 縈、 ばくれん 女に なり さうな ものに は、 

やう S き S りの.^ は 量に まるの も 尤もで —I 川に れる やうに なった の は 却って そ 

のがら に, & 合って わるの だら うと、 口に は それと 出さなかった けれども、 私 かに こちらの 心で は あき 

ら めた。 今. それ 息 ひ 出して、 お 花に、 『おかつが 初めてお" しをぞ ベら ぞ ベら あて 來 てから f 

う、 一 一； 年 li いや、 叫 年 口 ぢゃァ ない の？』 

『さう だ、 わ、 ね、 もう、 —Hf ん がお ッ f んと厂 f 快んで、 から、 五 年れ：： Is です もの。』 

『おかつ にも 子供が できない とすり や 了、  nr^ifni<i 

ハ lc\.v ァ。』   . 


『さう かも 知れません、 ね。』 斯う 答へ たお 花 は、 それでも、 ちょ ッと顔 を 赤く した。 いよ. （-.11^ ゲ 

できた の を 嬉しく 思 ひ 出した ので あらう。 

『  』 こちら は それ もさう 喜んで S はないで は 詰らない ので ある。 ェ 藤に はこの 五 年の あ ひだに 

ゃッ とのこと で 正味 六十 圆を 溜めさせた。 それへ、 お 花の 金 九十 圆と、 お 花の 所有物の 一部分 を 質 

に 入れさせた 三十 国と、 都合 百 二十 圆を 足した。 この 總計 fni 八十 圆を. ^ほねと して、 いよく あすから 

指ケハ 介の 電車 通りへ 塗 師屋を ひらかせる ことにな つたの だが、 その 所 帶迸具 類 はすべ て 母が 渡して や 

つた  あり 合 はせ の 物に 新ら しく 買った の i 足して。 

『いろくお ッ 母さんに や ァ御尼 介 を かけまして』 と、 かの 女 はありが た淚を こぼした が、 その さ こ 

ちら も 一緒に 泣かす に は ゐられ なかった ill ェ 藤さん の 手 まへ もあった けれども。 と 云 ふの は、 子供 

が 大きくな るに 從 つて、 ます， （- 可愛くな つて、 たと へこれ まで もよ そに ゐ たので ある けれども、 そ 

して その は 却って 長らくう ちに ゐ たの だが、 いざ、 そのお に 波す の だと 思 ふと、 惜しい やうな * 寂 

しくなる やうな 氣 がして 滞らなかった。 が、 お 花の ゐ惯れ たと ころがと ころ だけに、 こまかい m§ の 

ことな どに まだまだ 氣が 付かない やうす を见 ると、 まだ、 この 上に も、 いつまで 叙の 介に なって 來 

るか も 知れなかった。 

『ぉッ 母さんな ど は、 もう、 お前さんの 年に ゃァ I. とッ くにおお つ ァんと 別れて ゐ たから * ね 11 立 
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派に 一 木立ちで ゐたッ たよ。 お前さん も それ を 思へば、 いつまでも 親に 厄介 はか けられる もの だと 

はないで、 もッ とし ッか りしな いぢ や ァ。』 

タ  くら  ゾ ？ 

『そり ゃァ、 ぉッ 母さん』 と、 お 花 はこ ちらと ェ 藤と を 見比べながら 答へ た、 『もう、 これ 力ら ぅッち 

やって いて 御覽 なさい よ —— いまにお ッ 母さん をら くにして あげます 力ら、 お 』 

『  』 三十 こもな つて は、 もう、 むろんの ことで たければ ならない が — と、 こちら は その 時 

つた。 ヶ， 丁度 誰れ もね ない の を 幸 ひに、 『お前さん にも 子供が できれば 早く 納まる の だが、 ね — お 

かつ は 早く 産まない から 仲が うまく 行かない の だら うよ。 今どきの 若い もの はどうして さう 子^ 病な 

ん かになる の だら うか、 ね？ たしかに 不養生 をして ひえ るんだら うよ。』 

『あたし 逮 にや ァ 確かに さう でしよう よ — だッ て、 寒中の 寒い 時だッ てお かま ひなし ですから、 ね、 

I さんのお B やお ir 持って はしごの あがり 下りば かりに だ ッても 腰が 水の やうに なって しま ひ 

ます、 わ。』 

『氣を 付けて 中將 でも 飲んで ゐ たさいよ、 冬 ひえる もの は S になっても 矢ッ ばし ひえ るんだ かち 

ね。』 

『さう、 ね。』 

『  n こちら ぬを昆 ると. かの はまた 目 をし よ ぼ 付かせて ゐた。 また 向 ふ を 泣かせて その も 


らひ 泣き をした くもなかった ので、 話 をお かつの 身の上に 糖 じて、 『あれ もどう せ 駄目な ものなら.' も 

う、 ェ 藤さん もゐ なくなる の だし、 こッ ちへ 引き取って しまっても いいの だが、 ね。』 

『どうせ 駄目でしょう。 可哀 さう だから、 引き取って おやん たさいよ。』 

『さう だ、 ね。』 考 へて 兑 ると、 すッと 以前 一度 引き取った あね 娘 を また そとへ 出す となると、 今度 は 

また 假 りに でもよ そへ 出して あるい もうとの 方 を 引き取ら ねばなら ぬわけ だ。 その あ ひだに およそ 十 

-  i らまち 

九 印 を 過ぎて しまった。 『數 へて 見て 御覽 よ、 淺 草に 九 年、 下 谷に 五 年、 この^ 町に また 五 年と して 見 

りゃァ 11 、但し、 さう きッ ばりと は 行って ゐな いんだが、 ね —— 见に ^5:、 世間の こと ァ先づ 五 年 一と 

しょうは 产 

？; a で變 はって 行く から、 ね。 かみい の やうな 商賀 でも、 これ は あたしに 腕がない せいか も 知れない が、 

そり ゃァ、 ね、 いい加減になる と • お 客 さまが たの 方から 飽きが 來る もの だが、 夫婦 だッて さう だよ。 

ぉッ 母さんの やうに、 ふた ァりも 子供が あって 別れる のァ よく. のこと だが、 ね、 a. く 子で もで き 

. な いぢ ゃァ、 もう、 一 一三 年 目から 夫婦 同士に ごたくが 起る の ァ當り 前で — お前さん だけ は、 然し、 

こウ， ちの 口が ね 通り さうなら せた くないの だから、 ね。』 

『あたし はェ 藤さん とァ どう あっても 辛抱 致します、 わ。』 

『そのつ もりで 賴 むよ。』 こちら はお かつをい よく 引き取ら ねばならぬ 上に、 また 折角 かた 付ける お 

花に 同 じ やうな ことがあって はと 云 ふこと が 心配に なって ゐた。 

母の 立ち 翁  11 一 五三 
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土 膝が お 花と 共に 指 ケハ介 町に lli&s 店 を 持った し、 と 一 緒に ゐた 老母 も 新 夫婦の 邪魔に ならな 

いはめ 淺 革に ゐる IS の あねの 方へ 行った しして、 かみ 結 ひの 家 は 俄かに 常の 母ば かりにな つてし まつ 

た。 

他の 入が ゐた 時には il:- さきへ 出ても 行った けれども、 今度 は戶を 締めて 出る のが^ 幼に なった。 

殊に、 K の あ ひだ は 朝 ッぱら から、 この 狭いた ッた ふた まの 家で も 明け ッ 放す と凉 しく ッて、 容を坐 

わらせる 玄關の 窓から は洒井 さまのお！！ 敷の せ S い 庭木が 兄え、 奥の 坐 敷から は うらに 隣り の 成り 金 さ 

んの 山が 樹木 を繁 らして：：：^ えた。 

1 段 一?^ が附 いたの だと 思 ふと、 何だかが ッ かりして 俄かに 年が いくつか 寄った やうな^ もした。 が 

それでも まだ 次ぎから 次ぎへ と來 る.^ が あと を 絶えた 時な ど、 三人 も ごちゃくと 住んで ゐ たのより 

も、 たッ た^りの 方が のんびりして 氣苦 K 力はなかった。 ちょ ッと 長ぎ せる で I 服しながら、 自タの 手 

で」 z: 分が fe^l 一杯 を砍む 度に も、 がす ッ きりす るので あった。 

ぼんと、 きせろ を 火鉢の ふちへ はたいても、 その 音が 指ケハ 介へ も祌奈 川へ も 響いて 行く やうに 思へ 

そ、 母と して は 今や ふたりの 娘の 無 を 祈る より 外に 樂 しみはなかった。 これまでに あつたい ろく 


だう 9 

なきやう だい 喧啼を 思 ひ 出しても、 尤もな 道理 も兩 方に あり、 無理な こと もまた 兩方 にあつ JIJ。 ひつ 

も その 仲 を 取って こちら は その 兩 方の 云 ひぶん を 立てる やうに して 來た。 

そして それ以上の こと は祌 さまに 頼む より 仕 かたがな いので、 うちの 祌だ なやお 臺 どころ の 鋭 51 ん/ 

はいつ もお みきやお 燈明を 絶やさな いやう にして ゐる。 ぉ廚 子の 方に は、 然し、 左 ほど 信、 いがな" つ 

をつ と 

た。 と 云 ふの は、 自<?； は 所 1K と離娇 して 以來、 自分の へ は歸ら ないで その 分家に して K つたので、 

.^祖 代々 のお 位牌と 云って は、 自分の もまた 所 天の 方の もなかった。 して 見る と、 自分に は、 お, 

に 小さい 阿彌陀 さまが 這 入って ゐて も、 ほんの、 ただ 飾りに しか 思へ なかった。 

をつ と 

天の 方の は その あと を繼ぐ ことにな つて ゐる —— そして 今回 ェ藤を 養子に し-^ とこら の  

花が 持って ゐ るので、 奉公 さきから いよく 引き上げて 來てゐ た あ ひだ は、 それ をお^ fj, に 入 t て あ 

をつ と 

つた。 その あ ひだ は 久しぶりで 亡き 所 入に も會 ふやうな 氣 がして、 见に 角、 それをほんとぅ^^も¥む 

だ。 が、 今 はまた その ほんとうの 物 をお 花が 持って行って しまった。 

『ぉッ 母さんに や ァぉ氣 の 靡です が、 ね、 あたし も拜む 物が なけり ゃァ whs ますから、 ね』 と 云た ッ 

け。 

『  』 さう だ、 あの 子 も 小い うちから 苦 tC 力した 爲 めに、 そのお お" ァん のお 位， g を 手放さないで 信 

心ぶ かいの. V 御主人 も 信 川して ゐ て？^ れてゐ たのであった。 こちらの こころ 寂しい ことな ど は、 あ 0 

母の 立ち 揚  三 五 五 
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しん はう 

手の © めに は、 辛抱して やらねば ならぬ ので ある。 

それ は 七：：：： からの ことで あつたが、 その 前から 且那と 母との あ ひだに いろんな かけ A" ひ を 巡め てゐ 

たお かつが、 いよく 十月に なって、 迎 へに 來 いと 云 ふ m 報 をよ こした。 そして 迎 へに 行く と、 那 

と 奇^に 乎 を 切って 母と 共に 歸 つて^た。 

『あたい、 ね』 と、 これ はま だ 京 濱 電 に乘 つてた 時の こと だが、 旦那と 切れた の を 悲しんで る やう 

す もしないで ほほ ゑみながら、 『矢 ッぱ しお ッ 母さんの あと を糰 ぐに ゃァ をん な いに なりたい、 わ、 

これから * ぉッ 母さんの した 梳 きにして E 戴、 ね。』 

『ああ。 ぉッ さん も、 ね、 さう する より 仕 かたがな いと 思った の だよ。』 

『さう でしよう』 と、 おかつ も あまへ た 時に する 通り また HI を.！ くして こちらの 額 を のぞき 込みな が 

ら、 こちらの 思った こと を 云ひ當 てた の を 喜んでる らしかった。 『あたいだ ッて、 少し やって り ゃァ、 

ぉッ 母さんのう へへ は 出られな いまでも、 ぉッ 母さん ほどに ゃァ なれます、 わ" ねえさんの やうに こ 

れを 全く 嫌 ひ ぢゃァ ない の だから、 ね。』 

『  』 こちら はお かつが， $3 ふと 直ぐ また 話にまで も その あね を 押しの ける やうに する の を、 そこ 

にはゐ ない あねに 對 しても：； S の に 思った。 が、 いもうと 娘の 年が 行って る 割りに はい まだに あどけ 

ない ところが あるの も 亦 可愛かった。 ただこの 子の 一 ^ 缺け てると 思へ ると ころ を 注 S ^させる 爲め斯 


う.^ げた、 『ほん 氣で やつ てれば、 ね。』 

『ほん 氣で やる、 わ！』 からだ を ゆすりながら、 かの 女 はまた う 答へ た。 初めは 何だか l^i^ らしく 

口 を とんがら かせた が、 直ぐに こ 付いて j 曆 その 顔 を 突き だして 來て、 あくどく 念 を 押した、 『しさ 梳 

きにして 頂戴、 ね。』 

『ああ』 と、 ただ すげ なく 答へ て 置く より 仕 かたがなかった。 娘が こんな 年 をして なほ 母に あまへ て 

ゐ るの を、 あたりの 乘客 どもが 頻りに 見つめて ゐ たのに 氣が 付いた からで ある。 

あねの 結婚 祝 ひに は 母が いもうと にも 命じて 旦那の 身 ぶん 相當の 贈り物 を させて 置いた の だが、 听 

うして 歸っ て來 たしる しに も 多少の 物 を携へ てェ 藤の 店 へ は 初めての JJ^i^ ひに 行かせた。 あねが 結婚 

以來 例の 病氣の 段々 ひどくな つた 爲 めに 寢てゐ る こと は、 こちらに は、 その 前から 分って ゐ たの だ。 

すると、 おかつ は 見舞 ひから 歸 つて 來て、 

『あのねえ さんの 顏 いろ ッ たらない、 ね。 あれ ぢゃ ァにィ さんが 可哀 さう だ ！ まるで 土左衛門 も：^ 

様 だ、 わ』 と 云った-」 

『E1 鹿 をお 云 ひで ない！』 この 子の 思 ひ 切った こと を 云ふ惡 いくせ はいつ もの こと だが、 若し あの 1^ 

^1?; ちの あねに 聽 えたら、 また ほん 氣 になって どんなにお こり 出す か 分らない ではない か？ それ こ、 

との 子 だッて も、 これまでに 子供が できない とすれば、 矢ッ張 bs- あねと 同樣 な- が 多少で も ある 

豫の 立ち^  三^^セ 
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に ^ひなかった。 祌奈 川の 旦那と しッ くり 行かなかった の も、 ひよ ッ とすると、 その 爲 めだら うと m や 

つたから こそ 引き取って もやった の だ。 いろけと 云 ふ 物が なくなつ たものに 取って は、 わが 子の こと 

を gl? して：： て も、 若い ものが 何だかき たなら しく ッて 溜らなかった。 『人の こと を かれこれ 云 ふより 

ゃァ、 ね』 と、 つい、 こちら はお こって しまって、 『お前さんが そんな ことになら ないやう に 氣を付 

げる がいい！』 

『ふん！』 娘 は 鼻で 笑った が、 それ を こちら もま さか 親に 向けた ので はない と 信じた ので、 向けら^ 

た あね 娘の 肩を持って やる つもりで、 

『人が ここに ゐ ないから ッて、 さう 鹿に する もの ぢゃァ あり せんよ！』 

『だッ て、 あたし ゃァ ねえさんの やうに 隱 しごとなん かして 來 ませんで したから、 ね。』 

『隠し ごと — ？』 ふと、 こちら は 行き i つたので ある。 これ は、 そ もく 何 を 意味した ので あらう 

か？ 人め を 忍んで 1： らくの あ ひだで も に 逢って ゐ たこと を 云 ふの なら、 あねよりも 却って そんな こ 

とお 云 ふいもう との 方が さう であった。 如何に 不正 Id な もので も、 0 分の 恥ぢ になる やうな こと.^」 自 

分で 云って 人に 押し付ける こと はなから う I ばれた 時 は 矢張り. E 分の 惡 くちにな つてし まう 

から。 して 兑 ると、  さう だ、 こちらの 額まで が 忍 はす 赤くな つた かの やうに 取り のぼせた。 娘 

♦^ti ズ， たの か？ か？ 母と して は ゆ 3 はないで は、 また^らない では ゐられ なかった。 そんな こと を 


】1^ひ合ふゃぅな子には育てなかったっもりだが、 どいつ もこい つも 仕 かたが なくなって ゐた のかと 思 

ふと、 苟し くも、 先づ、 その 下品な こと を 口に 出した 娘 を 叱らない では ゐられ なかった。 それでも、 

しょ- CV|J 

寳 際に 何 を さして ゐ ると は 見せないで、 『何 を 證據に そんな こと を 云って るんだ、 ね？』 

『ねえさん がい つか 云った ことがあり ますよ o』 

けんまく 

『なんだ、 ね、 見ッ ともない！』 こちらの 權 幕に は 娘 も 横 を 向 いて 默 つてし まった o 

あまりに けがら はしい ので、 火鉢の そば を 立って 行って 臺 どころ の 棚から 火う ち 石 を 取り出し、 神 

だな や 部屋べ や を 切り火 をして 淸め たので ある。 

ぢょ 

それで 氣 が濟ん だので、 娘と 別な 話 をしょう と 思った が、 かの 女 はま だ 何だか 不平 さう であった。 

なん 

『例 だッて そんなに むッ つねして ィ るんだ、 ね？』 

5 よ 

『だッ て』 と、 かの 女 はや ッ とまた 口 を ひらいて、 『ぉッ 母さん はう ちの ず 具 を あんなに rs えさし に分 

けた ぢゃァ ありま せんか？.』 

『  』 うん、 そんな こと をお こって ゐた のか？ この 娘 も 矢張りけ ち い 根ぎ が あるの だら うが、 

け いと 云へば、 あねの 方が どんなに さう だか 知れ ゃァ しない。 子供の 時から いもうとの 物 をせ び 

b ナ 

り 取ったり、 こッ そり 盗んで 喧嘩に なったり もした が、 今度 だッ て、 . 宵 は、 隨分 それから それと ねだ 

ら. W たの だが、 口 出たい 時の ことで も あるから、 さう いやな. 顔を见 せなかつ ただけ のこと だ。 こ， 
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^> そんな こと をお かつがお こって るなら、 入ら ざらん こと はおいて 早く はッ きりと さう 云へば よか 

つた。 さう すれば、 きたならしい 話なん かは拔 きにして、 ^^ぐ中しひらきをしてゃったものをと思ふ 

と、 その 中し ひらきが 時 を はづれ てし まった やうに も ル えた。 で、 くどくし いこと は 云 はないで 

ただ、 『そんなけち奥ぃことはぉ：！^ひでなぃ』 と 云っての けた。 

『だッ て —— 』 と 云って、 娘 も ただこれ ッ 切りに してし まった。 

『  』 氣 ままな 子で は ある けれども、 今鹿引き取られると^ぐ この家を^3!分の物には.^って るの 

が、 却って、 可愛く 賴母 しくない こと もなかった。 

兼てから 容の髮 を 見せたり、 結 はせ たりした こと も あるので、 おかつ に はした 梳 きぐら ゐの こころ 

得 は前以 つて 備 はって ゐた； 

e: はまた 獨 りの 時には 出る の を ii がった けれども、 今度 は 相手 を 得た ので、 そして 時節 も戶 障子 

を 成るべく 締めさせる やうに なった ので、 ふたりで 新 守の 絲 まりをして またお 得意 さき を まわる 氣に 

なった。 ^意 を まわらないで 客 を 待つ ばかりで は、 どうしてもい いうちの 奥 さま やお 媲 さまば 极 へな 

いのお。 

そして い いうち を まわる に は、 おかつ を 1 1^1^ がよく 生まれた 子 だけに — 成るべく 上品な 風 や 

霄 濺使ひ をさせる やうに 云 ひ 付けた。 すると、 或お m. 敷の 旦那な ど は、 奥 さまのお ぐし がで き 上る. ぬ 


に それ を 兄に 來て、 

『かみい さん はいい 娘 を 持って る ぢゃァ ないか、 おれに X つ 世話 を させて 吳れ ないか、 ね』 と、 こち. 

らに 言葉 を かけた。 

『旦那 さま は 御 冗談ば ッ かし！』 娘が さきへ まわって 行って、 もう、 ここに ゐ なかった からい いやう 

な ものの、 かの 女の ゐる 前で はそんな こと を 云って 貰 ひたくなかった。 が、 商 黄 がら、 むきに おこり 

もで きないので、 毛す お立てで 奥 さまの 鍵 をふッ くら かき 出しながら、 ただ 力 ~ たない やうに 答へ ヒ< 

『あれ はう ちの 婚取リ でございますので、 ，fK ぶん 相應の 相手が ございましたら *  II どうか — S 

話 11 願 ひます。』 

4W  ^  -リ 

『上品で な 力く 器量 もい い 娘さんで すから、 ね』 と、 奧さ まもで き 上った 髮を 合せ 鏡に 寫 しなが 

ら 云って 吳れ た。 

娘に は あさ 黄の こまかい 立て じ ま 銘仙の 雜 g を K つて やって、 髪 を梳 くに 便利 Q 爲め、 袖 をき りり 

とした もじり 鐵砲 にして 着せて あった。 

五 

V  %y ン/^  \  7J  ^  *ゝ  じょさい 

t バノし 力ね ゃォ 力よ くッ て、 うわ ッ つらで 如才 のない 人なら * ざら にあります、 わ。 おか ッ ちゃ レま 
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まだ 苦£ 力が 足りない から、 そんなのに 引ッ かかつ たんでしょう よ。』 お 花 は 以前に 斯う 云って たこと が 

ある。 

ヒん, K  ちょ 

『あたし は 少し ゃァ 頓馬な^でも 律魏 なの を 一 生の つれ 合 ひに した 方が いいの』 と 云って、 かの 女 は 

H 藤を兑 込み、 ェ藤 はまた かの 女の 入り婿に なった の だ。 

が、 互 ひに 待ちに 待った 結婚であった からで も あらう、 その 愛 SE が 俄かに 激しく ぶっかり 合 ひ をし 

たので ある こと は、 母 も かげながら 知って ゐた。 * して を 持つ が 早い か、 その 爲め にお 花 は その 持 

病が ひどくな つて、 とこに 就き ッ 切りに なった の だ。 そして 何度も こちらから 化 舞 ひに 行って やった 

末、 それとなくう ち 明けられる ところでは、 の 律義と 云 ふこと は 少しも を 直す 藥 りに はなら な 

かった。 

『そんな こと をして ィ ちゃ ァ、 すん/ \ ひどくなる ばかし ぢゃァ ないか、 ね？』 

『だッ て、 仕 かたがありません もの！』 

『馬鹿々 々 しい！  H 藤さん も 少し ゃァ その 女房の 末す ゑの こと を 思って" k れた らい いのに！』 斯う 低 

あんしん 

いけれ ども、 つよい 聲で母 はいき ど ほった。 が、 ェ藤は の 方へ 出て ゐ たので、 築に は聽 えない と 安心. 

して ゐた。 土左衛門の やう だと 云った いもうと 娘の 惡 くち も、 K に、 尤もな ところがない ではな かつ 


暫ら- ^引き分けて 置く 方が ェ藤 にも 娘の 爲め にもお 互 ひに いいだら うと 思った ので、 母 はぎ 理工 常- 

分の あ ひだ 娘 をう ちへ 來 させて、 保 鼓させる ことにした。 そして 電車に は乘れ ないだら うと 云 ふので 

そろそろと 人力に 乘 つて 11 それ も 人目 を さけて、 夜 —— うちへ 引き込んだ。 そしてう ら纖に 添った 

障子ぎ はへ 床 を 取って、 1K 照 太 神宮と 書いた 軸の かかった， H£ の 間の 方 を まくらに して 寢 させた。 

. •  W  きんじょ 

十月の 末の ことで 一 I もう、 近所 あたりから 聽 えて 來 るす がれた 蟲の ねにも 熟した 秋の 夜の 趣きが 

しんみりと 響いて ゐた。 

『どこかに いい 聲で蟲 が 鳴いて ゐ ます、 ね』 と、 お 花 は 天井へ あ ふ 向いた まま 脆れ に ともなく 云った 

『もう、 秋 も 更けて 來 たから、 ねに 母が 斯う 受けて やった。 

『  』 おかつ は、 どう 思った のか、 こちらが 前にして 坐 わって る 火鉢の I 板のう へに あった 一輪 

ざしの 黄の 小 菊 を 花 さし ごと 乎に 取る が 早い か、 あねの 枕 もとへ 持って行って、 『ねえさん、 おはな で 

も 佻へ てあげ ますよ』 と 云って、 それ を そこに m はいた。 

『さう。』 あね はちよ ッと翅 を そらせて まくら 元を见 たが、 それ ッ きり 默 つてし まった。 しく-,^\泣<;. 

てるのであった。 

『  』 また 初 まった のかと、 こちら はわ ざとう ッ ちゃって 一いた。 人の よく 云 ふ ヒス テリな の だ： 

らうから、 泣く だけ 泣いて しまへば 氣 がすむ ものと 考 へた。 さう かと 云って、 また あねの その 様子 を、. 
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- — こちらと 火鉢 を さし 挾んで 正面に 坐 わって、 横向きに、 —— 意地 わるさう に 見て ゐ るお かつを 私 

かに^ら しかった。 

『ねえさん は 自分で もい いこと をして ゐ ながら、 泣く にや ァ當ら ない、 わ。』 

『默 れ！』 こちら はいもうと 娘の はしたな さ を 叱った。 

『  』 あね は 一 ^ こらへ 切れ なくなった やうに くるりと うつ 伏しに なった かと 兑 ると、 かけて あ 

i* と.；？  はれつ 

るい § 固にまで ：3 を 打た せて 居た が、 .en 分の 押へ た 口に ゎッ とその むせび 泣き を 破裂 させた。 

『およしよ、 見ッ ともない！』 

『  』 なほむ せんで ゐる のが 苦し さうな ので * 特別に 何 か 急病で も 出た のかと 思へ て、 『どうした 

と 云 ふんだ • ね』 と 叱りながら も、 枕 もとへ 行って 見た。 

すると、 あね はすす り 上げながら、 

『だ ッて —— おか ッ ちゃん は —— あたし を —— もう 11 死び と 扱 ひに —— して！』 

『馬鹿！』 こちら は あねの 蒲國へ かけて た兩手 を引ッ 込めた。 『子供 ぢゃァ あるまい し！』 

『冗談に 云った の だよ！』 おかつ はた だ 笑って ゐた。 

『冗談に だッて 何だッ て、 病 入 を いぢめ る やうな こと ァ お前さん もお ひかへ よ！』 

『はいく。』 親 や あね を 馬 臨に したやうな 返 i^irr をして から、 獨り言 の やうに むづ かって、 『ねえさん 


は ひがみが つよ いんだ もの f.』 

『  』 資 際に そんなと ころが あねに は あるの だ。 けれども、 『かッ ちゃん かすの 子、 にしんの 子』 

*J ども 

などと 云って、 . ^い 時に、 あねが よその 子供と 一 緒 になって いもうと を 泣かせて ゐ たの を 思 ふと、 今 

ぢゃァ 五分五分 だら う。 

兎に角、 その 明くる日から、 ェ 藤の 店に は 御 はん をた くもの が なくなつ たわけ だから、 母 はいもう 

と 娘に 命じて 朝、 ひる、 晚と 時を见 計って、 三度の 世話 をして 來 させる ことにした。 

すると、 茶 E! のお かつ は 塗り立てのお 椀 を ェ 藤さん の 見て ゐな いうちに こッ そり 口へ 當て て兑 たと 

かで、 その 爲 めに 口の まわりへ 11 くうる しの かぶれが できた。 

『馬鹿 だ、 ねい、 まるで 喰 はん 喰 はんの 繪のゃ うぢ やない か、 ね？』 

『  』 三疊. 0 すがた 見へ 行って、 おかつ は 自分の 顔を寫 して 見て、 『成る ほど、 ね！ あたい、 當分、 

そとへ 出る のァ いや だ、 わ。』 

『  』 これに はお 花 も いてて 枕のう へで 吹き出した。 

『お前さんが 勝 乎に した こと だ。』 母 もから かひ 半分に 斯う 云って、 した 梳 きに 出る の だけ はやめさせ 

て やった けれども、 ェ 藤さん の 世話 は 矢張り 三度と もやら せに やった。 

そのうちに 十二月に 這 入った。 そして歲のず！^^が近づくと塗師屋の商買も多少急がしくなるし、 お 
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正月の 川，；；^ もしなければ なるまい しする ので、 大分に よくな つたと 云 ふお 花 を g: び歸 してやった。 

さうな ると、 わかつ はさう 度々， M ふへ 行く に は 及ばない の だのに、 今 皮 は 母に 隠れて 行って たかし 

< じ やう 

て、 あねから 苦情が 來た、 

『おか ッ ちゃん を さう 度々 來 させて 下さる と 困ります』 と 云 ふ。 

『ねえさんの ところ だから、 U 舞 ひが てらに 行って やつたん だのに、 隨分现 金 だ、 わ』 と、 おかつ は 

なほ 

怒った ので ある。 『- M の 時 は 人 をさん ざん 使って S いて、 直る と 直ぐ そんな jt 情な こと を 云って！』 

『だッ て、 ね、 お前さん も 常 分 行かない 方が いいよ。 親切 を すの ァこッ ちの ことで、 その 親切 を 20 

に $15 る と^ないと ァ向 ふの 勝 乎 だから、 ね。』 斯う 云って、 母 も あね 娘の ぶっきら棒の 通知 を 少し 不愉 

快に 感じた。 が、 また^！^？へて见ると、 あの いら. （- した 心で ふとした こと を 種に ェ藤 とおかつ との あ 

ひだ を 疑 ひ 初めた ので はない のか 知らん とも 兌た。 さう でなければ、 今が今まで うちに ごろ ッ ちゃら 

して§ を 受けて ゐ ながら、 俄かに さう 恩 知らす の わけ を 云 はないで、 おかつ の 行く の を さしとめる 

^がなかった。 して さうなら、 何 かの 思ひ逮 ひに 相 遠なかった らう、 うちのお かつ に^って あねの 

,  ふ らち  ui 

亭主 を £ ^取る やうな、 そんな 不埒な こと はしまい し、 —— 殊に、 ェ 藤の やうな 雜義 もの を かの 女 は 好 

かない たちだから。 

『ぁんなけち.：：^-ぃところなんか、 もう、 たと へ びに 米た ッて、 二度と 行って やる もんか！』 


』 さう， さ、 それが いいよ、 ねえさん は あんな たちだから、 ね。 少しう ッ ちゃって 置いて、 自分の 氣 

がすむ やうに させて やる 方が いいんだ よ。』 そのうちに はおの づ から 奇 きに ことが 分って、 向 ふから ま 

-た あたま を 下げて 來る だら うと 思 へ た。 

すると、 歳が 明けて、 正月も^ 日 になった 日の 午後 二 時半 頃、. ェ 藤さん が 額 を S ッ靑 にして 息をせ 

. いせい 切らしながら 母のと ころへ 飛び込んで 來た。 

『お、 ぉッ 母さん、 ゐ、 ゐま すか？』 

『ど、 どうしたと 云 ふんです、 ね、 その 苦し さうな やうす は？』 こちら は 客の 髮を 結って たので、 成 

るべ くさう 見せない やうに 努めた が、 きッ とお 花との あ ひだに j$ 件が 起った ものと 感づかれた" そし 

て その 場に、 お 花の 暮れに よこした 通知の ことが 思 ひ 合 はせられ た。 おかつが 不埒に も、 矢ッ 張り、 

さう であった のか 知らん と考 へる と、 お 客 さまの 前で は 話し合へ ぬ ことであった。 『まァ 、奥へ 行って 

なさい よ』 と、 與に 命じた。 そして 奥に ゐ るお かつを こちらへ 呼んで、. 髮の逍 具 を わざと 何 を 取れ、 

か を 出せと 云って 引きつけ て歷 いた • が、 こちら はもつ とひ を 結 はへ る 手 もとが わくく してよ くき 

まり Isfs^ た。 
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また あとへ 來 たお^さ ま を これから よん どころ ない 用が あるから と 云って 斷 わった。 そしてお かつ 

と共に ェ 藤の 前へ 出た。 

『お、 お 花が 殺す と 云って、 で、 出齒を ふりま はすので す！』 

『お ほかた そんな こと だら うと 思った。』 

『H111^ なね えさんだ、 ね！』 

だえ  • 

『お前さん は默 つて！』 こちら は 娘 を 叱り付けて m はいて、 『どうした ッて そんな こと を ー』 

『ゎッ しがお かッ ちゃんとく ッ 付いて ると 云 ひます のです。』 

『s ^れ から そんな ことが 知れたん でしよう？』 ちょ ッと 斯う 云って， u§ をつ いだ。 

きんじょ  ， 

『そ、 それが』 と、 ェ藤 はま だ 苦し さう にして、 『近 處の ものが お 花に しゃべった とかで 11 ゎッ しと 

おか ッ ちゃんが 一 綺に 夜、 ぶらつい てた ッ て。』  . 

『  』 こちら はま だ 息 を 休めて ゐた。 

『ぉッ 母さんに ゃァ すまない と 忍 ひました が、 とうく 紐み うちにな りまして、 さう してお 花が ft け 

ると 出， M を 取り出しました —— 殺して やる ッ て。』 

『  』 紐み うちして 女が ねけ るの は 常り 前た。 が、 出-如 を 持ち出し たから ッて、 それ を もぎ 取る 

こと もで きない で^け 出して 來た 男の ぼ久 地な さが へた。 『in ぐ 取り 卜げ て しま ゃァぃ いぢ ゃァぉ 


りません か？』 

]  けんまく 

『それが 大 變な權 幕で げして —— 血相 を變 へまして。』 

『  』 變 へた ッて、 變へ なく ッたッ て —— 然し、 また 一 方に は、 わが 子ながら に そのいら.， （-. し 

た 心 を 突き詰めた おそろしい 姿が 芝居に でも 兑る やうに 想像され た。 困 まった ことができた とよ 思 ひ 

ながら、 何とか ふり さばかなければ ならない ので、 先づェ 藤に かま を かけて、 『一緒に あるいた こと は 

11 き やう だいの こと だから 構 はないだ らうが -1 ほんとうにあった こと だか、 どう だか？』 

『いえ、 確かに ございません。』 

『ない？』 また 娘の 方に 向って、 『おかつ としち ゃァ、 どう だ、 え？』 

『ありません、 ね。』 

『ぢ ゃァ、 ねえさんに 向っても 確かに さう 云 ひ 切れる か、 え？』 

『云 ひ 切れます とも！』 

『•  』 それなら それで、 お 花の 方 を 叱って、 Is- に 角 それから 氣を 落ち 付けさせ さへ すれば いいの 

だら うと 考 へられた。 『おや ァ 、ねえさん を 呼んで がな』 と、 おかつ に 云 ひ 渡した ので ある。 

おかつ は 呼びに 行った が、 やがて f 赤に なって、 f  くしながら 歸 つて 來た。 その； 應を隐 C 

て兑 ると、 
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『こんち は、 ねえさん。』 いもうとが 先づ あがって 行かう とした。 すると、 あね はいきな り * 

『何の 爲 めに うせ やが つた』 と 云った。 

『あたい は』 と、 それでも 1!^?^ に将 へた さう だ、 『ぉッ 母さんの 云 ひつけ を ねえさんに 巾し 上げに 來た 

の だ、 わ。』 

『"めへ なん ぞァ 5^ なく ッて もい い！ 乎め への やうない ぬ 杏 生 は、 な、 き やう だいでも なんでも ねい 

や！ とッ ととうせ ァ がれ！』 

あねの この をい もうと が あんまり そッ くりと その 場で 聽 いた 通りに らしく 述べ立て たので、 ェ 

膝 はまた 心配 さうな 額で だが 吹き出した。 母 もちよ ッ とそれ に 釣られて ゑみ を、^ らした が、 直ぐ まじ 

めに なって、 

しょ-つ こ 

『それだけし ッ かり 云 はれる にや ァ、 お前さん たちが 何 か モ.^ 1_ ほ據を 握られて る んぢゃ ァなレ か、 

え？』 

『そんな こと ァ ごぜい ません。』 

『くやしい ッ』 と 云って、 おかつ は その 袖 を以 つて C 分の 節 をお ほひながら 母の そばへ 泣き伏し てし 

まった。 そしてし やくり 上げながら、 『どうせいぬ 畜生なら. 1 いぬ 生の n やうに  -て I . 


ITS 鹿 云へ！』 大きな 一 と 言で こちら は 娘 を 叱り付けた。 『うそに でも そんな 疑 ひ を 受けた 以.： Lj は I ね、 

にんげん 

もの 疑 ひの 解ける やうに する のが 人 問 だよ！』 

『御 もっともです。』 

『ぉッ 母さん はまお ねえさんの 肩を持つ てても、 ね』 と、 娘 は 鹿ぐ けろ りと して そのから だ を 起して 

JJ らん 

『行って 御覺 なさい よ、 あの ざま を —— 呆れち まひます、 わ 11 ただおい く 泣いて て。』 

『  』 泣 くの は あれの 病氣 ではない か？ 然し、 これ も、 もう、 いい加減に 泣き 飽きて 氣 がすんだ 

1^ だら うと E 心った ので、 母はェ 藤お つれて その 店まで 出かけて 行った。 もう、 電氣 がつ いてた が、 行 

つて 见 ると、 お 花の そばに はお 隣り のきぐ すり 屋の 夫婦が 來てゐ た。 r: ケソ ともない ではない か、 餘り 

においく 泣いて たので * 菜 てても g けす に、 隣り の魏现 として 慰めに 道 入って 來て 5^ れ たの だら う 

ぢ上 

が？ かの 女の 母と して は 穴 へ でも ス りたい 氣 がして、 こちら は先づ この 人達に 何とか その 挨投 をし な 

ければ ならなかった。 が、 娘 の^を 泣き 脹 らして" 爲ッ齊 な 額 をして ゐ るの を 见 ると、 可哀 さう に 

ぴ やうき 

も、 购が 迫って 來こ、 暫 らく霄 雜が 出なかった 11 惡ぃ i だと は考 へながら も。 

『まだ s^- あがりのお かみさん だァ、 ね、 ェ 藤さん』 と、 きぐすり が先づ 口を出した、 『もッ とよく 

してお やん なせい よ、 可哀 さう ぢゃァ ないか？』 

『へい、 どうもす みません 11 御 心配 を かけまして。』 
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『ぉッ さん は』 と、 今度 は 娘が こちらへ 突ッ かかって 來た、 『なぜ あのい ぬ 畜生 を つれて 來な いんで 

す？』 

『だッ て —— 』 ちら はわ ざと^ち 付き を！：^ せて、 『お前さんが 來る なと 云った さう ぢゃァ ない の？』 

『 知れた こ ッ た  ハ^で もね いこと をし ゃァ がって！』 

『ぢ ゃァ、 あいつ は どけ ものにして m はいても 話 は分リ ますよ。 —— 一 體』 と、 娘 を あたまから 押しつ 

ける やうに. 『お前さんに は 思ひ逮 ひが あり ゃァ しない か、 え？』 

『ありません！』 お 花 はこ ちらの 仕向けた 話 をと ぼける やうに 一： ムひ 切って、 わざとら しく 橫を 向いた。 

そして その上 品な 額が 高い にまで 凄み を 見せて ゐた。 

『だッ て、 あたし は 改めてお 前さん に iS きたいん だが、 ね、 この 男 は わけもなく 女に 手 を 出す やうな 

人物で あつたか * え？』 

『  』 娘 はな ほ 横 を，： i: いて ゐて、 返 isil^ をし なかった。 

じょさい 

『この 男に^つ ちゃ ァ そんな こと ァ ありません』 と 云って、 ゃッと 隣り の夫嫦 へこ ちらの 如才 のない 

額 を 向けた。 そして 先づ、 4. 配 を かけた ぉ禮を 述べてから、 この 婿 は 多少 野 であると は 云 はれて ゐ る 

が雜 義は缺 かさない S?; で、 こちら は： ん年 も そばに m はいて ためして 見た が、 その あ ひだ、 ただの 一.a 

だッて もま だ {:! 分と 結婚し ない 娘の 前で 膝 を ： つ 崩した ことがなかった こと を 語った。 


『さう でけ しょう、 な、 ゎッ しら もェ 藤さん に 限り そんな こと ァ あるまい と 思って ました o』 

『だから』 と、 こちら はな ほさう 云った 方へ 向って だが、 資は、 娘 を 納得させる つもりで、 『たと へう. 

ちのお かつに ゃァ そんな 氣 まぐれがない と は 受け合 はれない としても、 ェ藤こ つち ゃァ 決して 氣ま 

ぐれなん か ® す 男 ぢゃァ あわません。』  ， 

て あら 

『さう でしよう。 まァ、 ェ 藤さん、 だ、 手荒い こと ァ しねいで 11 まァ 11 』 こんな こと を 云 

つて、 きぐすり 屋は その かみさんと I 緒に 歸 つて 行った。 

それ を ss^ 出してから、 母 はまた もとの. w< へ 立ち 11^ らうと する 時、 店のお 盆 やお 椀が —— ェ 藤の 身 

が はりに なった ので あらう — 毀 われて ちらかつ てるのに 氣が 付いた。 それから、 ふりまわ したと 云 

ふ出齒 はと 見る と、 奥の 居間と 裘 どころ との あ ひだの 敷 i5 の 上に 横た はって ゐた。 ェ藤 がさ ッ きから こ 

の 方 を！ ぃ见 いお づ< したの は、 この 爲 めだら うと 分った。 で、 それ を默 つて ひろ ひ 上げてから、 

『 iir をん な 風情で 以 つて こんな 物 を 持ち出す やつが あります か — 箱屋 殺しの 芝居 ぢゃァ ある ま. 

いし？』 斯う 低い 聲で だが 怒-鳴りながら、 それ を 流し もとの 飽丁 さしへ 持って行った。 それから、 ま 

た、 もとの 坐に 房って 娘と 婿と を 一 と 渡り 敝み 付けた が、 男の 方 は 殊勝 さう に； 卜 をば かり 向いて るに 

反して、 娘が じろ りと こちら を见 たの を 見て取って、 先づ、 それへ 口 を ひらいた。 『おかつ は 以後；^. 

して AJAJ へ はよ こさない やうに します が、 ね、 お前さん もい くら のせいだ ッて、 ：：： 个ソ ともない か 
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ら * 少し や ア^ を 付けて いたり わめいた りする のァ よすがい い、 ね。』 

『あたし ゃア、 もう、 死んだ 方が まし だ、 わ！』 

『また 泣く のか、 え？』 

『ぉれ：A.£^^^った。 これから、 ぉッ 母さんに 對 しても すまね いから、 お 互 ひに おだやか にしよう。』 

『さう 云 ふお 前さん だが、 ね—』 こちら はェ 藤に 向って ゐ+肚 つた。 『お 分の 女 一お のい もうと だから ッ 

て、 それ をなん かつれ て 歩い ちゃ ァ疑 はれる にき まって ますよ。』 

『そんな こと ァ 致しません。』 

『lis に 云って iM! うそ をーム つた ッて、 どうせ あとで ばれて しま うんだ から、 ね。』 

『決し て そんな こと は ござい ませ ん I. 御 恩 を -父 けました ，へ： ッ 母さんに IS つても。』 

『おや ァ分 りました。 於 (一し、 今：^ 念の はめ 巾し ますが、 ね、 一 ッ てお かつと 一 紡に なんか 少ぃ 

ちゃ ァ W ります。』 

『へい、 f::^ して！』 

『  』 これ だけ 念 を 押し * これ だけ |& はせ て m はいたら、 もう、 あと はふたり の， ぉビ+ にさせて いい 

と m 心った ので、 無找 1^ に 立ち あがって だが、 命令で もす るつ もりで、 『もう • 今お は 店 をし まって V く 

休む がいいよ』 と 云った。 


『 …… ；』 娘 は ni だけで 见 送った が、 まだ その 淚が かわいて ゐ なかった の を こちら は あとまで も 思 ひ 

出せた。 

セ 

うるしの かぶれが^ つてから は、 おかつ を またした 梳 ぎに 出して ゐ たの だが、 一 一三 口 を：：： ルてゐ ると、 

あや 

どうも その 様子が 少し 怪し か つ た。 

くわいく わつ 

『おか ッ ちゃん は 話して 見る とな か. /(\ 快活 さう です、 ね』 と、 お得 意 さきの 若い 奥 さまな どから よ 

く 云 はれて ゐた子 だ。 それが この頃で は 頻りに 何 か 物 を考へ 込む やうに なった。 ひとりで 窓に よって 

ぼんやりして ゐ るの はま だし も だが、 お 客 さまの あたまのう へで 髮を梳 くその 手 を やすめて ゐて、 母 

に 叱られる こと もで きた。 

『 …： ：：.』 まさか、 親で も、 お前 は 男が 戀 しいの かと は あけすけに 云 はれない ので、 『この ier お前 さ 

んは何 か考へ ごとで も あるの』 と 尋ねて 见た 。『した 梳 きがい やなら いやで いいから、 また 柯か お前 さ 

んの する 仕事 を考 へて やる よ。』 

『いいえ、 ぉッ 母さん、 あたいに ゃァ この 仕事が 好きで、 而白 いんだ もの！』 

ほんき 

『ぢ ゃァ、 もッ と本氣 になれ ぱいい おや ァな いの？ お前さん はう ちの 大切な あと 取り だから。 ね、 こ 
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れからはぅかくへたな£?^^んかにだまされちゃァぃけなぃ、 わ、 よ。』 

『そんな こと ァ、 ぉッ 母さん！』 

『だッ て』 と、 少し 立ち入って、 『意久 地の ない 塗師屋 なんかと 疑 ひ を. 夂 ける やう ぢゃァ II ？』 

『そリ ゃァ、 ねえさんの ひがみです もの。』 

『  』 さう だ、 向 ふのお 花に も 例の ゐの 五黄から、 これと 思 ひ 込む と、 その ひがみ をで も 無 Si に 

I； うじ やう 

押しと ほす Fwi^ さは あるので ある。 だから、 『そんな ことなら * まだし も だが、 ね』 と；； ム つて、 こちら 

がお へて 兑 ると、 若し^して ただ そんな ことであった とすれば、 人の 云った こと はう そで あつたの だ 

らうが、 それでも、 江 戶ッ兒 の 意地と して、 11 これ は 決してい い 意地で はない が、 11 あねに いぬ 

生と 云 はれた くやしさから、 いもうと がさう 云 はれるな らい ッ そのこと 向 ふの 亭主 を ほん 氣 になつ 

て 取って 兄ようと 云 ふ氣を 起して ゐ ない とも 限らない。 現にく やし 泣き をした 時に、 いぬ 畜生なら い 

ぬ. 生に なって 兄せ ると 云って、 母に 叱られた。 初めは ほんた うに さう でなかった の だが、 あとで さ 

う 一: ムふ； S を 起した かも 知れない。 さう して そのいら くと つもる E 心 ひがお しま ひに は あねの 亭主に 對 

する：. t- 際の 戀 になって 來 たの かも。 见 に灼、 それから、 二三 R を それとなく； ぱ 意して 兑てゐ た。 

すると、 娘が 乎の いた. を兑て はよ くそと へ 出たがる ので、 その 度 ® に こわい 額 をして 见 せて ゐ 

たが、 一皮 わざと 時 叫 をき めて 出して やった。 ところが、 して その 時^ 通りに： 加って 來 なかった。 


それでも 惡ぃ 額は见 せない で、 

『どこへ 行って た. の』 と 尋ねる と、 娘 はに こくしながら、 

『これ を 買って 來 たんです が、 ね』 と、 if こごめ P 刺繡 をした 半 f 出して 見せた。 そして、 

『途中で 〇〇 の 奥 さまに 出逢って 立ち話 をして ゐ たの だ、 わ。 早く 歸 らうと 思っても • あのかた がな 

かな か： S を やめな いんだ もの。』 

『  』 あの人と は、 近 ごろ こちらの 商 買が たき 0 方へば かり 行って て、 少しもう ちへ は髮を 結 ひ 

に來 なくなった 婦人 だ。 そんな ものと 立ち話 なんか 長々 とする 必要 もない 普 だが ，11 。 それに、 おつ 

て來 たと 云 ふ はちよ ッと H 凡ても W 五 回 はする しろ 物 だ。 そんな 物 を J 只 ふ 小 使 ひ 錢を娘 も 持って ゐ ない 

こと はなから うけれ ども、 多少 は その あね に似てけ ちんぼう なと ころの ある 娘が、 母に ちッ ともね だ 

り もしないで、 自分で 買って 來 たと 云 ふの も f^g の I つであった。 ひよ ッ とすると、 おって "4<れ たも 

のが あるので はない かと 感づかれ たので、 試みに、 I 度う ち を 明けて 兑る氣 になった。 乃ち、 あら か 

じめ その 前夜、 娘 を 湯に 行かせる 前に、 

『ぉッ 母さん は • ね、 あす はお 客 さまの 顿 みで 金の かん ざしの 足 をつ けて K ひに 淺^の 加 贺堡へ 行か 

なけり ゃァ ならない が、 ね、 ついでに まげの 新が たも 見せて 筒 ひたいし、 また 久し 掘りの こと だから、 

話 も， なる だら うから、 多分、 歸りは 夜の 十 一 時 顷に なる かも 知れない よ』 と 云つ S いた。 そ，^ 
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は  一 n: 九 =:C ことで あつたが、 いよく 十 口になる と 午後 二 iss^ から 外出した。 そして その 迎 り^す < 

へ 行く こと は 行った が、 丁 庇 九 ゆに^お して 见 ると、 案に たが はす. が 來てゐ た。  - 

『ぉッ さんです の？ I Si 分 =  十かった の、 ね！』 新う 無 邪ぐ.^ さう に 云って から 迎 へに 出た 娘の あと 

に は、 玄關 のまと. M との ふすま も いてて、 £は1 湫を 長火鉢の うへの 方へ いつも 引ッ. 版って ある その 下 

で、 こちらが ゐれば 娘の^ になる ところに、 ェ 藤が こちら 向きに 坐 わつ てるのが 兑 えた。 

して U ると、 こちらの ％r 坐 は 娘が めて ゐ たの だら うが、 それ は 主人が はりに なって たの だと 

すれば、 ん ほど くも へなかった。 が、 前以 つて 疑 ひ を 持って たこと がいよ くて ッ きり その.^ し 

やに 突き とめられた のにむ らくと 燃え立った， I の 心に は、 - まもの ふたりが 一： 小め おはせ 7= 

分の 導に is さまの I をけ がした とば か A へた。 そして 信心 I にき 分の 娘 や 孥§ 

a ふ： しゃくはなかった。 ：， 帅の Si の あたりで 示め し 介せ ごとな どす る もの は、 すべて U 分に はけ 力れ ブ 

物であった。 そして S に、 ま H 分の かかる 1 誓 も n 分の 北"、 を 知って た 時 S ひ 出が あり 

ありと マんで 來 て- いやな に ほひが して ゐ ないかとまで n 分の c$- のさき に 注 f4 を 向けながら、 力つ ベ. H 

分 I まき か を！ あられた の を は 付けた 時の やうな 寂し さとね たまし さと を 感じて ゐた。 一 0 

ひやり と 水 まびせ かけられ たやうな i した。 が、 これが その 寂し さとね たまし さとの ねめ に 燃え 

立って. 打って、 からだお うに あつい く 熱 ま でもお ぼえ たので ある。 


娘 は 母の 颜 をち ょッと きまり 惡さ うに 兑た 切りで、 母の 足 もとへ、 いつも 云 はれて ゐる 通.^ に 坐 わ 

ると！： 時に、 

『おかいん なさい』 と 云って うやく しく 兩手を 突いた。 

『  』 こちら は, 分が け ふ 結って やつたい て ふ 返しが —— E 心 ひ 做し か 11 もう * 少しつ ぶれて ゐ 

るら しいの をう へからし り！： Z にかけ て、 挨拶 も 返さないで、 玄關を あがって 行った。 そして 向 ふの ェ 

藤に 向って、 『お前さんが 來てゐ たの か、 え？』 

た？ く 

『へい。』 ェ藤も その 以前から こちらの 方 をぬ すみ兑 て 常 惑して ゐる やうす であった のが、 この 時、 お 

づぉづ 坐 酣闺を 引き さがって、 『ぉ歸 り』 と； おった。 

『T  』 こちら は祌 だな にお 燈 明が あがって るの を 兌て 多少の 滿足を おぼえた が、 今夜に 限って は 

が不斷 の篛现 がたい ふる 舞 ひ を SE らしかった。 この 男 も 和 變らす 撒 1 般の 人の やうに とほり 一 遍 

の 魏现ゃ 律義の 皮 を かぶって ゐ たのであって、 その 化けの皮 を 割リ合 ひに 長い あいだ 見せなかった の 

は、 ほんの、 氣 がよ わかった 爲め に過ぎないの だら うと 出 わへば、 こちらが そんな Bf^ を 信 川して あね 娘 

の 養子に したの も、 あねの か はりに いもうと を以. つて； S の^ 話 を させた の も、 今更ら くやしくて 溜ら 

r ぶ . とん 

なかった。 で、 さう とは兑 せない が、 伍 し 坐-蒲 阐に 一れ と はこと 更らに 云っても やらないで ゐた。 

『ちょ ッ とおか ど を 通りました ので、 ぉッ g: さんの 彻 機嫌 をう かが ひに お立ち ゃ亩り 致しました のでげ 
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すが 11 』 

『あ ァ、 よく 來 て^れました、 ね』 と， うはの そらで 返 15^ をした。 別に ふさ はしい 挨！^ を H 心 ひ 付かな 

かった からで ある。 こちら は f 吐ぐ 横の 方へ 向いて 長ぎ せる のけむ り を 吹いた。 そして 罪 もない 火鉢の 

ふちへ そのき せる を 叩き付けて、 す ひがら を はたき 落した。 それから、 『おかつ！』 つん けんした 首 i^、 

だんな  . [ 

で 娘に 云 ひ 付けた、 『お 隣り のお ほ屋 さんの 且那 にち よいと 來 てお K ひ！』 

『  』 おかつ は 返 なしに だが、 id ぐ m て 行った。 云 はれた こと をぐ づく して ゐ るの は、 母の 

不 斷に奵 まない ところで ある をよ く 知って るからで あったらう。 

『お前さん は、 然し』 と、 こちら はお ほ 厘さん を 待ち 切れ なくなって ェ 藤に 思 ひ 切っての" 言葉 を 向け 

た.、 『今、 あたしに 會は せる が あると m 心 ひます か？』 

『^に —— わりい —— こと を —— して ゐ たん ぢゃァ —— 』 ぼつ リ/ \と言 葉 を 切って、 こちらの やう 

す を 伺 ひながら だ。 

『今 K らいい、 わりい. S; ム ふん ぢゃァ ありません！』 こちら は， S を陬み 付けて、 『何と 云った. え、 お 

前さん は 以前に？ おかつ と 1^ にや ァ ぶら 付かない ッて 云った ぢゃァ ないか、 ね？』 

『ですから、 ぶら 付いた こと ァ ごぜい ません が —— 』 

『そんなら なぜ ，11 と、 こちらの^ ひ は 向 ふの びくく して ゐ るのに ぉッ かぶ さって 行って、 『あたしの 


切 守に あがり 込んだり して ゐ ます、 ね？ あたしが ゐな いと 聽 けば、 「ぢ ゃァ また」 ッて、 さッ さとい t つ 

てし まう のが ほんた うぢ ゃァ あ. OV ません か？』 

だま 

『  』 ェ藤 はした を 向いて 默り 込んで しまった。 そして この 詫び はとても 叶 はない と 思った ので 

あらう、 俄かに 氣を變 へた やうに なって、 こちらへ は 手 ごた へのう すい 返事 をした。 『如. 1H> にも ゎッし 

がぢ ゆうく 不都合な 思 ひ ちげ ひ を 致しました。 就いては、 隨分御 恩に なった ぉッ 母さんに ゃァ すみ 

ません が、 斯う 云 ふま ことに ふつつか なわ ッ しでげ すから、 以後お 目に かかりません o』 

『あ フ、 力 力らないなら • かからないでも いいよ。』 こちら も、 だから、 つい、 fx り 言葉に 買 ひ 一 W 葉、 と 

なった。 

そとへ おかつが 獨 りで 

『おう、 ^^ーぃ！瘦ぃ』 と 云って かけ 込んで 來た" つづいて またお ほ屋の sf^ が來 た。 

『  』 こちら は 然し この 時には、 もう、 何の tl! めに ぉほ屋 さんな ど を 呼ばせた のか 自分ながら 分 

ら なくなって ゐた。 自分 は 寒い そとから 歸 つて 來て、 突然に のぼせた ので、 ちょ ッと まご 付いて お ほ 

屋 さんに でも さば t を附 けて 貰ったら ばと 思った の だ。 が、 ェ藤 とさし 向 ひで 言葉 を か はした ので 大 

抵の： SJ^ 當が附 いてし まった。 乎ッ 取り 早く 云へば、 つまり、 おかつ と 一緒に. ill., るか、 さなく ば、 

おかつ を も、 またい やにな つたお 花 をも棄 てて、 自分ばかりで姿を隱すかのことにけ1.^|したのだらぅ 
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と つた。 

e. お ま，. がさん へ は それとなく  ^も」 この ことに 就いて いましめて K ふやうな ことば かり 云って、 

それだけで 歸 つて おった。 

すると、 エ藤も その あとでお り支庞 になって、 こちらが 少しで も 改心した かと 思 ひの ほか II 矢ッ 

？、 

ひッ， 3 さんに ゃァ すみませんが』 を 操り；^ 一し、 淚 をまで 浮べながら、 『以後 • それ ぢゃァ お 口に かか 

りません から —— おから だ をお 大切に』 と 云った。 

『  』 こちら も そぞろに 悲しみ を さそ はれた が、 その あ ひだに ST かその =1 でお かつに ちょ ッ とへ" 

ひ^らし いこと をした ので， それが 殺 も .Is にさ わって ぐッ とぐ お を 持ち i 舡す ことができた。 そして わざ 

と：：^^^りに出もしなかったので、 娘 も 母の そばに ゆ： わって る ままた だ もじく して ゐる ばかりで あつ 

た。 なに、 くそ ッ！ この 子 さへ 押へ てゐれ ばと 思 ひながら、 g3 らく は 叙 千ず； ひに 默り 八：： つて ゐ たが、 

また 一 服の けむり を 吹いて から、 『お前さん にや ァ、 ね、 わりい 魔が 憑いて るんだ よ。』 

『  』 娘 はじろ りと こちら を兑 たが • また、 した を 向いて しまった。 が、 ic ゅ賊 と：： ム はれた の をお 

tV ろしかった のか、 ぞッと の^のよ だつ やうす をした。 

『  』 ^は、然し、i^i^t^のでも魔にぉち：^ぃものではな^らぅか？まして、 この 不該 なので は？ 


締め切った 部屋 をい やなに ほひが まだ 殘 つて はしない かと *  ；;^ かに また 自分の あかで 探って 見る と • そ 

れとは 遠って、 嵐の 小便く さいの がして わる。 今度の 炭が 惡 いので あらう。 やがて 『戶じ まりをして 

來な』 と、 娘に 早くち の 言 薬 を 投げ付け ると 同時に、 こちら も 然し 立ち あがって、 また 火う ち 石 を 出 

して 來た。 そして 部屋 ぢぅを かちくと 淸め まわった。 そのうちに 娘が 玄關の 方から 一:^ つて 釆 たの 

ぢょ 

で、 その 正面から かの 女の あたまへ も 切り火 を かけた。 3； の 意^だ か は、 この 時、 云 はないでも 分つ 

てると 思って だ。 

八 

すると、 その 翌 rn、 乃ち • 十 一日の 午前 十一 時顷， ェ 藤のお 隣り のきぐ すり 屋 さんが やって 來 て".. 犬 

ぢょ 

れ ての 注進に よると、 H 藤が お 花 を 湯に やった あとで， かの 女の 衣 物 をす ベて 質屋へ 運んで 行った。 

『  』 それ を そばで 聽 いてた おかつ は、 横 を 向いて にッ こりした。 が、 こちら は それ を：：^ 付けて、 

わが 子ながら 憎々 しかった。 

『わざぐ, 5 親切に お知らせ 下す ッて、 まことに ありがたう ございます。 そのつ もりで あたし も鎮を 

小け ますから』 と 云って、 きぐすり 星 を歸 した。 して 出奔 をもう ち 合 はせ てゐ たので あつたの だら 

う。 こちら はェ 藤と おかつ と をい まくし くな つた だけ、 それだけ 病身な お 花が 可哀 さう で 溜らな く 
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なった。 そして かの 1^ がへ 1 にお かつを さう 虚 々よこして „4< れ るな と 云って 來 たの も 尤もで あつたと 思 

ひ 出された。 

おかつ を さへ しッ かりつ かまへ てゐれ ば、 やがて 向 ふから 何とか ばれて 來る だら うと 考 へたので、 

ただ それば かり を こころ 待ちに 待って ゐた。 當分は 仕^に 出まい と、 ゆ ふべ から 決心した の も， つま 

り、 それが はめで あつたの だから。 

すると、 午後の 二 時に なって * おかつ は 

『ぉッ 母さん、 あたい、 ちょいと お湯に 行って 來 たいんだ、 わ』 と 云った。 その 許し を 乞 ひ 几 ハ八= ひが 

ず 船の 無邪^な うやく しさと は逮 つて、 どことなく、 おどく， わさくして ゐる やうすな ので、 

而も 亦 その in に淚 をまで g: ベて ゐ るので、 こちら はて ッ きりこれ がう ち 合せに なって る 時間 だら うと 

氣が 付いた P 

『おは，？. に 行く の もい いが、 ね —— 』 ここ だと 云 はぬ ばかりに こちらの 腹 をき めて、 火鉢の そばから か 

の 女の 額 を 横向きに 兄 上げて、 『お前さん は ほかに 何 か ii 遠った 考へ をし ちゃ ァゐ ないか、 え？ このお 

ッ 母さんの n にや ァ、 ね、 どうも、 どこか そこいらで お前さん を迎 へに 來た 3：; が 旅支度で ぶらついて 

る やうに える が、 ね？』 

しきね 

『  』 娘 はしゃ ぼん 箱 を 手ぬ ぐ ひにく るんだ の を 持って、 玄關 のまと 奥との あ ひだの 敷居の 上に 


、ごちら を 向いて 立って ゐ たが、 ばらく と淚を その 足 もとへ 落した。 

『ぉッ 母さん If これで 見納めに する ッ てんなら 仕 かたがな いが、 ね—』 斯う 少し S に 出た つ 

も-だ 力 それで！ f がら 見納めと 云 ふ 1 画に あまりの 悲し I おぼえて 胸が ぎて 來た" ^1 

f 今、 親と して 弱み 直せる きろで はまった ので、 纏き， 眷薄け を 和らげて、 

『先づ その 男 を つれて 來て 御覺、 この場合- 誰れ であっても かま ゃァ しないから。』 

『はい』 と、 娘は靈 に、 i して、 持って る 物を敷居 の はじに 置いた。 そして そとへ？ 行 マミ 

. 』 ちら はかの 女が それ ッ 切り 歸 つて 來な 5 も Q な 急れ まで だと も I らめ てた が、 あの 

やうす では まさかと 云 ふ 望みが あった。 

こんな ことに も かの 女 は 素直であった I やがて、 酒 井 さまの 攀§ からで も t うか、 三十 分 

ばかりして、 H? つれて 歸 つて 來た* が、 響し も 座の 方へ 坐 わ 急、 娘 は その かみへ 坐 わって こ 

ちらへ 一緒に 向 ひながら も、 恥 かしい のか、 下 を 向いて 物 を 云はなかった。 

『ぎ もす みません、 こんな 風に なりまして』 と、 Hf ゃッ ともみ 手 をしながら 口 を 切った。 その 

力た わらに は、 今. 促 わざく 買ったら しい 旅 かばん を 置いて あった。 

『お前さん は i—』 こちら は f 瞰み 付けて、 『や： S ち I まいと 思って 馬鹿にして ィる、 ね？』 

『いえ、 どう致しまして （1 そんな、 もっていな いこと は！』 
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なった ッ てう ッ ちゃるなら ビの子 をも そんなと きゃァ また さう する つもりたら う？』 - 

こちら は、 この ¥i の.^ にか かって はお かつ も— うま I である だけに— 亦 あねの やうに な 一 

らな いと は受： ^<52 へなかった。 

『飛んでも ない こと を！』 

『お ずん は、 ね、 これで 二 §. たしに 對 して il つたんだ よ。 それに、 お 花の S なんかれ に 一 

入れて！ ilz に また 破る かどう か、 今 一 まかつ から 乎を 引いて、， でお 花のと ころ へ お 歸？』 一 

『へい、 承知 致しました。』  JC 

『 ：：：：. 』 た わい のない n たと 出 おれた。 つよく. H れば、 こちらの S ると ねけ ない と は I ことに 一 

しても、 どうしてもお かつと 一 絡に なりたい と 云 ふこと もで きょうに— ほんの、 ただ、 女に ちょ ッ 

かい を 出す こと を いつのまにか 焭 ぇゃァ がって！ 

かばん を て § と—. かつに， る a めか、 imfu 

こちら も おぼえが ある ii の 衣 物に * 地の il 道 入って ゐた。 そのほかに は し 一 

やぼん や S みが I や S ぐ ひの やうな、 けち. M 犬 で— それに、 憶. -.^ しい ことに は、 さく ^ 

I かりが どッ さり 化 入れて あった。 横ッ つら を： S らは せて やりたい ほど 船に もさ わった 力 m 

ながら また 私 かに 耻 かしい f して、 そんな 物 をす ベて そ 知らぬ ふりで もとの f にさせた。 そ j 


纏の 持って ゐる金 を 調べる と、 これ もた ッた 四十せ 回し かな かつ」 こ。  H 

『馬1 々し I それにき ちら もお もて 立った 羅が 云へ た。 『これ ッぼッ ちで 何が どこで できる 

『五十 国 HI しました のです が、 そのうちから i は、 もう、 この かばんに 使 ひまして—』 

『 •：：：•• 』 ま 7、 そんなき ろで 喻 ひとめき とがで I だけで も 仕 合 はせ であるきで，。 『その 五 

年く 歸 つて t を 出す がいい、 ね。 nr, 

ん どころ ない ことで お前さんの^ g を蚰： 断で りこ；、 . 、 .  てぁネ にや ァょ 

す 急 ひな。』  んの 衣？. si て 仏り た 力 もう、 入らない ことにな つた かきの f 返 

P  、  ふ らち 

れ r リ. tif 見 4 下す ッて— ぎ！、  iff し I ァ！』 こ 

れも. t 久地 なく 淚を こぼして、 手の g で それ を 押しぬ ぐって た。 

一 U から、 直ぐ 歸 つて さう しな 丄 こちら はこれ でお 花に 對 して f か 立ち、 H 藤に も 二 f おび 

力： ちなん かする 氣を 起させ はしまい と考 へた。  J-r 

コ I が 恐縮して、 また かばん を さげて K つた あとで、 

『1』 と f 伏してし まった の は、 まつであった。 『死んで しま？ 死んで しま？ .1 を 見た の 

ァ あたいば ッ かしだ もの！』  . お I ズ e 
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『それが § だい！ おや $ うだいに ず f のめが— f? て、 あねの？ ^とかけ f リ して どう 

すると：. ム ふんだ！』 ；度は あら はに 云って やらう と 思って たこと を、 ゃッ と、 今 云へ たので、 多少 こ 

ちらのお がせいく した。 如何に 可愛い 娘に だッ て、 さう/ \ あまく 兑られ たくはなかった。 

P  』 娘 は 何も まひ， ほし をし なかった。 そして その 淚 がか わくと、 默 つて 晚の御 はんの m 意に 取 

J  i  、つ Mo 

—  二：！ に 何 か 向 ふから！. た が あり はしない かと 待って ゐ たが、 S に 何もなかった ので、 多分う まく 

納まった の だら うと W んだ。 で、 十晉 になって こちらから 行って § と、 歸 g 店 は r をし めた 

ままに なって、 お 花 だけが n を 泣き らして、 奥で た. -Ki^J へ ごと をして ゐた。 

『に 藤 はどうした、 え？ 

『お ッ： S さんに 合 はせ る^がない ッてッ て、 きの ふから あたし を 逃げて、 どッ かへ 行って ます。 多分 

あたしの 农物を 質入れし たかねで、 あのい ぬ奋 生と 出奔で もしょうと したんでしょう。』 

『そんきと ァな いが、 ね』 と、 こちら はと ぼけて 見せた。 『何 か 儲けぐ ちの ことがあって お前さんの 

ト人 勿 を m だれした と 云 ふから、 そり ゃァ よくない ッてッ て、 あたしが 利子 を 出して やって ぐ 受け 出 

させる やうに したんだ、 わ。』 

『そんな こッ たら』 と、 娘 はこ ちらへ 突ッ かかる やうに、 『大きな かばんなん かおって どうします！』 I 


『そリ ゃァ、 ちょ ッ とその 爲 めに 旅へ でも 出な け リゃァ ならな なって たんだら うよ。』 

『ぉッ 母さん はま だ あのい ぬ 畜生の 肩を持 つんです か 《  つれて 來 て御鹽 なさい、 あいつ を も 喰 ひ 

付いて やる から！』 

『  』 こちらに は、 X 藤の ゐな いのも 亦 そのき つい 女房が 喰 ひ 付いたり 引ッ かいたり する の を 逃 

げ てるの だと 分った ので、 もう、 どうせ この 家 は 納まる まいと m 心 ひながら、 『何も さう おかつ ばかし を 

悪く 云 はないだ ッて 11 ？』 

『ぢ ゃァ、 これで も あたしが わりい ッ て？』 

『いいえ、 お前さんの ことお やない が、 ね、 ェ 藤が 何も お前さんの 物 を まげた おしないだ ッ ても^ 1 』 

き げん 

斯う 云って、 少し 娘の 機嫌 を f 直した。 

そして 聽 いて 見る と、 1^ 物 は 兎に角 そッ く. OS 出しても とへ 返って ゐた。 が、 娘 は 

『あんな 人に つれ 添った ッて、 末の 見込みがない、 わ』 と 云った。 

U. ぞん 

『  』 もう、 本人が あきらめ たと 云 ふなら、 こちらに は それに も 異存はなかった。 いよいよ 全く 

自分ら の n がね が 間遠って ゐ たの だから 仕 かたがない。 あれ だけ、 こちら は 義现と 人情と を 含めて あ. 

との 爲めを も 思って やった のに。 お" が 亭主と しての 横 威を以 つて あたまから I つ 怒^り付けて 女房の 

心 を 押しつけ てし まふ S. 斐性 もな く、 まだ そんな こと を 云って 逃げ ま はって ゐる やうな 男なら、 そ P 
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女房の 親と しても 愛 相が 幾き るば かりであった。 

で、 娘と その 荷物と はすべ て 取りまとめて、 その 晚に こちらへ 引き取る ことにした。 

『いぬ S 生、 こッ ちの しゃぶり かすで も I^IS めに 行け！』 お 花 はこの 晚 初めてい もうと を晃た 時に それ 

に 向って 怒鳴った。 

『  』 おかつ は、 然し、 その 方 をち ょッ とじろ りと 兄た 切りで、 小さくな つて、 なんにも 猝 へな 

かった、 もちろん、 答へ るすべ もなかつ たの だら う。 

『あ. たしが n の 禁ぃぁ ひだ は、 ね、 おかつ にだ ッて ニ应と S: び あねに 義理の わりい やうな こと ァ させ 

ゃァ しない や. ね。』 これ はお 花に 向つ てぢかに 云った の だが、 おかつ にも そのつ もりに ならせる 爲め 

の!：^: &が飽 つて わた。 が、 こちら はこの 娘 ふたりが もとの 仲い い 時に 語り合つ たらしい 下 だらぬ 話 や、 

ふたり とも子の ないた ちな の や を 思 ひ 出して！： ると、 そんな こと を 云 はれたり して ゐ るの を にい や 

ァ なやうな、 また 馬 々々しい やうな： がした ので ある。 

その また 翌日の 十 口に は、 おかつ の 持ら へた 朝 はん を 熱い おみお つけで 娘 同士 は ただにら み 合つ 

て^べた。 


それに は、 いもうとが そのみな もと を 作った ので あるから、 あねに 於いて 少しも 惡 いと 云へ る こと 

はなかった。 そこ はこち らも 十分に 察して はやった が、 お 花 は 食事 をす ませる と 直ぐ、 もとの 主人の 

うちへ また 奉公 をつ づける つもりで 出かけた の だ。 こちら もとめ はしなかった が • 折角 ゆ ふべ から 持 

つて 來 てうちのお づ しへ 再び 納めた その 父のお 位牌 を また 持ち出して 行った ので、 何だか 矢ク 張り も 

たの も 

ともと 通り 頼 母し くない 子の やうに 思へ た。 お 花が 今度 ェ藤を 見 梁て たのと 同様に、 こちらが昔^！！：分 

たた 

の 亭主 を 3 化 ひ 切った のが、 いまだに 祟り をして ゐる やうで —— 。 さう だ、 それが いろ 戀に於 C てい ま， 

いまし いき やう だいの いさか ひに なって るの かも 知れなかった。 

母が さう 云 ふこと を考 へ ての むしゃくしゃが うちに 殘 つて る 娘に 向けられ たので あ つ た。 

U らん 

『その 額 を祸覽 自-; R で わりい こと をす る もの だから！ 一 一 鹿と ァぉッ a> さん も 知し， H いよ。』 

『夜 ッぴて 朝まで 眠られな かったん だ、 わ。』 斯う、 娘 は靑ぃ 漏で 不平 さう に 云った。 

『どうした ッ て？』 

『だッ て』 と、 然し、 少し は 口の さきへ にこ 付き をと がらせて、 『ねえさんに やみくもに gx- され ゃァし I 

ないかと 思って！』 

『馬鹿 だ、 ねい』 と、 こちら もこ わい 顔 はしながら 少し 笑 ひを见 せた。 殺す、 殺さぬ と 云 ふやうな こ， 

とが 苟し くもき やう だいの あ ひだで、 うそに も、 どこから 考へ 出せる の だら うと も 忍 まれ， AJ。 
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こんなことの爲めに^^ってた^游を十五ロと十六！：：とは腕にょりをかけて取り返した。 が、 十七 U 

は I ひの 休みであった ので、 お 花 を 川へ 见舞 ひに 行って やった。 

すると、 また 例の になった とかで、 女屮 部屋に 引き 飽 つて e 奴て ゐた" そしてお もちやの やうな 

小 < ^&づ し を 11 可哀 さう に、 人の うちだから、 別に ちゃんと 飾って くと ころもな いの だら う — 

.0 分の 枕 もとへ 立てて あった。 

『祈う 云 ふところ ァ お前さん は 感心 だよ。 おかつ と來 ちゃ ァ、 .：： 分の 死んだ お 父ァん の^となん ぞァ 

おやゆび 

これ ッぼッ ち も 思って やしないん だから、 ね。』 人 さし 指 を 出して その 先き の 方へ 親指 を 持つ て 行つ 

た。 

『そり ゃァ、 ぉッ 母さんが ついて るからで す、 わ。』 

『  n こちら はさう 云 はれる と、 折角 K めて やる の を あだにして、 常て こすり を 報いられ たやう 

に へて、 ちょと ツー 百 葉が 行き 詰った。 この 子 は の 度 毎に ひがみと ひねくれと が^して 行く やう 

であった。 『3: も 11 あたし ゃァ おかつ だッ て、 お前さん だッ て、 えこ 引い；^ はない つも，， だが、 ね』 

と、 もう 何度も 娘に かたみが はりの やうに 云って 聽 かせて 來た t お 〈を また ここに も緣り 返さない では 

ゐられ なかった。 そして 斯うして は 主人に もす まない わけ だら うから、 また^^：^のょくなるまでぅち 

ヽ來 てゐる やうに お 花に 勸 めて：：： た。 それに は g:: らくだ ッ て， こちらの 所- fK の 位 g をう ちに いて あ 


んで 見たい 心 も 這 入って ゐた。 

しょ-つち 

が、 お 花 は 主人に 氟が ねしながら もなか/ \ 承知し なかった。 そして、 

『あんな 犬畜生の ゐる ところ なんかへ 死んでも 行く もんか』 と 云った。 

『  』 こちら は自. 分のう ち を 娘に 惡 口され ながら も、 それ は 尤も だと 思 はれた。 

それに、 御主人 は 元からの ことで、 割り 合に よくして 吳れる さう だし。 親切な ぉ容 さまのう ちに は、 

今回の ことにた だから だと 荷物と を 引き取って 來 たばかり では 渴 鹿お。 少く とも、 店 を 持つ 時に 出し 

たかね を 公正 £書 にさせて 段々 に 取り返す がいい。 ほかに 口の 聽き 手がなければ、 おれが 行って やる 

とまで 云って 吳れる 人 も あるとの こと。 

して 兑 ると、 そんなお 客 さまの 親切 やら、 御主人の 御 恩に 免じても、 證 Ss のこと などう ッ かりして 

ゐた こちら は、 あね を こんな 目に. はせ たいもうとの 親と して、 二つに はまた 死んだ 父のお 位牌 をお 

4PO かし 

花. M 共に こんなと ころへ まご 付かせる に 至った おかつ の 母と して、 安閑と はして ゐられ ないやう ない 

きど ほり を覺 えた。 で、 うちへ 歸 つて 来る が n 十い か、 まだ 坐 わり もしない うちにお かつに 向って、 

『お前さんの ゐる爲 めに、 ね、 お 花 は可哀 さう に ©IS で 寢てゐ てもう ちへ は 歸らな S と 云って るんだ 

ほうはい 

よ！』 そして あね 娘が 主人 や 朋聚に は 11 歸 つて 來れ ば、 しないで もい いところ の 11 氣 がねば か 

り をして ゐる ことが 語られた。 
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『あたいの 爲め にさう ねえさんが おほりですなら —— 』 

『困る のァ 常り 前 だよ！』 

『ぢ ゃァ、 出て 行って やる、 わ！』 

『さう、 さ、 出て 行け！』 斯う、 時の はづ みが 叫ばせた。 ^?しくも母たる^<?に向っての^まれロをほ 

ざいた の だと 受け取れ たからで ある。 心の いき ど ほりが そッ くり そとへまで 出て しまったの だ。 『お前， 

さんの やうな、 ね、 おやき やう だいに 不孝 もの はと ッ とと 出で 行きな！』 思 はす 二度、 言 滅 につれ て 

たたみに かた 足 を 足ぶ みまでして せた。 それから、 よそ行き 姿の ままで 火鉢の そばへ 坐 わった が、 

二度と かの 女に 言葉 を かける； 地が出なかった。 覽 際に、 母親と して 一 方の 娘の 苦しみ を兑 てゐ ながら、 

他方 を 無 に. 分の そばへ ® いて S いちや ァ、 えこ 引い IS の汰沙 だと 云 はれても 仕 かたがない。 それ 

を，：：： 分 は 好まなかった。 

『  』 おかつ は玄關 のまに 坐 わり 込んで la らくうな だれて ゐる らしかった が、 こちらの 部屋の 敷 

ぎ はに 乎 を 突いて、 『ぢ ゃァ、 ぉッ 母さん、 ながく お世話になりました。 この 御 恩 11 は —— 死ん 

でも 忘れません！』 

『  』 反 對の方 を 向いて こちら は 返 + もして やらなかった が、 娘のお しま ひの 言 葉が はや 口にな 

つたの は淚 を.！^ み 込んだ ので あると 察して やる と、 いぢら しく もあった。 けれども、 『出て 行って やろ』 


さ，； ヌ" く マ all て 一 M 『s て 行け』 と 命じた 以上、 結局、 この あとへ あね 娘 を f んで やれば， 

よ.？ た。 直ぐ 手 f  Is いて、 ま？ してし まった から 早く 歸 つて まと 云って やつ 

た。 

その？ 一 時 頃に なって、 5Q 方からの 使 ひとして i が や？ 來た。 男 ひとりに なった の， 

草から 14 び この 母 を 呼び返したら しいの だ。 

『おか ッ ちゃんが ぉッ 母さんに 追 ひ出されて、 行く ところがな いと 云って f し たので、 うち 

てあります。 どうか 御 安心 を i 』 


『 ： ：！ 


Ty  メ I  メ 

；.』 ， ^力 安心 だ、 娘が 追 ひ 出される わけとな つたう ちで その 娘を預 つた ッて？ 義理と しても そ 

A な f りかた がで きよう 害はなかった。 が、 出て 行けと 云った 以上、 もう、 ぎで も 勝 I と 云 ふ 

つもりで、 そッ けなく、 ただ 『さう です か』 と 答へ て やった。 

ところが、 それ をい いし ほに してお かつ はェ 藤へ する くべ ッた りになる つもりら しく 見えた うへ 

に、 お 花から は 二三 日た つて 返事が 來 たが、 歸リ たくない、 それに S がいい I からと あ 1。 母 

は あぶ #取 らま 馬 f 兑た やうに おぼえて、 これから また， ぼッち I すの かと f と、 俄かに 

しく も あり、 がッ かり もし Jw。 
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一 0 

深 川の 方で はくやし まぎれに 相變ら すみん なに しゃべり 散らす かして、 お f してお 花 をお だてる 

籠ヒ』 あり、 一二 百 も ある やうす で 11 そのうちの 誰れ かの おごりで だら うが、 或 口、 かの 女 は 歌舞 

伎 m から 使 ひ をよ こし、 お ^まの 御 好意おから、 都合が よけれ S ぐ來 いとあった。 S しく もない 

ことはなかった けれども、 m^mtt 仕 f しッ かりやらなければ なら 

なかった ので、 

『殘念 だが、 け ふ は 行かれ ませ， ぶ』 と 返 した U 

そのうち、 お 花 は： 二百ら しいの を i もつれて やって 來た。 そしてい よく ケ 谷に 公- I 齊を^ 

かせる から、 § 曰 正午 を g して、 芝の 惠判| で、 f 母のお ほ S さんと I 人に 立って、 S 

とおかつ と を つれて 來 いと 云 ふので あった。 

そ， i こちら もこ ころ 好く 引 裏け たが、 f もに II した 代會 付いて行かないで 

『これ は あたしのお ごり ですからね、 立て 替へ きて I、 ね』 と 云 はれた に は、 ま 花の けちな 

芋 かと 5- へた。 が、 これ も かの M の 11 り爭 f とすれば、 こちらに 少しもき はなかった。 

I の，： ^<れ ぐれ も 明 後口の 正午 を辭 して^た その f、  丁度、 おかつ も" §t 出て 力， 


ら 初めて やって 來た > 

『ぉッ 母さん』 と、 玄關の 土間から 呼んで、 『おそう ざいが できました から、 持って まゐ りました"』 

『  』 こちら はかの 女のお づく とふる えた 聲を聽 いても、 可愛 さよりも 憎々 しさの 方が 勝って 

ゐ たので、 返裹 もして やらなかった。 

と だな 

娘 はこ そくと あがって 臺ど ころへ 行き、 戶棚を 明けて、 どんぶり か 何 かの 音 を させた。 多分、 そ 

しへ 持って 來 たもの を 明けた の だら う。 やがて、 明いて た ふすまの 敷居ぎ はに こちら を 向いて 坐 わつ 

て、 話 をし かけた さう にしても じくして ゐ たが、 こちらが 少しも 相手に しなかった ので、 

『ぢ ゃァ、 また まゐ ります』 と 云って、 立ち かけた。 

『ぢ ゃァ、 ね』 と、 ゃッと 母の 聲が 出せた ので ある。 『お 花が ゆ ふべ 三 K: を つれて 來て、 ね、 お前さん 

さ. S ばん 

逹を 裁判に かける か、 それとも 公正 證書 にさせて、 出した おかね だけ はき ッと 取って 見せる と 云って 

るんだ から、 ね、 ェ藤 にさう 云って お 、れ。 裁判なん かへ かけて 貫 ふまで もな く、 どうせ 返して やら 

じ やうし よ 

ない ぢゃァ すまない おかね だから、 おとなしく 證 逢曰 を §1  くがいい と、 ね。』 

『はい、 歸 つたら さう 申します。』 

a  しまつ 

『  』 こちら は、 こないだの 始末 を あねに まだ 云って ない が、 あれ を 知られち ゃァ この 上に もま 

どんなに おこる か 分らない と 妹 を 威し 付けて、 そちらの 不始末の 爲 めに 今 鹿お ほ屋 さんと に證 
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人なん かになる こと を 小一 一！ n まじりに 一 ：ム つて 聽 かせた。 そして 印形 を 持って 出る の を 忘れて はならぬ こ 

と、 あすの 叫 を叫途 へて はいけ ない こと を吿 げた。 

その I？？： 口の 二十 四 ロは大 恋の 三 口 nl であった が、 こちら はお ほ屋 さんと もうち 合 はせ をして 時^の 

て が. f. 

來 るの を ^£ つて ゐ ると， 何の こと だ！ 十一 時 IS になって、 T; 藤の 老母が おかつ の 手紙 を 持って 來た。 

そして、 

>j んに& 

〔今 n は あたし は 少し 加： g が く、 主人 はおた なへ でき 上った ii^EJ を 持って行きました^ 守です から、 

行けません。 また 叫 n は 十：^:：:、 明 後口 は 日曜です から、 二十 七 n にして 下さい』 とあった。 

『  』 これ はて ッ きり 徒らに 日 を 延ばす 乎 ぢゃァ ないかと 思 はれた ので、 こちら は 老母 を歸 すと 

Sf んな 

E ぐお ほ屋の 口； 那 にこの わけ を 話し、 自分 は见 に； 指ケ 谷へ 行って 來 るが、 いよく 延びるなら その 

足で 裁！： 所の 方へ 出て、 待ち ぼけして ゐる ものに そのよし を 知らせる し、 若し ェ 藤ら も 行く となれば 

今 Iffi 歸 つて 來 るから と 云 ひ S いて、 指ケ 谷へ 向った。 中で まだぐ づ く^いて る老 はに 出 つた 

が、 うるさい ので iln 葉 も かけて やらなかった。 

そして 行って： 13^ ると、 して T; 藤 は 店に ゐて、 

『ぉッ 母さんで すか』 と いた。 

『  』 こちら は あがり 込み もしないで、 あがりぐちの 土^に 突ッ 立った まま、 怒鳴る やうに 云つ 


た 。『お前さん は！ お前さん は！ うそ を 云って、 いよく 裁判に なっても かま はな いんだ、 ね II 人： A 

爲めを 思って あんなに 云って きかせた のに？』 きの ふの こと を 思 ひ 出して、 奥に ゐる娘 をし り E にか 

けて だ。 

『どうもす みません。 S は、 おか ッ ちゃんが 少し 加減が わりい ッ てんでげ して — 』 

『  』 それ はう そで もない らしかった。 ちょ ッと瞰 らんだと ころで 見ても、 おかつ は 火啄に J?- つ 

て 中腰に なって くすり を せんじて ゐる やうす であった U 巾 將湯か 何 かのに ほひが して ゐた。 どうせ ま 

た 確かにお 花の 二の 前にな つてし まう の だら うと 思 ひながら、 おかつが まァ 上れと 云 ふのに は返舉 も 

しないで、 『ぢ ゃァ、 二十 七 口に や ァきッ とか、 え』 と 念 を 押した。 

.  £  «\げ 

『へい、 二十 七日に ゃァ 遠 ひなく。』 

『ぢ ゃァ、 これから S ぐ 向 ふへ 知らせに 行って やらない ぢゃァ いけませんから、 ね』 と 云って そとの 

士^ を 出て しまった。 向 ふが 待ち 遠が つてる だら うと 思 ふと 氣 がせいて、 電車のう へ も 用意して 來た 

ほど さう^く なかった。 

こよみ を！ ると この 日の 星 もよ くなかった。 が、 あれほどに 云って 置いた の だから、 今度 こそ ^遠 

ひ はなから うと 安心して、 二十 七日に はこ ちら はこ ちらで 別々 に 裁判所へ 行って 兒た。 すると、 矢ッ 

0P, ェ膦 とおかつ と は 時計 を 11 一時 ま で 待っても やって 來 なかった。 
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『ぉク^^:さん- こり ゃァ どうしても il にす るより 仕 かたがないです』 と、 お 花が はの^が 云った リ 

『今 ひ ザって いただきましょう.' あたし は 直ぐ これから 行って うんと 叱り付け ますから。』 お ほ g さ 

んに 1; &ぁ しさせた だけに 對 しても こちら は^ 知で きなかった。 招ケ 谷へ 來た時 は、 もう *  が 付 

いて ゐ たが、 衆：？： も 乞 はないで、 づ かく  M, 人へ とほるが 早い か、 そこに 相變ら すくす りの コップ を 口 

へ r= -ん でた おかつ の、 ； れに 結って K つたと も 分らない 丸 SS をい きなり 取ッ つかまへ て、 ぐいと かの 

を 引き倒した。 それから、 矢ッ. お， り Si をつ かんだ まま、 『このい ね卞 W 生』 と 云って は 左り へ引ッ 1^ り 

『このす ベた をん な』 と 云って は 右に 引き、 『ばいた！ 亂 痴氣！ うそつき！ あね 不孝！ おや 不孝！』 あ 

ら ゆる 1 口と^ しめの 霄 葉と を以 つて 成敗した。 

『  』 娘 は IS ^を 拇られ て 引 きづら れ ながら も、 張. 合 ひの ない ほど 手む かひせ す、 少しも： r 打 を 立 

てなかった。 すると、 

『まァ * そんなに 乎 荒い こと は』 と 云って、 老母が とめに 來た。 こ ちら は それに 向って、 

『あなた も  一^:!: です か？？^ は 何の 爲 めに 取る のです？ あたしから 兑 りゃァ また 一 一十 も 年う へな くせ 

に、 北 5 いものが いぬ T が 生の ik 似 をして ゐ るの を、 そばに ゐて、 默 つて 許して S くと ァ どうしたんで 

す？』 

『つい、 氣が 付きません でして 11 』 


『それほど 老いぼれて hs ゃァ、 こッ ちの する ことに ゃァ かま はないで S いて 貰 ひましよう！』 断う ま 

で 思 ひ 切って 云へ たに 就けて は、 今 ひとりの 相手に もぶ つかりたかった の だが、 その 相手が どこに も 

見えなかった ので、 なほ 老母に、 『息子 をよ こし もしないで 11 ただ 逃げ まわらせてば かし！』 

『おたな へ まゐり まじたんで ございま すが —— 』 

『おたなへ なんかいつ だッて 行けます』 と 云 ひ 放って、 いき ど ほりの 目 を また 娘の 方へ 向けた。 

『  』 娘 はこ ちらの 手. V 離れる と、 押し付：^.&れた^£^^まをぐぢゃ/\になった髭と共に前方へ 

垂らした まま、 横向きの 腰の あたりから 疊へ ひらたく ね K たかみ 半身 を ひろげた 兩ひ ぢと兩 手と で 

けし やう 

以 つて 起し 初めた。 そして 段々 とこ ちらへ 向いて 擧げ て來た その：^ が ほ を 見る と、 くッ きね した 鼻 

す ぢで以 つて 分 たれる 兩 方の 目つ きに も、 顿の 色に も、 こちら を 恨む と 云 はんよりも 却って 許し を 十 

分に 乞 ふやうな 意味 を见 せて ゐた。 それが 可哀 さう にも a える と、 今 出した 腕の 力に よって かの 女の 

髮 がす ッ かり 拔 けなかった の を 不思議に 思へ た。 が、 H 藤の 老母 を も 叱り付けた その 勢 ひがま だ< 

錢 つて ゐ たので、 娘の 顔 を 穴の 明く ほど 瞰み 付けて、 

『かさねがさね 親の 顔に 恥 f 塗り付け ゃァ がって！ 今夜 は お前さんの 1^ 斷 おろそか にして ゐ るお 父 

ァんに 成り 代って 1^ 敗して や るんだ！』 實 際に、 お 父ァん のた まし ひで も乘り 移って ゐ なかったら、 

ら， ^ぅ 

こんな、 云 はば、 生まれて 初めての 亂暴 など はする 蒈 がなかった。 S ぐるし い 程む ねが どき/ \ する 

母の 立ち 5»  so  J 


n ぉ七怨  PC こ i 

のをリ し^めよう とすると、 太い 膝 を 揃へ て ちゃんと 坐 わって る D 分の 手 も 指 もぶ る （- 餌え てゐる 

のに^^がっぃた。 

『ぉッ * 母 _ さんの 11 はめなら、 どうな つて..^ .1 お恨み. S. しません！』 娘 は 俄かに すすり泣きに 

なって、 そのまま 倒れ伏して しまった。 

『わたし も 巾し わけが ありません から、 あす C ナく 淺^へ 歸 ります』 と • 老母が 云った 時には、 こちら 

も あふれ 出ようと する むせび を 無理に 押さへ てわた" 

あまり したの を 返り ると ♦ 。 分の 娘に だッて 少しき まりが. 惡 いので、 二十 八 口にな つて、 .H 

分の 弋ゅュ としてお ほ S さんに ェ 藤のと ころへ かけ 合 ひに 行って おった。 それが 歸 つて 來 ての 話に よる 

と、 ェ藤も 今； i"; こそ はさう く 逃げても ゐられ ない と：： たの だら う、 確かに あすの 十二時 を以 つて^ 

釗 所へ 出る ことに した。 が、 そのつ いでに、  - 

『お ッ^> さんの やりかた も 少し ひど いぢ や ございま せんか』 と 恨んだ さう だ。 『なん ぼ 叙 は その 娘の. せ 

を. ^.E にしても いいから ッて 巾せ、 その 朝、 もやう により ゃァ栽 M へ も 行かせ.. 5 ッ て：^ はせ た 頭 

をお つて 引きす り まわす とァ t  いめ. 某 利に も糾 しましょう ッ て。』 


-; うく. Cji 

『  』 今では それ を 後悔して ゐ ないでも ない が、 こちら を さう おこらせ たに は * 無斷 でまヒ は 頭 

しな か つたの が惡ぃ ではない か？ 

『あたし は^にお ッ 母さんの 愛に おぼれて ゐ たわけで もありません が、 ね』 と、 おかつ はお かつで 一； ム 

つた さう だ 。『ねえさんと は 遠って、 お母さんの あと 取りに もな つてます し、 ね、 また 子供の 時から T 

ッと 一 緒に ゐ ましたし、 それで 今度の こと だッて ！ たと へ あたしが 惡 かった にしても、 ね il つま 

り、 ぉッ 母さん は あたしの 昧か ただと 思って ましたんで すよ。』 

=  』 それ も、 尤もで ない ことはなかった。 が、 事件が 事件 だけに、 お 花の 方へ も 義理 は 立てな 

ければ ならなかった の だ。 

『了  & さん も、 成らう ことならお ッ 母さん を も 一緒に 引き取らう ッて 云って 晃れ てるんで すのに ！！ 』 

IP  こ zy え « ^ス 

^  』 そ A な こと は、 然し、 金輪際で きる もの か？ それほどの 親切 だから、 こころざ しとして は 

喜んで 受ける が、 お 花の 手 まへ も ある こと だ！ それ をお い、 それと 承知す る やうな 母で はない。 『あた 

しゃ ァ これ 力ら 石に かじり 付いても、 娘なん ぞ にや ァ手 よらないで やって 行きます、 わ』 と， お ほ 

屋 さんに 答へ た。 

『御尤もです。 それに ゃァ、 お前さんに 獨 りで つて 行ける 腕が あるから だら うが、 ね o』 

『腕 おん 力 一本 や 二 本 切られち まっても』 と、. 笑 ひに まぎらして 話 をお しま ひに してし まった。 そし 
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てこの こと を 深 川まで 知らせに 行った ので ある。 ぉほ屋 さんに お 

『s でで も 分る こと だ』 と 云 はれた けれども、 ぢ かに 逢って お 花 を 少しで も f せて やりた かつ 

た。 『とうく あ If  f つかんで 引 零り まわしたん だよ』 と 云った 時には、 あの 場に 於 

ける やう II みのなかった の は 勿論、 この 基に 蒸 含まれ Is きど ほり も f 少く なって 

ゐた。 だから、 お 花の 答へ として、 

『いい だが、 それでも まだく 足り ゃァ しない、 わ』 とあった の を 

『だク て、 まァ 11 』 と 云って 打ち m してし まひたかった 

公 4SI き は、 それでも 撃に、 一月 二十 九：：： の 午後 すんで しまった。 にらみ 介 ひな 力ら 

も、 お 花が はが 何 ごとに も B つて ゐ たのに 比べて は、 S とおかつ と は 可 f ぅな ほどお と 力，. か 

『さ ァ、 これで 大丈夫、 大丈夫 丄 斯う、 お 花き 分の- t からでき た藝を 渡された 時に わざとら 

しく 叫んだ。 そして その i で S 分の 亭ま 取られた こと I 知して！ まった わけになる の を も. 5 

て か、 知らない でか、 如何にも 勝ち誇った やうす で 引き上げて 行った のが、 こちらに はおろ かの やう 

に见 えた 。『一杯 どッ かで f ましょう か、 ね』 と 云 はれた の を も、 こちら はお かつやお I さんの 手 

まへ を 思って、 それとなく 斷 わった。 


さう かと 云って、 歸り道 や 電車 を こちら はお かつ 等と 一緒にな りなから、 かの? -へも 亦 話 をし かけ 

る氣に はなれなかった ので ある。 

二月に 1&< つてから、 早々、 お 花 はまた 刖 なをと こ 容をニ 名 つれて やって 來た。 そして こない さの 

お 禮を云 ひたいから is つて、 大屋の 旦郏を も 招いた。 さう 云 ふ 飮み喻 ひの 費用 を 凡て また a> に拂は 

せた。 

いくど 

『今 俊拂 ひます よ』 が 幾度 かさなって 行く のか 分らない。 そんな/ J となら、 ぃッ そのこと、 來 て吳れ 

ない 方が ましであった。 以前に はお かつの 方 を 目 かけ 肌 だと 思った が、 この頃で は、 却ってお 花が さ 

うした 女で ある やうに 分って 來た。 

そんな あね 娘に 比べる と、 矢ッ 張り、 いもうと 娘の 方が どれ だけ 可愛い か 知れなかった。 

か て 1 てき 

『あたい はねえ さんより ゃァ I 的、 ね、 ®5 へる し、 お 勝手の こと も 好きだし』 と、 よく 云って 

ゐたッ けが 11 。 それが あんな ひどい 目に 會 はせられ たの を 恨み もしないで、 si らす おそう ざいな 

ど を 持って 來て „4< れる。 

『  』 こちら は、 然し、 まだ 心が 解けな いので、 話 を 仕 かけて やった ことがない。 

r ぉッ 母さん、 すみませんが、 け ふ、 髮を ちょいと 結って いただけますまい か？』 斯う おそるおそる 
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云って、 もっと ひや 髮 S 儿ハ をまで，： n 分で 白 分のと ころから 持って 來られ ると、 まんざら 結って やら 

ない わけに も 行かない。 

『  』 これ を g んで、 可哀 さう にも 引きす り. まわし たんだと 思 ひながら も， 矢ッ 張り こちらね 

^T^^o 而と 2 つて 額 を いはせ るの を すら わざとに も 避ける ところから、 たま/ \髮 いの 缺说を 

仲： ん ちとして 額が 出くわしても、 おもて 向き 何だかお 恥 かしく ッて、 直ぐ s を そらせて しまう が、 心 

では、 KJ の 無 t:! のかつ ゑと- g しさとの 爲 めに、 ^3分の喉まではぐびリと込み上げて來るものがぁって 

も 、 それ を淚と な ら な い う ちに また 飲み込ん でし まう のであった。 

— (大正 八 年 六月) 11 
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辯さん の 女中のお 1 さんが 果して まもなく 引ッ 返して 來た時 g、 ます はわ ざと 何げ ない ふり を 

して 狭い 居 あがりが ま..？ m て、 そこに 突ッ 立ち、 § きを 土 g へす ッと這 人って 來 るお 隅 さ 

んに 向って 

『また どうしたの』 と、 ； J ちらか を 越して 磬を かけた。 

i さんの 財布が ありませんでした か？』 §iii0liii 

立てつ づけに 云った、 『奥さんが ここで^ したに 逮 ひありません が 1. 』 

『いいえ、 そんな 物 は—』 ます は 自分ながら ％i が 利 I ぎる I はれる ほどのと ぼけ かたで あつ 

た。 

『確かにここょりほかに^5^したところはなぃのですが II 』 

『ことより ない まった ッて』 と、 わざとお どし 付ける やうに までして、 i ちて なかったら 仕 かたが 


ない ぢゃァ ありません か？』 

『  』 お 隅さん は その 顔が 赤くな つた ほどむ ッ とした 樣子 をして、 その 足 もとなる 土間の あたり， 

を兑ま はした。 資は、 見 ま はすの も 尤もな ことで、 そこに そら 豆の さやの むき かすの 上へ g ずが ％ち 

たの だ. それ を 1. 奥さん やお 隅さん が歸 ると 直ぐ II 拾 ひ 取る と 同時に、 その 豆の さや を も 手 やく 

かたづけて しまった。 

『疑 ふなら、 兄せ てあげます、 わ。』 ます も 土 へお りた。 そして 相手が E をつ けて る 籠 を眞ン 中の： g 

察の、 こちらへ 尻 あがりに あがって る 下から 取り出して、 『この さやが お.^ ら かってた ばかり ぢゃァ あお 

ません か？』 

『この さやの 上に^ して あつたに 逮 ひありません。』 

『おや ァ、 何 かそん な證據 があります か？」 

『  』 お 隅さん はまた むッ とした まま、 W らく 默 つて ゐた。 それから、 かの？：^ は 何も 云 はないで 

估 を 出て 行った。 その後ろ 姿に 向って、 ます は、 もう、 安心 だと 云 はない ばかりに なつこ、 

『そんな 疑 ひ を かけられ ちゃ ァ、 うちが 迷惑です よ。』 

らく は そのまま； g りで 土^に 立ち どまって ゐた。 すると、 意外の ひろ ひ 物が 嬉しい 爲 めに いつに 

なく.^ の あながと ほって か、 店に 飾って ある 靑物ゃ 水 子の いろいろ なに ほひが こと 新しく ぎ分ォ 
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られ た" そして こがねれ にも、 熟し & ぎの f にも、 洗ひ大 f 小 かぶ S さに も、 いんげ 

ん やほう れん § ，にも、 すべてお かね S がべ たくと くッ 付いて る やうに また。 

『おい、 三十六^ 五十 錢這 人って ゐ たぞ』 と 云って、 うちの 人 もまた 額に ゑみ を 溢れさせて あがりが 

まちのと ころまで 出て 來て ねた。 

S える おゃありません か！』 g う， たしなめて、 ます もに こに こしながら S び 奥へ あがって 行つ 


た 


f んと 女中と が こちら H ませて やって るが ちゃん を つれ S つて 行く  I ぐ その 落し 物を 

こちら は ひ^った の だが、 このは、 うちの 人 は 店 さきで 註文 かごへ お得^から 聽 いて 來た 註文の 物 

を 入れて ねた。 その fi;- つに は、 はだし も 同然の やぶれ 靴 を はいて るので— 店の 攀 からお 

勝手の 方へ ま はらせ、 こちら も； i に 行つ i どころ へ 出で、 と-の あは ひの 障子 を 管 切って、 

奥さんの 布を见 せた の だ。  . 

『 …：： ： 』 S こちらに かま はないで、 fa^^i^a. 嬸 U 

よごれな ど I れて しまった のら しいが、 こちら も そんな こと をう ちの 人が して ゐ さに 注 I 與へ 

る ひま もなかった。 

『そん jh; こ iJ5 入って るの？ あの 奥さんの こと だから ね。』 


『向 ふ は、 もう、 てッ きり 感づいて るに ちげ ひね いんだが』 と、 娟も まだ 居^に 立って ゐ ながらの KM 

へであった、 『こ ッちは 飽くまで 知らね いでと ほして しまう、 さ。』 

『そり ゃァ、 きまって ます、 わ。』 店の 方を氣 にしながら， ます は 自分 も 財布の なか を數 へて 見る と、 

うちの 人が 云った とほり であった。 そして そのほか にも 何 か， 奥さんの 男で もあって、 それから でも 

來た 秘密な 物で もない かと、 贅澤 にも 物好き ごころ まで 出して 調べて 見る と、 まだ 新しい 電十 sf の回數 

たんす 

と 三つば かりお かね 受け取りと 鍵ら しいの が 一 つと だけあった。 『こんな 物ァ どうし ましよ 

う？.』. 

『よその 受け取り なんか』 と 云 ふが 早い か、 うちの 人 は それ を 手に 取って 引き裂いて しまった。 そし 

じ や-つ だん 

て 鍵 は ゆか の 下へ 投げ：；^ ん でから、 財布 を 冗談の やう に こ ちらから ひッ たく つ た。 

『  』 ます は それ を も 亦 St しゃ ffi のこと に 使って しま はれた くはなかった。 自分 ク は. - が，. ギ： れ ると 

+趴 ぐ 死んで、 その あとの 乳 をそッ くり i の 坊ちゃんに 飮 ませて ゐる そのお 禮だッ て、 かねで おへば 

ねな か 

分の 物に はならない ので、 ：S 月 衣 物 や 何 かにして みつてるのお。 今月の は、 また； やがて ra 舍 のお 

なつお び 

盆が 來 ると 坊ちゃん を つれて 一と 晚 里へ 歸 つて 來 るつ もりな ので、 その 時の 爲 めに 夏帶 を賴ん であ 

る。 それら もみな さう だが、 今度の 拾 ひ 物 だっても その， Ms の 赤ン坊 のお かげで -—— いや、 今 一 つ" VI 
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SI  tt? せ  p  二- 

ち 入って 云へば、  a 分の 兒が 死んで 臾れ たお かげ だ。 だから、 うちの 人に だが、 笑 ひながら、 『わたし 

と!^ M わけよ』 と、 念 を 押さない では ゐられ なかった。 

それ は 午後の 一 時 s; のこと であった が、 四時 近くなる と、 また 坊ちゃんの 乳 を 飲ませに お 附さス が 

やって 來た。 そして 

『わたし、 うらな ひ師に 見て やって来ました、 わ』 と 云った。 

『うらな ひです か』 と、 うちの 人 は 初めから I 似して、 『うらな ひなら、 わたしで もやって あげます 

よ。』 

『どうせ 常る も 八ぎ、 《5 らぬも 八卦でしょう。』 ます も 自分で 成るべく とぼけて ゐる やうに した。 力 

氣 になる ので、 乳を飮 ませながら も、 『どう 云 ふこと であった の？』 

もったい 

『それ は 云へ ません』 と、 お 隅さん は勿體 らしく 答へ た。 

『  』 けれども、 こちら は それ をお こる わけに も 行かなかった。 

『肘 布 こ， Ij む 入って た k がない ので 奥さん は 困って ゐ ます』 と、 さも こちらの せいで ある やうに して、 

歸 つて 行った。 

ぢょ  - 1 

『な ァ、 どうせ これ は 出ません とで も 云 はれた の だら うよ』 と、 うちの 人 はかの 女が 歸 つて 力ら も】".^ 

をく くって ゐた。 


A うぶん 

『でも、 いつ 調べられ るか 分らない から、 當 分の あ ひだ は 持って ゐられ ません、 わ •』 

『ぢ ゃァ、 どうす るんだ？』 

『思 はす 授かった もの だから』 と、 こちら は暫 らく おろそか にして ゐ たお^ g:.2b:Kr 夜 は 上げる 氣 にな 

つてた ので、 『ま ァ、 祌棚 へで もまつつ て 置きましょう。』 

『それ もよ からう が 11 』 うちの 人 は 拾った 財布 を また 腹が けの どんぶりから 出して 見て、 『/J んな財 

布 こそ、 持って ゐ ると、 却って 疑 ひの 種に なら ァ！』 

『  』 ます も 初めて さう 氣が 付いて ると、 攮が 今まで 大切 さう に それ を そのまま 持って ゐ たの 

を 攻めた くな つて、 『分って るぢ やありません か …… 』 

『いいに ほひが して ゐ るが、 な 11 女 郞か藝 者の やうな』 と. 渠は わざとら しく 二度に も 三度に も 

いで In- てから、 現金と 電車 錄とを 取り出す が 早い か、 こはく 色の 緒の 財布 を 二つに 引き裂いた • そし 

て それ を も ゆか の した へ 投げ；； S ん で 1、 ま つた。 

ん  * んか 5 

『  』 ます は 蚊 やり 線香 を 一 と朿ね づっ寶 つた あとの 細長い 明き 箱の ； つに 現金 を 入れて ちゃん 

と蔬 をして.， それ をね すみ 入らす の 上なる 神棚に 上げ. ついでに、 まだ 早い が、 お 燈明を もっけた。 

そして 不斷 はう すぎたない、 うすくら い 居 ii だが、 それが 何だか 花やかに なった やうに おぼえた。 た 

ッた六 の 一 とまに、 鼠 入ら 一 Y の 外に 簞 苟も あり、 さう めん 箱 も 直ね て あり、 はしご 段 も あり、 ちょ 
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泡^ 仝： 站 堪 七お  E 

ク とした ii が はり ハ 半 の あがり 口 をふさがない やうに 置いて あった。 

すると、 また 七， む 「お 乳に なって、 お 隅さん が 坊ちゃん を つれて やって来て、 

『奥さん は をお にる のにお 隣り の 1 を， ましたが 1-， わたし、 おいな りさんへ 伺って 來 たら、 

矢ッ 張り、 よく 常って ゐ ます』 と 云った。 

『  』 こちら はかの 女が 來 るたん びに これから そんな こと を 云 ふの かと ふと、 たまらなぃぎカ 

し て ：^^ た ナ れ ど 、 相 變 ら ャ そ ら と ぼ け て 、 『 お い な り さ ん に ：：： 力 ぁ り ま r- 力 丫 』 

『あるから お るんで しょう』 と、 お 隅さん もっけつ け 答へ た。 その 一： ム ふところ によると、 これは^し 

て 通りすがりの ものな どが 拾った ので はない. 肘 布 を 落した 奥さんの いつもれ きつけて るう ちの 人が 

拾った ので — 名 を 云っても いいが おへて 兑れば ぐ 分る こと だ。 その人の髮は.ぼぶさんと^^じ髮に^ 

ゥ てて —— 0 

『  』 そんな こと はこ ちらへ 疑 ひ を かけ てれば、 おいな りさんで なくても 云へ る ことで はない 

か？ 女中が 奥さんと ii して 來て、 尤もらしく いい加減 のこと を 云って るの だら うと 見えた。 で、 な 

4ェ も 心 をみ ち 付けて ちょ ッと祌 棚の 方へ n を やつてから、 『おいな りさんへ 行って 來 たの ぢ やないで 

しょう。』 


ヒ c みや-り 

f うそ だと ゆの？』 お 隅さん も 『け ふ は大厣 景氣 がいい やうです、 ね』 と 云って、 ぉ燈 明に 氣を付 

けて ねたが、 その 話の つづき を 語った のによ ると、 奧 さんの 帶のぁ ひだから 財布が 半分 額 を 出して ゐ 

た 時に、 その 人 は 早く  T 落ちれば いい、 落ちれば いいと 思って た。 

『  』 成る ほど それ はほんた うのこと だ。 こはく 色が その 通り 出て ゐた。 

『そのうちに 落ちた が、 奥さん は 話に 夢中に なって ゐて、 氣が 付かなかった。 それ を その 人 は そッと 

かた 足で 以 て 引き寄せ て、 物の したへ 隠して 镫 いたの ださう です。』 

『  』 それ も ii 遠って はゐ ない。 物と は そら 互の さやで、 そのした へこ ちらの 足で 以て 取り 敢す 

突ッ 込んだ の だ。 どうして そんな ことまで が 分る のか、 少し 不 £$議 に またお そろし くな つて 來て、 こ 

ちら はわれ 知らす 坊ちゃん を 抱いて る まま 縮 み 上った。 そして この 少し 前から お 隅さん の 話 を n 分 だ 

けで 避ける やうに して、 うらへ ぬけて 出た うちの 人 を 餘り圖 闘 しく 勝 乎す ぎ はしない かと 恨めしく も 

なった。 

『その 人 は 然し 强 情な 方 だから、 なかく 尋常に は {n 狀 しさう でない が、 おいな りさんが 知って ると 

云 ふこと を 俊々 云って るう ちに はた まらな くな つて 盜ん だもの を 出す ッて o』 

『然し 盗んだ のぢ やないで しょう』 と、 つい、 おこりた くな つて こちら は 口に 出した。 

『でも、 盜ん だの も ：！^ じでしょう- 1 拾って それ を 渡さな いんだから？』 

お^の 信心  四 llfl 


四 一 六 

^七卷  、 

『 …：： ： 』 さう M はれる と、 こちら はまた If なかった。 默 つてる に 越した こと はない と 思って 

もの あと はた だう すら 笑 ひに まぎらして ゐた。  $2, 

女-メ^って 行った あとで、 うちの 人 はの ッ そり うらから 這 入って 來て、 先づ 神棚のお かね を 取り 

おろした。 

『こんなと ころへ m はいと き ゃァ、 ぐ = ^られ てし まふ、 わ な。』 

『考 です よ。』 お 隅さん にじろ りと そ S 方 & られた 時には こちら も ひやり としない では ゐられ なか 

『 •：：：•• 』 うちの 人 はお かね § 人った 糞 管 § へ 持って行 つたが、 それ はず 分 基い からと 

こちらが 反 したので、 M 入ら J 入れた。 が、 それ もどう かと 二人で 心配した ので、 S さう めん 

の 大きな から 箱へ 投げ込んで、 そのまま それ を うら 土^から 明いて る ゆかしたへ 押し入れた。 そして 

『折う して & 3 きさへ すり ゃァ、 誰れ が 來たッ て 分り こァ ねい や』 と 云った 

『 …：： ： 』 こちら はまた そこへ、 丁度、 二階 を 貸して あ ft の醤が 君て 来たので、 ifi 

つて 何 ゆ はぬ 挨桜 をした。 


その 晚は、 店へ 買 ひ 物に 来る よその 奥さん 達 を 初めと して、 女中の やうな ものにまで、 ます は！^ g 

があった U 

へ うきん 

『八 巧屋 さん はいつ も 剽 輕な人 だが、 今度のお かみさん がまた 矢っ張り 無 愛 相 だ』 と 云 はれて ゐるこ 

と は、 前々 から、 自分 も それとなく 聽 いて 知って ゐ るの だが、 うちの 人の 仕向け か，， こで は 女房が、 に 

4U- さう 

愛 相よ くして ゐる こと はで きないの である。 

fw 姓 上りの 八百屋 ふぜいで ありながら、 ひま さへ あらば 哲舉 とやら 云 ふ 六ケし い 本 を讀ん で. 3 て、 

何 を 話しても 話に 乘 つて 吳れ す、 さう して I 週間に 少 くも 三 晚と云 ふ もの、 鎮はキ ッと店 を 明けて、 

自分ば かりが 芝居 を 見に 行く の だ。 

しん！ 《 

『芝居 は 新派に 限る、 面白くて 分り 易い』 と 云 ふの はいいが、 自分ば か. の樂 みであって、 こちら を 

1 遍 だって 一緒に つれて 行かう と はしない、 そのたん びに こちら は ばか させられて、 みやげ 

一 っ賈 つて 貰った ことがない。 そして 日々 の 儲けと 云へば、 うちの 人にば かり 使 はれて しまって、 女 

房の 樂 みになる もの は 少しも 殘 つて ゐ ない。 

『これ ぢゃァ 、わたし だッて 詰らない、 わ』 と 云って 見た. とと も ある。.  ， 

『をん な は 皆 さう した 役割 ：^. になって る もの だ』 ッて、 

『へん、 馬鹿々々 しい』 一番 初めの かみさんが 店の 寶リ 上げ をち よろ まかして ゐ たこと が 分って、 い 

ぉ塘の 信心  j 七 


li  ^七卷  0 一  尸  / 

よいよ ぉ拂ひ 箱になる とき まり、 の 方から 仲人が 迎へ 取りに 來た 時、 かの 女 は 二階から なかなか 下 

りて 來 なかった。 どうして ゐる だら うと 心配して、 うちのお 袋が あがって 行って 見る と、 かげ も 形 も 

なかつ』」。 まさか、 消えて しま ふわけ もない がと * ふと、 戶 夢の ふすま を 明けて 見て、 

『お前 は、 ま ァ！』 忍 はす 腰 をぬ かした と 云 ふ。 かみさん は戶 棚の 中に あ ふ 向けに なって、 E を 一文 

字に かッ 切って、 ii までが はみ出して ゐた。 a へ歸 される のお 恥 だと 思って、 髮 剃りで 切腹して 死 

ぬ：^ こなった の だ。 それ tH^ ぐ^ を 呼んで 假り縫 ひ を 受け、 病院へ 送られて 全快した さう だが、 餘 

ッぼど 敬ぎ のきつ い 人であった かして、 ぉッ 母さんに けられた 時には、 あ ふ 向けの まま、 はッき 

is^ した 81 で、 

『どうも 斜.^ ません』 と 云った さう だ。 二. 度 目の かみさん も 亦へ そくり ばかり 擦へ てゐ たの だが こ 

17  かん ぢ やう 

れは それが i たかまで 溜る と M かたへ 持ち 述んで 行った。 どうも 費り 上げの 勘定が 餘り合 はなさ 過ぎ 

ると 云 ふところから、 段々 また 分って、 追 ひ 出されて しまった。 

手 傅 ひかた <\來 てね たお 袋 は、 こちらが 腰 入れす ると 直ぐ、 その あくる ほから、 

『ま ァ、 これで 安心 だ。 年寄りが ゐては 若い ものの になる から、 わたし は歸 ります』 と 云って、 

はへ の 方へ  一 了って しまった ほど 人の いい 方 だから、 お袋の ことで 夫婦喧嘩が 起る やうな こと はな かつ 

だ。 して tr ^ると 矢張り、 へそくりの ことが もとで 二度 も 夫婦別れ をした ので はない か？ 


『お前 だッ て、 また？ S 出して-やる さ』 と、 うち ひ 人 は t^i げやう に. - またお どや ゃヲ に、 ^^.f 

と 力 ある。 けれども、 代.々 のかみ さんが 揃 ひも 揃って 同じ やうな ，,0 ど をず ると は、 何 かわけ おなけれ 

ばなら ぬ。 そして どう 云 ふわけ かと 云へば、 つまり、 うちの 人が まま 過ぎる からで あら， う も 

自分ば かりが 見たい こと、 したい こと をして、 こちらに は 少しも そのお させて 臾れ ない。 

『 一 體、 どうした わけなの』 と、 うち 解けて る 時、 て M て も、 

『きょうらく は 自分 ひとりでなければ できぬ もの だ』 などと、 わけの 分らぬ こと を 云 ふのお a. 

『  』 それで は、 こちらが 別に また 隱 しごと をしても 仕 かたがない ではな C か？ 

ひろ 

それ はさう としても、 拾った おかね は 店の 上りで はない。 こちらが きたの だかき ちらへ みんな 

吳れて 置いても、 遊现 から 云へば、 少しも かま はない ので ある。 そして、 それで 以て 少し はこ ちらの 

^«^ぬきをさせて吳れても。 

然し こちら も ,3 分ながら おそろしい ことがないでも 無い。 巡査に 訴 へて あると 云 ふから、 これが 若 

I 公け の 沙汰に なった I 紹に、 自分 だけが 罪 を 着る こと はい や だ。 せめて は、 うちの 人と 一緒で なけ 

れ ば- 

さう だ、 そのつ もりで 半分 わけ を 知して あるの も 知らないで、 £A はた だに こくと 嬉しがつ てる 

ぉ敏， ひ 信心  g  .  I 
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の は を^し い。 

が、 こちら も 亦 I 方で は、 もう、 わが 物に なった かの やうに 思って る瞎 しさが、 ひとり 手に お 客 さ 

ん途 に^ i をよ くした の だが、 一と 晚 中の 儲けなん かいくら あっても 知れた もの だと 思 ふと、 早く 店 

を 締めて、 今一 庞 床した の 物 を 数へ て见 たかった。 

『お？ ^に：；；： つてら ッ しゃいよ。』 一 いじまり を々.^ がせて、 うちの 人を錢 湯に やつてから、 むッ と^った 靑 

物 や 水 子のに ほひの 中で、 こちら も^いで 一 つの 竊床を —— これ もこの 際 新ら しいのに したいが と 

思 ひながら 11 敷き 延べた。 それから、 その の は づれへ 腹 15! ひに なって 晤ぃ 床した からさう めん 箱 

を 引き 出した。 餘 りに 力が 這 入って、 胸 を 押し付け たので、 今 坊ちゃんに 飮 ませた その^りの 乳が し 

ぼり 出されて ひとへ 物の s:^ をぬ らした。 

ぬく といやう で 而も ぶんと したに ほひが、 いつにな く、 自分の へ するどく きこえた。 そして 近 ご 

ろよ く 笑 ひ 55 した 辦 ちゃんの j ^零さ を も 浮べた が、 同^ に またお かねの 額 も 兄たかった。 

かた 手で 胸の ぬれ を 衣 化のう へから 一 とこす り— ながら、 他の 手で 以てから 箱の 屮の 線^ 筘を 取り 

上げた。 そして その 屮を の もとへ 來て 立ちながら 調べて 兑 ると、 前に 數 へた 通り そッ くりして ゐ 

た。 にッ こりし ないで はねられなかった。 そして 奥さん を 世に 結構な 人 だと 思って る だけ こちら は 前 

ら ケゃ t3n!.=t を ゆって るので、 拾った 物な ど 返して やらないでも いいと 云ふ氣 になった が 若し 


それが いけないなら、 その 申し わけに 坊ちゃん を 貰って しま ひた かつ JSJa 

『ぃッ そわた しにお 吳れ なさい、 な』 と、 もう 先に 云った の は、 おかねで はない、 坊ちゃん をで あつ.. 

た。 それが 初めて 笑 ひ 出して、 こちらの 顔 をに ッ こり 兒た時 は、 何とも 云へ ぬ 可愛 さが 出て し ッかリ 

胸に 抱き締めて ゐた。 新うな ると、 我 子 も 同様であった。 奥さんに はさう でもなくて、 つれて 來る 

中に なついて るの を、 ぃッ そのこと 今のう ちに こちらに ばかり 向けたい ので ある。 

考 へて 見れば、 坊ちゃんの 爲め にも 飛んでも ない 惡 いこと をして I 然し、 今更ら 返し やう もなか 

つた。 

♦.< そく 

約束の 夏帶は 11 この ことがある 爲め 11 貰へ るか、 ど うだらう と あやぶみながら、 手に 寺って^ 

おかね はもとの さう めん 筘に 入れ、 それ を また ひに なって 力 一 杯に ゆか 下へ 突ッ 込んだ。 その 勢 

ひで、 はたけた 膝が 折れて、 兩 方の 足 を びんと 一大 井の 方へ はね 上げて ゐた。 

『何 をして ゐ るの？』 筒井さん が 丁度 一 一階の はしご を 下り かかって ゐた のさ。 

『  』 こちら はばね 仕掛けの やうに はね 起きた。 そして 『へ、 へ、 へッ』 と 笑って 兒 せた 切り、 

向 ふが 段と 土間との あ ひだに ある 一 つ 便所へ 這 入って また 出て 來 るまで も、 どうして いいの か 分らな， 

い で突ッ 立って ゐた。 今 見せた 不 ざまに 對 する きま： OS 惡 さも 加 は つて 5M。 

『わたし も、 もう、 休みます、 わ。』 

お » "の 信心  BT  一一  I 


泡ぬ^ 坊 ^七^  5--: 

『さう です か？ お休みなさい，』 こちら は ニ^へ あがって 行く 人の 後ろ姿 を じろ りと a あげて、 今の を 

見つ けられ はしな か つ たかと 考 へて ゐた。 

いや、 まさか、 见 つけたの では あるまい。 それにしても、 ゆか 下の 眞ッ くら ところへ 箱の 藍 もな 

し で 突 ッ 込ん で S いたら、 盥が 夜中 に 喻ひ. 散らす かも 知れな いと 忍へ た。 

うちの 人と 入れ^って、 ます も ii へ 行った。 そして 歸 つて 见 ると、 mas の 上の 銃 甕の わきに S い 

て ある 回い IS 時計 は、 矢 _胀 りい つもと！^ じ 程の 時間に なって ゐた。 

ぅちの人はこの=の|5^り上げ』_.1を締めくくってしまったかして、 もう、 とこへ 這 入って ゐた 力 

『おい』 と、 はこ ちらが 1ュ ちながら ちょ ッと綺 E 水 を 額に なすった その 据. を引ッ 張った。 

『なァ こ？』 にッ こりして ふり 返る と、 ！S も 下から ほくく した 笑 ひ を^せ ながら 

『お前、 こッ そり 出して 见た、 な。』 

r ぢ ゃァ、 あんた だッて 11 わたしの 留守に？』 

『おれ はおれの 爲 めに：：^ たの だ。』 

『わたし も わたしの はめに よ』 と 今 Ik 、額 を兩 手で なす 备 けて 鏡の 方を兑 ながら、 『でも、 どう. レ 

て 分った の？』 

『それく らゐの 心お ぼえ はして あら ァ、 な。』 


『あんた はお そろし い. <  ！』 ほんの 無造作の あ ひだに したやう に 見えた ことに も おぼえが あるの だ P  . 

『さんざん、 前々 の 女房に 惡 いこと をされ て來 たから、 な。』 

『だから、 わたし もさう だ 云 ふの？』 こちら は 蕖の枕 もとへ ベたり と 坐った。 そして 互 ひに 笑 ひ を 

見せ 合 ひながら、 『それにて しも、 あすこへ 置い とくなら、 蓋で もして 置かない と 11 に 

『へん、 ねす みが 危險 だと 云 ふの だら う。 とッ くに そんな こと ァ —— 』 

『ほんと に？』 ます は 立って 行って、 床した をの ぞいて 见た。 そして いかにも 鹽が できて るのに 安心 

して、 またもとの 座へ 立ち返った。 

f 大きな はしら 時計 も 買 はなけ bN ゃァ 店の 飾りに ならない し、 自 轉車啳 いい の.. y 買 ひ換 へ なけお や 7 

11 ぃッ そのこと、 早く 使って しまった 方が いい ぞ、 嵐に も 喰 はれね いで。』 

『いけません。 いけません。 それ こそ 直ぐ 分って しま うぢ や あおません か？』 

『分る もんか？』 

『あんた はさう 云 ふけれ ど、 ね 一 I 』 ふと まが 付いて 顔と 共^ 聲を. 低め、 

r 泥棒 だッ て、 俄に かね 使 ひが 荒い.. a ころから 手が 附 くの ぢゃァ あおません か？』 

『それ もさう だが —— 』 うちの 人の 漀も 低くな つて ゐた。 

しんば う 

『今 暫 らくの 辛抱よ。 さう して これ は 店の 買 ひ 出しに使 はないで、 成るべく ふたりの 贅澤品 を 買 ひま 

ぉ壞の 信.^  四 二三 


li  t ル七^  Eli  in 

I よう。』 

『そり ゃァ その 時の ことにして、 さ 一 《 』 もう、 休めと 云 はれる の だけれ ども、 ます は 築に 自分の 手 

を引ッ 張られながら、 〔水ぢ うがしん とする だけ、 そとの 方へ 氣が 取られた。 け ふに 限り 鼻の^ がよく 

明いた やうに、 また "；：^ の 穴 も 特別に 明いた かして、 人の 足お とが 一 々にび くり、 びくり と 自分の 胸に 

まで こたへ て來 る。 そ 上て 四方八方から 家の 中 を 巡 恋 か 謡れ かがの ぞいて るかと 氣 持ち 惡く、 自分の 

からだ 中の 毛穴 も ふし 穴の やうに 大きくな つてる かと おぼえられた。 

ぞッ とする ほどお そろし いので ある。 ぅッ かり 休んで でも ゐ ると、 その まに おかねと 共に 自分の か 

らだを も 持って行 かれさう であった。 それに、 あのお いなり さんと 云 ふ 物が —— E に は 見えない けれ 

ども 11 巡 K 几の やうに まわって る ものと 見える の だ。 それでなければ、 ただ 出しぬ けに 伺 ひに 行った 

ものに して ほんた うのこと が 云 へ る わけの もので はなから う。 

『落ちれば いいと m わって る それが^ち たので、 それ を かた 足で 寄せて 隱 した"』 云 ふこと が 斯うて ッき 

りおって るで はない か？ ふ.；^ し 奥さんが 初めから そんなと ころ を 知って たなら、 こちらに 拾 はせ て あ 

の騷ぎ をす るまで もな く、 自分で その 場に 拾 ひ 返した に逮 ひない." 

し は. Q 

それとも、 わざ. そんな 芝；： ^5 をして、 こちらの 心 をた めして ゐる のか？ 


,i  おつと 

『あんた』 と、 ます は 握られた る 手で 以て 所 天の 手 を 握り 返し、 他の かた 手 を また 纏の 肩に かけて * 

兩 手の 力で 渠を ゆすぶりながら 、『奥さんが、 まさか、 何 かしつ かりした 證據を 持って るん ぢ やないで 

しょう、 ね？』 

『持ったら どうす ると 云 ふんだ？』 

『わざとお いなりさん など 云って、 わたし 達の 心 をた めして、 —— 』 

はくじ やう 

『白狀 しなけ り ゃァ、 最後に 巡査に でも 渡す と 云 ふんか 11 馬鹿！ そんな ことがある けい！』 

やうす 

『では、 どうして 拾った 時の 樣子を 知って るんで しょう？ それが 不 wsi だ、 わ。』 さう だ、 不思議に は 

遠 ひなかった。 が 丁度 その 通りの ことが お 隅さん の 伺 ひに 出た の だとす ると、 どうしても 自分 はおい 

なりさん に 見ぬ かれて ゐ るので あって —— 。 

『おいな りさんが いい加減な こと を 云った のが、 ひよ ッく り、 うまく 當 つたの かも 知れね いや。』 

『そり ゃァ、 ね。』 さう 考 へれば それだけの ことで あるから、 拾った だけが こちらの 猪け 物で —— 嬉し 

や は  ちょ をゥ と 

いこと は 矢張り Si しくないでも なかった。 かの 女 は 所 天の 額へ ぉッ かぶ さる やうに して、 『でも、 ね、 

若し 分った 時に わたし だけが わる 者になる の はい やよ。』 

f 下 だら ねい！』 渠は 少し つれな く Ins^ える ほどこ ちら を 相手に しないで 橫を 向いた。 けれども、 IS}. く 

寢 ろとば かり 云って る やうに。 

お の 信心  g,  二 五 


0^$ 第七^^  四 一一 ナ 

おそ 

『  』 こちら も それ ッ 切り 物 は 云はなかった。 そして 自分の 心に 怖ろ しさと 燒けッ 鉢と 力 加 はつ 

てる まま、 觅に 角、 11 々しくな つて 一 と 眠りす る ことにして、 蚊屋 を 釣った。 

すると、 やがて K ッ くらの 中に 鼠が 何 か 物 を かじって る やうな 音が して ゐる — がり，/ \ と 。また、 

がりく と。 そして それが 庞 かさなる に從 つて 大きく 聽 える。 ふと、 例の 物 をで ないか 知らん と つ 

たが、 手 あしが くッて 立ち あがれない、 まるで 何 かに 押し付けられて ゐる やう だ。 そして の 中が 

はッ きり 見える のが 不 議 であった。 そのうちに、 驚いた ことに は、 の 11 ぬけて. 一尚い 泥棒がぬ ッと 

床の 下から § 船 をして 現 はれた。 ぁッ とた まげて 叫ぶ つもりで あつたが、 どうして も^が 出ない。 

『/。い、 ぉハ』 と 呼び 起された ので n を さます と、 自 分の そばに うちの 人が からだ 斗.^ I して ヌ 

た。 

『何 か 云って …… 』 

『  』 別に 返 S もな く、  はまた ぐッ たりして しまった。 

『夢 を：： ルて こわかった。』 こちら もぐ ッ たりと、 ただ 一 n でも 演 田の 奥さんの やうに なって 兑 たらと 

ひながら、 また 眠りに T 落ちて しまったの である。 すると 今度 は、 何だか かう がう しい 森の 中に 资レ 

がいくつ も 見えて 來た。 その 奥から、 祌 さまら しい ものが しづ しづと 下りて 來る。 自分 はた？ -た 

ん产 , , 

だ.^-そろしぃので節ぇてゐると、 段々 近くな つて、 神の 顔が 竊 田の 旦那に える 


が、 それが 不斷 よりも I 歷 こわい 目 やき、 口つ きをして、 

ぬす 

『お前 は 人の 物 を. 盗んだ の だ。 盜ん だの は 仕 かたがない としても、 おいな bv さんだ けによ く. ni 狀 して， 

その 罪 を かばって 貰ふ爲 めに 4. 母 日 色の 付いた 御飯 を あげろ。 さう しないと、 I とき は 得 をした やうで 

も、 直ぐ あとで それに も增 したわ ざ は ひが 來る ぞ』 と 云った。  J 

『  』 自分の つもりで は、 地べたへ 手 を 突いて、 へ. $ 長 ま-. ました、 きっと その 通. 致します と 

答へ た。 が、 その 心持ち だけの 引き 蹄 まりが 自分の からだに ないやう に おぼえた。 

額の こわい のに 比べる と、 さう 怖ろ しい こと も 云 はない の だ、 いかにお 米が 髙 いと 云った ッて、 僅 

かの 赤飯 かこわ 飯ぐ らいで ことが 濟 むので はまこと に 結構で はない か？ 

あんぐ わい tt* 

『さう、 さ、 おいな リ さん も 案外 話せる わい』 と、 うちの 人が いつもの やうに 冗談 を 云った と 思へ た。 

で、 自分 も それに つれてお ほ 笑 ひ をした かと 思 ふと、 0 がさめ た。 矢つ 張リ、 あつ 苦しい 蚊屋の 中に 

ゐ たので ある。 

そして またう ッ とり g リに 落ちて しまった。 

すると、 今， M はまた —— 

自分の 產 むと 直ぐ 死なせた 兒が 大きくな つて、 濱 ffl の 女中さん に 抱かれて 歸 つて 來た。 そして その 

お $p の 信心  IS 二： 七 


泡^ 仝 七卷  四 二. ノ 

お 隅さん が 

『早く 乳 を あげて §ir もう、 時が 米た やうです から』 と 云った。 いつもの 通りに だ。 

『おう、 坊や！』 こちら は 然しい つも 通りで は ゐられ なかった。 不斷と は 遠って 可愛 味と 珍ら しみと • 

を 以て、 『歸 つて 來た のかい？ よく 歸 つて 來 ました、 ね！』 

『  』 i や はお 隅さん の 手のう ちに ぴんく と はね 喜んで、 やがて こちらの 手に 抱かれろ と、 こ 

ちらの 額 を うっとりと a 上げて にこく ッ とした。 すると それ は 人の子であった。 

ドば さめて a ると、 さきの 夢に 兑た ii のお そろし さに 死んだ 兒を思 ふ 情けな さまでが 加 はって、 

延す、 して ゐ るから だの 手 も 足 も、 また どこも かも、 動かせない ほど 世の中 をい や ァな氣 がした。 分 

もこの まま 死んで しまっても いいやうな — 。 泥棒 同前の こと をして まで 生きて ゐ ないでも いいやう 

な  。 さぅして.111分ら人£^のぁさましさが^?へられた。 

けれども、 そこへ、 また、 自分 は寢 前に 溢れる 乳 を 捧 り 梨 てること を 忘れた ことが 思 ひ 出された。 

この 卜 分な 乳が 坊ちゃん を も 又薛 田のう ちの 人 を も 喜ばせて ゐ るの だが —I 今ごろ 丁度 目 を さまして 

坊マ. - やん が 泣いて はゐ やしないだら うか？ 

『子どもの 飮む 乳が i る 時には、 丁 "肱 その子が 乳 を 飲みた くな つた 時 ださう です よ』 と、 お 隅さん が 

どこから か^いて 來て、 さう 云った ので、 


『さう でしよう よ、 わたしの だツて 丁度 張って 來 たかと 思 ふと、 坊ちゃんが 泣いて 來 ますから』 と 答 

へた ッ け。 

半ばう つらく のうち に その 坊ちゃんの 可愛い 泣き 聲が 聽ぇ たかと 思 ふと、 はッ き. OS と 目が さめ 

た。 そして 自分の 乳に さわって 見る と、 赤 ン坊と 同じ やうな あまい に ほひ はする が 思った ほどに は 溜 

つて ゐな いのであった。 

I  じん ぼか 

『お 乳に は 心配が I 番毒 だ』 と 云 ふこと に 思ひ當 つた。 自分の 前に 乳母が きまって たの だが、 餘り乳 

が 出ない ので やめられて しまった。 

さう だ、 たった 四十 圆 にも 足りない 拾 ひ 物の こと を 心配して、 ハ母 月實ふ 乳!： としてのお 禮を乾 あが 

ら せても 詰らない の だが —— 事によると、 乳 は當り 前に 出て ゐても 今回の ことの 爲 めに 坊ちゃんとの 

手が 切れる かも 知れない の だ。 

それ か 一恭 可哀 さう でも あり、 つらい やうで も あるので、 うちの 人 を 呼 起して 何とか 相談 を 让換へ 

て 見ようかと も考 へたので ある。 が、 蕖は 不斷と 少しも 遠 はない やうに ぐう/ \寢 入って ゐる。 自分 

はます く 目が 冴えて 行く ので、 蕖の 丁度 

『おり ゃァ 知らん』 と 云って る やうな のが 小^ら しくって、 指の さきで その 頻ッぺ た を突ッ ついて や 

りたかった • 

お »! の 信心  四 二 九 


泡 鳴 令： 染 P-C 

『  』 见に^ 夢に おいな りさん は柯と 云った か？ 『盜ん だもの は 仕 かたがな いから 1 れ- のつ い 

た!：^ を 11 』 さう だ、 これで 身 を 免れる より 外に 道がない と 思へ た。 

三 

1, 先づ r: を さました の はう ちの 人であった。 それに つれてます も. 0 分の. 艇 不足の 目 を さました 

R\nTf-  J  ,  •  あんしん 

の が、 うちつ 人 は 起き 上る と ぐ、 床の 下 をの ぞいて 箱 を 引き出し、 その Si を 取って おて 安心した 

やうす であった， - 

かの?^ は 蚊： K の 一方 をはづ しながら、 渠の そばへ 行って、 

『うちで もお いなりさん を：！：^ 心し ませう、 ね』 と、 にが 笑 ひ をしながら 低い おでさ さやいた。 

『そんな こと は 入る. もんけ い？』 

『でも、 不思議 ぢゃァ ありま せんか、 拾った 時の やうす を 知って るなん て？ それに、 ゆ ふべ 萝 にお 齿 

げ があった、 わ。』 

『なんだ つて？』 

『雜ん だもの は 代 かたがな いから、 これからお いなり さんに い 御 扱 を 上げろ ッ て。』 

お々々 しい！ 夫れ より ゃァ、 M 十く 使って しまった 方が いい、 さ。』 


『いいえ、 いけません。 それ こそ 感づかれます、 わ。』 

『なァ に、 おれ ゃァ おれで また 夢を見た、 さ。 II 自轉車 をい いのと 買ひ換 へる の もい いが、 一 つ 金 

齒を 入れる こと だ。』 

^  "たく 

『そんな 鳌澤 まで？』 か の 女 は 手 を あげてち よ ッと藥 を 打 つ まね をした が、 

『人の 心配 も 知らないで、 ぐラ 眠って たぐせ に！』 

釜の した を ゃッと 焚き付けた 時に 坊ちゃんが つれて 來られ たが、 お 隅さん が朝ッ ばらから またお い 

あてつ 

なケ さんの こと を 云 ふの が當 付けの やう に聽 えて ；. g 白くな か つ た。 

『奥さん も 御飯が すんだら 行って 來 ると 云って ます』 と。 

『  』 どこへ 行く の も 向 ふの 勝手 だが、 あとで また そのこと を 聽 かせられる ほどなら、 もう、 二 

度と この 店へ 來て貰 ひたくな いと 思へ た。 さう なれば、 然し、 坊ちゃんの 乳が なくなって 困る だら う 

ではない か？ 

朝の 食事が 濟 むと、 二人とも 店の ことに まぎれて あの こと は 忘れて ゐた。 が、 坊ちゃん がまた つれ 

て 來られ たので、 お 隅さん はまた おいな りさんの 話 をした。 

『奥さんが 行って 來 たら、 矢ッ 張り、 おんな じこと を 云 はれた さう です。 さう して 拾った 女 はな かな 

U うじ やう  會 

か强情 だから、 こちら も それに 負けない でし ッ かり 強情に 攻めと ほせ ッ て。』 
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『誰れ を 攻める のです の』 と、 こちら はと ぼけて やった • 

『もちろん、 その 人 をです。』 お 隅さん はまた むッ とした やうす だ。 そしてな ほそのお いなり さんの 

こと を つたに よると、 奥さんが 行った 時に， まく.^ の 親 かた 風の 人が 來てゐ て、 その 人な ど は 去年 その 

子が 一 了く へ flt^ になつ.^， の を 伺って ^^た が、 六日 目に は 必す歸 つて 來 るから 安心し ろと 云 はれた。 

で、 そ- e を 川して 待って ゐ ると、 六日 目の ゆ ふが たにな つても 歸ら ない。 九 時 過ぎに なっても だ、 

また ト S- を 過ぎても。 とりや ァ、 とうとうお いなり さんに 一 杯 喰 はされ たの だと 云って ると、 不思議 

にも、 十 一 時 を 十分ば かり 過ぎた 時、 息子 はし ほくと して 歸 つて 来て、 どうも 濟 みませんで したと 

びた。 

『  』 ます は それ を聽 いて 1 1^ おそろしみ を 感じない では ゐ られ なかった。 とぼけて ゐる， ni 分 

に、 いつ、 どう 云 ふお いなり さんの 仕返しがない とも 限らなかった。 けれども、 それ は、 もう、 お 隅 

さんや 奧 さんと はぢ かの 關 係がない やうに も 思 はれる ので、 ただ 笑 ひながら、 『そんなに 當 るお いなや 

さんなら、 わたし も 伺って 見よう か 知らん？』 

『何 かパ ごとが あるの？』 お 隅さん の 尋ね かた もなかく 喰へ ないやう であった。 

『えい、 來 月のお 1^ に田舍 へ歸れ るか、 どうか ッ て。』 

なつ を ひ 

『  』 . 、し i ，可 だ、 つまらな いと 云 ふ 風 をした が、 こちらに は それに も 夏帶 のこと が 勘定に 


這 入って ゐた。 

ます は 今 聽 いたと ころの、 おいな りさんに 關 する また 新しい 話 をう ちめ 人に も 話して 聰 かせた。 そ 

して  <1> 

『不思議 ぢゃァ ありま せんか』 とーパ ふこと をます./ \ 念 を 押す やうに な. た。 

『そんな 道理 はてつ がくに はあり ゃァ しないが、 な』 と 云 ひながら も、 藥も 少し はがって 來 たと 見え、 

『それ も氣 休めに ならう から、 つま hs、 きょうらくの 一 つ だら う』 と、 分 i いこと を附 け. P へた。 

『おや ァ わたし 早速 行って 來ま しゃう か？』 

『さう 急が ねいでも いい、 さ、 ね。』 

： でも —— 』 

1  ち s> うだい 

『バナナ を 頂戴。』 

『あ づき を 下さい、 な。』 

『人参が あります か』 と、 店のお 客 さまが ごた/ \ と 染まって 來 たので、 こ t は 共 方へ 氣を 取ら t 

J  きんじょ 

てゐ ると うちの 人 も 亦近處 への； a 文 さきに 出て 行って しまった。 

その 留守に、 丁度 客 あしの 絶えた 時 を 見計らって、 ます は 例のと ころ を のぞきに 行った。 けお こな 
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もや J  く 

つて はこれ が 初めての こと だが、 先刻から て S かう S かう と 思って るのに 其 ひまがなかった の だ U 

ゆか 下から ffi を 引き寄せた。 そして 蓝を 明けて、 線，^ Hffi のかね を 取り出した。 先づ、 ちょっと それ 

を 1^ 乎に 戟 せて 押し 戲.. いてから、 一 枚々 々に數 ベて ると、 確に 一 二十 六圓 五十 錢 あった。 これ さへ、 ま 

かに あれば、 まァ、 何よりも 安心な の だ。 今 一 度 それ を 押し戴い てから、 もとの 通りに 直した。 

『やがて^ しくな つて 後悔す る 時には、 その かね を 門 のうち か、 または うら 口の 石の 上 かへ そッと S 

いて a くだらう』 ッて？ 

『  』 へん、 誰れ がそん なまぬ けた こと をす る もんか？ 斯う なれば、 十分に 隱 し を ほして？ 3<れ る 

のがお いなり さんの 力で はない か？ 

づ るい ことに 於いて はう ちの 人 もなかく に负 けて はゐ ない たちだから、 いかに 勝手：. 飒 ままな 人で 

も、 まさか 途屮 から S 切りす る やうな こと は あるまい と はれた。 

すると、 * して 1^ もい よ. （-. 同じ： S になった と兒 え、 おもちゃの やうな の だが、 赤の 鳥 cl^ を I つと 

素 きのお きつねさん 二つと 買って 來た。 そとから 歸 つて 來 ると その 腹が けの どんぶりから、 それ を 

.11 どこで n つて 來 た， か 知らないが —— にこく しながら 出して =4 人れ た。 そして 今度 はま じめ おつ 

た^になって、 

『いわし ハ あたま も 信心から と 云 ふだ ァ。』 


『そんな 勿體 ない こと を！』 こちらの 本氣 になって ゐ るのに 比， へて は、 ケ ちの 人の 心持ち はま だよ く 

分^なかった。 不斷 か.^、 冗談 を 云って るかと 思 ふと、 それが また 本氣 でも あるの だから。 

鬼に ^ま-ぐ 受け取 つ て それ を簞荀 の 上の » ン 中へ 飾り 据ゑ た ——mi き 時計 を もッと 右に、 ilii も 

5S と 左に して 11 ン 中には、 おきつ ね を 二つ 並べて、 鳥居 を その 前へ 立てた。 そして 翠述、 うちの 

ものに もお 祝 ひの つもりで、 店の あ づき を賓 て、 おいな りさんの 御飯 を 焚. S た。 

あし 

それ を たお 隅さん は、 案の定 『あんた のと こ は 急に 信心し 初めた の、 ね』 と 云った。 

『  』 こちら は 前以て 云 はれる のを覺 悟して ゐ たこと では あるが、 向 ふの 冷 かしが 私 かに 竊 にさ 

わった。 然し 向 ふに 負けて 行く 爲め ではない と 云 ふ 心 を 見せて S くつ もりで 斯う 答へ ないで はゐら e 

なかった、 『さう 利き目が あると 聽 いち ァ、 わたし 達だッ ておいな りさん を 信心し なけり ゃァ てな 

ります、 わ。』 

『i ^にもなります まいよ。』 

『どうして？』 

『段々 分って 行く でし やうから。』 

^  』 また 云 ひ 出して るかと 思 はれた ので • わざと それに はさ わらない やうに して、 まだ その 
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m?;: の Si をして ゐる つもりで * 

『だって、 おいな りさんが 人に 御利益 ゃ與 へて こッ ちにば かりさう でな けり ァ、 えこ 引い 氣の 沙汰に 

なる ぢ やありません か？』 

『さう です か…』 お 隅さん は 而，： n くもない と r ムっ たやう にち ょッと 55を{1： いた。 そして^ 1:^ の 上 を あ 

ざ 笑 ひながら 见てゐ た。 

『  』 1^ つたう ちから 少しお 隅さん にもお すそ 分け >て して、 なんにも 云 はせ ないやう にした 方が 

いい か 知らん とも、 こちら は考 へて るので あった。 この 人 だって，：：： 分で 拾ったら、 き ッと隱 して ゐた 

に 遠 ひない。 CI 分で 拾はなかった から *  ^!1|-ましがって奥さんの味かたにばかりなってるのたらぅ 

そのうちに、 坊ちゃんの 乳が すんだ ので、 お 隅さん の 方へ 手 波し した。 すると、 かの 女 は んで足 

を びんく させて る 坊ちゃん を脊 中へ 11 してお ぶ ひ絲を 締めながら、 

『ま ァ、 せいぜい、 1^ 心お しなさい よ』 と、 いや 味ッ たらしく 一 ：ム つた。 そしてな ほ 云 ひ 足りない と 思 

つて か、 また 断う 附け 加へ た、 『さう したら、 ^々分る でし やう。』 

『何が です…』 今度 はこち らも 餘り 1^^ を 云 はせ ない 爲 めに、 少しき つい？ で 聽 き 咎めて やった。 

• 『それ は 云 はな い でも.： 12 分で. G! 分に 知 つてる こ ，- です、 わ。』 

rlow う  ，よう 二 

^u^^/  VJ、 =l±iije- です o  J 若し 向 ふが I 度だッ て 泥棒と でも はッ きり 云ったら、 こちら も その^; 


を 見せろ と^ ッ かかって 行く考 へであった。 が 向 ふ もさう と 云へ る辔 がない ので、 こちら. それ ッ切 

り默 つて 笑っての ける つもりが、 思 はすち ょッ とに が 笑 ひに なって しまった。 

お 隅さん が歸 つてから、 うちの 人 は 

『相手に する からい けね いんだ』 と、 こちら をお こり 附 けた。 

ち ひて 

『だって、 相 乎に しない わけに は 行かない ぢゃァ ありま せんか  E ふから 云 ひ 出す のです から…』 

『だから、 ぅク ちゃら かして 置け！』 

『あんた は それでもい いか 知れません が、 ね、 わたしと しちや ァ 困る おゃありません か I— ぃッそ 0 

こと. ち 明けて こッ ちの 味 かたに でもして しま はない 限り…』 

『飛んでも ねい！』 うちの 人 はそんな こと をす るに 及ばない こと を 語った。 若し 向 ふに 確かな 摅が 

あるなら. i を つれてで も 奥さんが 乘り 込んで 來 るに fit ひない が、 奥さん は あれから 一度 も來 ない 

で 女中にば かり 云 はせ てゐ るの は、 つまり、 證據 がない からで はない か、 と。 

あし しん 

『  』 成る锃 * さう 云れ て见 ると、 ！；？^心なことは安心でなぃでもなぃ。 が、 心に 引け ゆが あるの 

が 苦しい ので ある。 いよいよ 分った となれば、 讚れ が 取った かと 云 ふこと になる だら う。 その 時に、 

うちの 人 は 少しも 知らなかった と 云って 逃げる こと もで き やうが、 こちら はどうしても 云 ひの がれる 

ことができない。 ^れか 知らん、 ひとり はどうしても 取った 本人が 出なければ ならない から。 

お $? の 信心  四： 一： 七 
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そ，^ こしても. うちの 人 だッて 心で はき ッと 心配して ゐ るに は 遠 ひない。 こちらの 云 ふ 通りに おい 

なりさん S る やうに なった し、 また、 けさから お 隅さん にいつ もの 冗談 をち ッ とも 云 はなくな つ 

『お 隅さん、 お 隅さん』 と、 たと へば、 そとから 本 f しく かけ 込んで 來て、 『今、 あなたのう ちから 

g§ が來 ましたよ、 歸 つて 御 なさい 11 お 嫁の 口が あった ッ て。』 

『ま と、 お M: さん も ^ れッ こに なって、 『八百屋 さんの 冗談で しゃう。』 

四 

. ^そ  0 

】 1 晚 JT の その 前夜よりも さう 怖ろ しレ こと はな 力った 

が、 け ふ 一 曰奥さんの額が：：^んなかったのは却って何かこちらに對する深ぃたくらみがぁるので^ 

ないか 知らん とも 忍 はれて ぅす氣味が&^5^った。 

黉 まより 4 "しきそく にしながら、 W ひに 額 あし I て ゆか 下のお かね I へて..^ てから、 

とこ へ 這 入った" そしてます は 何だか C 分 のうちが 一 ときに 鎖 病 やみに でもな つた 氣 がした。 

と 云 ふの は、 この 近 に 〇〇 と 云 ふお 敷が あって、 その 主人 は 信 州 かど こかの 代議士 だ 力 I 

«fe がみな h おれた。 ところで、 《s に 牡 人^の からだの 肉が いいと 云 ふので、 國 では その 一村、 一？ 


の 豪. がで あるの を 幸 ひ、 お， の 坊さん や W お掘り を 澤 山のお かねで 抱き込み、 新ら しい 死人が あると、 

それ を，：； ^かに 掘り出して、 その を ^ の やうに 小さく 刻んで 堕 づけに...^、 その 壶 を ゆか 下へ 隱 して 

しんる. <3 

置く。 そして 時 をき めて、 族ば かりで なく、 血緣 つづきの S をみ な 呼び 染めて、 11 それ も 夜 巾 

に 11 その 肉 を さかなに してお 酒盛り をす るの だ。 S= これに あやかって 病 氣の旌 る やう。 また 直らな 

いで も、 自分ら I 生のう ちに はく づれ て來 ないやう に、 と- 

S. 類 112 志が 夜 巾に こッ そり 水 入らす で やる の だから、 掀 の もの は 誰れ も そんな こと をして ゐ ると 

は 知らなかった。 が。 ゆ 時、 本家の 小さい 娘 ツ子の n から 分った ので ある。 その 娘 ツ子 は、 ふと、 わ 

け もな くだらう が 他人の ゐる 前で、 その ：5 親に 向って、 

ま びら 

『かァ ちゃん、 もう、 緣の 下のお とと は」 は： ッ： 个、 ね』 と 云った。 

『緣の 下のお とと ッて何 だら う』 と 云 ふこと が 世 の 人の； 1 から：！：！ ベ 怖 はって、 と： うく それが 人 叫 

の 肉 だと 云 ふこと が 分った さう だ。 

その： j!i を 11 いて 知って るので、 こちらが ゆか 下を氣 にす るの が 丁度 そんな やま ひ 付きの する ことの 

やうに 脱杜れ て、 .a 分ながら 胸も惡 くなる のであった。 けれども、 それ も 仕 かたがなかった。 うち^ 

人が ゆか 下 を I 湫 にして ゐ ると、 こちら も 亦 そこのお かね を IS にば かり 自^にされ たくない と 云 ふ 叙が 

出る ので ある。 そして .E 分も负 けない 氣 になって そこ を のぞきたい の だ。 

ぉ燔の 信心  四 三 九 


泡^ 全^ ぉ七卷  四 四 ◦ 

がう  ，-, 

『お前 はな かく 强 つく 張り だ、 な。』 

『あんた だッ て』 と、 W ひに こッ そりと 笑 ひ 合 ひもした。 

その 夜、 — ；{;:"l^^心がゅるんでる爲めか、 少し 早く 休んだ の だが、 11 十一 時 になる と、 隣り 

の はた 2- の麥の 方で 人の i ぐけ は ひがした。 さァ、 大變 だと、 ます は 思った。 こちら をと ッ つかまへ 

に來 とので はない かと、 K かに はね 起きた。 すろ と、 うちの 人 も 中し 合 はせ たやう に， おき 上った。 そ 

して ； 一人と も %M で 蚊：： S の 巾 をた だ in くばせ しながら、 を 殺して 音の する 方 へ 耳 を そば 立てた。 

はた のかみ さん も S へ 出たら しい。 そして 

『大變 です、 大變 です J と 云って >  その a- 主 を 呼んだ。 

『また か 生！』 亭主 も 出て 來 たやう すだ。 

『  』 して 兑 ると、 また、 あの ふす ベむ ろから 火が 出た の だと、 ますに は 直ぐ 感づかれた。 前に 

も 一 度あった こと だから。 クト^ いで S どころ へ 出て、 裘の戶 を^け た。 まだ 大した ことに はなって ゐな 

いやう であった。 

『1§H、 こんな 無用心な 火 を 入れて S きながら、 おろそか にして S くと は 不都合 ぢゃァ ないか』 と、 

どこかの ^が 云 つ てゐ た。 『おれが とほり すがりに！：： i 付けな か つ たら、 確かた. になつ たか も 知れな 

いの だ。』 


『どうも 濟 みません』 と、 おかみさん は 云った が、 あの 主人 も I 體に そそ ッ かし 星で、 前に も 火が，， ，. 

力け たの. 見付けた の はん 人で はなく ッて、 こちらで あつたの だ。 

麻の 絲 にれ を 付ける に は f と晚中 硫黄で ふす ベなければ ならぬ とか 云って • こちら もと ほろ ことに 

なって る を 板壁の 方に 寄せて、 箱 を m はいて ある。 そして その 下で 毎晚 硫黄 を ふす ベて ゐる。 そ， 

火に なり かけた の だ。 

横丁へ 出る 木戶 をい つも 明け ッ 放しに して あるの が 仕 合 はせ で、 とほり すがりの 人が 见ナ けて は.^ 

t  し to* うまし 

た それでなければ、 うち も火鄭 のお 相伴 をした 11 さう だ、 例の も （I 。 

ます は、 ふと、 忘れて ゐた物 を 思 ひ 出して、 後 を ふり 向く と、 うちの 人が それ を，！：： 分 ひとりの 匆リ 

やうに 大事 さう に 持つ てゐ た。 

『あんた. ばかりの 物ぢ やない のよ』 と 云って、 先づ うらの 戶を 1 てから、 蕖の 手なる 箱を楚 ひ 取らう. 

とした。 

『なにし やが るんで い！』 1^ ぶ は^ 人 か 何ぞの やうに l〔f 執に おこって、 こちらの 手 を ふり 拂 つてし まつ 

た ti あし； になって 燒け てし まったら、 どうす る？』 

『そり ゃァ、 さう です けれど、 まァ. して 御覽 なさい よ』 と 云って、 ます は：： 分の 手に それ を 受け 

お 粗の 信心  四 四 一 . 


四 SI  二 

取った。 そして 今 枚 は、 二 K に は u! 那が來 て、 火 一 併さ わぎも 知らない でぐ ッ すり 休んで るら しいのに 

安 、いして、 また その 中 を 数へ て：^ た。 それから、 『どこへ S いとき ましょう か、 ね。』 

『知れた こッ た、 もとのと ころ、 さ。』 

『！ つて、 若し 燒け てし まっちゃ ァ ー』 

『それが 燒 ける 時に ゃァ、 おれ 達 も燒け 死んで しま はァ. I』 

『でも、 用心の いいやう に 矢ッ. S り に 入れる ことにしましょう か？』 

『蹈 r 凡！ まだ、 いつ 調べに 來る かも 知れね いんだ ぞ。』 

『さう、 ね。』 丰 はこの 大切な 物 I の 下のお ととに して？ のが 面白くなかった。 が、 今のところ 

よん どころ ない ことであった。 そして， = 分で 持って行って もとの f さう めん f 入れたが^ 0? い 

、よ g し 晩で もす る やうに ついて ゐて、 無 に それが 納まった の を：：^ てから、 ゃッ とその 箱 を^ 义な乎 

でゅかの3^<へ突ッ込んでれ人れた。 

それから、 ふたり はまた とこへ 這 入った けれども、 あつおし さと 何だか 不安心との S めに 眠られな 

かった。 火 $ のこと がま だ：：^ になって たので、 

『隣の そそ ッ かし 嵐に も W ります ね。』 

『安：^」 ぢゃァ "いか？』 うちの 人 も^ぐ 返 をした。 矢 ッ-^ りこ のことを-^^-へてたかして こ 


れで • もう、 二度 も 火事 をお，. J かけたん だ。 そのたび に 人から E 付けられる ばか リで、 あいつら はい 

つも 氣が 付かね い。』 

『そり ゃァ、 さう です、 わ。』 

『あんな 不注 § もの を 住ませて S いちや ァ、 近處 隣り はろ くく 安心して られ もしゃ ァ しねい。』 

『ほんと に。』 

S う 》i ん 

『みんなで 相談して 立ちの い て 賞 ふんだ。』 

『さう、 ね。 それに ゃァ、 先づ、 濱 田の 且那を 頼めば いい、 わ。』 ますが 斯う 云った に は、 何か^な 

こと を 持って行って、 且那 さん をえ らい 人に 立てて、 あすこの うちの 機嫌 を 取って m はく 方が いいと 思 

はれた。 『- Mra さんのと こから 先 づぉ向 ふの 一 一階に ゐる 巡^に よく 話 をして S つたら。』 

さっそく 

『さう だ、 あす、 早速お りゃァ 云って やる』 と、 うちの 人 も 答へ た。 

うちの 人が お 隅さん に 

ぉ隅さんはぁまり^：^：：ャくも早合點を. 

主人に 忠賴な 女中 だと m§ へば、 それ 


しゅっきん 

そして、 翌朝、 田の ロー 那が會 社へ^ 勤 しないう ちに 行って、 

『ちょっと 旦那に お 願 ひが あるので すが』 と 5^ り 次ぎ を賴 むと、 

して それ を もお いなり さんの 利き！：： だと 见て 取ったら しい。 

はくじ 4. う 

『ぢ ゃァ、 いよ/ 狀す るの』 と、 嬸 しさう に 云った さう だ。 
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が 却って 感心な の だら うが、 あたまから 人 を 如何にも 見くびった 云 ひぶんで はなから うか、 こちら. > - 

やった ことが 確かに 知れて しまった か 0 やうに？ 

だから、 うちの 人 もまた あたまから 馬鹿にして、 

「ゎヒ しに や ァ.？ も战 M ビど する ことはありません よ 11 はた のこと でお 紐み が ある だけで』 "-  一一，^ 

ひ：. a してやつ ；， さう だ。 

そのうちに ni 那ゃ 奥さんが 出て 来たので、 うちの 人が はた cao こと を 云 ふと、 

『ぢ ゃァ、 こッ ちから rml- する から、 ，：！： ふの 巡 杏に 出勤 前にち ょッと 來て賀 ふやう に 云へ』 と. nl 郡 

がお 答へ になった さう だ。 

だんな 

『n ー那ゃ 奥さん は どんな. やうす？』 

『なァ に、 ^に逮 つたこと はねい や、 な。』  ？ 

『さう でし やう か』 と、 こちら はう ちの 人 C, は：. ひが 少し 疑 はしかった。 お 隅さん の 云つ てること が 本 

IS なら、 八：，.：： 屋が 行った とすれば、 き ッと變 な 額 をす ると か、 いや 味 を 云 ふと か、 そこに 何 力： R 逮っ 

たこと がなければ ならぬ^ だのに 11 nl 那 でなければ 奥さんから でも。 

さう だ、 あっても それが Ef^ に はぐ. -が 付かなかった のか 知らん、 0分ばかりのことは^,"へても、 人の 

. こと はどうで もハぃ 方のう ちの 人 だから？、 わた、 しに ゃァ 何も 白狀 する ことはありません ょッて も、 ひ 


くわん け. s 

ょッ とすると、 それ はう ちの 人 だけに 關係 はない と 云って 自分ば かりが いい：： 儿 になって たので は ある 

まい か？ 今 I 度、 わたしに ァ ではなく、 わた. t 達に や ァと云 ひ；，. I して 來て貰 ひたかった。 

くろま や 

うちの 眞向ふ はお 米屋で、 そのお 隣 は 屋 だが、 その 角 をお 米 星の 二階のお まわり さんが j^e. 田さレ 

の 方へ 曲って 行く のがう ちの 店から 見えた。 ところで、 濱 W さんで そのつ いでに うちの こと をし やべ 

つたら どうなる だら う？ そんな 不正直で 不都合な やつ は矢ッ 張り 隣 近虚へ M いて 5：51 けない と 云 ふこと 

になって、 はた 屋 と共に ここ を 追 ひ 出されて しま ひ はしない か 知らん？ 

お 米 星の 左 隣の そば 星さん が惡ぃ 石炭 を 焚いて、 而も その 煙突が 低い ので、 ゆえんが 遠慮なく 近處 

の 座敷へ 這 入って 困った 時に も、 近 處り人 は 3! 相談 をして、 ，m 田さん を 口利きに 立てて、 手 ごわい 談 

判 をした。 さうな ると、 如何に 商 寶の爲 めで もさう 颜 張って ゐ ちれない ことにな つて、 そば 屋 さん は 

立ちの く か、 煙 突 をす ッと 高く する か、 二つに 一 つの 返 をし なければ なら なくなった。 そして 煙突 

を 高く する ことにして 納まった ので ある。 

ところが、 今回の は ゆえんの 騷ぎ どころではない。 まかり 逮 へば、 そそ ッ かし 星の そ f の爲め 

にいつ 火 が 出て、 店 も 家 も. Ill 從 つて は、 ゆか 下の 物 を も 11 烧かれてしまぅかも；分らなぃのだ.- 

淺野さんが巡^4^としてぅまくはた屋へかけ合って吳れるならぃぃが、 若しう ちの こと を聽き 知った 爲 

に、 

お 堪 の 心  w 四 五 
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『なんだ 一!^ 鹿々 々しい 八百屋の ゆか 下 をば かり 保護す る爲 めに はた M を 立ちの かせる ことな どで きる 

もの か？ はた 厘 を 立ちの かせたい なら、 先づ 八百屋から 立ちの け』 とで も來 たら？ さう だ、 藪へ びと 

はこ のこと ではない か？ 

『  』 ます は-::^ ハ お^に も- S を见 られ るの がまぶ しい やうな 氣 がして、 淺 野さん が 白い 服で i^w 

さんの 方から どう 云 ふ 顔つきして 出て 來 るかに 氣を 付けて ゐた。 

ますが： て兑 ない ふり をして ゐる うちに、 サ アベ ル のかち や は 店の 前 をと ほって 隣へ 行った。 

ちらと こちらの 目に 寫 つたお まわりさん はいつ も 通りの 淺 野さん であった。 ちょ ッと色 をと こじみ 

てゐ たから、 -ms さんの 以前に ゐた 女中と くッ 付いた とか、 くッ 付き かけた とか 云 はれた が、 獨 り 者 

で 而も 近虚 巾の 子ども 好きが、 あのお となし さうな 額 をして、 はた H へきつ いこと が 云へ るか どうか 

ゥ おが 

疑 はしかった。 そして 若し それが 云へ ると すれば、 こちらに 對 しても 亦 どんなに きつく 出て 來る かも 

分らなかった。 

それとなく 环を すまして ゐ ると 

< わじ 

『火事が 行き かけた の は どこです か』 と 云って ゐる。 

I-  』 もッ とてき はき やれば いいのに！ 


『火事な ど は 行きません が. 一 』 

『  』 早速 あれ だ。 そそ ッ かし 屋 のく せに、 おかみ さんが 人 を 馬鹿にして！ 

『然し、 ゆ ふべ 行き かけた と 云 ふで はない. か <Y-』 

『あり ゃァ火 iEJ^ でも 何でもありません』 と、 いま，， （\ しい ことに は、 主人 もと ぼけて ゐゃァ がるの だ。 

『めんの、 ただ &黄 の ふす ベ 火が 少し 大きくな つたので すが 11』 

『どれ、 どこ だ？』 

『うらです」 と 云 はれた ので、 かち やく は 横丁 を まわって 行った。 

じ タュ 

『  』 ます も SI 分の ラちを かけ 上って、 塞 どころ へ 行った" 丁度 そこの そと 障子が しまって るの 

を 幸 ひに、 そのうちが はで * おとと ひ、 うちの 人が 拾 ひ 物 を 勘定して ゐた 時の やうに 突ッ 立って ゐな 

がら、 そとの 話 を 立ち 聽 きして ゐた。 

『硫 _K を ど こで くす べるの だ？』 

『この 箱の 下からで す。』 

『こんなに 箱が 燒け るまで 知らなかった のか 一 1 1^ 都 4c ぢゃァ ないか？』 

『へい、 どうもす みません。』 

f とほり がかり の 人が 兑 付けなかったら、 お ほ 火事に なって ゐた かも 知れん の だ ぞ。』 

お * の 信心  ra 卧セ 
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『以後 は氣 お付けます。』 

『ぉ^！のぅちが而も同じところから火を出しかけたのはこれでニ度：：！だ。 道々 注意し ない と、 近に：！ の 

ものが 立ちの きを 迫る ぞ。』 

If  いさ 5- 

『へい、 すみません。 今虚 ありましたら、 何とで も 御！ を 受けます。』 

『  』 主人ば かりが 答へ をして ゐ るの を 兄る と、 おかみさん はお ぢ けて 引ッ 込んで るら しい。 あ- 

の人も^々 しいの だから、  しッ かり.^ つて 赏 ひたいの だが 11 

『今 11 は 許す が、 以後 十分 氣を 付けない と 承知し ない ぞ。』 

『  』 战 野さん もぁァ なると 如： 1: にも 一 かどのお まわりさん である。 あのお となし いやう でもし 

ッ かりした 口ぶりで は、 一.ム はう とすれば 立ちの きのことまで 云へ る だら うから、 ぃッ そのこと、 そこ 

まで^ぎ つけて 吳れ たらい いのに。 

はた ほが ゐ すわりで は、 二度あった こと は 三 K あると 云 ふから、 その 時に いよく 火 車が 出て —— 

さう だ、 ^か 下の 物が 燒け でも すれば と 云 ふ 小 ごと じみた 考 へが 出た 時、 讽签の 靴お とが こちらの 臺 

どころ の 方へ 近づいて 來た。 そして それが こちら を 押しつけて 來る やうであった。 

今庞 はこ ちらの？； W かと 思 はれた ので、 かの 女 は そ 0^ を 半ば 腿がぬ けさう に， つて 逃げ 13 した。 

が、 ！；^^^の^；ン中まで來て、 M たこし を ふるわ ぜ ながら、 そ ッと向 ふの け は ひに 心 を. ：！： けて ゐ ると、 


靴お とが また 遠ざかって 行った。 何の こと だ、 あれ は淺 野さん のい つもの くせで、 ぁッ ちへ 行った bs 

とッ ちへ 來 たりす るので あった。 この 時， 丁度、 うちの 人 も i5 に见 えなかった ので、 ます はまた こッ 

もり ゆか 下の を數 へに 行った。 

『また：：^^^、 な』 と、 うちの 人が 云 ふに は、 うちの 人 も 亦 いつのまにか 見た に 相 遠ない ので ある。 

ひ、 みつ 

秘密と ih ふ もの はお 互 ひに しょうと 思へば できる の だと 云 ふこと を. ます は つくづく この 二日、 三日 

の あ ひだに 考 へ させられた。 そして ここ の 前々 のかみ さんど もが へ そくり を 持へ た 位の こと は 恐らく 

わけはなかった の だら う、 と。 

H れ ども、 ます， Inilf- の は 別に その 隱し物 をこッ そり わが 物にして しま ひたいので もなかった：， また、 

早く 山 わけに して 處分 をつ けたいので もなかった。 ただ 發覺 しないの が 願 ひであった。 

『わたし、 あれ を數 へる 時には、 ね" 嬉しい のか、 それともお そろし ぃ爲 めか、 きッと 手が ぶる く 

振 ふ、 わ。』 

『そんなに 面倒く せいもんなら、 ぃッ そのこと- 早く 使って しまう、 さ。 ザ はいそげ と 云 はァ、 ね、 

きょうらく は 急げ だ。 燒け てし まや ァ それ ッ 切り だ ァ。』 

お^の 信心  ra 四 九 
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『それ は、 然し、 つてます、 わ。 おかねなら ちょいと 持って^られ ますが、 ね、 "^^^にしちゃフ 

あしたつ 云 ふ 赤が ね^しの 火鉢で も * もう、 さう 輕 く 行けません から。』 さう だ、 こび-火 を r ュ こと 

も 相！^:^ のうちに 這 入って るので ある。 

『なァ こ、 火 一 さへ なけり ゃァ いいんだ。 それに ゃァ、 あのお まわり も^が 利かなかった ぢゃァ お 

いか ！ そんな 乎ぬ るい こと を 云 はねいで、 1"1立ちのかせるゃぅにして^?<れたらょか つたのに、 

な？』 

『さう こッ ちの i ，ばかりに や 行かないで しょうよ —— それに、 そうつ よく 出る の もお へ 物でしょう、 

^れが 云 はせ たと なると、 つまり は、 うちと 云 ふこと になる ぢ やありません か？』 さうな ると こち 

らに は例门 ことが もとにな つてる の だから、 ちょ ッ と-: I- しわけの やうが なくなる ではな レカ メ对 

はくじ やう 

の心；^の-级に隠し物がぁることを^：！狀しなぃ^りは？ 

『うちであった ッて かまう もんけ い？ 向 ふの そそ ッ かしい のが 不都合なん だから。 折ガ、 濱 W のお や 

ぢ にまで 云って やった こと を どいつ もこい つも 無駄に しゃがって、 にさ わら ァ。 どうせ 燒 けく そだ 

から、 おい』 と、 わざとに も 心 をき めた やうに して、 『使って しま は うぢ やねい か？』 

『ま ァ、 お待ちな さ い よ にこ ちら は それ をと めな い では ゐられ なか つ た。『まだ^^?な い 火 とそれ と 

は^ 物です わ。 使 ふに しても、 わたしが 先づ どう 云 ふ 風に すれば いいかおい なりさん に 伺って 來 ます 


から。 J 

u. ぞん 

『それ もさう だ、 な。』 うちの 人 もこれ に は 異存の ない 返 i$ をした が、 

『向 ふの 行つ てるおい なりさん へ、 然し、 こ ッちも 行ける もんけ い。』 

『その 位の こと は —— わたし だッて —— 』 さう だ、 考 へて ゐ ない ことはなかった。 

鬼に 角、 こちら はす ッと 引け 味が あるの だから、 別な おいな りさんへ 行く としても、 濱 田さん のう 

ちの やうに 朝ッ ばらから お ほ びら に 行ける 辔 がなかった。 

け ふ はま だう ちの 新ら しい 祌 にも 御飯 を あげなかった が、 赤い の を 僅か 焚く の も 面倒な ので、 近所 

の ； 飯屋から 色の 付いた おこわ を 13； つて 來て、 それに 店の さくらん 坊を 添へ てす ませた。 そして 日 

の ある あ ひだ は、 うちの 人と 一緒に 店の 用 をした。 坊ちゃんが 來 れば來 るで、 時 叫々々 に 乳 も 飲ませ 

ちゃく わ 

た —— ^Eふのぉぃなりさんのgiを半分は茶化し、 半分 は まじめに 聽 きながら。 

-  こ じ Ml し 

濱 ra さんの 行く おいな りさん は 折り 戶の 乞食 橋の 近處 にあって、 近 ごろ 可な り^ 名に なって ゐ るが 

まだ. （- 小さい ので ある。 こちらが 行くなら、 ぃッ そのこと、 もッと 大きい のにしたかった。 夫に 多 

はう がく 

少は船 だから， 成らう こと なら 全 く 方角 の逮 つたのに 行きたかった。 

ます はう ちの 人と 顔 をつ き 合 はせ て 相談して ると、 自分のう ち は 西 奥 鴨に 在る ので、 乞食 橋の 方 

ぉ墦の 信心  四 五一 


^七怨  四 五 二 

は來に 常って ゐる。 その 反對の 方角と 云へば、 自宅ょ.=^西でなければならなぃ。 西と 云へば 少し 遠い 

いすぶ STA-  > 

が、 池 袋から 雜司ケ 谷の 方に 常る ので ある。 

『^子 母 神の 御 境內に はあり さうな もんです わ。』 

『さう、 さ。 おり ゃァ聽 いて 來て やらう』 と 返事して、 うちの 人 は 大根、 にんじん、 バナナ、 林檎な 

ど 註 文物 を 入れた を かたに 掛けながら、 どこかへ 自轉 車で 飛ばして 行った。 そして やがて 歸 つて 来 

て、 元：：^ さう に、 『ある ぞ、 ある ぞ、 あの 御 境. M: の 森の そばに。』 

『ぢ ゃァ、 歩いた ッて 半み ちとないでしょう。 譯 はない、 わ』 こちら は 田舍に 育って 來 たので、 半み 

ちゃ 一 爪 を 歩く の は 少しも でなかった。 それに、 a. に乘 つて 行けば、 どこへ 行った かが 分る し、 

祌に向って1^^+3に云ふことをも立ち照.きされるぉそれがぁった。 

『然し、 乞贫 橋のと 途 つて、 みこの やうな おは ゐな いさう だ ぞ。』 

『さう すると —— 《-』 ふと：！^ が 付いて a ると、 濱 田 さんが 伺 ひ を 立てた のに は、 おいな りさんから ぢ 

かにで なく、 女が のみこから を聽 いたの だ。 みこがゐなぃと：ーー门雜で以て返|311^を聽くことができ 

ない わけ だ 。『いや、 然し、 それでもい いわ』 斯う 云った に は、 こちらに もッと 深いと 思へ る 考へも あ 

つた、 が ある ものと すれば 曾 梨で なくと も、 もッと 確な ことに そのし るし は顯 はれる だら うと 

云 ふ。 


坊ちゃんの ゆ ふが たの 乳が 少し 早く 濟ん だので， お 隅樣に 向って 

『わたし、 これから 直ぐち ょッと かけて 來 ますから、 今度の 乳に は 少し 後れる かも 知れ ませし よ』 

が てん 

と吿 げた。 すると、 早合點 のお 隅さん はまた 入ら ざらん ことに も 

『おいな リ さんです か？』 

B  』 こちら は 向 ふの 早合點 にも さう 出たら 目に 云 ふこと がぴ たと 當 つたので、 先づぷ と 怒 

りを發 した。 が、 どうして s^,- よく 當 るの かを考 へて、 その 場に また 一 つの 恐ろし 味 を.^ へた。 1!？ 時 

  9 こう 

に またお レ なりさん の 信心が 人間 を さう 利口に する ものなら、 自分 も 亦 この 信心の 爲 めに JE- か a. をす 

るに 相逮 ない と 云ふ樂 しみが あった。 

不 I の 用から 手が 離れて、 祌 さまな り佛 さんな りへ 參詣 すると 云へば、 たまに 自分の 里へ でも 歸へ 

る やうに 氣が 奥む もの だ。 け ふ も 勇んで はゐ ながら、 矢ッ 張り 手が 離れて からまた 何 やか やと 多少の 

時 が 取れた。 が、 これから 歩いて 行けば 丁度 口が とッ ぼり 暮れて 向へ fl^;. る だら うと 思へ た。 そ 

して 心丈夫な ことに は 一 つ、 今夜 は舊 暦の 十二 日ごろで、 それに 相當 する 月が 11 まだお みがち にだ 

が — そらに かかって こちら を梁內 して 吳れる も ni: 様であった。 

うちの 人に よく 念 を 押して 聽 いても 出た が、 道 はいつ か 鬼子 母 神へ お りした 時と ほった/ J とが あ. 

るので、 大抵 は當が 付いて ゐた。 
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村役場 や 小 gl- 校の 前 をと ほって 人 { 戴の 段々 左り が はに 絡え たと ころ を また 池 袋に 出て、 を 右 

に兒た に は、 n: の 光り も 十分に EZ て來 た。 そして 風が あるので、 歩いて ゐても 甑<! 口に しかった。 

おいな りさんへ 行けば、 先づ、 ほかに |§れ も！ i いてる 人はゐ ない の だから、』 成るべく 正直に ああ も 

云 はう、 斯う も 云 はう と、 それば かりに 考へ 込んで たので、 いつのまにか、 前以て 承知の 弓の やうに. 

^つてる 坂へ 來た。 ここで 初めて IS が 付いた の だが、 もう、 多少で も 明る いのは そらば かりで あつ 

た。 ちょ ッと 立ち どまって、 a 分のから だの 左右 を兒 まわす と、 どちらから も 人の 屋敷の こん もりし 

た, f ちの かげが 迫って ゐる。 行く さきの 方を见 ると、 また、 ー體に H< までと どくやうな 森の 禁 みが 

こちらへ 狎 しかぶ さって る、 そして おもと はまる で ig ッ くら ん。 

よ おそ 

思 はす ij- ぶる ひ をした。 が、 .c: 分の m<e にも こんなと ころがあって、 夜遊びに はよ く獨 りで もと ほ 

つた もの だ。 あの 時 は平氣 であった。 

『お前と わしが め をと なら、 われ 鍋 さげても』 何とか 云 ふ 歌まで うたって だ。 それ を おぼえて ゐる か 

ら、 今夜 も 斯う 大隐 にやって 來 たの だが、 れ ると、 生まれ 變 つたと 云 はれる ほど 色 は a くな つ 

た 代り、 こんなに；^ が； S くなる もの かと、 自分ながら 不忍； I なほ どであった。 

E 分の 足 を あげる のが この 坂から rai の 底へ 踏み込む やうに E ぬへ て、 11 立ち どまった の をし ほに 


M*; よう 


のま ま 慰ぐ 引ッ 返さう かと も へた。 が、 それで は、 うちの 人に 對 しても、 餘り 度胸がない と 笑 はれ 

るば かりで あらう。 

ん みそ  T  > 

女に 度胸 は 入らない かも 知れぬ。 が、 それ は 最初の かみさんの やうな、 髮 剃りで おなか を 切る やう 

な 度胸の こと だら う。 あとで 醫 者に 縫って 貰った とい ふだけ が 無駄に なって しまった。 それにしても、 

また、 女が K を切リ ながら 泣き もせす わめき もしないで、 お袋に 向って、 ただ 

『すみません』 と 云った だけの 辛抱 づ よさ を S 心 ひやって 見る と、 —— その 時に も 目 はくらんで たらう 

が —— うちの 人の 爲め にもなる やうに この くら 闇のお そろし さ を 辛抱す る ほどの こと は 何でもな かつ 

た。 それに はまた 信心し やうと 云 ふ 力が 手傳 つてる。 そして 途中で 狐に 會 つたと ころで、 おいな りさ 

んのぉ^^ひでぁるから* 御飯 を あげに 行く ものに は田舍 でもい たづら をし ない ことにな つてる 一 ^せ をお 

ぼえ てゐ た。 

と もう  -  m 

. それに は 今 あぶらげ とこ わ 飯と を 途中で 買って 持って 來てゐ るから 安心 だとして、 あと は をさハ 

うしみ つ 

辛抱 すれば い いのであった、 田舍 でよ くす る S 三まゐ りに 比べれば 何でもない。 

斯う ill レ てまた 足 を 進め、 曲った だらく 坂 を 下りて 行った。 向 ふから 書生さん らしい のが ふた 

bN 、ただ， HI ッ ぼい 姿の 物と して、 大きな 聲で 詩吟 をしながら やって 來 たのが こちらの 力に もな つたが、 

行き過ぎ てし まう と、 また 火の 消 えた 直ぐ あと の やう に ッ くらで あ つ た。 

ぉ塘 の信&  四 In: れ 


ti  ^七卷  glH 六 

し IV； ふ 

それでも、 木の 枝葉から 湿れる 月の 光で c!t 居が 见 つかった。 それが 高い 鳥居 だが、 それ をく ぐる 時 

に その上から. 0 分の くび 筋 を 何物 かがつ かむ やうに 思へ て、 心が すくんだ。 が、 それ をく ぐって しま 

うと、 もう、 e 分 は 信心で からだ 全 體が^ まって ゐ るの を おぼえた。 また いくつもの 小さい 鳥居 をく 

ぐって、 段た の ザり- 右 や 左に： yvj^ れ ないで、 ッ 直ぐにお やしろの 正面へ 進んで 行った。 

すると、 0 分 は 大きな お gj^ 錢 箱に 突き 當 つた。 そこで 初めて 左お と 後と を ふり 返って a たが、 別に 

與樣な もの は：：：： に 入らなかった。 然し そこから なほ 向 ふへ は 進む 氣に なれなかった。 

先づ 箱の こ ちらが は の ふち へ 持って 來た あぶらげ と 御飯と を m はき、 これも川^！：-の ぉ1^1として白、涧 

を 一 つ 投げ込んだ。 それが CI 分の 乎 を 離れた 時、 も ッと勢 ひよく 投げる のであった がと 氣 付いた。 今- 

i つ 財. fF の を 出さう かと も 思った けれども、 それ はやめた。 餘り いい 音 はしない ながら も、 この しん. 

力ん とした 樹立ち の 闇の 夜に は^ 分お と K  く祌 さまに も n- こえた だら うからであった。 

それから 手 を 合 はせ かけた が、 俄にえ り 元が ぞッ とした。 氣 になる ので、 こわごわ、 今一 ^ 後 を ふ • 

り 返って：：，〕 た。 立ち きする やうな もの はゐ なかった。 

そこで m わ ひ 切って、 兩 方の 乎 を 合 はせ て、 m 八. C できぬ しがす るの を见 てゐた 通りに、 その 乎 を， 酽.？ ら 

した。 一 つで はなから うと つて、 なほ 二つ 核け た。 


『どうぞ、 お， S なりさん、 正. に 中し ますから * この わたし 0.^:; 願 ひ を 叶へ て 下さい まし。 

おとと ひ濱 田の 奥さん C 財布 を 拾 ひました。 それ もさう 洛 ちる 初めの 1? からは^;. 5„UI^ 拾ふ氣 でも ござ 

いませんで したが』 と、 成るべく 自分 は その 時の 具合 ひ を 狙ら ひ 取った と 云 ふ； W 葉に あてはまらない 

やうに 取りつ くろった。 そしてう そば かりで もない やうに 錢けて , 

『奥さんのお 歸り になった あとで 拾って しま ひます と- つい、 愁が 出まして、 返す 氣が なくなり まし 

た。 それ を わたしの 夢に 現 はれた おいな りさん も 今更 仕 かたがな いからと 巾して 下さ いました 。』 蜜 は 

あの 夢で は 今更と は 云はなかった。 盜んだ 物 は 仕 かたがない とあった の だが、 ここで も、 ぬ^:^ と 云 

ふ の を 少しき まり 惡く 感じて - その 通り 云 ふ こと を 避けた。 

『ありがた いお E^: し 召しと 存じ ましたが、 それが どこ のおい なりさん であら ッ しゃった か 分り ませし 

ので、 今晚、 ゎざ/\改めてこなた樣へぁがった次^^^でぁります。 これから は 毎月、 n: をき めて 參詣 

致し、 お も あげます。 ご飯 も あげます。 うちで も 亦 こなた 様のお 社 を かた 取って おいな りさん を 

祭ります。 つきましては、 どうか この こと だけ はお 兑 のがし 下さいまして、 奥さんの 方で する お 

いなり さんに 負けない やうに、 あなた 樣も わたし をお かば ひ 下さい まし。 

向 ふのに はみ こが ゐ ますが、 こなた 様に は 無い さう に 受けた ま はって まゐ りました。 わたし は， -^こ 

の霄獎 などに よってお いなり さんの 思 召し を 伺 ふよりも、 あなた 様と ぢ かに 向 ひ 合 ひまして、 あ， H た 
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様から ぢ かにお しるし を？ g  く 方が だと 存じます •』 この 點も K はわが^ 勝手から 思 ひ 付いた ので あ，， 

つて、 みこと 云 ふ 人^に は {n 狀 しにくい の を 前以てう まく 云 ひま わす やうに 考 へて m はいたの だ。 

『で、 き は 奥さんの 財布の 中にはお かねが 三十 六圆 五十 錢道 人って をり ました。 只今 は それ を ゆかの 

下に？ よして ございま すが、 K ぐ 使って よろしい もの やら、 それとも 今暫 らく 隱 して m はくべ きもの やら、 

そこ を まことに 迷って をり ます。 ぅちの人は^^ぐ使へと巾します。 をん な は 所 天 の 霄^に 從 はねば な 

らぬ もので ございま すから』 と、 C! 分ながら いい 口上が 出た と 感心しながら、 その 資、 自分 も：： 十く 使 

ひたいの だから、 『成るべく さう させたい と 存じます が、 —— 』 ふと；^ が 付く と * 自分 は 自分の 兩乎を 

指と 指との あ ひだに 握り 合せて、 朐の あたりで. n 分の あごの 下につ けて ゐた。 これで はまる で m 合の 

うちのお 1^に 向って る やうであった。 おいな りさんへ は氣の 一;!;! になった ので、 直ぐ 乎 をと つて、 ぼ 

ん ぼんと 統け さまに 二つ 打ち^した。 さう したら、 また、 それが おいな りさんに お 願 ひのお しま ひお 

と 思 はれ やしない かと 云ふ氣 になって、 『どうぞ 今少しお れ にならないで お ：2 き 下さい まし』 と、 あ 

はてて 云 ひ 添へ た。 

『で、 いかがな もので ございましよう —— もう、 段々 とそのお かね を 使って 行っても よろしう ござい 

ましょう か？ 心 酷になります ので、 この こと を はっきり とお 伺 ひ 致したい ので ございます。 前に も 巾 

しました 通リ、 お祭り は； S 月 キット 致します。 よろしければ、 そのお しるし を わたしのから だに：^ せ 


て 下さい まし —— 歸り途 で 耳が む づ./ \ すると か、 足の 方が かゆくなる とか。』 おいな りさんの こと だ 

もの、 狐 を 使って でも、 それ 位の こと はでき ると 信じた。 

最後の 手 を ぼん./ \、 ぼんく ぼんと 叩く と、 すっかり 落ち 付いた せいか、 それとも 信心が ii じて 

ゐる爲 めか、 這 入って 來た 時と は 全く 遠って、 前後左右の くらやみが 少しもお そろし くなかった。 

けれども、 きびす を 廻らして 二三 歩 出る が 早い か、 ます は 

『き ゃァ ー ッ』 と 云って 自分で かけ 出した かと 思 ふと、 自分の 足 を 自分で もつれさせて そこにぶ ッ倒 

れた。 

『ちょ ッと 待て』 と 云った のが 男の f 降であった。 今までお 赛錢 箱の 後ろに 隱 れてゐ たらしい。 もう、" 

こちらの そばへ 來てゐ た。 

『  』 こちら は 何 を しられる かと、 ただぶ る ，（-ま える ばかりであった。 若し 田舍 にあり がちな ふ 

ゆる 

い たづら， ォ なら、 そのい たづら を 許し て やり さへ すれば 何でもな い の だが と は 思 ひながら。 

『おれ は 警察の 刑事 だ！』 

『  』 それ こそ 思 ひも 寄らぬ こと を 云 はれた ので 11 を见 上げた が、 黑ッ ぼい 衣 物 を 着て ゐる の.： 

額 はは ッきリ 見えなかった。 
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『それとも またお いなり さんの 使 ひと H ルて もい い！』 

『  』 

『つまり、 ^察と おいな りさんとの 威 i; を 以てお 前に 命令す るが n その 盜ん だと 云 ふ 三 + 六 十 

錢を、 みんなと は 云 はぬ 半分 だけ こッ ちへ よこせ。』 

『  』 どう 答へ ていいの か 分らない ので、 先づ、 as を ふるえ どもらせながら 『何も — ぬすんだ 

の —— では —— ございま —— せん』 

『ぢ ゃァ、 船った のか？ それでも いいから、 半分よ こせ。 あとの 半分 をお 前 はおい なりさん のしる し 

があった として 使へば 十分 だら うに 

『  』 さぅ云はれてゐるぁひだにこちらは环のぁたりに另の近づけた木のゅ：^^：何かのさゎりを感 

じた。 それから、 また 足く びの 邊り にも、 それ を。 むづ くと 氣 味が 惡 かった" で、 よこ 倒れに かた 

手 を 突いて ゐ たの を 地べたに きちんと^って しまった。 そして どうせ 人の金が もと 手な の だから、 ど 

うしても せと 云 へ ば 出しても い いと 決、； - した。 

『おれ だ ッて人 il は 人 だから、 お前と 同じ やうに かねが 欲しくない わけはない。 山分け をして =4<れ 

るなら、 今夜のと ころ は 刑 is:- を廢 第して m はかう。』 

『でも — ^ —— ここに —— 持つ て —— をり —— ません が 11 』 


f ゆか 下に 隱 して あるの を だ。』 

『  』 こちら はまた ぎょっと したと 同時に、 そこまでが はっきりと 見える やうな 氣 持ちに 引き @ 

つて ゐた。 こちらの 願 ひが どうしても 全く はと ほらない とすれば、 I 方に 半分の 祟り を 受ける わけ だ 

が、 まだ I 方で は、 半分 だけに 對す るお いなりさん のしる しがあった ことにな らう —— むづが ゆいこ 

しし *\ん 

と を 誰れ がした にしても だ。 これ も矢ッ 張り 信心の 利き目 だと 思 ひ 込んで しまった。 『では ここ へ 持つ 

て來 ましょう か？』 

『いや、 お前の 家の 近處 までつ いて 行って やる。 その代り、 家に 來 たから ッて 安心して 裏切りし ちゃ 

あく 

ァ 知し ない ぞ。 云って 置く が、 な、 おれ は、 もう、 一 たびお 前の 惡蔡を 突き止めた 以上 は、 たと へ 

お前が 襄 切りしても、 おれ は 泥棒に も ゆすりに もなら ない の だ。 なぜかと 云って 見ろ。 おれの 仕 ま は 

け A- さつ 

泥榨 やゆす りに 化けて 惡人を 突きと めさへ すり ゃァ いいの だ。 おれ は 警察へ 出ても 役目と してお 前 を 

ゆすって 見た とお ほ びら に 云へ るが、 お前に はさう は 行かない からな。 襄 切りす り ゃァ、 お前の 損 は 

じょさい  .  »  „ 

拾った かね をそッ くりど ころ ぢゃァ ない の だ。 そこ は 如才なく 分って るたら う な？』 

『へ い、 分って ます』 と、 仕 やうがない ので 答へ た。 そして 私 かにう ちの 人と 同じ やうな づる いこと 

を考 へる 男が また 世の中に あれば ある もの だと 思った。 人が 拾った 物 を 山 わけに しょうなんて。 そし 

てます は 起き 上って 自分の 衣 物の 裾 を 手 さぐりで はたいた 11 こんな 人 は矢ッ 張り そのお かみさん を 
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泡 鳴 仝^ お. セ^ 

W 守 にして、 芝： g:;^ 物な ど を，：：： 分 勝手にして ゐ る の だら うと 忍 ひな 力ら。 

『どこ だ？』 

『mg の"^ 附 です。』 かね を 渡す こと さへ きめて ゐ さへ すれば、 もう、 こちら は そ の^を こわく も... 力 

づた。 

わざと 少し つんく したと ころ を W せて 先き に 立つ と、 はこ ちら を 逃がす もの かと 云 は いお 力 

りに、 並ぶ やうに してついて 來た。 

それ ッ 切り 互の 言葉 を か はさたかった。 こちらと して はこん な と 言 を 取り か はした くな 力 つ 

た。 そこで  て， じ 

『ゆすり だ』 と 叫んで やらう かと も へる ひまが あった。 呼んで、 然し、 これが 却って 本 常の， ._=1」 

やら 云 ふ もので あったら、 淺^さん を ャ>- にしゃう としたのと 2^ じ やうに また 蔽 へびになる かも 知れ 

ない。 そこ はう ッか n やれない ところであった。 

歸 ると、 うちの 人に ffl 談 してから にしよう か？ 然し、 それ も だ、 うちの 人 はき ッと 詳しい わけ を， が 

かないう ちに、 おこって しまう にへ； ド-: ない。 


5c ほ う 

『なんだ、 馬鹿々々 しい！ 泥棒 だから、 おれが 巡亮を 呼んで 來て やらう』 なんて。 

『-  』 さうな つて 見たら、 向 ふが 刑 S であるに せよ、 ない にせよ、 うちの 惡 いこと がお ほやけ に 

なって、 つまり は、 こちらが うちの 人と 共に あげられて 行かねば なるまい。 そして あげられて 取り 調 

らラ 

ペ られた 上で、 うちの 人 は 許されても、 こちら だけ は牢へ 入れられる かも 知れない。 して 兒 ると、 こ 

ないしよう 

こ は I つ、 あとで 知れる としても、 先づ、 どうしても うちの 人に は 內證で 取り引き をして しま はねば 

ならぬ わけ だら う。 

これ は、 もう、 心 をき めて ゐる こと だが、 それに は 今 j つの わけが あった やうに 思 はれる ので あ 

る。 自分に 段々 とついて 來る 人が どうも 本 常の 人^だ とは见 えなくな つた。 刑 市》 でも、 泥棒で も、 あ 

んな 森の 中 や こんな. 附ぃ 道で 女 を 自由に 斯う 威し 付ける ことができて ゐれ ば、 もう 大丈夫 だと 思って、 

本當の 人^なら、 のしかかって 來な いこと がな からう、 若し また さ、 フで なくと も、 手 を 握って 兒 ると 

か、 肩に さわって 見る とか、 冗談の 一 つや 二つ は かないで ゐ まいに、 そんな ことが 1 つもない、 こ 

ちら を 逃がさな いやう にと、 ただ 默 つてつ いて 來る だけ だ。 

じ やま 

おやし ろで は 何 をされ るかと 云 ふこ わさ 一身で その 颜をじ ッと兌 上げた けれど、 くらやみが^ 魔 を 

. してよ く は：：^ えなかった。 考 へて 见 ろと、 それから こッ ちへ はま だ 一 度 もこの の额 なり、 姿な り を 

ふり 返って 见な いの だ。 どう 云 ふわけ か、 .S 分の 口 をち ょッ とで も 横へ そらす のがお そろし かった。 
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自分の、 つい 、なや 左へ 向 ふのから だが 來てゐ るの だけれ ども。 

せめて は その 足 もと だけで も兑 たいの だが、 それ もで きなかった。 常り 前に 歩る いてる やうで も、 

後から：：；^ れば、 兩 あし を 揃へ て 跳んで るの かも 知れない。 横まで は來て も、 こちらの 前の 方へ は 出な 

いのが また この 疑 ひ を^させる 種であった。 

サ右 しこれが おいな りさんのお 使 ひの 化けた 物と すれば、 なかく おろそかに はでき ない わけ だ。 

『お 使 ひが ゆすりた どす るけい』 と、 うちの 人なら 直ぐ 云 ふだら うが、 うちの 人 はこ ちらが、 お^ g を 

惜しんだ こと は 知らない 。そしてい かにお いなり さんだ ッて、 おいな りさんと して はぶし 付けに ぉ赛錢 

が少 いと は 云へ まい。 だから、 ー冲 察の 刑事な どと 云 はせ て、 こちらの けちん 坊を 十倍 百倍に して Si をお 

與 へになる の だら う。 白銅の^^-錢と十八園一 一十 五 錢とは 何 倍の 逮 ひだらう と 云 ふこと を考 へて 兑た。 

お^は 心よ く t 乂け ます。 その代り、 あとの 半分 は 無 裹 に 使 はせ て 戴きます。 なんに しろ、 こちらの 

お 願 ひした しるし はあった。 御 叮嚀に も 一;^ と 足く びとの 兩 方が むづが ゆかった。 若した だ 男の い たづ 

ら なら、 して あれ だけで はと どまらなかった らうに。 

うらて 

みちく 考 へたと ころで は、 .nl 分の if5 のす.^ ふなる そば 虽 さんの 横丁、 乃ち、 ，；^ E さんの 1^ 手に 

常る ところが 人通り も少 く、 また今夜の月もさしてゐなぃ^^：でぁった。 こちら もこん な 取り引き を 明 


るいと ころで はしたくなかった- 

ます は を そこへ みち 引き、 そこに 待た して 置いた が、 自分が 店へ 飛び込む の を 突きと めに、 男 は 

店の 通りまで は 出て 來 たやう すであった。 

まれもう ちに ゐ なかった の を —— 不用心 だと 思った が 11 幸 ひに して、 直ぐ 例の を 出し、 先づ 

大きな 札 を 十八 枚 だけ 數へ 取り、 それから 一 枚の 五十 錢札を 店の かねで i して その 半分の 二十 五錢を 

足して、 また そとへ 出た。 

男 は、 月の 光リ もさして ゐ ない 狹ぃ 横丁の やみで、 白い 扇子 を 人間ら しく 使って ゐた姿 は 矢 ッ張リ 

黑 かった。 

『  』 とちら は默 つて それ を 渡す が 早い か 立ち去らう とすると、 

『待て！』 低い がその 力の ある^の 命お であった。 そして 急いでお 札を數 へて ゐる やうであった が、 

『よし』 と 云 ふが 最後、 一 目 散に 驅 けて 行った。 

『  』 泥棒！ と 一 つ、 大きな 聲で 呼ばって や .WS たかった。 暫 らく 立ち どまって、 その 一 生 職 命に 

逃げて 行く 蒸い 影 を 月の 光りに かすめて 見つめて ゐ たが、 これでお いなり. さんの g1l はす ッ かり 覺め 

て、 ^かに ぞく./ \ とさむ け を おぼえながら、 引ッ 返した。 

すると、 二階の ミシンの 敎師が 下の あが 力が まちのと ころ をう ろうろ して ゐて、 
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『あんた でした の』 と g 井さん はと ぼけた やうに M いた、 『今、 ここでが たくさせて たの は？』 

f えい。』 まだ^ を： g 人り かけて ゐ たのが、 IIh: 物と 水 梁 子との あ ひだのと ほり 道 を 11 わざと わがう ち 

顔に — 進んで 行った、 たださへ 持ちが 悪くな つてる ところへ、 他人が 下で うろ 付いて たの を兑た 

ので、 一 一 ^おも，：： くなかった。 半分 取られた 上に、 また その他の 半分 を 取られて 溜る もの か？ 

『ま ァ、 どうした のよ』 ぬ 井さん は 突然び ッ くりした 驟を 出した。 

『え、 え ッ！』 こす も、 また 何 か 起った のかと 一 緒に びッ くりした。 

『あんた の 節 は ッ W ぢ やない の？』 

『  』 ああ そんな ことなの かと それだけ には^ち 付き を 取り返し たが、 さう 自分の 顔が f;^ くな つ 

てると は 知らなかった 7 少し さむけが する のです』 とだけ 答へ て 置いて、 .1^ ぐ 床に 就く 仕度 をして ゐ 

ると、 うちの 人が つて 來た。 

『：： 十く 歸っ て來 ないから、 不川 心で 困る ぢ やない か？ 注文 は 持って行か にやなら ねいし、 坊ちゃんが 

泣いて 來た ぞ。』 

みち ど 

『さう：！ 十く 歸れる もんです か？ これで 常り： S の^ 取りです。 I— 然し、 今夜 は 乳 も あげません よ， 断 

ぅ缄 ぶんが 惡くッ ちゃ ァ』 断う 云って 横にな り、 a 分の 太って る 足く び を あの 男に む づ./ \ させられ 

た あたりで 拔み にかかった。 ぞッ とする ばかりでなく、 大分に けッ たるい ので。 


『どうしたんだ  も 5、 腐る つもり か？』 

^  』 狐に つままれた あとの 氣 ぶん は 丁度 こんな だと 云 ふから、 自分が 若し やそれ であった のか 

め A わく 

も 知れない と は ひながら 何も 返事す る氣 になれ なかった。 ただ 奥さんに 迷惑 を かけた 上に また 坊) り 

やん を病氣 にしても よくない から、 『濱 出さん へ ちょ ッ とさう， 云って 來て預 戴』 と賴ん だ" 

『今 牛乳 を 取って 來 たから、 それで A 丁 枚 はす ませる と、 さ』 と 云 ひながら 歸 つて 來 たうちの 人 は、 あ 

がうよ 

がりが まち を腹燈 ひに なって、 その 强愁 張りの 圆ッ こい 顏を こちらの 枕 もとへ 寄せて 來て、 『おい、 お 

いなりさん はどうであった。』 

『  』 その 前から どう 云って mi- かう かと 考 へて たの だが、 一 日で も 二日で もこの しくじり を 知ら 

せない 方が いいと 思った。 『今 使つ ちゃ ァ いけませんと。 それに、 ゆか 下 は そのまま そッ として m はかな 

いと、 却って また 人に 取られます と。』 

1 と晚を 過ぎたら、 さむけ も り、 また 氣 ぶん もよ くな つたので、 朝早くら から 坊ちゃん を 呼ん 

だ。 矢っ張り、 坊ちゃん を 一 と晚 でも 见 ない と氣 がすまない のであった。 けれどもお 隅さん がまた 面 

白くない こと を 云った。 

お^の 信心  四 六 七 
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F おいな りさんへ 行って 行って になる の は、 何 かの りで せう』 なんて。 

『  』 にが 笑 ひ をしながら、 『わたし、 おいな りさんへ 行った のぢ やない のよ。 少しう ちの ひ 物 

をし に 行った の。』 

『ぢ ゃァ、 思 はぬ おかねが 這 入った からでしょう』 と、 また 一 I 

『そり ゃァ、 i5 をし てれば たまに はいい 儲け もあります、 わ。』 おこり もで きないので、 こんな 胡麻 化 

し を 云って みた。 

さんのお かね は、 もう、 その 半分 はこ ちらの 知った ことで はない と 云ふ氣 になった。 

n 分が 取った の だとしても、 a 分が 使 はない うちに 人が 持って行つ たのおから。 あとの 半分 も、 

うお そろし い 口に.^ つて は、 而もう ちの 人に も 云 はれない やうな 目に 會 つて は、 ぃッ そのこと、 すッ 

かり 返して しまった 方が まし だが、 どうして 返したら いい か、 それが 分らなかった。 門のう ちへ 投げ 

込んで S いて、 今度 はお 隅さん に 拾 はれて しま ふ 位なら、 誰れ が 取って 置いても いいわけ だ。 

だから、 ^りの 半分 はこの ままう ちで K つて S いて、 その代り、 坊ちゃん について ぉ鱭 ちゃんが 米 

るたん びに お g 入 子な ど を H つて やり、 また 偶に は 下駄 を ゃリ、 それとなく 段々 と 品物で 返して 行き さ 

へ すれば、 こちらの^^たけはそれで濟むゎけだ。 01 また、 あの 察しの いい 奥さんの こと だから、 さう 

して 行けば こちらの 物 を！；^ して ゐ るの だと 云 ふ ほどの こと は 分る かも 知れない。 さう なれば、 こちら 


ばかりでなく、 向 ふで も氣 持ちが よから う • 

奥さんの ゆ 布が 落 もた 時の こと も、 別にお いなりさん がさう はッ きりと 云った ので はない かも リ. I- 

ない。 丁度 こちらが ゆ ふべ 間違った こと を 思 ひ 詰めて ゐる やうに、 奥さん も GI 分で 新 うだらう と 云 ふ 

ところ を 思 ひ 詰めて、 そして さう 獨リ できめ てゐ たのが、 たま/ \ 本當 のこと に 合って たと 云 ふば か. 

りで あらう。 お 隅さん の ほか は、 濱 出さん のうちの 誰れ もが 何も 云って 來 なかった の を见て も、 もう、 

とッ くに 夢の やうな ことで あつたと 思って るの か？ 若し さう だとしたら、 なほ 更ら こちらに 都 パ£ のい 

いば かりだ。 

斯う 心 を 持ち直して 見る と、 あとに 殘 つてる 心配 はう ちの 人の こと だけで あつたが —— jg はこ ちら 

の 云 ひ 描ら へた そのお 吿げ を本氣 にしないで、 また ゆか 下の を —— 今 1^ は 人の 见てゐ る 前で —— HR 

しく も见 ようとした。 

『いけませんと 云ったら、 あんた！ いけませんよ！』 こちら も 止む を すむ きになって それ をと めに. 

行った。 そして 渠が 箱へ かけた その 手 を 横から もぎ 放した。 

ちくしゃう 

『杏 生！ なにし やが るんだ！ おいな りさんが 云った などと ぬかして、 おのれの 勝手にし ようと 云 ふん 

だら う。』 

『  』 さう だ、 さう 云 はれて 兑 ると、 うちの 人 も 亦 別にお いなり さんの 伺 ひ を 持って 來 たやう に， 
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泡 鳴 八丄^  ^七お  p^c ぼ あ ひ 

こちらの 心 を 云 ひ f てゐ ろ。 して 兄る と、 謙れで もお いなりさん になれ る やう だが— こ I 八 I ま 

ご i いてし まった。 1^ が^ ハ； ぬひに なって、 どうせ 足りない お札 を 勘お して ゐ るの を、 こちら はた だ 突 

ク：； つ て^を どきく させながら：：^ てゐ た。 

、 *  J  メ  *  }  せま 

『ャ ァ』 折う 叫んで S も 立ち あがった 。あり ッ たけの 金 を 持って こちら を歐み 付けながら〕 ぬって 來るゃ 

うにして、 『うぬ、 华分盜 みやが つた、 な A 十錢札 もちよ ッ きり 二十 si になって るの ァ どうした！』 

『わ、 つ にし、 ぞ、 ^じ ま 11 せん！』 言 を どもらせて、 g!^ ケ& のおい なりさん で 出 余 = つた あの 

おそろし さと Hi: じ やうな おそろし さ を 感じた。 

『知らね い ことがある か— 山 わけに しょう ッて 云った のァ うぬ ぢ やねい か？』 

『そ、 そり や 申しました。 然し キ分 欲しがつ てた 5 はわた しばかり ぢ やありません。』 

『ぢ ゃァ、 だ、 誰れ だ？』  > 

環 H さんのう ちで もです。』 こないだから、 お 隅さん が 奥さんの へだと して 半分 出れば あと は その 

人に やっても いいの だが と-一. ム つてた の だ。 

『E1IK な！ ぢ ゃァ、 i^E で 誰れ かに 盗ませた と 云 ふんか？』  t 

『さう でしよう とも！』 つい、 斯 I つてし まった。 けれども、 それで 少しから だの 頓 えが ゆるんだ 


ので ある。 と 云 ふの は、 筒井さん を それに 結び付ける ことができ たからで ある。 こちらが おいな りさ 

んへー 了って た あ ひだに、 かの 女 は 自分で いつも 惡 くち を 云って たと ころの 濱 田さん へ 遊びに 行った の 

だ。 そしてお^ まで賀 つた。 その 時き ッと、 奥さんな りお 隅さん なりから、 こちらが おいな りさんへ 

1 了った ことに 關 しての 惡 くち を 聽 かせられ たに 逮 ひない。 そして 自分ば かりが いい 兒 になる つもりで 

『ぢ ゃァ、 そのお かねでしょう よ さう に ゆか 下の 箱に しまって あるの は』 とぐら ゐは 云った だら 

う。 一 度、 こちらが しまって ると ころ を 見て るから。 そして、 『あれなら、 わたし、 こッ そり 取って 來 

てあげましょう か』 と 云 ひ 添へ たと して 兑れ ば、 人の 守に 下 をう ろくして ゐ たのが 資 際に あやし 

,^っ，^-ではなぃか？こちらさ へ遠慮して減多に赏はなぃぉ湯を、 こちらの おかげで 知 sin ひに なった 

1 ミシ ンが貰 ひに 行く のさへ 不都合 だのに！ なん ぼミシ ン だけで は へない としても あの 年 をし 

て 通 ひの 旦那 を 持ったり などして！ 

新う 考へ ると、 1 まし さも 添って 來て、 あの 泥棒の こと を ミシンの 女の せいに してし まひた くな つ 

たの 1 

『ぢ ゃァ、 お 隅 だら う。』 うちの 人 も その 勢 ひ をよ そに 向けた の をし ほに して、 こちら は 

『いいえ、 二階の 人で せう』 と、 1 昧 にだが 答へ た。 そして 全く さう だと 思 は せても、 ミシンの 爲め 

に 氣の毒 だから、 『それにした ッて仕 かたがな いぢ や ございま せんか 1- 向 ふの. 物 を 向 ふが 取り返した 
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のです から』 と、 念 を 押した。 

『  』 ^はこ ちらの はめ にやり 込められで.^ したやう に. むッ つりして しまつ な w らくして か i 

や  *^ ら 

その 立って るから だ をく るりと 向 ふ. 11： きにして、 『ええ ッ、 ，s け ツ^ だい、 り^^^-でも^：；-ってゃろ…』 

『もう、 いいでしょう よ —— & うなつ ちゃ ァ。』 こちら もそう して K ふ 方が、 K は、 平く 肩がぬ ける の 

であった。 

まだ； SJ? い n 盛り だのに、 ！S はう ちの. に f:^ つて 出て 行った。 ^子 は 去ハゃ mm さんのと ころで？：； 

つた 十：： ぼけた パ ナ マ を 被った。 

^ほど がか かると 2： 心って ると、 ゃがて^な0轉^2|.に乘って、 桐の^ 火鉢と 大きな はしら 時 W と 

をし よって 歸 つて 來た。 

.Ewa. は 九 回 冗十錢 して 取り 換 へたの ださう だが、 火鉢と 昨 計と にも 六 回 K 十錢 かか つた さう 

だ" 

『だッ て、 まだ 五十 錢 る わけ だ わ。』 

『これ 兑 ろ。』 うちの 人 は 額 を 少し 右へ うわ 向き 加減に かた 向けて、 左の 方のう わ n びる を 上げて 见せ. 

た。 すると、 そこの 前齒の 一 つ 隣り の齒が —— 尤も • 以前から 少し 蟲^ ひい S に はなって ゐ たの だが —1 

奇 K な 金^に 變 はって た • 


fyl.  -ゃ， 

『あら！ 大分 取られた でせ う？』 

『それ もお いなり さんに 伺って 見たら どうだい？』 

ま 2 

『もう、 おいな りさん は厕ッ 平よ。』  - 

『ぢ ゃァ、 云って やる が、 な、 どうせ かねがね いから、 めッ き、 さ。』 

ゆ ふが たにな つて ミシンの 敎 師が歸 つて 來た 時、 新ら しい 火鉢と 時計と が あるの を 直ぐ 兒 つけて.. - 

『おや、 よい 物が いろく 買へ ました、 な』 と 云った。 

ふ だん 

『  』 不斷 なら、 うちの 人 も 冗談に からだ を 後ろへ ゃッと 反らせて、 それ は それ は 結構な 物です 

よと でも 云 ふの だら うが、 つんと して 相手に もしなかった。 すると、 ミシンが 變な額 をした のが 氣の 

毒に なって、 こちら は 止む を 得す、 

『別に 大した 物で もない のよ』 と あしらった。 

『どれ、 拜兒。 』 無遠慮に つかく とそう めん 箱の つんで あると ころへ 行って、 その上の 火鉢 を いぢく 

つた。 

『  』 こちら も その 遠慮な さ を —— 人の かねで いいこと をして とで も 思って るら しく 取れて —— . 

L な もの 

け ふは特 5? にい やであった。 品物に しないでも 今少し S いて S けば. * 今度 は それ を この 女に. 取られて 
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しまった かも 知れない と。 

その 夜 ま、 前以てお I？ さんに 斷 つてあった ので、 その 曰の 最後の 乳 を 飲ませが てら 坊ちゃんに はお 

ちゃう t し 

しゃぶり、 ぉ踉 ちゃんに は 赤ぬ りの 下駄、 うへの 坊ちゃんに は维校 用の 帳 而を川 意して、 久し振りで- 

竊 £ さんのお 湯 を K ひに 行った。 餘り 行かない と、 却って 疑 ひ を こじれさせる だら うし、 また ミシン 

にば かり 勝 乎な こと を 云 はれる の も 詰らなかった。 

典さん の 枕 もとの！^ &の そとで 坊ちゃん にお 乳 を あげながら * 成るべく 自分の 痛手に さわらぬ やう 

な 世 ばな し をした。 が、 奥さんの 方から 筒井さん のこと が 話し 出された 時、 

『あの人 はい やな 人です、 わ』 とつい、 CE 分から 口に 出して しまつ 广、 『都合に よれば 斷 わって しま は 

うかと つてます のです。 うちで 買って 來た物 を 何 かう さん 奥い 物の やうに いじく つて M ル たりして。』 

.0$ ん 0- よ 

『なァ に * 年が 行って るから、 遠慮がない だけな の だら う 』 

『さう でしよう か』 と 云 ふより 仕 かたがなかった。 こちら は 年に 於いて 與 さんと はさう 遠 はないけれ 

C  ,  き やう さう 

ど、 身 ぶんで は 丁度 あの ミシンと 年が 遠って る ほど 逮っ てるので ある。 とても 競爭 はで きないけ ォと 

も、 あやかる 爲 めに いつまでもお 世話に はなりたかった。 それ を^ ふと、 斯うして ここへ 來て マ" るの 

さへ ありがたく ッて、 淚が こぼれる やうで 11 奥さんの おかね はこれ で、 もう、 半分 少し 以上 はおし. 

くグ しました と Si じ て もよ かった。 今农 のみ やげ 物 を も 勘^し て だ。 


乳が すむ と、 お 隅さん と I 緒に お湯に 這 入った。 そして 先づ， 

『第 筍 C 鍵が あって』 と聽 いて 見た。 

『まだお 隣り の を 借りて るの。』 

『  n して 見る と、 まだ 出る かも 知れない と 思って るの だら うか？ 叙の II 母な やうな、 また を かし" 

しら  &  > 

いやうな 氣 がした ままに、 別な ことに も 白 をつ づけて、 『ミシ ンが たび./ \來 て？』 

『まだ あの 時た ッた 一度よ。』 

『何 かう ちの こと を 云って て？」 

『何 も 11 別に』 

『  』 この 女中 もなかな か 喰へ ない 女で ある こと は 分って るの だ、 が、 今 一 っ突ッ 込んで 見た， 

『奥さん はう ちの こと を 何 かお こって ない？』 

『さ ァ、 どうです か？  然し、 筒井さん からこの s 休みに ミシ ンを習 はう かと 云って ます •』 

だんく 

『さう？』 思 はす 大きな が 出た" 断う して 段々 と. E 分 だけが 兑 i: られて 行く ので はない かと E 心 CV 

て e 

八 
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うちの 人 は 金齒を 入れた ので » かれ 出した わけで もなから うが、 いつも 御用 1- きに 行く お得 おさき、 

で、 十代の 若い 奥さんと いもうとさん とが ゐる ところの、 そのお IS どころ の戶 ぶく ろへ、 矢立ての 

を以 つて 

め だま 

『戀 しくば li^ ね 來て见 よ 八 巧 S なる — 』 と £〕 いたと かで、 そこの 主人から ひどい お 玉 を^った。 

それよ 然し^の^ しく づ しの 一 つに はならない けれども、 n ひ換 へた 自轉 S. がパ ンク した。 いんげ 

そんがい 

ん とほう れん 草と を 取り寄せに W 舍 のうちへ 歸 つた 途中で だ。 そして ゴム やその 他の 损害を 勘 〔儿 に 入 

れ ると、 三 四圓の もの はまた 奥さんの 方へ 戾し たこと になら う。 

斯うして^々 ともとの 安心が 取り返へ せて 行く に 常って、 お^に 綺 めて EA,:: へ歸 る^の S 帶も. M さ. 

んに存 へて 貪った。 そして Ji^ 1 着に それ を 締めて、 奥さん、 ぉ踉 ちゃん、 お 隅さん、 小さい 坊ちゃん 

と I3g に 銀座の 兑に 行った。 丁度 新 ® の お盆の 十五 n であった から、 店 は 大抵 締 つてた けれ さ 

も、 奥さんの H ひ 物に つれて、 ますは门分でぉ嫁ちゃんの^：^めに小さぃロ伞を 一 つ I：：； つた。 そして 力 

フ ェ何々 とか 云 ふところでお 1^ 子と コ ー ヒ の御馳 半た になった。 

『こんな なと ころへ 來 たの は 生まれて 始めて よ』 と、 .i^; 隅さん に 向って 云った。 

『わたし も。』 


ズて， ヌ^f;は；s1sき.^^^i^a^德とカーBょもcガま-りょくま-wっ マ マ ItslJ レ けれと も. ^t47L*^v 

かと 心配であった。 一 方の 隅から は獨り 手に 鳴る オルガン とか 云 ふ ものが 嗚 つてる。 廣ぃ 部屋に はい 

くつ もの ティ ブルが あって、 いろんな 人が 刖々 に 物 をた ベて ゐる。 自分 は 嬉しい のと 恥 かしい のと 心 

配な のとでの ぼせ， るば かりであった。 奥さんに 何 か 話 をしょう と 思っても、 その 糸ぐ ちが 出ない ので、 

壁に かかって る 一 つの 景色の 縦から 思 ひ 付いて、 『奥さんと この 畑 はお t 加 子 はよ くで きさう です が、 胡 

瓜の 方が 駄！！ 2 の やうです から、 わたしが 播き 直して あげましょう か？』 

『なァ にあれ は 旦那のお もちや だから、 はたの 者 はう ッ ちゃって 置く 方が いいんだ よ。』 , 

あ S さう 

『ほ、 ほ、 ほッ』 と、 分 はお 隅さん の 方 を 見て 愛 相 笑 ひ をした。 

r 今 ffi はビ ヤノの 彈 ける ところへ 行きましょう か、 ね』 と 云って、 奥さん は そこ を 引き上げた。 

Isa. の 上で ぉ嬉 ちゃんが 日伞を 持って 喜んでる の を 奥さん は あぶない と 叱った が、 

『まあ、 樂 しんで ゐらッ しゃる のです から * いいでしょう』 とかば つて、 こちら も 一 つの 功 德と爲 し 

-くづ しにな つたと が 嬉し か つ た。』 

そして 神 田で 下りる と、 前よりも また 一 & 廣ぃ！ il 洋 造りの 二階へ あがった。 そこで 奥さんの ピアノ 

を聽 いてから. お 嬢ち やん を も 入れて 四 人が みんな 盛りの いい 而もな か. /-\ おいしい アイス タリ ー ム 

おか はり をして たべた。 そして 歸る 時に 奥さん は 白い 衣 物 A4S た 男の人に、 

ぉ潘の 信心  四 七 七 


『ナふ はお かねがないから 价 りて 行きます よ』 と 云った。 

『 ：：：：. 』 r- ちら は i さんと ちょっと が、 S のした こと S めに 奥ん さが これ ほ 

どのお 拂ひ にも S つてる のかと W さて I 窗 なった。， I の ふところに はま だ 四十 錢 ぐらん S つ 

てるから、 『わ；^ しが 拂ひ ましょう』 と、 乎に がま 口を出した。 

『ぃハ よ、 C いり だよ、 いつも 來る ところなん. た 力ら』 

『さう です か. と M つたこと は 云った が、 こちら は li なきろ へ 來て篇 な 物 I ベながら、 それ 

では，^ だ" 奥さんに もこ この 人に もす まない 氣カ L ん 

f.  二 K の 人 は 他へ 引っ越す やうに なった。 多分、 典さん が 銀座 や 何 かへ こちら をば かりつ 

れて 行って、 こ SSS 時ャ m ぉ專 f も f れる あの人 を つれて 行かな かつ I てつけ だら う 力 

ら、 これ も 1^ しく づ しの 一 つに は 数 へても いいと 忍 はれた。 そして 直ぐう ちの 人に 賴ん で、 

rex 一  一 ra』 の 札 を. 版て K つた。 

11 (大正 八ハキ 七另) ——. 
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『おいく、 おかみさん』 と、 はこ こに 到？ t て呰の ものから W 迎へを 受ける と 直ぐ 氣 安く 驟を 

かけた。 『鈴 木の 奥さんが 來てゐ る だが、 どの 部 星 だい？』 

r 今 皮 は 一 ^^奧のぉ部屋ですょ。』ぉかみさんはにゃリと笑ひながらも、 まじめ 臭く 取りつ くろ ひな 力 

ら咎 へた。 

あんない  n 

『ぢ ゃァ、 ね、 おれ を 奥さんに 知れない やうに その 次ぎの 部屋へ 案內 して K はう ！ 明いて たら。』 

『明いて ますよ。 —— ぉ豊、 奥さんに 知れない やうに です と。』 

『さう だ、 知らせち ゃァ ーバ， 知し ない ぞ。』 後ろ向きに 玄關の 踏み段へ 腰 を かけて 靴 をぬ ぎながら、 吹 

き 出し かけよう とする 笑 ひ を 無理に 胸へ 押し退けて 考 へた、 みちく ちょ ッと 工夫して 來た 芝居 を^ 

する に は 丁度い い。 一 桥 奥と 云へば、 かけ 橘で 以 つてつな がれて る 離れ だら う。 部屋 はた ッた 二つし 

XT んど 

.A な、.. A ら、 その どちら かに ゐ るの だ。 こちら は 先 づこッ そり その 隣り へ 陣取って ゐて、 奧さ A が 女 


巾に.、 『峰れ か來 さうな もの だが』 とか、 何とか 云つ f る 時 を 3:^ て I. さう だ、 寂しく なれば きッ とさ 

ぅ1!^ひ出すに逮ひなぃから. その 時 を 見て. 取って、 ひ t5 ッこ りと、 の寢 まきを：；^ たままで^ は L て 

やらう。 時 に すれば まだ 早い 。も. ッ. とじら して m はいて- 曰が 慕れ るの を 待た う。 . ；，， すると、 向 ふ 

は- もう、 ニ晚 目の こと だから、 段々 寂しくな つて 氣がザ W ち附 かなくなる にき まって るから、 と。 

これ 位の 芝居 はこの 鑛泉旅 m では 何-でもない ことで あらう。 ものの 或 成り 佥は •  4 ほう ハ 

"  げつきん 

い 節の つれに なって、 月 琴 を it いて やって 來た。 その 時お かみさん は 最初から 氣 おかなかった が、 へ。 

ギ； と 云 ふ 女中が 直ぐ 见破 つてし まった。 その 次ぎに は、 また 同じ 成り 金が わざく 顔ぢ うに 鍋す み を 

じゅ ズ^-ぃ 

. ^り 付け、 巡禮 すがたの 乞食 同様にな つて、 先づ男 館へ 行った。 そこで は 相手に もしなかった ので、 

改めて 盛. 乎 館へ 行った。 とめて は L 犬れ たが、 女 巾 部屋の は づれで * 1K 井 も ^ - 夜が 更ける と、 良が 

出て 來て、 耳 をかぢ らうと した。 女中の 湯が すんだ 頃に 湯に 這 入れと 云 はれた けれども、 もう 結隨で 

すと 云って 遠慮した 風で 這 入らなかった。 そして その IfnS になって、 ここの 00 のお かみへ 電話 を か 

け、 かね を以 つて 迎 へに 來 させ、 大 森から 藝者を 呼んで 盛 平の 泊り客が 3H ひッ くりす る 程のお ほ 騒ぎ 

をして □ ^せた。 

うん ま そ" の 成り 金 はまた 三度 目に は 大きな ビ ー ル 箱へ ほけ ぬきの 婆々 ァ藝 者と 共に 詰め込まれて、 荷車に 

述搬 されて 來た。 こんた 道 梁 はかね さへ 自由にな つてれば どこ ま， で發 股して 行く か、 とめ 度の ない も 
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の だ。 が、 こちら は そこまでの 身 ぶんでも ないし、 またそこまでの£§鹿でも低級趣：^^{?でもなぃ。 た 

4*  くめ 

だ、 二. a まで もこん な 役：：： を 仰せ 附 けられる に 至ら しめたと ころのお 杉さん を、 多少で もやき もき さ 

せて、 こちらの 無邪氣 なかた き 打ち か 心 やり かに？ i ばいい 0 ^あった • 

『珍ら しい、 ね、 お i さんが おれ の^に 當 つたと は』 と 云 ひながら、 踏み段に 立つ が：： 十い か、 中へ 這 

入って 行った。 

i 藤さん。』 ここでの 古が ほで 意 張って るお HI が この 時 出て 來て、 『また、 ぉ迎 へです か？ あなた は 

色 をと こ、 ね —— w らしい！』 

『  』 もう、 さう に 見られて ゐる のか 知らん と 私 かに うぬぼれながら も 『さう If 鹿に して 吳れ 

るな よ、 おれ だッ てまた こんな 役 口 は 申し付けられた くないんだ Ml 

『a ^しいから 來 るん ぢゃァ ありま せんか？』 

『E ^鹿 云つ てら ァ！』 けれども、 心で は その 實ぅれ しくない こと もなかった。 幅の 腐い はしご 段の さ 

きを 右の 狹ぃ 廊下 へ 曲つ て 行く と、 S ぐ 後ろ へ 座 圑 とたば こ 盆と を もって つ いて 來 るお 豊が 

『ほんと にわたし ハ番 になる の は 初めてです、 ね』 と 云った。 

『だから、 いい ぢゃァ ないか？』 こちら は を 向いて、 その 方へ 右の 手 を 出し、 かの 女が くび をす 

くめて 立ち どまら うとした その ffl へま はした。 そして かの 女 を こちらへ 引き寄せて、 その， M 敷ャ S の や 


はら かい 手 ざ はり を 感じて 進みながら、 『たまに ゃァ おれの 世話 をしても 

『結構です よ、 おさし 支へ がなくて あなたのお 世話なら。』 

『うまい こと を 云って らァ』 と、 手 を 放して 先き になった。 

廊下 は 左り へ 曲った。 横手の 長い 掘の 水に 面する 部屋々々 の 後ろの 廊下 を 突き 當 ると、 一 段 高くな 

つてち ょッと 右へ 曲り、 直ぐ また 左り へ 折れて 二 部屋ば かり を 過ぎた。 すると、 太鼓橋の やうに 眞ン 

巾の 高まった 廊下が 少し はす かひに かかって て、 長い 掘 を縱に 見る 離れの 一 一 部屋が あるので ある。 

「奥の 方が ふさがつ てるので すよ』 と、 ぉ豊 はこ ちらの 耳 もとへ 來て ささ .a, いた。 

『さう か？』 こちら も^い 聲 でかの 女の 方へ ふり 向いた が、 この 廊下 を 半分 ほどに 達した 時から、 少 

しわざと らしく だが、 ぬき 足さし 足して 離れの 横手の 緣が はへ 急いだ。 

『くす く』 と、 女中 は 笑 ひ を 忍んで、 『もう、 大丈夫です、 わ。』 

『  』 こちら は その 方 を 3^ て、 默 つて をれ と； K ふこと を 目つ きと 手つきと で 知らせた。 そして こ 

の 方の が はの 一 一枚 障子の、 奥の 方の を 明けて 八壘の 座敷へ 這 入った。 

女中の？^ いた 座 蒲圑の 上へ どッ かりと あぐら を 落す と、 ボケ ト から、 二十 本 四十： ム錢の ^13 きを 出 

して それに マ チの火 を附け 初めた。 

『ま ァ、 いら ッ しゃい まし』 と、 乎 を 突いた 女中の 改まっての 挨拶 を、 

31 える 權 »;  四 八 11】 
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であ あ』 とば かりで 受けた つもりが * 矢ッ 張り、 こちらの 见 すかされ てる やうに m わ はれる 弱みで、 

はす 少し あたま をド げた。 この 時、 マチの 火が 短く 刈って あるう は 鬚 をち よ ッと燒 いた。 『うん、 こり 

ゃァ n と、 あわてて、 つい、 口に m して 直ぐ また その n を 自分の 他方，：： 手で 押さへ た。 そしてち ょッ 

とゅりの方と女巾の方とをB^^らべて、 ，a 分 0 まご 付き を，： u 分で 笑 ひながら、 今， M は 低い？ れ 4 で だが て 

わ Si しのお もくしく、 『直ぐ どてら を 持って 來 て。』 

『はい、 かしこま りました。』 女中 はまた lE^ のく すく 笑 ひ を  ー&, んぶ やうに して. きまじめな 返 

をした。 ひヂ のこと でか、 それとも 奥さんの こと を か、 そこ はこ ちらに はは ッ きりと は 分らなかった 

！^、 しま ひに は、 ゃッ とう すら 笑 ひに 納まって、 そッ ばう を 向きながら 出て 行って しまった 

『  』 こちら は その あと を ゃッと 全く 獨 りの 落ち 付きに なって、 よこ： ：！ に 隣り の 方へ 环を 力た， M 

て、 しに、 何 か 一 つで も先づ ぶる ッと來 て、 こちらの 胸が ふる ひ 立 さうな もの をと つた。 

じッ とその 様子 を^ ど 息を殺して 伺って たの だが、 別に 何のけ は ひもし なかった。 ffl もない の だか 

ら、 うたた. 腱で もして ゐる のか 知らん と つてる と、 やがて 足す りの ti:! が Ci にして、 呼び りん を^ら 

せたら しい。 その； のりん が こち：， の？？：： a の 隅の そとでり り、 りんと. 酙. - つたので、 向ふにばかり^^ 

を 取られて ゐた. a 分 は 却ってち ょッ とび ッ くりした。 

ザし  一 J 

ぉ璺 がお 茶と どてら を 持って 來 たのに^ 後して、 向 ふへ も 女 巾が 來た。 お 仙の らしい S で、 


『お呼びで ございま すか 0J』 

『今、 お 隣り へ ぉ容 さまが 氷られた やう だが、 ね、 うちから も、 もう、 誰れ か來 さうな もの だが、 ね OJ 

『： ……- 』 ぉ豊 はこ ちらの 顔 を 兌て、 ひひ ひ ッと云 ふやう にくび をす くめた。 こちら はまた お ま Si に 向 

つて ぺ ろり とや：： を兑 せて ゐ た。 

『さう です、 ね。 コ 

『多分、 横 藤が 來る だら うと 思 ふんだ が 1. 』 

『  』 ぉ豊は それ 御覺 なさい と 云 はない ばかりの 横目 をして また こちら を 見た。 

『では、 今にい らッ しゃいましょう。" 

『  』 お 仙だッ て、 もう， こちらの 來てゐ る こと は 知って る だら うに、 うまくと ぼけて ゐ るた 

『さう だら うと 思 ふが、 ね— もう、 ゅふ歡 でしよう、 ね。 その g にわたし、 ちょ ッと お湯き 入り 

たいから、 都合 をお て 來て面 戴。』 

『はい。』 

『それ. に.、 御飯の 時に また I 本つ けて 貧 ひましよう、 ね。』 

『かしこま りました。』 ばた くと 云 ふお 仙のう はおい 履の 脊が 行って しま つた かと m5 ふと、 愈 中で 大 

き i を 出して、 中庭の 向 ふへ 1 の 都 t 聽 いて ゐた" そして そこから 引ッ 返して 來て、 『どうぞ ま 
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ぐに 

『ぢ ゃァ、 IJg に 行く、 わ。』 

『  』 こちら も 多少 は Hit 鹿に して かかって るお 杉さん のこと だが、 その 足お とが さすが 女らしく 

しとやかに 緣がは を 響いて 行く と、 まだ 心 をう ち 明けぬ 懇 人の それに 對 する やうに、 私 かに 胸 をと ど 

ろかせ ながら、 女中のと は 聽 き 分けつつ、 それが 消えて しま ふまで 环で以 つて その あと を 追 はないで 

は ゐられ なかった。 

『あなた、 ；^: ： し 上り 物 は」 と、 お はこ ちらへ 云った。 

『ま ァ、 今少し あの やうす を：^ ように 横 藤 は 女中が 行って しまった あとでく すりと 獨り笑 ひ をした。 

か いはつ 

そして. nj 分ながら これほど 解放され た 心持ち はない と 思った。 向 ふ も その 亭主の II いや、 ロー 那の I 

I もと を 無斷で 逃げ出して 來てゐ るの だから、 多少の 解放 氣 ぶんに はなって ゐ ようが、 それ は：：： ー那な 

る 鈴 木 ^；; に は あまい 曾 ぶを以 つて 迎へ をよ こせと 云 ふ、 そして こちらに は 必らす 横 藤が 迎 へに 來 いと 

云 ふ、 かの 女にば かり 都合の いい 乎で ある こと は见ぇ 透いて る。 が、 こちらの 今の 心 S: ち はも ッと d 

.G であって、 一 本 や 二 本の 酒を以 つてう けに 入つ てられる やうな 安ッぽ いのではなかった。 お ほ奴裟 

に 云へば、 ^どかの 女の 死活 を こちらの 乎に Si つてる ものの やうであった リ 

向 ふが 半分 は 待ち ぼけの K で、 そして 半分 は その iS めの け：： 姒 味で 酒 を飮み 出して ろ、 あのお ほ 


E 飲みの 女し やう，.^ の 一 本が 二 本と なり、 二 本が 三本と なって、 

『まだ 飲みたい の だが、. 相 ひ 手 はなし、 ねい』 などと 女中に つぶやく を！：：^ き はめて、 

『さ ァ、 お望み ど ほりお 迎 へに 來 ましたから * 直ぐお 歸 りなさい。』 はどう だ？ 向 ふ を 興 ざめ させて し 

まって、 以後 は 二度と^ びこんな 詰らない 役 E を 本人から も ふり 向けまい し、 女に あまい 鈴 木から も 

顿 まれな くな つて、 一 擧兩得 だら う。 本人 もこち らも S: けて ゐる 割り 合に は 固く ッて、 旦那 は 那と 

して、 友人 は 友人と して 立てて ゐれば こそ、 不斷 にも が 起らないで すんで る。 

『おれ 達 ふたりの あ ひだ は でなければ 納まらないの だから、 なァ』 と、 鈴 木 は 半ば 燒けッ 鉢で こち 

らを 信用して ゐ るの だ。 

鈴 木と は 初めからの 知り合 ひではなかった。 ぉ杉さんがかの女自，^^の都合上からの引き會はせで知 

つたの だ。 お 杉さん が、 

『今度、 ね、 のお かね 持ちで、 鬼； い 小に 一 つ { 数 を 持 つから 來て t 犬れ ないかと 云 ふの があります 0。 

Z ど， P 

田舍に は， M さん も 子供 も あるんだ さう です よ、 然し 行っても いい』、：、 こちらへ 向って 小 竹 を かしげ 

たこと があった。 

『そり ゃァ、 何..^ に 相談す るまで もな く、 あなたの 御. nI.H です。』 

『さう 云って しまつち ゃァ、 それ ッ切リ のこと だ、 わ。 然し • わたしが 行ったら あなた も" ての 人に 舍 

SI える 竊种  rw^^ 
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つて L 犬れ る Y. コ  ぢょ 

『向 ふで さへ さし 支へ がな けり ゃァに 斯う 云 ふ 話が あってから まもなく、 かの 女 は 

^  ^1  ん みやう  、 

『お ぢィ さんだ けれど. 行って やる、 わ』 と 云って、 その 時の 男の 本名 もこ ちらへ 分った の だが、 鈴 

木と中^:^:のーー11へ^^を持った。 もとの に 症んだ 子と 云 ふ 女の 兇 を つれて だ。 ー緖に住んで 

ると は 云 ひながら- 戶籍は 持ち^り だから • 云 はば、 まァ、 めかけ だ。 齊 のめ かけと 逮 ふの は、 ^ 

にかね を n 的で なって るので はなく、 お： 九 ひに 和 《w の ^解 を 持って ゐる ところ だ。 

刃 は 吻^ だが、 E 合の くさい 生活 を "まって、 できるだけ 新ら しく.^ きて 行きたい と 云 ふ 希望の 

人 だし、 女 はまたず,!^ ぎの あ ひだに もとのお と 別れた その 燒けゃ 不平の 爲め にす さんで ると ころの 

生活 を これによ つて 立て K さう とする のであった" 

『  』 こちら も その 點 では 向 ふの ふたり を 少しも 卑しむ 氣 はしなかった" すると、 いい加減の 時 

になって、 かの 女 はこ ちら を 初めて 鈴 木に 紹介して、 

『柳 藤さん はわた しの 二！^ 親しい お 友 33 ですから』 と 云った) そして 鈴 木 もお ほやうな^ のうへ に、 

前以 つて 女から こちらの こと を- f.^^ に設 明され てゐ たかして、 lE^i^:^ 知の 如くう ち 解けて ゐた。 それ 

が；； ffi となり、 一二 K となる に從 つて、 かの 女 も その 仲で 醉 ひの 出た のに まぎらせて、 『若し 横 藤さん 

こも ッ とおか はがあった ら、 わたし だッ て^ 初に：^ 心して ゐた かも 知れません、 わ』 などと 云った" 


『さう です、 ね、 あなたの 方に お 思し召しが：：： 儿 えた 時に ゃァ 僕が 進む になれ なかった し、 俊が 巡 ま 

うとした 時に ゃァ あなたが 乘り氣 にならなかった し. まァ、 はね 付けたり は、 ね 付けられたり したんで 

す』 と、 こちら は 鈴 木 君と も 一 紡に なって 笑った。 向 ふが 1:^、 初にお m わし 召し を 持って 求た ゆに は、 こ 

、 -ま 

ちら は 丁度 女房 を 死なせて 獨 り，：^ ィを 困って たの だが、 かの女がもとの£?^^る田崎との切れかたに於ぃ 

てま だ 十分で ない ところがあった。 然し あとの 場合 を 云へば、 鈴 木のと 女房持ち たるに 於いて は そこ 

なんら 

に 何等の 遠 ひはなかった の だが、 はね 付けられた。 

力 鈴 木が 都合に よれば 一 撄 千金 を3}.: める 仕 islhv- して VC- るに 比して、 こちら はた だ I 錢 一  一 Sf: をも數 

へなければ ならぬ ところの， 乃ち、 昔なら 乎 堅い 锊 星の やうな、 叙 行の お ほ 、たる に 過ぎな か つ 

た。 かね を 取り扱 ひながら. さう かねが 自. S にならない 情： ：1 かの 女 もよ く 知って ゐた。 

けれども、 痴話喧嘩 を 好きで、 それ を やる となると、 もとの ffi^ とで も隨分 ひどい 衝ヶ合 ひ をして、 

障子 や ふすま を 突き破ったり、 一と 晚ぢ うで も そと を ぶら 付いたり したと 云 ふ 女 は、 鈴 木と でも、 特 

に 情交が こまやかになる 時に ぶっかる と 却ってい さか ひ をお ッぱ じめ た。 そして その 事 を；.^. 直 こ 

JJ  f  ちう さ \ 

うち けて その 仲载を こちらへ 頼みに 來 るの は 鈴 木であった。 それが 二度 や 三度の ことで はな かつ 

た。 そのうちに、 こちらが よく 森ケ 崎の 〇〇 へ 行 くと 云 ふの を聽 いて、 かの 女 もこ こへ 逃げ込む こと 

を おぼえた。 前の 時には、 迎 へに 來 た晚、 素直に 歸 つたが、 け ふ はこ ちらが 來 たので は 却って さう 行 

^え る襦粋  四にれ 
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かないと 云 ふ itts もな いではなかった。 

かの 女の 揚 あがり を 私 かに 待ち 佗びながら、 こんな こと を考 へて ると、 やがて かの 女の だら うと 思 

はれる， 4- おとが 今 K は 忡クト わにば たくと して 來た。 變 だ • な、 と 思って、 こちら は どてら すがたで 寢 

き ぃキ. -レ 

ころんで たばこ をす つてた からだ を かた 手で 半分 起し、 その 方へ 額 を 向けて、 きッ となった。 5-.^ あな 

足お と は. る やうに なって、 こちらの! の、 掘に 向った 陣 子の 前へ 來 ると、 かの 女 はいきな り その 

陣子を けて、 その 突き e: した 額に &れ るば かりの 笑み を 含んで、 

『ば ァ！』 

『  』 こちら も しながら、 あぐらに 起き直って かの 女 を：：：^ 上げて ゐた。 かの 女の 湯 あがりに 

うす 匕牲 をし た^ざね 額 は 11 らく 見ない と、 見 遠へ るの が 常 だが —— その 引き締った 筋肉に 圆み 

を g げびて、 もッと 若かった 時の 美 和 を も 忍ばし める。 思った よりも ヒス テリ づら ではな かつん。 ii 美人 

に见 えます よ. なかく 笑 人に。』 

『人 を 馬鹿にして 11 いけません、 ね、 横 藤さん！」 腰 を ゆすって 权の上 を 踏み締め たが、 なほに こ 

にこした？ i で こちら を兑 つめたがら、 『，：： ばッ くれたり して、 人が 悪い！』 


『なァ に、 ちょ ッと失 鱧です が、 かげから あなた を觀 察して ゐ たのです。』 

『觀 察だッ て？ それにした ッて 程が ある ぢゃァ ございま せんか、 n 曜 だのに、 さんざん 人 を 待たせ 

て？』 

『然し、 僕が 來る かどう だか 分った もんです か？』 

『いいえ、 分って ます ぢゃァ ございま せんか、 あなたに だ ッて？ きの ふ は 土曜日で すよ。 け ふ は n 曜 

日です よ。』 

『さう です。 さう して あす は 月曜です。』 

『冗談 は m はいて、 さ、 あなたの 來 るのに 都合が いいやう にして あげたん ぢ やありません か？』 

『  』 して 見る と、 この 鈸行 家の 爲 めに そんな 都合まで して 夫婦 喧峰 をして 來た のか？ 

『そんな ん 淡な ぉ迎 へなら、 今夜 も歸 りません よ。 その代り、 あなた も歸 さない から。』 

も- 2? つ . 

『猛烈です、 ね。』 

「ま ァ、 こッ ちへいら ッ しゃい、 な。』 

『どうせ 行かな けり ゃァ ならな いんです から、 ね』 と、 直ぐ 立ち上らう とすると、 

『でも、 ちょ ッと 待って 預戴、 ね、 お呼びす るまで。』 

『はい、 はい。』 自分ながら 少し 拍子ぬ けの したやうな 返 isf をして、 半ば 持ち上げた 腰 を またお ろし 
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た。 これで も、 年から 云へば 鈴 木より は 大分 下 だが、 女 を 取り扱 ふ 上で は 負けない つもり だが 11 。 

『  』 かのお は g 子 を 明け ッ 放しに して そちらの 部 H へ 行って しまった。 そして 今、 ^^の.ぉ卷き 

の 上 こして ゐ た^ぎ 卷 きの ほどける らしい 一行 を させて ゐ るの を 聽 くと、 衣 物 を？ 5 か へ てるのであった 

らう。 i び を しめてる け は ひもした ので ある。 やがて あまへ る やうな 聲で、 『さァ * いら ッ しゃい、 横 

さん。』 

ふ おん 

『  』 あれで もなかく 6 けが あるので、 不踪 はお 互 ひに 我儘に なって ゐて も、 こんな 時には さ 

う も ざッ くばらん に 行かす に 改まる の だら うと 忍 ふと、 出て 行く こちら も 11 場所が 場所 だけに 11 

ま...，」、 初 V, て ふお 人の 前へ 出る やうな、 胸のと どろき をお ぼえ た。 が、 それ を 努めて 葉卷 き、. く ゆ 

し キ-ゐ 

りに 押し IS しながら、 そのこれ も 八 のど ッ しりした 部虽 い-、 明いて る si:. 卞の 敷お の 上に 突ッ 立つ 

て、 ；： ゃァ、 お；^ しかへ がで きました か？』 

『だッ て..： と、 かの?^ はま だ 立って-おい g| 珍の 帶 C 結び を氣 にして、 IT ひかりの したと これ」 に つづく 

a ひ 枷の 前なる、 鏡 sso かがみ に 後ろ，： S きで 腰 を 少し t 洛 して. M つて るの が、 ユ いよ ッ とこ ちら を：：： ルぃ 

a い あま ッ たるい 貢 葉 だ、 『これでも少しゃァ^^がとがめますから、 ね、 あなたの 前に 出ち や ァ。』 

『どう致しまして』 と- わざと 固 くるしく 受けて、 「伎 も 失敬して ゐ ます。』 

『をと こ はかま ひません がよ。』 


『さう でもないでしょう。 あなたの 前へ 足 を 投げ出して 叱られた こと も あるんで すから、 ね。』 

『お、 ほ！ あのと き ゃァ、 まだお つき 合 ひが 淺か つたので す もの。』 

『今 だッ. て —— 氣 まぐれの 多い あなたで すから、 ね、 いつ 何 どき あげ 足 を 取られる か？』 . 

『碣 鹿に 1^ 戒で すの、 ね。』 

『さう です とも —— 奥さんのお 迎 へです から、 ね。』 部屋の ン 中へ 來 てどッ かり あぐらをかいた。 そ 

して かの 女の 帶を氣 にして ゐ るの を 見て ゐ ると、 ゃッ とそれ が 終 はった。 すると、 今一度 正面から か 

がみに 向って、 腰 を かがめながら、 ちょ ッ とその 額を兩 手で 撫でた のが、 こちらへ 向き 直る が 早い か、 

そばへ 來て坐 わって、 『一本 頂戴よ』 と 云って、 こちらの 袋から 細の 薬卷 きを 一 つ 受け取った。 そし 

てまた 立って 行って、 雜 誌の 乘 つてる ちゃぶ 蹇の そばに ある たばこ 盆 (多分、 雜； tii を 譲みながら たば 

こ を飮ん でた の だと 思 はれる) を 持って 來 たが、 こちら は 自分の， m い 灰が 膝に サ t ちた S を そのままに 

,  てう つ 

し て 、 雜翁 きす ひ が燒け こ げ の 恐れ を 超越して ゐ る 境界 を 味 は つて ゐた。 

IT あなた、 おこって るん ぢゃァ ないで しょう、 ね？』 

めんくら 

『何 をです？』 こちら は 突然の ことに 少し 面 喰って ると、 

y これで、 もう』 と、 かの 女 は 遠慮が ちな 目つ i 兑 せながら、 『一 一度 目です から？』 

『いや、 そのこと です か？』 また 平氣 のよ そ ほひに なって、 『なァ に、 二度で も 11; 度で も そんな ことな 
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ら 致します よに 

『あなたの 爲め になら でしよう？』 

『さう かも 知れません。 然し、 その あなたが 先月の またけ ふでしょう。 I 體、 これから 毎月で も 逃げ 

出す つもりです か？』 

『それ もさう かも 知れません よ。 然し、 そんな 野暮 は、 もう、 云ひッ こなし！』 かの 女 は その 兩手を 

膝の 上に m はいて、 じッ とこ ちら を 兑 つめながら、 からだ を 前方へ ゆすった。 その 手 を 取って やれば £ 

ぐに も 想 じさう に。 

『然し、 一 どうす るつ もりです？』 

やくそく 

『どうす るッて 11 約束です から、 一 終に 飲む のです、 わ  ^た ァり水 入ら すに M 

f そんな 約束 をい つ 致しました？』 

『した ぢゃァ ございま せんか 一 I こないだ、 芝居の 歸 h>v に？』 

『あ. OS ゃァ あなた だけの 中し 込みであって、 僕が 承知した わけ ぢゃァ ありません。』 斯う 答へ たもの 

ぢょ 

の、 或は そのつ もりで はない か 知らん と は、 みちく も考 へて 來 たこと だ。 かの 女 は、 もう、 一 年 牛 

はつ ォ  はう だい 

ばかり も 鈴 木と  一 に 住んで、 また 多 魔 的を發 揮して 赤 ン坊が ひとり あろが、 したい 放題、 あまへ 放 

题 をして 來た。 そしてい まだに 鈴 木 をい やで もない やう だが、 感情に 於いて 餘 ほど 赞澤心 を 起して ゐ 


るの は^ 寳だ。 贅澤に は 心の ゆるみが 伴 ふ。 その ゆるみ はう ちへ 向いての 不平と なり、 そとへの 放縦 

ぢょ 

となる。 そして この 放 縱氣味 はかの 女が 野に 置かれた 時で も、 手折& .si てから も、 かの 女の 持ち前で 

あるから、 それが また 出て 來 たのに 逮 ひない の だ。 

『あの 時』 と、 かの 女 は、 先月 ここへ 來た 時の こと を 思 ひ 出して。 『あなたと I 緒に 飮み つぶれて 見 

ざんねん 

たらよ かった のに、 殘念 だ、 わ〕 と 一 おった。 鈴 木に 對 して おきまりの やうに な-つた 不平 を こぼして 

だ。 鈴 木 はこの 時 も 痴話 喧 啼 の 結 架と して かの 女 を 芝居に 伴はなかった の だが 11 『あなたと は、 ね、 

匕の ふた ァ りが 知って る 通り、 世 I 般の やうな 關係 こそありません が、 云って 见り ゃァ、 永 ねんの 

よ ほら 

gs い 仲です もの。 一 遍 ぐら ゐは 醉ッ拂 つて、 あなたに あまへ て 見たい、 わ。』 

『それ もい いでしょう』 と、 こちら は 何の 氣も なく 受けて ゐた。 布樂. M へ 鈴 木の 代理で お 伴 させられ 

ぢょ 

た歸 りに、 カフ H に 立ち寄って 少し 飮ん だので、 かの 女が 多少く だまき 氣 味に 醉 つて ゐ たからで あ 

る。 ところが、 それ を 矢ッ 張り おぼえて ゐ たの だ。 

もう、 とほって ゐ たかして、 お 仙と ぉ豊 とが 料现を 運んで 來た。 そして 部 星の 隅に あって、 新小說 

と 中央 公論と を 載せて ゐる 大きた 紫 懷 のち やぶ 臺を、 その 雜誌 をお ろして、 こちら どもが 閒 らき 直つ 

た あとへ 据 ゑて、 その上へ 皿 を 並べた。 

『さ ァ、 お 仙さん、 飮み相 ひ 手が 来たんで すよ。』 
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f よろしう ございました • ね。』 

『ま ァ-ぉ 初に 横 藤さん へつ いでお あげよ。』  - 

『では 11 』 

^  』 こちら は 無言で お 仙の ft を 受けた。 

『 わたし はお まばさん に 親む、 わ。』 

"『でき 過ギ」 ました か 知らん』 と 云って、 お a もま じめ 腐って 酌 をした U が、 女中 はふたり とも 直ぐ^ 

て 行って しまった。 

『  』 こちら は女屮 どもが おかみ さんに 云 はれて 氣を 利かした の だら うと は m 心 ひながら も *  ^等 

の vl. 前 を 俄かに る やうに なって た氣 ぶん をな ほ わざと a 分の 堅苦しい 熊 度に 統 けて、 まだ^ 口に は 

n をつ けなかった。 r ところで 、奥さん、 まだ ゆ ふが たです から、  < 「お飲みになる の はいいでしょう 

が、 ；ra、 どうす るお つもりです？』 

『だから. 飲みます と 云って るぢゃ ァぁリ ません か？』 

『どうせ 斯う なれば、 飮 むの はかま ひません が、 憒の 持って 來た l^n を どうして 下さ るんで す？』 

『それ こそ またお 迎 への ことです か？』 斯う 云って、 かの女は乎酌でニ杯^=をかた向けながら、『ぁな 

がわ.^、 しを迎 へ に來 たの だと さ へ 思 はなけ り ゃァぃ いぢゃありません か？』  ^^^^^^ 


『そんな こと ァ いけません。 俊 は あなたより ゃァ飮 みません が、 おつき 合 ひ をして ィる うちに ゃァ醉 

づて しま ひます。』 

『それでい いぢ ゃァ ありません か？』  ， 

『いけません。 醉 ふの も かま ひままん が、 無现 にで も 歸れる やうに、 先づ以 つてお を 來 いとな， 

• じて m はかなけ りゃァ 11 』 

『そんな こと は その 時の 都合に しまし ようよ。 行き あたりば ッ たりで いい、 わ、 よ 。し ケクヒ L よ—」 

ぢょ  7  ,  -  :J 

『  』 こちら は それが かの 女の 太 意 だと は 思へ なかった。 かの 女に も いろいろ 乎が あって、 斯う 

- やって 逃げて 來 たの も、 その 錢後は び 鈴 木の あらたに 溜めた ま. 5 やうな H を 受けたい ので ある" 

こちら は そこへ 至らし める みち 引き 繩 に過ぎないの だが、 かの 女 は その 繩 にも^ をつ けようと して ゐ 

るの だら う。 それ は gQ 時に も 知って たので、 その や はら かい 燈 はならないで、 わざと 初めから ぶ 

、ッ きら 核に 出て、 かの 女に くどく 云ふ餘 ^ を與 へなかった。 

『ま ァ、 聽 いて 下さいよ、 鈴 木が、 ね』 と 云 ひ m したの をう ち 消して、 

『もう、 分って るぢ やない か？ そんな 野慕ッ たらしい こと は 云ひッ こなし、 聽きッ こなし！ 僕が わ ゆが 

わざ mHI したに 免じて、 さァ- 直ぐお 立ちなさい。 I- 

『ほんと にぶ ッ きら 棒， ね， あなた は II 々：J け も 愛橋 もない ぢゃァ ありま せんか？ だから、 好きよ， 
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a  , ぉ七卷  もく く  ： 

と 云って、 か のぞ？ mil をした。 そしてお 互 ひに その あ ひだ を默 さう ち. にと ほりお け 


た 


が、 け ふ は V- う 行， g いの だ。 向 ふ もまへ くから 多少の 前ぶ れを以 つて からんで 來てゐ るし- こ 

ちら も：： 成 = だと 云 ふゆる みがきた。  <  しみ ッ たれな と 云 ふやう If 以 つて 向 ふが こちき 

ず g した C につけ 込んで、 

『よろしい！』 ここに 決心した ふり を：： ル せて €.に，，- 初めて 取り上げながら、 『あなたが そ I なら ト 

^もお.^ こも S を^ ゑます。 その代り、 ^木 S から 受けた 使命 を耻 かしめ たの は 僕で はなく， 鈴 木お 

の. さんなる あなた その 人です よ。』 

『よう ござんす とも！ まァ、 お 酌 をお しなさい よ。』 

『へい、 奥さん』 と 云って、 こちら は I ゃハ M に 酌 をして やった。 すると、 かの 女が その^  口 を 口  〈おつ 

て 行 4 に ま： た そ Qf の 腕の ii ザ 泳に W みがかった isl 釋を ちら 付かせる 袖の 

垂れに、 何となく 叫^ つ た^を 引く と^えた" 『 ……… 』 S が^だから。 さう だ、 ことし 三十 一二と 

云って るの はどう も 常て にならない ので ある 、 

『入 を わざく 奥さん、 鬼さん ッて—— そり ゃァ、 ^藤 夫人に なり そくな つたので すから、 ね。』 

『そんな こと ァ、 もう、 四 五 年 も 前の ことです。』   i if  .  I 


『前 だッ て、 ほんとう ぢゃァ ありま せんか？ それから、 わたしが どうしたと 思って？』 

『さう です、 ね』 と、 I と 口 飲んで から、 こちら は餘 ほど 皮肉の つもりで 答へ た、 

『それから、 また W 崎 君と よりが もどって、 今の 二^目の 子ども をお 産みに なりました。』 

けっく わ 

『そり ゃァ、 ほんの、 燒 けの やん 八の 結娱に 過ぎな いぢゃありません か？』 かの 女は獨 りで ついだ の 

をぐ ッと 飮ん でから， 『わたしが タイピスト をよ して、 朝鮮まで わざ/ \ 料 輝. 星の 女中にまで なりに 

行った こと を 御 承知な の は あなたば かりです。』 

『いや、 さう でもあります まい。』 ちょ ッ とその 時の こと を 思 ひ 出した ので、 わざとに も 斯う 受けた、 

と 云 ふの は、 如何に こちらが 應 じなかった からと は 云へ、 f 迷 方へ 行く の を 知らさない と 云 ふ 法が なかつ 

た。 或は W 崎が また あちらへ 行った の ぢゃァ 11 と、 多少き まづく 忍って たと ころへ、 それが 知れて 

來 たの も 本人からで はなかった a だから それとなく その 意味 を 含めて、 『僕 も 初めは 人から 31 いたの 

ですから、 ね、 田 崎^ を 迫ッ かけて は 行った が、 どうせ かねの ない だから、 可哀 さう に、 あの #： 通 

以上に 敎 はも あるお 杉さん を 女中 か 何 かに させたり して ッ て。』 これに は、 然し、 かの 女. の だらしな 

ぢ よ 

さ を める よりも、 田 崎の 意久 地な さと 冷淡と を かの 女に 成り 代って 攻雕 する 心が 這 入って ゐた。 

『然し、 何の 爲 めに 行った か 知って て？』 

『無論、 あとで 分った こと だが、 おなかの 兒を 渡しに でしたら う。』 だから、 資 はき まりも ^^\ッ て、 
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七^  sec 

とちら へ は 通知 を もさし 控 へたの らしい。 

『それで また i^t. をしたり、 燒けを 起したり、 ^分 苦勞 しました、 わ、 よ。』 

『いいこと をした あとに ゃァ、 また 苦 常り 前で さ ァ。』 

『ところが、 ね、 を かしい やうです が、 田 崎に も わたしに も おぼえが な いんです もの。』 

『何 をで .v- ？』 

『何 をッ て —— あの^： f を。』 

『痴 £ii サ おと 云 ふ も の ァぉ互 ひに そんな 蟲の いいこ と を 云 ひ 合 ふんです か、 ね — ，y 分らで こさへ て 

E きながら、 おぼえがない なんて？』 

『だッ て、 不思 謹なん です もの！』 

『ぢ ゃァ、 兩方 とも 醉ッ拂 つて ゐた 時の なんでしょう。 それとも、 あれ は H から 云へば 僕に も 多少 i 

悶の mi が附 くが、 あなたと 話が あって あなたから ぶち 毀 はした と 云 ふ あの 評判のお ぢィ さんので す 

ね  1 に錄な へ も 旅行した さう だから？』 

『そり ゃァ、 うそです、 わ。』 かの，^ 11-1 になって、 『あの 時、 E 崎 も へ 困って 引ッ 込んで たん 

です、 わ。 のお ぢィ さんに も ^〈おで ひよ ッ こり 出 ッ くわし たんです もの 』 

『^に こと ぢゃァ ないから、 どッ ちで もよう ございま すが  』 I 1 mMI 


^  ォ. 71 る M ォ. Si マ J?  くい ノゃ く.. さ FR^Jlr ！』 

『誰れ にで もッ て、 そんな こと ァ 信じません。 鈴 木 君だッ て、 さう は 信じて ゐ ません。』 

『だから、 さ、 田 崎に 持って行く しか 仕 かたがなかった ぢ やありません か？ それに、 E: 崎 は 信じな か. 

つたので す もの。』  . 

『何と 云って？』 

『あなたの だッ て。』 

『冗談 を！』 こちら は餘リ のこと にき まり 惡さを も おぼえて、 てれ 隱 しに 手 を 猪口へ 持って行った" 

飲みながら、 『あなた は 一 體 誰れ にで もく ッ 付かない 代り、 誰れ にで も のろけ を 云 ひ 過ぎます。 僕 は 

田 崎の を 云 はれて、 もう、 耳が たこの やうに なって ますが、 田 崎に 向って は、 きッ と、 また 僕の のろ 

け を 云 ふんでしょう .11. 好きだ、 好きだ ッて？ 僕 は © 崎と 云 ふ 男に は 二三 度會 つたば かりで、 その 

生 は あなたから 聽 いてる だけ だが、 あんな 意久 地の ない 燒き 餅燒 きを いじめる の ァ可哀 さう だよ。』 

『  』 目 を 細く して 微笑しながら 聽 いてた かの 女 は、 この 時い やな ig を见 せて、 もと の^を M&. 

する やうに I 『意久 地がない ッて、 まだ 親が かりで、 どうす る こと もき でな いんです、 わ。』 

『年から 云 ゃァ、 僕と さう 遠 はない 癮に、 まだぐ づく して ィて』 と、 こちらけ かの 女の もとの のろ 

けに 報いる の はこん な 時 だと 云 はない ばかりに、 『そんなら それで、 ぁッ ちに もこ ッち にも 女 を： gfe 

燃える 孺 t:  K0 一 


s  二 

へる の をよ して， itkl それとも、 IIJHH^ 

ilia  a  Ilia 

さと 一；3 ふ ® 味 を 含めた つもりで  ；、 v:trl 

^^li と、 かき ili 少し 折れて 來た i が、 I 

の 意味 魏っ ^ た。 _ ると、 maff 

『ま ァ、 女と 云 ふ-の ァ ？ t1  ノ" -nH} ；、 ，.れ の！ と 云 ふこと 位 I ぐ 分る ぢゃァ 

、ら、 は。 1. それにしても、 s;^ ちゃんの ^ を a りゃァ 誰れ の I ダ 」 ーェょ t 

ないか、 あの まゆ 毛が 濃く ッて、 I^HI^0H 九分 

『ほ、 ほッ』 と、 かの 女 も 笑った) 『だから、 田 ま § からき て 来て 初め？ 子 を- - ソ分 

九 f で IP て不 愚がりました、 わ。』  1 た. こ J て來 て. - 

i り 前で さ ァ！』 然し、 さう だ、 かの ぎ 向 ふで も-崎と sf" リ" ぼ J""""""":; 

そ？ き 人 I ち t せて でなければ 渠と寬 しなかった。 ふたりた けて s<u ば ^ 

ひ"，；， B く f になって し！ に！ ない こき かの 女 も 知って て、 身つ か I し は 

；、： r その r こ iliff てち ょッか i して t とし. 

ぢよ 

lt。  ：&、 それ $i かの 女から、   ：  ,  .  kmnm 


『つま bs* 簡單に 云へば、 おめかけ です、 ね —— わたし， いやです、 わ。 あの 時 あなたが 承知し さへ 

す" ゃァ、 それ こそ わたし は あなたの 立派な 奥 さまになれ たんです のに、 今更ら そんな こと ァ』 と 云 

ざんねん 

つて、 はね 付けられて しまった。 そして それ を 一 生の 殘 念に ふ ほどに は、 こちら も —— 今に 至る ま 

で —— 今の 女房 を價 うちない 者に はして ゐな いので ある。 

渠は 自分に だッて 子どもが あるの だから、 そして 別な 女に は、 もう、 子どもの 苦勞 はさせ たくない 

程 だから、 人の子まで もしよ ひ 切れない として、 

しょぶん 

『それ を 先 づ、』 かの 女が 以前の 兒を思 ひ 切って 處 分した やうに、 『どこかへ やる のです、 ね』 と 云 ふこ 

か， く 

と を も、 一 つの 條 件に 云 ひ 加へ たのであった。 それが また かの 女の 感觸を I  & 害して、 

『まして、 あなたの 奧 さんだ ッて 大切に する 子ども を わたしが 手放す なんかと は、 ね』 と 答へ しめた。 

ぢょ 

『ぢ ゃァ、 それまでの ことです が、 ね。』 こちら も 断う かの 女に 應 じた 時には、 戴へ び を 出した と 思 

つて 氣まづ かった。 すべて 斯う 云 ふことまで も かの 女 は 鈴 木に うち 明けて あるの だから、 鈴 木 もす ッ 

かりう ち 解けて こちらに も 向って るの だ。 が， まだ 一 つかの 女が うち 明けて ない ことがあ らうと E わ は 

けつ  < わ 

れ るに は， その後、 乃ち、 こちら をお のづ からの 結 菜と してし ッぺぃ 返しに してから、 まもなく、 ま 

たかの 女が 何 か 知らん 飜譯 とか、 編 物と かの 請け 食 ひ 仕 辜 を やって る獨り 住ま ひ を 尋ねて 见 ると、 

その 前の 提供 を餘 ほど 切赏 に考 へて a たと 兒 えた。 そして^^|ゅと同情とを持たれてのぉ目かけならこ 
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泡^ 全染 ^七卷  五 ◦ 四 

ちら の 云 ふ 通りに なつ て も かま はない がと 云つ た 風な 口ぶり を以 つて 

『. ^し. 子が ゐたッ ていい ぢゃァ ない の』 と、 かの 女 はこ ちらへ 諷した。 

『  』 こちら はいい 人に はいいでしょう、 ね、 と 云 ふやう に 答へ て 置いた。 つまり、 それから か 

のお は 誰れ on かけに なっても かま はない 氣 になって、 鈴 木 を發见 したの だが、 この 點は 恐らく 鈴 木 

もま だ 知って ゐ なから うと m 心 はれた。 

『さ ァ、 もッ とお i ひなさい よ —— あつい の を 一 つぐ ッ と^んで！ あなた も， S は久 地な し. ね』 と、 か 

の? はこ ちらが m ハ はに 向けた 一一 n#;? なほ おぼえて ゐて 報い るら しくな つて、 『こッ ちがお 柏 に 出- C 

ば、 、つも いぢけ て、 s:^ じめ 腐って しまって。 入 をば かり 醉は せて どうしょうと 云 ふんです よ？』 

『それ こそ 醉は せて 聽 きたい ことがあ るんで しょう。』 こちら も いつのまにか S り 心の 持ち かたが M  く 

なって るの を おぼえて、 斯う 碎 けて 出た。 

『ぢ ゃァ- 何でもお 聽 きなさい、 な。』 またい つもの 〔戒 とも. G. しわけと もっかぬ 首お. を， 総り 返し-し 

『つたし は St つて 來れ ば來る ほど、 と 云 ふ ものが sir 此々々 しく、 またき たなら しく、 なって 來 るんで 

すから、 ね。』 


『いや、 もう、 度々： i: つて ゐ ます。 けれども、 E;^ は反對 です、 ね。 醉 つて 來 れば來 る ほど， かめ も 

突 人に 兑 えてい ハ<  ます。』 

『ひよ ッ とこが 美男と ァ 行きません から * ね。 でも、 男と 女と は 何 ごとに も ぼ!^ です、 わ。 うらな ひ 

師の云 ふやうな 陰陽の ことば かり ぢゃァ ありません- わ。 をん なが 熱心に なると、 男 はい ぃ氣 になつ 

t.v じ やう 

て簿 情になる し *  がぁッ さりして ゐ ると、 をん なの 方で 好きになる し。』 

『つまり、 おんな じこと を 云って るん ぢゃァ ありません か？』 

『おや、 さう です か、 ね？ 少し 醉 ひました か、 ね？』 

『  』 少し どころ か、 大分に かの 女の 醉 つて 來 てること は 分って ゐた。 それでも、 なほ かの 女に 

は 思 はす n を すべらし たこと を まぎらす だけの 餘裕 はあった。 蓋し、 思 ふに、 かの！^ として は その 反 

#,:^#^が、 資は、 決して おんな じこと ではなく ッて、 たしかに 別々 である. こと を 承知して ゐ るら しか 

つた。 をん なが 熱心の 方 は 田 崎との 場合 を 云って るので あって、 が：^ Is  、さいと はこ ちらとの 淡い 1 

係 を 云って るの だら う。 そして ヒの雨 方の どちらも がかの 女の 向. H にならぬ のを考 へて、 獨り 住みの 

寂しみ に 引き入れられて 行った 時な どに は、 かの 女 はわれ 知らす 持ち前の ヒス テリ を 起して、 吐 HE の 

,  "ねた  じ 1 つ 

人の こと を羡 やみ 妬んで、 自分の こと を，：：： 分で 自烈 たがり、 その 栗て は 世 を はかなんで こ < ；、 死 

にたい の IH< 張り を 三！：： でも I 週 問で もつ づけた の だ。 そんな 時に 行って 兑 ると、 湯に も 每：： ： 道 入ら 
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ないで、 額 を あかだら けにして ゐる ばかりでなく、 頰の 肉まで が ちて、 そこの 竹が 高く 見えて ゐ 

た 3  ^をき たなら しハ たど 云 ふけれ ど、 をんなもさぅなると：：^^れたざまぢゃァなかった。 それ を こ 

»  .  一  .H ゥも ん 

ちら は M なの 獨 りおの あはれ さ だと 思 ひやって やれば こそ、 § してな ほ 親しみ を 持ちつつ 時々 訪， W し 

てゐ たので ある。 

すると、 * こ， は m 心った よりも 突 人に 见 える ことがあって、 それ はき ッ とかの 女の ふところが..^ しあ 

ッ たかい 時であった。 

『この は、 少しお かねが あります から、 一 つ、 飲みましょう よ。 こころ 待ちに あんた を 待って たん 

ですから。』 

『さう です、 ね 11 まァ、 あなた は 飲み過ぎない 程度で 酒が ま はつ てれば、 悲觀 もしない し、 n- ッと 

もない g にもなら ないで、 まァ、 結構なん でしよう が、 ね、 あなたが 瘦せを せた 時 ほど， 化ッ ともな 

いこと はな いんです から。 然し、 また 飲み過ぎ ると、 かねが 無い 時と 同様にな つてし まひます。』 

『ぢ ゃァ、 Si だまの やうです か、 ね。』 かの 女 はお 茶を燭 しながら も、 その あとで また 『わたし は ど 

うして 断う ヒス テリ 性に なった のでしょう』 と、 身づ から 不思議が る やうに 云った ッけ。 

『  』 それ は、 もう、 かの？^ に はたや がふけ たと M 伐、 恐らく^り ッ このない 持ち前 だ。 可哀 さう 

だから、 ：：^ 前の いい 女で は ある けれども、 飲みく ひした だけのお 川 はいつ も與 へて 来た。 けれども だ、 


然し、 今日で は、 かの 女を獨 り^と して t 意を拂 ふに も、 同情 を 表する にも 及ば なくなって ゐ ながら * 

かの 女 はな ほ且 時々 その 持ち前 を 出して ゐる。 そして こちら も その かの 女の 持ち前 を 多少 馬鹿にし 初. 

めて 來た。 

『また あなた は 何を考 へて ゐ るんで す、 ね、 へ ン ペックが また 奥さんの ことで も 思 ひ 出したん でしよ 

う』 と 云って、 かの 女 はちゃぶ 臺の向 ふに ゐ たのが その 横から かた 手でから だをゐ 去らせて 來て * 瞰 

み 付ける やうな 目 つき をし て 、 『お飲みなさい ッ て ば！』 

ぢょ 

『飲んで ゐ ますよ。』 取り澄まして、 かの 女の 酌 を 受けた。 『どうせ 洒 t が 遠 ふんだ から、 あなたの おつ 

き 合 ひ はして ゐられ ません。 あなた はた だ 俊 を さかなに して 飮ん でり ゃァ いいんで しょうから。』 

わう じ やう 

『さう おとなしく 往生して むて 貰へ るの —— わたしの 爲 めに？』 かの 女 は ほほ ゑみながら 一 曆 近く か 

らだを 寄せて 來て、 察の 横手へ 坐 わった。 

『いいでしょう とも。』 もう、 とッ くに 電氣が 付いて ゐ たが、 こちら も 今夜 こそ 初めて 人が 惡く 出て、 

かの 女の へ ベれ けに 醉ひ つぶれる ところ を 1^ 屈け て やらう と 決心した ので、 ぉ迎へ のぎ 命の ことな ど 

は、 かの 女が 云 ひ 出さない の を 幸 ひに、 とうで もよ かった。 

『ほんと に？』 

『ええ、 ほんと に o』 
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泡 鳴 八 .^$5-  ^七^ 

『おや ァ、 飲んでも いい？』 また 來 たお をお の 乎に S: ち 上げて、 左り の 方へ 小 竹 を かしげた。 

『うん、 飲んでも いい。』 

『あとでい や a が ささない ゾ.』 

|7 ささないでしょう。』 

『s- つ-..？』 

『  』 こちら は その ii に^へ 切れなかった。 女の わざとに もく ど いのは まだし も だが、 くどい 

C  nu  よく じ やう 

につれ て， ルス々 たまめ かしい そぶりになる の を H ルる と、 胸の どこかに ffi み を おぼえる ほど 自分の 愁情 を. 

そそられた。 そして それ を 忍びが たかった。 

そし まかつ 女の 乎が 啦 i し 初めて、 こちらの 心 を かきまぜ るの だと 云 ふこと は 知りながら も、 今や 

^：！分の心をゅるめてゐる男としては、 氣が 引けて、 かの 女 を 正 而に见 る ことができす、 不器 川に だが、 

祭の 前と 平行して €」 のうへ へ 横にな つてし まった。 すると、 自分の あたまの 方が かの 女の 座と - 二 尸 

を^て て 並んだ。 そとへ 出ようと する 愁： は 押さへ てゐて も、 それが 女のう つりへ 介に そそられて 

花の かをりの やうな 引き締ま つたいい 氣 持ちに させて".^ れた" 

ぅッ とりと なって、 手 まくらの 上から 横に n を 放って、 かの 女が 獨 酌 をして ゐる 横が ほ を 下から^ 

すか ひこ.， ルてゐ ると、 け ふ、 まだ 明るい 時に：： ル えたよりも li!" ざめ て 口が 引き 釣って 來 たけれ ども. ね 


§am 而も そのうす ® ビ以 つて、 濉 いところ に 綾の あるお 

召し を 着て ゐ るのに、 まだ 十分の 色け を兒 せた。 

『お 杉さん』 と、 こちら は 調子 を 改めた。 

『なァ に？』 かの 女 は 何 か を 箸で つまんで たのが こちら を 向いて、 また 溢れる ばか リの ゑみ を 見せ 

た。 

『あなた は 今夜 馬鹿に 別 嫂に 兒ぇ るよ。』 

『それ も あなたのお 酒の せいで、 おかめ も f< 人なん でしよう？』 

『いや、 H 際 だ、 ねいに 今度 はこ ちらが 忍 ふ ざま 見つめて ゐ ると、 

『いや だ、 わ、 よ、 そんなに 見つめて！』 かの 女 は Hz を猎 口の 方へ やって、 猪口 を 取り上げ るに まぎ 

らした。 力、 それ を 口へ 持って行き かけて、 また こちら をよ こ E に兑 て、 吹き出しながら、 『わたしの 

大事な 額に 穴が 明く ぢゃァ ありません か？』 

『吹き出した 酒が 鼻へ 這 入り、 その あとへ おさしみ が ぱくりと 這 入るなら か』 と、 かの 喊. g て ある 

『悲しい 淚は より 出で、 無念の 淚は 耳より』 を反對 にも じった つもりで 獨 りごとの やうに 云 ひながら. 

また 起き +  脱った。 こんなに よく 兑 える 器， 肩を持ちながら、 かの 女が あの、 聽 いても いやな ぢィ さんな 

おに I 結婚す ると 云 ふの を 出しに 11 一  度で も評釗 通りお もちやに された ので はない か 知らん と 云 
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泡^ 令； $5-  m 七^  五 】 〇 

ふもとく からの 疑 が 私 かに 起って、 それ を 突きと めたかった。 そして 若し 5^ して それが $1 なら、 

1 方に は、 かの 女が あはれ にも 梁に だまされ たの を 明らかに- m 慨し、 他方に は、 また 私 かに こちらが 

改めてち ょッ かい を 出す 口-: iii もで きる と 思へ た。 

『さ ァ、 少し さめた でしよう —— I 杯。』 かの 女 はお 姚子 を舉 げた。 

『  』 こちら はわ ざと^ 口 をす ッ とさし 出して、 『これで また 1 1 三 杯 立てつ づけに 飮 めます ぞ。』 

『弱い くせに！ でも、 あなた だッ て歸ら ないで いいでしょう 11 ？』 

• 一ん や 

『俟 は、 -.s^, 今夜 は歸ら ない ときめました。 ぉなただけぉ^^んなさぃ。』 

『わたし だけが 11 どうして？』 

『鈴 木 君が 11 ぁッ たかい 11 手 を ひろげて 11 待って ますよ。 &n 葉の 切れ 毎に こちらの 小く びで 念 

を 押しつつ、 にが 笑 ひ をしながら、 からかって 兌た。 

『わたし だッ て： t りません、 わ。』 

「ぢ ゃァ、 ^^が^りましょぅか 11 疑 はれた ッて 詰りません から？』 

\0ょ  りよ 

『疑 はれたら、 それまでの ことです、 さ。』 かの 女の 返 に は 案外お ち 付きが あって、 鈴 木に もこの 旅 

俯に も をく くって る やうであった。 

『然し * おな. -は こ こ で さう 大膽 にや つて ゐられ ます か ？』 


『ここが いけなけ り ゃァ』 と、 かの 女 は 不平 ご ゑに なって 押しつける やうに、 『どこか ほかへ 行ったら 

い いぢゃありません か？』 

『行って どうす るんで す？』 

『も ッと飮 むの よ。 さう して、 二度と 搏 ぴ 斯う 一 K ふこと はない かも 知れない から 十分 あなたに あまへ 

兒 たいの よ。』 

『矢ッ 張り、 僕が おさかな です か？』 

『それでもい いぢゃありません か、 あなたの お許しが 出たん ですから？』 

ぢょ 

『よろしい！ それなら、 僕 も 許して K ひます。』 ころげる やうに かの 女の そばへ 行って、 後ろ向き にか 

ちょ  A?< 

の 女の 膝 を まくらに した。 今 思 ひ 付いた こと を きとめる に は、 成るべく かの 女の ふところへ 飛び込 

んで、 ！^^直にそれを云はせて：：？^^ぃ爲めでぁった。 

ちょく 

『さ ァ、 一 杯 あげましょう。』 かの 女 は 酒の ついで ある^::: を こちらの 口へ 持って 來た。 

き は づ 

『  』 こちら も默 つて 口 を 明けた が、 何だか 少^ら す氣耻 かしかった ので、 かの 女の 云 ひ 歳より 

は 十 一 一三 はう へ である 男が その 爲 めに 變な 口つ きをした。 それ をう へ から：！：^ てゐ たかして、 

«ん ぐ わい 

『あなた- 外う ぶ、 ね。』 

『矢 ッ 張り、 あまへ てゐ るの、 さ。』 うは 向きに なって、 微笑しながら、 かの 女と IH を 見合 はせ た。 
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『わたし も あまへ ますから、 先づ、 あなたが もッ とお あまへ なさい よ。』 II 乎 を こちらの からだに かけ 

て、 それ を ゆすった。 

『  』 さう：； ム はれる と、 こもら は刖 にこれ 以上の あまい こと もで きなかった。 かの 女を兑 つめな 

がら、 r 一^、 伐 をお さかなに させた のァ あなたで すか、 それとも 鈴 木の 罪です か？』 

『そり ゃァ わたしでしょう、 ね、 鈴 木 は あなた を かつぶ しにし たんだ、 わ。』 

『あなた， - 猫に W 立てて です か？』 

『ふ、 ふん！』 

ぢょ 

『あ ァ、 いや だ、 いや だ！』 こちら はわ ざと 大きな as をして、 かの 女の わなから 逃げた。 かの 女の 膝 

に 在っても、 何だか 苦しい 方が 勝って 來 たからで ある。 もとのと ころへ 來 てから、 『この かつぶ し はな 

かな か 堅い から 大丈夫です。』 

『猫 もなか/ \ 行 がいい、 わ。』 

『さう して その 猫 はいつ： S ると 云 ふんです？』 

『そんな こと ァ きまって ます、 わ、 ね。 あすで も あさって でも 捲 ひません * わ。』 

『  』 かの 女が K 際に それほどお ちつい てるのなら、 そして 何 かの きッ かけ を：：： ルて 俄かに 取と か 

臼^^^とか云ひ出さなければ 11 それほど； ぐれで ない こと もない が 11 鬼に^、 あの あまい 鈴 木 


の 方 は， 何とか 都合の いいやうな ロ資 がかの 女に あって、 どうに でも 申し わけが 付く と 云ふ考 へで ゐ 

るの だ- &c> と、 こちら は 思へ た。 

『鬼に 角、 もう、 少し 飲みましょう よ。 さう して 一 度 散歩して 來 ましょう。』 

『••：， …： 』 こちらはここだと5^:ったので、 悪 落ちつきに 落ち 付いて、 『然し * ね、 お 杉さん、 僕に ゃァ 

まだ 一 つ、 實は、 疑問が 殘っ てるんで す。 あながち * 常て にならない 評判 を 信す るん ぢゃァ ない ので 

すが、 どうも、 僕に ゃァ あの 君ち やん は あなたの 心理 狀態 上、 精神的に はまた 田 崎に 似て 一 了った のか 

も 知れない が、 肉體 的に は あのお ぢィ さんの 極 の やうな 氣 がする よ。』 成るべく かの 女 を 怒ら. y ないや 

、う 1 輕く 云った つもりであった が、 かの 女 は 11 わざとに か、 ほんと にか 11 すねて しまって、 暫ら 

く、 返 f しなかった。 それから、  - 

『さうなら、 さう として 澄き なさい、 な。 別に あなたに 關 係した こと ぢゃァ ございません から。』 

『  』 こちら はどう 云 ひ 直したら いいの かに 迷って、 暫 らく f せ 笑 を 向けながら 默 つて ゐた。 

『あなた も 失敬 ぢゃァ ありません か？』 かの 女 はやが て 微笑のう ちに それでも なほ 恨めし さうな 目つ 

きをして、 『わたしと 君子と を 馬鹿にして？』 

『何も 馬鹿にし たわけで もないでしょう』 と 云って、 こちら はこの 件 を も 亦 かの 女が 今度 はこ ちらに 

對 する 口説の 種に 播 きかへ てるの ぢゃァ ないか 知らん とも 思った。 それで、 却って 心 を 落ちつけ て か 
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の 女の 云 ひ 放題に まかせる つもりに なった。、 

『ああ、 世の中 ッて いやな もの！ わたし はそんな だらしない 女で しょうよ。 少く とも あなた だけ はこ 

ゆ ことに も わたしの 味方 だと 思って たのに、 そんなに 不信用なら、 今まで あなたに うそ を 云って たも 

n: 探です、 わ。』 

『 ……- ：』 

『あなた も わたし を 信じた ふう をして ゐ たのが うそ ぢゃァ ございません 力？』 

『  』  しんよう 

『わたしが そんな 女なら、 鈴 木に もさう 云って、 早く 手を切らせて 下さい。 あ 1^ たは 鈴 木に 信用 さ-^ 

てるんで すから。』 

『  』 こちら はかの！^ と ZI と 目を兑 合 はせ てはゐ たが、 わざと 默 つて わた レ 

『何とかお ッ しゃいよ』 と、 かの 女 は 最後に-財 笑ば かりに 碎 けて、 『わたし、 歸 ります、 わ。』 

『歸 つて 下さり ゃァ、 俟の |& も すんで 一番 結構です。 然し、 あなたの 云 ふこと ァ つじ 校が 合って ね 

ま せんぞ。 おし 鈴 木 S と 手を切ったら、 どこへ 歸 らうと 云 ふんです？』 

『もう、 取り おし、 取り消し！』 かの！ « はもとの やうす に 立ち返って、 『でも、 ね、 權 藤さん、 あなた 

ビ+: はわた し を 信 ：= して 下さいよ II 鈴 木 は、 わたしに 取つ ちゃ ァ、 云って 見り ゃァ、 まだ. たッた 


ノ 1&. と 少しば かりの 知己です もの、 ね。』 

『あなた， だッて もです、 さう おこった ッて、 伎に 何と 云 ひました？ H 崎に も あなた 自身に も おぼえが 

ない ので 不思議 だッて 11 さう だから、 僕 も 別な ザ を 出したん です。』 

『だッ て、 子ども を 見り ゃァ 分る ぢ やありません か？ わたし、 お 友達が そんな こと を 云 ふと、 誰れ に 

でも 君子 を 突き出して、 さァ、 見て 下さい、 〇〇 さんに 似て ゐま すか、 權 藤さん にか ッ て。』 

『そ， 0 ゃァ、 どッ ちに も 似て ゐな いのは 事實 です。』 

『それが あなたに も 立派な 證據 ぢゃァ ありません か？』 

『ま ァ、 さう でしよう。 あなたが 今度の 子どもの こと は 餘り云 はないで、 君 ちゃんの ことば かり 云 ふ 

，の を 兑ても — 一つに は、 あなたの 獨り 住みの 時に 得た くせに 過ぎない のか も 知れません が — ほん 

とうでしょう よ。』 斯う 答べ てこの 場 だけ は 納めた。 が、 詳しく 云へば、 似て ゐ ると 云 ふこと が必 すし 

も その. 證據に はならない のであった。 他人の そら 似と 云 ふこと も あろ。 また、 その 現在に 好きな ほう 

0 男へ 胎兒の 顔が 似て 行く と 云 ふ 心 现的 作用 も 信じられ るので ある。 

四  一 

自分と お 杉さん との あ ひだ がら は、 先づ はね 付けて、 はね 付けられ、 $a( 自 
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分が 取り 八：： はす。 そして 今度 は 今一度 かの 女から 來てゐ るら しいの を、 .51 分 も 都 介に よれば § て！ 2- 

ようかと 云 ふ H になって るので ある こと は、 權藤 もよ く 分って 來てゐ た" 

『1^ 歩して 來 てから、 また 飲み i ^しまし ようよ』 と 云 ふ 顷には * かの 女 は その 自身の からだ を 大分 も 

て餘 して、 こちらが あ ふ， M けに. 肢 ころんで、 紐んだ 兩手を まくらに して ゐる その 胸の あたりへ 來て、 

坐 わって ゐた。 

『然し. 歸る たら 今です よ。 もう、 十 一時で、 やがて 京 i^m 車 もなくなります。』 そのく せ、 こちら は 

さん ぼ 

だら りと した；^ ぶんに なって、 お，^ 歩 さ へ したく なくなって ゐ たの だ。 

『あなた は歸 りたい の？、】 

『いいえ、 あなたが K ると 云 ふから、 お 歸んな ュ- いと S ふので す。』 

『わたし だ ッて歸 りた かァ ありません、 わ。 そり ゃァ、 子の ことが 少し 氣 になります けれど 11 。 

今 云った 通り、 ね、 わたし は 決心して ゐ るんで すから。』 

『  』 さう だ、 今 かの 女 は 鈴 木 Q こと を 詳しく 語った。 お ほやう で 可な り 现解も ある やう だが、 

かの 女に は 一方に 田 崎と 云 ふ、 云 はば、 放浪 的苦勞 を 共に した 思 ひ 出の 記念が あり。 他方に は權 "il と 

云 ふ、 かの 女の lln 葉に 從 へば • これ はまた 綺 龍な 關係 でカづ よく かの 女 を 牽引す る 友達が ある。 此ニ 

つに 比べる と、 鈴 木の つよみ はた だ佥 力に 過ぎない。 ところが、 十^ 二十 萬の 金力なん て 云 ふ 物 は、 


女 ふぜいで も 一 たび 決心 すれば、 三文の 僳 打ちに さへ 踏み 落して しまう こと もで きる。 鈴 木に はそん. 

な 物 はあって も、 どうも かねに は換 へられぬ ところの、 现 解が 足りない。 同情が 足りない。 意 氣と感 

かし 

激 とが 足りない。 かの 女と して は、 一瞬間の 感激に でも 滿足を 得れば、 その 場に 死んでも いい。 鈴 木- 

との こざ こざした 衝突な ど、  しゃべった ッて 野暮く さいから 云 はぬ が、 つまり、 さう 云 ふ 友達な り 所 

天 なり を 欲しい。 今、 断う して こちらと I 夜 を 飲み明か すの を、 若し 鈴 木が 疑ぐ つて かれこれ 云 ふな 

ら- 云って， 構ばない。 これが 原因で 乎 を 切らう と 云 ふなら、 即座に 切れても 少しも 殘念 ではない、 

と 云 ふの だ。 こちら はこ こまで 持って来られた 氣 持ち を、 かの 女が 11^ ちゃん を 思 ひ 出して 横へ そらせ 

たのに 與 ざめ てると ころであった。 『ぢ ゃァ、 兎に角、 あなたの 發議を 容れて I と 先 づ散步 して 來 まし" 

ていあん 

よう。 その代り、 今度 は 僕が また どんな 提案 をす るか も 知れません よ。』 

『えい • よう ござんす とも。 男と 女と でも. ひと と獨： OS とで は、 どうせ あ ひ對づ くのこと でな けり 

ゃァ 何もで きません から、 ね。』 

け "けん 

『よく 知って ます、 ね、 經驗 がお ありです か、 ね？』 こちら は 無論 そんな こと は 百 も 承知であった S 

『みんなが さう. 5. します よ。』 

『僕から も 中し 上げた ことがあ リ ます。』 

ぢ t 

『さう でした か、 ね？』 かの 女 は 断う とぼけて ゐる だけ、 贫ても 喰へ ない 面白味 を こちらへ 與 へた。， 
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『  』 こちら は 起きる を 惜しい やうな がしながら * 默 つて 起き 上った。 

『ic^ ゃァ、 行きましょう か、 ね？』 かの 女 も 帶のぁ ひだから 小さい 銃 を 出して、 急いで かほ を 直して 

ゐた。 が、 立ち上る と、 先づ敷 島の 袋 をた もとに 入れてから 何 か 採して ゐる やうであった から、 こち 

らは マチ だら うと 思って、 吸 ひ 物 椀の かげに あるの を H ルっ けて やった。 

かの よたば こ 二つに 火.： つけて、 その 一 つ を こちらへ 吳れ てから、 また あと 一:^ り をして、 酒の あ 

とに 取った ビ ー ルの コップで S? りの ビ-ル を 立てつ づけに 二 杯 あ ふつてから • 廊下へ 出た。 そして 1 

J  .1 歩よ ろけ たので * 直ぐ その かた 手 を こちらの 手に まかせて 歩いた。 

『  』 こちら からかの 女の手 を 取った こと は 今までに なかった が、 かの 女から 取られた の はこれ 

よ こく 

で 二度で ある。 冇樂 座の 歸 りに 今夜の こと を豫吿 した 時と 今と だ。 然し、 こちら も 今の 若い 妻と 結娇 

し 立てに、 或 友人の 馳走から 歸 りに 夜の 十二時 を 過ぎて ゐ たので、 人通りの ない 大道 を わざと ふら ふ 

らして 歩いて 妻 を 心配させる のが 面， かった。 そしてと うく 調子に 乘 つて、 目をつぶって よろめい 

た爲 めに、 路傍の みぞへ ころげ 込み、 向 ふ 十ね を 切り石で 怪我した。 妻 はこ ちらの 出血 をも掀 話しよ 

うとし ないで、 笑 ひ 倒れん ばかりであった。 それ を 忍 ひ 出す と、 向 ふば かりうけに 入って る醉 ひどれ 

やそれ をよ そ ほふ もの やに 向って、 あぶないで すよ などと 云 ふだけ が ® だから、 ただ 『ぶッ 倒れた ッ 

て 僕の せい ぢゃァ ないから、 ね。』 


『だッ て』 と、 しッ かりから だ を まかせながら、 『面白い ぢゃァ ありま せんか、 この 廊下が 何だか 爲鹿 

に 長く 見えて？』  . 

『そして それが また 笑って る やう ぢゃァ ありま せんか、 ね？』 こちらが 知って ると ころで は、 かの 女- 

じ やう 

が 酔 ふと、 有名な 笑 ひ 上戸になる ので ある。 ところが、 今夜 はさう でもなかった。 そこに 不斷と は 違 

つた 物 を 待ち受けられる 氣 がして、 こちら は 押し付けられる やうな まじめ を 感じて ゐた。 そして、 廊 

下が 笑 ふと 云 ふ 言葉の綾から， ふと、 思 ひ 出した の は 愉快 さう に 兄 えても それが 却って 最も 陰欝の 感 

じを與 へる 森林の 中で あ それ は 曾て 自分の 畫冢 志願の 末弟が 見せて 吳れた 何とか 云 ふ 逸の 靈 家.. 

の畫 帳に あった 景色の こと だ。 二人の 醉 ひどれ が とほるお、 1^ の 周圑の 樹木の 枝 や 木， /0 ぶ！^ $!： 人間の- 

笑って る 顔に 見えて る。 この 女 もつ ま^ぞこまで 醉 つて、 そこまで そのと ころ を 得たい Q だら うと a 

. k  ひさん 

ふ. と， こちらに は 如何にも 悲慘な 同情心が 出ないでも なかった。 

が、 玄關に 達する 手前の 廊下で、 かの 女 は^を 放して しッ かり 歩き 初めた。 玄關に つづく lis から 

は、 こちら ども を 受け持ちの 女中 二 名が 直ぐお かみさんと 一. 緣に 出て. 來て、 

『お出かけです か？』 

『ちょいと 散歩して 來 ます. わ。』 お 杉さん は 答へ た。 そしてた もとから たばこ を 出しで それにえ を,. 

して、 おかみさん にも やった。 
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『  』 こちら は 望い ハ姒 持ちで 先づ そとへ m てし まった。 かの 女 もつ いて 來 かけた が、 また あと ー：^、 

り をして §3 らく 出て 來 なかった。 また、 くだ を卷 いてる の だら うと、 ちょ ッと 舌う ち をした。 が、 門 

の 前で ふところ 手 をしながら 待って ゐ ると、 さう 飲め もしなかった の だが、 n 本 酒と ビ ー ル とのち や 

ん ぼんに ま はった-船 ひ 苦 しさが あたまへ 來てゐ た。 淺ぃ醉 ひざめ も 手 § ふので あらう が、 海の 方から 

來る M がま だ兹 かった。 

星 あかりば かりで、 月の たい 夜 だ。 よし 切りが 鳴いて ゐる。 そして あたりの 掘ぶ ちから も * まだ^ 

め 立てられぬ 沼の 屮か らも • よしの 切られる らしい 音が ぎ ィぎィ として ゐる。 そのほかに は 何の §:! き 

ぢよ 

もしない 寂し さに、 かの 女の ぴン としたう つり 香ば かりが のさき に殘 つて、 その 本體を 僅かのまで 

も そばに 控 へて ゐな いのが 物足りなかった。 ぐづ くしないで 早く 來 いと 怒鳴って やりたかった。 

そのうちに、 かの 女 はちよ こ/ \ 走りに 出て 來た。 

『； c:S ち ど ほさ 

『  』 こちら は 直ぐ 海の 方へ 行き かける と、 

『あなた そんな 方へ 行く の？ わたし こッ ちへ 行く、 わ』 と 云って、 反對の 方へ 足 を 向けた。 

『どこへ 行く ので  さんしよ の 蟲！』 こちら は その ひねくれた 蟲の名 は：： わ ひ 出せなかった が、 そ 

のま まにして かの 女に ついて；：；；： つた。 あとで 『あまのじゃく』 と n のうちで 繰り返しながら。 


おひち 

r あのお かみ はな か./ \ 喰 へません よ。 もう、 今夜 もとまら せる！. 姒で、 帶 上げが わたしの では 地ぶ 竭 

ぎ-るから ッて、 向 ふの を 持って 來て假 りに つけて 典れ た、 わ。 これで まだお 茶代 を はり 込ませられ ま 

す、 わ、 ね。』 

『いい加減に おだてられて 喜んで るん、 さ。』 

. 『だッ て、 おだてられて り ゃァ 面白 いぢゃありません か？ .io れが 醉ッ拂 ひの I 德 だとお 思 ひな さ  <1 

よ。』 よろ け を 踏み こたへ ながら、 『待って 頂戴、 ね、 あなたに も たばこ を 付けて あげます から o』 

サょ 

『  』 ふり 返って、 こちら はかの 女が 頻りに マチの 火 をつ けようと 努めて ゐ るの を 見ながら、 そ 

の 手の そで 口に 散ら 付いて た長襦 枰 の 靑みを かの 女の 好みで あらう と考へ てゐた 11 今更ら 自分の 好 

、つない 物 を 買 はせられ る やうな 位置に もゐ ない の だから。 

『さ ァ、 あげましょう』 と、 火の 付いた たばこ を 持って 來 たので • 

『  .』 こちら は 手 を 出す と、 

4?* くせつ 

『口 をお 出しな さいよ、 直接に。』 

『  』 さう だ、 この 闇に は 直接に 口で 受けても、 明るぃ^;^のもとで1^:を受けたほどの引け味 

がなかった。 けれども、 その あ ひだに 他方の は 消えて ゐ たので、 今麼 はかの 女が その 顔 を 近づけて 來 

て、 こちらの 喰 はへ たたば この 先き から 火 を 受けた。 

える 孺 幹  五 ニー 
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『さ ァ、 手 を 引いて K 滅。』 かの 女 は そのから だ を 右から 寄せて 來た。 

『どうせ 醇ッ拂 ひが —— そんな こと だら うと 思った』 と 云 ふやうな まぎらし を 云 ひながら、 /0 ちら は 

左り の 腕に かの 女のお もみ を嬸 しく ささへ た。 

かの 女 は、 もう、 からだ をお まかせし ましたと 云った 風に なって、 た わい もなかった。 こちら を 引 

あや 

ッ 張って 御れ かけたり、 かの 女から 倒れて 來て こちら を みぞの ふちまで 危うくした リ。 それが 必らす 

しも わざとら しくはなかった。 成るべく そ ッぱぅ を 向いて あしらつ てた 渠が、 ちょ ッ とかの 女の 顔 を 

のぞけ る 折り も I  二度 あると、 晤くッ てよ く は 分らなかった けれども、 その 高い すぢ にもと ほった 

醉 ひの 線が 兩 方の 眼 をす ッと 引き 釣らせて ゐる やうであった。 iss 草履の I 方が 足から はづれ て、 か 

の 女 をた び はだしに したり もした。 

い i ん 

小さい 遊 園 じみた ところへ 突き 常つ てから、 左り へ 曲ら うとす ると、 

『どこへ 行 くんです よ 11 どこ へ』 と 云って、 かの 女 は 立ち どまった。 

『どこ へ ッて —— ？』 

『海へ 行 くんです よ、 ^^へ！ゎたしは 「海の 夫人」 にな るんで すよ！』 

『 …… ！』 こちら はかの 女が イブ セ ンの 芝居 を I 緒に 兒に 行った 時の こと を も 忘れて ゐな いの だと 思. 

ひながら、 『だから、 向 ふから jel ぐ 行かう と 云った のに。』 


p さケ？ わたし はまた こッ ちが 海 かと 思って よ。』 

If ふざける にも 程が あ. OC ますよ。 然し、 ッ ちからで も 行けます 1 IS まわり だけれ ど。』 どうせ 海岸 

の の 上 を I とま はりす るの な^、 結局、 どちらから 行っても 同じであった。 

玄關を 明るく させて、 ここで もま だ つれ 込みの 容を 待って ゐる らしい 勇 館の 前 をと ほって、 富士川 

の 門 まへまで 一 直線に 進み、 そこから 右へ 曲がって、 萬 金の 角 を また 左り へ 折れた。 そして 小さい 別 

莊ゃ Mi の 家 や 養魚 試驗場 の 垣根， や でか こ はれて る狹 いくね つ た を、 何とか 云 ふ狹 い =^ 1 . それで 

も 舟が とほれ る —— の ふちへ 出る と、 もう、 海岸 堤防の つづきであった。 それ を また 左り へ 行った。 

兩が はに 松の木が 並んで ゐて、 その 枝の か！ &を こちら どもの 頭上に お ダ. かぶ.^ てゐ る。 漁師の 藁ぶ き 

• ろ ほう 

家が 路傍の ところどころに 見える。 

かの 女 は 相 變らす こちらの 手に 倚りながら も、 みちく また 殆ど 手放しの のろけ を 田 崎 や 鈴 木の こ 

と に關し て しゃべつ て來 た。 それがず 斷 なら こちらへ の當て つ けに 過ぎない で 終 は つ て しまう こ とも 

あるの だが、 珍ら しい ほど 醉 つてる にも 似合 はす、 今夜 は 少し 不斷 のがら くした 浮かれと は， 遠 つ て、 

餘 ほど しんみお して ゐた。 息づ かひの 苦し さうな のは滔 のま はって る爲 ^ も 取れた が、 こちらの 胸 

へ も傳は つ て 来る につれ て どき/. \ と 出す かの 女の 言^ は、 殆どむ せび 泣きの 聲を 含んで ゐた。 

こちら も それに 引き入れられて、 しんみ と ぞの氣 に., 5!- つて 聽 いて ゐる -^、 自 tCR が 田 崎と 鈴 木と 

- える^  五 二三 
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あ ひだに 在って かの 女の 思 ふやう にならなかった に對 する かの 女の それと は 云 はぬ 直な 恨み ゃ不千 

がから まって 來てゐ る やうに m 心 はれた。 そして かの 女に 對 して 氣の 毒で も あり、 またい ぃ氣 持ちで も- 

あった。 

『そり ゃァ、 ね』 と、 かの！^ はこの 時 云った、 『田： t とのこと は、 もう、 10 できごと ですから、 ど 

うで もよう ござんす よ。 けれど、 鈴 木が 可 S さう だと m 心 ひます、 わ。 わたしの やうな うわ 氣 もの を 持 

つ て — それが！：： fg^ にどう 云 ふう わ： g かと 云 ふこと にや ァ まだ 十分の 趣 解がない から 一 實は、 あな 

たとの あ ひだ を燒 きもき して ゐ るんで す、 わ。』 

『ぢ ゃァ、 行かない だけの こと、 さ。』 こちら はそんな ことがあった のなら、 わざわざう はべの 打ち 解 

けな ど を 鈴 木から 受けに 行く 必耍 はなかった。 知リ 合って a れば、 お 互 ひの 1 がら、 かね 儲けの こ 

とで 世話 をしたり、 されたり はして 來 たが、 鈴 木と はもと くお 杉さん、 が會 つて S いて 吳 れいと 云 ふ 

から つたので あって、 それ 以外に こちらから 求める ところ も 何もなかった の だ。 

『さう おこって しまつち ゃァ、 ぶち 毀し でしよう  ？•』 

『ぶち 毀 はした ッ ていい、 さ、 僕と しちや ァ！』 

『破壞 なんか 手 安い ことで、 いつ だッ てで きます、 わ。』 

『だから、 無事に 鈴 木と くッ 付いて た 方が いいでしょう よ，』 lulllllll. 


V にく  *i 

匕 ちら もこの 時に なって 殆ど 初めて 意地の 惡ぃ 皮肉 を突ッ 込んで 見た。 どうせ かの 女は歸 宅して 一 

夜 を 過ぎさへ すれば、 どうに でも 鈴 木 を 岡め て 置け ると 思って るら しい。 こちら は その 夜の かの 女 を 

想像して、 最も 不愉快であった。 

『だッ て、 わたし』 と、 かの 女 は その 兩 方の 手でから だの 重み を こちらの 兩 方の 手に 託して、 こちら 

の 額を兑 上げながら、 『あなたが 好きなん です もの！』 そして 俄かに 『鼻を高くし ちゃ ァ いやよ』 と 云 

つて 手 を 放れた。 そして 獨 立で ひょろひょろと、 はじの 木 か 何 かが 二分れ の 低い えだ 葉 を 平べ ッ たく 

«\ よ 

兩 方へ 廣げ てゐる その 幹へ 行って、 かた 手 を かけた。 細い 幹であった から、 かの 女が つかまった 勢 ひ 

でで も その 黑 いかげ なる えだ 葉の さきまで が ゆれた。 もう、 しんみりした 口調で はなく、 半ば 獨りご 

との やうに、 『^ッ て 云 ふ もの は、 ね、 女が 惚れ込んで 行く と、 直ぐお 調子に乗って 來る から。』 

きふし よ 

『  』 こちら も 急所 を 突かれた ので あるから、 それ を そッと 受けて 置く つもりで、 その 方へ 近よ 

りながら、 『矢ッ 張り、 手 を 引いて あげます 11 あぶない から。』 

『いや！ わたし だッて 足が あります、 わ。』 かの 女 は 若い をん なの 子の やうに しな をす るく ろ 影 を 見せ 

て/. 先き の 方へ 逃げた。 

五 

11 える W.  二 


袍鳴仝 ま ^$  P 

土手の 左り の 下に は、 腹い!^^ がの、 いくつに も 直線で ま 割され た 水が 光って ゐる。 土手の 右に は、 

多少の 地而が 防がって て、 そこに？ S ぶき 家が 二つ 少し 相 離れて 並んで る。 その さきの 方の 家の 手 まへ 

じゅもく 

に突ッ 立って、 じッと 一:^. を かた 向けて るかの 女の^の すらりと した 束髮 姿が、 樹木の かげ を 離れて、 

くッき りと 見えた。 

『  』 は 自分の あゆみ を わざと <!. ふせがないで 近づいて 行く と、 自分 も その 家のう ちで Ef^ や 女の 

が や./ \ 云って る その に氣が 付いた。 若い ものの 寄り合 ひ 所、 若しくは 密會所 だら うと 思 はれた。 

『し ッ』 と 云つ.. て、 かのお はこ ちら を 制する つもりで その 右の 手 をう ちが はから 指の さき ま.. で^げ て 

後ろへ 突き出した。 やわらかい たもと も 同時に ぴンと はねた。 

『  』 こちら は 何も 云 はないで かの 女の その 手 を 右の 手で 捉ち へた。 そして それ を そのた もとと 

共に こちらの 左り の 腕に かい 込んで しまった。 

『密^ 所でしょう 11 ？』 かの 女 も 一 緒に 足 を 進めながら、 矢ッ 張り、 よろ けた。 

『そり ゃァ、 人 問のお 互 ひで さァ、 ね。』 こちらの 腕 はまた かの 女の かい 《 ^み を もし ッ かりと 感じた。 

『でも、 わたし 嬉しい、 わ。 あなた も嬸 しくない？』 

『侯 も 嬉しい やうです。』 

『ゃぅですとは水くさぃぢゃぁ..^^ませんか？ぁなたはまだ鈴木に逮^してィろんです、 ね。』 


『こんな 場合に 遠慮なん かあります か？ その代り、 また あなたの 名譽 もない かも 知れません。 n 

『名譽 なんか 何に. 15?- ります？』 かの 女は獨 りで 踏みと まって しまった。 『自分の 人^ その，. 物 だッて 入力 

ません、 わ。』 

きんち やう 

『  』 造の 右の 方 も 亦 かの 女の 細く 緊張した 首 葉の やうに 餘 ぶんの 地面なん か 無くなって しまつ 

、て、 今や、 土手 は六鄕 川の 川ぐ ち を だ だッぴ ろく 正面に 受けて るので、 海の 波が ぼち やん、 。ほち ゃレ 

すそ 

と 石垣の 裾 を 洗って ゐた。 周 園から 聽 えて 來る ものと て は 殆ど 全く 何もなかった ので、 その ひどく も 

ない 波の音が そら を 渡って 1K 上の 星々 まで も 届く やう だ。 みちばたに は 松の かげ もま ばらだ。 ふたり 

は 右から も 左り から もた だ 水に 挾まれて る の であ つ た。 若し こ こ で 大きな 石 をた もと へ 入れて 心中す 

る ものが あつたと すれば、 きッと 知れなかった だ と 思 はれる。 

『しくく』 云 ふのに 氣が 付く と、 かの 女 は 兩の袖 を 額に 當 てて 泣いて るので あった。 

『どうしたんで す？』 こちら は 多少 與ざ めかけた が、 あと 戻り をして 行って、 かの 女の 赞屮へ 左り の 

芋 を かけ、 『泣く の はおよ しなさい』 と 命 やする やうに 云って、 かの 女の 額， からかの 女の 兩手を 離れさ 

せようと した。 

『  』 かの 女 は それ をから だの ゆすりで ふり 切って、 今度 はわ ッと 泣き出し かけた が、 自分で 自 

分 を 制した やう に その 口 を 袖で しッ かり 押さ へて しまった。 そして まお すすり泣き をし てゐ る。 

« え 鷂 *  五ニセ 
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『ぢ ゃァ、 今から. K ぐ歸 りましょう。 鈴 木お も 待って るでしょう から。 ^；；ちゃんも泣ぃてるかも知れ 

ません。』 

『いえ、 もう、 わたし 泣きません。 あなたと 一 ^ にど こまでで もま ゐ ります。』 額から 袖 を放レ て. 力 

の 女 はちゃん と 歩き 出した。 

『  』 こちら は その あとから ぶら./ \ とついて 行き かけた が、 『ま ァ、 ^i:- なさい あの 波 を。 まる 

で活 きて る やう だ。』 

『わたし あれ を ると + 牡ぐ 悲しくな りました、 わ。』 少し あと 12^ り をして I 箱に 立ち どまって、 『あなた 

とわたし と はどうしても 心と 心 をぴッ たり 合 はせ る ことができな いんだ、 わ。』 

『そり ゃァ、 さう でしよう —— 鈴 木 が あるから。』 

『いいえ、 さ、 あなたに さんがで きたから だ、 わ。』 

『そ れは それです。 これ はこれ でい いでしょう。』 

『あ ^ はそんな 人ぢゃ ァな いの にが 0 女 は こ ちら 0.3:0. て 行く 乎 を 避けて、 また 先き へ た。 

『  』 ぢ ゃァ、 こ. 四 J^s. 來 0^、 とそ ども I 菜て たら 一緒にな らうと 云 ふの か 知ら 

ん？ それとも、 お 互 ひに 菜 てられぬ 物が t から、 ぃッ そのこと、 お 万； ひその 物 を 11 心 €.<Yi うだ、 

かの 女 は 今お おてられ さ へ すれば、 その；^ にも なれる ilk にある の だら う。 


おお カ^の リへ き て、 段々 と 左り へま はって ると ころ は、 波の あたりが つよく. 一：.， <;.yr か、 

防のう へに また 防が 築き上げて ある。 矢張り、 石を以 つて！ おとなの 半身に 達する ほどに、 そして 

その 反對の 路傍に は、 松の 並み木が また 少し になって ゐる。 

そこ へ來 ると、 かの 女 はす ッと廣 くな つた $::小灣 一 面の 海に 額 を 向けて、 

『ああ、 いい 氣 持ちです こと』 と、 その 言葉の 意味に 比べて はす ッ とひ^へ n に 云った が、 そのまま 又 

額 をお せ ほ て 石に っッ 伏してし まった。 そして その 初めの しくく が 段 さきくな？、 聲は吞 みつ 

つも、 背中の 方へまで お ほ 波 を 打た せて ゐ た。 

『また 泣く のです か？』 こちら 41 はせ て、 かのち かそば へ— かの 女の 今の 墓での 要求？ 

ぴッ たりと 寄り添った。 そして、 『泣く の だけ はおよ しなさい，— ね、 僕が 附 いてます から。』 肩へ 

ずの？ しッ かりと ま はし、 右の 手で 以 つて かの 女の 右の 手 I か に 引 喜し、 こちらの 口 

を 持って行って かの 女 を 接吻して やらう とした。 

『いや 丄 かの 女 は 横へから だ を 引いて、 こちらへ 後ろ， を 見せた。 f ソて、 あなたが 惡 いんです も 

ノ  f- 


の丄 


::』 M 五 年 も 前き ちらが 今の ft 船して しまった こと を 今 ありく と 悔しが？ るの だと 

思 ふと、 すぢ かひに 養 I の 水 S ん でる やうな 風 をして 兩の袖 臭に 押し 當 てて るかの 女 を か 可！！ さ 

f る ほ  五 二 九 
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うに も 又 愛らし くもなった。 いつまで もさう させて 置きたかった。 が、 あの 時を考 へて 見る と， 矢ッ 

張り、 かの 女 は 何かと 云っても 田： を 思 ひ 切れなかった の ぢゃァ ないか？ こちらに 向って 

『あなた はす ッと思 ひ 切って 出られない 人、 ね』 などと おだてる やうに 云った が、 かの 女が 向 ふ を 思 

ひ 切れない ところへ 出て 行く だけの 必耍 もなかった。 そのうちに、 また、 かの 女 は 子ども を 持ら へて 

しまった。 

しつ ま e- 

『あなた だッ て、 然し、 その 失 1^ 11 でしよう、 ね、 矢ッ 張り、 あなたに 取って は 11 に 封す る 抱 害 

賠^ は 得て ゐ ますよ。』 

『どうしてです？』 と、 かの 女 はこ ちら を 突然、 存外ら くさう に、 ふり 返った。 

ふけ 

『  』 半分 は 作り泣きで あつたか 知らん と考 へながら、 『鬼に 角、 一 度 は、 また 元の 樂 しい 夢に 耽 

ねな 

れ たんです から。』 こちら は それが 妬ましかった * 斯うな ろと だ。 

『ああ • ぃッそ 死んで しま ひたい！』 かの 女 はまた その 額へ 袖 を 持って行った。 『どうせ あなたに そん 

な 侮：！^ を 受ける 位なら！』 

『何も、 侮辱 ぢゃァ ありません！』 醉 ひの 爲 めで はない が、 こちら も 少し 眼が 引き 釣って 來 たやう に 

おぼえながら、 かの 女の 肩 を 抱きす くめる やうに して 燃えて る 口 を 持って行った。 

きょぜつ 

『いやよ！ いやよ！』 かの 女 はまた それ を 担 絶しながら、 築き 石の 方へ 押されて 行き、 その 石の 上へ 


うづ 

からだ をのし かける やうに して、 兩 方の 袖を以 つて 額 を 埋めた。 

この 時、 ぼきり と 云 ふ 音が した。 

『どうかし ました か？』 こちら は、 しまったと 云 ふ 驚きに 打 たれた。 かよわい 女の 骨が どこか 折れた 

ので はない かと 思 はれた からで ある。 

『ちょいと 待って よ。』 かの 女 は、 然し、 左 ほどの やうす でもなかった。 石垣 を 離れる と、 不思： g さう 

にして！， W の あ ひだ を 探って、 小さい 長方形の 物 を 出した。 その 一 部が 星 あかりに きらと 光った。 『そう 

れ、 かがみが 毀 はれまし たよ。 どうして 吳れ ます、 終 害が 惡 い？』 ，％1 らく は それ を そのまま 殘念 さう 

に いぢく つて 見ながら、 『これで もお かねが 出たん ですから、 ね』 などと、 くどく 云って ゐた。 

『どれ、 見せて 御赞 なさい。』/ J ちら は それ を 女の手から 楚 ふやう にして 取った。 はッ きりと は见 えな 

いが、 星 あかりに 少し 高く さし 上げて 見る と • かがみの 三分の 二まで はす かひに 來てゐ るふく ろ 単の 

色 は、 どす 黑 いやう であった。 そして かがみの 上部 を 指さき で 持つ と、 丁度、 革の 內 部から その上 半 

分が 持った 方の 乎へ 離れた。 これ は 再びつ ぎ 合 はせ る ことので きない ものであった —— かの 女と こち 

ら との やうに。 如何にも つじうらが 131. がった。 が、 それ をう ち 消す つもりで、 

『こんな 物ァ買 ひかへ さへ すり ゃァ それでい いんだ。』 

『おや ァ』 と、 聲を彝 にかけ て、 『記念に 一 つ、 あなたが 買って 下さいよ。』 

燃 えろ 儒 狩  五 111 1 


泡 ^今： 镇七^?  五， - 一二 

『買へ と 云へば ひもし ます。 鈴 木 君に あなたが 叱られ さへ しなけ り ゃァ、 ね。』 こちら も 何だか 興 ざ 

< わ こ 

めて 來 たので、 かの 女が 云った とと を捉ら へて、 『記念なん て、 然し、 もう、 過去の ことにな つたので 

す 力？』 

し,？ +J  てん 

『心機 I 轄 よ。 わたし、 もう 泣きません から •』 

r ぢ ゃァ、 歩きましょう』 と 云 ふより 仕 かたがなかった。 

て きばう 

防 上の 石 S を 向 ふへ 少し はづれ ると、 防み ちの 左り が はに、 松の 枝 をう へに t ぬいた 切り石が 一 つ 

あった。 そこへ かの 女 は 腰をおろして、 

『もう、 さめた と 思った のに、 まだ 醉 つてます、 わ 0』 

『さう でしよう とも、 半分 は 酒が あなた を 泣かせる のです 11 それに も 亦 僕 をお さかなに して。』 資際 

思 ふに、 かの 女 はこ ちら を 相 ひ 乎に して： a いたので、 タゾ少 "氣 がすんだ らしい。 かの 女の 所 ii あまへ 

て兑 たい 意味 を-付. 行して。 

かん I や 

『ぢ ゃァ、 感謝し なけり ゃァ なりません、 わ、 ね。』 

『十分に^ 謝お しなさい ょぺ 斯う は 答へ たもの の、 こちら も かの 女 を 泣かせる までにし たので、 ここ 

へ 氷ない うちよりも ； J^.s しく かの 女 を こちらへ 近づけた と 云ふ滿 足が あった。 ただ 接吻 を 担 絶され 

や /.> ね ん 

二  きに ひっつ、 かの 女の そばへ 行って *  ^3の上へどてらの尻もちをっき、 かの 女 の^かけ 


I 


てる 膝へ 兩 乎の 肱 を かけた。 そして そこに からだの m: み を 托して 額 を 押し付けながら、 かの 女の 榜し. 

たの あたりから、 暫 らく 默 つて、 白く ら/ \- する 海の 方 を： n: ルてゐ た。 

波の音と は逮ふ 昔が ひたく として 來 たかと 思 ふと、 11 と 平行して、 一 つの 小さい ひら 底ぶ ねが 

1 人の 漁師に 漕がれて 來る ので あつ た。 

こちら は 雨？ V」 も かの 女の 膝から 放した。 すると、 かの 女 は 

『もう、 十二時に も 近いです のに』 と 云って 立ち上 リ、 舟が 左り へ 去る 方 を ながめた。 

『：  』 ^木 を も 亦^ しくな つたの か？ それとも、 ちゃん を 思 ひ 出した のかと、 こちら は .wi^ 

)  *. ラナ 

つて その i;^ 子 を： ：；- つめて ゐ た" 

かの 女 は 松の かげから 離れて 堤防の そとぶ ちへ 行き、 足 を のお もてへ 投げ出し たかと a ふと， 

石の 上へ 腰をおろし、 兩乎を 後ろへ 突いて からだ を そらへ 向けた。 そして、 

『ああ • いい 氣 持ち！』 

『^つてる 時 は あぶない から、 注意しなさい』 と 云って、 こちら も 近づいて LT つ iu。 

『これで 海へ ころげ 落ちて 死んで しまったら： i^i! よ。』 

『あとで 誰れ が  一 ^出る でしよう？』 

『そり ゃァ、 ちゃんです、 わ、 ね — ぃッ そこれ から 歸 to, ましょう か？』 

m える 微弁  五 Ig 


^七お  五一 四 

『歸 るなら、 歸 りましょう。』  . 

『あなた はと まると ぉッ しゃった ありません か？」 

『然し、 もう、 あなたが 御滿足 を将た 程度に や ァ僕も 滿足を 得ました から。』 

r 矢ッ K り、 は ft 情 だから。』 

『sll だッ て、 ね、 あなたの 心 を 今 占 額して ゐる 物を當 てて见 ましょう か？』 

『そり ゃァ、 あなたよりも まだ S?; 子が 可愛い、 わ。』 

『それ だから、 ぉ歸ん なさい。』 

『  』 かの 女 は 返事 をし ないで、 矢ッ 張り、 海 を ながめて ゐた。 

『ところで、 ね』 と、 こちら は 曾 梨 をつ づけて、 『鈴 木 はどうでしょう？』 

『鈴 木 だッて 可愛い ところが ある、 わ。』 

『ぢ ゃァ、 僕 は？』 

『份 い！』 かの 女 はこの、 f 事と 共に そのから だ をち ょッ とそら へ 向って 延ばした。 それから、 また、 

あまへ た で、 『ま ァ、 起して 下さい、 な、 ね。』 

『  』 後ろへ ま はって、 かの 女の 雨 方の わきの 下へ 乎 を 入れる と、 それへ しッ かりつ かまって か 

10ょ 

の 女 は 起き 上った。 


かの 女 はさきに 立って 向 ふへ 千 どり 足で 進んだ。 或 距離まで 行かせてから、 こちら はまた かの 女の 

手 を 取って やった。 何だか 話も盡 きた やうな 氣で、 今夜 f のこと を 心のう ちに 向って ばかり f く 

おさら ひ をして ゐ たので、 夏に なれば 開ら ける 海水浴の 出張り 屋を とほり 過ぎても 知らなかった。 

『ちょいと、 あなた』 と、 かの 女 はこ ちらのと 組み合 はせ て ゐる腕 を ふって、 『あなたに ゃァ これで 平 

氣 なの？』 

こうて. S  ぢょ 

『さう です、 ね II』 こちら は 自分の ことば かりで 云へば それ を 肯定しても いいの だが、 かの 女の す 

べき あと 始末が かの 女 を 思って 4 湫 にならないでも なかった。 『平氣 でもないです 11 然し』 と、 踏みと 

まつて 一 百 葉 を わざと 轉 じて、 『さう 進んで 行った ッて仕 やうが な いんです。』 

『どこ、 ここ は？』 かの 女 も 踏みと まった。 

『そこの 雄て 物の はづれ から 下りて 行けば、 直ぐ 〇o の 前です。』 

『さう？ わたし もま だ醉 つてる の、 ね。』 

堤防の 下り 逍へ來 だけれ ども、 かの 女 は 下りようと もしなかった。 で、 また： IE じつつ みの 上 を もと 

來た 方へ つて 行った。 今度 は 左り に 海、 右に 養魚場の 水 を 見て だ。 お W ひに 手 を 取ったり、 腕 を 紐 

み.^ はせ たりして、 互 ひの 電氣は 通じ合って ゐて も、 口にの ぼる 曾 葉 は、 もう、 索然た る もので あつ 

た。 
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泡^ 八.；^  ^七^  五三 六 

€11： の密. ^所に も 人の け は ひ はしなかった。 そして その 邊 から！！： R えた 旅館の 二階の あか. OS も 一. 戶 

がし まって か 11 ：:^ えなかった。 

六 

-^ia とお 仙と に迎 へられて、 機 も^づお 杉さん の 部ぎ へ 行って 見る と、 奥の 障子に 寄せて I つの 

とこが.：^ つてあって、 1^ が 半ば 立て ま はされ てた。 

『  』 杏 生！ 餘り氣 が 利き 過ぎて、 人 を は 鹿に と、 こちら は 思った。 

『もう *  一！；；！；^ み 直し ましょうよ』 と 云 ふので、 それにお つき 合 ひ をして ゐ ると、 かの 女 もま- ひ 

を回投 して、 不斷： ^り ほづみ 出し、 帳^へ 上げ を 返しに 行って 來 たりした。 それから、 帶を 解き、 

衣 物 をぬ ぎ 長 褪^ 一つに なって とこの 上へ 倒れた。 

『もう、 どうな つても いい、 わ、 よ —— d 分 を さへ ぅッ ちゃって しまへば！』 

『  』 それで は、 まるで：： 十く 來 いと 云って る やうで はない か？ 然し、 こちら は その 乎に は乘ら な 

t は  じゅばん 

かった。 或 代議士の 未亡人 やその ほ； 似 をす る 或 をん な 小 說{尔 が、 燃える やうた 襦抨 をお て、 や" 姒 でも 

ない のに それと 稱 して •i^w どこへ mv< り、 そこへ 多くの 物好きな ハ牛 をと ほして、 なまめかしく の 

心 つて^ しんで ると 云 ふこと を • かの 女 はよ そごと に^いて 知って るので ある。 だから、 い^ M 


になって、 ぅヅ かり ロ說 きに でも 行って ろ。 かの 女の ぼ はで はこ こぞと 云 はない ばかりに、 然し そ 

れ でもお もて 向きに は 柳の 枝で、 ひどく 又 やさしく こちらが はね 付けられる にき まって る。 『ぢ ゃァ、 

僕 もどう でもい いや。 お休みなさい』 と 云って、 次ぎの 11^ へ來 た。 これで かの 女 も あす は 無事に 鈴つ 

木の もとへ — 见 に，^、 綺 P な 巾し わけ を以 つて fg. れる だら うと m 心 ひながら、 女 巾 を 呼んで そこ 

へ. S 分のと こ を 取らせた.' 

が、 昂& して. Q て、 なか./ \ 眠れなかった。 心 は 隣 { ポ； へば かり 馳ぜ て、 枕の 上で 环を そば 立てて ゐ 

ると、 やがて かの 女の またす す- 0 泣き をして ゐる のが 聽 えた。 そして それが なかく やまなかった。 

あれ だけ こちらの 前で 泣いて ゆがきながら、 それでも まだ 足りない の だ。 いかに 敎 育が ある 女で も • 

ヒス テリ 性になる と、 獨 りの 時 は； 母晚 でも 泣いて ゐた のかと 云ふ琪 S を こちら は 初めて 知った。 

氣 の^でも あり、 可哀 さう でも あるが、 これ はたと へ 一 IBi の 上での 好きな が 二人で きても、 三 入 

で， びても * 恐らく、  id リツ こがない 病氣 だら う II 矢ッ 張り、 鈴 木の 手に 全身 を まかせた. ii ん より ほ 

かに はと m4 ふと * 率ろ それに 對する 反感の 方が 先き に 立った。 泣く だけ 泣け、 そして. W き勞 たせに 

は^りで 眠れる だら うと。 

こちら はいつ のまに かとろ くした と：^ える。 然し、 何となく 心. M の G めに また n を さます と、 か 

の 女 は 矢 ッ張リ 泣いて ゐた。 で、 こちら までが だって 來 て、 目 が！^ えてし まった。 そして こちら 

燃 え ろ 雜 i 


泡め <s 

もき こと や 子どもの こお， s ひされた。 そしてう は f 云へば、 これ も 11 う S だが、 その 

爲 めに 斯うして 靈な時 問 を して ゐ S が、 いつにな く、 後悔 もさ I。 どうせ、 斯う 云 ふ ヒス 

チリ をん なを 女 一お としてし よ ひ 込む ことな ど は E ッぴら だ Q 

二 時 を 打つ 時計の ，聽 えても、 泣きの |絶 えたり いたりした。 そして 一一. S 鳴つ s、 かの 

は 11 さう だ、 かの 女の 方が 11 眠って ゐ たかして、 八 rffi はうな されて、 

『あ ッ！ あ、 あ、 ぁァ —— 』 そして 口が また さめた かして、 また 泣き出した。 

『  』 思 A 出して：：： ル ると、 かの 女 は 海の 夫人になる の だと 云った。 それ は その 女に も 無お 認 のう 

ち でぽ 際に 死にたい と 云 ふこき もじった のか も 知れない。 さう だ、 か S 女に は 死ぬ ほかに その 泣き 

を 一 ヒ とめる 道がない ので あらう。 こちらの せいば かりなら、 幾 m, にも あ 任 は 持た う。 が、 かの 女の 

今までの いろくな 菌が然 らしめ たものと すれば、 こちら はた だ 自分 だけに 靈 I その 一部 ま 

き 受けて やつ てれば いいのであった • 

— (大正 八 年 八月) II 


泡 鳴 八 A»  i^pl^  五 ralo 


『  』 十： ：！^ のモ a ト 崎と 云へば、 金 華 山 沖と 共に、 船乘 りに 取つ て は、 わが^の 二 大難 所で あ 

る。 そこ を 一度と ほって ゐた時 だ、 泰 助が 柳 どこの 上の 方に 寢てゐ ると、 船の 窓と 窓との M にか かつ 

てるがん どうが はしら 時計の 振り子の やうに 右へ 寄ったり 左り へ 行き過ぎ たりして ゐた。 海が 餘 ほど 

荒れて 來 たの だ。 コー ル バンクと 云って、 ふな 底に 石炭 <s が ある、 そこが 船の 後に ゆれる に從 つて、 

C6f  せきたん 

がらん！ がらんと 半ば 以上，；^ -虛 なへ ュ：： を 立てる ではない か？ 石炭が； ほど 無くなって 來てゐ るの てあつ 

た。 このまま おし 大平洋 の Ig ン へで も； g されて 行ったら、 人^で 云へば、 胶 がへ つてる まま だだッ 

ぴ ろい 巾へ ぉッ ぼり H された も 同様 だと、 心配し ないで は ゐられ なかった。 

せんしつ 

こんな 時に、 いつも I っの明るぃ心だのみをこ0;§ぃニ名づっの船£^|の夜に與へて"4<れるのはがん 

どう だが、 そのがん どうが 左右に 屮心を は づれて 行く たんびに、 引ッ かかって る 釘に きしれて、 ぎィ 

ぎ ィと云 ふ 一行 をさせる。 © の 浮く やうな、 同時に また こちらの からだ を の 中へ ぉッ ぼり 投げる やう 

な。 何とも 云へ ぬ I みがの. れ{ い 昔であった。 がらん、 がらんと、 相變 はらす、 りすくな になった"：^ 炭 


のころ がる；.？ 1:: もした。 

そのうちに、 氣 昧の惡 いがん どうが II どうした 拍子 か？ — みよしの 方へ かた 向いた まま、 その 

途中に とまって しまった。 はて、 不思議！ 鎮は氣 が 立って るので、 何 かの 危 M を 待ち受けながら、 ま 

だ默 つて どうしようかと 考へ てると、 下の 寢 どこに 横た はって る 男が 先づ 飛び出した。 そして 機關室 

よこ 手の 廊下 を クラブの 方へ 驅 けて 行った" こちら も その 氣 になって 寢 どこ を 飛び下り、 その Ef- の あ 

と を 追って 行った。 

向 ふが 幅の 狹ぃタ ラブ を 半分ば かりよ ぢ 登って、 甲板へ くび を 出して ゐ たので、 こちら はよ おる こ 

とがで きなかった。 止む を 得す、 向 ふの 背中に とッ つかまって Hz に ほどに くび を 出して 見る と、 う 

るし の やうな w ッ くらがりで、 何も 兑ぇ なかった。 

ふたりとも、 今 俊 は  一^に、 また 自分ら の § へ 戻った。 すると、 がんどうの ゆれ も 石炭 倉の 音 も 

と ちらの 朐に左 ほどお そろ， -く なくなって ゐた。 船 は 矢張り ひどく^ |3 して わた けれども、 

，  なんしょ 

i 何と 云っても 難所です から、 な』 と、 下からの 霄 葉であった。 

『さやう。』 こちら は 斯う 上から 简：： ：：.！. に咎 へた。 すると， 改め 丫* 

f  4.  さん。』 さも 悛 かしげに 呼びかけた ではない か？ 少し や うづが f 組って た • 

『永井^;;。』こちらもぃ つもと は 遠った is をした。 
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向 ふ は 年が 少し 下で ある けれども、 $M 商船 擧校出 を i:^ にかけ てる 事務 次長であった。 それに 比べ 

ると、 こちら は 大した^ もな く、 經膝 もない が、 前に も 一 度 船に 乘 つてた こと だけが 取り柄と 云へ 

ば 取り 枘で あった。 窒も 同じく して ゐ ながら も、 今まで は、 お 互 ひの 用 察の ほか はろ くに ロも聽 かな 

かった。 それが 今の がんどうの 不思議な 述 動に 危險の 豫想を 共に してから、 意 張って る 永 井の 方から 

折れて 來 たの だ。 

そうぐう 

『船に 乘 つてます と、 お： 立 ひに いつ どんな 口に 遭遇す るか も 知れません。 これから、 一 つ 親しくし よ 

うぢゃありません か？』 

『それ は 僕 も 願ったり叶ったりです、 な。 國には 親 も 兄 も をり ますが、 へ 出て 以來 と： K ふ もの、 

餘り 友人がなかった ものです から』 と 云って、 俄かに 淚が 出ない ばかりの 懷 かしみ を おぼえた。 

けっこん 

『僕に もま だ 親が あるので す。 さう して 頻りに 結婚 をせ よと 云 ふので すが、 お 互 ひの やうな 身の上で 

は、 とても、 そんな こと は 思 ひもより ません。』 

『さう です、 な、 結句、 獨り 身の 方が らくで、 かかり 合 ひがないです から。』 

斯う 云って、 こちら は 肥 後の r-: 隅で 女 郞買ひ をしたら、 なかく 持てた こと を 私 かに 考へ てた。 

すると、 向 ふから 一 肝 親しみ を 邋んで 來て云 ふに は、 

『實 は、 侯に は 思 ふ 女が あつたの です。』 それが 然し 云 ふこと を聽 かなかった。 1, りになる ものな ど 


に 力た 付きた くないと 云って た。 それ も、 尤もで あらう。 そして 先 S 若しくは ひら.^ 夫の 家庭に は、 

かう か. S 

亭主が 長い 航海で 切 守の 時、 女房 は 平氣で その 代理 を 忍ばせて ゐ ると ころも あるから、 それより はま 

だし も そんな 女なら 賞 はない 方が いいの だ。 が、 いまだに かの 女 を 思 ひ 切れないで ゐる。 そして その 

燒け ヅ 腹で、 『11 一隅で も 大分 散, をし ましたよ。』 

『や、 君 も 行った のです か？』 

『さう です。 ぢ ゃァ、 お 互 ひです、 な •』 

『  』 それから、 训々 な 相 芋であった 女の 名 を 互 ひに 語り、 互 ひの 持て かた を 詳しく ii して 笑 

ひ 合ったり した。 そして、 『ぢ ゃァ、 これから は 今夜 を 記念に 兄弟と なりましょう。』 

『どうぞ さう 顿 みます。 ffl は、 僕から 餘少話 を 仕 かけなかった のが 惡 かった のです。』 

『いや、 僕 もよ くなかった 1 断う 云 ふわけ で、 以後 は どこに ゐても 『互 ひに 船啦を 共に する』 と 云 ふ 

こと を Si つた。 ^から 云へば 兄 ぶんと して、 それ はこち らも 愉快であった。 

船と 云 ふの は外國 船であった。 泰 助が なぜ 外國 船な どに 乘っ たかと 云 ふと、 洋行 熱に 浮かされて、 

4i かう 

洋行 をしたかった。 さう かと 云って 旅餐の 調達 もで きなかった。 で、 この 船に でも 乘 つてる うちに、 

都合が よくて 外 國 の 港へ でも 入る 折りが あらば、 それ を 幸 ひに そこで 1.15 しょうと 云ふ考 へだが、 そ 

れ はこの 永 井に も 打ち明けなかった • 
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せん レ 

船 一::^ を 初めと して、 ！ a^E; はすべ て 外！： 人 だから、 乘 つてる うちに は 猫り でに 英語 を 多少 は おぼえら 

れる だら うと 思った。 が、 たま/ \ 英語ら しい 單 語が 聽 ける だけであって、 あと は 5： で 何 を 云って る 

* んせ *1 

のか 分らなかった。 それ も その^で、 ノル H ィの 船籍に 在る 船で、 それ をた だ 横 の 邦人が チヤ ァタ 

してね ただけ だ。 玄：^ 灘 から 三 隅へ 行き、 鹿兒 ft を ま はって モ ロト 崎へ 來 たので あるが、 そこけ 1^ に 

角 事に 通過した ので、 ！^^：：：身に取っこは、 六 井と 思 はす 兄お の替ひ をした だけが g け 物であった。 

横 S へ歸 つてから、 今度 は 北お 道の マスケへ 鮏を 精み に 行った。 それ を im へ 持って 來 てから、 ま 

た マスケへ 行った。 そこから is- を 枝んで 歸る にしても、 若し 小搏へ 立ち^れば、 ただ 寄る だけの 道よ 

りで 四 tIM ばかりの 招になる ので、 線に 進んで 维 輕海峽 をぬ ける ことにして あった。 そして それ 

には^^ゃぉの，：1:鳥崎の^改常」：=ぁてに船の針をきめるのだ。 

© うむ 

ところが、 この 航 梅に 於いて 船 は 白 s、 北の 海に ありがちな、 ひどい 濃 にお そ はれた ので ある。 

そ て^おが ひどい ばかりでなく、 波 もなかく 荒かった。 

.cis^ が ゆ 輕海峽 や 大平洋 海-:: i にも 出沒 すると 云 ふう わさが あった 時で、 w が油斷 しないで E. 板へ あ 

がって ると、 右舷の 前方から 大きな 波のう ねり も 段々 ft えなくな つて 來て、 船が 浪 間 にか t ち 込む その 

はんしん 

前半，：^-が白ぃ煙りのゃぅな物にっっまれたかと思ふまもなく、 ぁとの半^？：もそれに！：辺入っ てし ま つ 

た。 J^si-Qffit 小に は、 以前、 船に 乘 つてた 時に 時々、 千^5などで出逢ったことがぁって、 心配 は 心配 


だ 力 それ を I チ にん ひ ほり 拔 けたので、 左 ほどに も 思へ なかった • が、 自分の II 園 四方ば かり 0 

力 は そら も 海 も 船體 も 見えない ので、 こんな 時には 海坊主と 云 ふ 物が あって、 たこのお ほ 入道の や 

うにぬ ッと 目の前に 現 はれたら と 云 ふ、 陸上のお 化けに 對 する やうな おそれが いだかれた。 

ぞッ として、 泰助は 甲板 を 下りて 自分の 窒に 房り、 ついて 來た永 井と 共に、 ^內の 時なら ぬ やみ を 

^ら す爲 め、 がんどうに 火 を 付けた。 今 11 は 石炭 倉の がらん、 がらん は 云 はない が、 がんどう のぎ ィ 

ぎィ がまた 初 まって た。 

『なんしろ、 外阈 船と 云った ッて、 g< 刀舊式 船です から、 な。』 

『いかにも。 然し、 S と、 泰助 はこん な時 に 年う へと しての §を见 せて、 和 手の して ゐ f な 心 

配 を まじさせる つもりで、 『千島 諸島の 航海なん て來 たら、 濃霧 はま だく こんな 物お やない。』 i 

i  、  JsiJ? ン、 N-  f  -  I んろ 

は ^し ク ナジリ 附近で 進路 を 失って、 I 日ぢぅ 殆ど 漂流の 如きお ほ まご 付きが あった こと を 私 か 

に 思 ひ 出して ゐた。 

そのうちに、 背中 合 はせ の 船 窒にゐ る 西 川と 云って、 永 井の またう は 役が 顔の 色を變 へて やって 來 

『^藤さん、 5. 藤さん！ IS はこん な ことに 經驗が ある だら うが、 大丈夫 かい？』 

『なァ に、 4, 、丈夫です』 と、 出た きの やう だが、 I では 答へ て 置く 方が よから うきった。 こ0 
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泡 鳴仝染 ^七卷  I 

人の 芋づ るで 自分 もこの 船に 乘れ たの だが、 事務長 をして ゐる ほどの タ.^ がそん な ことで は駄 y だと あ 

はれに 思へ たからで おる。  、やな 

『さう か、 な ァ？』 西 川 はな ほ 心配 さう に、 『外國 人の こと だから、 日本の 航海に 不惯れ で、 ^L. おまか 

にで も乘り 上げたら 11 o』 

『そんな こと ァ！ 今：：：： まで、 あれで も 日本 ぢぅを 無：^ にやって 來たぢ やない か？ •—— それ はさう と、 

、^^井^、 ー體 どこの 投を とほって ゐ るの だ？』 

『斯うな つち やァ、 僕に も 分らぬ。』 

『おそらく、 ハ ー ゼン でも 知るまい』 と、 西 川 はお ど./. \ し てゐた 

『  』 ハ ー ゼンと は ノル エイ 船長の 名で ある 。『あいつが、 知らない では、 こと ぢ やが 1 。』 

『知るまい、 知るまい』 と 云 ひながら、 西 川 は それでも 去って しまった。 

『あの 西 川 事務長 はお 互 ひよりも まだ 船に 經驗 がない、 なァ』 と、 あとで こちら は 永 井に 云った そ 

して, こ 角、 こんな 時に 少しで も 眠って m はけと いふ 氣 になって ゐた。 が、 さう 安心 もで きな レ ので 

永 井 を 待って m3 かせて、 こちら は 視察 かたがた、 また & 板へ 出て 見た。 

すると、 ノル エイ 人 ども は 一 匹の 犬 を 相手 に^^で ゆ 板の 上 を 笑ったり 話し合つ たりして ゐた。 こ 

ちら も 一 つ 日本人の 度胸 を兑 せて やれと いふ 氣 になって 平氣 をよ そ ほひ、 船が どんた 危險 中に 在る か 


と 云 ふやうな こと は 忘れた かの ふり をして、 肯葉は 分らない ながら も、 目つ き や 手 まねぎ で その 船^ 

に 這 入った。 犬 は 大きく もない けれど、 しッ ぼの 房々 した 茶色の むく 犬で、 こちらに も 親しんで ちょ 

こちよ こと そのつ めたい さき を 持って 來た。 それ を ひとりの ノル H ィ 人が 捕らへ て 投げる と、 © の 

さきが どか ッと 波の あ ひだへ 落ち込む と共に S. 板のう へ へべ たりと T 溶ち て、 また その 人の そばへ 面白 

さう にし ッ ぽを振 つて 行つ た。 

ひとりが 菓子 をかぢ りながら 近づいて 來 たので、 犬 は それ を 欲しがって 飛び付か うとした。 すると、 

,Jれ でも 喰らへ と 云った ふうで 靴の さき を 出した。 それが たまく 犬の 鼻 さきへ 當 つたので * きゃん 

と 泣いた。 皆 は それ を晃 て、 どッと 笑った。 

『おい、 君、 さすが 世界的 航海 國の やつら は 遠った もの だぜ』 と 云って、 泰助は 船室へ 屍って から 永 

井に 自分の 見た その 樣子を 語って 聽 かせた。 そして. s: 分の 寢 どこへ 段に よって あがって、 横にな つて 

.S じ やう 

ると どんと 一 つ、 異狀な 振動が 船 體全體 に 行き渡つ たと 思へ たで はない か？ さァ- しまった！  ロス 

r の 大砲 を横ッ ばらに i はらった として は、 何だか 振動め 方向が 違って たやう だ。 

自分は他のことを考へ るひま，^:なかった。 寢どこを飛び下りて、 一 GE 散に タラ プ へきいだ。 そして 

せん/? い 

丁度く び を 上へ 出す と、 船體が 左舷の 方へ かた 向く の を 感じた と 同時に、 船長の そばに ゐた ノル エイ 

人 どもが 船 ：！^ と共に ごろくと 右舷の 方から 倒れ なって ころがる ところ を 3- た。 
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1^ 辭に乘 り 上げた の だ！ それにしても 濃霧が ひどく ッて、 目の前 を 二 間 さきと は兑 えなかった。 い 

よ いよ、 待ち受けて、 t 、やうな I 生の 大事が 起った と 云 ふこと がぶ るく ッ とほ 分のから だ 中に 響き 波 

ると、 C 分の あたま：^ 全く 國 の 父母 や 兄弟の ことで 一杯に なった。 大きな 聲で父 を 呼び、 母 を 呼んで 

る やうた な氣 持ちで、 自分 は 甲板へ 飛び 上り、 つる. （- してた 甲板のお もて を. そのお もてへ ぺ 

て {>« う 

たりと 延ばした 乎の うらに つば を附 けて 這 ひの ぼって 行って、 うへ になって る 右舷の サイドの 鐵 棒に 

つかまった。 いや、 つかまつ たとい ふよりも、 ぶらさが つたと 云 ふ 方が 當 つてる だら う。 

つまり、 鐵 のらん かんの 裾へ あたま を 近づけて ぶらさがって 兑 ると、 永 井 もこ ちらの M 似 をして や 

つて 來た。 それ はよ かった としても、 まだ 西 川が ゐる" あれ はどう， 'ただら うと 心配して ゐ へと、 船 

けいし 卞 

6S が 幸 ひ にも ご ろり と 多少 そ の 傾斜から 回復した。 

そのうちに、 西 川 もやって 來 たが、 眞ッさ をな 顏 をして、 厚さ 三寸 幅 三尺、 そして 長さ 一 間 牛ば か 

^なぐら 

りの 松いた を 一 枚 見せた。 ダン ブルと 云って、 I なる 物が ある その 藍であった。 

『どうす るの だ？』 こちら は渠 にわ ざと 聽 いて 見た。 

『こ I で、 ^藤さん』 と、 渠は まじめ § て 答へ た、 『あんた とわたし と 一緒に 助かりましょう。』 

『さう うまく 行く もんか 11 浪に はね 飛ばされり ゃァ、 それ ッ f ぢ やない か？』 

『  n 西 川 は 失^して 去った のかと 思って ると、 また レ ゲンと 云って、 さきに m りの ついた 航路 


計りの， 糊 を 切って 持って 來た。 そして、 『これでお 互 ひに この 板に 結び付いたら II 』 

『駄 IE ぢゃ、 なァ！ よし、 おれが 持って 來て やる』 と 云って、 泰助は 得び タラ プを 下り，.， こ。 

うんてん 

廊下 は、 カ「^^-運轉のとまった機關窒のまはりにっぃてるのだが、 鎮 自身の 逢と 齊中合 はせ に 西 川の 

窒 があった。 この 兩窒の 入口の あ ひだに かけて ある 救命 布 を 引きちぎって、 三つ だけ 持って 來た。 そ 

して その 一 つ を ni 分のに して 胸から 腹へ 當て、 他の 二つ を 西 川と 永 井と に與 へた。 

そこへ した ッば 船員の 支那 人の ひとりが やって 來て、 棄 てられた 船 41- の 蓋 を 取り 上 ゆ、 

『チタ/ \ チタく』 とか、 わけの 分らぬ こと を 云 ひながら それ を 持って行か うとした。 で、 こち 

らは それ を 靴で S 飛ばした。 板だッ てこ ちらの 役に立つ と 思った からで ある。 そして I 心 I- つて やった 

『欲しけ り や、 自分で 取って 來 い！』 

この 危險に 臨んで ESIr かそん な こと を 云 はせ た，：：，、 させたり したので あるが、 そのうちに、 濃霧が 

うすらいで 行く と、 こちらの 眞ッ 正面に 當 つて、 何だか 大きな 露ッ い 物が ほッ と：：：，^ え 初めた。 いよ 

いよ ぞッ として それ を 段々 に 仰ぎ 兑 つめて ゐ ると、 土臺 からう へまで も 白ぬ りの シリ ャ， 澄 直で あつ 

0  r  とうだい  I  I  # 

た 1&<J ^ら はこの 燈臺の 眼下へ 眞ッ 正面に 衝突した ので ある こふが 分つ た 。 

氣早 やな 支那 人 ども は 11 霧が あがって 見る と、 もう、 11 勝手に 兩が はの ボ， トを おろして、 そ. 

れに乘 り 込みつつ あった。 
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『えい、 奋 生！』 まだ 船 の 命令 もない のにと 云った 風で、 ハ ー ゼンは 大きな 石炭の かたまり を サイ 

ドを 越えて ボ ー トに 在る 支那 人の あ ひだへ 投げ付けた。 今 I つ；；；； 〈は 他方の サイドに も投 ゆようと した 

が、 l^i- がそれ に 縮み あがって、 われ 勝ちに また あと 屍り して 來 るの を 兑て、 その 舉 げた を 引ッ込 

めた。 

泰助は^！分らロ本人が半ば-？^-すべきすべを失ってまごくしてゐるぁひだに、 —  — それ も 一 つに は 

船爲 といっても 航淘 その物の 仕 is^ に關 係はなかった 爲 めだが、 —— 一方に は、 支那 人 どもが われ 勝ち 

せ S? リ？ ゥ  • ュ h 

に つて だが、 索ば しこく も 二つ C ボ ー トを 占領しょう としたし、 また ノル エイ 人 どもが この 危ク あの 

5;^ 合に も 各々 その 位 m 牡に 就いて 责 任を盡 して るし、 する の を 見て 少 からす 日本人と しての 體 一れ 上に 

^を 感じた。 CI 分 はほんの # 計 柳 助に 過ぎない けれども、 斯うな つて は 何でも やらう と フ へた。 

が * 船長の 命令で、 先づ. © ひ ぬしが はなる 日本人が ボ ー トで 本船 を 去る ことにな つた。 それから、 

支那 人の した ッば ども。 そして 最後に ノル エイ 人 どもが 上陸した。 時； i& を 見る と、 丁度 午後の 五 時で、 

七月の 半ばで あるから、 まだまだ 明るかった。 

『これが t おし 夜で あったら、 とても. あなたがたの 生命はなかった でしよう よ』 と迎へ にかけ つけて 

來た 燈柰長 は 語った。 に^、 波が あらいので、 船に は 乎の つけ やうがなかった。 

でん う  1 

泰助は 自分の 仕^と して 早速 横^へ .m^ を 打つ その 役 R を 引き受けた。 徒歩で 一  ffli は 力り を 行く 


：  せん ぺ， 1 

と、 三十 戶 ばかりの 村が あった。 そこで は 椎の寳 を 餅に ついて、 それ を 煎 # にして 常食と して ゐ るの 

だが、 せんべい のこと を へんへ いと 云って ゐた。 そこから、 わらび 原と 云 ふ 人家 も 絶えた 野原 を 七 里、 

馬で 郵便 電信局の ある 町へ 出た。 無論 夜 を 徹して だ。 そして 雨に 降られた。 用 をす ませてから も 降つ 

てゐ たが、 その 雨 を 胃して 翌日、 馬上で また 歸 つて 來た。 すると、 自分ら の乘 つてた 船の 船體は 煮え 

くり 返る やうな なみに 隠れて 見えなかった。 

『どうしたの だ？.』 

『いや、 大變 であった よ』 と、 西 川の 返事に も 今や 勇ましみ が 加 はって ゐた。 けさ、 少し 波が 靜 まつ 

たので、 早くから iwz が 船長と 共に 船へ 行って おもな 荷物 を 引き上げて ゐた ところ、 お 誓 ごろに なって 

また 風が 出て 來た。 そして 危險の 恐れが できた ので、 これ も 船長の 命令で、 a: び 手 を 引く ことにな つ 

11  む ざん 

た。 そして §1 がボ ー トで 上陸す ると まもなく、  I 千 五 百 嘟の船 は 無慘ゃ 二つに 折れて、 波に 沈んで し 

まった の だ。 

『助かって 冤れば、 これ も 面白かった わけです』 と、 永 井 は 云った。 

『面白い どころ か —— どうして、 どうして？ こり ゃ大變 ない のち 拾 ひです。』 西 川 も 害んで ゐた。 

あんない 

『一 と 眠り おれに させて 吳れ』 と 云って、 泰助 は燈臺 長の 宅へ 案內 された。 乘り 組のう ち、 六 名の 日 

本人 は 別れて 燈裏 fl どもの 自宅へ 牧容 され、 七 名の ノル ユイ 人 は 一緒くたに 新ら しく 建って た 物 超き 

難船  五 五一 
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に、 そして M 十 名の 支那 人 は 殆ど 家极 ばかりの 舊ぃ 小屋に 這 入って るので あった。 

しょ ゃク 

俄かに 多人数が 來 たので * 食糧の 用意に 不足の 心配が あった。 だから、 で 面白半分に 礎べ を あさ 

つた。 あはび は收穫 禁止の 時期で あつたが、 先づ それ を 取る こと を特  1 に 許された。 ゴミと 云 ふカモ 

メの 一 稷は、 外人 どもに は 土左衞 門 にた かる もの だからと 云って 喰 はれない が、 邦人 は それ を さ を 竹 

で以 つて 叩きお して 料现 した。 大きな まぐろが 二 圆三圆 で 買へ た。 燈臺員 の 家族 どもが する の を ず 

て、 物 ほし ざ をで 以 つてぶ り も 釣った。 

『今夜 はき ッと燈 蜜の 火 を s がけて 滞 山の dr か來 ます。 こり ゃァ見 ものです よ』 と聽 いたので、 物 好 

きに 大雨 を E かして 出て W ろと、 如何にも 多くの、 いろんな， f!: り 鳥が その 彝ッば しら を る 白い 

火 (これが このみ さきの 燈臺の 目 じる しだ) のがら すに ぶち 付けて、 氣絕 したり 自殺し ヒ りして 下/::^ 

ちて 來た。 そのうちに は、 かもめ は 勿論、 うづら 俊 兑 たやう で 街い 色の 小鳥 もあった。 大きな ので は 

あら 81 もあった。 すべて そんな 物 を 外 入 や 支那 人に も 分けて やって、 別々 に 好きな やうに 料理して 御 

飯の か はりに した。 

そのうちに、 横路 から 船主 も來 たし、 ノル エイの^ 事 も 来て、 それぞれ 臨時の はがき まった。 泰. 

助 は 多くの 名刺 を 貸った が、 そのうちに ベルゲンの リ チャドへ デル セン： Q びに タル レイフ リイ ゼと云 

ふの があった。 これ は 一等 運韓 乎と 二等 運轉 手と だ。 その ひとり は、 濃霧の 甲权 上で にむ く 犬 を 


おもちゃ にした 連中であった。 そして 難破 後、 丁度 I 週 11 にして、 船主 や 西 川と 共に 泰助も そこ を 引- 

き上げた。 

義兄弟の 誓 ひ をした 永 井 だけ はな ほ 1 主の 代表者と して 外人ら と共に 殘 つたので ある。 が、 その後、 

泰助は 自分の 新ら しい 仕事の 都合 上で 殆ど 一 年ば かり も 11 その あ ひだに 二度ば かり 手紙 を! _1ん した、 

切りで 11 直接に 會 ふ機會 はなかった。 但し、 まだ 戰爭は つづいて ゐ たので ある。 

すると、 ふと、 薪 聞に 據 つて、 〇〇 丸が 對馬海 峽で敵 艦に やられた と 云 ふ 記事 を 見た。 そして その 

船員の 姓名 中に 永 井 〇〇 とい ふ C が あるの を發 見した。 まさか 同名異人 でも あるまい と 思って 毎日 注 

意 をして ゐ ると、 いよく 戰 死と 分った 人のう ちに も 同じ 名が 出た。 

けれども、 永 井の 故鄕の 家を聽 いて m はかなかった ので、 その 親 や 兄弟へ 悔み 狀を 出す こと もで きな 

かった。 向 ふが その あ ひだに 結婚して ゐ たか どうか は 知らないが、 こちら は旣 にい 资： の 人 を 得ても は 

や 以前の やうな 胃險 生活 はやる まいと 決心して ゐた。 そして 今や シ リヤ^ 乘り 上げの ョと 〇〇 丸 鎖 齢、 

の 日と を以 つて 死んだ 友人の 爲 めの 1;^ 念 H とする ことにした。 

11 (大正 八 年 八月) 11 
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てつ- J う 

『おれの 名 まへ は IK ムと云 ふだが、 な』 と 云って、 卜. 野の 山した なる 國 通運 會： MS 荷物 一 手取り 扱 

ひ 所へ 行った の だ U 

その 前に、 E. 舍 から 出て 來 ると. ぐ、 木 所の 染め物 星へ 道 入って ゐた。 そのうちに， 界 中の 戰^ と 

1 かま 

1: ムふ ものが 初 まって、 世 il の 人氣が 何となく 荒ッ ぼくな つて 來 たの を. 1 もおば えた。 そして 仲 ii の 者 

どもから 『馬鹿 鐵』、 『馬鹿 徵』 と 呼ばれる の を 自分ながら 心外に おもへ た U 自分は：^^して馬鹿ではな 

い。 が、 人並み 外れて ゐ るの はちん ばで あるから である。 それが 一 番 つらかった。 

『せめて 鐵 公と； 14 つて 吳れ よ、 さう おれ を爲 鹿々々 云 はねいで』 と 顿んだ こと も ある。 そして. n 分 を 

n 分の 糾み 通り 呼んで？^ れ るの は、 染め物：： 51 の 息子と 近處の 子^ ひとり ふたりであった" あとの もの 

は： t 自分 を 相： K らす： H:i 鹿 扱 ひに して ゐた。 それが 而. 2 くない 上に、 この は 馬 かたがな かく 会： 儲け 

になる と 人々 が 云って るの をち ょッと 小-斗に は ス」ん だので、 誰れ のす すめに も 依らす •  .en 分 自身で 發 


/^L  まるつ う 

心して、 この 丸 通じる しへ やって 來 たので ある。 . 

お づく門 を 這 入って は 見た が、 店の 人へ おかに 物 を r み ふの が ii された ので、 右の を 引きす り 

ながら、 馬屋の 並んで る 後ろ手に 添って 奥の 方へ 這 入って 行った。 すると、 廣ぃ の 置き場 所が あつ 

た その 横手の 二階建て だが、 下 は 土間に なって ると ころで、 二三 名の 馬 かたが 火 をた t いて あたって，. 

た。 

いかにも 塞 いのは， まだ 朝の 八 九 時 ごろで ある 爲め ばかりではなかった。 消え 殘 りの 霉 がま だと こ 

ろ どころ に 泥 まみれに なって る を も 晃て來 たの だ。 

『おれ も 馬 かたに 使って 貰 ひてい だが、 な ー?』 

『  』 馬 かたの ひとりが こちら を兑 上げ 見お ろして ゐ たが、 『おめ/は ちんば ぢゃァ ねい か？』 

『そり やさう だが — . n 

『ちん ばで 馬 か た がで きる かい ？.』 また 別な の がぶ 不 li に 云 つ た。 

『やらせて 吳れ りゃァ やって 見る だが、 な II』 斯う 答へ ながら も、 鐵公は 自分の 口が あんぐり 明か 

ないやう に氣を 付けて ゐた。 と 云 ふの は、 いつも 口 を 明けて ゐ るから ぼ 馬 か 鹿に 見られる の だと • 染め.， 勿 

屋 のお かみさんに 云 はれて ゐた. - それ も 然し 決して S! 分の 鹿な 爲め ではない、 口 をつ めて ると 彝が 

ぐるし ぃ爲め V< かり こだが  。 

餓 公  五 五 七 
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『ちんば の でも ゐり ゃァ、 丁度つ り 合 ふだら うが.、 ね。』 

『あいにく、 うちに ゃァ そんな あつら へ 向き はゐ ねい や。』 

『  』 そんな ひどい こと は 云 はないで と 云 ふ 様子 をして、 こちら も 火の そばへ よって 兩手を その 

上から かざして ゐた。 來た 以上 はどうしても 使って K ふと 腹 をき めて だ。 それ を 感づいて だら う、 ひ 

う ^や 

とりの 馬 かたが 並んだ 馬屋と 馬 接との あ ひだ をと ほって、 こちら を の 方へ っれて行って^^<れた。 

『なんだ、 かたわ ぢゃァ ないか』 と、 キ； 人 も 初めは そッ けなく 云った 4 ちんば で 馬 は 引けない だら う 

が、 な 11 』 

「だが、 な， 田舍 ぢゃァ ちんば でも 馬に 乘 つたり、 郵便 脚 夫 をしたり してる ものが ある だが 11 』 

『馬に 乘 るの は 誰れ でも 乘れ る、 さ。 乘 つて ゐ さへ すり ゃァ 運んで 行って 吳れ るんだ から。 けれども、 

馬 かたは 馬に 乘 るん ぢゃァ ない。 について 行かな けり ゃァ ならない ので、 お前さんの やうな 人 はと 

て も 速い 馬に ゃァ ついて 行けまい。 さう して またお 前さん がつ いて 行ける やうな やくざな 馬 はう ちに 

ゃァゐ ないから • ね。』 

『  い 成る ほど さう した もの か、 なァ と、 初めて 分った。 そして ここで も 亦 自分 を こんな かたわ 

に 産んで れた親 を 恨めしかった。 が、 今 はこの 世に ゐな いものに 向って 冥途まで は訴 へやう もない 

ので、 ここで 若し，： Z 分 を 便って c.^ れれば 自分の 主人と なる その 人に あまへ 込みた くな つて、 『ぢゃァ、 


f や ァ どうしたら よかんべ い か？』 

『來 たと ころへ 歸れ ばい いだら う —— ？』 

『實 は』 と、 こちら は 少し 考へ 込んで、 『もう、 使って 貰へ るつ もりで 出て 來 ただが 11 』 

『氣の 早い をと こだ、 なァ、 足 はお そいく せに！』 

『へ、 へ、 へッ』 と、 ただ 笑って 見せた。 主人の 様子が、 たッ てと 云 ふなら 使っても いいが と 云 ふら 

しかった からで ある。 

『馬の かひば 掛り になら 使へ るでしょう』 と、 おかみさん も はたから 云 ひ 添へ て？ 5<れ た。 

けっかう 

『それでも 結構 だ ァ。』 斯う 答へ て、 かの 女 を 年 は 若い やう だが 自分の 母の 生まれ 代りにで もして 見た 

かった。 

『一 體、 お前さん は 今までい くら 賀 つて ゐ たの だ？』 

『曰 給 © 十 錢だッ たが 11 』 今少し 貧 ひたいの だと 云 はう とした。 

『ぢ ゃァ、 その 倍にして やらう —— かひば 掛り でもい いなら。』 

『倍にして 吳れ るかい、 そり ゃァ 結構 だァ、 な。』 日に 八十 錢貫 へれば、 何も わざく 馬 かたに ならな 

レ でもい いみ 考 へられた。 

鐵  公  五 •  五 九 
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二 

し ごと 

鐡 公に 割り；；^ られた 仕 察 はな か/\ いそがしかった。 

ふた 並びの 馬屋に は iBi が 十頭づ つ、 都合 二十 頭 わる。 その 世話 を 自分 ひとりでし なければ ならな か 

つた。 

か iK ど 

先づ、 ハ  1^ あさ、 誰れ よりも：： 十く 起きて、 店と 馬屋との あ ひだに 据わって る 大きな 釜 土に 火 を 焚き 付 

けな I れ ばなら ない。 どもに やる 豆 を 赏る爲 めに だ。 そして その 豆に きざみ 藁と ぬかと を まぜて I 

と 渡り.^ „ ^はせ ると、 今度 は その かひば 桶に 今 一杯 同じ 物 をつ めて m はく。 すると、 それ を 一 つづつ 馬力 

しんぽう 

の 心棒に ゆ はへ 付けて、 馬 かたど も は. 顺桥に 出て 行く ので ある。 それ は、 然し、 ほんの、 朝ッ ばらだ 

けの 川 だ。 

それから、 また、 馬の 出た あとの 馬屋 を 掃除して、 馬の 踏み板の 上へ は ざァ. /(\ と 水 を 流す a それ 

が 二十 仕切り すんで しまう と、 今度 はまた 奥の 二階家の 下へ 行って、 きざみ 機械で K をき ざんで 置か 

ねばならぬ。 それに、 また • 馬の くそ 小便の 世話ば かりです ます、 人間の 方の 便所 も $1^ する。 また、 

ホ m はき 場の g 除 も だ。 

そのうちに は ゆ ふが たにな つて、 馬力が まだ 順番に 歸 つて 來る。 さう すると、 その 31 をお ほ だら ひ 


で 洗って やる ことに も 手 傅 ひ をして やらねば ならぬ。  <  . 

そして が 二十 察、 馬が 二十 頭、 馬 かたが 二十 名、 馬屋が 二十 仕切 hs、 その すべてに 二十と 云 ふか 

すがつ き 添って るの を 不思議の やうに 思へ た a 

9^ んぎ 

『一 體 • 君、 二十と 云 ふかす は緣 喜で もい いだん べいか、 なァ』 と、 或 時、 火 を 皆で かこんで る. J^、 

ひとりの 馬 かたに 聽 いて 見た。 

『どうして だい？』 

『どうして ッて、 うちの これ は』 と、 自分の 親 ゆび を 出して 兑 せて、 『なんでも 二十に して ある だんべ 

いが。』 

『馬鹿なことぬかすな！^3^が1 一十 あれば 馬 も 一 1 十、 馬が 一 一十なら 馬 かた も 一 1 十い るの ァ赏り 前 ぢゃァ 

ねい か？』 

『さう だんべ いか？』 

せんせ 、 

『どうせ 森つ まりの 先生と 來てゐ らァ、 な』 と、 また 別な のが 云った。 

『へ、 へ、 へッ』 と、 こちら は 先 づ笑ひ を^せ た 1 の ％g を 取って g く爲 めに だ。 ここで も 皆が 

とちら を 馬鹿 だと 云 ひ はじめた が、 自分 は 決して さう ではない、 鼻が つまる から、 つい、 口 を 明ける 

やうになる の だと ゆし わけした。 そして 馬鹿と 云 はれる よ リも彝 つまおと 云 はれる 方が まだし もた と 

敏 公  五六 I 
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ど ラ 

思へ た。 で、 それに も 左 ほど： g を IDS くしないで、 前の ものに 答へ て、 『それ もさう だんべ いか、 な、 銅 

ぼが 一 一十 あれば そ C うらやお もても 一 一十 づっ ある わけ だから、 な。』 

『こん 杏^! おれ 逮を それ ぢゃァ ns^ のうら おもてに しゃ ァ がるの か？』 

『  』 こちらに は それが 何の こと を 云って るの か 分らなかった ので、 にやり と 笑 ひながら 默 つて 

どうし 

ゐ ると、 ほかの もの 问士の Si になった。 

『さう おこる ねい、 おめへ の 額 はちよ ッ と- £:r つらに 似て ィる ぞ。』 

『さう して、 鐵公 はどうで い、 ちんば のかた 足 だけが 瘦せッ こけて、 あと は どこも かもぶ よくして、 

n を 明けて ると ころ ァ、 どうしても 馬 腿づら だが？』 

えん 

『矢ッ り、 それ も K:^ に 終が あら ァ な。』 

るね い！』 

、 、 、 、 、  < てう 

『おした ちゃ ァお O.H でもね い、 ^でもね い、 その代り Hi の たんべ いか』 と、 こちらの 口調 を 取つ 

て^へ たもの も ある。； T うちの 旦那から 见り ゃァ、 Isn の 方が 人 たらう。 いや、 馬 かたより ゃァ、 馬-の 

" くぐな 

方が 弋^ だら う。 なんだ ッて、 いくら 陛 のお ふる を 買った ッて、 二百 五十 兩ゃ三 兩 はする から、 

な。』 

『さう、 さ、 な、 おめへ なら、 薛 おや 女郞 にも H れ ねいし、 まァ、 百 兩と云 ひていが、 正味 五十 兩に 


おる か、 どう だか？』 

『馬鹿 を 云 ふなよ。 これで もた ッたニ ヶ月 かせぎ ゃァ、 九十 圓、 まァ、 百 兩と云 ふところ ぢゃァ ね 5 

力？』 

『けれど、 そのうちから 酒代 や 女郎 買 ひの 費用 を さし 引いて 見ろ。 五十 兩が 二十 兩の價 うちに もな お 

ゃァ しねい ぞ。』 

『ぢ ゃァ、 この 鐡公を 見つ もって 見ろ よ。』 

『おれ 達の 身受けが 五十 雨なら、 鐵公は 十雨で も 受け 出せよう か？』 

『さう、 さ。 鐵公 などと 意 張っても • 寶は 銅貨 ぢゃァ ねい か？ q 

『は、 は、 はァ』 と、 皆が 笑った。  で 

『  』鐡 公 は 自分で もに やりと 笑って、 私 かに 考 へたので あるが、 自分に は 今十兩 どころ か、 五 

雨の 僳 うち もない ので ある。 來た 時に 十四 五錢 ばかりあった ところへ、 きの ふ、 一週^ 分と して 貰つ 

たのが 五. 圓 六十 錢 だが、 近處の 大福 屋へ 行って こないだ ぢ うの 惜り を威圆 三十 錢拂 つてし まった。 し 

て 見る と、 あとに 肅 二三 十錢 しかない。 それ を、 然し、 しッ かりと 越 中 ふんどしの さきにく るん 

で、 へその あたりに 腹卷 きで 卷き 付けて ある。 その上へ、 近處 ではば の 利く 丸 通の しるし 紗纏を 着せ 

られ てる C だが、 何よりも f に  一 # 嬉し いのは 腹に 手 ごた への あ 1; みであった。 自分 は 紙擎銀 
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貸で 以 つて これまで & 祭 I なかった。 S も 銅貨に くづ して 貰った。 その 方が おもみが あつ 

て、 ほんとう にこの 世に かね を 持った と 云ふ氣 がする からで ある。 

『そんな 詰ら ない 考へ はやめろ。 さう して 一圆 でも ニ圆づ つで もい いから、 郵便局へ 貯金し ろ』 と 

ここの 主人に は 云 はれた。 

『 ……… 』 けれども、 こちら は S 分が 折角 儲けた もの を 人に 渡す の は I おかみの 人に せよ— お- ""ら 

ないやう に へる のであった。 

『それ だから、 に 馬鹿 だと 云 はれ るんだ。』 

『へ、 へ、 へッ』 と 笑って るより 代 かたがなかった。、 HX までが こちら I 鹿 あっか ひに し 初めた の 

だ。 が、 おかみさん は 女の こと だから i かさう でも あるまい とすが り 付き、 それへ 泣き付く やうに 

したら * 

『戮公 はお かした だ、 ねい』 と 笑 ひながら も、 &ぎ ゃ銀货 をす ッ かり、 こちらの 望み通り、 銅貨に 

取り かへ て れたリ 

『 ……… 』 その を こちら はしみ ぐと ありがたく 思った。 そして 『うちに ゃァ 碌な 物ァゐ ねい 

だ。 まァ、 おかみさん だけが 少し 人 間 らしい や』 と赏 めた。 

『なま >; ^たこと をぬ かすな』 と 云って、 奥の 二階に^ とまりす る^かた どもの 親 かたに I つ、 あた 


まをぃゃと11^ふほどなぐられた、『馬 I つ 引け もしゃ ァ がらんで！』 

『，  』 それでも こちら はお こり もしないで、 にやり と 笑った だけ だが、 さう だ！ 自分の 願 ひ は 馬 

を 引ける やうに なること だけにな つて ゐた。 自分の 給金 は 本 所に ゐた 時の 倍に なって るの だが、 その 

また 倍 を —— 云 はば、 口に 覺 圓 六十 錢も —— 馬 かたど も は 貰って る。 そのく せ、 馬に ついて 行寸 ぱい 

いだけ のこと だ。 行く さきであった ことな ど を 皆が 話して ゐ るの を 聽 いてる と、 何もかも  1:^11 んの やう 

だ。 その 仕事と 云って は、 かひば 掛り ほどの いろくな いそがし さが あると は兑 えない。 らくな こと 

だんな 

をして、 給金 を 多く 取つ てるのが I 番 うらやましい 。『どうして 旦那 はおれ を 馬 かたに して 晃ん ねい 1  ご 

か』 と、 仲間の ものに 1^ 平 を 云って 見た こと も ある。 

『おめ へ は 一人め へ の 人間 ぢゃァ ねいから、 さ。』 

『然し、 おめへ 達だッ もて、 馬より ゃァ 人間並みで ねいと 云 ふだが —— ？』 これ は 前に 皆が 云 ひ 合つ 

てた こと を 思 ひ 出して だ。 

ちくしゃう 

『こん 畜生！』 また 一 つ、 こつん と あたま を やられた。 

うちに は そとから かよって 來る もの も あるが、 大抵 は獨り もので、 丸 通の Is® を 辛：^ てゐ るの が 皆で 

«  公  五六 五 


第七卷  ヨブ ブ 

1 一十 名 內外も 一 絡に めし を ふし • それに 一 一十 頭の 馬が i& ふ 豆 も W 意して ある。 

奥の 二^家の 隣り に は、 その 二階家より もに M い k 倉が あって、 人 や 馬の， 1^ ひ 物 は そこに 納めて あ 

る。 ところが、 さ をの 兒と 入れ # りに 這 入って 來る かたど も は 3=*  了 K そこへ 行って ちからだめし 

を させられる。 そして 四 斗 依 を 持ち上げる ことができ たもので なければ *  Hi かたに はなれな いので あ 

つ. こ。 4.T が 『入？ {.f 試驗 』• 『入^ 試驗』 と r ムっ てるの を、 どこか 生さん の 行く 舉校か 柯 ぞ のこと 力と 

ma つてたら、 成 時、 この ことで ある こし」 が鐵公 rtn 身に も 分った。 

『どれ、 おれ も k て來 う！』 斯う あまへ 氣 味で 云って、 かひば のこと をち ょッ とう ッ ちゃって S き、 

ひよこり、 ひよこり とかた 足 を 引いて、 £fl の あとから それ を リルに 行った。 その 時の 試験 を 受ける の 

i たッヒ j 人で、 旦那の 見て ゐる 前で らくに 俵 を 持ち上げた 力ら 

『よし、 使って やる』 と、 直ぐ 許された。 

『  』 この g 织め もまた け ふから 自分より 倍額の 給金 を 取る のかと 思 ふと、 うらやま しさが 先き 

に 立って、 自分が 百 S の 子に 生れながら 力 わざの 仕事 を 避けて 來 たこと など は 忘れて しまった。 そし 

て 旦那の 後ろの 方で、 つい、 『あんな こと ァ なんでもね いだが — 』 と、 口に 出した。 

『ぢ ゃァ、 鐵公』 と、 n; 那は こちら を 笑 ひながら 返り 兒て、 『お前 もやって 見ろ。』 

『これ くれ P り.^ ァ ——- 』 自分 だッ てもと 高 をく くって、 直ぐ ひよこく と 進み出て、 同じ 依に 兩乎 


を新參 ものが かけた やうに かけて 見て、 初めて 驚いた ので ある。 なか/ \ に 重い。 そして 重い ばか. OV 

でな く、 少しも 自分に は 動かない。 よこへ まわって 見た リ、 たてに 行って 見たり したが —— 0 

,,ソ 

『そうれ、 見ろ！ それが あがり さへ すり ゃァ、 いっから でも 馬 かたに してやら ァ。』 

『  』 なるほど、 な、 その 爲 めに こそと 云 ふ 心 をに やくと 笑 ひに まぎらしながら、 試 驗と云 ふ 

物が 書生さん でなくても 必要な の だら うと 分った。 

べん まやう 

『月給 取ね になる にや ァ、 なかく 勉強し なけり ゃァ ならない から、 なァ』 と、 よく 人の 云って るの 

は おぼえて ゐる。 n: 給 取りば か. ON でな く、 曰 給 取り も 同じ こと だら う。 で、 自分 もま GT 生さん の 云 ふ 試 

驗勉强 を やって 見る 氣 になって、 それからと 云 ふ もの、 ひま さへ あれば、 榖 ぐらへ 這 入って、 米 5 を 

持ち上げる こと を  <  に 兑られ ないやう にして —— 稽古した。 

リ やうたん 

初めは 頻りに 俊の 兩端 を兩 手で 以 つて 引き上げて 見ようと する ことば かり 努めた。 と 云 ふに は、 

さいしょ 

をよ こに またいだ ので は、 ロー 那の 前で 自分 は 最初に 失敗した からで ある。 ところで、 何日 i ^こころみ 

て も、 それで は 力が 道 入らない ことに 氣が 付いた。 地べたに 着いた ままで は 少し は 動く やうに なった 

が、 それ も 不思議な ほど 俊の 左り の 方ば かりが E 分の 方へ 動く のであった。 そして 天井な しの 家 根う 

ら^ 方へ は 少しも 地べた を 離れた ことがない。 

しんざん 

I て ると、 矢ッ 張り 新參 ものが や^た やうに、 よこに またいで 俊の 眞ン 中を兩 手で 抱く のが ほん 
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たうな の だら うと 恩 ひ 返した。 そして それ を また —— ひま さへ あれば —— 何日 ii も こころみて 兒た。 

けれども、 相 變 はらす であった。 少し 動いた かと 思 ふと、 俊の 前 か 後ろ かの どちら かが 持ち上がって、 

直ぐ 倒れて しまう。 而も、 その 倒れ かたがい つも 亦 自分の 右の 方へ だ。 これに 氣が 付いた 時、 渠は 

『は、 はァ』 と 云 はぬ ばかりに 自分の かた 足で っッ 立ち、 誰れ も； 2^ てゐ ない の を 仕 合 はせ に、 惡ぃ方 

の 足で その 依 を^ん まへ て、 榖 ぐらの 中で、 自分が かたわに 生まれ付いた ことが 恨めしかった。 そレ 

き f きん 

て 皆が 自分の こと を 「： 半人前』 とも 呼び、 旦那 も 皆に やる 給金の 半分し かこちら に は？^ れな いの を、 

との 爲 めだと 分った。 

たはら 

ぶんと、 澤山^sんでぁる依からなま米のぬか^:^ぃにほひがするにっけても、 人並みに めし を 喰 ひ、. 

人並みに それ-^ の 受け持ち 让 事 をして ゐ るのに、 自分 だけの 半人前が 悔しかった。 

『半ち やん、 3： をして るんだ よ』 と、 女中の 婆々 ァ までが こちら を 半人前 あっか ひに して 呼びに 來た。 

『馬が 歸っ て 來たぢ やない か？』 

『さり か』 と 云って、 は < お を 出た。 そして、 さうな ると それでも 惡 びれ もせす 馬 の 世話 をした。 が、 

今夜 も 亦、 川と 晚 めしとが すめば、 あの 餅 星の かみさんの ところへ 遊びに 行って やらう と 云ふ氣 にな 

つて ゐた。 

皆の もの はか はり この やうに うち 揃って、 毎晚、 吉 原へ 行ったり、 浪花節 を聽 きに 行ったり する 


が、 鐵 公に はそんな ことの 面白味が 少しも 分らなかった。 ただ、 自分が 馬鹿 あっか ひに されたり、 か. 

た わと しての け 物にされた おする 悲しみ を、 初めのう ち は、 それとなく うちのお かみさんに — 優し 

さう だから 11 訴 へて、 聽 いて 貰 ひたい もの だと 思って ゐた。 が、 かの がめ，^ 船と 云 はば、 いつまで 

もこ ちらの 給金 を 銅貨に くづ して 吳れる だけの ことであって、 その他の ことに は 旦那 や-馬 かた も 同様 

で、 少しも 取り付く 島がない。 

それに 比べる と、 餅屋のお かみさん はから だが 見ッ ともない ほど 肥えて なくせに、 段々と親^^ 

になって 來て、 この頃で は、 こちらが 何も 買 はない と、 却って 向 ふから 大幅な ど を 一 つや 二つ は喻へ 

と 云って 吳れ たりす る やうに なった。 そして、 

『うちの 人 はどうせ あの 通り だから』 と • ゆ ふべ も、 夜ぐ る ま を 引きに 出た 亭主の 病身で 度せ こけて 

るの を 歎いて、 『わたし も 心 ぼ そい、 わ。 これから、 あなたが 少し 力に なって 下さいよ。』 

『おれ も、 別に 大して 人と 遠った ことが ねいだ に、 呰 から 馬鹿にされ てる だから』 と、 こちら も 答へ 

た。 

『ぢ ゃァ、 お 互 ひだ • わ。』 と、 また、 『力に なって ぉ吳れ よ』 と 云った。 

その.：！ おは、 うちの 門 を 出て 左り へ 行き、 その 道 をう ちの そとが こ ひに 添って また 左り へ 曲る と、 う 

ちの そと どぶ を 前にした 狹ぃ 横丁の 長屋の 四 軒 目 だ。 そこへ 今夜 も 行かう と 思って、 が 暮れの 用意.！^ 
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いそいで ると、 屬 かたの ひとりが 

『なんでい、 また わさくと 11 贵さ まも 紫外 へね いやつ だ』 と 云った。 

『  』 こちらに は それが 何の こと だか 分らなかった ので、 ただに やりと して 見せた。 

『また 行 くんだ、 な』 と、 また 別な のが 云った。 して 見る と、 矢ッ 張り、 二人とも この こと を 云って 

るので あった。 『贵 さま は あいつに ほれて やが るんだ ぞ。』 

『うんに や』 と、 こちら はまた 笑 ひに まぎらした。 好きな こと はう ちのお かみさん をよりも 好き ^ 

それ を； が ほれて ろと 云 ふの だとして は、 あまりに 何だか 惡 いこと でで も あるかの やうに 云って るら 

しく 受け取れ たからで ある。 

いつのまにか、 さう に 知れて ゐ ちゃ ァ、 それでも、 うかくお ほ びら に は 行けない やうに 思 はれ 

たので、 その 晩から は、 成るべく こッ そりと 門 をぬ けて る ことにした。 

もう、 上野の 山の 樱が ぼっく^き 出さう とすると 云 はれる 時^で、 ひるまの うち は大 陽が ほか ほ 

かと lifl 屋 のなかへ も當 つて ゐた。 その 蒸し ぁッ たかいに ほひが 晚ま でも 殘 つて ゐて、 それ を 今、 自分 

がう ちの そとがわ を 通りながら、 却って はッ きりと 臭ぎ 分ける ことができた。 馬の くそ 小便まで 力 目 


に 見えないでも まじって るに ほひ だが、 それにつつ まれて からだが 運ばれて ると、 自分まで が ひと 目 

を 隱れて ゐる氣 がして、 おかみ さんに， はない うちから 心 やすい 氣 持ちで 目的の 店へ 這 入る ことが で 

きた。 

が、 あいにく、 そこの 土. ii に は が 入れて あった。 そして 亭主の a. 夫が 奥の 寢 どこに 這 入って るの 

を兑 ると、 車 を 引きに 行き さう でもなかった。 

『や ァ、 なぜ 出ね いだか、 今夜 は』 と、 鐵公は 自分の 主人が 自分 を 責める 時の やうな 調子で 寢てゐ る 

人に 尋ねながら、 屋臺の 後ろに ゐ たお かみさんの そばに 腰 を かけた。 『 一 と晚 やすみ ゃァ、 I と 晚だナ 

の 損する だんべ いが —— ？』 

『少し 加減が 惡 いのです よ、 朝から。 あなたの やうに 厳 丈な からだと は 遠って、 ちょ ッ とすると 直き 

に 熱が 出て』 と、 おかみさん は 亭主に 代って 答へ た。 

『闲 る、 な ァ。』 こちら は 自分が また 賞め られ たの を 得意であった。 『どうして また さう 直きに 熱が rr る 

だんべ いか？』 

『よわいお は駄 2E だ』 と、 亭主 もこ ちらへ 顔 を 向けて ゐた。 

『  』 その 不斷 からの 病人 づらを こちら は 面白く もなかった。 『時に、 おかみさん』 と、 その 方へ 

向き 直って、 『おれが おめへの とと へ來 るの を 皆が よく 知って る だが —— 。』 
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『知って たッ ていい ぢゃァ ありま せんか、 ル：： の やうに お 酒を飮 みに 行ったり、 女 郞買ひ をしたり する 

のぢ やなし —— あまい 物 をた べに 來る くら ゐ は？』 

『そり やさう だんべ いが- な、 おれが おめへ に ほれて ると 云 ふだが、 一 體、 好きな こと を ほれて ると 

云 ふだんべ いか？』 

『ふ、 ふン』 と、 亭主 は 奥の 方で 笑った。 

やさ 

『さう かも 知れません。』 おかみさん は 俊し い 口つ きをして、 『です が、 ね、 わたし も あなた を 好きだ か 

ら、 それでお 互 ひ にいい ぢゃァ ありません か？』 

『いいなら いいで、 おり ゃァ 何も かま はねいだ が、 皆で 何 かそれ を碌 でもね いやう に 云って、 おれ を 

馬-拙に しゃ ァ がる だから、 な。』 

『馬鹿にする もの ァ 馬鹿にさせ てお 證 きなさい よ。』 

『うん、 それでい いだか？』 餘 ほど 婼 しかった。 

『ふ、 ふン』 と ^ また 亭主： つた。 

と， 2 ちゃく 

『  』 こちら はそんな ことに 頓着な く、 話 を 米 俊の ことに 移し、 どうしても それが 持ち あがらな 

いこと を訴 へた。 すると、 おかみさん は 相 變らす 親切 を以 つて 尋ねて eK れた、 

『そんな 時に おかね を どうして §3  くの？』 


『矢 ッ張 hs、 おり ゃァ ここにつ けて る だが、 な』 と 答へ て、 自分の つけ 足しに 出ッ 張った 下ッ 腹を自 

慢で以 つて 兩 手に 叩いて 兒 せた。 

『ふ、 ふン』 と、 また 亭主 は 笑った。 

じ や *< 

『だから、 それが 邪魔になる のでし.^ うよ。』 

『そんな こと ァね ぃ箬 だが —— 』 若し 邪魔な ことがあるなら、 自分の かたわが それ だら うと 云 ふこと 

を も 正直に 歎いた 0 

『でも、 たださ へ あなたの かた 足が 利かない のが 不自 山な う へ に、 またお なか へ 不自. S な 物 をつ けて 

たら、 力が】 一重に 這 入らない わけ ぢゃァ ありません か？』 

『  』 さう 云 はれて：： ji! ると、 腹の 銅货が 段々 ふえて ゐ るの が不斷 でもお も 過ぎて 來 たが、 それ を 

ぬす 

自分のから だから 取り 放して 匿けば、 一 心に 俊 を 持ち上げる 稽古 中に、 いつ 人に 盗まれる かも 知れな 

かった。 

『若し 稽古 中が 心配なら、 そ の 時 だけ わたし のと ころへ でも 预け てお きな さ いよ。』 

『うんに や、 かねと 云 ふ物ァ いのちよりも 大句 Z だと 云 ふだから。』 

『ふ、 ふン』 と、 また 亭主 は 笑った。 

『なかく 強^な 人、 ね。 獨り 者の くせに、 あなた はさう おかね をた めて どうす るの？』 
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『おり ゃァ、 少し 考 へが ある だ』 と、 鐵公 はに こ 付きながら、 『二  W 五十 きになったら、 人^よ. OS もえ 

らい li^ を EM つて、 自分で D 分が HI かたになる だァ、 な。』 

『ふ、 ふン』 と、 また 亭、 H.; は 笑った。 『そのと き ゃァ、 おれ を s^.;:- の 馬屋が かりにで もして K はう か？』 

『いい 考 へだん ベい、 さう してお かみさん はおれの 女房に してやる ベい。』 

； P よ 

『ほ， ほ』 と、 かの 女 も 笑った。 それが こちらに は、 もう、 其 の islf. を甚ん でる やうに 受け取れた。 

『ま ァ、 大幅 を 二十 錢 がぶん nJK んね いか』 と、 こちら も 嬉し さの 餘り 小出しの かね を 腹が けの どんぶ 

りに ぢ やら./, \- させて、 そこから 十 筒 ぶんの 代價を 先き 拂 ひした。 

『 一 つお ft けして きます』 と 云って、 おかみさん は 大きな 皿に 出して 吳れ た。 

『  』 ありがたい！ 世に これほど 親切な 人 はない と 思 ひながら、 五つまで をべ ろ/^ 平らげて し 

とつ ぜん 

まった 時、 突然、 

『おい、 鹿鐵』 と、 あたまのう へで 呼ばれた。 

『  』 びッ くりして 六つ 口 の 餅 を 手から 落した が、 そのまま id ぐ 顔 を 上げる と、 w だか と^ の 云 

ふ 招かた であった T へ， へ、 へ、 へ ッ！』 

『こら、 一::^ 鹿！ 半人前！ 親 かたが 來 いとよ。』 

おんな 

『且郝 が 11 知って る 11 ijsi 11 ないだ。』：； n#?^ の 切れ Gu^ にお どくした。 


『日 ー那ぢ やねい や、 二階の 親 かたで い！』 

『ぢ ゃァ、 これ を みんな 喉って から 行く。』 

, 『直ぐ 來 いと 云 ふんだ、 畜生！』 

『  』 何と 云 はれよう が、 お ほぐち に殘 りの を また 喰 ひ 初めた。 

『その &け もく そ もね いざまでお かみさんに ほれた. CS しゃがって！ 今に 見ろ、 つ つ 持.. こせ だ ど。』 

『なんだ と、 畜生！』 おかみさん もなかく 肩を持って 吳れ た。 『大福 一 つ 買 ひもし ねいで、 何ぬ かす 

ん だい！ 出て うせろ！』 

『うせよう が 失せめ いが おれの I 手で い！』 

『何 をい やが るんだ、 人の：^^へどなり込みゃァがって？今ー遍ぬかして見ろ、 承知し ねいから！』 

『ぬかせと いや ァ 云って やらう が、 つつ 持たせ だ。』 

『なんだ と！』 

『出て 失せろ！』 おかみ さんの 立ち あがった と 同時に、 寢てゐ た 亭主まで が 起き 出して 來た。 

『  』 鐡公は その あ ひだで つつ 持たせと は ：！： だら ラと考 へながら、 F 氣で餅 を 口へ 運んで ゐた。 

そして あとから 直ぐ 來な いと 承知し ない ぞと云 ふ jg 公の 威し 文句に 『よし、 來た』 と 答へ て いた。 

加 をす ッカ .CV 力ら ッぽ にしてから そこ を 出た ので ある。 すると、 おかみさん がそとの 晤 がりまで つ 
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いて 來て、 

『わたし、 人の gh. ちなん か 少しもれ i しないで、 何でも あなたの 云 ふこと は聽 いて あげる から、 ね、 

もの 代り、 ちょ ッと 五圓 ばかり 貸して お れょ。 でき 次， 粥 返します から。 うちの 人 は あの 通りで、 働 

ら きがない から、 あなたば かりが 力 だ、 わ』 と 云った。 

『 ……… 』 こちら はかの！ K を あはれ にも 感じた ので、 『ぢ ゃァ、 あす 波して やる ベい』 と 答へ た。 

『ぢ ゃァ、 あす、 おひる 過ぎに、 ね。』 

『よし 來 た。』 ひる 飯 をす ませる と、 ちょ ッと ひまが ある こと を かの 女 もこの 顷 では 知って るので あつ 


た 一 


五 

1  一^つ ^かたは 鐡公を 呼び付け ると、 日ごろの 意 張り かたに も 似合 は，^ 

『おめへ に 逹て顿 みが あるから、 聽 いて".. 犬 れんか』 と 云った。 

『s、 ほかで もね いが—』 この 二 I 人が I てる あ ひだ、 したの 火に でも 常って？ して 吳れ 

いとのこ とだ。 


D  』 こいつ ァ 多分ば くち か 何 かの 惡 いこと をす るの だ、 な、 と 思へ たので、 からだ を聲 まで も 

ぶる 

： 顔 はせ ながら、 『おら ァ、 ゃァ だ！』 

『そんな こと を 云 ふなよ。 これから 毎晚 0 こと だからに 

『そり やさう だんべ いが II 』 毎晩と なれば、 なほ 更ら こちらの 困る ことがある のであった。 け^ど 

も、 また ST へ 直して 見る と、 餅屋のお かみさんに 會 ひに 行く の は 夜な かの 方が よから うし、 二十 錢づ 

つ W へる と、 自分の i が 日に 暨圓 となった やうな もので もあった。 それに、 親 かたの 烕 し!^;^ かも 

. ^れな いけれ ども、 これ を聽 いて やらない と、 餅屋へ も 行けない やうに してやる と 云 ふの さ。 今のと 

ころで は、 それが 一 孫 つらかった。 で、 とうく 知 をして、 やかましい 店の ものが ここへ まわって 

來 でもす ると、 はしごの 下から 二階へ 合 ひ 圖の石 を 投げて やる ととに した。 この 店で はばく ちが ||g 

で、 若し ひと リ でも そんな こと を やる のが 見付けられ ると、 — うちで やった にせよ、 また そとでし 

たにせ よ、 —— 直ぐ 馬 かた を やめられる のであった。 

そんな ことがあって は 氣の毒 だから、 自分 は 成るべく ゐ 眠りな どし ないやう に、 うすぐらい 電氣の 

光 を 補 ふ爲め 十分の 炭火 をお こして、 床几に 腰かけながら、 いろんな とと をお さら ひで もして ゐるゃ 

に- ダ.' へて 見た。 第 一 に、 自分 は 少しも 馬鹿で もない のに、 ただ かた 足が 利かない 爲め ばかりに 人が 

馬鹿 あっか ひに する こと。 次ぎに、 泶俊を 持ち上げる ととが できない 爲め ばか に、 馬 かたに なれな 
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いこと。 けれども、 染物 嵐に ゐた 時よりも すッと 割りが いいこと。 それに 時節 も あたた 力くな つて 來 

て、 ここへ 來た 常時より は 働ら き =s ぶい こと。 馬と 云 ふ 物 は、 何よ リ もうまい 大福 は 喰 はない けれど 

も、 と、 5 の 上の t ままで 加へ て、 人 il よ-も 大切に されて うまい こと。 かねが できれば、 自分 も 

1 っ陛， の拂ひ 下... -ゅ を" るふ こと。 さう なれば、 今夜 約 鬼して 置いた 通り、 餅屋の 亭主 を 家 來も同 

K にして、 あのお かみさん を 自分の 女房に する こと。 

いつのまにか こくりく やって たの だが、 お ほ 勢の ものが 自分 を 襲って 來 たと m わって、 ぴッ くり 目 

を さまして 见れ ば、 二階の as であった。 自分 もこれ ではす まぬ と、 腰 を 床几から 起して、 土 ii ぢぅを 

ル- きま わって 见た。 すると、 自分の をん な戀 しい 心持ちが 馬屋のに ほひの やうに 土^ ぢ うに 廣 がって 

ゐて、 それが 餅 星の 家に なって る やう だ。 こんな こと はこれ までに 少しもなかった ので あ 7.-  i 

t^Q 啼 きご ゑが 一 つした。 すると、 今 一 つ それに 應 じた 聲 があった。 前の は-偽 星の 右二^、 龅 公の 

扱 ふ f:^ であって、 あとの は 左り 十 五番、 源 次 の^だ。 自分 はさう 云 ふ 風に それぞれの 聲を聽 き 分けら 

れる やうに なって ゐた。 

上野の 錡が 鳴って ゐる。 .zl 分 は？ おきざみの そばへ 行って、 聱 まする のと は 遠った 遊び半分の 氣 持ち 

で、 ^！をきざみ初めて见た。 ぎゆう ッ、 ぎゆう ッと 云って 切れた のが 大きな 受け^へ 落ちて 行く。 こ 

れ I しあの のお かみさんの S あったら ど うだらう と 思 はれた。 ま 分 は、 きッ と、 可 管の あ 


まり、 その 首の きざみ EI から 出る そのな ま 血をぺ ろ/ \ ^と眷 めて やる だら う、 と。 その 癖、 自分 は國 

にゐた 時、 I 度、 女の なま 首が 田 ン圃の 中に 落ちて ゐ たの を 11 離れよ リも 早く 11 見つけて 二度目 

の 人が 來 るまで 腰 をぬ かして ゐ たので、 一週間ば かり 牢へ這 入って 取り調べられ たが 11 。 

さう だ、 あのお かみさん はこ ちらの 云 ふこと なら 何でも 聽 いて やる と 云った ッけ。 そして * こちら 

. の あす 貸して やる ことにな つてる かね は 必らす 返す けれど。 だから、 どんな を 云っても いいの だ 

らう。 ぃッ そのこと、 今から 持って行って やらう か？ 然し、 それで は 二階の ものが 困る であらう。 こ 

れが昆 付かって、 ほ 分まで がまた 牢 などへ 這 入る こと は爲 ッぴら 御免 だけれ ども —— 。 

もう、 大分に 夜が 更けて 來た。 あたりの 樣子 がしんかん として ゐ るのに、 二階 だけが あまりに 騷が 

しい。 あがって 行って、 ちょ ッと氣 を 付けさせて やらう とも 考 へた けれど- その あ ひだに も 誰れ かが 

. こッ そり やって 來 ない とも 限らなかった。 

丁度 さい は ひに も. 先き 拂 ひの 二十 錢 と共に 一 つの 小石 を 渡されて ゐ たのに 思 ひ 及んだ ので ある" 

それ を 下から ねら ひ を さだめて、 氣を 利かした つもりで、 二階へ ほうり 投げて やった。 すると、 その 

騷がしぃ^！^こちらの总ひ通りぱッたりゃんだ。 

すると、 然し、 親 かたが はしご を 半分 ほどまで 下りて 來て、 ひそ やかな 聲で首 をす ッと 突き出し 

て * 
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.r おい、 謡れ が來 た？』 

『うんに や』 と、 こちら も 亦 顔 を 持って行って、 ひそ やかに、 『誰れ もま だ來 ねいだ •』 

『ぢ ゃァ、 どうして -r;: を 投げた？』 

f なァ に、 さ * あんまり やかまし いだから、 人に 感づかれる と惡 いと m 心った だ。』 この、 返 審には 自分と 

して 十分 得意が あつたの だが、 

『なんの こッ たい、 馬鹿野郎』 と、 一 言の もとに 叱られて しまった。 

折^5:、 人の ig め を 思って やる のに、 相 變らす 馬 かたの 親 かたまで にさう 馬鹿 呼ば はりされ たの を鐵 

公 は 仄白くなかった。 乃ち、 ^！：分の好きな女ができたに對しても、 馬鹿 呼ば はり はき まりが 悪い こと 

だから、 少し はおへ て 見て 吳れ よと 自分と して は 云って やりたかった。 そして その 夜ね どこへ 這 入つ 

てから も、 あのお かみさん のことば かりが 思 ひ 出された。 

こないだ も、 雨が fe; つて 装い 夜であった 11 さしつ かへの 爲 めに、 十 時 ごろに なって m2 かけて 行つ 

て 見る と * 

『つべ たいから 燒ぃ てあげます、 わ』 と 云って、 わざ/ \ 鍋の したへ 火を 入れ 直して、 こちらの 爲め 


に殘 して 匿いて 吳れ たと ころの 大福 を 十ば かり あぶって 吳れ た。 そして、 『もう、 來 ないかと 思って ま 

した、 わ。』 

『なァ に、 來 ると 云 や ァ來る だよ。』 S う 答へ て、 ぁッ たまった 餅 を かた ッば しから 啥 ひながら、 その 

ぢょ 

う まさをお かみさん その物で あると して 味 はった。 そして それが いよ/ \- かの 女 を 好きに なった 初め 

ぢょ 

であった らうが、 それ を 馬 かたど も はこ ちらが かの 女に ほれて るの だと 云 ふ。 けれども、 若し それが 

>:ii:】 いこと だと すれば、 あの 亭主 も 何とか 小 ごと を 云 ひさうな もの だのに、 ゆ ふべ だッ て、 ただ 笑って 

ゐる ばかりであった。 おかみさん はまた おかみ さんで、 こちらの あと を そとまで ついて 來て、 何でも 

云 ふこと は聽 くと 云った。 

さう だ、 あの 時、 あいつの くぴッ 玉に でも 取ッ ついて やれば よかった のに 11 と、 それ をば かり 殘. 

し ごと 

A 仏： がりが なら、 夜の 明ける. の を 待った。 そして 先づ灶 事に 取り かかった の だが、 ひるめしが 濟ん でち 

ょッと 手が 明く の を も 待ち かねた liS は、 かね を 渡す つもりで • 成るべく 自分のに こ/ \ が ほ を 人に 兒 一 

られ ないやう にして 餅屋 へ 行った ので ある。 

すると、 店が 締まって ゐ たので • 先 づむッ としない では ゐられ なかった〕 あれ だけ 人に 賴んで 匿き 

ながら、 たッた 一 と晚 のうちに、 病人の 亭主に 何 か 云 はれで もして、 氣が變 はった のか？ 若し それな- 

ら、  承知し ない！ 怒鳴り込んで やる、 と。 
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けれども * 綺 まって る戶の 一番お しま ひの がー つ 少し 明いて るのに 氣が 付く と、 そこ を がらり と 押. 

し 明けて、 いい 方の 足から を どり 込ませた、 亭主に も かみさん にも、 

『おれ を" 鹿に するな い』 と 云って やる つもりで だ。 が、 這 入って ると、 亭主 はゐ ないで、 おかみ 

さんが その代りに とこへ 這 入って ゐた。 そして、 にこ. -1 -て、 

『おそかった の、 ね』 と 云った。 

『  』 こちら もこ わい 顔 をつ づける どころ ではなかった。 r どうした だか？』 亭主の 熱で も 移った 

ので はない かと、 俄かに 可 さう に、 また 心配に なった ので ある。 

『なァ に、 ね』 と、 然し、 かの だはに こ 付き をつ づけながら 、『ただ 骨休め をして ゐ たのよ。』 

『ぢ ゃァ、 いいだが —— 』 こちら はこの いいと 云 ふこと を 私 かに 別な 方へ も 持って行って ゐ たので、 

^|^^をぁと！1^りして、 明け ッ 放しに なって る戶 ぐち をぴッ たり 締めて 來た。 そしてな ほと ぼけながら 

『なぜ 店 を 締めてる だ、 それだけ 品物が 資れ ねいで 損 だんべ い？』 

やくそく  . 

『あ なた を 待 つてて あげた の ぢゃァ ない の ？  ゆ ふ ベ の 約來を おぼえて て？』 

『うん、 おぼえて る！ おぼえて る！』 向 ふ も、 もう、 その^なら、 大丈夫、 遠慮 も 何も 入らない ので. 

しき  ふ とん 

あった。 あさうら 1::^ 展を ぬいで 座敷へ あがった。 そして かの 女が 蒲團 のうへ へ 起きて 坐 わった その 枕 

もとへ あぐらをかき、 ！g は. n: 分の 股が けの 下 を 開ら いて、 かね 入れ を 引き出した- この頃で は、 白木 


ど ラま 

綿の 胴卷 きがで きて、 その 中へ かね を 入れて、 腹に づけて ゐた。 

, 惜しい やうに 自分のから だのぬ くみが 移って るの を胴卷 きの まま 出して、 わざと ざら^- \ 音 を させ- 

た。 

『隨分 持って るの だ、 ねい！』 

『そり ゃァ』 と、 にこく しながら、 『おめへの 亭主より やかね 持ち だァ、 な。』 

『お札 か 銀 貨 にして Si き ゃァ、 かさ 張らな いでいい ぢゃァ ない の？』 

『かるい から、 駄：： I だァ な。 おり ゃァ 重 くね いと、 かね を 持った 氣 がしね いだ。』 

ち ij- う ほ、 ,/ 

『それ も、 ね、 あなたの へだから 仕 かたがない けれど —— 早く わたしに も 渡して 頂戴よ。』 

『ま ァ、 待て や。』 ふと、 勘定 をして 見る 氣 になって ゐた。 『そうら、 十錢 だぞ。 -—— 二十 錢だ ぞ。 —— 

三十 錢だ ぞ』 と、 袋から 十 錢づっ 出して は 別々 に 置き 並べ、 それが 一 回 分と なり、 一 一圓 分と なり、 三 

えう 含 ふ 

圓四圓 分と なり、 かの 女の. 要求す る 五圆に 達しても やめな か つ た リ 

投げ出した 兩 あし (もも 引き を はいて る) のか かとで 以 つて 自分の 尻 を あとす さり させながら、 な 

ほ 十 固、 二十 圆と 並べて 行って、 あり ッ たけが もの を かの 女の 前へ さらけ出した。 枕 もとは 勿論の こ 

と、 寢 どこの こちらが はに は、 その 裾の 方まで も、 疊 のうへ は 銅貨で f 杯に なった。 そして それ を 見 

渡す と、 s 分の 買 ひ喻 ひの 爲 めに 拂ふ分 や、 女郞買 ひに つき 合 はぬ 爲 めに その 中し わけの 寄附に 取ら 

壤  公  五八 三 


泡鳴个 $s 第七卷  ♦  五八 四 

れる 分な どが すん くへ つて 行く 故、 思 ふやう に は 早く ふえて 行かない けれども、 例の 二百 五十 回に 

建した 時の ことが 今から 樂 しまれた ので ある。 馬 を 買 ふ —— かたになる 11 日に I 圓 六十 錢 取れる. 

にょう はう 

—— ここのお かみさん を 女房に する —— 。 

『どうで い、 いいに ほひまで して ゐ るべ いが？』 これ は 自分で も 鼻の つまる ものに は、 ほんのた だ、 

たと へで あると 忍へ た。 が、 丁度 そこへ かぎ 慣れない に ほひが した。 そして 馬 星の くさい それでもな 

く、 燒き 大福の かう ばし いそれ でもない。 多分、 女の はだから 出る に ほ ひだらう と兑て 取る と、 珍ら • 

しさ も 乎 傅って、 自分の こころの しんまで も それが ひびき 渡った ので ある。 

が、 AJ の^、 おかみさん は 

『これ を みんな わたし に^れる の』 と 云った ので、 

『どうして、 どうして！』 こちら は いて、 ちょ ッ とかの 女に. n: つて 目 を：： ル 張った が、 直ぐ かね を か 1 

たッばしからかき3^めて袋へ12^^ながら、『五圆だッて、 おめへ に &:; してや るんだ ぞ。』 

『ぢ ゃァ、 それでもい いから、 早くお 渡しよ。』 

『ま ァ、 待て や。』 また 斯う 答へ て、 すん く 袋へ 納めて ゐ たかねが、 あとに 十 錢づっ 五十 竝び殘 つた 

ところで、 ;g は 惜しみながら |:1 らく それ を 見つめて ゐ たが 、『おや ァ、 これ だけ 渡して 匿く だ。 おめへ 

は都合っき-^^第返して吳れるだんべぃ、 のう？』 


『えい、 えい、 返して あげます とも。』 

しょ.？ * ん 

『  』 證文を ま曰 けと 云った の だが、 たと へ 書かれた としても それ を 読める 男ではなかった。 そし， 

て かの 女 も 別な ことで 濟 ませて しまった。 

思 はす 時間が たった。 そして 鐵公は 主人の 店から 呼びに まられ て、 また 馬屋の 仕事に 立ち返つ たの 

だが、 おひる 前までと は 全く 心持ちが 遠って、 する 仕事に また j つの 珍ら しみ、 大きな 樂 しみが. ^ま 7 

つたと 云ふ氣 がして 來た。 

夜になる とまた 二十 錢 貰って 纏 はばく ちの^ をした が、 もう、 そのことの 爲 めに 氣 をく ばって ゐる. 

やうな こと はでき なかった。 ひるまの こと を 思って、 ，：EE 分の 心 は 餅屋へば かり 行って ゐた。 

そして 考 へて 見る と、 二階の やつら こそ 却って 馬鹿の やうに m 心 はれた。 人 を 馬鹿、 馬鹿と 呼びつ け 

にして ゐ ながら、 こちらが 蕩等 3 知らない うちに 何 をした かと 云 ふこと は渠等 も氣が 付かないで ゐ る- 

の だ。 

そり ゃァ、 人 を 『畜生！ 貴 さま は 半 助た と 思って たら、 それでも こッ そり 人拉 みに 惡 いこと をお tH 

え やが つた、 な』 などと は 云った。 そして また 『お ぼ びら に 女郞賈 ひの つき 合 ひ をし ゃァ がらね いで. 
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けちく せい 女に こびり 付き ゃァ がって』 とも。 然し、 誰れ も緊 S たので はない。 0ij 

初めて こんない いこと がまた と扯 にも あらう かと 思 はれた ほどお。 そして それ けにし か 分つ 

てない ことで はない か？  >  , ， 

『あなたば かりが いい 人よ』 と、 かの がよ I つた ッ けが、 その 時 の優 しさと 來 たら、 こちら も われ 人 

I れ しめられて ゐた。 何だッ て、 ぁァ云 ふこと を もッと 早く 知らなかった のおら うと 思 ふと、 直ぐ 

にも また 行って：： ル たいので ある。 

かのお やうす ばかりが 頻りに 目の前に もちら 付いて 來 るのに、 二階で は 人の 心 も 知らないで、 相- 

變 .441^ で ビンと かグ とか 云 ひ 合って る。 それ を 早く やめて 欲しかった。 斷 わりな く 出て 行く こと 

もで きないの だから。 

『貴 さま は i だから、 ひよ ッ とすると、 いやにな つたら 勝手に 行って しまう かも 知れ ラカ な、 

ド ，g を やった 以上、 そんきと をし ちゃ ァ 承知し ねい ぞ』 と、 親 かたから 云 はれて き 5 さかりの 

つ  <； た 犬の やうに^ にいろけ が附 きゃァ がって！』 

『 ……… 』 そのいろ けと： K ふこと も ほれて るの 一 件 を 云って るの だら うと 思 はれた ので、 『そんな こと、 

ァね が 11 』 と、 そら ッ とぼけて S いて やった 力  

くらまて わても m あ 船お に は 切りがなかった。 こちら は餘り 待ち遠しくな つたので、 そして-. 


； J つに はまた ばくちと 云 ふ もの は どんな こと をす るの か 見たかった ので、 自分から はしご 段 をの ぼつ 

て-行った。 

すると、 $2 が I 齊に けげん さうな 顔つき をして こちら を ふり 向いた。 そして 皆の 1  一一 C 葉 を 引き受けた。 

ものの やうに、 親 かたが、 

『なんでい』 と 云った。 

『  』 こちら は 然し 惡ぃ氣 もな く、 にこ/ \ して、 『いい加減に、 もう、 やめん かい』 と 云った。 - 

皆が あぐらをかいて 蠟蜩の 火 を 取りまい てる はたへ 突ッ 立って だ。 

『なま 意氣 ぬかすな！』 これ は脊 だかの 鼴 公の 言葉であった。 

『相 變ら すぬ けて る、 なァ』 と、 よそ を 向いて 權 助の 獨り言 だ。 

その他に、 與吉も ゐれば 舂公も 熊 公もゐ る。 起きて る もの はすべ てで 七 八 名 だが、 それが また 口と. 

共に 性根の 惡 いやつ らば かりと 兒 えた。 が、 

やさ 

『おめへ も 入れて やろ けい』 と、 熊 公 は 今夜に 限り 優しい であった U  , 

『おり ゃァ 駄目 だァ』 と、 こちら は 笑 ひながら 答へ た。 

『仲^に 這 入りた けり ゃァ 入れて やらう』 と、 親 かた も 云って "4<れ た。 

『駄自 だ ァ。』 またに やりと して、 ちょ ッと くびをかしげ たが、 ただ 面白さうな ので， かた 足に 力 を < 
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一 

れて 立った まま、 それ を兑て ゐた。  一 

敷，； て ある 半紙 は m いす ぢで 六つに： i£ 切られて あって、 その 一 と 切り 1§ に 一 つづつ 寄いた 字が 一 六、 一 

二 五. 三 四と 出て ゐる。 そして 親 かたが さいころ を縱 M に 伏せて、 ころく 云 はせ ながら • ぴ たと 撮、 

り 納めてから、 

『さ ァ、 來ぃ』 と 云 ふと、 

『ビ ンだ。 J:® 公が 先づ "のと ころへ 十錢を S いた。 

『おら ァ マック 口で い。』 春 公 は 六のと ころへ 組 公のと 同じ だけの 物 を E いた。  一 

『おれ も だ。』  ^ 

『サ ゥ』 と は、 三つの ことら しい。  ： 

『なァ に、 ハト でい。』 これ は 二つの ことであった" 

グとは 五の こと だが、 四 は矢ッ 張り シと 云って る。 そして 六のと ころへ は 今一つ 置かれた いづ ォ〕 

も 十 錢づっ を だ〕  一 

ところが、 親 かたの 叫け たさいの E に は 一 が 出た ので、 媳 公が 呰 のかね を梭ひ 取って しまった。 當ー 

とく  j 

れば、 成る ほど をす る ものであった。  一 

»K ムは 自分 も その 叙に なって 來 たので、 先づ、 壘 のうへ へ 皆に 後ろ を 向けて 足 を 投げ出した。 ^の 


胴卷 きを 解き 初めた ので ある。 

『鐵 公、 なんでい、 へんてこ. な 眞似を しゃがる ぞ』 と、 ひとりが まじめ 腐って 云 ふと、 

『あは、 は、 はッ』 と、 $1 が 笑った。 

『  』 染め物屋に ゐたぁ ひだに 人から 敎 へられて おぼえた こと を. 云って るの だら うと 氣が 付い 

た、 そして また 餅屋のお かみさん をから だぢ うが 振 ふ ほど 思 ひ 出さないでも なかった けれども、 思 ひ 

切 0, で 胴卷 きから 十錢 だけ を數 へて 出した。 そして あと を またもとの 通りに 腹へ 卷 きつけてから、 に 

こに こしながら 皆の 方へ 向き 底った。 

『やる つもり だ、 な。』 

『よし、 おれ も 入れて 吳 れ。』 

-  、ちゃ 

『なかく 話せる やうに なった、 わい、 餅 星の かみさんが 附 いたせい か？』 

1. なァ に、 おり ゃァ おめ へらに 勝って やる だ ァ。』 

ど- c\i 

『なま 意氣云 ふねい、 胴卷き まで みんな かッ 狡って やる ぞに 

『然し、 食け たく やし まぎれに、 馬鹿 だから • 店へ つげ 口で もしたら 11 ？』 

『そのと き や ァぉ互 ひに お 拂ひ箱 だァ、 ね』 と、 親 かたは こちらに 向って、 入れて やる か^りに は、 負 

けても S 切りし ちゃ ァ 承知し ない ぞ。 尤も、 こちらが 襄切 りすれば、 ここ を 追 ひ 出される もの は 馬 か 
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たど もば かりで なく、 こちら も 一 緒 だら うと 云 ふことの 念 を 押した。 

『おれ だッ て、 —— まさか — 』 

『ぢ ゃァ、 入れ。』 

『さ ァ、 ピン だぞ』 と * 鐵公は 自分の 握って た 銅貨 II 1 錢づ っ十箇 — を 一のと ころへ 張った。 齙 

公の 勝 つた E 似 をして だ。 

『まだ ふって ねい ぢゃァ ねい か』 と、 親 かたは 伏せた 茶碗の 下に さい を 振りながら 云った、 『氣の はえ 

いやつ だ。』  1 

『こいつの 早い のァこ の 張り かたばかり ぢゃァ なから う ぜ。』 新う 云 ひながら も、 龅公は 四に 證 いた。 

『女 郞賈 ひに 行き ゃァ きら はれる やつ だら う。』 熊 公 は つづいて 三に した。 

『  』 こちら は 人数 を かね 目で 數 へて 七十 錢が もの は 取れる と考 へながら、 ただに やりと 笑って 

ゐた。 $1 の 云 ふこと が 俄かに 分って 來 たやうな 氣 がして。 

『戴 公と になる の もい めィ ましい から、 な』 と へ 込んだ ものが ひとり、 その 下の 六に 十錢 銀貨 

を 光らせた。 

『  』 こちら は 却って それ を 喜 こんで た。 すると、 然し、 その他の ものら のうちに、 また ひとり 

じ やえ 

S と 云 ふの が こちらと 同じと ころへ かけた ので、 當 るに きまって ると 信じ てるのが 常った 時に、 牙- 1 


： になる て はない かと 5J つた- そして 少し 面白くない 氣 がした。 

『さ ァ、 どう だ』 と 云って、 親 かたが ふた を 明ける と、 * して I であった。 そして こちら は爲 公と ふ 

はんぶん 

. たりで 皆の かね を 山分けに した。 望んだ ものの 年分し か 這 入らなかった けれども、 もと 手 は十錢 だか 

しゃ ゥ ぼい 

ら安 いもので 11 こんなうまい 商 買はなかった。 

乘り氣 になって、 直ぐ あと をつ づけた。 そして また I へ かけた が、 今度 は 常らなかった。 

『さう， いつも 柳の 下に どじょう はゐる もんけ い？』 

『ぢ ゃァ、 ハト だァ』 と 云って、 次ぎに は 二に した。 が、 これ も はづれ てし まった。 そして 叫 度 目に 

は、 三の したなる 四に 張って たが、 これ もまた 取られた。 

これで またもと/ \ 'になって しまったので、 今 I 度 もとの 十錢 から やり直して 见 ようと 考 へて、 人 

べんじょ 

並みに 腕 まくり をして 兑せ てると、 寢てゐ た 馬 かたの ひとりが 仞 所に でも 行った のか 立ち 房って 來た 

. 時、 

『誰れ か 見 まわりに 來 るぞ』 と 注意した。 

； 『ふ ッ』 と、 親 かたは 蜒燭の 火 を 吹き消した。 そして 部屋 ぢぅ さいの 目の 六つに なって ひッ そりした。 

『また、 あすの 晚 だ.』 と 云った ものが あって、 皆が 寢 どこへ もぐり 込んだら しかった。 

、もう、 夜な かの 一時 頃 だら うと はれた が、 鐵公は 直ぐ 寢る つもりに はなれなかった。 取り もどさ 

«  公  五 九】 


li 第 七お  •  や-九 二 

れた分 を 初めから {z 分の 物であった かの やうに 惜しい 氣 もしながら、 なほ それに も して 氣を ぼかさ 

れ たの は、 人の 云 ふやう に 自分に こびり 付いて 來 たお かみさんの 爲 めであった。 

5t  な 力ま 

今 一 ^かの女の颜を.：：.^^くなった。 そして 時 にか ま はす、 こッ そりと 相 ひ {S の： に をぬ けて 出 

て、 横が こ ひの 一 ：M い 柵 を SI 分の 足よりも 腕の 方に すッと 力を入れ てよ ぢ 越えた ので ある。 

その^ 日 も * おひる 過ぎに  一 K 餅屋へ 出かけて 行った が、 ゆ ふが たに 近づく と、 夜になる の を 待 4f 

しゃう ぶ 

かねて、 錢公 は，：：： 分から 先き になって 皆に 勝负を 初める こと をい そがせた 

『  』 女 もい いが、 かね を もまた 儲けたかった ので ある。 すると、 叙 かたが 

『こん^ 生』 と、 親しみの ある 口ぶり を以 つて If めて".. 犬れ た、 『女 はでき たし、 ばくち は 打つ やうに な 

つたし、 おめへ もなかく；；！； i せ て^た、 な ァ。』 

『この 上 は、 また 少し 女郎 ^3: ひ にもつき 合へ よ』 と、 爲 公が 云った。 

『  』 こちら は それに はか かり 合 はないで、 親 かたの 方へば かり 向って、 『おれ だッて 11 何も 

—— 』 5g しさに それ以上の ぉ慢 までが まじめに なり、 『ちんば の ほかに —— 人並み ゃァ —— は づれて 

—— ゐ ねいだ。』 


f- さう、 さ、 そこまで 修業が つめて 來 たら • あと はた だ 馬が 引けね ハ だけよ。』 

『それ だッ て、 今に 見て ゐ ろよ。 自分で 馬 を 買って 自分で 馬 かたになる だ。』 斯う 答へ たに は、 ばくち 

に つて ゐれ ば、 その 時節が もッと 早く 來る だら うと 云 ふ 考へも 入って ゐた。 

『ぢ ゃァ、 それでい いから、 畜生』 と、 ® 公 ははた から 赏め 立てた、 『あの 餅！ j のこと をぱ 船う して 見ろ 

—— in に 二度 も 夜ば ひ、 ひるば ひに 行き ゃァ がって！』 

『へ、 ハ へ ッ！』 笑って 受けて は 見た が， 鐵公 自身に もこれ だけで は 何となく：^ 足りな かつ Ju。 皆 

. は、 馬鹿々々 しく も、 折角 儲けた かね を 使って まで 女郞買 ひな ど をして ゐ るのに、 自分 は 一 文も^9-は 

ないで、 つまり、 一人の きまった 女が できた わけなの を 鼻が 高かった。 そして それ を 皆に 吹骢 して 意 

張って やる 氣 になった。 

すると、 その 自慢話が 進む に從 つて、 皆が 段々 根掘り葉掘りして 來 るので、 とう 向 ふの 女の 言 

葉の やうす をまで も ：！ 一 一階の 疊 のう へ で —— して 兑 せた。 

しょろ ぶ 

力 勝負 を 初める 用意の. 爲 めに 立てた. g 燭の火 を 取り回んで、 皆が 吹き W したので、 こちら は それ 

ッ 切りに してし まった。 

『面 iin いから、 もッ とやって 見ろ、 寄生』 と、 云った ものが ある けれども、 俄かに 興 ざめ たので、 

『もう、 やめ だ』 と 答へ た。 

載  公  五 九 三 


泡^ 仝槊 ^七卷  五 九 四 

『あいつ、 からだの； §ぃ 亭主 だけ ぢ ゃァ物 足りね いんだせ。』 

『それにした ッ て、 鐵 公の やうな Hil 鹿なん かいろに しねいでも よから う。』 

『なァ に』 と、 が ほに なって、 『おれ を srM にや ァ しねいだ。 一 恭 好きだと 云った だ。』 

『わ ッはッ は ッ！』 また が 笑った。 

『B3^ 鹿の 方が あとで めんどう がな からう、 な。』 

『おり ゃァ m 公より 1 がが からだ を 持って るから』 と、 熊 公の 言 だ、 『もッ と 好かれる だら う、 な。』 

『ぢ ゃァ、 おら も 行って やろ けい？』 これ は 横であった。 

『行った ッて』 と、 かま はない 返^ をしょう としたが、 資は 行かれて は 困る ので、 わざと そらとぼけ 

た^ち 付き を：：^ せ て、.^ おめ へら ァ かね を 貸し て やれね いだ。』 

『なま.ぽ^^ぬかすね，ぃ、 奋生！ 胴卷 きごと 卷き 上げて しま ふぞ』 と、 親 かた も 笑 ひながら、 『いろ 女に 

かね を 貸して やる のァ やった も：^ 然だ。 そんな こと をす るく れゐなら、 ぃッ そのこと 女郞 F ひに 行 

つた 方が まし だい。』 

『然し、 それは返して？^<れるだ0』 

『そこが 矢ッ 張り 鹿 だ、 なァ』 と、 1<ム が 口を出した" 

『五 園で 二度 も 三 俊 も は 安いが、 おり ゃァ』 と、 範公 だ、 『しま ひに は 筒 持たせ だぞと 云って やったら、 


あすこの 亭主まで がお こり ゃァ がつ たんだ。』 

『うん、 そのつつ 持たせと ァ なん だんべ い？』 こちら はこない だからの 疑 ひに またぶ つかった ので あ 

る。 そして 女が その 亭主と 共に あとから ひどい 無心 を 云 ひに 來る こと だと 聽 いて 見る と、 あの 優し さ 

でし さう もない こと だから、 『そんな こと ァ ねいだ』 と、 かの 女の 爲 めに 云 ひわけ をして やった。 そし 

て、 『あの 亭主 だッ て、 おれが 馬 かたに なり ゃァ、 かひば の^ 話 をして 吳れる 約束 だから、 な ァ。』 

『ゎッ はッ！ 馬鹿 を 相 ひ 手に して ゐ ちゃ ァ切 がね いや。 早く やろ、 やろ』 と 云った ものが あるので、 - 

こちら も 皆と 共に その 氣 になった。 

前以 つて 小出しに して 置いた 三十 錢は、 また I から 初めて、 二、 一一； と 順番に かけて 行って 兑 たのに 

すべてし くじって し つた。 で、 胴卷 きを 解いて、 二十 錢を 出し、 その あと を またし ッ かり 股に ゆ は 

へ 付けて、 今度 こそ はこれ だけの もと 手で うまく やって やらう ときめた。 

そして 四に かけたら、 勝った こと は 勝った けれども、 人 も 一緒であった ので、 儲け を 分ける と、 

や づき 

何 ほどに もなら なかった。 二三 度 躍起に なって 見た が、 すッ かり 取られて しまった。 そして また 胸卷 

きを 解いた 時、 思 ひ 切って I 回 分 を ffl 意して、 

『十 錢づっ ぢゃァ 詰らね いから、 一 度に 五十 錢 がけに しょう』 と 云 ひ 出した。 これで 取り返す つもり 

で 0 

«  公  五 九 五 


泡^ 仝 雄 ^七^  五 九 六 

『えらい ぞ、 魏公』 と §i めた もの もあって、 g: がそれ にした ところ、 ニ庞に またす ッ かり ft けて しま 

つた。 

『おれば かり ft かしゃ ァ がる だ！』 渠 はむ ッ としない では ゐられ なかった。 そして みんなで I 回 五十 

錢の £ が 五 圆の贷 しょり はす ッと 大きく E 心 はれた ので、 『もう、 やめる！』 

『さう おこる ねい、 ！』 

『けれど、 おこらね いで ゐられ る だか？』 

r  しんば う 

『勝 fl は 時の 述だァ * な、 辛抱して やって るう ちに ゃァ また 勝つ こと も あら ァ。』 

『おり ゃァ いや だ！』 

『いやなら、 よせ！』 

『よす から、 ぢ ゃァ』 と、 怒り を 築 は 自分の 顿 にまで ほてらせて、 『みんな 返せ！』 

『瑪鹿 云 ふな、 鐵 公！』 親 かた もこ ちら を 怒 鳩.：： 付けた。 『負けて おこるなら、 初めから しねい 方が い 

いんだ！ 下へ 行って や 付で もして ゐろ、 また 二十 錢 やら ァ。』 

『負けた の も 返して 吳れる だら —— 。』 

『そんな ことができる もんけ い？』 

か くご 

『  』 親 かたまで がさうなら、 こちらに も^ 悟が あった。 これから ぐお もてへ 行って、 あのい 


やな やつ だけれ ども、 女中の 婆々 ブを 叩き起し、 旦那に 云ッ つけて、 旦那に 來て貰 ひ、 r 庇." 理こ でも は 

り 返して 貰 はう と考 へたので ある。 そしてぶ りくしながら、 默 つて 二階の はしご 段 を 下り かける と、 

.『 念の 爲 めに 1^ つて やる が、 な』 と、 親 かたは こちら を にらみ 付けながら、 『また 餅屋へ でも 小便し が 

てら 泣き付きに 行 くんなら いいが、 腹立ち まぎれに うちの 店の ものに 話しで もしゃ ァ がお ゃァ 承知し 

ねい ぞ！ 貴 さまの いきの 极を とめて、 一 一度と 再び あのお かみさん にや ァ會 へね いやう にして やる！』 

『  』 こちら は、 いきの 根 をと める と 云 ふこと は先づ さし 置いても、 それ ぢゃ ァ、 まァ、 寺って 

吳 れいと 云 ひたかった。 いきをして ゐ るよりも 面白くな つてる の は、 今や かの 女との こ とで はない * 

力！ それに 會 ふこと を 皆に 邪魔され て は、 何よりも 困る のであった。 で、 今度 は顏を やわらげて そん 

な こと は 云 ふなと 賴む やうに して の 方 を 見ながら、 はしご を 下り かねてる と、 ひとりが 

あら 

『裕 生、 颠 でも 洗って 來ゃァ がれ！』 

『なァ に、 初め ッ から 小便 づら だァ』 と、 また 別な のが、 『勝負に 負けて くやしけ り ゃァ、 も ッと戰 つ 

て 勝って 見ろ！』 

『  』 そんなう まいこと を 云って、 もッ とね かすつ もリ だら うと >>{ け 取れた ので、 ぉぞ 毛まで！^ 

立った。 そして 默 つて 下へ 來 たの だが、 負けた くやしさよ 0^も おかみ さんに 會 ひたい 方が 勝って ゐた 

ので、 ぐ また 柵 を 乘り！ g えた。 

^ 公  五 九 七 


泡^ 仝^  ^七卷  五九パ 

『今夜 も來 るから、 戶を 立て 寄せた だけにして Is- けよ』 と 云って あつたの だ。 が、 締まって るので， 

これに も 腹が立って、 あたり かま はす  >  どんく どんと 叩いて 明けさせた。 そして 這 入る が 早い か！ 

勝 ft に ft けた こと を 不平が ると、 おかみ さんが 

『わたしに おこった ッて仕 かたがな いぢゃありません か？』 

『そり ゃァ， 負けた もの ァ仕 かたがね いだが、 その代り、 おめへ に 貸した もの を 早く 返して 吳 れ。』 こ 

れをも 取り返さなければ、 氣が すまなく なって ゐた。 

『返す こと は 返します が、 ね 11 今夜 は駄 ：！：： よ。』 からだに さし 支へ がで きたから、 二三 日 あとでた、 け 

れ ばと 云 ふので あった。 

『  』 よん どころ ない こと だが、 何だか、 かの 女の赏 葉が いろの 寶り買 ひ をで もして ゐる やう 

聽 えたので、 『それと これと は 別な こと だぞ』 と 云って 別れた。 そして 先 ん ばくちに すって しまった 位 

なら、 あれ を以 つて の やうに 吉. ぬへ でも 行く 方が ましで あつたと 云 ふむ ら氣を 初めて 起して 見た。 

尤も、 それだけの かねが、 もう 手に ないから こそ そんな こと も 思へ、 乎に 在ったら、 胴卷 きにし ッか 

ね 入れて lid  く 方が よかった の だが —— 。 


『また 勝負しょう』 と 皆が 觀 める けれども、 それ は 皆が こちらの かね を卷き 上げよう とする ので ある 

と 思 ひ 込んで しまったので、 渠は腹 をし ッ かり 締めて 二度と はっき 合はなかった。 そして 一 と晚 のぎ 

賃 二十 錢を 無理に 三十 錢に 他！ 1 げして、 また 皆の 番をして やる ことにした。 少しで も餘 分に 儲かって 

行く のが 嬉しかった からで ある。 

力、 屋 のお かみさんに 對 して は 三日 を 待ち 切れなかった。 それが 爲 めに、 別に 拾圓を 貸して やら 

ねばならなかった。 すると、 今度 は 向 ふが 三 曰 もた たない うちに また 二十 圓を 貸せと 云 ひ 出し.. こ。 

『しょ 手の もま だ 返さね いぢ ゃァ ねい か』 と * こちら はお こって しまった。 

『まさか、 お前さん はかね 貸し をして ゐ るん ぢゃァ ある ま いし！』 

『なんだ ァ、 畜生！ ぢ ゃァ、 おめへ はさう 高い 女郞 ぢゃァ あるめい？』 斯うなる と • もう、 こちら も 

破れ かぶれであった。 夜な かで はあった が、 大きな 驚で 欲^って、 かの 1^ にかね を 今が今 耳 を 揃へ て 

返せと 迫った。 かの 女 はまた こちら を にらみ 返して、 かね は そのつど 返した も 同然 だと 答へ た。 そし 

て兩 方の つかみ 合 ひになる と、 I 方が 

『早く 來て 下さい』 と 叫んだ。 すると、 ゐな いとこ ちらの 思って た 亭主が 緣が はの 戶を S けて 飛び込 

んで來 た。 そして 明け ッ 放しに なった 戶 ぐちの そとに は、 人力車の 横ッ 腹の 黑ぬ おがう ちからの g| 

に 映って 光って た。 

ほ  公  五 九九 


泡^<.^^ ぉ七怨  六 〇〇 

『 …-. i.』 して 2^ ると、 これまで にも 亭主が ゐな いと IKt- てた の はう そで、 うらに 隱 れてゐ たの だら 

う。 殊に、 最初、 夜な かに 叩き起した 時には S. がお もて 土^に ありながら、 亭主の かげ は兑 えな かつ 

つじ- f、 

たが、 うらから 出て、 そとに 立ち往生して ゐ たの だら う。 それよ リは、 尤も、 辻待ちの やうに a. の 蹴 

込みに かけて た 方が らくであった らうが —— 。 こんな こと はすべ て、 ぴッ くりした その 場に、 かの 女 

に對 して 出た 俄かの 恨み 悲しみと まじり 合って んだ へで 11 その あ ひだ は、 ただ あっけに 取られ 

て、 足を組んだ まま、 口 を あんぐり 明けて ゐ たので ある。 

『失せ ァ がれ、 馬鹿野郎！』 亭主 はす ごい 顏 をして * いきな リ、 こちらの 脇の 下 を， 蹴った。 

『いてい！』 こちら は 横に 倒れた。 そして 聲を しぼって 泣き出し たが、 それ は 痛かった おめよ や も、 

胸に 込み上げて 夾る 怨みの 悲しみであった。 女 を これほど 可愛がって やって たのに と 云 ふ。 そして そ 

て むか 

れが爲 めに、 その 亭主に 手 向 ひする だけの 心の 力 も 出なかった の だ。 

『  』 かの 女 も 立ち あがって、 この 時、 亭主の後ろへ行ってゐたのが、こちらを：5^^ろしながら、 

その 亭主に 『ひどい こと はしないでも いいから、 歸 つて 貸 ひさへ すり ゃァ』 と 云った。 

『早く； g りゃァ がれ！』 

ぢょ 

『  』 こちら はから だ を 起しながら. なほ じッ とかの 女 を a つめたが、 かの 女 は 何も 云 はないで， 

横 を， M いた。 それが  一 つれな く 思 はれた ので ある。 そして I 杈 してやる から、 さう 思へ と 心で は 叫ん 


だ- 無論 女に ではなく、 男の .1 ^にだ。 亭主 さへ ほんた うに ゐ なければ、 さう 水く さ くもなく、 そ P 

力みさん とかね の 貸し借りな どもし ないで 一 緒に なれる ので あるから。 

すごく 歸 つて 來 てから、 鐵公は 二階の ものら を 呼び 起した。 そして これく だから、 直ぐ 行って 

あの 亭主 を 皆で ゃッ 付けて 吳 れいと、 淚を こぼしながら g んだ。 と 云 ふの は、 自分で 手 をお ろす と、 

自分が また 牢へ 入れられる かも 知れない ので、 それ は 11 間逮 ひで でも I 度 這 入った ことがあ るから， 

— いやな ことであった。 

『それ、 見ろ！ 云 はねい こッ ちゃ ァ ねいんだ』 と、 龜 公が 先づ 口を出した。 

『吉 原で 高い 散財 をした とお もや ァ —— 。』 

『なァ に、 何度 行った か 知れね いが、 もう、 いい加減 取り返し たも 同様 だんべ い。』 

..『 いい 兒 だから、 もう、 泣くな よ。 その 代リ、 あす、 おれが 女郎 買 ひに つれて ッて やら ァ。』 

『  』 そんな まぜ 返しば かお 云って、 が こちらの 頼み を 少しも 相 ひ 手に して 吳れ なかった ので、 

鐵公 はた だが ッ かりして 自分 も寢ど AJ へ もぐり 込んだ。 そして 一 暦 あのお かみさん を 肌に 近く 思 ひ 浮 

ベて、 カらだぢぅの物足リなさを^}?^しながら、 獨 で 自分の 悔しさと 情けな さとに 淚 をす す.，^ ヒげ 

てゐ た。 

いつのまにか 夜 は 明けた が、 鎮は 自分で 起る 氣に ならなかった。 からだの 具合 ひが 惡 いからと 云つ- 

錢 公  六 0 1 


抱 鳴 令： 築 © 七卷  六 0  二 

U ごと 

て、 ここへ 來 てから 初めて だが 仕事 を 休んだ ので ある。 すると、 もう、 皆が 馬 を 引いて 出て 行った と 

だんな 

はれる！ を 一 時 も 過ぎてから、 自分の 枕 もとへ うちの 旦那が やって 來 たので、 これ はて ッ きり 叱 

られ るの だら うと 思った。 

ぞ*? ぐ わ i 

『お前 も隨分 馬. 鹿 だ、 なァ』 と は 云った が、 然し、 存外な ことであった。 餅 のかみ さんの 亭主が 來 

て、 こちらに，^^ひたぃとー：ムふのださぅだ。 が、 ni; 那は —— もう、 皆から 樣子を 聞いて ゐ たので 11 わ 

ざと 會は せる やうに は 取り計ら はないで、 その 用向き を 云 はせ ると、 つまり 手切れ金 を 出せとの こと" 

『  』 は、 はァ、 これが 矢ッ 張り 組 公の 云 ふつつ 持たせ だ、 な、 と 初めて 思へ て來 た。 

『お前 はどうす るつ もり だい？』 

『どうす る も、 かう する も』 と、 餘リ のね たまし さに 口 を もぐ^- \ させて ゐ たが、 『まだ 十五 回、 二度 

に赏 して ある だ。』 

『今更ら そんな こと を 一； ム つた ッて —— お前 も惡 いこと をして あるん ぢゃァ ないか？』 

『惡 いこと とァ 云はなかった だ。』 

『お前 は：！^ が 付かな いんだら うが、 な、 若し これが おもて 沙汰に なりで もす .==s ゃァ、 お前 も 向 ふの か 

みさん も 牢へ這 入らな けり ゃァ ならな いんだ ぞ。』 

『え ッ！』 こちら はぎよ ッ としない では ゐられ なかった 。『人 も 殺さね いだにけ い？』 


『もちろん， さ。』 

『  』 よく 聽 いて 見る と、 別に 姦通と 云 ふ 罪 を 犯して ゐ るので あった。 法律に 間 はれたなら、 ど 

うしても 自分 も 引かれ 者に ならなければ ならぬ。 思 はす 寢 どこの 上に 坐 わり 直って、 『ぢ ゃァ 旦，, ，、 ど. 

うしたら よかんべ い？』 

『さう だ、 な。 おれの？ ちゃ ァ、 牢へ 行く の はお 前 もい や だら うし、 おれもう ちの ら そんな 者 

力 出た と 歌 はれる の も 困る し 11 まァ、 もう 少し かね を やって ぷタ つり 蘭 係を斷 つの だ。』 

『この 上に けい？』 かねの ことになると、 ばくちに も 取られて ゐて、 もう、 懲り ごり したと ころ だか 

ら 腹の あた I でもび く 付いた の をお ぼえ た。 そして そのび く 付いた きろから、 また、 自分の 女 

に對 する 愁も 動いて 來て、 ぷッ つり liaj 斷 つと 云 ふこと も つらかった。 

『妙" し、 そんな こと を 114 つてる 場合 ぢゃァ なから ぅぜ』 と、 旦那 は 少しも ^3 ひやり がない やう こ 云つ 

た。 

"  』 それ を もこ ちら は 怨めしく 思 ひながら 、『おや ァ、 貸した 分 はす ッ かりやる から、 向 ふの 亭. 

、王に 手を切って 》 ひてい だ。』 さう したら、 おかみさん だけ は 自分の 方へ 來 ると 考 へられた， 

『そんな こと ァ 駄目 だ ぞ、 けち 臭い！』 かみさん だッ て、 また かねが あてであった だけ だら うから、 

初めから 亭主と 相談して いた 上の ことで — そこに 向 ふで も 弱みが あるから、 ほんた うに は _ かたへ る 

載  公 
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やうな こと はすまい が 11 とても、 鐡 公の やうな 男と いつまでもく ッ 付いて ゐる つもりで はな 力ら う 

と 云 ふので あった。 

ぢょ  ^3 

『  』 こちら は- 然し、 そこに：：：； 那 とは考 へが 逮 つて ゐた。 かの 女い 優しい 言葉 や 樣子を り は 

して 见 ると、 決してた だかね の爲 めに いろ を資 つてた とば かり は考 へられな いので ある。 つつ 持たせ 

と 云へば、 きッと 亭主ば かりの こと だら うから、 そのつつ を 且那 から 皆に 顿んで I 杈 させる やうに して 

れいと 云って たの だが、 =: 那は おこって 承知し なかった。 

『それが がらな いんなら、 それまで のこと だから。 お前の 勝手にさせる 代り、 今 直ぐにう ち を 出て 貰 

ひたい』 と 云った。 そして 少し 聲を やわらげて だが、 斯う 云 ひ 添へ た。 『お前 も 亦 そんな 女に だまされ 

てゐ ないでも、 もッ とかね さへ できれば まだく いいのが 持てる ぢゃァ ないか？』 

『へ、 へ、 へッ』 と、 それ は 嬉しい ので 笑って 兒せ たが、 鬼に 角、 よん どころ ない ので、 それ ぢゃァ 

以後 はぷッ つり 行かない と M した 上に、 惜しい けれども， また 二十 圓を 今來て 待って ると 云 ふ 亭主 

に 渡して やる ことにした。 

一 0 

けれども、 そ Q あとでの と、 をん な戀 しさと がご ッ ちゃに なって、 胸の なかが 煮えく り 返った 


そして じッ として は ゐられ なかった。 

まだ 使 はない うちに その かね を 取り返し、 その上に おかみさん を 自分の 物にして しまう つも. で、 

日 ー那ゃ 店の ものに は 隱れて 餅屋へ 驅 けつけ て 行った。 そして 

「どろ 棒め、 おれの かね を 返せ』 と 怒鳴り込んだ。 不斷 なら、 その 口に 直ぐ 親しみ を 持つ ところの. 1. 

幅の^;となどは忘れてしまってだ。 そして そこに ゐた 亭主と おかみさん とから 力 を 合 はせ ての さんざ 

んな S を 見せられて、 這 ふくの ていで 逃げ出した。 『まさか』 と 思って たお かみさん も、 全く 別人の 

やうに なって ゐた。 

思 ひも 寄らぬ ほど 力の あった 亭主に なぐり 倒された こちらに 向って、 かの 1^ もつ ばで も 吐き かける 

やうに して、  . 

『お ほ 馬鹿の、 お ほ 喰 ひめ！ 誰れ がお 前の やうな 者に ほれる もン か』 と 云つ.. こ。 

』  』歸 つて 来てから、 まだ 直ぐ そのまま になって る寢 どこへ 這 入って、 鐵公は 誰れ も 見て ゐな 

いの を 仕 合 はせ にして、 せき 來る聲 をし ぼり 擧げて 泣いた ので ある。 矢ッ 張り、 旦那の 云 ふ 通り、 ビ 

まされて ゐた のかと 思 ふと、 i しさ を 通り越して、 生まれて 初めての 耻ぢと 云 ふこき 知った。 たと 

へ 仲間の ものに だッて も、 二度と 再び こんな ことが が g さう に 云へ るかと。 

.『 かねさへ できれば』 と、 旦那 も 云った。 さう だ、 もッと ii してから、 あんな 女よりも いいの を UL 
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に 入れるべき であった。 

ぢょ 

思 ひ 出した の は、 かの 女の 爲 めに is らく 中絶して ゐたカ わざの ことお。 ：es も 亦 別人の やうに なって 

ねっしん 

その 方へ ぢ つむに なって 行った。 米 俊 を 舉げる やうに なれば、 また、 かね を 儲ける こと も 早い の だから。 

せに 何と 冷 かされても、 もう、 口 かす をき かなかった。 にやく 笑 ひもして 见 せなかった。 そして 

ひま を 化て は 私 かに 穀 ぐらへ 這 入って、 いろく 自分と しての 工夫 を こらした。 

風の 少しで も ある 口 は、 © の 白い 花びらが いくつ も ひら/ \ と 飛んで 來る になって ゐた。 その 花 

びら の やうに、 jg^ は s 分の 心の n さきに、 いつ、 も、 れと はき まらな いがやが て は 自分の 手に！ S 入る 

べき 女の おもかげ を 浮べて ゐ たの だが、 それが 或 時、 近 ごろ 珍ら しく も、 餅屋のお かみさんに 見えた。 

そして また、 

『胴卷 きが 邪魔になる ぢゃァ ない の』 と 云った。 

『  』 さう だ、 ぁァ云 はれた こと を 忘れて ゐ たの だ。 そして 一 人前の 男に なれなければ、 股に い 

くら かねが あっても 駄目 だと 云 ふこと に 今更ら の 如く 思ひ當 つたので ある。 胴卷 きを 取って やって 兑 

けっしん 

ようと 決心した。 

で、 それ を 地べたへ 取り はづ してから、 帶を 締め K すと、 自分の からだが すッ かり 輕く なった の を 

おぼえる と 12 時に、 今までに もあった の を ，u 分が 押さへ 付けて ゐた 力が 股から 兩 方のう でに もみな ざ 


つて 來 たやう だ。 いかにも いい 氣 持ちに なって、 俊に 手 を かける と、 割り 合 ひに らくに W くで はない 

か？  、 

『これ だ、 これ だ』 と、 われ を 忘れて 叫んだ ので ある。 そしてい よく、 うんと 力んで 擧げ てきと、 

俊 はう まく 自分の 左り の 肩に f つた。 すると、 その 場に、 餅屋のお かみさん § の やうに 豪な 

衣 物の 極 を 取って、 向 ふから 自分の 方へ 飛んで 來る 姿が 見えた。 が、 それ はほんの、 ただ 一秒 か、 ま 

たたく ひまば かりの ことであった。  • 

•ini 分の 4^ に は、 米 だ わらが 自分の 立った ずり 二倍 ほど；， T 積めて ゐ たが、 その 方へ よろ けて 行 

つ て 、 その 裾 へ 自分の 肩の 俊と 共に 自分の からだ をぶ ちつけ た。 

すると、 ^5めてるたゎらが自分の上にくづれ_^^ちて來て、 

r ぁッ』 と つた 時には、 もう、 自分の 一生に あった ことが 一 ときに 思 ひ 出せて しまった。 

I (大正 八 年 八月) I . 
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明^^:,^十八^のことだが、 與 41-1: は 樫の 棒 を 小 わきに かかへ て横濱 居^地の 巡査 をして ゐ るの がいや 


になった。 そして また 若 氣の氣 まぐれに 船 乘りを 志願し 


た- 


ち しま 


が 事務 M の 一 人と して 乘り 込んだ の は 千島に 向 ふ 船 だが、 横演を 3 發 すると 底ぐ、 cis^: 响 に出會 

つた。 どんなに 荒れて ゐ るの だら うと 思って、 第 は. Gw 分の 船室の 戶を 明けて 見た。 すると、 いきなり， 

船の サイド を 越えて 來 たお ほ浪を かぶって、 それに 浚ら はれて 行った。 もう、 いのち は 無い ものと S 见 

悟して、 國に殘 つてる 獨 りぼッ ちの 母の ことが 思 ひ 出された。 巡^と 云 ひ、 船乘 りと 云 ひ、 自分の 誇 

りに もなら ぬ こと をし てんる ので、 友人に は 勿論、 たッた 獨リの 親に も わざと ー112 信 不通に して ゐ たの 

だ。 が、 

ピっ でう 

『最後の たよりも しないで これ ッ 切りになる のか』 と、 e 分の n の 前に は 突然のお やかび かりと 光つ 

たやう に兑 えた。 それだけ 自分の からだ 全 體に救 ひ を 求める 努力 をして ゐ たかして、 何 か 知らん 堅い 

物が 手に さわった の をし ほに、 それに しがみ付いた。 


それ はみ よしの 方に s 付けて ある S: な i い § であった。 それにし ッ かりつ かまって ゐて浪 を 引 

かせてから、 1$ び 室に 逃げ込んだ。 ぬれ の やうに なって ゐた。 

『ざま ァ 見い、 馬鹿』 と、 同 まの 市 島が にくく しさう に？ た。 『こんな 時に 戶を ほる ものが ある 

かい？』 

『おぬしが 死ぬ だけなら かまん けれど』 と、 今一 人の 土屋 も、 はたから、 tan 

入って、 づぶ ぬれになる おやない か？』 

よ 含ち 

= ……… 』 與吉 もまた、 すまなかった と は、 この 時、 まだ 云ふ氣 になって ゐ なかった。 自分の いのち 

力 ゃッと 助かった こきば かり 考 へて ゐた、 恐らく、 人から 見れば、 眞ッ靑 な 顔つ きをして、 しづ 

の 垂れる 服の 蜜、 S ままで っッ 立って ゐて。 胸の 1, 悸が なかく 納まらなかった。 そして 船乘 

などに なった ことが 初手から 後悔され た。 舊 式な 船であった かき そ 却って 助かった の だ。 サイドが 

新式 船に 於け る やうな 鐵の簡 干に はなって ゐ ないで、 人の 腰まで も 達する 板張りで ある。 這 入った し 

ほ 水 は それに 取り 警れ K  f ト： げられ た爲 めに、 ika§^o その 巾を自 

分が 泳いで ゐ たのであった から、 船と は 離れないで 助かる こと もで きたの だら う。 

f  この 置 雨の f に 船 も 前 f つづける ことができす、 1:^ 州 I 山に ひ 避 1 して 三 曰 問 も 《； ii 

しくす ごした。 それから 北海 范の函 館に 渡り、 また 根 まへ 行った。 艏はそこと千^25とのぁひだの便^ 


く 
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をつ とめる のであった。 

『六月に なっても、 こんなにラす寒ぃ。』築は他の同室^^?と共に甲板から內地のとは逮った山ゃ海をな 

がめ てゐ ながら、 斯う 獨り 言の やうに 云った。 そして 自分が 親しむ もの もな く 日本 國の北 0 はてへ 來 

てね る こと を 身にしみて 感じた ので ある。 それと 同時に • かかる 海上に なほ 島が 澤山 あると 云 ふから、 

どんな だら う、 そして そんなと ころに 住んで るの は どんな 人 だら うと 云 ふ、 餘 ほど 寂しい^ 奇心 

にュ そられて ゐた。 

あ ひて  、 

『國 のこと が 思 ひ 出される、 なァ』 と、 巿^！？はそのそばにゐるこちらのことは相手にしなぃで、 今 ひ 

とりの 土  の 方へ 向いた。 

『おぬし も か？』 

『  n 與. f; 口に は、 その 簡 な 應對が 如何にも 心 ぼ そ さう に聽 えた。 そして 自分 も 私 かに それに^ 

り 込まれない では ゐられ なかった。 

みよしの 先き から、 また 細い 鐵の 棒のと がった のが 二 ST はかり も 突き出て ゐる 帆前船 や、 ^な 汽船 

やが た ッた叫 五-袋ば かり、 i や えぞ 松に 明けた 朝の 山に 對 して 碇泊して ゐる根 室の 港 を、 自分ら の 船 

は 今やい かり を拔 かう として ゐる。 その 甲板に 立って、 S 分ら 三人 は I 緒に. 11 然し. 別々 に — 

どこと はなく 海の 上 を ながめて ゐた。 海 も K も ：2 じ やうに どんより として、 胸に こたへ る もの はた だ 


»  Li  / きくわん 

ごとく 動 き 出した 機關の 響きば かりであった。 

かかる 時、 人間と して 思 ひに は 恐らく 變 はりが なから うに、 他の 二人 は 鬼 角 こちら &ん じて ゐる. 

の だ。 渠 等は阈 なまね が 同じと ころから 名乘り 合って、 同鄕 人で あるば かりで なく、 而も ながら 

親類に 當る のが 分った の を 嬉しがって、 いづれ もこ ちらに 比べて は いい年をして ゐ るに も拘ら す、 同 

じ 仕事 をして、 同じ 窒に寢 起きす る こちら だけ を 何となく のけ者に して. 3,,n。 

そり ゃァ、 ゆ ふべ だッて も、 房 州 館 山の 三日間に 於け る 如く 女郎 買 ひに つき 合 ひも させられ たこと 

ちょく 

はさせられ たけれ ども、 猪口の 取り やりに も 11 い W は、 こちら を まだ 若い と 思って 馬鹿にして ゐ るの 

かも 知れない が 11 何となく よそよそしかった。 こちらが その 爲め私 かにいだ いた 恨めし さは、 けさ， 

のこの 心.！ さに 會 つて、 一し ほ 印象 を 深く したので ある。 そして そのままで 港 を 離れた。 

根.： li- から 海上 三 里のと ころに、 トマリと 云 ふところが ある。 千島列島 中の 一番 近い 港で、 ク ナジリ 

なんなん 

島の^ 端 だ。 そこへ. 先る あ ひだに、 ガスと 云って、 北海 名物 だと 云 ふ 濃霧に I 千島 航海の そ もく 

に 於いて 11 出くわした。 殆ど 陸上の やみ 夜の やうに 前後が 分ら なくなつ たので、 みよしに 据ゑ 付け 

て ある 小さい 大砲に わら を 魁め て、 どんく と 穴 山 砲 を 打ちつ づけて 進んだ と 云 ふの は、 その 锷 きが 山 

などに こだまして、 陸の 近い か 遠い かが 危險 なく ひるお めだ。 船 はた ッた 二百 五十 噸の木 船 だが、 も 

とはケブロ ンと；！^った軍艦で， 維 i 前に 外！！ から E 貝 ひ 取った のであった。 勝 海 舟な どの 乘 つた 記念が 
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tlf つてる ところの 船 だ。 

こんぶ 

トマリの つづきに チノ ミノ チと云 ふところ があった。 昆布の 澤山 取れる ところ かして、 その 探维會 

社 もあって、 昆布が 海庠 If?: に带を 延べた やうに 乾して あるが、 まだ：：： 淸戰爭 中の ことと て 便船が 不 

自 山の 爲め、 そのまま になって ゐた。 この 船の 歸航に は 必らす 根 {； ャ； まで 運んで 行って やるべき もので 

あった。 そこの 山々 に は、 山樱の 花と べにれ のつつ じと が 一緒にへ いたり、 そだてば 人？ i の より 高 

くなる と 云 ふお ほぶき の 芽 や、 わらびの 芽が 澤山 出たり して ゐた。 さう 云 ふ 珍ら しい 物を兒 て、 心の 

寂し さは 多少 まぎれて ゐた。 

そこから 七 里、 シコ タン 島に 渡る と、 また 逮 つた ものが 見られた。 周 圍たッ た I 里ば かりの この 島， 

に は、 もとは a シャ から 來 たの だと 云ふォ a コ 人が 住んで ゐた。 この 土人 はさきに 北海道の 声に m 部へ 

まで 略して 來た もの だが、 北海 探 檢の奇 傑 近 藤 m. 蔵に 追 はれて この 島へ とぢ 龍って しまったの だと 

1K ふ。 今 は 和 人の iE*? も敎師 もあって、 村長 は 長い 口 ひげ を 胸の 下まで.^ れた 八十 歲 以上の 鹿兒島 

しうち やう 

人であった。 土人の @ 長 はまた ァレキ サン， トルと 云って、 その 職業 は 船大工であった。 加 風の {狄 は 建 

つて ゐ るが、 冬になる と、 部サ t の 後ろ手なる 山の 裾に 穴居す るので、 澤 山の 穴が 明けて ある。 ゴミと 

云 ふ I 種の かもめ を 常 〈！^ とし、 その 羽根 は 奇麗に これ をつな ぎ 合 はせ て 女のう は 清になる。 つまり、 

羽 ごろ もになる ので ある。 


ィ ヨンと 云ふ士 人の 靑年は n 本謌 もで き、 ロシア語 もで きて、 水 さき をつ とめて ゐた。 ァレキ サン 

ドル はまた ©I 長ら しい こと， を 云った。 

『戰爭 はすべ て とんく 拍子に うまく 勝利つ づき だ』 と聽 いて、 

『それなら 安心です が、 若し 淸國の やつらに 負けて る やうなら、 わたくし も 部下 を 引きつれて 出 j| いし 

て もよ しと 考 へて をり ました。』 

『  』 與吉は その 應 ii を聽 いてる と、 たッた 五十 名 足らす の 部下が 滑稽の やうで もあった が、 そ 

の まじめな のに は 感心し ないで は ゐられ なかった。 

さんぶつ ， 

そこの 產物 として は、 トド、 オット セ、 ァザ ラシ、 鮭、 たら、 ォヒ ヨウ 鲽、 黑ぎ つね、 熊、 土人の 

彫刻した 盆な どが あお、 殊に、 三毛ぎ つねの 皮 は 特産 だ。 島へ 來 たものへ 勝 乎に 喪り 渡し はでき ない 

だう ちゃう 

ことにな つて ゐて、 I 年ぢ うの 收穫を 取ね まとめに、 1 母 年 四月、 道廳の 官吏が やって 來て、 それ を极 

窒へ 持って行って 慮 分し、 その あがり 高を以 つて 部落 一切の 費用 を辨 じさせる ので ある。 が、 ことし 

は その 官克が 後れて、 ゃッ とこの 最初の 便船で やって来た。 

ぎに 向った の は エト 口 フ へだが、 また ひどい に出會 つた。 そして 船 は 例の {4! 砲 を 打ちな が 

ら、 同じと ころ を 行き 來 して ゐた。 而も 四日 四晚も だ。 その 爲 めに 飲料水の 用意が なくなって 來た 

し、 石炭 倉 は 殆どから ッぼ になって、 ふなぞこ でがらん ごろん と {4! 腹の やうな 力の ない 音を立てる。 
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r し. » 

乘 客が 四十 名ば かり ゐ たが、 その 喰 ふ 白米 も 玄^ もた ッた I 俵づ つし か ない と 云 ふ ところ ま で 行つ 

た。 

船 W は 頻りに あせりながら、 さぐり を 入れて 船の 歩み をつ づけて ゐ たの だが、 とうく どこかの n 

言 

破に 乘り 上げた。 そして 口の 前に は 一 と 坪 ほどの 山の 鼻が 兑 えた。 

『ゥ ルップに 來 たの だら う』 と、 或 者 は 云った が、 他の 者 は 

『いや、 チノ ミノ チの沖 だ』 とも 云った。 

船長 は 思 ひ 切って ゴ スタンと 云って、 逆韓を 命じた。 すると、 船 は 幸 ひに も. 木 船 だから 却って 破 

損 もな く、 あと！：^ りして }w び 海に 浮んだ。 そして シコ タンへ ゃッと 引き返す ことができた。 

ひなん 

そこで 一 と晚の 避難 を してから、 再び エトロ フの シャナ へと 向った ので あろ。 そこに は鋪 詰め 製造 

所が 二つ もあって、 その 一 つ は 土人 高 田と 云 ふ 者の 所有 だが、 他の 一 つ は 三 井から 手 を 出して ゐ るの 

だ。 おでんと 云 ふガの 字、 乃ち、 女郞 あがりの 女が ゐて、 なかく はば を 利かして ゐた。 何 ごとに も 

それが 出ない と が 納まらない とかで、 人 も かの 女 を エトロ フの 女王の 名を以 つて 呼び、 かの 女 自身 

も 亦 その 氣 取りに なって ゐ るので あった。 でぶ くと 肥えて * 如何にも il お？ u うな 四十 前後の 女 だ。 

シャナ は 千島 全部に する 都，^ -で、 郡役所 も あり、 t3 察 も あり、 女郞磁 もあった。 かねて そのこと 

は iii の 話に 聽 いてた ので、 與吉も 待ち かねてた やうに して、 他の 船歡 共に 一、 夜 を 明かしに 行った 


ので ある。 が、 あいにく、 その 家に は 女が 足りなかった。 土人の 女なら 却って 面 iw いの だが と 私 かに 

自分 は 思った が、 そんな もの もなかった、 そして 自分の あ ひ 方 はちよ ッと 一 度來 ただけ で、 二度と は 

顏を 見せなかった。 不愉快 を 押し 隱 して、 皆と 一 緒に 引き上げる 時、 その 女が 頻りに 土屋 にから か は 

れ ながら、 その 世話 をして ゐ るの を 見る と、 鎮の ところに ばかり 寢 とほして ゐ たので あるら しい こと 

が こちらに 察せられた。 

『馬鹿々々 しい！ もう、 二度と 再び I 緖に 女郞買 ひな どに 行く もんか』 と、 與吉の 心で は 叫んで ゐ 

た。 

この 不^ も、 然し、 自分ら が 今度 はいよ くこの 航海の 最北端に 當るゥ ルップ 島に 向 ふと 云 ふこ 

と 力ら 引き起される また 新ら しい 好奇心の うちに 消えて 行った。 と 云 ふの は、 聽 いてる ところでは、 ゥ 

ルップ は 二三 年 前まで 全くの 無人島であった。 そこへ 前々 ハゃ、 鱒 や 鍵の 漁場が できて、 资守 居の 爲め 

に 五 人の 男が 越年した ところ、 五 人と も 凍え死んで しまった。 で、 前年 はまた I 倍の 用意 を盡 して 三 

人 を. はべして あるので あった。 その 安否 11 と 云っても 大抵の ことで はない、 人間が 死んだ か 生きて る 

かの 重大 件 11 を 確かめに 行く のが、 この 航海で は 一 つの 被ぎ になって ゐた 3 

ところが、 シャナ で 與吉が 不愉快な 額 をして 歸 つたこと が 二人組に も 不快 を與 へた かして。 —— そ 

んな 勝手 氣 ままな 法 は あるべ きで な い の だが 11 それが 海の 上で も渠 等に は つづいて たの だら うと 思 
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はれる。 船 {a に 於- -る， E 分らの 寢 どこ は 三 段に なって て、 與吉は  一^とし 下 だから 遠ぎ して、 一^し 

たの 段 をい：： 領 する ことにな つて ゐた。 で， 分 は 自分の 段に 何の 遠慮 もな く^を かけて、 隅の はしら 

にも たれながら うとくして、 機關の 響き を 母の 兒 もり か 何ぞの やうに：： ちょく 感じて ゐた。 す 

ると、 

『おい、 西 2^! 西 尾』 と 呼ぶ 市 島の 懲 がする のであった。 

『  』 こちら は 面 rCI くない 男の t ュ よりも 機 關の兒 もり^の 方が じッと 親しみが あってよ かった。 

『おい、 こら、 西 0^!』 

『  』 

『シ ャナで 女に ふられて、 寢 足りない のぢゃ * な。』 

『  』 多少 は^. ぼに 相 遠ない と 思って にが 笑 ひ をしながら、 ふと、 n を 明ける と、 向 ふの 靴のう 

らが こちらの 5^ さき をな でまわして ねる ではない か？ むッ としたので、 直ぐ その 足 を 取って こちらの 

小 またに かい 込んで しまった。 そして、 

!■  f  ていこう 

『何 をす る』 と 云って、 足 を 取られながら &抗 して 來る その 手の 親 ゆび をぐ ッと 逆にね ぢて 兄せ た。 

『さ ァ、 折れても いい か？』 

『いたい、 いたい！ あやまる、 あやまる！』 


『いいや』 と、 力 を 持ち こたへ ながら TS うなつ ちゃ ァ僕 もい のちが けだ。 ただ ぢゃァ 許さない！』 

『何とで も あやまる、 許して 吳 れ！』 

『おい、 西 尾、 許して やって 吳れ』 と 土屋も 近づいて 來た。 

しっけい 

『一體* 君ら は』 と、 土屋 にも 聽 かせて、 『僕 を 子供 あっか ひに して 失敬な ことば かりして ゐ るの だ。 

僕 だ ッて本 常にお こったら、 承知し ない！』 

『どうか 許して やって 吳れ、 今回のと/^ ろ は 市 島が 惡 い。』 

『  』 こちら は巿岛 ばかりで はない ぞと 云って や. OS たかった。 『これから 注意す るか？』 

『する、 する！』 

『よし』 と 云って、 手 あし を I 度に 放して やったら、 向 ふ は その 勢 ひで 尻 もち を 突いて、 

『あ ァ、 いたい、 いたい！』 ほッ とした やうに 息をつきながら、 親 ゆびの 根 を 嘗めて ゐた。 

含ん あやう 

『  』 こちら もから だぢ うに 緊張して ゐたカ を ゆるめた ので、 俄かに たよりない 寂し さ をお ぼえ 

く せぅ 

たが、 まだお しく 殘 つて ゐる 武者ぶ る ひ を 押し 鎭 める やうに して 苦笑した。 

じう じゅつ 

『  』 巿島は それからして 起き あがる と、 うって 變 はった やうで、 『君 は 柔術 を 知つ とる のか？』 

こんな こと を 云って こちらの 機嫌 を 取る やうに した。 

『知つ とる、 知つ とる』 と、 土 屋も少 からすお それ をいだ いたらし い。 
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『  』 いづれ も 弱い やつ だと 心で は 卑しみながら、 無論、 多少 はか じってる 柔 Hi では あるが、 『そ 

んな もの は 知る もんか、 ただいの ちがけ、 さ』 と、 もッとらくな笑ひにー^^ちながら威し付けてなーぃた。 

南北の 兩 端が 綺 |g に 一と：：： で兒 渡される ほど 小さい、 そして.！ 長いし ま ri: に は、 殘んの 雪が んで 

ゐて、 落葉松が そのうへ にも 生 ひかぶ さつ てるのが 望遠鏡に よく 见 えた。 火 を 焚いて る ものが あ い 

ノ  *0 てき 

して けむりが あがって る。 汽：^ を 鳴らす とその 最初の 鳴りに 對 して 架して 答へ があった。 

『お-い』 と 「ム つた as であるら しかった。 が、 廣ぃ 海に 向っての 叫びで あるから、 ただ かすれて 膽 f 仏 

された 響きと しか 聽ぇ なかった。 たと へば、 分が 子供の 時に 惡ぃ 友達から くくり 枕で や 口 を 押さ 

ハ られた 時、 息が できない その 苦し まぎれに 助け を 呼んだ やうな。 尤も、 今や、 もう、 &は 大分 こ.^ 

ぢ かく 來てゐ たけれ ども。 

れんもう 

そこの 漁場に 關係を 持って 來た： 屮 はすべ て 上陸した。 與吉 らも それにつ いて 行って：：： ルた。 三人の 

越年 者 はみ な 無 であった が、 その あ ひだ を 湯に も 這 入らす かみ そリも 常て なかった かして、 その 顔 

は 眞ッ黑 になって、 土人の やうに 長い ひげ だらけであった。 それが 呰 その 目 だけ を 光らせて、 淚をこ 

ぼさんば かりに 喜んだ。 

しな ゥ 

『よく 無赛で 辛抱して ゐた。 澤山、 褒美 を やる ぞ』 と、 漁場の 親 かたは 云った。 

『どうやら、 まァ、 凌げました』 と 答へ た 男の 日本語が、 與吉に は、 思った よ. OV もなかく 優く し til? 


えた。 尤も、 ちょ ッと 見たところ、 土人で なければ、 どこか 外國 の野蠻 人の やうに 見えて ゐ たからで 

ある。 そして その 答へ が 何となく 奥ゆかしい 感じ を 自分の 心に 與 へた。 こんな 北の はての やうな とこ 

ろに も、 また 自分と 同じ やうに 他人の 入 に感 する 入 W がゐ たの かと。 そして 『 ー體、 あなたが たは 

冬ぢぅ を どうして ゐ ました』 と聽 いて 見た。 その 前の 人 はみ な 死んだ にと 思って だ。 

『毎日、 山へ 行って 焚き 木 を 取ったり、 狐 を 追ったり しました。』 

さ， リ Sy* つ 

『さう だ、 それが 運動に なって よかった の だ』 と、 親 かたは また 賞め た。 その 前の はみ なぶしょう 者 

で、 寒い からと 云って ただ 穴にば かりす ッ 込んで ゐ たから、 抵抗力が なくなって 死んで しまったの だ 

らうと 云 ふので あった。 

『  』 ただ 動く と 動かない とで 人間の 生き死にが 刖れ ると 云 ふこと は、 與吉に は 初めてし ッ かり 

たんじゅん 

と考 へられた の だが、 自分ながら ぞッ とする ほど 單 純で 而も 切實 な事寶 であった。 さう だ、 0 分が 不 

斷 から 運動 を 重んじて ゐ なかったら、 市 島ら の やうな ものに でも —— ちょ ッ とした ことから —— 殺さ 

れる かも 知れない のであった。 

エト ピリと 云 ふ 鳥が ゐて、 S おの 穴な どに 玉子 を 生む でる の も 喰へ ると いふので、 自分 は巿 島ら を 促 

し、 もう、 心に わ だか まりがない こと を： せる つもり を も 兼ねて、 

『探しに 行って 兑ょ うぢ やない か？.』 
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『いこく』 と、 市 島 も 答へ た。 

松が 人の あたまに つかへ る ほど 低く 枝 を 這 はせ てゐろ その 樹 かげの 岩 まに、 して 一 つ の^を 

ほっけん 

發 見した。 そこから 親 どり を も 一 匹 つかみ取る ことができた。 が、 まだ 雪が 消え 殘 つてな かく 装 一い 

ので、 それ 切りに しても とのと ころへ Is^ つて 來て 見る と、 越年 者の 一 人が いつのまにか 小 星の 後ろな 

る 穴 cig の 中で 首 をく くって 死んで ゐた。 

『折^、 無事に 冬 を 越して 來 ながら、 なァ』 と、 不思議 がられた。 が、 他の 越年 者 どもの 云 ふところ 

では、 

『あまりに 嬸 しがって 氣が 狂った』 のであった。 皆 も 冬 ぢぅを 心 ぼ そく、 情けなく 思った こと は 思つ 

たが、 死んだ 人 ほど：：： 十く が來れ ばいい、 n 十く 迎 への 船が 來れ ばいい とば かり 云 ひつ づけて はゐ なか 

つた さう だ。 

『  』 可哀 さう に、 もう、 その 時から：：^. かふれ てゐ たの かも 知れなかった。 與吉 がつ い 一  二 時 

前の こと を 思 ひ 出して 見る と、 三人のう ちで I ^默 つてむ ッ つりして ゐ たの は その 死んだ 人であった 

の だ。 思 ひ 做し か、 その 0 も 少し 變 であった。 そして 3&ぶ 等 三人の ひとり はわれから われ をのけ にし 

てし まった のに 比べて、 自分は他のニ同ま者から不本^！；^にゎけなくのけ者にされてゐるのでぁった。 

1 たび 仲 り をして、 lsgに山へ^^^^取りにまで行ったぁとでも、 矢ッ り、 ！ となく お 1^ ひに ぴッ 


たり 行かす、 取った もの も、 親 どり の 方 は 籠に 入れて 船の 物にした が、 玉子 は 不愉快な 額を拉 ベて 一 

緒に 喰ふ氣 もしなかった ので、 わざと 海の 中へ うッ ちゃって しまった。 

ゥ ルップより 北の 島々 に はな ほ更ら 人が 接んで ゐ なかった。 で、 行く 必要はなかった。 ゥ ルップに 

越年 者の i がが を 確かめ、 漁場の 關係 者ケ- おろした の を 往路の 最後と して、 今度 は歸路 になって、 シャナ 

さんぶつ 

で极窒 行きの 客 や 荷物 を 受け取つ てから、 また シコ タンへ 立ち寄った。 自分ら の 切 守 中に 土人の 塵 物 

を道廳 のせ 吏が 取りまとめ たの を乘 せなければ ならぬ からであった。 

三毛ぎ つねの 皮 は 同 島 特産物 中の 特産で あるので、 與士 n は 水 さきの ィョ ンを S へて —— もう 二三 度 

かう くわん 

なじみに なって るから —— 私 かに § かの パ ン やせう ちゅうと 交換 させよう とした けれども、 なか- (- 

承知し なかった。 今 rn でも、 まだ、 土人と して は それ を 望んで ゐな いので もない が、 土人の 利益 保護 

の 規則が やかましく なって ゐて、 1^.^ 覺の 時の 飼が 恐ろしい のであった。 まして、 道廳の 官吏が 來てゐ 

る 時 だから。 そして、 

『市お さん もさう 云って 來 たけれ ど』 と 云った のを兒 ると、 あいつ も 亦 IM: じこと を；^. - へて たの だが、 

同じ やうに しくじつ たの だ。 

む じゃき 

このし くじり をし くじり としてお ひに 無邪氣 にう ち 明けて 笑って しまう のなら いいが、 市 島 はさ 

うしなかった。 そして 船が モ/ J を 出てから、 少し 手が すいた 甲板のう へで、 
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『おい、 西 尾』 と、 鎮は こちら を 呼びつ けて、 如何にも iiti やと はれて るへ ぼ 官吏 か 何ぞの やう 

に、 『貴 さま は 皮 をせ しめた だら う？』 

『いいや、 せしめ やしない。』 

『いいや、 せしめた、 せしめた』 と 云 ひながら、 土星 も 市 島の よこから 進んで 來た。 そして 甲板 洗：： S 

ざぶ ^J/^ 

の S 巾 棒を兩 手で 持ち上げて、 そのさきをこちらへ突き付けるのでぁっ』^J。 

『§; こそ 僕よりも 前に ィョ ン にかけ 合って 見て』 と、 こちら はじく くした よごれた をよ けて あ 

とす さりしながら、 矢 ツ^り 巿岛に 向って、 『僕と 同じ やうに 失敗した のぢ やない か？』 

『いいや、 貴 さまが 邪魔した に 相違ない のぢ や。 承知 せん！』 

『さ うぢ や、 さ うぢ や。 邪魔した のぢ や』 と、 土 屋も亦 同じ やうな 棒の さきの 雜巾を こちらの 胸 もと 

へ 進めて；^ た。 

『  』 こちら は 船の サイドへ 脊 なかが 當 つて、 もう、 あとす さり もで き なくなって .3. て。 そして、 

ふと 氣が付 いたのが、 これ は 等の 冗談で はない。 市 島が 遠緣を 自慢して ゐる土 Is にけ しかけら， 

サ.， >  くわ 

て、 ご， < な こと を 云 ひが かりに 喧嘩 を寶 らうと する のであった。 ふた に ひとりで は 尋常の こと ぢゃ 

ァ 行かなかった。 こないだ、 极{ ^-の 港へ 避難した 外^船に 嘩 があって、 j 名の 水夫が"^ 1! に 投げ；：^ 

まれた と 云 ふこと をも聽 いて ゐる 自分に は、 また 一 っの大 K 悟が 必要であった。 


『ま ァ、 これで も疃ら へ』 と、 十： 屋が雜 巾 を こちらの 口の あたりへ 持って 來 たの をし ほに、 

『i^ を しゃがる！』 こちら は ひらりと 身 を か はすと 同時に、 雜巾棒 を 奪 ひ 取って 後ろの 方へ 殳 げた。 

そして 右の ボケ ット から あり 合 はせ の 銀ぎ せる を 握り 出し、 『さ ァ、 來ぃ』 と顕 上に ふり ト-げ て、 そ 1 

に相當 する だけの 身が まへ をした。 

『拔， いた、 な！ 拔 いた、 な丄 今度 は、 土屋が 斯う 云って あとす さり をした 時に、 ぎ にも 0^ もち を 

突いた。 そして それ を かば ふやう にして だが、 その また 後ろへ 行って、 市 島が こわごわ さう に 突ッ立 

つた。 

e  』 こちらに は、 それでい よく 今度の こと は土屋 がわ ざ/ \ あと 押しであった ことが 分った 0 

とづ さ 

突 差の あ ひだに また 勝利 を 得た の だと は 思 ひながら も、 なほ 威し 付けて 置く つもりで、 私 か C 大き rq- 

,  が *<ん  M-  , 

したいの を 我慢して、 『どう だ、 もう、 しない か？ するなら、 ぃッ そのこと、 今 これで 切って しまう 

ぞ！』 . 

『もう、 せん。 許して 吳 れ。』 

『おれが 惡 かったん ぢゃ』 と、 巿島も 少し その 顔 を 和らげた。 

『よし、 ぢゃァ 許して やる！』 我慢して ゐ たま i% の 笑 ひが I ときに 顔へ 出た が、 そのまま 擧げ てた 手 

をお ろす と、 言 薬も碎 けて、 『^ら は 親戚 同士 を 募に かけて、 年のう へな の を. ilT^ して ゐ ながら、 弱い 
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やつ ぢ やない か？ これ を！ ^ろ。』 こちら はおろ した 手の 概りを 背 ぞらの 方に 向けて 明けて n ルせ たので あ 

る。 海上の そら は 珍ら しく 晴れて ゐた。 

『なん ぢ やい、 きせる か？』 土屋は 起き あがって、 きまり：？ さう であった。 

わう じ やう  a 

『然し、 西 M はえら い』 と、 市 & も 大分に 往生した やうに 見えた 

『えらい とか、 弱い とか 云 ふの は喧唯 ごしになる からだ。 これから $： そんな こと を 云 はないで 仲よ く 

しょ うぢ やない か』 と 云って、 與告は 別に、 おもて 向き を 意 張り もせす、 その後 も 年した は 年した の 

つもりに なって ゐた。 

船が ク ナジリへ も ニケ所 立ち寄つ てから、 根窒へ ^一回の 歸航 をした ので、 皆の もの は& つて その 

船 g へ 手紙 を 書いた。 そして 與吉も に 釣り込まれて、 つい、 その ひお になった。 何 か 一 つ 大きな こと 

をしなければ國へも1&8^:^しまぃと決心してゐたのだ。 が、 こんな こと をして、 こんなと ころへ 來て 

ゐ ると、 まだ ほんの 僅かの あ ひだに でも、 旣に、 天然の 危險に 二度 出逢った し、 人との 喧 峰で いのち 

掛けに なった の も 二度 だ。 この 後だッ て、 また どんな ことがある かも 知れなかった。 s 分の 生 II と戶 

鄉と はやと ひぬ しに は 知れて るので、 若し 死んだ とすれば 直ぐ 母へ も， 汕 知が 行く にき まって る。 が、 

.45 そく 

兎に角、 久しぶ りにちよ ッ とした 消息 を 漏らして やる つもりで、 

『只今 北 梅 道の 极室 に來て をり 候。 無事に 付き 御 安心 あれ』 とば かり、 ハガキ に 書いて 投函した。 『何 


か 一 つ 事 を 仕上げねば 歸ら ぬつ もりに 候へば、 左檨御 承知 下された く 候。』 

そして 根 逢 を さきに 出る 時と 兮度歸 つて 來た 時と では、 心持ちに 於いて、 大分 違って るの をお ぼえ 

た。 航海 やその 危險 にぶつ かって、 心が 少 からす 練れて 來 たの だ らう。 それに、 皆に も 自分と 云 ふ も 

のが 分って 來て、 親しみ さへ 加 はって ゐ るので、 自分 だけが 獨り ぼッち だと 一 K ふ 感じ も 出な くな つ 

た。 一 緒に 女郎屋へ あがっても、 以前の やうに は 仲 問から 輕蔑を 受けなかった〕 その 資、 船 f で 子 

供の 給仕 一 人 を 除いて は、 自分の 年が 一 番 若かった けれども。 そして 船長 を 初めと して、 皆に 『西 尾 

西 と 呼ばれる の を、 こちら は 給仕に 次いで 皆から 可, おがられて ゐる ものと ありがたく 思った。 

ところが、 ここに また ひとり 手に をへ ない 者が ゐた。 クヮ ー タ マスタと 云へば、 陸上の 巡资の やう 

な もので、 水夫のう ちから 選ばれて、 水夫の 行動 を 監視す る 役 n に當 つてる の だが、 それが 四 名 ある。 

運 轉手も 閥 名 だが、 その 中に 運 長が ゐ るのと は 遠って、 巡査の 方 はい 名の 上に また 刖な 水夫 長が 

一名 据わって る。 乃ち、 水夫 長の 下役なる 巡 杏 * 四 名 だが、 そのうちの I 名 は 巾 里と 云って、 叫 十五 六 

のお ほ 男であった。 土屋 よりも 肥えて ゐて、 土屋 よりも ッとカ ゃ膽ッ 玉が 强 いの を 隙" に れに でも 

突ッカ 力って 行って、 誰れ をで も いぢめ 付けた。 ^のお それ 物、 憎まれ 物に なって るので、 與士 n も溪 

と は 成るべく 額 を 突き 合 はさない やうに して ゐた。 ぶっかれば、 からだの 小さい 自分 は 黄け るに きま 

つてた からで ある。 
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けれども、 こちら は， 槳と 止む を 得ない ことで あら 立た しい 肯葉を 云 ひか はすこと になった。 船が 极 

窒に 碇泊して、 まだ^ 二回の 航海に 出ない うちに だが、 船ぢ うに 用意の マチが 無くなった ことが 發見 

された。 そして それ を 1:3； ひに 行った ボ ー トの歸 つて 來る S を 待ち切れない ほど、 皆が たばこ の^を {t^ 

U つばう 

しく？^ 望した。 大した 時^ を 待たせる ので もない の だが、 ただ その 做 かの あ ひだ を  <ii と 云 ふ も 

の は隨分 意地ぎ たない もので 11 待ち切れない のであった。 

？!: 物の つみおろしば， f.^ りで なく、 かかる うち 輪の ことに も 意 を用ゐ るの が j5i;- 務： 3： のっとめ である を 

つい、 ； ^お？. がそれ となくな つたの だから、 まことに 氣の 毒に 思へ た。 そして 與吉は 睦 上で 自分自身の 

かね を以 つて 卷 きた：' こと I 緒に 買って 來た マチ 箱が I つ、 たまく、 寢 どこの 棚に あつたの を 幸 ひ 

そ-を 誠れ で..^ 殊勝に あたま を 下げて K ひに 十 氷る ものに は、 その 巾から 一 本づ つ 出して 吳れて や つ 

た。 

が、 あの 中 Si だけに は、 たと へ來て もやるまい かと、 多少 はこち らも 意地の 惡 いこと を考 へて たと 

わう へい 

ころへ、 ^して IS も 亦 やって 來 たの だ。 そして その 橫枘な 言葉ぶ りが 面白くなかった。 

『おい、 西 n5』 と- まだ 姿も兑 せない 時から 怒鳴って 來て、 『貴 さま は マチ を I っ隱 して ゐる だら う。 

出せ。』 

『そんな 物 はない。』 つい、 竹 を 横に ふって しまった。 自分の，：^ どこに^ を かけて、 柱に もたれ、 揃へ 


た兩 ひざ を兩 手で 抱きながら だ。 

『ない ことがある もんか、 みなが さう 云って る！』 

『いいや、 ない！』 

『よし、 あったら 承知し ない ぞ』 と 云って、 中 里 は あたり をう ろく 探した。 そして それ を發兑 する 

と、 こちらの 占有なる 寢 どこの 眞ン 中へ 左り の 手 を 突いて 熊の やうに 大きな からだ を もぐらせ、 右の 

手に マ チを 取り上げ るが 早い か、 起き あがらう として その あたま をう へ の 段の はじ へ こ つんと 打ち 付 

けた。 こちらに は 滑稽で もあった が、 それが 一 しほ 渠を 怒らせた と 見え、 B: び突ッ 立った 渠は その 顔 

を眞ッ 赤にまで して、 手に 持った マチ を こちらの 鼻 さきに 押し付けて、 『これが 贵 さまに ゃァ マチと 云 

ふ 物で ないか？』 

しんば う 

『  』 こちら は、 もう、 辛抱で きなかった。 その マチ をい きなり 楚ひ 取って 立ち あがり、 『$ ^さま 

は』 と、 この 顷に は、 もう、 この 社會 並みの 言葉 も 出る やうに なって ゐ たので、 さう 云って 怒鳴り 返. 

した、 『おれが 隱 したと 云 ふ マチ を 取りに 來 たの ぢ やない か？』 

『さう、 さ。 だから、 それ を 渡せ！』 

『然し、 これ はおれの 隱 した マチ ぢ やない。 おれが おれの かねで 買った マチ だ。』 

『そんな 现简は 入らん。 渡し さへ すり やい いんだ。』 
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『失敬な こと を 云ゃァ がって』 と、 また 武； ぶる ひ を 大きく しながら、 『こッ ち こそ 承知で きる かい！ J; 

『ぢ ゃァ、 赏 はん。 その代り、 おぼえて や がれよ』 と 云って、 中 里 は窒を 出て 行って しまった。 その 

あ ひだ、 うへの 段に ゐた 一 一人 はた だ默 つて ちぢみ 上った。 

與吉は 然し 平氣 で、 ぐ 船員の 食堂へ おりて 行った。 そこへ 中 里 は 子构を ふり 上げて やって 來た。 

『さ ァ來 い、 西 尾！ マチ どころ か、 *;3:^ピまのぃのちを取ってゃらァ！』 

『  』 こちら も 悟 はして ゐな いこと でもなかった ので、 『投 ぐるなら 投 ぐって 見ろ！』 食お 十から 

離れて 身が まへ をして、 舉 げた 左り の 腕で 自分の 颜を かば ひながら、 向 ふが 子 杓 を 打ちお ろした の を 

そらす が 平い か、 飛び込んで それ を；^ ひ 取った。 すると、 はまた スコプ と 云って、 船で 使 ふ 4^ 能 を 

持って 來た。 こちら は それ を も 取り 上け ようとして 今度 は 紐み 打ちに なった。 

斯 つなる と、 大きな ものに 抱き すくめられ るの は 止む を 得なかった ので、 そのまま 甲板へ つれて 行 

かれた。 

『^生、 どうす るか 兄て をれ！』 中 里 も その 言 紫 さへ 苦し さう に 息 をはづ ませて ゐた。 

『  』 こちら はこの ままで は 結 ：1|： 投げ込まれ るの だら うが、 その 時 はどうせ 自分 ひとり 海へ 落ち. 

る もの かと 考へ てゐ た。 そして かじり 付き、 かみ 付いても、 他方 をお^ につれ て 行って やる の だ、 


この 時、 船長 やその 肋 手 は 上陸 中 だから ゐ ない 辔 だが、 それでも 巾 里 はみ よしの 方 を 避けて、 とも 

へ 行った。 そして 左り が はの サイドへ 來 ると、 こちらの からだ を サイドの 上に 出して、 突き落 さんば 

かりであった。 

船 は撤突 I つの 二 本ば しら だが、 後ろの 方の 帆ば しらの 帆づ なが 一 つ、 與吉の 手 もとへ 引かれて あ 

つた。 これ を渠は 成るべく 高い ところで 自分の 兩 手に 握った。 これ さへ しッ かり 握つ てれば、 いのち 

ぺ つ でう  、 

に は別條 がない と 思った からで ある。 すると、 自分のから だはく の 字な りに ぶら 下って 力が 這 入って 

ゐた。 

こちらの、 尻の 方 を 頻りに 押しながら * 中 里 は 一 生 懸命に なって 

『消えて 失せろ、 畜生！ 貴 さまの やうな 者 は 消えて 失せろ、 畜生』 と 云って ゐた。 その 危險と 云へば 

ざ 0 こく 

危險、 殘 酷と 云へば 殘 酷ない ちづの 言葉と 押しと につれ て、 こちらのから だはぶ らんこに 乘 つてる や 

うに 前後へ 動いた。 

『  』 與吉は それ を 却って 占めたと 出め つた。 そしてぶ らんく と 動く に まかせながら、 段々 中 里 

の 正面へ 自分の 足が 向く やうに していた のが、 いよく AJU^ でい いと 云 ふところで、 うんと 力を入れ 

て、 靴の さきで ，渠 の顏を 蹴飛ばして やった。 

『いたい！』 渠 がその EL の あた リを兩 手で 押さへ て あ ふ 向けに 倒れた の を 見す まして、 こちら は 綱 か 
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はんしん 

ら 飛びお りた。 そして 敵が 半：^ を 起した のに 向って、 

『無禮 な こと を， 一.^ りゃァ こんな もの だぞ』 と あびせ かけた。 もう、 これで 自分 も 殺される とした ッて 

ほん 丈う 

本望であった ほど、 胸が すッ として ゐた。 

『どうしたんだ？』 機關 長が 丁度 そこ へやって 來 たので ある。 

『西 尾が おれの 目 を こんなに 蹴り やが つて』 と 云って、 巾 里 は. g いおめ にか 少し 泣き mz しさうな IS を 

しながら、 つれられて 行った。 そして こちらが また 武者ぶ る ひ を 押し 靜 める やうに して 自分の 窒に引 

ッ 込んで ると、 やがて 敵 は 木 人 自身で 呼びに 來て、 『さ ァ、 來ぃ！ 機關 長の 前で おれと 貲 さまと il^ し 

て賀 はう。』 

『  』 こちらが 今し がた 1=^ た 時と は 遠って、 向 ふの： ：！ の ふち は 赤み が變 じて 俄かに むらさき 色に 

^れ あがって ゐる。 それでも 可な り 平 氣でゐ るのに は、 敵ながら 感心であった。 

機 關長窒 では、 與. はありの まま を 告げて いた" すると.' また やがて 水夫 長が 船へ 歸 つて 來た時 

その 室へ 呼ばれた のでい よ/ \. 自分 も 船 を 迫 ひ 出される ものと 覺 悟して 行って 見た。 が、 それ は豫想 

外の ことであった。 

『西：！ T 今 1： のこと は に 少しも- B いこと はない。 巾 M が ^い。 あいつ は、 どうも、 これまで にも 

"ん はう 

^a^w なやつ でお に份 まれて をった ところ だから、 船長と も 相談して、 これ をし ほに —— 丁度 また 极室 


を出發 して ゐな いの を 幸 ひ —— ここで 解雇す る ことにする から、 安心し 給へ。』 

『いや、 それで は 僕が あんまり 割りが よ 過ぎましょう』 と 答へ ないで は ゐられ なかった。 I つに は自 

ざ けう しん 

分の 義俠心 を 見せて やる つもり もあった。 そして" どちらが いい 惡 いにしても、 喧 啼は兩 成敗の もの 

だから、 向 ふ を 出すなら こちら も 出よう し、 こちらが 殘 るなら ふ を も 改めて 匿いて M ひたい。 その 

代り、 以後 中 里の やうな 無 禮ゃ亂 暴 は 慎ませる ことにし てと 云 ふこと を 頼んだ。 そして その 通りに な 

つた。 

根窒を 皆が 無 m に 得び 出發 してから は * 中 m も 往生して、 あの 画う 體で 生まれ 變 はった やうに おと 

なしくな つた。 市，！：：！ i ゃ土屋 はまた、 この ことあって 以來、 ます./ \- こちらに 心服す る やうに なった。 

斯うして 年う への ものら が 段々 た ッた獨 りの 若い^に 從 つて 來 るの を； ：！^ ると、 與吉は 自分ながら 愉快 

になって —— 千島の 航海が 段々 とその 珍ら しさの 失せて 行く にも 拘 はらす、 自分の まじめな 生) おに 於 

いて その 極め 合 はせ がで きて 來 るので あった。 

きつ ね 

ところで、 ig- にどう しても 5^ ひ 切れぬ ことが 一 つあった。 それ はコ タン 特廣の 狐 だ。 その 皮 をた ッ 

た 一枚で もい いから 安く 手に入れて 見たかった。 そして それに は、 どうしても 水 さきの ィ ヨン を 何と 

かして 丸め込む より 外に 道がなかった。 パン を やったり、 せう ちゅうや ブラン デを飮 ましたり して、 

もう、 二 三^が 物 は 使って るが、 今少しお ごっても いいつ もりで 第二 回目の 歸航 にこ ッ そり 與を また 
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訪ねて たが、 ffl 變 らす强 情であった。 

こちら は 全く 失望の ていで 船へ 引き上げ たので ある。 すると • 日が 暮れて 船が 今 出る と 云 ふまぎ わ 

になって、 ィ ヨンが やって 來て、 こちら を 呼び出し、 

『西 尾さん、 ちょ ッ とうちまで 來 て^れません か？』 

よう 5 

『今ごろに なって 何 だい』 と 叱り付けながら も、 それと 察 しられた ので、 交換 物の 用意 を 身に 隱 して 

再び 上陸した。 

海：.： H: から 村の 入り口に つき 常る の だが、 その 門內の 直ぐ 左り が はに は擧 校が あって、 その 向 ふが は 

の屋拉 みの 三 軒：；：： が JSC 家 だ。 そこへ こちら を 引き入れてから、 渠は 

『誰れ にも しゃべらないなら、 お望みの 皮 を 渡します』 と 云った。 そして それ を 出して 來て见 せた。 

榻の 八十 七歲 だと 云 ふお ゃぢも 出て 來て、 11 これ は 日本語 はしゃ ベれ ない ので 11 何 か 分らん こ 

くわん リ 

と を 頻りに 長い ひげ だらけの 口にして ゐた。 多分、 三毛の 狐 はこの 島の 特産物で、 § の 官吏が やか 

ましい のでな かく 一私人に は 渡せない の だが、 お前の こと だから、 特別に こッ そりと やる から、 人 

に は 接って しゃべる なと でも 云って ゐ るの だら うと 思へ た。 

ようい 

こちら は 用 i の 物を與 へて 皮 を 受け取. 《N、 云 はれる ままに 服の 下に 着込んだ。 そして 狐の 足の つめ 

が 自分の 胸の 前へ 兩 方から 來てゐ るの を、 うは 着のう へから、 何よ リも 大切に そ ッと兩 手で 押へ なが 


ら、 歸 ぼした。 同窒の ものら は 直ちに 感づいた けれども、 

『默 つてろ、 儲けたら 割り前 を やる から』 と 云って、 口 どめ をして 置いた。 根窒に 着した の は 明くる 

日の 午前 八 時 頃であった。 直ぐ 上陸した。 北海道 中で 根窒は 一 番 名物 だと 云 ふ 濃霧が 港の 町 を 夜の や 

>  みつばい 

うに 攛 めて ゐた。 こんな 密寶 をす るに は 却って 持って 來 いの 天 氣 だと 思 ひながら、 もやの 中 を 播き分 

ける やうに して 皮屋を 尋ねて 行く と、 やっと I 軒 見つかった。 が、 主人が 今 ちょっと 留守で、 そこの 

&君 ばかりで は 何とも 話が つかなかった。 そして、 

『小 半さん へ 行って 見なされ』 と 云 はれた。 

『  』 小 半と は根窒 一 の 大きな 皮屋 であった。 そこで 早 速 持って 來た皮 を 見せる と、 番頭の 鑑定 

では 三毛と 云 ふべき &、 質の 物ではなかった。 

『然し を かし いぢ やない か、 茶色が 多い とし-て も、 別に ちゃんと 白 も あり、 黑も あるのに？』 

『それが です、 然し』 と 云っての 說明 によると、 狐の 腹が 白 いのは 當リ 前で、 つめの 周 園に はまた 黑 

あかな-つね 

い 毛が ある もの だ。 『そんな もの は 勘. 冗に _ぉ 入りません から、 これ は矢ッ 張り あ..：. 振れた 赤 狐です。』 

『ぢ ゃァ、 こッ ちがう まく だまされた のか 知らん…』 

『あの ィョ ン 一家の ものでしょう？』 

『どうして それ を 11 』 して 兑 ると、 少し はこち らも 聽 いてた 通り、 以前から 行なって る 手 を また こ 
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ちらに も 喰 はせ たので あらう。 その 手 は^はぬ つもりで、 だから、 色 をよ く 5^ 分けて 來 たの だが —— 。 

しゃく わい 

『あれ はわれく の 社 <!:: に は 有名な うそ 付きと きまって を. ON まして、 土人 中で はな かくの 利口者で 

す』 と、 ^頭 はこ ちら を あざ笑 ふやうな 風であった。  \ 

『さう か？』 こちら も 明いた 口が ちょ ッと ふさがらなかった。 こちらが まじめな 死に 生きの 目に 會ひ 

かう さん 

ながら 初めて 今 知った こと を、 この 番頭 は 店に 坐 わって てよ くも 知って たので ある。 これに は 降參す 

るより 仕 かたがなかった。 

これ こそ まことに、 下 話に も 云 ふ 通り、 眞ッ 赤な うその 皮 だら う。 自分 は愁に 釣られて、 却って 

そんな 狐に だまされ たの だ。 而も 死んで、 皮ば か. になった 狐に だ。 ィョ ンの 如き 土人 ふぜい は 再び 

ざんねん 

和 手に しないでも、 .1:1: 分 自身の この 失敗 やうが 如何にも 殘念 でた まらなかった。 さう かと 云って、 ま 

た、 自分{:11^^:の ことおから、 かの 巿島ゃ 中 里に 對 したやうな いのち 掛けの 力 を そとへ しぼり 出す こと 

もで きなかった。 

『これで はどうし やう もありません』 と 云 はれて 見る と、 折角、 骨 を 折った つも. OS の. E 分 もが ッ かり 

してし まった。 

『仕 かたがな いから、 ぢ ゃァ、 いくらに でも 買って 吳れ』 と賴ん だ。 

『欲しく もありません。』 


『さう 云 はないで、 さ、 折角 この ガスの 中 を 採して 來 たの だから。』 

『では、 ありがた くも ぁリ ません が、 八十 錢で買 ひ 取りましょう。』 

『たッ たそんな もの か？ こちら は 思 はす また e: を 見張って 見せた ので ある。 

さう ば 

『相場が きま つ てます から。』 

『  』 如何にも 殘念 だが、 それ 以上に 行き さう でもない ので、 こちら は 思 ひ 切って 寶り 渡す こと 

にした。 

本物なら、 少く とも 八 九圓は 取れた もの を、 その 十分の 一 ばかりと して は、 それが 爲 めに 使った か 

ねに はま だ 二三 圆が物 を 不足した わけ だ。 歸 船して から、 呰の笑 ひ 草に なった。 そして、 

じゅうじつ 

『西 尾 は 柔術 はうまい が、 狐に はう まく だまされた』 と 云 はれた。 柔術 だッ て、 本當に 知って るので 

はない こと を渠 は、 然し、 自分で は 分って ゐた。  . 

— (大正 八 年 九月 ) 11 
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『いろ- \ な 花火の 工夫に 於いて は 口 本が 世界一で ある。 その 世界一の 日本の 花.^ では 新 潟が 一都で 

ある。 その また 新^で！  g 价の 花火師に なれば、 それが 取り も 直さす 本^の 世界 一 だろ。 おれ は それに 

な るんだ』 と 云 ふの が、 歳 三のお 础を いぢく り 出して からの 意氣 込みであった。 

鎖 は 今でも 親ゅづ りの 爽具屋 をつ づけて はゐ る。 が、 一 度 兵隊と なって 日露 戰爭 にまで 行って から 

と 云 ふ もの、 のに ほひお 何となく 懷 かしくな つたとば に、 證 Q 一 I どんく と 云 ふの あい 

し く  >JtK  3 

て も 生まれ 故鄉 にの み 上る 尺 玉の ことが 思 ひ 出された。 そしてい よ/ \. 除隊に なって 歸鄉 する が 早い 

力、 花火の ことに たづ さはる やうに もな つたので ある。 

『そんげ な もん あぶない すかい』 と、 母 は 初めのう ち 頻りにと めた、 『やめて くんなさい， po』 

『何が あぶな かろば。』^ う 云って、 ただ 獨 りの 叙に だが、 取り合はなかった。 戰場 ではし or 玉" まの ことば 

かり 思 ひ 出された のが、 家に ゐて は、 また 不思議に も 大砲の 音が 戀 しかった。 す どんと 云って 飛び出 

す 玉が 敵に 當る 常らない は 自身に は 第二の 問題であって、 音 その物が 何よりも g 慨 がので あった。 


そして それ を 自分と して は 立派な 花火師になる 爲 めに 持って生まれた 素質 だと 信じた。 

えんせ う 

若し それに 危險が 伴 ふと すれば、 軍隊で は 用意した 煙硝 を 使って たに 反して、 花火師 は 煙硝 その物 

ほ,、 はつ 

を 用意し なければ ならぬ。 その 用意が 不慣れの 爲 めに 研究の 仕 初めに は 時々 爆發 した。 そして かた か 

たの 頻ッぺ たに 大きな 燒 けどうが できた。 けれども、 そんな こと を 心配して ゐて は、 鐡砲ゃ 大砲の 玉 

- せん ぢ ゃ.9  11 

が 飛んで 來る戰 場な どに は 一 刻 も 出て ゐられ ない わけで はない か？ 

やがて 母が 病死して 11 その 時に も、 どうせ 死んで しまった からだな ど、 叙の も 人の も同樣 だから 

尺 玉の 筒に 入れて へ擊 つて 見たら 面白から うとまで 思った が I— 日常の 世話 をして 吳れる 者が な 

いので、 妻と なる もの を 探した。 が、 來手 がな かりた。 

『本^の あぶない 仕事ば ッ かりす る 表具屋さん だす かいに、 ね』 と 云 はれて だ。 

それでも や ッと妻 をき める ことができ たが、 その 條件 として 花火の 仕事場 だけ を刖 にして 澄く こと 

になった。 で、 他の 人に も 例の ある こと だから 思 ひ 付いて、 ぉほ濱 のうちで 成るべく 自分の 家に 近く 

便利な ところに 持って行った。 ところが、 日本海の あら 浪 とお ほ 風と を 受ける 新 渴の濱 は、 まるで 沙 

漠の やうで 1^ 去ギ の寢霉 を 趣め て 自然に ことしの 夏まで 貯藏 する こと も あるかと 思へば、 また、 き 

の ふまであった 沙 やまが 一 夜に して なくなって、 別な ところに 別な のがで きる こと も ある。 鎮は それ 

を 子供の 時から よく 知って るので * 成るべく そんな 變化 のない 場所と して、 j ケ所、 グ ミゃネ ム の 
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5: ん ぼく 

液 木で 取り 園 まれて る小髙 いところ を 撰んだ ので ある。 そして その B ン中を 可な り 深く 掘り起して、 そ 

こへ 土藏 造りの 八璺 敷きば かりの 物を趙 てた。 そして その 横手へ 持って行って、 また、 煙^ 倉 を 掘った。 

倉と 云っても うへ に 家 根が ある だけで、 ただ 沙を 掘り下げて その 穴の 周 園に 板 を 張った のであって、 

入り n が 海の 方と は 反對に 向いて るから、 どんなに 沙が， 待って 來ても かまはなかった。 いや、 沙が寄 

*  、  ！ く はつ 

つて 來て その上に つもって ？？<れ る ほど、 爆々 おの 機會に 说ー ざ かり、 よしんば 爆 § しても 危險 のお それが 

少 くなる わけであった。 自分と して は、 然し、 好きな ことにい のち を 取られても 平氣 だと 云ふ考 へで 

あった けれども —— 。 

仕 場が そこにな つてから も、 11 だから 11 平氣 の汕斷 から、 砲 石に 木炭 や 硫^岚 を まぜた 中へ た 

ば この 火 を 落した。 そしてち ょッと あわてた 爲 めに その 火 をつ まみ 上げる こと はしないで、 逃げ出し 

た。 その あとで どんと I つ 大きな 音を立てて 爆發 した。 

巡^^でもそれを聽き付けてゃって來はしなぃかと、 仕 ー$ 場の そとへ 出て 低い 周 図 を 2^ まわした ので 

しょし ペレ 

あるが、 まァ、 大丈夫ら しかった。 が、 そのうち にやって 來 たの は 『小便が め』 であった。 それ は あ 

だ 名 だが、 本名 を 佐久 と 云って、 額 ぢぅを 長い ひげ だらけに して ゐ る.：！ に 湯に は 這 入った こと もな 

いと 云ふヌ だ。 そして ここから 小 半 町ば かりさき の 監獄 うらなる 竹 蔽の屮 に、 見ッ ともない ほどきた 

ない S ぶきの 小屋 を ei てて、 その 女房 や 子供と 1^ に 住んで るが、 s、，y;^ と 云って は 小便 甕の ほかに 何 


もない と 云 はれて る。 鎮は、 こちらに 取って は、 表具屋と しての 商寶 がた きで ある。 が、 あまり 贫乏 

なので 度々 表具 依頼者の 物 を 質に 入れたり する 爲め、 得意が 段々 へって 行って、 それだけ こちらの 得 

意が ふえて 來 るの を、 何 かこちら の 仕 わざで でも あるかの やうに 思って、 不斷 から、 ひがみ 概 を 起 

して ゐた。 そして こちらが ここに 花火の 仕事場 を 置いた のが 分る と、 1^ おさう にやって 來て、 

『こんげ なと こへ 煙 砲 ぐらなん か m はかれて は、 あたり 近處の もんが 迷惑 だ。』 

『何が 迷惑で あろば？』 こちら は 馬鹿な こと を 云 ふやつ だと 思へ た 。『おしかし くじり があった として 

も、 その 爲 めに 死ぬ の はおれば ッ かりだ。 近處の 衆なん かへ 少しも 迷惑 を かける もんか！』 

『そり や だって 人 をた まげさせる だけで も 迷惑で ないか？』 

『  』 腰ぬ けめ、 そんな こと をよ くも- 木に 出せた もの だ！ 火藥 破裂の  一 を聽 いてび ッ くりす る 

やうで は、 戰 なんかへ 行ける もの か？ ちょ ッと にで もな つて 兒 ろよ、 さう して 兵敝 のい 便で も 

】 虔 飲んで * 膽ッ玉 を据 ゑる くすりに でもして 來ぃ ！ 

い つかさう 云 ふ 意 ^を 云って 聽 かせて やった やつが、 今、 その 総領 應 子まで つれて やって 來た。 

『人 ii の膽ッ 玉 は火藥 なんかで はでき る もんか』 と 云った ッけ。 だから、 いよ. ちから 自^の 嘩 

をで も吹ッ かける つもり だ、 なと、 こちら は はれた。 

『  』 こちら だッて も、 然し、 『飛び あがりの ぼら』 とまで 云 はれて る 男 だ HSM りに 來た i";^ な 
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ら、 買っても いいと して、 大した ことで もなかった 爆 ® の あと 始ぉ をして ゐ ると、 佐 久"： ^は沙 の 

髙 みから こちらの 中 を 见 おろして、 

『今 どんと 云 はせ たの は^のと こか』 と聲を かけた。 煙^がお そろし ぃ爲 めか 下へ はお， てがない が 

mlf,^ て やかなら ぬ 様子であった。 

『おれのと こが、 どうした？』 

『びッ くり させ やが つたな』 と、 勿體 らしく その 口 ひげ をい じってる。 

『びッ くりす るの は $：； さまの 勝 乎 だ o』 こんな やっこ そ 一 一尺 玉 か 三尺 玉 かに 乘 せて 生きながら 打ち上げ 

て やったら 面おから うと 思 ふので あった。 

rj ミ -  f  ちくしゃう 

『勝手と は 何 だ？ 寄生！』 

『なんだい』 と、 飛び出して 行った。 こちら は 人 のうちで  一^ 畜生に 近い^ら し をして ゐる 者に 杏 

生と 云 はれた のが 痛に さわった ので ある。 『もう 一 遍 云って 兌 や がれ！』 そして (IIIJ を聽 かないう ちに 

もう、 組み付いて ゐた。 

沙 のうへ を 上に なり 下にな りして ゐ たが、 やがて また 組み合った まま 二人 は 起き あがった。 すると 

その^から 向う の 父に 加 して ゐ た.： 子が こちらの 小 また を 取りに かかった ので、 こちら は 足の さき 

で沙を 蹴上げた のが、 ばッ と、 ぅまく息子の額に^:3っ.，ご。 


『あ ッ』 と 云って、 息子 は 横へ 逃げる が 早い か、 その 雨 手で 兩 方の rnr を 押さへ た。 その 父. も その 方に 

ちょ ッと氣 を拔 かれた ところ を、 こちら は 左り の 足に かけて その 大きな 1ft を 横倒しに 投げ て やつ 

た。 そして こと 更ら にも 威 だけ 高に なって、 

『巡まで もない くせに、 これからぐ づ. （-云 ひやが るな！』 

『  』 起 一 ざ 上った のが、 もう、 手出し をして 來 ないで、 『おぼえて ゐゃ がれ』 と 云 ひながら 行って 

しまった。 

ヘラぐ  、 、 

『何 を おぼえて ゐゃ がれ だ。 表具 はち ッと ばか 上手で も賴み 手がない し、 火藥の 調合なん か は 何にも 

知らない. m に』 と、 を かしかった。 

こちら は 妻に 子供な ど を 持ら へ させる よりも-火 藥を 持ら へ る 方が どれ だけ 面白い か 知れなかった。、 

^いれう 

その 村 料に は 乳溏、 ，M 酸 加里、 ナフタリン、 鷄冠 石な どが 必耍 だが、 つま. 0/ 桐 か 松の 皮 かの 木炭 を- 

十パ ー セント、 硫黄 を 十五 パ ー セント、 並びに 砲 石 七十 五パ ー セ ントを まぜ 丸めて、 ごま 魑硝と 一; ム 

たい  < つ 

ふ 物が できる ので ある。 それで 以 つて、 たまに 退屈な 時な どに は、 南京花火の 露 似 をして 見せて、 物. 

好きに 桀 つて 来る 子供ら を窖 ばせ て やった。 また 或 時 は、 釣り 星の 仕掛けから 思 ひ 付いて、 二度に ぼ 

ん ぼん ぼんと はじける の を 持ら へて 見て、 それ を 犬の しッ ぼに 結び付けた。 そして 

『さ ァ。 お前た ちに 面白い こと をして 見せて やる ぞ』 と、 子供ら に 云って、 犬の あたま を！ つ 叩いて 
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だう くわせん 

力ら 少し 逃げ 遠ざかる と^ 火線に 火が つけて あるから 溜らない。 やがて ぼんと はじけた ので、 ，庇？ = 

な 畜生が きゃんと 云って びッ くりす る その まも 置かす、 尻の 方が また ぼんく と 鳴った。 沙 0 ヒを三 

度 ころげて、 やがて あわてて 起き 上り かけた 時、 また あとのが はじけて ぼんく ぼんと 鳴った。 犬よ ま 

たころ がって i とき は氣 絶して しまった。  . 

その 犬が ゃッ とわれに 返る が 早い か、 方角 も すに 海の 方へ 逃げて 行った あとで、 また 例の やつの 

やってくる 姿が 兄え た。 

『しょんべんが めが 來 た！』 

『しょんべんが め！』 

こんな 惡 くち を II える やうに 云 ひながら、 大抵の 子供 も 逃げて 行った あとへ 來て • 築 は 相 變らす f 

體 らしい 樣 子で、 

『今、 IHn がした の は tj;; のと こで な， いか？』 

『さ ァ、 どこ だか、 ね、 おら ァ 知らない。』 

『知らない こと は あるまい。』 執念ぶ かさう に、 『この.；^ でした の だ、 す、 か、 い、 耳が ある ものに は； P えない 

こと は あるまい。』 

『失らない 力ら 知らない』 と、 こちら は 飽くまでと まサて やった。 


『  』 向 ふ は 何だかぐ づぐづ 獨り言 を 云って たが、 今回 は そのまま 引ッ 返して しまつた。 

じ ゃ玄 

『畜生！』 こちら は 斯う 自分の 口にまで 出した。 何の 爲 めに 人の 研究 を itj! しく 邪魔し るの か r そ. 

の わけが 分らなかった。 もう、 自分の 表具 職 さへ 段々 とう ッ ちゃって 行く つもり だ。 世界 一 の 花火師 

がんち う 

になら う爲 めに は、 あんなし みッ たれな； i^. 具屋 なんか 眠 中に なかった。 

が、 困った ことに は、 近處の 子供ら が 

『また やって？. 犬れ なれ や』 と 云って、 度々 いろんな 犬 を つれて 來 るので あった。 こちら は 如何に 試験 

ひ よ- ゥ 

かたがたと は 云っても、 一 度 やった こと を 二度 やる ほどの 必要 もなかつ たし、 また そんなむ だな 费用 

もなかった。 

しゃく だ.^ 

『  』 かの尺玉の註文まで引き受ける小^^ゃ片桐のゃぅな资大トぁる花火師とは、 まだく 遠って 

るので ある。 藥等は 尺 玉 をも裼 ゆるから ます/ \. 廣吿 になって、 どし く かね もで きる の だが、 かね 

ができ^^からこ^vまた尺玉を揚ゅることができるのだ。 こちら は それが 自分ながら ねたま しい ほど 

ざんねん 

殘 念であった。 

それに はま だ 自分に 於いて 犠牲が 足らぬ からで あると 思 はれた。 考 へて 見る に、 片桐 でも 小. 1^ でも、 

當生 でなければ その 先代が、 何度も 人 を 殺して ゐる。 それ も 別に わざとではなかった. らうが、 その 度 

め <1 わく 

毎に、 殺された 者の 家族 や 殺した 當 人の 迷惑 はち ッと やそ ッ との /0 とではなかった だら う。 議へは 
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呼び出された らうし • 損辔は 取られたら 5 し、. II 然し それが 爲 めに、 また、 膽ッ玉 も 太くな つたし， 

研究の がも^き 綺 つて 冴えて 行った jjc だ。 が、 この 自分に は、 戰爭 rs^ のこと では、 人 M の颇 を燒 

いた 經驗 こそ あれ、 それ は 自分. 0 身の こと だから、 大して 自分 は" i わ  1^ も 感じなかった。 そして その 

では、 まだ 犬の しッ ぼに 迷惑 を かけた だけ だ。 さう だ — て兒 ると、 

『どうしてめ もし 一ん 遍ゃー 一遍 は 人 を 殺して n ル ないで は 11』 と 云 ふ 花火師 一 般 G -、 修業と しての 本願と 云 

はば 本颇 、逸 信と 呼ばば 迷信 を 自分 も 初めから 持って ゐ たので ある。 それが 然し ふとした ことから 成 

就した。 

と 云 ふの は、 研究以外では、鐘：：花火に毛のはぇた位に過ぎなぃところの『1.3^まゃ！$^^1,1_まのゃぅな、 

ぺ仕 の 註-又 を いつまでも 受けて ゐ るので は 心 ぼ そいので、 少し 1 の 知り合 ひに 運動して、 やがて 村. 

の^りに 揚 ゆると 云 ふ 五 寸玉を 他よりも 安くして やって 引き受ける ことにな つた。 玉 は その 徑 一寸 を 

增す 毎に その ig 段が 大抵， 仏 £"1 になる のであった。 で、 三寸 玉が 三十 五錢 なら、 四 寸玉は 七十 錢、 五 

寸玉は I 面 叫十錢 だ。 それ を m め ひ 切って たッた I 阆づ つで した。 

大した 儲けに はなら なお— と 思 ひながら も、. 雙寸の IP がらんどう H? き 生 g で 管 へ て そ 

れを f ぶたつ に 切り、 その！ 方に はし だれ f やし だれ 柳の 用意 を 入れ、 ハ？ の 方へ はまた V ま^、 硝を . 

丸めた の をい くつ も 詰めて、 兩方を 合せる と、 二の 周阅 をのり 附け で またい くへ にも 卷ぃ. た。 こ 


れは 夜のう ち 上 ゆだが、 ひるまに なると、 旗な どに 換 へて 置く の だ。 晝 はいろ くな 火が 出ても、 太 

陽の 光りに うち 消されて 少しも 分らない。 で、 ぱッ とそら で 開ら くと、 火の 代りに 旗が あら はれて、 

それにつ けて ある 僅かのお もりで 段々 下へ 下へ とおりて 來る。 斯ラ云 ふ 畫夜兩 様の を 持ら へつつ、 さ 

きに できた 方の が §1 する の を 待って、 一つ、 試みに 仕事場の そとでう ち 揚げて 見た n 

『あぶない すかい、 逃げろ、 逃げろ』 と、 皆に 云って 置いた ので ある。 が、 物好きな 子供ら のうちに 

はな か/ \ 云 ふこと を聽 かぬ の もあった。 近 ごろ 渠等を 喜ばせる やうな こと は 少しも やって 見せな か 

つたので、 渠等は 自分達で 何 か 面白い こと をしょう と 思って、 こんな ひまに も、 こちらの すき を 見て 

は M きを 盜んで 行く ので ある。 大した ことで もない から、 ラッ ちゃって は 置く が — 0 

試驗の 花火が 今 どんと 云って 筒 を 出た こと は 出た が、 晴れた 天 へ はう まく 揚がらなかった。 最初の 

音と 共に それて、 意外に ももとの 地上に 飛んだ。 そして そこで 二度目の 爆發 をし かけた ので ある。 

『どけろ、 どけろ、 馬鹿！』 思 はす 全身の 力 を ふり 起して 叱り付け ると 同時に、 その 危險を 救 ひに 行 

つた けれども、 まに 合はなかった。 そして そこに ゐ たい たづら ッ兒の ひとり を 打ち倒した。 

『しまつた』 と、 こちら も 驚いて 飛び込んで 行き、 引き つづいて また 旗が ぼんく はじける その あ ひ 

そくし 

だから そ： 兒を かつぎ 出して 來た。 が、 兒 はから だ 中に ぉほ燒 けどう をしての 即死であった。 こちら 

としち やく 

も 亦 自分の 足 を I ケ所燒 けどうし たが. そんな こと は 頓着して ゐられ なかった。 
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第 I に、 自分の 恐れた の は 小便が めが また やって 來て、 今度 こそ は 向 ふが 威 だけ 高に なって、 

『そら 兑ゃ がれ、 云 はない がんで はない』 と！； ムひ はせ ぬかと 云 ふこと であった。 が、 幸 ひに も、 來な 

いや、 フ すだ。 自分の われ 知らす ふるえる 手 あし を 努めてし ッ かねと 踏み こたへ ながら 突ッ 立って ゐた 

が、 |« らく はどうし ていいの か 分らなかった。 やがて われに 返る と、 先づ、 死んだ 兒の 親が これ を聽 

くと どんなに 悲しむ だら うと 云 ふこと が 思 ひ やられた。 自分 もこの 頃で は 子供が あって —— まだ 然し 

い たづら をし に は 出て 来ない が 11 その 可愛 さ を も 知って ねない ことはなかった。 

さう だ、 それ を 思 ひやる と、 世界 一 の 花火 どころ か、 CI 分の いのち を投ゅ 出す 以外に は、 どん $ 

しわけ を 持って行っても 駄！ ：！ の やうであった。 が * この 氣 ぶんで 以 つて 研究に 緊張して 行ったら I . 

と 思 ふと、 S ぐ 然し れが. G 分の 待ち受けて ゐ た犧牲 ではない かと弯 へられて、 嬉しくな いこと もな 

かった。 

鬼に 角、 先づ、 あり 八：： はせ の ふる 菰を死 § う へに かぶせた。 そして 自分で 以 つて 警察へ 知らせに 

行って、 撿がの巡^^をっれて來た。 その 巡 术：： j は 

『許可 を 得て やって る 危險な 場所へ 來 たが： 惡ぃ』 と 云 ふやうな こと を 漏らして 吳れ た。 

『いかに- «>w せで ございます。 それに、 ただ：、； i りすが bs の ものなら、 わたくし ばかりに 全體の ！！：； 住が. 

ございま しょうが、 i^rg を 盗みに 來 たので ございます から。』 これ はう そのこと ではない ので、 申し わ 


けに は 一番 都合の いい 事實 であった。 『それ も 度々 のこと ですから、 わたくし もうる さくな つて、 い、： V 

つも 大抵 はお ほ 目に 見て やって ゐ ましたが 11 』 

『よろしい。 成るべく 示談で 濟 めば 濟むゃ うにし ましょう』 と、 巡査 も 答へ た。 

ひ がいしゃ 

こんな ことで 被害者の 家へ は 巡. 1^ につれ て 行って 真って、 ひらあやまりに あやまった。 この 時 ほど 

自分の 男 を 下げた ことはなかった が、 その代り、 以後 は 十分に 注意し なければ と 云 ふ 心 を ふり 起し 

た。 と 云っても、 花火の 中の 用意 は 一 々順番に よく はじけた ところ を以 つて 見る と、 そとに は 別にし 

くじ りはなかった の だ。 して 晃 ると、 あとの 出來具 合 ひも 今一度 改めて 見る に は 及ばない やう だ。 そ 

して これから 持ら へる の も 今まで 通りで いいだら う。 が、 自分の 注意すべき はた だ 花火 筒の 埋め かた 

であつ，^ どうせ 試 驗に揚 ゆて 見る こと だからと 云 ふ油斷 から、 自分 は あまり 沙を 掘らなかった。 い 

か げん 

い 加減な 埋め かた をした。 それが 過ぎた ので， 爆發の 時、 筒が ぼやけて 破裂し、 玉 は眞ッ 直ぐに 裼 

がる 力 を 得ないで、 筒の j  ^弱みので きて た 方へ よこに それて しまったの であった。 

それ は それで 結局 自分の ぎ ill の 一進 歩と して すんで しまったが、 或金滿 家のお 星 数へ ふすま を 張り 

に 行った 時、 そこの 主人から、 

『君 も 段々 I 人前の 花火師に なって 來た、 ね』 と 云 はれた。 

ひやう は.？.  A ゥた 9 

『  』 もう、 評判に な-つてる のであった。 が、 その 主人 も， もとはと 云へば * 新 潟が 沼 垂に停 
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場 を 取られた 昨、 樱井 などと 竹 松騷動 ゃ燒き 打ち 事件 を 起し、 隨分 人の いのち を 取った のが 原 で 人 

望 を 得、 ついに 今の 出世 をした 人で ある。 『然し』 と、 だから、 多少 氣安ぃ 心で はけ 持つ 手 をち ょッと 

休めて、 『花火師と 云 ふ ，おは 一般に 人 一人の いのち を 取って、 ゃッと j つの 呼吸 を おぼえて 行 くんだ と 一 

云 ふす かい、 ね。』 

『殺された 者 こそい いつら の 皮 だ。』 

『は、 は、 は ァ！』 

i に 巧 新淘と 云 ふと こ は人氣 が荒ッ ぼて、 昔から ii な 土地、 さ。』 

- 『さう で ございましよう』 と、 こちらが 答へ たに は、 無論、 自分と して は、 花火のお ほ もとで ある こ 

とも 数へ 入れて ゐ たので ある。 

この 經驗 から 歳 三 は して また j 段の 自信と 新 工夫と を 得て、 页らに 尺 玉の 製造に 進んだ。 これて 

なると、 徑 I 尺の が 拾 回なら、 二 尺の は 五十 回で、 三尺のに なると 回內外 もしょう。 それだけに 

また 研究 K や 製^ 费がザ  1E む わけで ある。 けれども、 この， 新 潟で 尺 玉と 云へば 一 尺 玉の ことで あつ. 

た。 それ以上の は 禁じられて ゐた。 蓋し、 が ひ 村 11 ここ も亦縣 下で 花火の がきな ところ だ II で、 

亂 【ぬに も 大した 手加減 もな く 三尺 玉 を 揚げた 時、 その 大きな 響きで 耳 を 破った ものが あったり、 、u- 

にがあった りした ばかりでなく、 その 花火の 火が^ち たと こで も 亦 人死に や 火事が あった。 それから 


と 云 ふ もの 三尺 玉 は 勿論、 二 尺 玉 も 厳禁され て、 一尺 玉ば かりが 許されて ゐ るの だ。 

祖し、 その 一尺 玉で も、 それ を、 普通の どんな 大砲に も 太 さに 於いて 負けぬ 長い 木づっ —— それに 

y  みっせつ 

はお もての 木地 を 少しも 見せぬ ほど 密接に 竹の た がをはめ て ある —— に 入れて、 沙の 中へ うわ 向きに 

深く 半分 以上 も 趣め 込み、 上から 火 を 落して 爆發 させる と、 かの 信 濃 川の 川 開ら きの 時 を兑ょ 11 ど 

し，？ どう 

ん！ ぶる くッと 云って、 あたりの {41 氣を 振動 させながら、 す ざま じい 勢 ひで 夜の 天上へ 揚がって 行 

く。 その 快 さは  < の 揚げた の を 見て ゐても —— 自分まで が 玉と 共に 星ぞら へまで もの ぼって 行 

か  <ち やう 

くやう だ。 自分 はこの 心持ち を 三倍に 擴 張して、 早く 三尺 玉 を 揚げる やうに したいの であった。 それ 

がで きないと すれば、 せめて は 二 尺 玉 を 揚げて 见 たいの だ。 危險と 云 はば 危險か は 知らないが、 うま 

く 上へ あがり さへ すれば、 上で 爆發 してし まう ので あるから、 下に ゐる 見物人 を 傷める どころ ではな 

い。 却って、 その 立派 さに ゎッと 闘の を攀げ させて、 こちら はまた こちらで その さきがけの 名眷を 

得よう。 

し リょ く 

それに は、 然し、 たと へ 警察の 許し は 出た としても、 殘 念な ことに、 まだ 自分と しての 資力 も 足り 

ない。 腕 も、 亦、 今のところ、 なかく 及ばない。 

『さう 殘念 がるがん なら、 ぃッ そのこと、 花火なん かやめ て 本職ば ッ かり I 生 懇命に なったら よかつ 

たが、 ね』 と、 こちらの 心 も 分らぬ 妻 は 二 * 目の 兒に乳 を ふくませながら 云った。 『た 前さん は I 體、 
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叙が 多い。 ^5^具厘のくせに、 花火 もす るし、 盆栽 屋 もやる し。』 

『おれ は 何でも 人に ft ける のが きら ひだす かい、 な』 と 答へ た。 が、 S は、 花火に 熱心に なって 來る 

に從 つて、 逍樂の 盆栽な ど は 段々 おろそかに なって、 近 ごろ は tl^ 栽會 にも 無沙汰な の だ。 表 3l、gs ぉッ 

て、 花火で 儲かる やうに なれば すッ かりや めても いいの だけれ ども、 今では まだ それ をつ づけて ゐな 

ければ 他方の 研究， が 十分に 出ない のであった e 

鬼に 角、 もッ とかね が 欲しかった。 そしても ッと 花火師と しての 腕 を 麼 きたかった。 自分と して は 

がゥじ や- f\ 

隨分 人に { ^つて 强 m のつ もり だけれ ども、 われ 知らす この 弱み を訴 へる ことがあ つたので、 戯へ うき 

んな 人が. SJ 分に 向って 冗談に 

『どう だ、 もう 一 遍、 人 を して 兑 ないか、 ね』 と. 云った。 

『さう だ、 ね』 と、 こちら は 然し それ を 13. ろ まじめに 受けない では ゐられ なかった。 今一度 自分の 爲 

めに 犠牲になる 物が あって 欲しかった。 さう したら、 今度 こそ は 自分 をして 十分に. 0 分の 願 ひ を 成就 

させて？ 3<れ るか も 知れなかった。 願 ひの 爲 めに は ほ 分の か {ゃ 一し く 鳴って ゐ るの だから。 さう かと 云 

つて、 また、 怪我で もな しに わざく 人 を 殺す わけに も 行かなかった。 

渠 自身と して は、 小， M ゃ片 桐が あり 來 たりの 尺 玉 をば かり 揚げて る あ ひだに、 自分が 少く とも 三尺 

玉の さきがけ をしたい のであった。 この 木 願が 自分に は、 もう、 迷信， と 云 はれても 何でも. 钟 へつ  一！ ほ 


心 同様、 深く 自分の 心に 喰 ひ 入って ると 思 はれる ので、 若し 花火の 祌 さまが 許し て^れるなら、 本 常 

に 人殺し をして、 それ を かど 出の 血 まつりと も石づ ゑの 人ば しらと もす るに、 自分 は 何らの ためら ふ 

こと を耍 しなかった。 うかくして ゐれ ば、 自分 は 直ぐ 四十 歳に 達する し. この頃で は、 もう、 三人 

の 父であった。 

『お前さんの 段々 瘦 せて 行く の を抵間 はおれの せいに して ゐる のがつ らいす かい、 ね』 と、 太って る 

妻 は 或 時 心配 さう に 告げた。 

『そんげ な こと ある もんか？』 本願が 達しない からで ある。 然し * たと へから だは 瘦 せて 行っても • 

< ふう 

花火の ェ風は 段々 に 肥えて 來た If" だ。 

或 夜、 魔 ものが 多い 爲 めに 日が 暮れる と餘り 人の 出ない 濱べ を、 考へ ごと をしながら、 ぶら 付いて 

ゐた。 そして、 ふと 思 ひ 付いた ことに は、 狐 をで もい いから 取ッ つかまへ て、 それ を 犠牲と して 念じ 

て、 殺して 兒 たかった。 昔の さむら ひ は 腕 だめし に 辻 切り をした ではない か？ 血 を 兄て 驚く やうで 

は、 かたな も 持てな からう し、 火藥 いじり もで きまい。 鬼に 角、 物の 血 を！^ て 一勝 自 分の 腕が li ける 

も-? C ん 

ものなら 11 と 思った。 その上、 ^し 人 を 化かす 狐の 妄念が. に乘り 移って、 おの づ からに，： m 分の 

うち 揚げる 花火に 現 はれ、 やみ 夜の： 大 {1^ にば ッと九 尾の 姿 をで も 開 らいたら、 ますく 面白い ので あ 

つた。 
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よくじつ 

斯う 云 ふこと を考 へた その 翌 HI のこと であった 11 或 家へ 掛け ぢ のでき たの を 持って行く 途屮 で、 

鍋 茶屋の 前 を とほると、 そこの 大きな 洋犬 11 猛烈な の を 飼 ひぬ しが はで はお ほ 自慢して ゐる 11 が 

こちらに 向って 吠え 付いた。 それだけなら まだし も だが、 そこの 若い 衆が 出て 來て 

『きし かい， きし かい』 とけし を 掛けた。 ^？-くも新潟ー の料现屋ともぁらぅところで、 とほり すがり 

の？^2犬を —I とめ もしないで 11 吠え 付かせる とは以 つての 外であった。 まして このが と喧啼 ば 

やい とで 名 を つてる 『ぼら さ』 に！ 

『おれ を 知らない か、 馬鹿』 と、 こちら は 立ち どまつ て^い 衆 を にらみ 付けた。 全身に いかり をみ な 

ぎら せて だ。 そして そこの 主人な リ、 かみさん なり を 奥から 出て-ず させて、 詫び を 云 はせ たかつ ヒ。 

が、 飛び出して 來 たの は 頓馬な ものば かりであった かして、 ぼんやりと 顔 を そろへ てゐ ながら、 難 

する もの は 一 人 もなかった。 

^生の 吠える のな ど は 別にお そろし くもない ので、 それ を獄 rl ばしながら 門 內へを どり 込んで やら 

うかと も 思った。 が、 それよりも 今は默 つてむ て、 こいつ を- ZI 分の 血 まつりに する 方が いいやう であ 

つた。  ； 

おのれのお 命 も 知らす にな ほ 追 ひかけ て來る 畜生 を 一と 先づ 遠ざけて、 ； 5.1 いで 家に 歸 つて 來た。 そ 

して^ぐ？：^ どころ へ 行く が, - いか、 Ez® 庖丁 を 取り出し てあら 延の上 で^ぎ 初めた。 その 額い ろが 變 


s つてた と 見え、 * はこち らを兒 ると 直ぐ、 子供の 添へ^ から はね^きて、 胸 を はだけ たま ま、 飛ん 

で來 た。  ： ふ 

『お前さん、 なにす るが が だ、 ね 11 またい さか ひする， が： e だか、 は？』 

『 …： …に こちら は 自分の 兒 のぎ ゃァく 泣いて るのに も 毛の 赤い 洋犬 の^え 付きば かり を 思 ひ 出せ 

て、 『なんだ ろば、 あの 鍋 茶屋の かめ を 殺して やる、 が、 んだ ！』 

『そんげ な こと をして いい か、 ね？.』 

『かま ふもん か？』 i 就 は、 斯うく 一； ム ふわけ だからと 云 ふこと を、 ぶりく 怒りな から、 云って か 

せた。  - 

ぢょ 

すると 力の 女 は 何でもない ことに 過ぎぬ と 思って か、 笑 ひ 出して、 泣いて る兒の 方へ 行って しま 

つた。 そして 言葉 だけ はつ づけた ので ある。 

-4 ちゃや 

『鍋 茶屋と も 云 はれる ものが 時々 行く 客に 犬 をけ し 掛ける と は あんまり だけど、 犬ッ こだ、 す、 か、 い、 そ 

んげな こと は 分らない。 きッ と、 お前さんの 顔 を：：^ て、 變な 人間 だと 思つ たんだ、 ュ。』 

『おれ だ ッてロ は 二つ、 n は 一 つの 人 問 だ』 と、 笑 ひと も 付かす 怒りと も 付か &じ 子で 答へ た。 が、 

云 はれて、 ふと、 Mm  so 一方 I に は、 大 I 燒け どうの あとが べッ たりむ き 

き 色に f れてゐ るので あった。 この 額で にらみ 付けられて は、 如何に 重で も 並みなら ぬお そろし 

0  性 
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さ を 感じた であらう。 而も その上に 何 かの 血 を 見たい もの だ、 もの だとば かり 考 へて 歩いて たの だか 

ら 0 

然し、 丁度い. Saj とに ぶっかつ たの だ。 あれ を 血 まつりに しょうと が  1^ して ゐ ると、 あの 犬と 自分 

の 本願と がまた と は 無い ところの いい 對照關 係に ある やうに 思 はれて、 犬 を 殺す ことが 自分に は <fr や 

人間以上、 狐 以上の 手 ごた へになる やうであった。 

は も 0 

^物 を そッと 手ぬ ぐ ひに 包んで び 出か： tfe ので ある。 そして 目 あての 場所へ 來 ると、 門の 前に 突 

ゥ 立って わさと 大きな 聲で 犬の 吠える ffl 似 をして 見た。 すると、 直ぐ、 果して 洋犬が また^え つつ 

飛び出して 來 たので、 

『畜生！』 遠慮な しに 向って 行って、 門 を 這 入り、 奧 深い 帳場の 前まで 追 ひつめ、 左り の 手で 以 つて 

Jsj- のう わ あご をつ かみ 上げる と 同時に、 右の 手で 振り上げた 出 is を 鎖の 横ッ ばらへ ぐ ざと 刺した。 

『ラ ちの 犬 をな にす るので す』 と 云って、 そこに ゐ合 はせ たかみ さんが 突ッ 立った 時には、 もう、 二 

度 H に 立て直した 匁 さきで えぐって しまった。 かみさん は 怒りながら 言葉 をつ づけて、 『大金 を かけた 

犬です よ！』 

『百兩 した ッて、 千兩 した ッて 11 』 こちら もから だぢ うの 怒り を聲の ふるえにまで II んで、 『不都合 

な 物 は 殺す の だ！』 


『何が 不都合です？』 

『I 體、 強いの 慢 に- その 犬 を 放して 置いて、 人 に^え 付かせる の は 不都合 だ。』 

U うちで は 吠え 付かせな いやう にして ゐ ました。』 

『なに 云 ひやが るんだ！』 斯う I つきめ 付けて、 森 をち ょッと 休めてから、 『おれが さッ きと ほった 

時 けし を かける と はどうした？』 

『そんな こと は 知りません。』 

『馬鹿！ 知らない です むか？ さう だす か い、 こッ ちが 手ッ 取り 早く：^. 接に tllj. してや つ たんだ。 n 

『誰れ が、 また、 けしなん かかけ たの だら う』 と、 かみさん も 少し 勢 ひ を ひるめて あたりの 女 ども を 

返り 見た。 

『  』 そんな こと は 勝手に 相談し ろと 云 はな かば かりにして、 こちら は出齒 についた 血 をく たば 

つた 犬の 毛に わざとな すり 付け だが、 横の 方から 勢 ひ 付いた 若い 衆が 二三 人 II けて 来る 姿 を, - たの 

で、 手早く^ 物 を 手ぬ ぐ ひに 包みながら、 そこ を  一 n 散に 逃げ出した。 自分 は 指の さき を 一 ケ所 かま 

れ たのが 分って ゐ たけれ ども、 女 どもが ぉぢ けながら にで も 怒って a- てゐ たのが" ■ はらな ので、 それ 

と は 少しも 見せないで 來た。 そして 二三 丁 も驅け 過ぎた ところで- 追ッ手ま離れてしまっ.^,-。 

きた く 

歸 I もしてから も * なほ、 は づんだ 息 はな かく 納まらなかった。 が、 或喧 障に 勝った よりも 以 ヒ，， 
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しゅし 5, し 

：!^ がせい- -I - たの を おぼえた。 そして その 瞬^に は 他の 何 ごと を も 忘れて しまった。 早 i* 隣り り 

盆栽と も 達のと ころへ 行って、 誇り § に 今、 斯うく 云 ふこと をして 來 たと した。 

『この ^£齒 で、 ね。』 

『どれ、 兑 せなさい』 と 云って、 友 逹は应 丁 を こちらの 手から 受け取つ たが、 『まだ 血が 付いて ゐる、 

ね。』 

『どれ 11 』 こちら は もう、 ふき 取った つもりであった がと 不思議が りながら. よく 剥べ て兑 ると • 

如何にも まだ 地に しみ 付いて ると こんが あった。 そこへ をはァ とかけ て见 たら、 それが 底ぐ よく 現 

はれた。 

けれども. そんな 而 白：^ が 時 問と 共に またう すら ひで 行く と， あの 時， 犬 を 殺して せいくし たの 

を おぼえた の は、 たださう おぼえた だけであって —— あとに なって は、 0 分の-ゆ .1 みの 手 ごた へなる 物 

が 少しも 兑 えて 來な いのが 不思議であった。 向 ふ は 直ぐに 訴へ 出た かして、 こちら も その 翌 rn. 輕 察へ 

ふ r 

呼び出され たが、. 二三 日の あ ひだに それ も たわいなく： S んで しまった。 向 ふが 惡 いと 分った ので、 却 

—  しゃざい 

つて ひらあやまりに 謝 §11^: して。 だから、 さきに こちらが 子供 を 打ち殺した-;^ ほど C 身にしみた 引- 締 

まりも、 それから 生す る 新ら しい 知識 も 得られなかった。 矢ッ 張. =y、 わざく a 分から 手出しした 犧 

牲 では 何にも 効 がない と 云 ふこと になって。 


けれども、 それ 力ら と 云 ふ もの、 何 か を 自分 以外から 求める と：： ムふ 心持ち |( それ は 成る ほど 迷： 一一， 

だと 自分ながら 悟れた— を 離れて 、もう. 自分で 自 ハカが If やらに でも 何でも やって 行く 氣て なつ 

た。 そして 自分^^が て 花火の 大家に なれる と f と、 寶 f してば かり 思 ひ 出される 寶が たき 

なる 小便 力めの 貧乏が あはれ ましくな るので、 自分の 乎 まに 餘る 仕蔡を 少し、 お客さんに はこ ッ そり 

だが、 分けて やりた くな つた。 

この 好窘以 つて 自分 は、 安い 軸物 を だが、 二つ 持って行って、 家が きたない ので あがり 警 まし 

なかった が、 鎮に 向って、 

『佐 久間 君、 どえ た、 これ を 引き受けて 見ない か、 ね 11 僕 はこの 頃 ほかの 商寶 がましいから？』 

『；；.：；：』 f つよ ッと 欲し さう であった が、 暫 らく 考 へて ゐ てから、 『なんだい、 君の 仕^かす なん 

か 御 だ。』 

『よし、 そんげ なつ もりなら 分けて やらん ぞ』 と 云って、 引ッ 返した。 こちらが 折灼の 好意 を も 向 ふ 

が 受けなかった のに は， あたま を はねられる ものと 思った の だら ラ。 無論、 少し ははね るつ もりで あ 

つたが、 それ をい やなら、 はねないでも いい。 こちら は i を 全くして、 #意 さきに 渡し さへ すれば 

よ 力った。 が、 向 ふ は髮に 取？ 斯う はね 付けられて S と、 そんな i をして や I にも なれな 

力った。 しみ ッ たれな 奴. I  くまでし みツ たれ だ。 勝 I 貧乏ばず して ゐろ！ そして 人の S みあ 
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る硏究 を、 遠くから. いつまでもぎ 氣に 病んで ゐろ！ 

歲 三が 演の仕 iel^ 場に 151： ら隱れ たの は、 ことしの 川 きに 尺 玉の 懸賞 花火 を 揚げる 爲 めであった。 そ 

して その 日になる と、 八月 廿 二：：！ で、 新 潟の たなばた 祭で も ある。 例の 如く、 い 有 4£ 花^師 ども は 日 

本全國 から 维 つた。 そして 新潟縣 下から a 物に 來た 人で 以 つて、 ゅッ くり 流れる 信 濃 川の 西ぎ しに は、 

やどや 

濯 山 ある EE が 滿 G になった。 その iiKi- が 夜になる と、 $1 揃って 凉 しさうな 提燈 をい くつ も 軒々 に 

出した。 そのうちで、 矢ッ 張り、 1^$ 立派に 兑ぇ るの は、 橋よりも 川 かみの 方に. つた 篠田 旅館ので 

あった。 そのまたかみには巿伶議^^|^1の高ぃ森がぁって、そこで恰もゎざと川の賑はひを喰ひとめて、 

こちら 2:^ ぶん をし ッ かり 引き 絲 めて L 犬れ てる やう だ。 

その 森と、 ^3^新渴なるもとの沼垂の八木さまの森とは、 川 を 隔てて、 橋の かみしもに 相對 して ゐる。 

そして この 兩 方の 森の あ ひだ を、 川 は I 面に これ も提燈 をつ けた 多くの 屋 かた 船の 往き來 である。 そ 

の 上に かかつ てるのが 四百 三十 間、 丁に 直せば 七町餘 の：： さある 萬 か 橋 だ。 この 橋 だけで でも 新 潟 は： 

日本 II れる のが b>  I つに は、 歳 三の 世界一 的 野心 を^から して ゐ たので ある。 

橋の 上に も 兑物は 一杯であった。 そして その 川 かみに は 萬 代 島、 川し もに は 小 柳 島が あって、 この 

兩 方で、 釣りが ね 道 成 寺 ややに 乘 つた 营公 やの 仕 かけ 花火 は 勿論、 普通のう ち 揚げが 澤山 揚げられて 

ゐ たので ある。 OS 小 柳岛の 方に ゐて、 同業者と 共に をしながら、 すべて 周圍. 0 景を その ほぎ か 


ら吞ん だ 程の 大きな 息 を 吐いて ゐた。 

ぼん を ど 

舟々 から 馬鹿ば. やしゃ 盆踊りの 概 が 聽 える. —I 

はくさん 

〇 新が た戀 しゃ 白山 さまよ、 松が 見えます ほのぼのと。 

〇 行 こか いづも 崎、 歸 ろか 新が た、 ここが 思案の 寺 どまり。 

じょさんち  xfff 

◎ 盆の 十 11  一 r« になす の 皮の 雜炊 だ、 あまり てつこ 盛りで 鼻の てっぺん 燒 いたと、 さ。 あり やさ、 あり 

やさ。 

0 しょんで 來 たよ、 しょん で^たよ、 梅干に 紫蘇の 葉、 中の 種まで 眞ッ 赤で、 てっかで、 しょんで；. - 

た。 あり やさ、 あり やさ。 

さう 云 ふ もの はすべ て 自分の 子供の 時から 知って る 下 だらない 根 だが、 今夜に 限り、 自分 を 祝して 

吳れる やうで 嬉しかった。 

*、 う C 

す どん、 ぶる く ッと 云って 裼 つて 行く 尺 §、 空 1K にあり 振れた 唄 も 同様な しだれ 柳 か 何 か をお 

らいても、 a 物 は 相 變らす 喜び を 叫んで ゐ た。 尤も * 新 潟の もの は 子供まで も 玉が 片 桐ので あるか、 

小 泉ので あるかと 云 ふ ほどの こと は、 その 最初からの 音で 以 つて 聽き 分ける ことができ るので ある。 

小の 川開き を 一 度攝も 見た ことがあ るが、 東京 人の 自慢な 佳い 仕掛け花火 や 細い うち 揚げな ど はま 

.  ひ，？ じやく 

ことに 子供 だましの やうに 貧；^ で、 見られた ものではなかった。 それでも、 それ を 玉屋と か 鍵 匿と か 
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云って 窖ん でる。 が、 自分 は 小で は 揚がらぬ 尺 玉 を も、 寶は、 @s だと 思って るの だ。 

けれども、 今 揚がった 尺 玉のう ちで、 そらに 菊 を 現 はして、 その さきの みどりな のが 出た。 これ 

は、 S に、 .0 分に はとても 及ばぬ あざやか さであった。 すると、 また、 枝が 黄で、 继が靑 いろで、 1 匕 

の變 色す る 菊が あった。 枝 術に 於て はまこと にす ぐれた 物 だ。 これ はき ッと 今年の 一 等赏 だら うと、 

自分に も はれた 。自分の は 『大和に しき』 と 云って、 ぃろくな^^：をぱッと^^^せるゃっで、 1. あ 

り 振れて ゐ るが、 见に < ？:、 思 ひ 通りに あざやかに 行った。 これが、 ii^ の 結果、 ゃッ と. ガ-等 賞までに 

潜ぎ つける ことができた。 

この 新 § を 兌る と、 知り合 ひの ものら は f:2 を 云 ひに 来て 吳れ たけれ ども、 それが いづれ もた だ 

おべ つか. を 云って る やうに 思へ て 11 歲三 自身で は 築 等の 云 ふ、 

『お あで たう』 が 少しも 面白くな かつ. た。 

" 』 "九 等赏 が必ら すし も 不服であった わけで はない。 鬼に 角、 尺 玉が 十 種 ばかり 揚がった うち 

を ほぎ 拔 けて そこまで 行った の だから、 當 地の 雨 大家 を 除いて は、 パが 三等であった わけ だ。 が、 こ 1 

, 一  曹 ゆつ 

位で は n 風と お 術と に 於いて 自分 以上の もの を 押しの けて 行く の は、 まだ 並み大抵の ことで はない。 

そして そこに 自分と しての 枳本的 失望が あった。 『おれ は 今度で ます/ \考 へて しまったが、 ね、 おれ 

の 花火師になる の は、 何でも 人より 圖 ぬけた 大きい やつ を 易げ るに 限る！」 


斯う 云った に は、 二 尺 玉な り 三尺 玉な り を、 たと へ あり 振れた 工夫で でも * ただ 成るべく 殺 I のな 

いやう に 注意して 置いて- 早く 自分 だけが 警察の 許可 を 得るべき だと 云 ふこと を 含ませて あった。 マ ご 

まじゅつ  一  一 

して これなら、 技術が さう 上手で ない にしても、 一番ら くの やうであった。 ただ 必要な の は 自分に そ 

の 危險を 胃す 大膽 その物であった。 そして この 大膽に 於いて は、 かね を 持って ふくぶくして ゐる 大家 

達に は 勿； ii のこと、 他の 誰れ にも 劣らね つもり だ。 

ところが、 それ はさて © き、 五 等 賞のお かげでで も 在からの 小さい 花火 註文が 續々 來る やうに なつ 

た。 新 潟に は旣 に^んだ 祭りに き續 いて あると ころの 方々 のお 祭りの 爲め にだ。 思 はぬ かねが 這 入 

るので、 手 ま を^く 爲め、 隨分 多くの 材料 を賈 つて 火藥の 調合 をす ませ、 煙贿 倉へ 貯 へた。 そして 註 

文の あ ひま、 あ ひまに 製造しつつ ある 三尺 玉が でき 上れば、 あらかじめ 新開に 廣^して、 日と 時^と 

を 約束して 超いて、 成るべく 人家に 遠ざかった 海ぎ わで、 一 つ、 多年の ill と 五 等 賞の 恨みと を 晴ら 

して E:.^ たい のであった。 

そした それが 半ばで き 上った 時、 また 在からの 三寸 ff; 、五寸 玉、 八寸 玉の 註文 を 受けた d 自分の 

な 方に 乘 つて 來た興 ^を 平分で そがれる の は 惜しかった けれども、 それ を 横の 棚に 乘 せた まま、 |5^.> 

角 もと 註文の を 急いだ。 差し、 自分が その 氣 であった ばかりで はなく、 . 註文ぬ しから も 急ぎで あつ 

た。 それに は、 然し、 一 つの 花火 だまの そとまわり や、 そのな かへ 入れる 小 だま やの、 表皮 を 化み 固め 
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* がみ 

る-のり 附け坐 紙が なかく かわかな いのに 困った。  . 

. ^むそう 

佐 渡まで もはゾ きりと 兑 える 天 氣が 珍ら しく 繽 いて たが、 秋の 太陽に は 左 ほど 乾燥の 力が なかつ 

た。 據ん どころ なく、 製造 法に は そむいて ゐ るが、 1^ 則 を 乎 加減で 行ける だら うと 思って、 仕 |Ef 場 

11 ここは^^もござも敷かす、 直接に 沙の 上であった 11 の眞ン 中に 炭火 をお こした。 そして 太陽の 

ナ みび 

光りで かわ か^もの は、 これ を 自分の 手で くる^ まわしつつ、 少しう への 方から 炭火に あぶった。 

『危險 な こと をし てお るで はない か？』 斯う 云 つ そ 、用 |SJ あ つて 訪ね て 來た人 も そば へ 寄らな か つた。 

『なんだい、 大丈夫 だ』 と、 こちら は 平氣で 答へ た。 『物に は 何でも ころ 合 ひと 云 ふこと がれる。 それ 

を わき まへ てゐ さへ すれば、 どんげ 15:^ にも 危險 はない。 そこが おれの 腕、 さ、 ね。』 

『いかにも、 ね。 』人 は それでも 入り口から 深く は 道 入らないで 用談 をした。 そして 用談と は 小便が め 

のこと であった。 こちらが 仕事 を 分けて やりに 行った 時 はつよ いこと を iK つて はね 付けた が、 ます ま 

す 貧乏 をして く 行ので、 今では そんな こと も 云って ゐられ ないから、 また どうか 仕事 を 分けて 吳れろ 

と 云 ふの だ、 この 人 をと ほして 詫び を 傅へ ながら。 

『おれ は、 もう、 いや だ —— 當 人が 來て あやまらなければ。』 この 時 • 持って た 玉 を餘り 火に 近づけて 

だ.？ & せん 

たと 兒ぇ •  ？ぉ 火線に も よらないで どんと 爆 した。 

火に 向って 低い 腰かけ 臺に腿 を 据えて たお は、 先づ、 正面から 額と 晌 とに 煙硝 火 を 浴びた。 同時に 


ま r- 

一虚 そとまで 飛び した。 が、 破裂した そと 玉から 散らば-つた なかの 小 玉が まだ あちら， U ちらに 破， 裂 

しつつ あるの を 見て、 また 飛び込んで 行って 手早く 沙 をぶ ッ かけて ゐた。 が、 そのうちに、 出來 かけ 

の 三尺 玉に 火が 移る と、 仕事場の 四 養と 根と ^ り拔 いた。 その 勢 ひで また 煙硝 倉が した。 そ 

して 一 とき は 高く そらへ 揚がった 沙 とけむ りと で 何も 兑 えなかった。 

鎮は その あ ひだから なほ r^:^ 情に も 飛び出して 來 たが、 直ぐに も氣 絶し さうな 氣 持ち をし ッ かり 自分 

に 攫み こたへ て、 それでも、 沙の上 を グミゃ ネムの 芽ば え、 猫の 手 や あまじ この 草の あ ひだに iO ろげ ま 

ゎった、耻ぢも何も忘れて助けて吳れぃと叫びながら、少しでも燒けどぅのぁっさを、<^さぅとして。 

けれども、 ぉほ燒 けどうの 上に、 とこ. ろ も かま はすころ がった ので * からだ 中の 皮膚が 赤む けにな 

つて、 肉の. 巾へ は沙 やとげ が I 面に 深く 這入り込んで しまった。 

寢 臺に乘 つて 病院へ つれて 行かれた が、 自分ながら、 とても 助からぬ ものと 見て、 自分の 一 ^その 

物 も 花火の やうに 消える の だと I 見 悟した。 枕 もとへ 來て 泣いて る 妻に 向って は、 

『別に ゆ 5 胃す る こと はない ども、 子どもが 大ッ きな つたら、 うちのお とと は あんまり 大膽 過ぎ-: 馬鹿 

な こと をした と £ ふて •！！ かして 吳れ』 と： $1 げた。 そしてぃょく息を引き；^：る前になって斯ぅ切れぎ 

れ につけ 加へ た、 『おれの 11 求めて ゐた 11 機銜は 11 おれの ことで 11 あつたに 

11 (大正 八 年 十月) 一 ■ 
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(明治 二十 九 年) 一月 十； ー；- 日。 雨。 子供が s?、 の氣^ だ. U 云 ふので、 僕 はきの ふの 夕が た 妻 をし vt^ 

子§:^5?のもとへ つれて 行かし めた。 すると、 その 翳 者の 言 紫で は 

『まさか 資布^ 里亞 ではないだ らう。 これ を飮 ませて、 あす、 また 午前の 九 時 頃. に來 て御覽 な-さい』 

とのこと. であった。 „4< れ たの は 水ぐ すりの 一と 瓶 だ- -、 何だか、 浮かない 氣 ぶんに なって、 僕 も 常より 

早く 床に 就いて しまった。 濟子 もちよつ と、 I 睡 したやう だが、 n を さます と、 何となく.：^ が 辦敏し 

て 腹の. - おより 無理に 呼吸して ゐ るかの 如き ありさまであった。 可哀 さう になった ので、 その 方へ 顔 

を 近よ せて やる と、 却って， いや だと 云ばない ばかりに 拂 ひのけた。 そして 寢 返り を 打つ かと 思 ふと、 

ぐ 乎 を 延ばして 枕 もとなる. A 分心ラ ンプ、 をつ かま ふとした。 

『きい./. \が惡 いん ぢ やありません か』 と、 .is^ は その 度 毎に とめた が、 なほ、 時には 身づ から 飛び 起 

きたりす るので あった。 そしてむ づ かつてば かりねた。 母に おんぶ されて、 ねんね こ 歌 をうた はれ、 

Gi" 肌に つづく 英語 や 夜 擧中舉 の ぃ敎室 を ま てゐ ると、 多少 はサ めち 付く と 兌え. て、 つて ゐ，. こ。 


力 寢 どこへ そっと 寢 かされる と、 また 直ぐ 目 を さます ので、 妻 はよ わって しまった あげくの 怒リを 

帶 びて 叱った。 すると、 今度 は獨 りで、 起き 上って、 

『おち ッこ』 と 云った。 やって 見る と、 別に 出る ので もなかった、 『おぶ う、 おぶ う』 とも 云った、 夜时 

のこと だから、 湯 も わいて ゐな いので、 水 を 茶碗に 汲んで 來て やる と。 『おべ たい、 ね』 と 喜びながら、 

舌う ち をして 飮み盡 し、 また 二度 もお か はり をした a 喉に は 始終たん の 溜まって る やうす， で、 時々 は 

吐き 蒙 を 催して、 けつと 云 ひさう になる の を 自分自身で 無理に こらへ てし まって ゐた。 それでも I 度 

は 大變に 吐いた。 けれども、 それ を 夫婦 は藥 りの ききめ だと 思った。 IS 者が この 藥 りで 吐く かも 知れ 

ない が、 それ は 心配す るに 及ばない と 注意して 吳れ- てあつた からだ。 僕ら もた だ 早く 夜の 明ける の を 

待って ゐた。 

五 時 iST 僕らが 起き 出た の を H ルて、 淸子も 起きた くな つたの だら う。 

『翁 もの』 と 云った。 その S は 喉に せかれて、 よく 聽 かないと 分らなかった。 着物 を 着かへ ると、 然 

し、 そのまま、 ぐったりと 蒲圑の 上に うつ 伏しに なって、 まだ 眠りに 落ちた 檨 子であった。 そっと、 

その上に 小さい 蒲圑 を、 かぶせて やった。 夫婦が 急いで 食恭を 終った 時、 また 母 を 呼ぶ やうで あつたか 

ら、 膳の 前に つれて 來 てい もの 牛^ を與 へる と、 さじ 一杯 を 飲んだ か飮 まないで 口 をふさいで しま 

つた。 
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からだが 俄かに 弱って、 かほ 色が また 少し 變 はって ゐて、 喉が いたいと； u ふこと を 知らせた。 制り 合 

ひに P な 姿 も、 いよ- (、九 時まで 待って ゐられ なくなって 直ぐ おんぶ をして、 今度 は 小 兄 科お 門の 

薇 へ驅け 付けた- 僕 はいつ も 通り 六 時半から 來る おとなの 生徒 一 一三 名に 英語の 個人 敎授を やった。 

そして 八^から 十二時まで は、 西洋人の 日本； 敎授 に：；： くの を 休んで 待って ゐた。 その あ ひだ 六^ 

あまりた つても、 妻は歸 つて 來 なかった。 

十二時 を 過ぎて、 例の 看離婦 一一： 名を敎 へて ゐ ると、 突然、 僕の 妹が いきせ き やって 來て、 子が 北 

里 病院で 死んだ こと を 知らせた。 

『E^ 初に 行った ところでは、 もう、 とても リ. 込みがない と 思った のでしょう、 C 十く 北 里へ つれて 行つ 

て 注射して K ひなさい と、 ていよく 斷 わった さう です。 なんだ つて、 ねえさん は あんなに 可愛い 兒を 

それまでう ッ ちゃって i^gl いたのです』 と 妹が 悲しみの 餘 りの 横 慕 は ひどかった。 

『おれ も惡 かったん だ、 初めての 兒で、 まだ そんな 經驗も 何もなかった から、 さう ひどい 病，.^ とも 思 

はなかった。 それに * もとの 醫 *：： がさう 心配す るに 及ばない、 と 云って？ 3<れ たから。』 

『あんなへ ッ ぼこ醫 者なん か、 ほんの、 風 引き 暫 ぢゃァ ありま せんか？』 

『さう だ。 それ を 信じ 過ぎて ゐ たんだ。』 こんな こと を 云 ひながら も、 俟は まだ この^. 諼を 事赏 として 

身に 受ける だけの 用意 もなかった。 ただ、 ゆ ふべ の 小 ランプ をつ かまう としたの は、 喉が つまって、 


さう ざク 

as しさの 燒 けからで あつたの が、 いぢら しく も 想像で きたば かりだ。 

兎に角、 妹 を そのまま^ 守^に 頼んで、 北 里の 研究所へ 車 を 飛ばした。 ！ 體- 何の 爲 めに $3 に 知ら 

せが 迎 かった のか、 11 多分、 妻の 不惯れ な あわてと 悲しみとの 爲 めであった らうと は 思 はれた が、 

11 迸の 近いお ゃぢ とお 袋 もや ッと 今來 たと 云 ふところであった。 死んだ 兒 のから だに さわって 兒る 

な. S おん 

と、 おのせい か、 まだ 少し 體溫 が殘 つてる やうに も 思へ たが、 かほ 色 は 全く 變 はって ゐた。 けれども、 

ゆ ふべ からの 苦しみで 旣に 弱り切つ たうへ だと 兑 えて、 今 はの きわに 苦しみ もがいた と 云 ふや， つな あ 

と は 出て ゐ なかった。 

しん ざう ひ 

『急性 责布 里 亜に 心臓 麻摔が 出た の ださう です』 と、 妻 は 沈み 切った 聲で說 明した。 がッ かりし 

て、 何もかも 投げ出して るかの やうに 『いい 兒 であった のに、 ねい』 と、 俊の 二のお 袋 は EI に淚を 

1 杯た めて ゐた。 

『可 哀 さうた が —— 死んだ もの は、 もう 取り返しが 付かない から。』 斯う、 僕の 父 は あきらめた やうに 

云 ひ 添へ た。 

『  』 僕 も 死んだ 物に は 未練はなかった けれども * 死なせた 自分ら に は 何とか もッ といい 考 へが 

あったら うにと 殘 念であった。 一 つに は、 まだ 若くて、 何等の 經驗 にも 乏しい 爲 めだら うが、 また 一 

つに は 朝から 夜お そくまでの 敎授ゃ 出敎授 に、 自分 は 勿論の こと、 別に 教師で はない 妻まで も i^.^ ち 付 
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いて 子 佻 を见て やる ひまがなかった 爲 めだ。 それ を 思 ふと、 少 からす 淸子 にす まなかった 氣 がする。 

『せめて、 ゆ ふべ の。 ちに ここ へ つれて 來 たら 11』 

『もう、 何も 云. つて 下さるな』 と、 は 悲しみの 上に いやな 顔 を 見せた。 けれども、 暫ら くま を！；？ 一 い 

i  >  てお V 

て 力ら = どうせ 手後れで したよ、 松 川さん へ つれ 込んだ 時、 わたしが 脊 中から おろして やる と、 ころ 

リ ところがった ばかりでした、 わ 11 もう、 動く だけの 甲斐性 も なくなって r』 

『  』 さう でもあった らう。 ここへ 來 て^とき もた つか、 たたぬ うちに、 死んで しまったと 云 ふ 

から、 九. 分： 迎 り：： 込みがない がと 云つ-:,.、 醫 5? は三ケ 所まで 注射 をして 见 たが、 矢 ッ-張 リ、 であ 

つたの だ。 いよく 駄 0 です と、 云 はれた fr 妻が 顔 を 近づけて 

『とッ ちゃんが』 と 2 おかせて 兑 たら、 三^の 口つ きをして 笑った と 云 ふ。 が、 それ も資 際に 笑った の 

力 それとも 最後の 苦しみであった のか、 どちらと も 分るまい。 さう 云 ふ 風に して 死んだ 兄 は、 亨 

ニギニ ヶ月 だ。 

3^^-.^ だから、 死體を K に 引き取る ことができなかった。 そのままで 死亡： 15、  ：g 桶 取り寄せ、 二十 

四時 以 5： の 火葬の 許可、 などの 手 is きを、 伤は 父 と共にしたり、 して 賀 つたり して、 午後 八 時 二 

名の 人夫に 5^ を かつがせて、 3= が 病 2^ を 出た。 そし て 死兒 の ^^と ，g 父と ：SS: と に は から^れ て 、 

その あと は ひとりで つき 添 ひ、 人足と HI 様に 足 を <!. わがせ て桐ゲ 谷の 火雜 場に 向った、 そして 九 時 過 


ぎに 着した。  一 

僕 は その 前に 一度、 僕の 祖母 を 砂 村の 火葬場へ 送った ことがある けれども、 直接の 手鑌 きな どに は 

不慣れの 爲め、 ちょ ッと まご 付か. ないで は ゐられ なかった。 が、 茶屋で ゃッ と、 火葬 窒の 錠と 鍵と を 

受け取って しまう と、 人夫の かつぎ 入れる 小さい 棺 と共に 火葬 堂へ 這 入って 行った。 Mi から、 僕ら 

の氣 ぶんと 同様に、 何だか 變陶 しい 夜であった。 『雨 だ、 な』 と は途々 人夫 ども も 云って たので ある。 

そして 僕 も^かに 降られて は 溜らない がと 考 へて 來た。 ところが、 何だかお そろし いやうな、 氣 味の 

悪い やうな、 そして 何だか 變 なに ほひが して ゐる やうな、 ゆ；.： 內べ這 入る が 早い か、 俄かに 家 根のう へ 

てんぐ 

で、 ば リ，/ \ させる 大きな 音が した。 子供の 時なら、 直ぐ 天狗の つめ をで も 思 ひ 合せた であらう。 今 

や 死にが みが 下りて 來て、 僕の 兒の たまし ひ を 受け 攻る 合ひ圖 ではない かと 云 ふやうな こと を あたま 

に 浮べて、 ぞっと 自分の 肩をすくめた。 が、 その j 瞬 問 を 過ぎる と- お ほ 一雨が 降って ゐて I 堂の 家极 

が トク ン張リ である ことに 氣が 付いた。 

まい 夜 だ。 そう 毛 立つ ふるえが 僕のから だ を 裾の 方から 緩け ざまに さか 登る の は、 あながち、 押さ 

へ てゐる 悲しみの 爲めゃ 不惯れ なと ころに 對 する おそろし さの 爲め ばかりではなかった。 途々 だッて 

素ッば だかに なって る、 くぬ 木ば やしな どにから 風が 鳴って、 その 音 さへ も 寒 かつ >£。 

練 瓦造リ だが、 三等 窒の戶 びら を 明けた てして、 僕が その 飽前 をお ろしてから、 鏈を しっか リ 乎に 
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JJ はう 

して 逃げる やうに 堂內を 出る ともう、 雨 は 過ぎて ゐた。 が、 ちょ ッと 途方に S れて しまった。 

『どうせ、 また、 あすの 朝 出直す よりか、 ぁッ ちの 茶屋に とめて 貰ったら いいよ』 と、 別れる 時に も 

^の 父 は 注意して？^ れ たの だ。 

『とめて？ T 人れ るか 知らん』 僕 は その 時た よりなかった。 そして 最初、 火 一 S 料を拂 ふと 同時に 當 つて 见 

たと ころで は、 矢ッ 張り、 僕の あやぶんだ 通リ であった。 宿 星の I 札 を 受けて ゐ ないから、 警察が や 

かまし くッ て、 と。 けれども、 今から 歸 るの も —— また. あすの 朝來 なければ ならぬ こと を m 心"： と —— 

いやであった。 だから、 僕 は そこのお かみさんに 泣き付く やうに 一生懸命 になって 賴んで 見た。 する 

と、 

あしぐ わ >v 

『では、 敬 >M へ內證 のこと にして』 と 云って、 朝の 食 1* なしに 六十 錢と きまった。 案外 わけ もなかつ 

た 〔で， 俊 は 父の 云った ことに 經驗 上の 先：；^ の 明が あると 感服した。 

人夫 を： i した あとに、 人夫 休憩所の 焚き火が 燃え 殘っ てるの も 心 ぼ そかった。 茶屋 はお 客 を 待つ 時 

M も、 もう 過ぎた からと て あたりの 戶を 締めてし まった。 お 客と は 僕の やうな もの を、 一般に 云 ふの 

か。 それとも 死んで 來る もの を 無 同情 無感 的に さして ゐる のか、 それ を 僕 は あの 平氣 過ぎる やうな 

おかみ さんに！！ いて 兑た いもの だが 11 。 

鬼に 角、 いは ゆるお 客の 休み どころ になる 座敷の I つに 寢床 を..^ つて 貰って、 それに 這 入った の 


だ。 が、 常なら ぬ 寒さと 寂し さとに なか，/ \寢 つかれな いので、 今、 起き 上って、 この ゆ ふべ からの 

にっき 

日記 を f おいてる ので ある。 人夫 休憩所の 火の 燃え 殘り がどうな つてる のか 氣 になる ので、 小さい がら. 

す 窓附の あま 戸から そッと のぞいて 見る ともう ひとりで 消えた のか、 それとも 宿の ものが 消した のか、 

その ありか さへ 分らなかった。 

*. まなか 

山中の 一 軒 家！ ただ 寂と して、 少しも、 世間の 聲が聽 えて 來 ない。 夜の 風が そとの 樹々 に 吹き 渡つ 

て、 僕の 心 を も 何だか {4! しく 響かせる ばかり だ。 悲しみ 歎きの 湧き出る： If" の 時で ありながら、 而も 殆 

かんじゃう 

さそれ を 感じな いのは からだの 疲れて ゐる爲 めか？ はた 又、 § の寶 際に 於いて 僕 はま だ兒の ^ だ 

； J と を 確かめる までの ひまがない のか？ 

1 月 十四日。 晴. - け ふ、 日記の 攀を 匿いてから も、 塞い 寢 床に 於いて 夢と も 就かす、 まぼろし とも 

見えぬ あ ひだ をう とく、 いつのまにか 眠ね に 落ちて しまった らしい。 第 一 の 夢を見た。 淸子 がま 1^ 

生きて たの だ。 そして 非常に 息が-つまって 苦しんで る。 あまりに 可哀 さうな ので、 抱き あげて やる 

と、 

『う、 う ー ん』 と. g 'つて、 その 兩 手まで さし 上げて 反對の 方へ そり 返った。 

『お！』 僕 は あまりに その 錢酷 なのに うち 驚き、 いや ァな氣 がしながら 目 を さました。 そして、 もう 

夜が 明けて るので はない か 知らん と 思った ので、 わざく 床 を 出て 行って、 戶の末 を 少し 明けて 見. 
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た。 まだ 簿ら あかいば かりであった。  、 

また 床へ もぐり 込む と、 やがて 第二の 夢 を けんた。 このたび は 病院の ことら しかった。 侯 は 何 かの 都 

合で そこ を 出て 行かう として ゐた 淸チは その 母と 共に 俟を 尋常に 兑 送って 來て、 僕が 玄隨 の, を？ 

ぢょ  j 

たが ふとす ると、 その後ろ からかの 女 は  」 

も n しゃ 

『あばよ』 と 云った。 して 見る と、 幸 ひに もま だ 達, 4 であった のか 知らん と 思って 僕 は 目 を さまし； 

た。 そしてき の ふからの 寂しい けなさが 俄かに I ときに 溝き 出る 氣 がして、 自分の からだの 今 こそ 

ぐったりして ゐ るの を 感じた。 起きた くもなく、 またい つもの やうな 考へ ごと もしたくなかった。 

布へ 來る三 ヶ月 前まで は、 代々 木の 或 軍人の 家に 切守恭 かた. <\- 住んで ゐ たの だが、 お 寺の やうに 高. 一 

ぃ緣が はから i& 十が ころげ 落ちて、 而も 無事であった ことが 浮んだ。 {山 を 一 つ 眞ッっ さかさまに でん 一 

ぐり 返しして 庭の 地上に 落ちた と兑 え、 坐 敷 Q 方 を 向いて 尻 持ち を 突いて ゐ たのであった。  一 

やがて パ 一の 夢 を 結んだ。 俊が. 際 通り 火葬場の 一 窒に てゐ るの だが、 最初に 床 を 取って 贳 つた 一 

時には * おかみ さんが 

『この 窒 はいつ も 明けて E くと ころです から 戶の ほかに^に 障子が ありません』 と 云った 害 だ。 それ 一 

だのに、 今や 不思議に も、 立派な 障子が はまって ゐる、 そして それ を s;^ 衆が 明けて ゐる。 どうした こ 

とだら うと W 心って.' ふと， 目が さめた。 ^チ がで き.？、， C ナ v:^ も. よ. ハ cv. こ。 ，一- ノー  ニ-? f -,z„J.?Jbte 


人が 隣り の窒に 起きて、 厂棚を 明けた 音であった。 もう、 火鉢に 火が 起った のかして、 炭が びん./ \ 

はねる やうす であった。 時計 を 見る と.' 午前の 六 時 三十 分 だ。 

僕 も それ をき ッ かけに- 1^ を 出た。 そして 直ぐ： f 先き に 出し ッ 放しに なった 乎 桶の 水で 顔 を 洗 はう と 

したが、 氷が 堅く 張って ゐた。 それ を 叩き 破って g: 分の 手に 水 をす くひ 上げた。 

ゆ ふべ 

ぐ拂- ひを濟 ませた。 おんぼう も旣に 出て ゐる やうであった から、 僕 は 昨，； 仅の鍵 を 持って 火！ si に 

行き、 三等窒 の戶を 開ら かしめ ると、 淸子は 火が よくと ほって 全くの 灰と な. ただ 頭 蒸 骨ば かりが 牛 

ば その 形の ままに 黑く なって ゐた。 出して 來 たの を 臺 のうへ で i:;^ い 竹 翁で 以っ てかき 分け、 僕 は 二三 

の^まり を 川 意の 壷へ 人れ た。 すると、 その あと は、 おんぼうが 棒の さきで うち 碎 きつつ 入れて れ 

た。 そして、 

『人 il も 火に かかつ ちゃ ァ もろい 物 だ。 殊に、 子供の 骨 はよ く燒 けます』 と 云った。 

め ぐろ 

その 壶をハ ンケチ に 包んで 外套の 袖に 抱き かかへ、 僕 はまた も あの 深い 田 4：： みちを 迎 りつつ、 EI 黑 

に 出た。 そこで  一 P 浙 汽車 を 待って^ 谷へ 行った。 すると、 そこの 停車場に 丁度 バ トラ { 几敎師 夫婦が 

. I どこへ 行く のか 11 汽 isf を 待って ゐた。 近 米國 から 來た 若夫婦 だが、 愤 はこの 二人に も nz 本 語 

を； S へて ゐ るので、 斯うく 云 ふわけ 合 ひから 今一 n 休む こと を吿 げた。 そして、 ふいと 11： 情 を 求め 

る氣 になって、 ^等の：：： の 前へ ハ ンケチ 包み を 突き出し、 それでも なほ 日本の 言葉 を敎 へる やうに、 
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『これが —— その 兒の 11 ほね。』 

『  』 纏 等 は、 然し、 中し 合 はせ たやう にぎよ ッ として、 からだ を兩 方へ 引いた。 氣 味が 惡 かつ 

たの だら うと 云 ふだけ に 思って、 僕 は そこ を 別れ、 薬等もー緒に住んでる^^擧院の 一:^||んへ行って、 

ソ ー パ老敎 師へも 今一 日 休む わけ を 報告した。 それから 妻の 屬 して ゐる敎 ^の 牧師 を訪 ひ、 葬式の 順 

序 を. さだめ、 それから また 靑 山の 墓地の 茶 星へ 立ち寄って、 僕の 家の 一 IS ^場へ 穴 を 掘る 場所 を 指定した。 

そして、 ゃッ と. E 分の 住ま ひに 歸れ たの だが、 敎 室の 正面なる 玄關の 石段 をの ぼりつつ 感じた 心+ ザち 

では、 淸 子が 

『とッ ちゃん、 どこへ 行って たの』 と 云って 出て 來 るの を s 分 は 待ち受けて ゐた。 然し その 兒が、 も 

う、 永久に ゐな いの だと 云 ふこと を、 俊 はや； 敷に 足 を 投げ出してから、 俄かに 思 ひ 確かめる ことが で 

きた。 妻の 颜 と共に 僕の 周 園が 火の 消えた やうに 寂しくな つ./」。 

今 衣 、ソ， 'パ 老人から ハガキ が や；，：^ して、 普通の 病氣 でなかった の だから、 ここ 一週 M 敎授 をし に來る 

こと を _i ^慮して L 犬れ ろと あった。 まさか、 1§-等も子供を持ってるのぢゃァぁるまぃし！實布^^^-里亞は 

おとなに %染 する やうな ことなん かないと 云 ふで はない か？ 潔. g と 云 はう か？ 日本人 を にして ゐ 

ると 云 はふ か？ 僕 は 死んだ 兒に對 する 悲しみの 出し どころ がない ので、 それが 怒りに 變 じて を 

II  一  ffi 信じた こと も あるが 11 ますく^ ひたくな つた。 日本語 敎授の 報酬な ど、 たと へ：^ に ふつ 


て も 知れた もの だ。 

をんで-, > 

一月 十五 日。 喑。 僕 は 〇〇 敎會の 牧師 は大嫌 ひだ。 蕖が隱 田に 住んで た あとへ 僕 もちよ ッと 住んだ 

ことがあ るが、 その 家ぬ しの かみさんの 話に よると、 鎮は 自分の 妹 だと 云って 引きす り 込んで た 女と 

いつも 一 緒の 窒に 寢てゐ た。 その他の ことに 於いても 渠の まじめ は 疑 はれる ので ある。 けれども、 僕 

ぼくし 

の 妻の 意に 從 つて 葬式 を 耶蘇 敎式 にやる となると、 その 敎會の 牧師と して 渠を 招かねば ならな かつ 

た。 敎會 まで 持って行 くこと だけ は 僕が 反對 したので、 自宅で やる ことにな つた。 南 宅と 1K つても • 

今の 敎室 になって ると ころ は、 もと、 耶蘇 敎の傳 道 食堂で あつたの だから. 敎； も そのままに なって 

ゐて、 丁度 持って 來 いの 場所た。 

出^者 は 僕の 父母、 妹と： 常 川の 叔父、 妻の 叔母 一家、 近處の 人々 で、 僕の 友人 どもに は あまり 

お ほ毁裟 になる ので 知らせなかった。 來て吳 れたソ ー パ 老人が 聖書 を 請み 牧師が ふよ ッ と說敎 をした 

が、 お 坐な りで、 僕から 兑れば 馬鹿げ てゐ た。 それでも、 耶蘇 敎 のこと は 何も 知らない ものら までが 

今 J よご 

泣いて たの は、 ただ 清 子の § 出 にだら う。 皆に 可愛がられた 兒 であった。 

葬列が 靈町 をと ほって ゐた時 * あいにく、 また、 パトラ氏夫^！と行き違った。 、s 等 は 俊に も挨 を 

した こと はしおが * コ レラ^^の棺をでも避けるゃぅにぉづくして、 その 男の 額 も 女の 顔 も -—— 却つ 

て その 方が 11 死に かけて るけ しきであった。 
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可哀 さう にも 無 邪ぐ.？ な 死で はない か？ 而も それが 旣に藥 りと 火と で以 つて 十分に 纏 r れてゐ たの 

だ。 それが 分らない ほどの 變木 どもなら- 愛の 敎へ など 云って 俾 道す るの はやめて- 早く 本 國へ引 

き 取る がいい！ 

『あいつ *  n 本 を 馬鹿に してやが るんだ』 と、 わざと 牧師 ゃソ ー パ 氏に も聽 える やうに 僕 は 僕の が 

少し 過ぎてから 妹 を 返り 兑 た。 妻 は 留守居 かたがた 家に とどまって ゐ たから。 然し 考 へて 兑 ると、 あ 

まり 友人 もない くせに 僕 自身が 僅か I 人の 兒を なくした 爲め にさう むやみと 曰こ毅 する の も、 結局 意久 

地の ないやう であった。 今までの やうに さう^ 庭 や 日々 の 生活なん かに 拘泥し ないで、 もッと 自分の 

勉強と 辩發 をしょう と 云 ふ 決心が 出た 僕 は、 ^^の上で悲しみゃら愤りゃらの熱を自分の顔にぉぼ へて 

ゐた。 

^：ぉは僕の^母のょこ乎にしてぁった。 淸 子の 造 骨と 共に、 かの 55;^ が 生前に 好きであった ところの 羽 

根と、 小さな 水く みと、 坐 わって る はだか 人形と を 1- めて やった。 

つち ゃァ、 ちッ こおち なさい』 と 云って、 .S 分が させられた やうに、 その 人形に もさせて やって るか 

の 女の すがたが、 今页ら の やうに、 僕の 口 の 前に 见 えたが、 その 本體 は、 もう、 灰と なって 土の 下に 

なった。 

『鍵： S おに、 つち は 土に』 と 云 ふ、 まじめの やうな、 また 不 まじめの やうな 祈り も 乂.) はって しまつ 


た。 こん もりと 盛り上げられた 丄 まん ぢ うの 上に は、 持って 來た淸 子の 墓 じる しが 立ち， その 前に 置 

すね^  0 

かれた 花づ つに は、 葬式の 場に 用ゐで 梅と 榑と 水仙と がさし 込まれた。 

すべて そんな 物 は 生きて る ものら の氣 休めば かりであった。 死んだ 者に は 何の 役に も 立たない もの 

あいちゃく 

である。 死んだ 者に 鍵が 殘る などと は、 とても、 考 へられない。 生きて る ものに 殘る 記憶 ゃ愛黨 の ほ 

かに 靈も あり やうがない の だが、 それでも 僕 は 最後に この 新ら しい 墓 を 離れる 時 • 淸 子が 今や どこの 

追 ひ 羽 极を習 ひに 行って る だら うと 云 ふやう な {41, 想 を 俘 ベて ゐた。 
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